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は じ め に 

2013 年から 2016 年の 4 年間の、がん研有明病院年報が完成したのでお届けします。 

2011 年に日本郵船の草刈隆郎氏が理事長に就任し、2012 年からは大阪大学の門田守人先生が病

院長に就任し、新しい体制が出来上がりました。2011 年から始まった経営改革運動 01 は、それ

までがん研に欠如していた、ボトムアップ運動として大きな変革をもたらしました。また、中期

計画が策定され、放射線診療施設の拡充、健診センターの拡充、手術室の拡張整備、新棟の建設

など、積極的な方針が示されました。2010 年、2012 年の 2 回にわたる診療報酬改定で、手術料

の大幅アップなど、外科治療が主体の本院には追い風が吹き、病院の収支も好転しました。しか

し、2012 年をピークに人件費の増加や、減価償却の負担が収支を悪化しはじめたため、新しい

経営改革運動として Step-Up がん研（SG18）が草刈理事長より提案されました。これは 2018

年までに、投資した資源が 100％活用され、寄付金の有無にかかわらず病院として黒字体質に改

善するという計画でした。これはその後、さらに 2 年加速して 2016 年までに計画を完遂すると

いう SG16 と改称されました。2016 年の SG16 の総括では、数値目標は達成されましたが、在

院期間の短縮傾向、抗がん剤治療の外来移行など、症例の増加をしのぐ勢いで病床の必要数が低

下するという新しい事態が発生し、利益は増収の割には良くない状況が続いていました。2017

年後半から病床利用の効率化を図り、ようやく改善のめどが立ち、2020 年には新施設の 100％

稼働を達成すべく新たな中期計画が策定されたところです。 

また、一方で将来への投資の一つとして、臨床研究センターの整備は着実に進行しており、お

そらく 3 年後には十分な体制が確立されると期待されます。ただその間、臨床研究開発センター

への投資に大きな収支上のリターンは期待しがたく、成果が得られるまでにはある程度の時間

が必要です。臨床研究の実績は、治療実績や検査件数などに比較すると十分とはいえず、各診療

科の自覚と努力を期待しております。今後はゲノム医療を推進するためにも、臨床研究センター

の機能強化が求められており、病院としても体制整備を強く推し進める必要があります。そのた

めにも、安定した収支の達成が急務であり、より一層の工夫と努力が求められています。 

さて、年報とは基本的には毎年とりまとめられるべきものですが、今回は４年分まとめて発行

するという事態になりました。この責任は全て病院長にあります。今後は年報を毎年とりまとめ

ることは当然ですが、そのあり方についても再検討が必要と感じています。年報の内容の内、病

院の基本的な情報は癌研究会のホームページ上に掲載されています。また、論文業績については

ネット上で検索が容易に可能であり、改めて年報にような冊子体としてとりまとめる必然性は

薄れています。今後、年報を冊子体として発行すべきかも再検討の余地があると思います。文

献情報を冊子体として提供しても、その利用価値は小さく、むしろ電子データとして提示され

た方が、検索も容易であるし、ネット上ではそのまま原文に到達することも可能です。プリン

トアウトしたものは数冊準備し、データは DVD で配賦することも検討されるべきでしょう。 

最後に、多忙の中本年報をとりまとめてくれた、総務部の職員の皆様には心より感謝申し上げ

ます。そして、従来のものと違った全く新しい形態の年報作成に向けた、より一層の努力と工夫

を期待しています。 

平成３０年６月吉日 

公益財団法人がん研究会有明病院 

病院長 山口 俊晴 



１．理念・基本方針 

未来を担う理想のがん専門病院となるために、病院の理念・基本方針として次の使命(Mission)、

共有する価値観(Core Values)、将来展望(Vision)を定めました。 

これに基づき、私たちは最高の医療を提供するとともに、下記の「患者さんの権利」を尊重した、

やさしく心の通った医療を実践してまいります。 

◆基本理念 

「がん研究会はがん克服をもって人類の福祉に貢献する」

この基本理念達成のために、がん研究会は 研究所、病院およびがん化学療法センター等を擁し 

１．がんの本態と個性を明らかにし、がんの診断・治療・予防に貢献すると共に、 

生命科学の先端を開拓する。 

２．優れたがんの診断・治療を実践し、がんを治す。 

３．がんの新薬と新しい診断・治療法を開発する。 

４．がんの予防研究と一次・二次予防の実践により、がんの発生と死亡を抑える。 

５．がんの研究・診療・予防の、国内および国際交流を促進する。 

◆使命・価値観・将来展望 

使   命 Mission  「がん克服をもって人類の福祉に貢献する」 

価 値 観 Core Values 「創造・革新・高質・親切・協調」 

将来展望 Vision  「がんの診療・研究において世界に誇るがん研となる」 

◆基本方針 

１．新しいがん医療の創造に努めます 

２．安全かつ質の高いがん医療を提供します 

３．患者さん中心の親切ながん医療を行います 

４．臓器別診療に基づくチーム医療を実践します 

５．人間性豊かな医療人の育成に努めます 

◆患者さんの権利 

１．基本的人権に基づき、高質の医療を等しく受けることができます。 (基本的人権) 

２．十分な説明と情報提供を受けることができます。 (十分な説明と情報提供) 

３．自己の意思に基づいて診療を受けることができます。 (治療の自己決定) 

４．自己の受けた診療内容を知ることができます。 (情報公開) 

５．個人情報及び医療情報は十分に保護され秘密が守られます。 (個人情報保護) 

例えば・・・ 

 セカンドオピニオンを求めることができます。

 診療を受けることも、拒否することもできます。

 一方、自己決定したことに対して責務が存在することもご理解ください。

 診療内容、診療記録等について知りたいときは説明・開示をお求めください。

なお、新しい治療法開発のために必要な臨床試験をお願いすることがありますのでご理解下さい。 
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２．２０１３年～２０１６年の動き 

２０１３年（平成２５年） 

１月 ５日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙行される。 

２５年勤続表彰者１５名、１０年勤続表彰者１４名、がん研究会学術賞１名、がん研

究会特別賞３名、優良者賞１１名、理事長感謝状３社。 

２月２２日 

２５日・２７日 

吉田富三記念講堂にて、各診療科におけるこれまでの取り組みと今後の目指す方向に

関する発表会が開催される。 

2 月２５日 

～3 月 5 日 

がん研究会職員による海外研修（アジア研修）が実施される。 

３月 ３日 

～3 月 ９日 

がん研究会職員による訪米視察（米国 MD Anderson Cancer Center）が実施される。 

 ４月 １日 吉田富三記念講堂にて平成２５年新職員辞令授与式（総勢 170 名）が挙行される。 

４月 ８日 細胞検査士養成所平成２５年度入学式（総勢１４名）が挙行される。 

５月１１日 東京ビックサイトにて、全員参加型職員研修会を開催し、１，０８９名が参加した。 

５月２８日 平成２５年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙行され、日本血液製剤機構中央研究員の

平山博博士と中央労働災害防災防止協会・日本バイオアッセイ研究所センター客員研

究員の立松正衛博士が共同授賞者として選ばれる。 

受賞内容：「スナネズミ感染モデルの樹立とピロリ菌による胃発がんプロモーション

の解明」 

５月３１日 患者さんや人々の福祉に貢献するため、各部署の課題の取り組みを発表する、経営改

革運動プロジェクト０１の第２回全体発表会が開催され、３２９名の職員が参加し

た。 

６月 ６日 吉田富三記念講堂にて、「がん研究会海外研修報告会－アジア・アメリカの現状と改

善提案－」が開催される。 

６月１９日 第６回定時評議員会・第２５回理事会が開催される。 

野田哲生（常務理事・がん研究所所長）が代表理事に就任、門田守人（病院長）と 

太田隆博（経営戦略本部長）が、常務理事に就任する。 

７月 ３日 理事長表彰（平成２５年チーム表彰）を実施。 

業績貢献度の高かった２５のチームが表彰される。 

７月２７日 吉田富三記念講堂他にてジョンソン＆ジョンソン株式会社との共催により、「ブラッ

クジャックセミナー」が開催される。 

１０月 門田守人病院長が日本癌学会長與又郎賞を受章する。 

１０月３１日 細胞検査士養成所平成２５年度卒業式（総勢１４名）が挙行される。 

１１月 平成２５年秋の叙勲で、吉田光昭（理事・がん化学療法センター所長）が瑞宝中綬章

を授与される。 

１２月１１日 第７回評議員会、第３５回理事会が開催される。 
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２０１４年（平成２６年） 

１月 ４日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙行される。 

２５年勤続表彰者９名、１０年勤続表彰者２１名、がん研究会特別賞４名。 

2 月 22 日 

・23 日 

中国北京市にある中日友好医院、北京医師協会、中日医学科技交流協会とともに、北

京市にて消化器がんに関するセミナーが開催される。 

２月２７日 ソラシティカンファランスセンター（御茶ノ水）にて、「第三回がん研究会有明病院

紹介セミナー」が開催される。 

3 月 ４日 吉田富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。 

3 月２４日 吉田富三記念講堂にて、がん研究会海外研修報告会が開催される。 

3 月３１日 細胞検査士養成所平成２６年度入学式（総勢 13 名）が挙行される。 

４月 １日 吉田富三記念講堂にて平成２６年新職員辞令授与式（総勢１８６名）が挙行される。 

佐野 武（消化器外科部長）と髙橋俊二（総合腫瘍科部長）が院長補佐に就任した。 

緩和・がん疼痛治療科（緩和治療科、精神腫瘍科、がん疼痛治療科、緩和ケアーチー

ム）、医療連携部、がん相談支援部、診療情報管理室の４部門から構成された「緩和

ケアセンター」を新設。 

4 月 27 日 秋篠宮同妃両殿下のご臨席のもと、パレスホテル東京にて、「細胞診６０周年記念式

典」が挙行され、門田守人病院長に感謝状が授与される。 

５月２０日 平成２６年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙行され、米国・ロチェスター大学教授 

ヴェラ ゴルブノヴァ博士と同准教授アンドレィ セアルノフ博士が共同授賞者とし

て選ばれる。 

受賞内容：「ハダカデバネズミのがん化抵抗性の機序」 

５月２０日 研究所及び病院が設立 80 周年を迎える。 

5 月２４日 東京ビッグサイトにて 4 回目の全員参加型職員研修会を開催し、１，１４９名が参加

した。また、病院開院８０周年を記念した講演会も併せて開催される。 

６月１８日 低侵撃による手術が可能となる手術支援ロボット「ダヴィンチ」が導入される。 

６月１９日 第８回定時評議員会・第３７回理事会が開催される。 

榮木実枝（副院長・看護部長）が、がん研究会初の女性理事に、土田知宏（健診セン

ター副センター長）が、健診センター長に就任。 

８月 ６日 理事長表彰（平成２６年チーム表彰）を実施。 

業績貢献度の高かった２０のチームが表彰される。 

８月 ７日 手術室が 4 室増設され、合計２０室となる。 

８月 ９日 吉田富三記念講堂他にてジョンソン＆ジョンソン株式会社との共催により、「ブラッ

クジャックセミナー」が開催される。 

９月 ６日 当院１階ホスピタルストリートにて、市民公開講座「キャンサーカフェ」～みんなで

がんを考えよう～ が開催される。 

１０月３１日 細胞検査士養成所平成２６年度卒業式（総勢１３名）が挙行される。 

１１月 ４日 がん研究会の公式キャラクターとして「かにこちゃん」が誕生する。 
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１１月２６日 病院開院８０周年記念チャリティー講演会を開催。「病院８０周年の歴史（門田病院

長）」、「肺がんについて（奥村呼吸器センター長）」の講演の他、落語家の樋口強様を

お迎えし、「いのちの落語講演」が挙行される。 

１２月１９日 第９回定時評議員会・第４２回理事会が開催される。 

２０１５年（平成２７年） 

１月 ５日 がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙行される。 

２５年勤続表彰者 8 名、１０年勤続表彰者３５名、がん研究会学術賞１名、特別賞 

４名。 

２月１２日 １２階西病棟（特別病棟）がリニューアルされ、内装やアメニティ等が一新となる。 

２月１２日 厚生労働省先進医療会議「国家戦略特区における保険外併用療養の特例」の対象医療

機関の選定において、当院が「臨床研究中核病院等と同水準の国際医療拠点」の要件

に該当するとして「適」の判定を得る。 

３月 ２日 

・４日・６日 

吉田富三記念講堂にて、「各診療科におけるこれまでの取り組みと今後の目指す方向」

に関する発表会が開催される。 

３月 ３日 吉田富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。 

３月１０日 吉田富三記念講堂にて、がん研究会海外研修報告会及び昨年度海外研修員からのがん

研への提言 進捗報告会が開催される。 

４月 １日 吉田富三記念講堂にて平成２７年新職員辞令授与式（総勢１８7 名）が挙行される。 

４月 ８日 細胞検査士養成所平成２７年度入学式（総勢１3 名）が挙行される。 

５月１６日 東京ビッグサイトにて５回目の全員参加型職員研修会を開催し、１，１５４名が参加

した。 

５月２６日 平成２７年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙行され、東京大学大学院教授の武田洋幸

博士選ばれる。 

受賞内容：「小型魚類を用いた脊権動物の器官形成原理の解明」 

６月 ３日 吉田富三記念講堂にて、門田病院長により、緩和ケアセンター講演会「命を考える ―

今から求められる医療とは？―」が開催される。 

６月１９日 第１０回定時評議員会・第４９回理事会が開催される。 

６月２９日 理事長表彰（平成２７年チーム表彰）を実施。 

業績貢献度の高かった 7 チームが表彰される。 

７月 １日 山口俊晴ががん研有明病院の病院長に就任。 

横田美幸（麻酔科部長）ががん研有明病院の副院長に就任。 

佐野武（消化器センター長）ががん研有明病院の副院長に就任。 

小口正彦（放射線治療部長）ががん研有明病院の院長補佐に就任。 

米瀬淳二（泌尿器科部長）ががん研有明病院の院長補佐に就任。 

大野真司（乳腺センター長）ががん研有明病院の院長補佐に就任。 

濱敏弘（薬剤部長）ががん研有明病院の院長補佐に就任。 
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７月 １日 吉田富三記念講堂にて、厚生労働省老健局老人保健課長 迫井正深 氏により、「２０

２５年に向けての医療の展望」特別講演会が開催される。 

７月 ３日 吉田富三記念講堂にて、門田名誉院長「がん研で過ごした４年間を振り返って」、 

山口病院長「新病院長としての抱負」をテーマに、特別講演会が開催される。 

７月２４日 吉田富三記念講堂にて株式会社グローバルヘルスコンサルティング・ジャパンとの共

催により、「がん医療の質向上研修会」が開催される。 

７月２５日 吉田富三記念講堂他にてジョンソン＆ジョンソン株式会社の共催により、「ブラック

ジャックセミナー」が開催される。 

８月 １日 がん研有明病院が、厚生労働省が実施する「医療機関における外国人患者受入れ環境

整備事業」に基づき、地域における外国人患者受入れの医療通訳拠点病院として認定

される。 

 ９月１０日 常陸宮華子妃殿下ご臨席のもと、ボランティア活動十周年記念の会が開催される。 

１０月１７日 吉田富三記念講堂にて、一般公開講座「がんについて知っておきたい 5 つのこと」が

開催される。 

１０月２８日 細胞検査士養成所平成２７年度卒業式（総勢１２名）が挙行される。 

１２月１7 日 第１１回定時評議員会・第 54 回理事会が開催される。 

２０１６年（平成２８年） 

１月 4 日 午前８時、新棟オープンのテープカットが、新棟一階のホスピタルストリートにて、

執り行われる。 

がん研究会新年祝賀式典並びに永年勤続者等表彰式が挙行される。 

２５年勤続表彰者１8名、１０年勤続表彰者６７名、特別賞４名、優良賞９名。 

１月１５日 常陸宮正仁親王殿下、妃殿下のご臨席のもと、新棟増築竣工式典・お披露目パーティ

ーが挙行される。 

１月１８日 平成２６年７月より、当院敷地内に建設中であった最先端放射線治療施設と、画像診

断施設、また、健診センターを兼ね備えた新棟がオープンする。 

２月 １日 名誉総裁であられる常陸宮正仁親王殿下が、フランス、ベルサイユ宮殿において、フ

ランスAVEC Fondation（Association pora la Vie Espoir contre le cancer）より、

永年に亘るがんのご研究とご活躍に対し、がん対策パリ憲章大賞が贈られる。 

３月 １日 吉田富三記念講堂にて、がん研有明病院 臨床研修医発表会が開催される。 

３月３０日 細胞検査士養成所平成２８年度入学式（総勢１４名）が挙行される。 

４月 １日 TOC 有明ウエストタワー２０階コンベンションホールにて、平成２８年新職員辞令授

与式（総勢２４９名）が挙行される。 

４月２３日 東京ビッグサイトにて６回目の全員参加型職員研修会を開催し、１，２５６名が参加

した。 

５月３１日 平成２８年度比較腫瘍学常陸宮賞授賞式が挙行され、ユタ大学（米国）教授のジョシ

ュア シフマン博士が選ばれる。 
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受賞内容：「象におけるがん抵抗性の機序」 

６月２１日 第１２回定時評議員会・第６０回理事会が開催される。 

８月 ６日 吉田富三記念講堂他にてジョンソン＆ジョンソン株式会社の共催により、「ブラック

ジャックセミナー」が開催される。 

 ８月３０日 認知症サポーター養成講座を開催した。 

１０月 １日 がんプレシジョン医療研究センターが設立される。 

平成 28 年 4 月 1 日法律に制定となった「女性の職業生活における活躍の推進に関す

る法律（女性活躍推進法）」において、育児者の継続就労を支援し、環境を検討する

「work-life-balance（ワークライフバランス）」から『ワラビ』というワーキンググ

ループを開設した。 

１０月１７日 抗がん剤治療等で爪が変形したり、黒ずんだりされている方のため、NPO インターナ

ショナルネイルアソシエーション理事の大江身奈様とネイリストの明畠珠由様をお

招きし、ネイルケアの講習を開催した。 

１０月３１日 細胞検査士養成所平成２８年度卒業式（総勢 1４名）が挙行される。 

１１月 ６日 

・７日 

がん研究会特別顧問（元がん研究所所長）・文化功労者 菅野晴夫 博士の逝去（１０

月３０日）に伴う通夜・告別式が挙行される。 

１２月１7 日 第１３回定時評議員会・第５４回理事会が開催される。 
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呼吸器センター 
呼吸器内科 

呼吸器外科 

消化器センター 
消化器内科 

消化器外科 

婦人科 

頭頸科 

整形外科 

泌尿器科（前立腺センターを含む） 

血液腫瘍科 

救急部 

画像診断センター 

遺伝子診療部 

【専門診療部門】 

病院本部 

【一般診療部門】 

【中央診療部門】 

【医療クオリティマネジメント部門】

外来治療室(ＡＴＣ) 

中央手術部 

滅菌材料室 

フォトセンター 

薬剤部 

看護部 

内視鏡診療部 

栄養管理部 

集中治療部 

リハビリテーション部 

本部長 

上部消化管 

下部消化管 

肝・胆・膵 

本部 部門 センター 部 課 

がん研 

有明病院 

総合腫瘍科 

緩和治療科 

総合内科 

眼科 

皮膚科 

歯科 

形成外科 

【看護部門】 

【薬剤部門】 

麻酔科(ペインクリニック) 

腫瘍精神科 

放射線治療部 

臨床検査センター 

感染症科 

病理部 

リンパ浮腫治療室 

検体検査部 

生理検査部 

輸血部 

臨床病理センター 

細胞診断部 

超音波検査部 

遺伝子診断部 

室 等 

乳腺内科 

乳腺外科 

免疫・遺伝子治療科 

化学療法部 

漢方サポート科 

経営戦略本部 

  本部長 

乳腺センター 

ＭＥセンター 

画像診断部 

核医学部 

化学療法管理室 

運動器ﾘﾊﾞﾋﾞりテーション室 

病院長 

緩和ケアチーム 

病院運営会議 

総務部 

人事部 

財務部 

調達部 

情報システム部 

広報部 

企画部 

総務課 

人事課 

経理課 

用度課 

募金室 

環境・施設サービス課 

インターナショナルセンター 

情報システム課 

法務・知財支援室 

広報課 

マーケティングセンター 

企画課 

  監査・ 

コンプライアンス室 

本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

サルコーマセンター 

チーフコンプライアンス 

オフィサー（ＣＣＯ） 

医薬品安全管理責任者 

医療機器安全管理責任者 

評議員会 理事会

３．組 織 図 公益財団法人　がん研究会機構図　（平成25年4月1日）
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本部 部門 センター 部 課 

室 等 本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

【医療クオリティマネジメント部門】 

患者支援センター 

クオリティインプルーブメント部 

院内感染対策部 

がん登録室 

【臨床教育・研究部門】 

病院事務部門 病院用度施設課 

医事部 

外来医事課 

入院医事課 

医師事務作業支援室 

医療情報課 

医療連携課 
医療戦略部 

ボランティア支援室 

健診センター 

健診センター管理部 健診センター管理課 

診療情報管理室 

臨床試験・研究センター 

細胞検査士養成所 

臨床試験部 

臨床研究部 

病院総務課 

CRC室 

治験データ管理室

治験薬管理室 

治験事務室 

研究本部 

本部長 

臨床教育研修センター 

がん研究所 

所長 

研究管理部 研究管理課 

病理部 

実験病理部 

細胞生物部 

がん生物部 

生化学部 

物理部 

遺伝子診断研究部 

発がん研究部 

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈｼｽ発がん研究部 

蛋白創製研究部 

化学療法部 

がんゲノム研究部 

交流センター 

図書室 

動物室 

基礎研究部 

分子薬理部 

分子生物治療研究部 

遺伝子治療研究室 

ゲノム研究部 

臨床部 

制癌剤情報室 

がん化学療法センター 

ゲノムセンター 

所長(兼) 

新機能抗体創製プロジェクト 

医療クオリティ 

マネジメントセンター 

医療安全管理部 

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 

事務室 

分子標的病理プロジェクト 

臨床研究グループ 

がんゲノミクスグループ 

臨床研究グループ 

次世代がん医療開発プロジェクト 

乳腺ゲノム解析グループ 

がんモデル開発グループ 

個別化医療基盤システム 

開発グループ 

早期探索臨床試験推進室 

臨床研究支援室   

研究データ管理室   

臨床研究事務室 

がんオーダーメイド医療 

開発プロジェクト 

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽ解析グループ 

標的分子探索グループ 

情報解析グループ 
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呼吸器センター
呼吸器内科

呼吸器外科

消化器センター
消化器内科

消化器外科

婦人科

頭頸科

整形外科

泌尿器科（前立腺センターを含む）

血液腫瘍科

画像診断センター

【専門診療部門】

病院本部

本部長
【一般診療部門】

【中央診療部門】

外来治療室(ＡＴＣ)

内視鏡診療部

遺伝子診療部

中央手術部

集中治療部

救急部

リハビリテーション部

食道

下部消化管

肝・胆・膵

本部 部門 センター 部 課

がん研

有明病院

病院長

総合腫瘍科

総合内科

眼科

皮膚科

歯科

形成外科

麻酔科(ペインクリニック)

放射線治療部

感染症科

リンパ浮腫治療室

室 等

乳腺外科

乳腺内科

免疫・遺伝子治療科

化学療法部

漢方サポート科

経営本部

本部長

乳腺センター

画像診断部

核医学部

化学療法管理室

運動器ﾘﾊﾞﾋﾞりテーション室

病院運営会議

総務部

人事部

財務部

調達部

情報システム部

広報部

企画部

総務課

人事労務課

経理課

募金課

国際医療課

情報システム課

法務・知財支援室

広報課

医療情報課

企画課

監査・

コンプライアンス室

本部長連絡会議

経営会議

経営統轄会議

理事会評議員会

サルコーマセンター

チーフコンプライアンス

オフィサー（ＣＣＯ）

医薬品安全管理責任者

医療機器安全管理責任者

購買・施設課

胃

がん登録室

医事部

外来医事課

入院医事課

医師事務作業支援室

医療連携課

ボランティア支援室

健診センター管理部 健診センター管理課

給与厚生課

教育・研修課経営管理センター

センター長

研究管理課

緩和ケアセンター

緩和・がん疼痛治療部

緩和治療科

がん疼痛治療科

腫瘍精神科

医療連携部

がん相談支援部（がん相談支援センター）

診療情報管理室

がん治療支援

緩和ケアチーム

評議員会 理事会

公益財団法人　がん研究会機構図　（平成26年4月1日）
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本部 部門 センター 部 課

室 等

総務課

本部長連絡会議

経営会議

経営統轄会議

理事会評議員会

＊がん研究会における
放射線障害予防のための組織は
放射線障害予防規程の第２章
「組織及び職務」中に明示する。

【医療クオリティマネジメント部門】

滅菌材料室

フォトセンター

薬剤部

看護部

クオリティインプルーブメント部

院内感染対策部

栄養管理部

【臨床教育・研究部門】

【看護部門】

【薬剤部門】

健診センター

臨床検査センター

病理部

臨床試験・研究センター

細胞検査士養成所

臨床試験部

臨床研究部

リンパ浮腫治療室

検体検査部

生理検査部

輸血部

臨床病理センター

細胞診断部

超音波検査部

遺伝子診断部

CRC・治験データ管理室

治験事務室

研究本部

本部長

ＭＥセンター

早期探索臨床試験推進室

臨床教育研修センター

治験薬管理室

がん研究所

所長

病理部

実験病理部

細胞生物部

がん生物部

生化学部

物理部

遺伝子診断研究部

発がん研究部

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈｼｽ発がん研究部

蛋白創製研究部

化学療法部

がんゲノム研究部

交流センター

図書室

動物室

基礎研究部

分子薬理部

分子生物治療研究部

遺伝子治療研究室

ゲノム研究部

臨床部

制癌剤情報室

がん化学療法センター

ゲノムセンター

所長(兼)

新機能抗体創製プロジェクト

医療クオリティ

マネジメントセンター

医療安全管理部

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ

事務室

分子標的病理プロジェクト

臨床研究グループ

がんゲノミクスグループ

臨床研究グループ

次世代がん医療開発プロジェクト

がんモデル開発グループ

乳腺ゲノム解析グループ

個別化医療基盤システム

開発グループ

臨床研究支援室

研究データ管理室

臨床研究事務室

がんオーダーメイド医療

開発プロジェクト

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽ解析グループ

標的分子探索グループ

情報解析グループ

所長

臨床試験支援室

研究管理部 研究管理課
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呼吸器センター 
呼吸器内科 

呼吸器外科 

消化器センター 

消化器内科 

消化器外科 

婦人科 

頭頸科 

整形外科 

泌尿器科（前立腺センターを含む） 

血液腫瘍科 

救急部 

画像診断センター 

遺伝子診療部 

【専門診療部門】 

病院本部 

本部長 

【一般診療部門】 

【中央診療部門】 

外来治療室(ＡＴＣ) 

中央手術部 

内視鏡診療部 

集中治療部 

リハビリテーション部 

食道外科 

大腸外科 

肝・胆・膵外科 

本部 部門 センター 部 課 

がん研 

有明病院 

  病院長 

総合腫瘍科 

総合診療部 

眼科 

皮膚科 

歯科 

形成外科 

麻酔科(ペインクリニック) 

放射線治療部 

感染症科 

リンパ浮腫治療室 

室 等 

乳腺外科 

乳腺内科 

免疫・遺伝子治療科 

化学療法部 

漢方サポート科 

経営本部 

本部長 

乳腺センター 

画像診断部 

核医学部 

化学療法管理室 

運動器リハビリテーション室 

病院運営会議 

総務部 

人事部 

購買・IT推進部 

広報部 

企画部 

総務課 

人事労務課 

経理課 

募金課 

国際医療課 

IT推進課 

法務・知財支援室 

広報課 

企画課 

  監査・ 

コンプライアンス室 

本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

サルコーマセンター 

チーフコンプライアンス 

オフィサー（ＣＣＯ） 

医薬品安全管理責任者 

購買・施設課 

胃外科 

がん登録室 

医事部 

外来医事課 

入院医事課 

医師事務作業支援室 

医療連携課 

ボランティア支援室 

健診センター運営部 

給与厚生課 

教育・研修課 経営管理センター 

センター長 

研究管理課 

緩和ケアセンター 

緩和・がん疼痛治療部 

緩和治療科 

がん疼痛治療科 

腫瘍精神科 

医療連携部 

がん相談支援部（がん相談支援センター） 

診療情報管理室 

緩和ケアチーム 

経費管理課 
財務部 

肝・胆・膵内科 

下部消化管内科 

上部消化管内科 

消化器化学療法科 

循環器内科 

内分泌・代謝科 

腎臓内科 

神経内科 

医療機器安全管理責任者 

医療戦略ユニット 

インターナショナル 

 ペイシェント サービス 

評議員会 理事会

公益財団法人　がん研究会機構図　（平成27年4月1日） 
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2015.4.1 
本部 部門 センター 部 課 

室 等 本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

【医療クオリティマネジメント部門】 

滅菌材料室 

フォトセンター 

薬剤部 

看護部 

クオリティインプルーブメント部 

院内感染対策部 

栄養管理部 

【臨床教育・研究部門】 

【看護部門】 

【薬剤部門】 

臨床検査センター 

病理部 

臨床試験・ 

研究センター 

細胞検査士養成所 

臨床試験部 

臨床研究部 

リンパ浮腫治療室

検体検査部 

生理検査部 

輸血部 

臨床病理センター 
細胞診断部 

超音波検査部 

遺伝子診断部 

CRC・治験データ管理室 

治験事務室 

研究本部 

本部長 

ＭＥセンター 

早期探索臨床試験推進室 

臨床教育研修センター 

治験薬管理室 

がん研究所 

所長 

病理部 

実験病理部 

細胞生物部 

がん生物部 

生化学部 

物理部 

遺伝子診断研究部 

発がん研究部 

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈｼｽ発がん研究部 

蛋白創製研究部 

化学療法部 

がんゲノム研究部 

交流センター 

図書室 

動物室 

基礎研究部 

分子薬理部 

分子生物治療研究部 

遺伝子治療研究室 

ゲノム研究部 

臨床部 

制癌剤情報室 

がん化学療法センター 

所長 

ゲノムセンター 

所長(兼) 

新機能抗体創製プロジェクト 

医療クオリティ 

マネジメントセンター 

医療安全管理部 

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 

事務室 

分子標的病理プロジェクト 

臨床研究グループ 

がんゲノミクスグループ 

臨床研究グループ 

次世代がん医療開発プロジェクト 

がんモデル開発グループ 

乳腺ゲノム解析グループ 

個別化医療基盤システム 

開発グループ 

臨床研究支援室  

研究データ管理室  

臨床研究事務室 

がんオーダーメイド医療 

開発プロジェクト 

ﾌﾟﾛﾃｵﾐｸｽ解析グループ 

標的分子探索グループ 

情報解析グループ 

臨床試験支援室 

研究管理部 研究管理課 

健診センター 
運営部 

検診部 

薬剤管理室 

調剤室 

臨床薬剤室 

＊がん研究会における放射線障害予防のための組織は、 

放射線障害予防規程の第２章「組織及び職務」中に明示する。 
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公益財団法人　がん研究会機構図　（平成28年6月1日） 
2016.06.01 

呼吸器センター 
呼吸器内科 

呼吸器外科 

消化器センター 

消化器内科 

消化器外科 

婦人科 

頭頸科 

整形外科 

泌尿器科（前立腺センターを含む） 

血液腫瘍科 

救急部 

画像診断センター 

遺伝子診療部 

【専門診療部門】 

病院本部 

本部長 

【一般診療部門】 

【中央診療部門】 

外来治療室(ＡＴＣ) 

中央手術部 

内視鏡診療部 

集中治療部 

リハビリテーション部 

食道外科 

大腸外科 

肝・胆・膵外科 

本部 部門 センター 部 課 

有明病院 

病院長 

総合腫瘍科 

総合診療部 

眼科 

皮膚科 

歯科 

形成外科 

麻酔科(ペインクリニック) 

放射線治療部 

感染症科 

リンパ浮腫治療室 

室 等 

乳腺外科 

乳腺内科 

免疫・遺伝子治療科 

化学療法部 

漢方サポート科 

経営本部 

 本部長 

乳腺センター 

画像診断部 

核医学部 

化学療法管理室 

運動器リハビリテーション室 

病院運営会議 

総務部 

人事部 

購買・施設部 

広報部 

企画部 

総務課 

人事労務課 

経理課 

募金課 

国際医療課 

IT推進課 

法務・知財支援室 

広報課 

企画課 

  監査・ 

コンプライアンス室 

本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

サルコーマセンター 

チーフコンプライアンス 

オフィサー（ＣＣＯ） 

医薬品安全管理責任者 

購買課 

胃外科 

診療情報管理室 
医事部 

医師事務作業支援室 

連携推進室 

健診センター運営部 

給与厚生課 

教育・研修課 

経営管理センター 

センター長 

研究管理課 

緩和ケアセンター 
医療連携部 

がん相談支援部（がん相談支援センター） 

診療情報管理室 

緩和治療科 

財務部 

肝・胆・膵内科 

下部消化管内科 

上部消化管内科 

消化器化学療法科 

循環器内科 

内分泌・代謝科 

腎臓内科 

神経内科 

医療機器安全管理責任者 

理事会 

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ 

 ﾍﾟｲｼｪﾝﾄ ｻｰﾋﾞｽ ﾁｰﾑ 

施設管理課 

運営サポートチーム 

医事課 

甲状腺センター 

医療戦略ユニット 

診療予約室 

腫瘍精神科 

がん疼痛治療科 

緩和ケアチーム 

IT推進部 

災害医療部 

ｵﾝｺﾛｼﾞｯｸ ｴﾏｰｼﾞｪﾝｼｰ 

&ﾃﾞｨｻﾞｽﾀｰ ｾﾝﾀｰ 

（ＯＥＤＣ） 災害派遣医療チーム 

（ＤＭＡＴ） 

評議員会 

秘書室 

環境整備室 
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2016.06.01 

本部 部門 センター 部 課 

室 等 本部長連絡会議 

経営会議 

経営統轄会議 

理事会 評議員会 

【医療クオリティマネジメント部門】 

滅菌材料室 

フォトセンター 

薬剤部 

看護部 

クオリティインプルーブメント部 

院内感染対策部 

栄養管理部 

【臨床教育・研究部門】 

【看護部門】 

【薬剤部門】 

臨床検査センター 

病理部 

細胞検査士養成所 

臨床試験支援部 

ＴＲ支援部 

リンパ浮腫治療室

検体検査部 

生理検査部 

輸血部 

臨床病理センター 
細胞診断部 

超音波検査部 

遺伝子診断部 

CRC室 

研究本部 

本部長 

ＭＥセンター 

早期探索臨床試験推進室 

臨床教育研修センター 

治験薬管理室 

がん研究所 所長 

病理部 

実験病理部 

細胞生物部 

がん生物部 

生化学部 

物理部 

遺伝子診断研究部 

発がん研究部 

ｴﾋﾟｼﾞｪﾈｼｽ発がん研究部 

蛋白創製研究部 

化学療法部 

がんゲノム研究部 

交流センター 

図書室 

動物室 

基礎研究部 

分子薬理部 

分子生物治療研究部 

遺伝子治療研究室 

ゲノム研究部 

臨床部 

制癌剤情報室 

がん化学療法センター 所長 

医療ｸｵﾘﾃｨ 

  ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 

医療安全管理部 

医療ｸｵﾘﾃｨﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｾﾝﾀｰ 

事務室 

分子標的病理プロジェクト 

臨床研究推進室  

データマネジメントセンター 

臨床試験事務室 

研究管理部 研究管理課 

健診センター 
運営部 

検診部 

薬剤管理室 

調剤室 

臨床薬剤室 

ゲノムセンター 所長 

がんゲノム医療開発プロジェクト 

臨床研究グループ 

臨床研究グループ 

次世代がん研究シーズ 

育成プロジェクト 

乳腺ゲノム解析グループ 

がんゲノミクスグループ 

個別化医療基盤システム 

 開発グループ 

がんオーダーメイド医療 

開発プロジェクト 

情報解析グループ 

標的分子探索グループ 

がんモデル開発グループ 

＊がん研究会における放射線障害予防のための組織は、 

放射線障害予防規程の第２章「組織及び職務」中に明示する。 

プロテオミクス解析グループ 

ボランティア支援室 

ベットコントロールセンター 

患者相談室 

臨床研究センター 企画・品質管理部 

医療機器開発研究センター 

データベース＆バイオバンクセンター 
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◆平成25年 平成25年12月1日

非常勤職員

医師 2 275 0 277 126

薬剤師 0 59 0 59 0

看護師等 0 769 0 769 24

臨床検査技師 0 66 0 66 3

診療放射線技師 0 71 0 71 0

栄養士 0 7 0 7 1

事務職員 147 13 9 169 9

研究員 0 1 72 73 8

その他 0 74 75 149 24

計　 149 1,335 156 1,640 195

◆平成26年 平成26年12月1日

医師 1 288 0 289 148

薬剤師 0 62 0 62 1

看護師等 0 784 0 784 23

臨床検査技師 0 70 0 70 1

診療放射線技師 0 68 0 68 0

栄養士 0 11 0 11 1

事務職員 154 26 10 190 14

研究員 0 3 62 65 9

その他 0 86 74 160 32

計　 155 1,398 146 1,699 229

◆平成27年 平成27年12月1日

医師 2 315 0 317 157

薬剤師 0 59 0 59 2

看護師等 0 799 0 799 22

臨床検査技師 0 74 0 74 1

診療放射線技師 0 73 0 73 1

栄養士 0 11 0 11 0

事務職員 151 30 9 190 24

研究員 0 4 67 71 13

その他 0 95 76 171 30

計　 153 1,460 152 1,765 250

◆平成28年 平成28年12月1日

医師 1 349 0 350 180

薬剤師 0 62 0 62 0

看護師等 0 865 0 865 19

臨床検査技師 0 80 0 80 1

診療放射線技師 0 81 0 81 1

栄養士 0 11 0 11 0

事務職員 156 33 7 196 21

研究員 0 4 70 74 11

その他 0 103 73 176 33

計　 157 1,588 150 1,895 266

非常勤職員合計研究部門病院部門事務部門

4．職　員　数

合計研究部門病院部門事務部門 非常勤職員

非常勤職員

事務部門 病院部門 研究部門 合計

合計研究部門病院部門事務部門
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５． 診療科と責任者 

（2013 年 12 月 現在）
名 誉 院 長 武藤徹一郎（消化器外科）・中川 健（呼吸器外科）・ 

病 院 長 門田守人（消化器外科） 

副 院 長 山口俊晴（消化器センター長）・松本誠一（整形外科部長）・榮木実枝（看護部長） 

院 長 補 佐 關根今生（総合内科）・横田美幸（麻酔科部長）・奥村 栄（呼吸器センター長）・ 

小口正彦（放射線治療部長） 

呼吸器センター 呼吸器センター長 奥村 栄（呼吸器外科部長） 

呼吸器内科 部長 西尾誠人 

呼吸器外科 部長 奥村 栄・副部長 文 敬景 

消化器センター 消化器センター長 山口俊晴 

消化器内科 部長 五十嵐正広 

担当部長 藤崎順子・担当部長 水沼信之・担当副部長 石井 浩 

消化器外科 部長佐野 武・食道担当部長 渡邊雅之・胃担当部長 比企直樹・ 

下部消化管担当部長 上野雅資・肝・胆・膵担当部長 齋浦明夫 

乳腺センター センター長 岩瀬拓士 

乳 腺 外 科 副部長 蒔田益次郎 

乳 腺 内 科 部長 伊藤良則 

婦 人 科 部長 竹島信宏・副部長 宇津木久仁子・副部長 馬屋原健司 

頭 頸 科 部長 川端一嘉・副部長 三谷浩樹 

整 形 外 科 部長 松本誠一・副部長 下地 尚 

泌 尿 器 科 部長 米瀬淳二 

血 液 腫 瘍 科 部長 畠 清彦・担当部長 照井康仁 

総 合 腫 瘍 科 部長 高橋俊二 

サルコーマセンター 部長 松本誠一 

緩 和 治 療 科 部長 向山雄人 

総 合 内 科 副部長 中山耕之介 

麻 酔 科 部長 横田美幸 

形 成 外 科 部長 澤泉雅之 

腫 瘍 精 神 科 副部長 山田健志 

漢方サポート科 部長 星野恵津夫 

歯 科 部長 冨塚 健 

眼 科 部長 辻 英貴 

感 染 症 科 部長 原田壮平 

放射線治療部 部長 小口正彦・副部長 小塚拓洋 

画像診断センター センター長 河野 敦 

画 像 診 断 部 部長 松枝 清・副部長 田中宏子 

長小口正彦核 医 学 部 部長 小泉 満

内視鏡診断部 部長 五十嵐正広・副部長 為我井芳郎 

化 学 療 法 部 部長 高橋俊二 

遺伝子診療部 部長 新井正美 

中 央 手 術 部 部長 川端一嘉 

集 中 治 療 部 部長 二味 覚 
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超音波検査部 部長 山田惠子 

病 理 部 部長 石川雄一 

細 胞 診 断 部 部長 杉山裕子 
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（2014 年 12 月 現在）
名 誉 院 長 武藤徹一郎（消化器外科）・中川 健（呼吸器外科） 

病 院 長 門田守人（消化器外科） 

副 院 長 山口俊晴（消化器センター長）・松本誠一（整形外科部長）・榮木実枝（看護部長） 

院 長 補 佐 横田美幸（麻酔科部長）・小口正彦（放射線治療部長）・奥村 栄（呼吸器センター長）・ 

佐野 武（消化器外科部長）・高橋俊二（総合腫瘍科部長） 

呼吸器センター 呼吸器センター長 奥村 栄（呼吸器外科部長） 

呼吸器内科 部長 西尾誠人 

呼吸器外科 部長 奥村 栄・副部長 文 敬景 

消化器センター 消化器センター長 山口俊晴 

消化器内科 部長 五十嵐正広・担当部長 藤崎順子・担当部長 水沼信之・担当部長 笹平直樹 

担当副部長 石井 浩 

消化器外科 部長佐野 武・食道担当部長 渡邊雅之・胃担当部長 比企直樹・ 

下部消化管担当部長 上野雅資・肝・胆・膵担当部長 齋浦明夫 

下部消化管担当副部長 福長洋介 

乳腺センター センター長 岩瀬拓士 

乳 腺 外 科 副部長 蒔田益次郎・副部長 宮城由美・副部長 飯島耕太郎 

乳 腺 内 科 部長 伊藤良則 

婦 人 科 部長 竹島信宏・副部長 宇津木久仁子・副部長 馬屋原健司 

頭 頸 科 部長 川端一嘉・副部長 三谷浩樹 

整 形 外 科 部長 松本誠一・副部長 下地 尚 

泌 尿 器 科 部長 米瀬淳二・副部長 山本信也・副部長 増田 均 

血 液 腫 瘍 科 部長 畠 清彦・担当部長 照井康仁 

総 合 腫 瘍 科 部長 高橋俊二 

サルコーマセンター 部長 松本誠一 

総 合 内 科 部長 中山耕之介 

麻 酔 科 部長 横田美幸 

形 成 外 科 部長 澤泉雅之 

眼 科 部長 辻 英貴 

感 染 症 科 部長 原田壮平 

漢方サポート科 部長 星野恵津夫 

歯 科 部長 冨塚 健 

緩和治療センター 部長 向山雄人 

緩和・がん疼痛治療部 部長 服部政治 

緩和治療科 部長 向山雄人 

腫瘍精神科 部長 山田健志 

放射線治療科 部長 小口正彦・副部長 小塚拓洋 

画像診断センター センター長 松枝 清 

画像診断部 部長 松枝 清・副部長 田中宏子 

長小口正彦核 医 学 部 部長 小泉 満

内視鏡診療部 部長 五十嵐正広 

化 学 療 法 部 部長 高橋俊二 
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遺伝子診療部 部長 新井正美 

集 中 治 療 部 部長 二味 覚 

超音波検査部 部長 山田惠子 

病 理 部 部長 石川雄一 

細 胞 診 断 部 部長 杉山裕子 
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名 誉 院 長 

病 院 長 

副 院 長 

院 長 補 佐 

呼吸器センター 

呼吸器内科 

呼吸器外科 

消化器センター 

消化器内科 

消化器化学療法

科肝・胆・膵内科 

上部消化管内科 

下部消化管内科 

食 道 外 科 

胃 外 科 

大 腸 外 科 

肝・胆・膵外科 

乳 腺セン タ ー 

乳 腺 外 科 

乳 腺 内 科 

婦 人 科 

頭 頸 科 

整 形 外 科 

泌 尿 器 科 

血 液 腫 瘍 科 

総 合 腫 瘍 科 

サルコーマセンター 

総 合 内 科 

（2015 年 12 月 現在）
武藤徹一郎（消化器外科）・中川 健（呼吸器外科）・門田守人（消化器外科） 

山口俊晴（消化器外科） 

松本誠一（整形外科部長）・佐野 武（消化器外科部長）・横田美幸（麻酔科部長） 

髙橋俊二（総合腫瘍科部長）・米瀬淳二（泌尿器科部長）・小口正彦（放射線治療部長） 

長田 理（医療安全管理部長）・大野真司（乳腺センター長）・濱 敏弘（薬剤部長） 

清水多嘉子（看護部長） 

呼吸器センター長 奥村 栄（呼吸器外科部長） 

部長 西尾誠人 

部長 奥村 栄・副部長 文 敬景 

消化器センター長 佐野 武 

部長 五十嵐正広・担当部長 藤崎順子 

部長 山口研成・担当部長 水沼信之・副部長 陳 勁松 

部長 笹平直樹 

部長 藤崎順子・副部長 山本頼正 

副部長 為我井芳郎 

部長 渡邊雅之 

部長 比企直樹・ 

部長 上野雅資・副部長 福長洋介 

部長 齋浦明夫 

センター長 岩瀬拓士 

副部長 蒔田益次郎・副部長 宮城由美・副部長 飯島耕太郎 

部長 伊藤良則 

部長 竹島信宏・副部長 宇津木久仁子・副部長 馬屋原健司 

部長 川端一嘉・副部長 三谷浩樹 

部長 松本誠一・副部長 下地 尚 

部長 米瀬淳二・副部長 山本信也・副部長 増田 均 

部長 畠 清彦・担当部長 照井康仁 

部長 高橋俊二 

部長 松本誠一 

部長 中山耕之介 

麻 酔 科 部長 横田美幸 

形 成 外 科 部長 澤泉雅之 

眼 科 部長 辻 英貴 

感 染 症 科 部長 原田壮平 

漢方サポート科 部長 星野恵津夫 

歯 科 部長 冨塚 健 

緩 和 治 療 科 部長 奈良林 至 

がん疼痛治療科 部長 服部政治 

腫 瘍 精 神 科 部長 山田健志 

放射線治療科 部長 小口正彦・副部長 小塚拓洋・副部長 角 美奈子 

画像診断センター センター長 松枝 清 
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画像診断部 部長 松枝 清・副部長 田中宏子 

長小口正彦核 医 学 部 部長 小泉 満・副部長 寺内隆司

内視鏡診療部 部長 五十嵐正広 

化 学 療 法 部 部長 高橋俊二 

遺伝子診療部 部長 新井正美 

集 中 治 療 部 部長 山本 豊 

救 急 部 部長 二味 覚 

超音波検査部 部長 山田惠子 

検 体 検 査 部 副部長 海老原 文 

病 理 部 部長 石川雄一 

細 胞 診 断 部 部長 杉山裕子 
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名 誉 院 長 

病 院 長 

副 院 長 

院 長 補 佐 

呼吸器センター 

呼吸器内科 

呼吸器外科 

消化器センター 

消化器内科 

消化器化学療法科 

肝･胆･膵内科 

上部消化管内科 

下部消化管内科 

消化器外科 

食 道 外 科 

胃 外 科 

大 腸 外 科 

肝・胆・膵外科 

乳 腺 セ ン タ ー 

乳 腺 外 科 

乳 腺 内 科 

婦 人 科 

頭 頸 科 

整 形 外 科 

泌 尿 器 科 

血液腫瘍科 

総合腫瘍科 

サルコーマセンター 

総 合 内 科 

（2016 年 12 月 現在）
武藤徹一郎（消化器外科）・中川 健（呼吸器外科）・門田守人（消化器外科） 

山口俊晴（消化器外科） 

松本誠一（整形外科部長）・佐野 武（消化器外科部長）・横田美幸（麻酔科部長） 

清水多嘉子（看護部長） 

髙橋俊二（総合腫瘍科部長）・米瀬淳二（泌尿器科部長）・小口正彦（放射線治療部長） 

長田 理（医療安全管理部長）・大野真司（乳腺センター長）・濱 敏弘（薬剤部長） 

呼吸器センター長 奥村 栄（呼吸器外科部長） 

部長 西尾誠人 

部長 奥村 栄・副部長 文 敬景 

消化器センター長 佐野 武 

部長 藤崎順子 

部長 山口研成・副部長 陳 勁松 

部長 笹平直樹 

部長 藤崎順子・副部長 山本頼正 

部長 斎藤彰一・副部長 為我井芳郎 

部長 佐野 武 

部長 渡邊雅之・副部長 峯 真司 

部長 比企直樹・副部長 布部創也・副部長 布部創也・副部長 大橋 学 

部長 上野雅資・副部長 福長洋介 

部長 齋浦明夫・副部長 髙橋 祐 

センター長 大野真司 

部長 岩瀬拓士・副部長 宮城由美・副部長 森園英智 

部長 伊藤良則 

部長 竹島信宏・副部長 宇津木久仁子・副部長 加藤一喜・副部長 金尾祐之 

部長 三谷浩樹 

部長 阿江啓介 

部長 米瀬淳二・副部長 山本信也・副部長 増田 均・副部長 湯浅 健 

部長 畠 清彦・担当部長 照井康仁 

部長 高橋俊二 

部長 松本誠一 

部長 中山耕之介 

麻 酔 科 部長 横田美幸 

形 成 外 科 部長 澤泉雅之 

眼 科 部長 辻 英貴 

感 染 症 科 部長 原田壮平 

漢方サポート科 部長 星野恵津夫 

歯 科 部長 冨塚 健 

緩和治療科 部長 奈良林 至 

がん疼痛治療科 部長 服部政治 

腫瘍精神科 部長 山田健志 

放射線治療科 部長 小口正彦・副部長 角 美奈子 
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画像診断センター センター長 松枝 清 

画 像 診 断 部 部長 松枝 清・副部長 田中宏子 

長小口正彦核 医 学 部 部長 小泉 満・副部長 寺内隆司

内視鏡診療部 部長 五十嵐正広 

化 学 療 法 部 部長 高橋俊二 

遺伝子診療部 部長 新井正美 

集 中 治 療 部 部長 山本 豊 

救 急 部 部長 二味 覚 

超音波検査部 部長 山田惠子 

検 体 検 査 部 副部長 海老原 文 

病 理 部 部長 石川雄一 

細 胞 診 断 部 部長 杉山裕子 
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6．学会認定・指定・施設基準等 

１．都道府県がん診療連携拠点病院の指定 

がん研究会有明病院は、平成 14 年 3 月に厚生労働大臣から地域がん診療拠点病院の指定を受けておりまし

たが、その後の新たな制度下においても、継続して平成 27 年 3 月に都道府県（東京都）がん診療連携拠点病

院の指定を受けております。 

２．学会認定教育修練研修機関 

当院は次の学会の認定医・専門医療制度の研修施設指定を受けております。 

1） 日本医学放射線学会 16） 日本呼吸器外科学会 

2） 日本病理学会 17） 日本大腸肛門病学会 

3） 日本内科学会 18） 日本耳鼻咽喉科学会 

4） 日本外科学会 19） 日本超音波医学会 

5） 日本消化器外科学会 20） 日本血液学会 

6） 日本消化器内視鏡学会 21） 日本核医学会 

7） 日本胸部外科学会 22） 日本ペインクリニック学会 

8） 日本麻酔学会 23） 日本消化器集団検診学会 

9） 日本眼科学会 24） 日本乳癌学会 

10） 日本産婦人科学会 25） 日本臨床細胞学会 

11） 日本気管支学会 26） 日本形成外科学会 

12） 日本泌尿器科学会 27） 日本放射線腫瘍学会 

13） 日本消化器病学会 28） 日本整形外科学会 

14） 日本臨床腫瘍学会 29） 日本婦人科腫瘍学会 

15） 日本静脈経腸栄養学会 30） 日本肝胆膵外科学会 

３．施設基準の指定 

がん研究会有明病院における関東信越厚生局長から指定を受けている基本診療料、特掲診療料等にかかる施

設基準については、次の通りです。 

基本診療料の施設基準 

1） 歯科外来診療環境体制加算 12） 栄養サポートチーム加算 

2） 特定機能病院入院基本料 7：1 13） 医療安全対策加算 1 

3） 診療録管理体制加算 1 14） 感染防止対策加算 1 

4） 医師事務作業補助体制加算 1 30：1 15） 患者サポート充実体制加算 

5） 急性期看護補助体制加算 50：1 16） 褥瘡ハイリスク患者ケア加算 

6） 看護職員夜間配置加算 12：1 配置加算 1 17） 総合評価加算 

7） 療養環境加算 18） 病棟薬剤業務実施加算 

8） 重症者等療養環境特別加算 19） データ提出加算 2 

9） 無菌治療室管理加算 20） 退院支援加算 2 

10） 緩和ケア診療加算 21） 特定集中治療室管理料 2 

11） がん診療連携拠点病院加算 22） 緩和ケア病棟入院料 
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特掲診療料の施設基準 

 

1） がん性疼痛緩和指導管理料 

2） がん患者指導管理料 1 

3） がん患者指導管理料 2 

4） がん患者指導管理料 3 

5） 外来緩和ケア管理料 

6） 外来放射線照射診療料 

7） ニコチン依存症管理料 

8） がん治療連携計画策定料 

9） 薬剤管理指導料 

10） 検査・画像情報提供加算及び電子的診療情報評価料 

11） 医療機器安全管理料 1 

12） 医療機器安全管理料 2 

13） 歯科治療総合医療管理料 

14） 遺伝学的検査 

15） ＨＰＶ核酸検出 

16） 検体検査管理加算（Ⅰ） 

17） 検体検査管理加算（Ⅳ） 

18） 国際標準検査管理加算 

19） 遺伝カウンセリング加算 

20） ロービジョン検査判断料 

21） 画像診断管理加算 1 

22） 画像診断管理加算 2 

23） ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影 

24） CT 撮影及び MRI 撮影 

25） 乳房 MRI 撮影 

26） 抗悪性腫瘍剤処方管理加算 

27） 外来化学療法加算 1 

28） 無菌製剤処理料 

29） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅱ） 

30） 脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅲ） 

31） 運動器リハビリテーション料（Ⅰ） 

32） 運動器リハビリテーション料（Ⅱ） 

33） 呼吸器リハビリテーション料(Ⅱ) 

34） がん患者リハビリテーション料 

35） リンパ浮腫複合的治療料 

36） 集団コミュニケーション療法料 

37） 歯科口腔リハビリテーション料 2 

38） 処置の休日加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 

39） CAD/CAM 冠 

40） 組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手術）の場合に限る。） 

41） 骨移植術(軟骨移植術を含む。)(同種骨移植(非生体)(同種骨移植(特殊なものに限る。)) 

42） 脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術 

43） 乳腺悪性腫瘍手術（乳がんセンチネルリンパ節加算） 

44） 乳腺悪性腫瘍手術（乳頭乳輪温存乳房切除術） 

45） ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後） 

46） 大動脈バルーンパンピング法（IABP 法） 

47） 胆管悪性腫瘍手術 

48） 腹腔鏡下小切開骨盤内リンパ節群郭清術 
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49） 腹腔鏡下小切開後腹膜リンパ節群郭清術 

50） 腹腔鏡下小切開後腹膜腫瘍摘出術 

51） 腹腔鏡下小切開後腹膜悪性腫瘍摘出術 

52） 腹腔鏡下肝切除術 

53） 腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術 

54） 腹腔鏡下膵頭十二指腸切除術 

55） 早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術 

56） 腹腔鏡下小切開副腎摘出術 

57） 腹腔鏡下小切開腎部分切除術、腹腔鏡下小切開腎摘出術、腹腔鏡下小切開腎（尿管）悪性腫瘍手術 

58） 腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術・腹腔鏡下小切開膀胱悪性腫瘍手術 

59） 人工尿道括約筋植込・置換術 

60） 腹腔鏡下小切開前立腺悪性腫瘍手術 

61） 腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。） 

62） 手術の休日加算 1、時間外加算 1 及び深夜加算 1 

63） 胃瘻造設術 

64） 輸血管理料Ⅱ 

65） 人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算 

66） 歯周組織再生誘導術 

67） 麻酔管理料（Ⅰ） 

68） 麻酔管理料（Ⅱ） 

69） 放射線治療専任加算 

70） 外来放射線治療加算 

71） 高エネルギー放射線治療 

72） 1 回線量増加加算 

73） 強度変調放射線治療（IMRT) 

74） 画像誘導放射線治療加算（IGRT） 

75） 体外照射呼吸性移動対策加算 

76） 定位放射線治療 

77） 定位放射線治療呼吸移動対策加算 

78） 画像誘導密封小線源治療加算 

79） 病理診断管理加算 2 

80） クラウン・ブリッジ維持管理料 

 

 

酸素及び窒素の価格 

入院時食事療養(Ⅰ)の施設基準 

実施報告が必要なもの 

1） 特別の療養環境の提供の実施(変更)報告書 

2） 病床数が 200 床以上の病院について受けた初診,再診の実施報告書 

3） 180 日を超える入院の実施(変更)報告書 

4） 金属床による総義歯の提供の実施報告書 

 

 

３．その他の指定 

1） 指定自立支援医療機関（更生医療・育成医療） 

2） 生活保護法指定医療機関 

3） 母体保護法指定医の配置されている医療機関 

4） 東京都災害拠点病院 

5） 臨床研修指定病院 

6） 東京都がん診療連携拠点病院 
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7） 救急告示医療機関 

8） 休日・全夜間診療事業実施医療機関（東京都指定二次救急医療機関） 

9） 外国医師臨床修練病院 

10） 日本医療機能評価機構認定病院 

11） 労災指定病院 

12） 特定機能病院 

４．外来の受付時間（初診・再診） 

月～金曜日 午前 8 時 30 分～正午 

５．休診日 

土曜・日曜・祝祭日・年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 

６．面会時間 

平 日   ：午後 2 時～午後 8 時（総合案内／正面玄関手続き） 

（ICU・HCU は午後 2 時 30 分～午後 7 時 30 分） 

土・日・祝日：午前 10 時～午後 8 時（守衛室／救急時間外入口手続き） 

（ICU・HCU は午前 10 時 30 分～午後 7 時 30 分） 
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外来・入院実績　【2013年1月～12月】

科名 初診延患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 904 12,022 1,297 17,585

呼吸外 429 9,764 546 5,756

消化内 2,198 49,324 2,807 26,525

消化外 2,030 31,528 2,496 45,532

乳腺科 3,113 77,255 1,393 13,388

婦人科 4,444 34,922 2,848 30,827

頭頸科 1,213 28,689 722 19,877

整形外 1,085 9,105 897 12,979

泌尿器 1,217 25,377 1,500 15,164

総腫瘍 520 4,311 408 9,263

放射線 29 34,086 1 16

総内科 1,083 20,663 53 106

腫瘍精 4 2,126 0 0

眼科 248 7,467 74 609

皮膚科 3 925 0 0

歯科 1,963 9,244 0 0

一般外 1 0 0 0

形成外 18 6,687 216 1,133

麻酔科 10 2,589 1 2

救急部 687 758 7 17

緩和 11 2,408 121 7,731

放診断 95 1,011 0 0

健内科 1,865 296 0 0

健婦人 0 3 0 0

健乳腺 2 91 0 0

遺伝診 375 520 0 0

血液腫 412 11,877 567 11,466

患者支 10 1,619 0 0

総計 23,969 384,667 15,954 217,976
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外来・入院実績　【2014年1月～12月】

科名 初診延患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 716 11,714 1,263 16,573

呼吸外 408 9,109 469 4,923

消化内 2,076 52,963 2,906 28,744

消化外 2,160 33,827 2,535 47,445

乳腺科 3,223 70,416 1,390 13,011

婦人科 3,818 31,739 2,868 28,468

頭頸科 1,207 29,605 708 17,072

整形外 1,080 9,930 904 12,189

泌尿器 1,208 24,956 1,555 15,223

総腫瘍 245 4,784 470 9,669

放射線 27 32,728 2 22

総内科 914 21,775 0 0

腫瘍精 16 2,309 0 0

眼科 257 7,194 69 501

皮膚科 9 1,180 0 0

歯科 2,074 9,649 0 0

形成外 6 8,147 361 1,566

麻酔科 10 2,505 0 0

救急部 497 783 5 17

緩和 11 2,375 120 7,632

放診断 89 780 0 0

健内科 1,751 256 0 0

健婦人 2 3 0 0

遺伝診 273 548 0 0

血液腫 565 12,182 542 11,038

患者支 5 1,414 1 2

乳腺内 0 3 0 0

下消科 0 1 0 0

肝胆外 0 1 0 0

がん疼痛 8 267 7 31

総計 22,655 383,143 16,175 214,126
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外来・入院実績　【2015年1月～12月】

科名 初診延患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 768 12,193 1,294 16,448

呼吸外 485 9,446 525 5,943

消化内 2,294 58,641 3,214 31,797

消化外 2,247 36,250 2,742 52,840

乳腺科 3,171 71,019 1,413 12,792

婦人科 3,432 32,089 3,018 29,027

頭頸科 1,211 31,117 745 16,741

整形外 986 10,042 861 11,913

泌尿器 1,333 26,037 1,690 14,610

総腫瘍 120 5,498 593 11,754

放射線 36 36,441 2 15

総内科 979 22,715 0 0

腫瘍精 11 2,880 0 0

眼科 272 7,035 71 497

皮膚科 12 1,708 0 0

歯科 2,387 11,511 0 0

形成外 19 9,595 499 2,200

麻酔科 16 2,551 0 0

救急部 356 790 1 2

緩和 18 2,194 102 7,603

放診断 108 786 0 0

健内科 1,877 133 0 0

健婦人 0 1 0 0

遺伝診 368 490 0 0

血液腫 825 12,360 654 11,263

患者支 1 1,813 1 3

乳腺内 0 6 0 0

肝胆外 0 1 0 0

がん疼痛 5 478 3 8

総計 23,337 405,820 17,428 225,456
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外来・入院実績　【2016年1月～12月】

科名 初診延患者数 外来延患者数 入院患者数 延患者数

呼吸内 710 14,048 1,367 17,361

呼吸外 466 9,643 599 5,968

消化内 2,328 62,090 3,621 32,777

消化外 2,201 37,328 2,745 49,516

乳腺科 2,878 67,057 1,530 13,306

婦人科 2,290 34,005 2,692 28,239

頭頸科 1,095 31,139 697 16,272

整形外 1,053 10,229 929 11,652

泌尿器 1,255 26,491 1,738 15,277

総腫瘍 155 6,010 607 11,202

放射線 38 37,705 0 0

免遺伝 0 1 0 0

総内科 884 22,075 0 0

腫瘍精 13 2,597 0 0

眼科 304 7,508 93 711

皮膚科 10 2,029 0 0

歯科 2,533 11,179 0 0

形成外 19 10,194 491 2,252

麻酔科 7 2,412 0 0

救急部 378 773 1 3

緩和 19 2,218 75 7,684

放診断 114 739 0 0

健内科 2,171 83 0 0

健婦人 0 0 0 0

遺伝診 418 394 0 0

血液腫 612 13,383 813 11,780

患者支 5 2,137 0 0

乳腺内 0 1 0 0

肝胆外 0 0 0 0

がん疼痛 15 263 6 13

総計 21,971 413,731 18,004 224,013
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疾患別入院患者数　【2013年】
退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病　　名 男 女 合計

総数①+②+③ 7,399 8,568 15,967

①悪性新生物(C00−C97) 6,380 7,144 13,524

口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物(C00−C14) 419 113 532

C 00 口唇の悪性新生物 3 1 4

C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 6 1 7

C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 61 33 94

C 03 歯肉の悪性新生物 15 10 25

C 04 口腔底の悪性新生物 17 1 18

C 05 口蓋の悪性新生物 1 2 3

C 06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物 12 7 19

C 07 耳下腺の悪性新生物 8 4 12

C 08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物 6 6 12

C 09 扁桃の悪性新生物 2 0 2

C 10 中咽頭の悪性新生物 92 19 111

C 11 鼻<上>咽頭の悪性新生物 23 6 29

C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 8 1 9

C 13 下咽頭の悪性新生物 164 22 186

C 14 その他及び部位不明確の口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物 1 0 1

消化器の悪性新生物(C15−C26) 2,718 1,648 4,366

C 15 食道の悪性新生物 532 133 665

C 16 胃の悪性新生物 1,007 558 1,565

C 17 小腸の悪性新生物 31 12 43

C 18 結腸の悪性新生物 440 467 907

C 19 直腸Ｓ状結腸移行部の悪性新生物 12 3 15

C 20 直腸の悪性新生物 384 262 646

C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 8 13 21

C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 98 37 135

C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 13 24 37

C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 48 28 76

C 25 膵の悪性新生物 145 111 256

C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 0 0 0

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30−C39) 1,096 647 1,743

C 30 鼻腔及び中耳の悪性新生物 4 3 7

C 31 副鼻腔の悪性新生物 20 8 28

C 32 喉頭の悪性新生物 74 13 87

C 33 気管の悪性新生物 2 0 2

C 34 気管支及び肺の悪性新生物 975 621 1,596

C 37 胸腺の悪性新生物 21 2 23
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病　　名 男 女 合計

C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 0 0 0

C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40−C41) 114 68 182

C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 17 5 22

C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 97 63 160

皮膚の黒色腫及びその他の悪性新生物(C43−C44) 15 9 24

C 43 皮膚の悪性黒色腫 10 6 16

C 44 皮膚のその他の悪性新生物 5 3 8

中皮及び軟部組織の悪性新生物(C45−C49) 236 212 448

C 45 中皮腫 7 10 17

C 46 カポジ<Kaposi>肉腫 0 0 0

C 47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物 0 0 0

C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 6 56 62

C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 223 146 369

乳房の悪性新生物(C50) 4 1,299 1,303

C 50 乳房の悪性新生物 4 1,299 1,303

女性性器の悪性新生物(C51−C58) 2,332 2,332

C 51 外陰の悪性新生物 8 8

C 52 腟の悪性新生物 25 25

C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 613 613

C 54 子宮体部の悪性新生物 825 825

C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0

C 56 卵巣の悪性新生物 801 801

C 57 その他及び部位不明の女性性器の悪性新生物 60 60

C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60−C63) 558 558

C 60 陰茎の悪性新生物 0 0

C61 前立腺の悪性新生物 516 516

C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 42 42

C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 0 0

尿路の悪性新生物(C64−C68) 571 187 758

C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 85 18 103

C 65 腎盂の悪性新生物 59 24 83

C 66 尿管の悪性新生物 84 37 121

C 67 膀胱の悪性新生物 340 108 448

C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 3 0 3

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69−C72) 7 1 8

C 69 眼及び付属器の悪性新生物 7 1 8

C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0

C 71 脳の悪性新生物 0 0 0

34



病　　名 男 女 合計

C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73−C75) 59 135 194

C 73 甲状腺の悪性新生物 51 135 186

C 74 副腎の悪性新生物 7 0 7

C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 1 0 1

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76−C80) 256 232 488

C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 0 0 0

C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 11 9 20

C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 171 128 299

C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 31 65 96

C 80 部位の明示されない悪性新生物 43 30 73

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81−C96) 327 261 588

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 23 6 29

C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 5 14 19

C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 38 26 64

C 84 末梢性及び皮膚Ｔ細胞リンパ腫 0 10 10

C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 201 156 357

C 88 悪性免疫増殖性疾患 1 0 1

C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 33 30 63

C 91 リンパ性白血病 8 8 16

C 92 骨髄性白血病 11 3 14

C 93 単球性白血病 0 0 0

C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0

C 95 細胞型不明の白血病 7 8 15

C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0

独立した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0

C 97 独立した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00−D48) 491 630 1,121

上皮内新生物(D00−D09) 1 16 17

子宮頸〈部〉の上皮内癌(再掲) (16) (16)

良性新生物(D10-D36) 69 110 179

性状不詳又は不明の新生物(D37−D48) 421 504 925

③その他 528 794 1,322

血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50−D89) 3 13 16

循環器系の疾患(Ｉ00−Ｉ99) 12 21 33

呼吸器系の疾患(Ｊ00−Ｊ99) 67 25 92

消化器系の疾患(Ｋ00−Ｋ93) 250 157 407

尿路性器系の疾患(Ｎ00−Ｎ99) 37 246 283

その他 159 332 491
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疾患別入院患者数　【2014年】

退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病　　名 男 女 合計

総数①+②+③ 7,705 8,783 16,488

①悪性新生物(C00−C97) 6,719 7,139 13,858

口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物(C00−C14) 497 118 615

C 00 口唇の悪性新生物 6 1 7

C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 8 2 10

C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 62 39 101

C 03 歯肉の悪性新生物 17 17 34

C 04 口腔底の悪性新生物 19 1 20

C 05 口蓋の悪性新生物 3 2 5

C 06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物 8 4 12

C 07 耳下腺の悪性新生物 9 8 17

C 08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物 4 6 10

C 09 扁桃の悪性新生物 1 0 1

C 10 中咽頭の悪性新生物 110 20 130

C 11 鼻<上>咽頭の悪性新生物 30 1 31

C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 9 0 9

C 13 下咽頭の悪性新生物 211 17 228

C 14 その他及び部位不明確の口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物 0 0 0

消化器の悪性新生物(C15−C26) 2,967 1,680 4,647

C 15 食道の悪性新生物 577 110 687

C 16 胃の悪性新生物 1,030 564 1,594

C 17 小腸の悪性新生物 28 18 46

C 18 結腸の悪性新生物 390 455 845

C 19 直腸Ｓ状結腸移行部の悪性新生物 17 6 23

C 20 直腸の悪性新生物 443 251 694

C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 13 15 28

C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 148 54 202

C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 32 21 53

C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 67 45 112

C 25 膵の悪性新生物 220 141 361

C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 2 0 2

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30−C39) 1,090 584 1,674

C 30 鼻腔及び中耳の悪性新生物 3 7 10

C 31 副鼻腔の悪性新生物 27 5 32

C 32 喉頭の悪性新生物 83 3 86

C 33 気管の悪性新生物 0 0 0

C 34 気管支及び肺の悪性新生物 957 550 1,507

C 37 胸腺の悪性新生物 13 18 31
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病　　名 男 女 合計

C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 7 1 8

C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40−C41) 89 87 176

C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 4 6 10

C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 85 81 166

皮膚の黒色腫及びその他の悪性新生物(C43−C44) 5 5 10

C 43 皮膚の悪性黒色腫 2 3 5

C 44 皮膚のその他の悪性新生物 3 2 5

中皮及び軟部組織の悪性新生物(C45−C49) 222 226 448

C 45 中皮腫 7 16 23

C 46 カポジ<Kaposi>肉腫 0 0 0

C 47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物 1 2 3

C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 6 47 53

C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 208 161 369

乳房の悪性新生物(C50) 5 1,344 1,349

C 50 乳房の悪性新生物 5 1,344 1,349

女性性器の悪性新生物(C51−C58) 2,323 2,323

C 51 外陰の悪性新生物 14 14

C 52 腟の悪性新生物 14 14

C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 542 542

C 54 子宮体部の悪性新生物 774 774

C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0

C 56 卵巣の悪性新生物 920 920

C 57 その他及び部位不明の女性性器の悪性新生物 58 58

C 58 胎盤の悪性新生物 1 1

男性性器の悪性新生物(C60−C63) 484 484

C 60 陰茎の悪性新生物 4 4

C61 前立腺の悪性新生物 438 438

C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 37 37

C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 5 5

尿路の悪性新生物(C64−C68) 733 215 948

C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 87 35 122

C 65 腎盂の悪性新生物 71 36 107

C 66 尿管の悪性新生物 70 44 114

C 67 膀胱の悪性新生物 503 93 596

C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 2 7 9

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69−C72) 3 3 6

C 69 眼及び付属器の悪性新生物 3 3 6

C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0

C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
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病　　名 男 女 合計

C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73−C75) 47 83 130

C 73 甲状腺の悪性新生物 45 83 128

C 74 副腎の悪性新生物 2 0 2

C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 0 0

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76−C80) 262 239 501

C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 0 0 0

C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 8 9 17

C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 196 148 344

C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 30 59 89

C 80 部位の明示されない悪性新生物 28 23 51

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81−C96) 315 232 547

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 8 4 12

C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 18 22 40

C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 77 59 136

C 84 末梢性及び皮膚Ｔ細胞リンパ腫 20 12 32

C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 138 99 237

C 88 悪性免疫増殖性疾患 1 0 1

C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 23 21 44

C 91 リンパ性白血病 10 8 18

C 92 骨髄性白血病 15 4 19

C 93 単球性白血病 0 0 0

C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0

C 95 細胞型不明の白血病 5 3 8

C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0

独立した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0

C 97 独立した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00−D48) 479 683 1,162

上皮内新生物(D00−D09) 0 21 21

子宮頸〈部〉の上皮内癌(再掲) (21) (21)

良性新生物(D10-D36) 65 111 176

性状不詳又は不明の新生物(D37−D48) 414 551 965

③その他 507 961 1,468

血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50−D89) 9 13 22

循環器系の疾患(Ｉ00−Ｉ99) 18 18 36

呼吸器系の疾患(Ｊ00−Ｊ99) 53 27 80

消化器系の疾患(Ｋ00−Ｋ93) 255 150 405

尿路性器系の疾患(Ｎ00−Ｎ99) 31 288 319

その他 141 465 606

38



疾患別入院患者数　【2015年】

退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病　　名 男 女 合計

総数①+②+③ 8,273 9,517 17,790

①悪性新生物(C00−C97) 7,227 7,779 15,006

口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物(C00−C14) 539 129 668

C 00 口唇の悪性新生物 0 1 1

C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 3 1 4

C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 89 31 120

C 03 歯肉の悪性新生物 17 16 33

C 04 口腔底の悪性新生物 18 5 23

C 05 口蓋の悪性新生物 10 1 11

C 06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物 18 5 23

C 07 耳下腺の悪性新生物 5 12 17

C 08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物 4 3 7

C 09 扁桃の悪性新生物 0 0 0

C 10 中咽頭の悪性新生物 103 35 138

C 11 鼻<上>咽頭の悪性新生物 45 0 45

C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 9 0 9

C 13 下咽頭の悪性新生物 218 19 237

C 14 その他及び部位不明確の口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物 0 0 0

消化器の悪性新生物(C15−C26) 3,237 1,842 5,079

C 15 食道の悪性新生物 683 115 798

C 16 胃の悪性新生物 1,067 580 1,647

C 17 小腸の悪性新生物 35 20 55

C 18 結腸の悪性新生物 396 420 816

C 19 直腸Ｓ状結腸移行部の悪性新生物 9 8 17

C 20 直腸の悪性新生物 479 273 752

C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 3 21 24

C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 197 74 271

C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 24 23 47

C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 98 37 135

C 25 膵の悪性新生物 245 267 512

C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 1 4 5

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30−C39) 1,150 594 1,744

C 30 鼻腔及び中耳の悪性新生物 11 3 14

C 31 副鼻腔の悪性新生物 26 6 32

C 32 喉頭の悪性新生物 84 3 87

C 33 気管の悪性新生物 0 3 3

C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,018 572 1,590

C 37 胸腺の悪性新生物 6 7 13
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病　　名 男 女 合計

C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 5 0 5

C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物 0 0 0

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40−C41) 113 78 191

C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 18 14 32

C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 95 64 159

皮膚の黒色腫及びその他の悪性新生物(C43−C44) 13 10 23

C 43 皮膚の悪性黒色腫 7 2 9

C 44 皮膚のその他の悪性新生物 6 8 14

中皮及び軟部組織の悪性新生物(C45−C49) 202 274 476

C 45 中皮腫 6 20 26

C 46 カポジ<Kaposi>肉腫 0 0 0

C 47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物 2 0 2

C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 14 53 67

C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 180 201 381

乳房の悪性新生物(C50) 1 1,553 1,554

C 50 乳房の悪性新生物 1 1,553 1,554

女性性器の悪性新生物(C51−C58) 2,400 2,400

C 51 外陰の悪性新生物 28 28

C 52 腟の悪性新生物 29 29

C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 589 589

C 54 子宮体部の悪性新生物 961 961

C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0

C 56 卵巣の悪性新生物 739 739

C 57 その他及び部位不明の女性性器の悪性新生物 54 54

C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60−C63) 619 619

C 60 陰茎の悪性新生物 11 11

C61 前立腺の悪性新生物 493 493

C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 111 111

C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 4 4

尿路の悪性新生物(C64−C68) 669 289 958

C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 89 34 123

C 65 腎盂の悪性新生物 67 59 126

C 66 尿管の悪性新生物 65 53 118

C 67 膀胱の悪性新生物 448 136 584

C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 0 7 7

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69−C72) 0 1 1

C 69 眼及び付属器の悪性新生物 0 1 1

C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0

C 71 脳の悪性新生物 0 0 0

40



病　　名 男 女 合計

C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73−C75) 50 99 149

C 73 甲状腺の悪性新生物 49 99 148

C 74 副腎の悪性新生物 1 0 1

C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 0 0 0

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76−C80) 268 209 477

C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 2 1 3

C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 10 14 24

C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 175 132 307

C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 34 45 79

C 80 部位の明示されない悪性新生物 47 17 64

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81−C96) 366 301 667

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 18 4 22

C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 19 16 35

C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 112 81 193

C 84 末梢性及び皮膚Ｔ細胞リンパ腫 31 23 54

C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 134 118 252

C 88 悪性免疫増殖性疾患 3 0 3

C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 17 40 57

C 91 リンパ性白血病 13 10 23

C 92 骨髄性白血病 14 3 17

C 93 単球性白血病 0 0 0

C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0

C 95 細胞型不明の白血病 5 3 8

C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 3 3

独立した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 0 0

C 97 独立した(原発性)多部位の悪性新生物 0 0 0

②その他の新生物(D00−D48) 515 804 1,319

上皮内新生物(D00−D09) 23 23

子宮頸〈部〉の上皮内癌(再掲) (23) (23)

良性新生物(D10-D36) 69 126 195

性状不詳又は不明の新生物(D37−D48) 446 655 1,101

③その他 531 934 1,465

血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50−D89) 17 16 33

循環器系の疾患(Ｉ00−Ｉ99) 16 25 41

呼吸器系の疾患(Ｊ00−Ｊ99) 63 19 82

消化器系の疾患(Ｋ00−Ｋ93) 267 176 443

尿路性器系の疾患(Ｎ00−Ｎ99) 31 307 338

その他 137 391 528
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疾患別入院患者数　【2016年】

退院患者延べ数(第10回国際疾病分類による)

病　　名 男 女 合計

総数①+②+③ 8,861 9,614 18,475

①悪性新生物(C00−C97) 7,624 7,825 15,449

口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物(C00−C14) 507 133 640

C 00 口唇の悪性新生物 0 1 1

C 01 舌根〈基底〉部の悪性新生物 5 0 5

C 02 その他及び部位不明の舌の悪性新生物 76 35 111

C 03 歯肉の悪性新生物 30 10 40

C 04 口腔底の悪性新生物 11 6 17

C 05 口蓋の悪性新生物 8 5 13

C 06 その他及び部位不明の口腔の悪性新生物 14 4 18

C 07 耳下腺の悪性新生物 17 8 25

C 08 その他及び部位不明の大唾液腺の悪性新生物 7 9 16

C 09 扁桃の悪性新生物 1 0 1

C 10 中咽頭の悪性新生物 136 33 169

C 11 鼻<上>咽頭の悪性新生物 27 3 30

C 12 梨状陥凹<洞>の悪性新生物 3 1 4

C 13 下咽頭の悪性新生物 172 15 187

C 14 その他及び部位不明確の口唇,口腔及び咽頭の悪性新生物 0 3 3

消化器の悪性新生物(C15−C26) 3,473 1,802 5,275

C 15 食道の悪性新生物 758 124 882

C 16 胃の悪性新生物 1,122 541 1,663

C 17 小腸の悪性新生物 25 23 48

C 18 結腸の悪性新生物 416 432 848

C 19 直腸Ｓ状結腸移行部の悪性新生物 14 11 25

C 20 直腸の悪性新生物 427 276 703

C 21 肛門及び肛門管の悪性新生物 17 19 36

C 22 肝及び肝内胆管の悪性新生物 210 52 262

C 23 胆のう<嚢>の悪性新生物 29 18 47

C 24 その他及び部位不明の胆道の悪性新生物 114 43 157

C 25 膵の悪性新生物 337 261 598

C 26 その他及び部位不明確の消化器の悪性新生物 4 2 6

呼吸器及び胸腔内臓器の悪性新生物(C30−C39) 1,239 670 1,909

C 30 鼻腔及び中耳の悪性新生物 5 2 7

C 31 副鼻腔の悪性新生物 38 4 42

C 32 喉頭の悪性新生物 92 5 97

C 33 気管の悪性新生物 0 0 0

C 34 気管支及び肺の悪性新生物 1,092 643 1,735

C 37 胸腺の悪性新生物 9 12 21
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病　　名 男 女 合計

C 38 心臓,縦隔及び胸膜の悪性新生物 3 4 7

C 39 その他及び部位不明確の呼吸器系及び胸腔内臓器の悪性新生物

骨及び関節軟骨の悪性新生物(C40−C41) 101 65 166

C 40 (四)肢の骨及び関節軟骨の悪性新生物 40 27

C 41 その他及び部位不明の骨及び関節軟骨の悪性新生物 61 38

皮膚の黒色腫及びその他の悪性新生物(C43−C44) 12 24 36

C 43 皮膚の悪性黒色腫 7 12

C 44 皮膚のその他の悪性新生物 5 12

中皮及び軟部組織の悪性新生物(C45−C49) 219 254 473

C 45 中皮腫 10 3 13

C 46 カポジ<Kaposi>肉腫 0 0 0

C 47 末梢神経及び自律神経系の悪性新生物 4 0 4

C 48 後腹膜及び腹膜の悪性新生物 16 59 75

C 49 その他の結合組織及び軟部組織の悪性新生物 189 192 381

乳房の悪性新生物(C50) 3 1,761 1,764

C 50 乳房の悪性新生物 3 1,761 1,764

女性性器の悪性新生物(C51−C58) 2,091 2,091

C 51 外陰の悪性新生物 22 22

C 52 腟の悪性新生物 18 18

C 53 子宮頸(部)の悪性新生物 500 500

C 54 子宮体部の悪性新生物 881 881

C 55 子宮の悪性新生物,部位不明 0 0

C 56 卵巣の悪性新生物 623 623

C 57 その他及び部位不明の女性性器の悪性新生物 47 47

C 58 胎盤の悪性新生物 0 0

男性性器の悪性新生物(C60−C63) 587 587

C 60 陰茎の悪性新生物 10 10

C61 前立腺の悪性新生物 507 507

C62 精巣〈睾丸〉の悪性新生物 69 69

C63 その他及び部位不明の男性性器の悪性新生物 1 1

尿路の悪性新生物(C64−C68) 740 281 1,021

C 64 腎盂を除く腎の悪性新生物 82 37 119

C 65 腎盂の悪性新生物 115 56 171

C 66 尿管の悪性新生物 81 59 140

C 67 膀胱の悪性新生物 462 126 588

C 68 その他及び部位不明の泌尿器の悪性新生物 0 3 3

眼,脳及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物(C69−C72) 4 5 9

C 69 眼及び付属器の悪性新生物 4 5 9

C 70 髄膜の悪性新生物 0 0 0

C 71 脳の悪性新生物 0 0 0
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病　　名 男 女 合計

C 72 脊髄,脳神経系及び中枢神経系のその他の部位の悪性新生物 0 0 0

甲状腺及びその他の内分泌腺の悪性新生物(C73−C75) 48 107 155

C 73 甲状腺の悪性新生物 41 105 146

C 74 副腎の悪性新生物 3 2 5

C 75 その他の内分泌腺及び関連組織の悪性新生物 4 0 4

部位不明確,続発部位及び部位不明の悪性新生物(C76−C80) 266 294 560

C 76 その他及び部位不明確の悪性新生物 0 1 1

C 77 リンパ節の続発性及び部位不明の悪性新生物 14 7 21

C 78 呼吸器及び消化器の続発性悪性新生物 193 177 370

C 79 その他の部位の続発性悪性新生物 36 78 114

C 80 部位の明示されない悪性新生物 23 31 54

リンパ組織,造血組織及び関連組織の悪性新生物(C81−C96) 425 337 762

C 81 ホジキン〈HoDgkin〉病 10 10 20

C 82 ろ<慮>胞性［結節性］非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 35 31 66

C 83 びまん性非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫 110 121 231

C 84 末梢性及び皮膚Ｔ細胞リンパ腫 39 11 50

C 85 非ホジキン<non-HoDgkin>リンパ腫のその他及び詳細不明の型 139 118 257

C 88 悪性免疫増殖性疾患 0 0 0

C 90 多発性骨髄腫及び悪性形質細胞腫瘍 55 29 84

C 91 リンパ性白血病 9 2 11

C 92 骨髄性白血病 28 12 40

C 93 単球性白血病 0 2 2

C 94 その他の細胞型の明示された白血病 0 0 0

C 95 細胞型不明の白血病 0 1 1

C 96 リンパ組織,造血組織及び関連組織のその他及び詳細不明の悪性新生物 0 0

独立した(原発性)多部位の悪性新生物(C97) 0 1 1

C 97 独立した(原発性)多部位の悪性新生物 0 1 1

②その他の新生物(D00−D48) 575 913 1,488

上皮内新生物(D00−D09) 2 28 30

子宮頸〈部〉の上皮内癌(再掲) (25) (25)

良性新生物(D10-D36) 83 162 245

性状不詳又は不明の新生物(D37−D48) 490 723 1,213

③その他 662 876 1,538

血液及び造血器の疾患ならびに免疫機構の障害(D50−D89) 30 27 57

循環器系の疾患(Ｉ00−Ｉ99) 17 45 62

呼吸器系の疾患(Ｊ00−Ｊ99) 75 25 100

消化器系の疾患(Ｋ00−Ｋ93) 315 181 496

尿路性器系の疾患(Ｎ00−Ｎ99) 44 299 343

その他 181 299 480
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地区別外来患者数　【2013年　１～12月】

◆ 全国（総数）

北海道 685 137 0.22% 70 51.09%

青森県 603 125 0.20% 61 48.80%

岩手県 292 59 0.09% 52 88.14%

宮城県 427 106 0.17% 41 38.68%

秋田県 296 75 0.12% 40 53.33%

山形県 396 79 0.13% 25 31.65%

福島県 2,003 342 0.54% 145 42.40%

茨城県 6,654 1,273 2.03% 499 39.20%

栃木県 2,044 418 0.67% 188 44.98%

群馬県 1,371 258 0.41% 102 39.53%

埼玉県 53,361 8,743 13.92% 2,905 33.23%

千葉県 54,360 7,555 12.03% 2,941 38.93%

東京都 223,954 33,125 52.75% 12,850 38.79%

神奈川県 47,151 7,141 11.37% 2,890 40.47%

新潟県 814 170 0.27% 70 41.18%

富山県 372 72 0.11% 33 45.83%

石川県 122 18 0.03% 12 66.67%

福井県 100 22 0.04% 12 54.55%

山梨県 1,649 333 0.53% 90 27.03%

長野県 1,956 383 0.61% 155 40.47%

岐阜県 201 43 0.07% 24 55.81%

静岡県 1,629 342 0.54% 123 35.96%

愛知県 538 126 0.20% 61 48.41%

三重県 265 53 0.08% 29 54.72%

滋賀県 43 15 0.02% 11 73.33%

京都府 203 49 0.08% 26 53.06%

大阪府 501 143 0.23% 69 48.25%

兵庫県 450 100 0.16% 50 50.00%

奈良県 124 19 0.03% 12 63.16%

和歌山県 249 43 0.07% 21 48.84%

鳥取県 71 16 0.03% 14 87.50%

島根県 133 29 0.05% 10 34.48%

岡山県 71 26 0.04% 13 50.00%

広島県 166 51 0.08% 23 45.10%

山口県 225 44 0.07% 24 54.55%

徳島県 218 49 0.08% 33 67.35%

香川県 184 29 0.05% 11 37.93%

愛媛県 112 39 0.06% 24 61.54%

高知県 98 18 0.03% 11 61.11%

福岡県 265 75 0.12% 32 42.67%

佐賀県 45 12 0.02% 10 83.33%

長崎県 130 29 0.05% 15 51.72%

熊本県 100 27 0.04% 13 48.15%

大分県 106 28 0.04% 12 42.86%

宮崎県 311 67 0.11% 35 52.24%

鹿児島県 173 39 0.06% 14 35.90%

沖縄県 163 33 0.05% 19 57.58%

未分類 3,682 824 1.31% 456 55.34%

409,066 62,802 100.00% 24,376 38.81%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

都道府県 延患者数

実患者数 新患者数

件数
実患者数に

対する割合
件数割合
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地区別外来患者数　【2014年　１～12月】

◆ 全国（総数）

北海道 439 125 0.20% 46 36.80%

青森県 729 137 0.22% 68 49.64%

岩手県 266 62 0.10% 33 53.23%

宮城県 461 119 0.19% 48 40.34%

秋田県 281 66 0.11% 26 39.39%

山形県 415 89 0.14% 34 38.20%

福島県 2,132 340 0.54% 136 40.00%

茨城県 7,166 1,349 2.15% 512 37.95%

栃木県 1,952 386 0.61% 134 34.72%

群馬県 1,411 286 0.46% 125 43.71%

埼玉県 51,848 8,478 13.50% 2,688 31.71%

千葉県 55,955 7,866 12.53% 3,070 39.03%

東京都 222,448 32,995 52.54% 12,098 36.67%

神奈川県 46,256 7,133 11.36% 2,643 37.05%

新潟県 703 141 0.22% 56 39.72%

富山県 375 74 0.12% 42 56.76%

石川県 93 18 0.03% 10 55.56%

福井県 106 25 0.04% 14 56.00%

山梨県 1,790 344 0.55% 116 33.72%

長野県 1,629 364 0.58% 143 39.29%

岐阜県 254 38 0.06% 17 44.74%

静岡県 1,291 309 0.49% 89 28.80%

愛知県 574 128 0.20% 55 42.97%

三重県 265 45 0.07% 22 48.89%

滋賀県 53 16 0.03% 11 68.75%

京都府 176 49 0.08% 18 36.73%

大阪府 475 141 0.22% 65 46.10%

兵庫県 453 95 0.15% 34 35.79%

奈良県 116 25 0.04% 14 56.00%

和歌山県 180 44 0.07% 18 40.91%

鳥取県 80 17 0.03% 15 88.24%

島根県 114 39 0.06% 17 43.59%

岡山県 68 23 0.04% 10 43.48%

広島県 159 54 0.09% 26 48.15%

山口県 219 43 0.07% 15 34.88%

徳島県 179 34 0.05% 9 26.47%

香川県 197 30 0.05% 14 46.67%

愛媛県 104 38 0.06% 18 47.37%

高知県 156 23 0.04% 16 69.57%

福岡県 290 87 0.14% 41 47.13%

佐賀県 44 11 0.02% 6 54.55%

長崎県 87 29 0.05% 13 44.83%

熊本県 79 25 0.04% 9 36.00%

大分県 70 26 0.04% 10 38.46%

宮崎県 345 68 0.11% 31 45.59%

鹿児島県 177 47 0.07% 18 38.30%

沖縄県 187 43 0.07% 25 58.14%

未分類 3,489 797 1.27% 423 53.07%

406,336 62,721 100.00% 23,101 36.83%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

都道府県 延患者数

実患者数 新患者数

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合
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地区別外来患者数　【2015年　１～12月】

◆ 全国（総数）

北海道 514 135 0.21% 60 44.44%

青森県 712 159 0.25% 84 52.83%

岩手県 345 66 0.11% 39 59.09%

宮城県 478 115 0.18% 48 41.74%

秋田県 417 77 0.12% 34 44.16%

山形県 246 76 0.12% 27 35.53%

福島県 1,986 355 0.57% 134 37.75%

茨城県 7,650 1,389 2.21% 469 33.77%

栃木県 2,111 408 0.65% 166 40.69%

群馬県 1,616 323 0.51% 164 50.77%

埼玉県 53,196 8,457 13.47% 2,804 33.16%

千葉県 60,369 8,314 13.24% 3,040 36.56%

東京都 235,156 33,720 53.69% 12,233 36.28%

神奈川県 49,398 7,565 12.05% 2,794 36.93%

新潟県 577 129 0.21% 53 41.09%

富山県 376 69 0.11% 31 44.93%

石川県 120 20 0.03% 8 40.00%

福井県 82 20 0.03% 8 40.00%

山梨県 1,907 355 0.57% 127 35.77%

長野県 1,614 387 0.62% 167 43.15%

岐阜県 222 40 0.06% 18 45.00%

静岡県 1,417 339 0.54% 113 33.33%

愛知県 668 146 0.23% 69 47.26%

三重県 276 50 0.08% 18 36.00%

滋賀県 55 14 0.02% 5 35.71%

京都府 231 51 0.08% 21 41.18%

大阪府 523 147 0.23% 67 45.58%

兵庫県 392 106 0.17% 44 41.51%

奈良県 77 20 0.03% 14 70.00%

和歌山県 191 43 0.07% 18 41.86%

鳥取県 46 17 0.03% 10 58.82%

島根県 139 28 0.04% 9 32.14%

岡山県 82 20 0.03% 12 60.00%

広島県 302 67 0.11% 38 56.72%

山口県 230 48 0.08% 17 35.42%

徳島県 270 44 0.07% 29 65.91%

香川県 189 32 0.05% 17 53.13%

愛媛県 137 33 0.05% 19 57.58%

高知県 102 22 0.04% 12 54.55%

福岡県 306 83 0.13% 33 39.76%

佐賀県 64 10 0.02% 4 40.00%

長崎県 81 21 0.03% 8 38.10%

熊本県 63 27 0.04% 15 55.56%

大分県 117 29 0.05% 14 48.28%

宮崎県 283 70 0.11% 27 38.57%

鹿児島県 301 59 0.09% 31 52.54%

沖縄県 183 43 0.07% 54 125.58%

未分類 3,798 842 1.34% 473 56.18%

429,615 64,590 100.00% 23,699 36.69%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

都道府県 延患者数

実患者数 新患者数

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合
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地区別外来患者数　【2016年　１～12月】

◆ 全国（総数）

北海道 629 136 0.21% 58 42.65%

青森県 743 152 0.23% 61 40.13%

岩手県 384 63 0.10% 31 49.21%

宮城県 361 124 0.19% 51 41.13%

秋田県 453 90 0.14% 48 53.33%

山形県 229 77 0.12% 27 35.06%

福島県 2,096 390 0.59% 140 35.90%

茨城県 7,639 1,432 2.17% 486 33.94%

栃木県 2,135 416 0.63% 142 34.13%

群馬県 1,939 320 0.48% 137 42.81%

埼玉県 53,364 8,450 12.79% 2,533 29.98%

千葉県 62,963 8,760 13.26% 2,838 32.40%

東京都 237,715 34,413 52.09% 11,659 33.88%

神奈川県 49,626 7,587 11.48% 2,509 33.07%

新潟県 703 152 0.23% 75 49.34%

富山県 245 68 0.10% 29 42.65%

石川県 102 23 0.03% 11 47.83%

福井県 63 17 0.03% 7 41.18%

山梨県 1,753 349 0.53% 120 34.38%

長野県 2,007 377 0.57% 148 39.26%

岐阜県 219 48 0.07% 22 45.83%

静岡県 1,522 349 0.53% 118 33.81%

愛知県 732 146 0.22% 67 45.89%

三重県 283 54 0.08% 20 37.04%

滋賀県 46 17 0.03% 8 47.06%

京都府 194 52 0.08% 22 42.31%

大阪府 554 138 0.21% 56 40.58%

兵庫県 415 118 0.18% 48 40.68%

奈良県 128 19 0.03% 11 57.89%

和歌山県 270 59 0.09% 31 52.54%

鳥取県 43 16 0.02% 10 62.50%

島根県 119 27 0.04% 11 40.74%

岡山県 77 20 0.03% 6 30.00%

広島県 244 57 0.09% 26 45.61%

山口県 289 58 0.09% 29 50.00%

徳島県 274 51 0.08% 28 54.90%

香川県 144 40 0.06% 21 52.50%

愛媛県 85 29 0.04% 13 44.83%

高知県 99 18 0.03% 7 38.89%

福岡県 297 91 0.14% 39 42.86%

佐賀県 66 11 0.02% 4 36.36%

長崎県 99 21 0.03% 6 28.57%

熊本県 117 34 0.05% 15 44.12%

大分県 97 30 0.05% 14 46.67%

宮崎県 317 74 0.11% 28 37.84%

鹿児島県 163 54 0.08% 19 35.19%

沖縄県 187 43 0.07% 21 48.84%

未分類 4,063 997 1.51% 623 62.49%

436,292 66,067 100.00% 22,433 33.95%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

都道府県 延患者数

実患者数 新患者数

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合
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地区別外来患者数 　【2013年　1～12月】

◆ 東京都（総数）

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合

千代田区 878 173 0.52% 94 54.34%

中央区 3,724 597 1.79% 237 39.70%

港区 5,297 852 2.56% 402 47.18%

新宿区 4,579 715 2.15% 257 35.94%

文京区 2,980 538 1.62% 190 35.32%

台東区 2,727 397 1.19% 149 37.53%

墨田区 6,000 833 2.50% 300 36.01%

江東区 30,155 3,855 11.58% 1,775 46.04%

品川区 8,425 1,087 3.27% 454 41.77%

目黒区 4,546 679 2.04% 263 38.73%

大田区 11,846 1,698 5.10% 654 38.52%

世田谷区 14,395 2,231 6.70% 801 35.90%

渋谷区 4,532 630 1.89% 291 46.19%

中野区 4,638 793 2.38% 277 34.93%

杉並区 9,355 1,501 4.51% 675 44.97%

豊島区 7,785 1,279 3.84% 392 30.65%

北区 5,455 815 2.45% 283 34.72%

荒川区 1,983 324 0.97% 89 27.47%

板橋区 9,816 1,559 4.68% 547 35.09%

練馬区 12,854 2,024 6.08% 742 36.66%

足立区 7,837 1,122 3.37% 362 32.26%

葛飾区 7,252 1,060 3.18% 360 33.96%

江戸川区 21,015 2,620 7.87% 1,078 41.15%

都下 35,876 5,907 17.74% 2,177 36.85%

未分類 4 1 0.00% 1 100.00%

総計 223,954 33,290 100.00% 12,850 38.60%

延患者数

実患者数 新患者数

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数
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地区別外来患者数 　【2014年　1～12月】

◆ 東京都（総数）

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合

千代田区 1,142 183 0.55% 75 40.98%

中央区 3,519 608 1.83% 266 43.75%

港区 5,325 863 2.60% 348 40.32%

新宿区 4,110 703 2.12% 236 33.57%

文京区 3,100 520 1.57% 157 30.19%

台東区 2,827 413 1.25% 138 33.41%

墨田区 6,271 859 2.59% 331 38.53%

江東区 30,417 3,926 11.84% 1,707 43.48%

品川区 7,960 1,130 3.41% 408 36.11%

目黒区 4,652 659 1.99% 263 39.91%

大田区 12,536 1,747 5.27% 705 40.35%

世田谷区 14,441 2,218 6.69% 827 37.29%

渋谷区 4,811 653 1.97% 279 42.73%

中野区 4,690 776 2.34% 263 33.89%

杉並区 9,100 1,493 4.50% 564 37.78%

豊島区 7,365 1,232 3.71% 361 29.30%

北区 4,803 778 2.35% 273 35.09%

荒川区 1,987 306 0.92% 81 26.47%

板橋区 9,501 1,560 4.70% 541 34.68%

練馬区 12,195 1,948 5.87% 653 33.52%

足立区 7,455 1,108 3.34% 331 29.87%

葛飾区 6,981 1,027 3.10% 324 31.55%

江戸川区 21,973 2,673 8.06% 971 36.33%

都下 35,268 5,788 17.45% 1,994 34.45%

総計 222,429 33,171 100.00% 12,096 36.47%

延患者数

実患者数 新患者数

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数
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地区別外来患者数 　【2015年　1～12月】

◆ 東京都（総数）

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合

千代田区 1,346 196 0.58% 85 43.37%

中央区 4,562 628 1.85% 241 38.38%

港区 6,660 947 2.79% 407 42.98%

新宿区 4,375 728 2.15% 230 31.59%

文京区 3,358 531 1.57% 180 33.90%

台東区 2,956 402 1.19% 131 32.59%

墨田区 6,402 850 2.51% 264 31.06%

江東区 32,118 4,056 11.96% 1,646 40.58%

品川区 8,552 1,189 3.51% 428 36.00%

目黒区 4,978 701 2.07% 287 40.94%

大田区 13,689 1,831 5.40% 638 34.84%

世田谷区 15,500 2,301 6.78% 864 37.55%

渋谷区 4,851 692 2.04% 293 42.34%

中野区 4,447 781 2.30% 270 34.57%

杉並区 9,341 1,500 4.42% 534 35.60%

豊島区 7,723 1,165 3.43% 360 30.90%

北区 4,744 753 2.22% 273 36.25%

荒川区 1,974 313 0.92% 95 30.35%

板橋区 9,835 1,499 4.42% 460 30.69%

練馬区 12,730 1,963 5.79% 723 36.83%

足立区 7,665 1,141 3.36% 367 32.16%

葛飾区 8,143 1,085 3.20% 376 34.65%

江戸川区 22,318 2,783 8.21% 1,065 38.27%

都下 36,881 5,882 17.34% 2,016 34.27%

総計 235,148 33,917 100.00% 12,233 36.07%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

延患者数

実患者数 新患者数
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地区別外来患者数 　【2016年　1～12月】

◆ 東京都（総数）

件数 割合 件数
実患者数に

対する割合

千代田区 1,381 207 0.60% 98 47.34%

中央区 4,489 651 1.88% 219 33.64%

港区 6,349 1,009 2.92% 431 42.72%

新宿区 4,630 750 2.17% 228 30.40%

文京区 3,233 559 1.62% 193 34.53%

台東区 3,094 417 1.21% 142 34.05%

墨田区 6,490 894 2.59% 332 37.14%

江東区 32,596 4,217 12.19% 1,484 35.19%

品川区 9,736 1,251 3.62% 485 38.77%

目黒区 4,877 722 2.09% 255 35.32%

大田区 13,958 1,894 5.48% 664 35.06%

世田谷区 14,724 2,348 6.79% 775 33.01%

渋谷区 4,803 690 2.00% 234 33.91%

中野区 4,665 732 2.12% 225 30.74%

杉並区 9,489 1,490 4.31% 499 33.49%

豊島区 6,927 1,114 3.22% 308 27.65%

北区 5,399 759 2.19% 256 33.73%

荒川区 2,092 326 0.94% 92 28.22%

板橋区 9,811 1,495 4.32% 472 31.57%

練馬区 12,860 1,972 5.70% 568 28.80%

足立区 7,783 1,169 3.38% 377 32.25%

葛飾区 7,826 1,123 3.25% 379 33.75%

江戸川区 22,648 2,861 8.27% 999 34.92%

都下 37,855 5,932 17.15% 1,944 32.77%

総計 237,715 34,582 100.00% 11,659 33.71%

＊　新患者数＝当院を初めて受診した患者数

延患者数

実患者数 新患者数
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手術件数　【2013年】

手術件数 呼吸器外科 消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 がん痛治 麻酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 血液腫

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 504 32 173 35 53 86 34 69 18 0 1 0 0 3 0 0 32 0

硬膜外・腰麻・脊椎 12 0 0 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 61 0 1 5 10 7 19 0 5 13 0 1 0 0 0 0 0 0

計 577 32 174 40 63 93 65 69 23 13 1 1 0 3 0 0 32 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 547 41 170 39 55 107 34 82 14 0 2 0 0 3 0 0 41 0

硬膜外・腰麻・脊椎 11 0 0 0 0 0 11 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 66 0 0 5 6 2 29 0 11 9 0 4 0 0 0 0 0 0

計 624 41 170 44 61 109 74 82 25 9 2 4 0 3 0 0 41 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 581 41 183 40 62 114 41 78 20 1 1 0 0 0 0 0 41 0

硬膜外・腰麻・脊椎 15 0 1 0 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 69 0 0 6 6 2 29 1 9 12 0 4 0 0 0 0 0 0

計 665 41 184 46 68 116 84 79 29 13 1 4 0 0 0 0 41 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 569 46 180 47 43 97 43 98 14 0 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 12 0 1 0 0 0 10 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 69 0 0 6 4 7 25 0 8 11 0 8 0 0 0 0 0 0

計 650 46 181 53 47 104 78 99 22 11 1 8 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 549 39 192 42 46 91 29 84 19 3 2 1 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 25 0 2 0 0 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 61 1 1 5 10 4 21 0 9 9 0 1 0 0 0 0 0 0

計 635 40 195 47 56 95 73 84 28 12 2 2 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 510 46 168 36 37 74 34 92 18 1 2 1 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 22 0 1 1 0 0 20 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 67 0 1 8 6 4 20 0 10 14 0 4 0 0 0 0 0 0

計 599 46 170 45 43 78 74 92 28 15 2 5 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 548 42 174 44 48 104 32 71 22 3 4 1 0 3 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 26 0 2 1 0 0 22 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 74 0 0 4 9 7 27 0 11 12 0 4 0 0 0 0 0 0

計 648 42 176 49 57 111 81 72 33 15 4 5 0 3 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 601 47 189 58 49 99 37 92 25 1 2 1 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 25 0 2 0 0 0 23 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 43 0 0 3 6 4 9 1 5 13 0 2 0 0 0 0 0 0

計 669 47 191 61 55 103 69 93 30 14 2 3 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 506 41 175 41 35 82 28 81 16 1 3 0 0 3 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 13 0 0 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 53 0 1 6 4 4 22 1 4 9 0 2 0 0 0 0 0 0

計 572 41 176 47 39 86 63 82 20 10 3 2 0 3 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 567 38 198 51 47 95 26 87 20 2 1 0 0 2 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 14 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 55 0 0 4 13 4 17 0 6 9 0 2 0 0 0 0 0 0

計 636 38 198 55 60 99 57 87 26 11 1 2 0 2 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 513 33 178 41 47 92 30 78 10 0 0 0 0 4 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 23 0 0 0 0 0 22 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

局麻・その他 62 0 0 3 9 4 14 0 15 14 0 3 0 0 0 0 0 0

計 598 33 178 44 56 96 66 78 25 14 0 3 0 5 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 560 44 195 43 52 85 31 94 12 2 1 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 21 0 0 0 0 0 20 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 70 0 0 7 5 3 24 1 12 12 0 5 0 0 0 0 1 0

計 651 44 195 50 57 88 75 96 24 14 1 5 0 1 0 0 1 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 6,555 490 2,175 517 574 1,126 399 1,006 208 14 20 4 0 22 0 0 114 0

硬膜外・腰麻・脊椎 268 0 10 7 10 7 211 3 5 13 0 1 0 1 0 0 0 0

局麻・その他 750 1 4 62 88 52 256 4 105 137 0 40 0 0 0 0 1 0

計 7,573 491 2,189 586 672 1,185 866 1,013 318 164 20 45 0 23 0 0 115 0

9月

10月

11月

12月

総計

6月

7月

8月

1月

2月

3月

4月

5月
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手術件数　【2014年】

手術件数 呼吸器外科 消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 がん痛治 麻酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 血液腫

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 508 32 172 37 35 85 35 90 20 2 0 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 17 0 0 0 0 0 15 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 50 0 0 5 5 3 14 0 6 12 0 5 0 0 0 0 0 0

計 575 32 172 42 40 88 64 91 27 14 0 5 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 512 44 169 43 32 90 32 81 19 1 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 24 0 1 1 0 0 20 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 61 0 0 5 7 1 19 1 9 11 0 8 0 0 0 0 0 0

計 597 44 170 49 39 91 71 84 28 12 1 8 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 539 44 172 53 43 80 37 78 27 2 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 26 0 4 0 0 0 19 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 54 0 0 3 5 4 22 1 3 10 0 6 0 0 0 0 0 0

計 619 44 176 56 48 84 78 82 30 12 2 6 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 554 39 193 45 40 93 32 85 26 0 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 22 0 5 0 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 59 0 0 4 7 5 17 0 9 13 0 4 0 0 0 0 0 0

計 635 39 198 49 47 98 66 85 35 13 1 4 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 541 29 186 35 48 93 37 86 25 0 2 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 18 0 1 0 0 0 17 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 54 0 0 4 11 2 15 1 4 10 0 7 0 0 0 0 0 0

計 613 29 187 39 59 95 69 87 29 10 2 7 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 537 34 172 48 38 90 45 81 26 1 2 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 16 0 0 0 0 0 16 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 47 0 1 4 9 1 13 0 4 9 0 5 0 0 0 0 0 1

計 600 34 173 52 47 91 74 81 30 10 2 5 0 0 0 0 0 1

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 560 35 175 47 56 83 41 86 32 2 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 27 0 2 0 0 0 24 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 65 0 1 6 14 4 11 0 9 11 0 8 0 0 0 0 0 1

計 652 35 178 53 70 87 76 87 41 13 2 8 0 1 0 0 0 1

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 566 34 191 51 43 80 38 91 33 4 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 19 0 1 0 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 55 0 0 5 11 3 21 1 5 5 0 3 0 0 0 0 0 1

計 640 34 192 56 54 83 77 92 38 9 1 3 0 0 0 0 0 1

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 555 41 189 40 35 90 33 89 36 0 2 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 19 0 1 0 0 0 18 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 78 0 0 7 13 5 23 2 14 11 0 3 0 0 0 0 0 0

計 652 41 190 47 48 95 74 91 50 11 2 3 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 604 31 194 47 52 106 40 94 38 1 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 9 0 1 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 68 0 0 5 11 4 19 0 6 19 0 4 0 0 0 0 0 0

計 681 31 195 52 63 110 67 94 44 20 1 4 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 502 26 170 40 39 92 35 67 31 1 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 11 0 2 0 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 64 0 0 5 9 2 15 1 8 14 0 10 0 0 0 0 0 0

計 577 26 172 45 48 94 59 68 39 15 1 10 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 604 41 192 50 48 90 41 102 35 1 4 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 23 0 0 0 0 0 22 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 69 0 0 5 7 4 24 1 12 13 0 3 0 0 0 0 0 0

計 696 41 192 55 55 94 87 104 47 14 4 3 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 6582 430 2175 536 509 1072 446 1030 348 15 19 0 0 2 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 264 0 18 6 5 3 202 7 6 12 0 5 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 724 0 2 58 109 38 213 8 89 138 0 66 0 0 0 0 0 3

計 7570 430 2195 600 623 1113 861 1045 443 165 19 71 0 2 0 0 0 3

9月

10月

11月

12月

総計

6月

7月

8月

1月

2月

3月

4月

5月
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手術件数　【2015年】

手術件数 呼吸器外科 消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 がん痛治 麻酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 血液腫

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 543 34 185 32 44 95 32 85 33 2 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 24 0 1 0 0 0 22 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 59 0 0 7 7 5 18 0 6 13 0 3 0 0 0 0 0 0

計 626 34 186 39 51 100 72 86 39 15 1 3 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 577 45 188 37 52 81 42 95 32 2 3 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 17 0 1 2 0 0 13 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 65 0 0 6 4 3 20 0 13 14 0 5 0 0 0 0 0 0

計 659 45 189 45 56 84 75 96 45 16 3 5 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 649 48 193 47 58 100 49 110 40 1 3 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 16 0 0 0 0 0 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 75 0 1 10 6 1 22 2 12 21 0 0 0 0 0 0 0 0

計 740 48 194 57 64 101 86 113 52 22 3 0 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 626 42 186 44 53 100 45 113 36 6 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 15 0 2 0 0 0 13 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 70 0 0 9 9 4 27 0 6 11 0 4 0 0 0 0 0 0

計 711 42 188 53 62 104 85 113 42 17 1 4 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 523 38 177 33 31 88 32 85 37 0 1 0 1 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 17 0 1 0 0 0 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 68 0 0 5 8 2 18 0 14 14 0 7 0 0 0 0 0 0

計 608 38 178 38 39 90 65 86 51 14 1 7 1 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 631 48 190 44 44 102 45 109 43 1 3 0 2 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 15 0 2 0 0 0 11 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0

局麻・その他 79 0 1 6 7 5 24 12 15 0 9 0 0 0 0 0 0

計 725 48 193 50 51 107 80 110 55 16 3 9 2 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 648 51 207 47 47 85 57 105 43 4 1 0 1 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 17 0 1 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 4 0 0 0 0

局麻・その他 72 0 0 8 9 2 20 0 9 17 0 6 0 1 0 0 0 0

計 737 51 208 55 56 87 89 105 52 21 1 6 1 5 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 626 46 199 50 48 94 46 98 40 1 3 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 15 0 1 0 0 0 12 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0

局麻・その他 73 0 1 8 5 0 27 0 14 13 0 5 0 0 0 0 0 0

計 714 46 201 58 53 94 85 98 55 14 3 5 0 2 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 584 47 193 40 46 76 44 96 36 2 3 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 61 0 0 6 4 1 22 0 12 11 0 5 0 0 0 0 0 0

計 655 47 193 46 50 77 76 96 48 13 3 5 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 627 37 216 41 52 92 50 92 41 4 2 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 11 0 0 0 0 0 9 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 64 0 0 8 7 3 15 0 14 9 0 8 0 0 0 0 0 0

計 702 37 216 49 59 95 74 93 55 13 2 9 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 581 32 198 38 39 85 43 99 42 0 2 0 0 3 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 15 0 1 0 0 0 11 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 72 0 0 7 4 5 22 0 13 16 0 5 0 0 0 0 0 0

計 668 32 199 45 43 90 76 100 55 16 2 7 0 3 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 598 34 195 45 51 84 40 105 41 0 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 19 0 0 0 0 0 18 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 73 0 0 4 12 5 17 0 11 18 0 6 0 0 0 0 0 0

計 690 34 195 49 63 89 75 106 52 18 2 6 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 7213 502 2327 498 565 1082 525 1192 464 23 25 0 4 6 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 226 0 9 9 7 5 157 7 7 13 0 6 0 6 0 0 0 0

局麻・その他 831 0 3 84 82 36 252 2 136 172 0 63 0 1 0 0 0 0

計 8270 502 2339 591 654 1123 934 1201 607 208 25 69 4 13 0 0 0 0

9月

10月

11月

12月

総計

6月

7月

8月

1月

2月

3月

4月

5月
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手術件数　【2016年】

手術件数 呼吸器外科消化器外科 整形外科 頭頸科 乳腺科 泌尿器科 婦人科 形成外科 眼科 消内科 がん痛治 麻酔科 治療科 化療科 救急部 呼内科 血液腫

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 620 58 203 41 39 102 47 88 37 2 3 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 16 0 0 0 0 0 15 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 63 0 0 8 6 3 15 0 11 17 0 3 0 0 0 0 0 0

計 699 58 203 49 45 105 77 89 48 19 3 3 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 657 58 209 53 38 99 46 112 39 0 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 10 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 76 0 0 3 12 5 26 0 9 13 0 8 0 0 0 0 0 0

計 743 58 209 56 50 104 82 112 48 13 2 8 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 693 47 220 47 58 124 50 99 45 2 1 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 8 0 0 0 0 0 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 74 0 1 10 11 3 13 0 9 20 0 7 0 0 0 0 0 0

計 775 47 221 57 69 127 70 100 54 22 1 7 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 631 51 198 41 49 117 46 92 32 2 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 20 0 1 0 0 0 19 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 71 0 0 8 11 2 15 1 13 13 0 8 0 0 0 0 0 0

計 722 51 199 49 60 119 80 93 45 15 2 8 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 557 35 177 37 37 89 49 95 34 1 1 0 0 2 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 9 0 1 0 0 0 7 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 61 0 0 7 5 4 18 0 16 10 0 1 0 0 0 0 0 0

計 627 35 178 44 42 93 74 96 50 11 1 1 0 2 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 670 57 208 52 41 103 55 110 39 2 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 7 0 2 0 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 77 0 1 8 7 4 19 2 13 20 0 3 0 0 0 0 0 0

計 754 57 211 60 48 107 79 112 52 22 2 3 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 620 50 180 46 46 110 50 95 40 1 2 0 0 0 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 8 0 0 0 0 0 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 79 0 0 7 8 6 18 0 16 19 0 5 0 0 0 0 0 0

計 707 50 180 53 54 116 76 95 56 20 2 5 0 0 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 671 58 204 48 40 113 51 111 40 2 2 0 0 2 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 16 1 2 0 0 0 12 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 82 0 0 8 5 6 21 0 15 20 0 7 0 0 0 0 0 0

計 769 59 206 56 45 119 84 112 55 22 2 7 0 2 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 630 47 197 43 51 108 51 90 40 0 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 13 0 1 0 0 0 12 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 55 1 0 6 1 5 16 0 14 10 0 2 0 0 0 0 0 0

計 698 48 198 49 52 113 79 90 54 10 2 2 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 617 42 188 47 44 110 48 96 35 2 4 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 13 0 0 0 0 0 11 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 68 0 0 9 5 7 16 0 12 12 0 6 0 0 0 0 1 0

計 698 42 188 56 49 117 75 98 47 14 4 6 0 1 0 0 1 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 643 41 218 50 35 104 49 107 34 2 1 0 0 2 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 7 0 0 0 0 0 6 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 74 0 0 5 6 1 21 0 12 20 0 9 0 0 0 0 0 0

計 724 41 218 55 41 105 76 108 46 22 1 9 0 2 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 631 38 208 54 35 100 51 109 33 0 2 0 0 1 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 11 0 2 0 0 0 8 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 78 0 0 5 8 3 20 1 14 25 0 2 0 0 0 0 0 0

計 720 38 210 59 43 103 79 111 47 25 2 2 0 1 0 0 0 0

全麻(硬膜外、局麻併用含む） 7640 582 2410 559 513 1279 593 1204 448 16 24 0 0 12 0 0 0 0

硬膜外・腰麻・脊椎 138 1 9 0 0 0 120 8 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

局麻・その他 858 1 2 84 85 49 218 4 154 199 0 61 0 0 0 0 1 0

計 8636 584 2421 643 598 1328 931 1216 602 215 24 61 0 12 0 0 1 0

9月

10月

11月

12月

総計

6月

7月

8月

1月

2月

3月

4月

5月
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病理検査　【2013年　1～12月】

 ◆病理検査件数  ◆細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数

受付数 18,390 11,627 30,017 子宮膣、頸部 14,938

部位数 22,047 21,982 44,029 子宮内膜 5,351

ブロック数 18,648 41,355 60,003 手術 248

ラベルHE・PAP 31,257 105,808 137,065 婦人科健診

ラベル特染 22,925 34,935 57,860 (子宮膣・頸部）

保険部位数 22,057 17,293 39,350 婦人科健診

ＥＭ受付数 0 0 0 (子宮内膜）

抗体法受付数 1,667 1,643 3,310 25,466

迅速件数 190 4,016 4,206 乳腺 3,776

診断料 14,024 2,974 16,998 乳腺健診 0

診断のみ 2,461 56 2,517 甲状腺 466

呼吸器内科 231 50 281 その他 415

呼吸器外科 264 899 1,163 1,026

消化器内科 10,129 944 11,073 60

消化器外科 260 3,655 3,915 973

乳腺科 1,718 1,659 3,377 ブラシ・針 789

婦人科 1,616 1,334 2,950 喀痰 601

頭頸科 613 814 1,427 喀痰健診 4,584

整形外科 540 1,005 1,545 3,076

泌尿器科 370 1,126 1,496 尿 2,101

総合腫瘍科 49 4 53 尿健診 0

放射線治療 5 0 5 4

免疫・遺伝 0 0 0 158

総合内科 9 3 12 1,851

腫瘍精神科 0 0 0 19,880

眼科 115 36 151

皮膚科 9 0 9

歯科 0 0 0

一般外科 0 0 0

形成外科 16 2 18

麻酔科 0 0 0

救急部 0 0 0

緩和ケア部 0 0 0

放射線診断 162 0 162

健診ドック 1,746 1 1,747

健診消内 8 0 8

健診婦人科 0 0 0

健診乳外 0 0 0

健診職員 0 0 0

遺伝子診療 13 0 13

血液腫瘍科 517 95 612

2,622

2,307

項  目

婦人科合計

乳腺

頭頚部

骨軟部

脳脊髄液

リンパ節

呼吸器

体腔液

婦人科

45,346

迅速件数

(上記総合計の中に含む)
2,962

泌尿器

食道・胃

膵・胆管・大腸

その他

婦人科外合計

総合計
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病理検査　【2014年　1～12月】

 ◆病理検査件数  ◆細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数

受付数 18,237 11,005 29,242 子宮膣、頸部 13,406

部位数 21,697 21,287 42,984 子宮内膜 4,280

ブロック数 20,283 39,939 60,222 手術 193

ラベルHE・PAP 36,583 100,411 136,994 婦人科健診

ラベル特染 25,641 31,700 57,341 (子宮膣・頸部）

保険部位数 21,671 16,557 38,228 婦人科健診

ＥＭ受付数 0 0 0 (子宮内膜）

抗体法受付数 1,943 2,114 4,057 23,068

迅速件数 209 3,770 3,979 乳腺 3,139

診断料 13,947 2,856 16,803 乳腺健診 0

診断のみ 2,396 63 2,459 甲状腺 479

呼吸器内科 202 51 253 その他 412

呼吸器外科 330 753 1,083 1,041

消化器内科 10,322 662 10,984 106

消化器外科 217 3,621 3,838 1,016

乳腺科 1,716 1,495 3,211 ブラシ・針 721

婦人科 1,425 1,316 2,741 喀痰 475

頭頸科 707 820 1,527 喀痰健診 4,858

整形外科 524 1,001 1,525 2,944

泌尿器科 314 1,134 1,448 尿 4,070

総合腫瘍科 56 9 65 尿健診 0

放射線治療 6 0 6 11

免疫・遺伝 0 0 0 234

総合内科 3 0 3 210

腫瘍精神科 0 0 0 19,716

眼科 108 32 140

皮膚科 9 0 9

歯科 0 0 0

一般外科 0 0 0

形成外科 27 12 39

麻酔科 0 0 0

救急部 1 0 1

緩和ケア部 1 1 2

放射線診断 159 0 159

健診ドック 1,589 2 1,591

健診消内 5 0 5

健診婦人科 0 0 0

健診乳外 0 0 0

健診職員 0 0 0

遺伝子診療 13 0 13

血液腫瘍科 503 96 599

42,784

迅速件数

(上記総合計の中に含む)
3,000

泌尿器

食道・胃

膵・胆管・大腸

その他

婦人科外合計

総合計

頭頚部

骨軟部

脳脊髄液

リンパ節

呼吸器

体腔液

項  目

婦人科

2,759

2,430

婦人科合計

乳腺
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病理検査　【2015年　1～12月】

 ◆病理検査件数  ◆細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数

受付数 18,609 11,459 30,068 子宮膣、頸部 12,915

部位数 22,136 22,395 44,531 子宮内膜 4,010

ブロック数 19,264 42,111 61,375 手術 328

ラベルHE・PAP 33,518 111,091 144,609 婦人科健診

ラベル特染 26,295 34,376 60,671 (子宮膣・頸部）

保険部位数 22,126 17,197 39,323 婦人科健診

ＥＭ受付数 0 0 0 (子宮内膜）

抗体法受付数 2,129 2,717 4,846 22,699

迅速件数 84 3,790 3,874 乳腺 2,944

診断料 14,446 3,126 17,572 乳腺健診 0

診断のみ 2,615 41 2,656 甲状腺 541

呼吸器内科 234 69 303 その他 451

呼吸器外科 248 905 1,153 888

消化器内科 10,053 670 10,723 167

消化器外科 250 3,757 4,007 1,090

乳腺科 1,675 1,378 3,053 ブラシ・針 821

婦人科 1,753 1,514 3,267 喀痰 395

頭頸科 770 870 1,640 喀痰健診 5,550

整形外科 458 917 1,375 3,437

泌尿器科 374 1,184 1,558 尿 4,121

総合腫瘍科 46 6 52 尿健診 0

放射線治療 5 0 5 18

免疫・遺伝 0 0 0 280

総合内科 2 1 3 255

腫瘍精神科 0 0 0 20,958

眼科 141 49 190

皮膚科 5 0 5

歯科 2 0 2

一般外科 0 0 0

形成外科 30 16 46

麻酔科 0 0 0

救急部 1 0 1

緩和ケア部 1 0 1

放射線診断 217 1 218

健診ドック 1,797 0 1,797

健診消内 4 0 4

健診婦人科 0 0 0

健診乳外 0 0 0

健診職員 0 0 0

遺伝子診療 13 0 13

血液腫瘍科 530 122 652

婦人科外合計

総合計 43,657

迅速件数

(上記総合計の中に含む)
3,213

呼吸器

体腔液

泌尿器

食道・胃

膵・胆管・大腸

その他

婦人科合計

乳腺

頭頚部

骨軟部

脳脊髄液

リンパ節

項  目

婦人科

1,912

2,534
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病理検査　【2016年　1～12月】

 ◆病理検査件数  ◆細胞診検査件数

外来 入院 合計 年間件数

受付数 18,659 12,888 31,547 婦人科 子宮膣、頸部 12,510

部位数 22,141 25,591 47,732 子宮内膜 3,842

ブロック数 20,509 47,025 67,534 手術 392

ラベルHE・PAP 33,874 118,320 152,194 婦人科健診

ラベル特染 28,089 37,599 65,688 (子宮膣・頸部） 3,777

保険部位数 22,081 19,119 41,200 婦人科健診

ＥＭ受付数 0 0 0 (子宮内膜） 3,261

抗体法受付数 2,408 3,312 5,720 23,782

迅速件数 128 4,734 4,862 乳腺 乳腺 2,972

診断料 14,428 3,287 17,715 乳腺健診 0

診断のみ 2,637 58 2,695 頭頚部 甲状腺 459

呼吸器内科 292 87 379 その他 351

呼吸器外科 183 1,077 1,260 1,011

消化器内科 9,578 757 10,335 127

消化器外科 250 3,941 4,191 1,069

乳腺科 1,806 2,080 3,886 呼吸器 ブラシ・針 919

婦人科 1,742 1,580 3,322 喀痰 269

頭頸科 722 898 1,620 喀痰健診 6,737

整形外科 497 1,046 1,543 3,681

泌尿器科 357 1,204 1,561 泌尿器 尿 4,203

総合腫瘍科 79 4 83 尿健診 0

放射線治療 6 0 6 14

免疫・遺伝 0 0 0 314

総合内科 0 1 1 302

腫瘍精神科 0 0 0 22,428

眼科 149 62 211

皮膚科 9 0 9

歯科 1 0 1

一般外科 0 0 0

形成外科 30 13 43

麻酔科 0 0 0

救急部 0 1 1

緩和ケア部 0 0 0

放射線診断 178 0 178

健診ドック 2,198 0 2,198

健診消内 5 0 5

健診婦人科 0 0 0

健診乳外 0 0 0

健診職員 0 0 0

遺伝子診療 13 0 13

血液腫瘍科 563 137 700

骨軟部

脳脊髄液

リンパ節

その他

婦人科外合計

総合計

迅速件数

(上記総合計の中に含む)
3,620

46,210

体腔液

食道・胃

膵・胆管・大腸

項  目

婦人科合計
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ＣＴ・ＭＲＩ・核医学検査件数　【2013年・2014年・2015年・2016年　1～12月】

 ◆ＣＴ件数

年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

稼働日数 19 19 20 21 21 20 22 22 19 22 20 19

件数 3,352 3,233 3,408 3,527 3,427 3,315 3,670 3,482 3,183 3,652 3,300 3,258 40,807

平均件数/日 176.4 170.2 170.4 168.0 163.2 165.8 166.8 158.3 167.5 166.0 165.0 171.5

稼働日数 19 19 20 21 20 21 22 21 20 22 18 19

件数 3,198 3,147 3,397 3,584 3,299 3,424 3,667 3,562 3,448 3,717 3,110 3,377 40,930

平均件数/日 168.3 165.6 169.9 170.7 165.0 163.0 166.7 169.6 172.4 169.0 172.8 177.7

稼働日数 19 19 22 21 18 22 22 21 19 21 19 19

件数 3,293 3,296 3,788 3,675 3,162 3,929 3,813 3,578 3,343 3,721 3,456 3,428 42,482

平均件数/日 173.3 173.5 172.2 175.0 175.7 178.6 173.3 170.4 175.9 177.2 181.9 180.4

稼働日数 19 20 22 20 19 22 20 22 20 20 20 19

件数 3409 3603 3803 3482 3343 3762 3488 3750 3581 5303 3545 3409 42,678

平均件数/日 179.4 180.2 172.9 174.1 175.9 171.0 174.4 170.5 179.1 265.2 177.3 179.4

 ◆ＭＲＩ件数

年 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 計

稼働日数 19 19 20 21 21 20 22 22 19 22 20 19

件数 816 803 900 903 883 900 927 953 834 943 882 767 10,511

平均件数/日 42.9 42.3 45.0 43.0 42.0 45.0 42.1 43.3 43.9 42.9 44.1 40.4

稼働日数 19 19 20 21 20 21 22 21 20 22 18 19

件数 613 588 878 839 821 873 910 903 845 964 799 847 9,880

平均件数/日 32.3 30.9 43.9 40.0 41.1 41.6 41.4 43.0 42.3 43.8 44.4 44.6

稼働日数 19 19 22 21 18 22 22 21 19 21 19 19

件数 839 922 942 895 782 911 903 886 800 868 827 832 10,407

平均件数/日 44.2 48.5 42.8 42.6 43.4 41.4 41.0 42.2 42.1 41.3 43.5 43.8

稼働日数 19 20 22 20 19 22 20 22 20 20 20 19

件数 819 966 1,109 988 989 1,151 1,056 1,125 1,075 1,085 1,068 1,044 12,475

平均件数/日 43.1 48.3 50.4 49.4 52.1 52.3 52.8 51.1 53.8 54.3 53.4 54.9

2016年

2015年

2016年

2013年

2014年

2015年

2013年

2014年
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 ◆核医学検査件数

2013年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

PET-CT(PET含む） 475 492 491 534 553 513 567 581 466 580 536 491 6,279

その他 416 428 426 438 411 413 436 450 379 404 415 367 4,983

PET-CT(PET含む） 16 9 14 19 20 15 13 13 7 9 9 16 160

その他 70 77 62 72 62 62 81 81 69 75 66 74 851

977 1,006 993 1,063 1,046 1,003 1,097 1,125 921 1,068 1,026 948 12,273

19 19 20 21 21 20 22 22 19 22 20 19

51.4 52.9 49.7 50.6 49.8 50.2 49.9 51.1 48.5 48.5 51.3 49.9

2014年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

PET-CT(PET含む） 482 500 485 582 557 586 610 609 530 609 517 534 6,601

その他 417 331 393 363 349 359 382 417 361 396 350 236 4,354

PET-CT(PET含む） 19 11 14 14 14 9 17 10 7 17 9 10 151

その他 73 50 59 74 64 77 69 61 60 93 72 52 804

991 892 951 1,033 984 1,031 1,078 1,097 958 1,115 948 832 11,910

19 19 20 21 20 21 22 21 20 22 18 19

52.2 46.9 47.6 49.2 49.2 49.1 49.0 52.2 47.9 50.7 52.7 43.8

2015年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

PET-CT(PET含む） 526 542 578 593 518 619 624 611 512 600 555 538 6,816

その他 398 379 426 363 348 351 372 370 358 422 395 404 4,586

PET-CT(PET含む） 13 6 9 10 9 8 5 7 9 3 8 3 90

その他 79 77 94 79 59 90 71 71 61 79 82 71 913

1,016 1,004 1,107 1,045 934 1,068 1,072 1,059 940 1,104 1,040 1,016 12,405

19 19 22 21 18 22 22 21 19 21 19 19

53.5 52.8 50.3 49.8 51.9 48.5 48.7 50.4 49.5 52.6 54.7 53.5

2016年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 計

PET-CT(PET含む） 535 577 581 562 551 620 556 636 539 571 579 536 6,843

その他 433 410 425 382 325 358 324 374 322 312 328 288 4,281

PET-CT(PET含む） 6 8 6 4 5 7 11 5 6 1 3 1 63

その他 77 88 97 85 76 84 91 100 84 82 92 73 1,029

1,051 1,083 1,109 1,033 957 1,069 982 1,115 951 966 1,002 898 12,216

19 20 22 20 19 22 20 22 20 20 20 19

55.3 54.2 50.4 51.7 50.4 48.6 49.1 50.7 47.6 48.3 50.1 47.3

計

稼働日報　　　

平均件数/日　　　

外来

入院

計

稼働日報　　　

平均件数/日　　　

入院

計

稼働日報　　　

平均件数/日　　　

外来

入院

外来

入院

計

稼働日報　　　

平均件数/日　　　

外来
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◆内視鏡検査件数

検査項目 2013年 2014年 2015年 2015年

56

320

457

1,078

683

12,576

633

8,681

2,551

339

食道・胃スコピー 11,840 12,074 12,576

食道・胃スコピー

（ポリープ・EMR）
591 653 633

8,476 8,681

大腸スコピー

（ポリープ・EMR）
2,560 2,211 2,551

大腸スコピー 8,362

エコースコピー

（胃・食道）
437 366 339

エコースコピー

（大腸）
66 40 56

エコースコピー

（肝・胆・膵）

気管支スコピー

ＥＲＣＰ・ＰＴＣ

血管造影

319

683670603

320

457433425

571 715 1,078

319
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◆超音波検査

2013年 2014年 2015年 2016年

呼吸器内科 254 267 384 457

呼吸器外科 977 898 771 795

消化器内科 1,568 1,563 1,935 2,029

消化器外科 4,142 4,712 5,049 5,571

乳腺科 23,675 21,707 21,481 20,131

婦人科 13,634 12,665 12,481 10,219

頭頸科 5,051 5,435 5,971 6,104

整形外科 643 848 952 965

泌尿器科 1,612 1,815 1,941 2,054

総合腫瘍科 126 203 239 273

放射線治療科 156 158 178 136

総合内科 2,599 2,133 1,896 1,781

腫瘍精神科 0 0 1 1

眼科 220 181 229 235

皮膚科 3 4 2 0

形成外 1 183 207 278

麻酔科 12 18 16 6

救急部 6 3 5 3

緩和治療科 146 190 106 63

放射線診断科 131 119 140 114

健診（ドック） 14,298 15,047 16,114 20,366

健診（内科） 1 1 0 0

健診（婦人科） 1 3 0 0

健診（乳腺科） 123 1 0 0

遺伝診断部 46 54 50 44

血液腫瘍科 1,434 1,562 1,700 1,934

70,859 69,770 71,848 73,559
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院内がん登録集計

　① 部位別・男女別件数（全体）

上咽頭 14 0.1% 10 0.2% 4 0.1%

中咽頭 91 1.0% 78 1.7% 13 0.3%

下咽頭 120 1.3% 108 2.4% 12 0.2%

舌 81 0.9% 53 1.2% 28 0.6%

その他の口腔 57 0.6% 38 0.8% 19 0.4%

甲状腺 233 2.5% 75 1.7% 158 3.3%

鼻腔、副鼻腔 34 0.4% 25 0.6% 9 0.2%

その他の頭頸部 127 1.4% 101 2.2% 26 0.5%

757 8.1% 488 10.8% 269 5.6%

410 4.4% 353 7.8% 57 1.2%

1,232 13.2% 812 17.9% 420 8.7%

57 0.6% 36 0.8% 21 0.4%

1,422 15.2% 829 18.3% 593 12.3%

121 1.3% 86 1.9% 35 0.7%

45 0.5% 24 0.5% 21 0.4%

65 0.7% 47 1.0% 18 0.4%

315 3.4% 171 3.8% 144 3.0%

762 8.2% 484 10.7% 278 5.8%

46 0.5% 26 0.6% 20 0.4%

34 0.4% 16 0.4% 18 0.4%

224 2.4% 126 2.8% 98 2.0%

1,491 16.0% 3 0.1% 1,488 30.9%

15 0.2% 0 0.0% 15 0.3%

498 5.3% 0 0.0% 498 10.3%

281 3.0% 0 0.0% 281 5.8%

214 2.3% 0 0.0% 214 4.4%

458 4.9% 458 10.1% 0 0.0%

123 1.3% 90 2.0% 33 0.7%

84 0.9% 55 1.2% 29 0.6%

183 2.0% 142 3.1% 41 0.9%

23 0.2% 15 0.3% 8 0.2%

247 2.6% 127 2.8% 120 2.5%

72 0.8% 44 1.0% 28 0.6%

160 1.7% 95 2.1% 65 1.4%

9,339 100.0% 4,527 100.0% 4,812 100.0%

女

2013年　部位別　男女別　件数

膀胱

白血病

悪性リンパ腫

原発不明

子宮頚部

子宮体部

卵巣・卵管

前立腺

腎

頭頸部合計

合　計

頭

頸

部

総数 男

肝臓・肝内胆管

胆のう

肝外胆管・ファーター

膵臓

食道

胃

十二指腸・小腸

結腸・直腸

腎盂尿管

気管・肺

骨

皮膚

軟部組織

乳腺

膣・外陰

その他
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上咽頭 15 0.2% 13 0.3% 2 0.0%

中咽頭 96 1.0% 77 1.7% 19 0.4%

下咽頭 132 1.4% 123 2.7% 9 0.2%

舌 88 0.9% 58 1.3% 30 0.6%

その他の口腔 56 0.6% 30 0.7% 26 0.5%

甲状腺 200 2.1% 56 1.2% 144 3.0%

鼻腔、副鼻腔 38 0.4% 31 0.7% 7 0.1%

その他の頭頸部 130 1.4% 100 2.2% 30 0.6%

755 8.1% 488 10.8% 267 5.5%

415 4.4% 358 7.9% 57 1.2%

1,241 13.3% 823 18.2% 418 8.7%

56 0.6% 36 0.8% 20 0.4%

1,361 14.6% 744 16.4% 617 12.8%

144 1.5% 110 2.4% 34 0.7%

42 0.4% 15 0.3% 27 0.6%

71 0.8% 39 0.9% 32 0.7%

318 3.4% 183 4.0% 135 2.8%

694 7.4% 438 9.7% 256 5.3%

44 0.5% 31 0.7% 13 0.3%

23 0.2% 15 0.3% 8 0.2%

186 2.0% 78 1.7% 108 2.2%

1,475 15.8% 7 0.2% 1,468 30.5%

15 0.2% 0 0.0% 15 0.3%

455 4.9% 0 0.0% 455 9.5%

264 2.8% 0 0.0% 264 5.5%

213 2.3% 0 0.0% 213 4.4%

405 4.3% 405 8.9% 0 0.0%

141 1.5% 100 2.2% 41 0.9%

76 0.8% 52 1.1% 24 0.5%

240 2.6% 188 4.2% 52 1.1%

26 0.3% 17 0.4% 9 0.2%

268 2.9% 152 3.4% 116 2.4%

67 0.7% 28 0.6% 39 0.8%

152 1.6% 89 2.0% 63 1.3%

9,147 97.9% 4,396 97.1% 4,751 98.7%

悪性リンパ腫

原発不明

その他

前立腺

腎

腎盂尿管

膀胱

白血病

乳腺

膣・外陰

子宮頚部

子宮体部

卵巣・卵管

膵臓

気管・肺

骨

皮膚

軟部組織

2014年　部位別　男女別　件数

十二指腸・小腸

結腸・直腸

総数 男 女

頭

頸

部

頭頸部合計

合　計

食道

胃

肝臓・肝内胆管

胆のう

肝外胆管・ファーター
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上咽頭 19 0.2% 17 0.4% 2 0.0%

中咽頭 108 1.1% 81 1.7% 27 0.5%

下咽頭 147 1.5% 132 2.7% 15 0.3%

舌 80 0.8% 56 1.2% 24 0.5%

その他の口腔 70 0.7% 47 1.0% 23 0.4%

甲状腺 197 2.0% 61 1.3% 136 2.6%

鼻腔、副鼻腔 41 0.4% 25 0.5% 16 0.3%

その他の頭頸部 123 1.2% 96 2.0% 27 0.5%

785 7.9% 515 10.7% 270 5.2%

458 4.6% 388 8.0% 70 1.4%

1,303 13.1% 874 18.1% 429 8.3%

75 0.8% 50 1.0% 25 0.5%

1,424 14.3% 798 16.5% 626 12.2%

161 1.6% 119 2.5% 42 0.8%

38 0.4% 19 0.4% 19 0.4%

93 0.9% 65 1.3% 28 0.5%

397 4.0% 229 4.7% 168 3.3%

786 7.9% 485 10.1% 301 5.8%

34 0.3% 21 0.4% 13 0.3%

34 0.3% 18 0.4% 16 0.3%

186 1.9% 98 2.0% 88 1.7%

1,582 15.9% 1 0.0% 1,581 30.7%

23 0.2% 0 0.0% 23 0.4%

518 5.2% 0 0.0% 518 10.1%

340 3.4% 0 0.0% 340 6.6%

252 2.5% 0 0.0% 252 4.9%

488 4.9% 488 10.1% 0 0.0%

156 1.6% 114 2.4% 42 0.8%

107 1.1% 71 1.5% 36 0.7%

241 2.4% 193 4.0% 48 0.9%

27 0.3% 16 0.3% 11 0.2%

239 2.4% 124 2.6% 115 2.2%

53 0.5% 30 0.6% 23 0.4%

173 1.7% 108 2.2% 65 1.3%

9,973 100.0% 4,824 100.0% 5,149 100.0%

その他

前立腺

腎

腎盂尿管

膀胱

白血病

子宮頚部

子宮体部

卵巣・卵管

悪性リンパ腫

原発不明

軟部組織

膣・外陰

総数 男 女

食道

乳腺

頭頸部合計

合　計

頭

頸

部

胃

十二指腸・小腸

結腸・直腸

肝臓・肝内胆管

胆のう

肝外胆管・ファーター

膵臓

気管・肺

骨

皮膚

2015年　部位別　男女別　件数
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2013年

北海道・東北 関東 甲信越

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 合計 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 合計 新潟県 山梨県 長野県 合計

38 36 17 16 23 21 71 222 228 77 56 1,072 1,230 4,683 1,180 8,526 36 49 80 165

0.4% 0.4% 0.2% 0.2% 0.2% 0.2% 0.8% 2.4% 2.4% 0.8% 0.6% 11.5% 13.2% 50.1% 12.6% 91.3% 0.4% 0.5% 0.9% 1.8%

東海北陸 近畿 四国

富山県 石川県 福井県 岐阜県 静岡県 愛知県 合計 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 合計 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 合計

19 8 8 12 60 34 141 11 7 14 27 30 7 16 112 17 5 12 6 40

0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.6% 0.4% 1.5% 0.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.3% 0.1% 0.2% 1.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.4%

中国 九州・沖縄 その他

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 合計 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 合計 不明 外国 合計

7 9 2 12 13 43 11 1 10 5 6 24 13 13 83 0 7 7

0.1% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.5% 0.1% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.1% 0.1% 0.9% 0.0% 0.1% 0.1%

2014年

北海道・東北 関東 甲信越

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 合計 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 合計 新潟県 山梨県 長野県 合計

26 34 17 27 18 24 75 221 255 55 49 1,039 1,255 4,578 1,112 8,343 31 69 74 174

0.3% 0.4% 0.2% 0.3% 0.2% 0.3% 0.8% 2.4% 2.8% 0.6% 0.5% 11.4% 13.7% 50.0% 12.2% 91.2% 0.3% 0.8% 0.8% 1.9%

東海北陸 近畿 四国

富山県 石川県 福井県 岐阜県 静岡県 愛知県 合計 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 合計 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 合計

18 4 8 11 40 30 111 17 12 10 36 20 12 11 118 7 7 7 10 31

0.2% 0.0% 0.1% 0.1% 0.4% 0.3% 1.2% 0.2% 0.1% 0.1% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 1.3% 0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.3%

中国 九州・沖縄 その他

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 合計 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 合計 不明 外国 合計

4 9 7 17 7 44 18 3 9 4 4 19 13 13 83 5 17 22

0.0% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.5% 0.2% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.2% 0.1% 0.1% 0.9% 0.1% 0.2% 0.2%

2015年

北海道・東北 関東 甲信越

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 合計 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 合計 新潟県 山梨県 長野県 合計

31 50 23 27 18 14 82 245 230 77 95 1,131 1,386 4,862 1,294 9,075 23 64 85 172

0.3% 0.5% 0.2% 0.3% 0.2% 0.1% 0.8% 2.5% 2.3% 0.8% 1.0% 11.3% 13.9% 48.8% 13.0% 91.0% 0.2% 0.6% 0.9% 1.7%

東海北陸 近畿 四国

富山県 石川県 福井県 岐阜県 静岡県 愛知県 合計 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 合計 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 合計

12 7 5 12 55 38 129 6 3 12 42 16 12 14 105 18 12 12 7 49

0.1% 0.1% 0.1% 0.1% 0.6% 0.4% 1.3% 0.1% 0.0% 0.1% 0.4% 0.2% 0.1% 0.1% 1.1% 0.2% 0.1% 0.1% 0.1% 0.5%

中国 九州・沖縄 その他

鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 合計 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県 合計 不明 外国 合計

6 6 6 31 14 63 22 2 4 5 11 13 17 12 86 4 45 49

0.1% 0.1% 0.1% 0.3% 0.1% 0.6% 0.2% 0.0% 0.0% 0.1% 0.1% 0.1% 0.2% 0.1% 0.9% 0.0% 0.5% 0.5%

　② 診断時居住地別件数（都道府県）

100%

9,339

100%

9,147

100%

9,973

総計

総計

総計
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　 診断時居住地（東京都医療圏別内訳 ）

2013年
区中央部 区南部 区西南部 区西部

千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 合計 品川区 大田区 合計 目黒区 世田谷区 渋谷区 合計 新宿区 中野区 杉並区 合計

24 78 124 45 67 338 168 255 423 97 328 104 529 96 99 203 398

0.5% 1.7% 2.6% 1.0% 1.4% 7.2% 3.6% 5.4% 9.0% 2.1% 7.0% 2.2% 11.3% 2.0% 2.1% 4.3% 8.5%

区西北部 区東北部 区東部 西多摩

豊島区 北区 板橋区 練馬区 合計 荒川区 足立区 葛飾区 合計 墨田区 江東区 江戸川区 合計 青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 合計

133 96 172 250 651 30 154 148 332 153 563 451 1,167 28 8 9 6 2 0 1 1 55

2.8% 2.0% 3.7% 5.3% 13.9% 0.6% 3.3% 3.2% 7.1% 3.3% 12.0% 9.6% 24.9% 0.6% 0.2% 0.2% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.2%

南多摩 北多摩西部 北多摩南部

八王子市 町田市 日野市 多摩市 稲城市 合計 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 合計 武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 小金井市 狛江市 合計

94 75 31 30 9 239 37 21 31 17 24 9 139 37 44 47 48 32 13 221

2.0% 1.6% 0.7% 0.6% 0.2% 5.1% 0.8% 0.4% 0.7% 0.4% 0.5% 0.2% 3.0% 0.8% 0.9% 1.0% 1.0% 0.7% 0.3% 4.7%

北多摩北部 島しょ

小平市 東村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市 合計 大島町 利島村 新島村 神津島村 三宅島 御蔵島村 八丈町 青ヶ島村 小笠原村 合計

33 39 13 39 58 182 2 1 4 0 1 0 0 0 1 9

0.7% 0.8% 0.3% 0.8% 1.2% 3.9% 0.0% 0.0% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

2014年
区中央部 区南部 区西南部 区西部

千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 合計 品川区 大田区 合計 目黒区 世田谷区 渋谷区 合計 新宿区 中野区 杉並区 合計

24 71 126 52 60 333 153 288 441 100 297 95 492 81 107 208 396

0.5% 1.6% 2.8% 1.1% 1.3% 7.3% 3.3% 6.3% 9.6% 2.2% 6.5% 2.1% 10.7% 1.8% 2.3% 4.5% 8.7%

区西北部 区東北部 区東部 西多摩

豊島区 北区 板橋区 練馬区 合計 荒川区 足立区 葛飾区 合計 墨田区 江東区 江戸川区 合計 青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 合計

123 92 185 215 615 36 144 155 335 151 588 451 1,190 16 7 11 13 4 0 0 0 51

2.7% 2.0% 4.0% 4.7% 13.4% 0.8% 3.1% 3.4% 7.3% 3.3% 12.8% 9.9% 26.0% 0.3% 0.2% 0.2% 0.3% 0.1% 0.0% 0.0% 0.0% 1.1%

南多摩 北多摩西部 北多摩南部

八王子市 町田市 日野市 多摩市 稲城市 合計 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 合計 武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 小金井市 狛江市 合計

77 73 25 37 14 226 25 19 25 15 21 9 114 44 27 44 38 23 20 196

1.7% 1.6% 0.5% 0.8% 0.3% 4.9% 0.5% 0.4% 0.5% 0.3% 0.5% 0.2% 2.5% 1.0% 0.6% 1.0% 0.8% 0.5% 0.4% 4.3%

北多摩北部 島しょ

小平市 東村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市 合計 大島町 利島村 新島村 神津島村 三宅島 御蔵島村 八丈町 青ヶ島村 小笠原村 合計

31 38 17 40 55 181 1 0 2 2 2 0 1 0 0 8

0.7% 0.8% 0.4% 0.9% 1.2% 4.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.2%

2015年
区中央部 区南部 区西南部 区西部

千代田区 中央区 港区 文京区 台東区 合計 品川区 大田区 合計 目黒区 世田谷区 渋谷区 合計 新宿区 中野区 杉並区 合計

21 97 150 62 59 389 159 274 433 108 325 95 528 104 109 179 392

0.4% 2.0% 3.1% 1.3% 1.2% 8.0% 3.3% 5.6% 8.9% 2.2% 6.7% 2.0% 10.9% 2.1% 2.2% 3.7% 8.1%

区西北部 区東北部 区東部 西多摩

豊島区 北区 板橋区 練馬区 合計 荒川区 足立区 葛飾区 合計 墨田区 江東区 江戸川区 合計 青梅市 福生市 羽村市 あきる野市 瑞穂町 日の出町 檜原村 奥多摩町 合計

105 95 194 271 665 35 161 157 353 132 653 459 1,244 31 6 8 24 4 3 0 1 77

2.2% 2.0% 4.0% 5.6% 13.7% 0.7% 3.3% 3.2% 7.3% 2.7% 13.4% 9.4% 25.6% 0.6% 0.1% 0.2% 0.5% 0.1% 0.1% 0.0% 0.0% 1.6%

南多摩 北多摩西部 北多摩南部

八王子市 町田市 日野市 多摩市 稲城市 合計 立川市 昭島市 国分寺市 国立市 東大和市 武蔵村山市 合計 武蔵野市 三鷹市 府中市 調布市 小金井市 狛江市 合計

96 73 33 23 15 240 26 25 31 15 14 11 122 54 53 30 50 22 18 227

2.0% 1.5% 0.7% 0.5% 0.3% 4.9% 0.5% 0.5% 0.6% 0.3% 0.3% 0.2% 2.5% 1.1% 1.1% 0.6% 1.0% 0.5% 0.4% 4.7%

北多摩北部 島しょ

小平市 東村山市 清瀬市 東久留米市 西東京市 合計 大島町 利島村 新島村 神津島村 三宅島 御蔵島村 八丈町 青ヶ島村 小笠原村 合計

36 28 24 35 64 187 2 0 1 1 1 0 0 0 0 5

0.7% 0.6% 0.5% 0.7% 1.3% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.1%

総計

総計

総計

4,862

100.0%

4,578

100.0%

4,683

100.0%
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　 診療時居住地別（グラフ）
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③ 主要5部位治療別件数

注：【前医・当院で診断され、初回治療を当院で行ったもの・当院診断のみ】の集計（症例区分1・2・3）

件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率 件数 比率

2013年 693 68.9% 1 0.1% 53 5.3% 0 0.0% 200 19.9%

2014年 684 68.2% 2 0.2% 70 7.0% 0 0.0% 203 20.2%

2015年 717 66.3% 2 0.2% 68 6.3% 0 0.0% 229 21.2%

2013年 673 63.9% 0 0.0% 21 2.0% 0 0.0% 337 32.0%

2014年 615 60.4% 2 0.2% 15 1.5% 0 0.0% 356 34.9%

2015年 640 63.2% 3 0.3% 22 2.2% 1 0.1% 312 30.8%

2013年 265 48.1% 32 5.8% 72 13.1% 0 0.0% 47 8.5%

2014年 225 45.4% 37 7.5% 81 16.3% 0 0.0% 35 7.1%

2015年 266 47.2% 35 6.2% 104 18.5% 0 0.0% 43 7.6%

2013年 311 27.7% 1 0.1% 11 1.0% 14 1.2% 730 65.0%

2014年 258 23.3% 0 0.0% 16 1.4% 6 0.5% 767 69.3%

2015年 255 22.5% 1 0.1% 28 2.5% 11 1.0% 763 67.4%

2013年 104 37.4% 0 0.0% 53 19.1% 0 0.0% 68 24.5%

2014年 103 31.2% 2 0.6% 69 20.9% 0 0.0% 99 30.0%

2015年 123 32.0% 2 0.5% 84 21.9% 0 0.0% 108 28.1%

件数 比率 件数 比率 件数 比率

2013年 0 0.0% 1 0.1% 58 5.8%

2014年 1 0.1% 0 0.0% 43 4.3%

2015年 1 0.1% 0 0.0% 65 6.0%

2013年 7 0.7% 0 0.0% 16 1.5%

2014年 12 1.2% 1 0.1% 18 1.8%

2015年 12 1.2% 1 0.1% 22 2.2%

2013年 62 11.3% 13 2.4% 60 10.9%

2014年 69 13.9% 4 0.8% 45 9.1%

2015年 45 8.0% 8 1.4% 62 11.0%

2013年 8 0.7% 5 0.4% 43 3.8%

2014年 3 0.3% 9 0.8% 47 4.2%

2015年 5 0.4% 3 0.3% 66 5.8%

2013年 2 0.7% 12 4.3% 39 14.0%

2014年 2 0.6% 23 7.0% 32 9.7%

2015年 4 1.0% 28 7.3% 35 9.1%

278

330

384

放射線＋他 その他 治療なし

551

496

563

1,123

1,106

1,132

1,006

1,003

1,082

1,054

手術＋他

合計件数

件数

胃

大腸 1,019

1,013

手術のみ 放射線治療のみ 化学療法のみ 内分泌療法のみ

肺

乳腺

肝胆膵

胃

大腸

肺

乳腺

肝胆膵
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　 主要5部位治療別件数（グラフ）
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④ 治療別件数

　　　注：【前医・当院で診断され、初回治療を当院で行ったもの・当院診断のみ】の集計（症例区分1・2・3）

年

①

外科的

手術のみ

②

体腔鏡的手術

のみ

③

内視鏡的手術

のみ

④

放射線

治療のみ

⑤

化学

療法のみ

⑥

内分泌

療法のみ

⑦

放射線＋

化学療法

⑧

放射線

＋

内分泌療法

⑨

手術

＋

放射線

⑩

手術＋

化学療法

⑪

手術

＋

内分泌

療法

⑫

手術

＋

免疫療法

⑬

手術

＋

放射線

＋

化学療法

⑭

手術

＋

放射線

＋

内分泌療法

⑮

手術

＋

化学療法

＋

内分泌療法

⑯

手術＋

放射線＋

化学療法＋

内分泌療法

⑰

手術

＋

その他

⑱

その他

⑲

治療なし

合計件数

2013 136 0 15 28 11 0 59 0 29 1 0 0 26 0 0 0 0 0 29 334

2014 135 0 17 47 6 0 78 0 28 0 0 0 32 0 0 0 0 0 33 376

2015 139 0 28 36 8 0 70 0 19 1 0 0 32 0 0 0 1 0 29 363

2013 20 23 121 6 9 0 38 0 9 40 0 0 23 0 0 0 9 0 30 328

2014 20 25 132 5 10 0 33 0 5 48 0 0 22 0 0 0 8 1 34 343

2015 6 18 159 7 15 0 43 0 3 59 0 0 16 0 0 0 5 1 46 378

2013 119 256 318 1 53 0 0 0 0 162 0 0 1 0 0 0 37 1 58 1,006

2014 91 232 361 2 70 0 1 0 0 151 0 0 1 0 0 0 51 0 43 1,003

2015 72 267 378 2 68 0 1 0 0 167 1 0 2 0 0 0 59 0 65 1,082

2013 14 8 10 0 3 0 0 0 0 4 0 0 0 0 0 0 0 0 6 45

2014 20 9 5 0 0 0 1 0 0 6 0 0 0 0 0 0 1 0 2 44

2015 25 4 14 0 0 0 0 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 0 6 59

2013 22 304 347 0 21 0 7 0 3 221 0 0 82 0 0 0 31 0 16 1,054

2014 19 286 310 2 15 0 12 0 9 239 0 0 87 0 0 0 21 1 18 1,019

2015 16 293 331 3 22 1 12 0 11 209 1 0 58 0 0 0 33 1 22 1,013

2013 88 177 0 32 72 0 62 0 2 42 0 0 3 0 0 0 0 13 60 551

2014 60 165 0 37 81 0 69 0 1 34 0 0 0 0 0 0 0 4 45 496

2015 54 212 0 35 104 0 45 0 2 37 0 0 0 0 0 0 4 8 62 563

2013 311 0 0 1 11 14 2 6 27 93 295 0 38 83 119 72 3 5 43 1,123

2014 258 0 0 0 16 6 1 2 35 133 283 0 40 81 105 88 2 9 47 1,106

2015 255 0 0 1 28 11 2 3 42 129 264 0 37 88 117 86 0 3 66 1,132

2013 88 8 8 0 53 0 2 0 0 63 0 0 0 0 0 0 5 12 39 278

2014 86 10 7 2 69 0 2 0 0 94 0 0 0 0 0 0 5 23 32 330

2015 105 9 9 2 84 0 4 0 1 96 0 0 0 0 0 0 11 28 35 384

2013 7 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 10

2014 7 0 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 2 16

2015 15 0 0 0 0 0 0 0 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 20

2013 94 0 0 15 0 44 1 52 1 0 9 0 0 1 0 0 0 0 61 278

2014 68 28 0 4 1 62 0 51 0 0 9 0 0 0 0 0 0 0 48 271

2015 46 81 0 11 0 71 1 54 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0 47 325

2013 0 0 4 0 4 0 0 0 0 46 0 3 0 0 2 0 34 1 2 96

2014 3 0 7 0 2 0 0 0 0 68 0 5 2 0 0 0 46 11 6 150

2015 2 0 7 0 2 0 0 0 0 63 0 2 0 0 1 0 32 5 2 116

2013 26 49 0 0 8 0 0 0 1 4 0 2 0 0 0 0 2 0 9 101

2014 16 63 0 0 5 0 5 0 1 4 0 1 0 0 0 0 1 1 12 109

2015 18 93 0 1 11 0 2 0 1 8 0 0 0 0 0 0 1 0 12 147

2013 2 2 0 0 2 0 1 0 0 8 0 0 0 0 0 0 1 3 5 24

2014 7 4 0 0 4 0 1 0 0 10 0 0 0 0 0 0 0 2 3 31

2015 7 6 2 0 4 0 1 0 0 7 0 0 0 0 0 0 0 0 5 32

2013 348 8 1 14 7 4 28 0 1 188 2 0 17 0 0 0 13 2 35 668

2014 270 63 0 11 14 1 25 0 4 190 2 0 16 0 2 0 6 1 21 626

2015 245 157 1 12 12 3 32 0 4 235 4 0 20 0 1 0 7 2 28 763

2013 106 1 0 0 8 0 2 0 3 33 0 0 2 0 0 0 0 0 12 167

2014 83 0 0 2 9 0 4 0 5 33 0 0 0 0 0 0 0 0 6 142

2015 89 1 0 4 8 0 5 0 3 28 0 0 2 0 0 0 0 0 4 144

2013 2 3 0 30 109 0 25 0 0 5 0 0 0 0 0 0 0 7 37 218

2014 3 1 0 23 127 0 24 0 0 4 0 0 1 0 0 0 0 1 37 221

2015 6 1 0 30 121 1 13 1 1 7 0 0 3 0 0 0 1 3 25 213

2013 15 0 0 2 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6 24

2014 11 0 0 2 0 0 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 16

2015 8 0 0 10 0 0 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 4 25

2013 6 0 0 0 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5 14

2014 6 0 0 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 8

2015 7 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 7 15

2013 57 1 0 0 0 0 0 0 1 0 38 1 0 11 1 0 0 1 52 163

2014 59 0 0 1 2 1 0 0 0 0 28 0 0 9 0 0 0 1 44 145

2015 50 0 0 0 0 0 0 0 0 0 47 1 0 6 0 0 0 0 53 157

2013 5 0 0 1 5 0 3 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 14 31

2014 1 0 0 5 5 0 0 0 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 10 26

2015 3 0 0 1 4 0 2 0 3 1 0 0 0 0 0 0 0 0 15 29

2013 1,466 840 824 130 380 62 231 58 78 913 344 6 192 95 122 72 135 46 519 6,513

2014 1,223 886 839 145 436 70 256 53 93 1,024 322 6 201 90 107 88 141 55 443 6,478

2015 1,168 1,142 929 155 491 87 236 58 92 1,061 331 3 170 94 119 86 154 51 533 6,960

男性器

頭頸部

食道

胃

小腸

大腸

肺

乳腺

肝胆膵

全体

前立腺

膀胱

腎・腎盂

・副腎

尿管・尿道

女性器

骨・軟部

造血器・

リンパ

皮膚

眼

甲状腺

その他
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⑤ ステージ別件数

ステージ 2013 2014 2015

件数 879 827 849

比率 13.5% 12.8% 12.2%

件数 2,620 2,568 2,938

比率 40.2% 39.6% 42.2%

件数 989 1,062 1,079

比率 15.2% 16.4% 15.5%

件数 854 882 858

比率 13.1% 13.6% 12.3%

件数 964 985 1,054

比率 14.8% 15.2% 15.1%

件数 65 51 47

比率 1.0% 0.8% 0.7%

件数 142 103 135

比率 2.2% 1.6% 1.9%

件数 6,513 6,478 6,960

比率 100.0% 100.0% 100.0%

※1…UICCステージ適応外のもの

（当院で診断や治療をしなかったもの・前医にて初回治療が行われたものを除く）

空欄（※1）

合計

0期

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

Ⅳ期

不明

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000 7000

1

2

3

0期

879

0期

827

0期

849

Ⅰ期

2620

Ⅰ期

2568

Ⅰ期

2938

Ⅱ期

989

Ⅱ期

1062

Ⅱ期

1079

Ⅲ期

854

Ⅲ期

882

Ⅲ期

858

Ⅳ期

964

Ⅳ期

985

Ⅳ期

1054

不明・空欄

207

不明・空欄

154

不明・空欄

182

（件数）

ステージ別件数（2013年～2015年）

76



⑥ 年齢別・部位別件数

2012年　(平成24年)

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-

頭頸部 2 10 24 55 88 196 139 46 2 562

食道 0 1 1 19 62 150 102 21 1 357

胃 0 3 36 76 167 400 314 89 5 1090

小腸・十二指腸 0 0 5 5 6 21 16 3 0 56

大腸 0 4 54 155 231 391 281 92 3 1211

肺 0 4 19 63 103 274 211 59 4 737

乳腺 0 18 163 473 363 296 130 19 2 1464

肝・胆・膵 0 2 11 21 74 185 153 38 1 485

男性器 1 5 13 10 6 3 3 0 0 41

前立腺 0 0 0 8 50 216 172 30 2 478

膀胱 0 0 0 9 23 64 56 22 1 175

腎・腎盂・副腎 0 2 3 16 35 66 33 14 0 169

尿管・尿道 0 0 0 1 5 22 19 3 1 51

女性器 1 31 197 250 204 157 75 17 1 933

骨・軟部 15 18 29 39 41 56 41 19 0 258

造血器・リンパ 1 2 6 18 30 35 39 4 1 136

皮膚 0 0 0 3 1 10 13 2 0 29

眼 0 1 1 2 0 8 4 2 0 18

甲状腺 2 8 40 52 51 78 45 8 0 284

その他の部位

・原発不明
0 1 7 10 11 25 23 6 0 83

合計 22 110 609 1285 1551 2653 1869 494 24 8617

年　代
合計分類
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2013年　(平成25年)

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-

頭頸部 0 5 26 48 93 205 113 32 2 524

食道 0 0 3 12 72 168 141 14 0 410

胃 0 4 35 110 186 397 399 98 3 1,232

小腸 0 0 0 7 17 15 13 5 0 57

肝胆膵 0 2 11 45 82 193 160 53 0 546

大腸 0 8 63 168 262 470 364 98 4 1,437

肺 0 2 15 50 112 321 233 61 1 795

皮膚 0 1 1 6 5 5 10 5 1 34

骨軟部 8 19 24 47 44 67 42 19 0 270

乳 0 17 132 494 345 342 132 28 1 1,491

女性器 2 37 212 274 217 182 70 18 0 1,012

前立腺 0 0 1 4 42 201 184 26 0 458

男性器 1 4 14 6 1 2 0 0 0 28

膀胱 0 0 1 13 24 68 63 14 0 183

尿管尿道 0 0 0 1 4 18 20 5 0 48

眼 0 0 2 5 1 4 2 1 0 15

甲状腺 4 6 38 43 50 41 40 10 1 233

腎 0 0 3 24 40 48 39 15 0 169

造血器・リンパ 2 5 14 39 44 97 97 19 1 318

原発不明 0 1 2 8 15 31 16 6 0 79

合計 17 111 597 1,404 1,656 2,875 2,138 527 14 9,339

分類 合計
年　代
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2014年　(平成26年)

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-

頭頸部 1 3 23 53 116 187 123 45 3 554

食道 0 0 1 25 75 150 143 20 1 415

胃 0 3 39 83 189 427 362 134 4 1,241

小腸 0 0 1 8 15 14 15 3 0 56

肝胆膵 0 1 9 34 82 197 202 50 0 575

大腸 0 8 63 150 299 413 356 91 5 1,385

肺 2 3 13 56 105 259 230 60 1 729

皮膚 0 1 1 3 5 4 2 6 1 23

骨軟部 14 21 24 41 29 56 32 13 0 230

乳 0 12 139 508 334 312 150 20 0 1,475

女性器 0 39 170 263 205 178 79 15 0 949

前立腺 0 0 0 9 46 177 142 29 2 405

男性器 2 2 15 5 6 3 2 0 0 35

膀胱 0 1 4 16 34 73 81 27 4 240

尿管尿道 0 0 1 2 6 14 23 7 1 54

眼 0 0 0 0 1 2 4 2 0 9

甲状腺 2 7 22 36 50 43 33 7 0 200

腎 0 1 4 21 39 65 36 11 1 178

造血器・リンパ 2 11 18 30 63 90 82 24 4 324

原発不明 0 0 1 8 15 23 14 9 0 70

合計 23 113 548 1,351 1,714 2,687 2,111 573 27 9,147

分類
年　代

合計
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2015年　（平成27年)

0-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80-89 90-

頭頸部 0 7 32 48 117 177 162 41 2 586

食道 0 1 0 18 89 171 145 33 1 458

胃 0 3 34 104 175 415 428 138 6 1,303

小腸 0 0 2 9 20 23 13 6 0 73

肝胆膵 1 0 7 48 103 206 256 66 2 689

大腸 1 9 49 161 308 458 337 113 5 1,441

肺 1 2 17 65 124 275 263 76 3 826

皮膚 0 0 2 4 1 7 13 4 3 34

骨軟部 12 8 13 38 41 50 41 16 0 219

乳 0 19 146 569 397 274 142 33 2 1,582

女性器 3 31 228 302 258 190 106 15 1 1,134

前立腺 0 0 1 9 52 182 214 30 0 488

男性器 1 7 5 15 1 3 4 0 0 36

膀胱 0 0 5 18 36 75 75 31 1 241

尿管尿道 0 0 0 0 9 20 24 13 0 66

眼 0 0 0 5 4 4 5 4 0 22

甲状腺 1 9 21 42 33 53 32 6 0 197

腎 1 0 3 35 40 65 48 20 0 212

造血器・リンパ 5 11 17 35 61 85 66 26 1 307

原発不明 0 2 6 5 12 13 13 8 0 59

合計 26 109 588 1,530 1,881 2,746 2,387 679 27 9,973

分類 合計
年　代
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⑦ 症例区分別登録数

2013 2014 2015

件数 246 201 231

比率 2.6% 2.2% 2.3%

件数 3,441 3,263 3,625

比率 36.8% 35.7% 36.3%

件数 2,826 3,014 3,104

比率 30.3% 33.0% 31.1%

件数 799 775 956

比率 8.6% 8.5% 9.6%

件数 1 0 0

比率 0.0% 0.0% 0.0%

件数 2,026 1,894 2,057

比率 21.7% 20.7% 20.6%

件数 9,339 9,147 9,973

比率 100.0% 100.0% 100.0%
合　計

　１．診断のみの症例

　２．自施設診断・自施設治療

　３．他施設診断・自施設治療

　４．治療開始後

　５．剖検による診断の症例

　６．その他
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８．一般公開講座 

2013 年（平成 25 年）～2016 年（平成 28 年） 

回 日 付 
開催 

時間 
題 名 担当部署 場所 

第 23 回 2013/8/8 18:00～ 

20:00 

『日本におけるがんの遺伝子診断・予防治療』 

（がん研有明すこやか塾） 

遺伝子診療部 毎日ﾎｰﾙ 

第 24 回 2013/9/7 13:30～

15:30 

『大腸がんてどんなもの？-予防と治療の最

前線-』 （がん研有明すこやか塾） 

消化器ｾﾝﾀｰ ﾀﾜｰﾎｰﾙ船堀 

第 25 回 2013/9/21 13:00～

15:45 

『ここまで進んだ肺がん治療』 

（がん研有明すこやか塾） 

呼吸器ｾﾝﾀｰ 東京ｳｨﾒﾝｽﾞ 

ﾌﾟﾗｻﾞ 

第 26 回 2013/11/16 13:30～

16:15 

『安心安全に手術を受けるために 

～あなたと家族にできること～』 

看護部 がん研究会 

吉田記念講堂 

第 27 回 2013/11/27 18:30～

20:30 

『よくわかる乳がんのすべて』 

（がん研有明すこやか塾） 

乳腺ｾﾝﾀｰ

放射線治療部 

浜離宮朝日 

ﾎｰﾙ 

第 28 回 2014/5/24 13:30～

15:30 

『難治性がん医療セミナー・膵臓がん編』  

がん研有明病院スペシャル ～進化のビジョ

ン 2020～ 

消化器 

（肝胆膵 G） 

がん研 

吉田記念講堂 

第 29 回 2014/8/30 13:30～

15:30 

『難治性がん医療セミナー・胆道がん編』 

がん研有明病院スペシャル  

～進化のビジョン 2020～ 

消化器 

（肝胆膵 G） 

がん研 

吉田記念講堂 

第 30 回 2014/9/6 13:30～

15:30 

 市民公開講座「キャンサーカフェ」

～みんなでがんを考えよう～ 公開収録 

病院長、他 がん研有明病

院ﾎｽﾋﾟﾀﾙｽﾄﾘｰﾄ 

第 31 回 2014/11/8 13:30～

16:00 

『がんになってもあなたらしい生活を』  

今ある力を高めるためのリハビリテーション 

看護部 がん研 

吉田記念講堂 

第 32 回 2014/12/18 13:30～

15:45 

『がん専門医が語る女性のがん』

（がん研有明すこやか塾） 

乳腺ｾﾝﾀｰ

婦人科 

TKP ｶﾞｰﾃﾞﾝｼﾃｨ

千葉ｼﾝﾌｫﾆｱ 

第 33 回 2014/12/20 13:30～

16:30 

『遺伝性乳がん卵巣がん』 

～遺伝子情報をがんの診療に活用する 

遺伝子診療部 がん研 

吉田記念講堂 

第 34 回 2014/12/20 13:30～

15:30 

江東区 がん対策推進計画策定記念 

シンポジウム ～がんと共に生きる～ 

病院長、副院長 東京都現代 

美術館講堂 

第 35 回 2015/2/14 13:30～

16:00 

世田谷区 がん対策推進条例制定記念 

シンポジウム 

～がんになっても自分らしく暮らすために～ 

病院長、 

医療連携部 

玉川区民会館 

第 36 回 2015/3/21 13:30～

16:00 

世田谷区 がん対策推進条例制定記念 

一般公開セミナー 

～がん研有明病院の先進的がん医療をわかり

やすく解説～ 

消化器ｾﾝﾀｰ  

呼吸器ｾﾝﾀｰ

放射線治療部    

栄養管理部 

北沢ﾀｳﾝﾎｰﾙ 

第 37 回 2015/6/26 13:00～

16:00 

『もっと知ろう消化器がん』 消化器内科 がん研 

吉田記念講堂 

第 38 回 2015/10/17 13:30～

15:45 

『がんについて知っておきたい５つのこと』 

～がんと上手くつきあうために～ 

看護部 がん研 

吉田記念講堂 

第 39 回 2016/1/7 13:30～

15:45 

女性のためのがんセミナー

（がん研有明すこやか塾） 

乳腺ｾﾝﾀｰ 東京ｳｨﾒﾝｽﾞ 

ﾌﾟﾗｻﾞ 

第 40 回 2016/3/5 14:00～

16:00 

医師が教えるがんとの向き合い方 乳腺外科、 

婦人科 

玉川区民会館 

第 41 回 2016/6/18 13:00～

16:00 

『難治性がん医療セミナー・すい臓がん／ 

胆道がん編』 

消化器 

(肝胆膵 G) 

がん研 

吉田記念講堂 

第 42 回 2016/10/1 9:00～

12:00 

がん患者と家族のための栄養と食事 看護部 がん研 

吉田記念講堂 
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９．学会・研究発表業績 

 

【 2013年 】 

呼吸器内科 
1. 西尾誠人 

肺がん-EGFRおよびALK阻害剤の効果と獲得耐

性. 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

2. 西尾誠人 

2IV期非小細胞肺癌に対する治療戦略. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

3. 西尾誠人 

非小細胞肺癌に対する分子標的薬の効果的使用

方法: Individualized afatinib dose 

adjustments facilitate continuous treatment. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

4. 三角佑生, 下川恒生, 堀池篤, 大柳文義, 西尾誠

人, 釼持広知, 村上晴泰, 高橋利明, 山本信之, 

岡本浩明 

高齢者の進展型小細胞肺がんに対するカルボプ

ラチン＋イリノテカン併用療法のfeasibility 

study 最終報告. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

5. 行徳宏, 柳谷典子, 小林紘, 西澤弘成, 上浪健, 

丹保裕一, 工藤慶太, 堀池篤, 大柳文義, 宝来威, 

二宮浩範, 元井紀子, 石川雄一, 西尾誠人 

クリゾチニブ投与中に複雑性腎嚢胞を認めた

Anaplastic lymphoma kinase (ALK) 肺癌の2

例. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

6. 軒原浩, 堀之内秀仁, 山本昇, 山田康秀, 工藤慶

太, 柳谷典子, 堀池篤, 大柳文義, 西尾誠人, 阿

部雅一, 田畠崇史, 田村友秀 

固形がん患者及び肺がん患者を対象とした

Onartuzumab (MetMAb) の第Ia/Ib相試験. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

7. 金田裕靖, 中川和彦, 工藤慶太, 西尾誠人, 村上

晴泰, 山本信之, 堀之内秀仁, 田村友秀 

Phase I study of patritumab (U3-1287) in 

combination with erlotinib in NSCLC 

patients. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

8. 宮内栄作, 齋藤雄一, 二宮浩範, 元井紀子, 西尾

誠人, 奥村栄, 石川雄一 

末梢型小細胞肺がんは中枢型に比べ予後不良で, 

遺伝子発現プロファイルが異なる. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

9. 吉岡弘鎮, 西尾誠人, 木浦勝行, 瀬戸貴司, 中川

和彦, 前門戸任, 井上彰, 樋田豊明, 原田眞雄, 

大江裕一郎, 野上尚之, 村上晴泰, 竹内賢吾, 島

田忠, 田中智宏, 田村友秀 

CH5424802のALK陽性非小細胞肺癌患者に対

する第I/II相臨床試験の追跡データ

(AF-001JP). 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

10. Yanagitani, N., Nishizawa, H., Kobayashi, H., 

Gyotoku, H., Uenami, T., Tambo, Y., Kudo, 

K., Ohyanagi, F., Horiike, A., Ninomiya, H., 

Motoi, N., Takeuchi, K., Ishikawa, Y., Fujita, 

N., Horai, T., Nishio, M. 

Patterns of relase and prognosis after 

crizotinib therapy failure in ALK+ non-small 

cell lung cancer. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

11. Yamamoto, N., Kudo, K., Nishio, M., 

Murakami, H., Yamamoto, N., Kaneda, H., 

Nakagawa, K., Tamura, T. 

Phase I study of HER3 targeted antibody 

patritumab (U3-1287) in combination with 

erlotinib in Japanese patients with non-small 

cell lung cancer (NSCLC). 

AACR-NCI-EORTC International Conference 

on Molecular Targets and Cancer 

Therapeutics: Boston, USA, 2013 

 

12. Seto, T., Murakami, H., Horiike, A., 

Takahashi, T., Suenaga, N., Tajima, T., 

Tokushige, K., Boral, A., Robson, M., Nishio, 

M. 

Phase I study of the ALK inhibitor LDK378 in 

Japanese patients with advanced, 

AKL-rearranged NSCLC and other tumors 

harboring genetic ALK alterations. 
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15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

13. Nishio, M., Hirsh, V., Wilner, K.D., Polli, A., 

Reisman, A., Iyer, S., Blackhall, F. 

Efficacy, safety, and patient-reported 

outcomes (PROs) with crizotinib versus 

chemotherapy in Asian patients in a phase 

III study of previously treated advanced 

ALK-positive non-small cell lung cancer 

(NSCLC). 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

14. Nishio, M., Kiura, K., Seto, T., Nakagawa, K., 

Maemondo, K., Hida, T., Inoue, A., Yoshioka, 

H., Harada, M., Ohe, Y., Nogami, N., 

Murakami, H., Takeuchi, K., Nishii, K., 

Yokoyama, S., Tamura, T. 

Results form a phase I/II study of alectinib 

(CH5424802/RO5424802) in 

ALK-rearrranged advaced non-small cell 

lung cancer. 

18th Jpanese Foundation for Cancer 

Research International Symposium on 

Cancer Chemotherapy (JFCR-ISCC): Tokyo, 

2013 

 

15. Naito, T., Yamamoto, N., Ohyanagi, F., 

Horai, T., Horiike, A., Kozuka, T., Murakami, 

H., Harada, H., Takahashi, T., Nakamura, Y., 

Nishio, M. 

Long-term results of a phase II tiral of S-1 

and cisplatin with concurrent thoracic 

radiotherapy for locally advanced non-small 

cell lung cancer. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

16. Miyauchi, E., Sato, Y., Motoi, N., Nishio, M., 

Okumura, S., Ishikawa, Y. 

Distinct characteristics of small cell lung 

cancer (SCLC) correlate with central or 

peripheral origin: microarray analysis of 

snap frozen tissue samples. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

17. Maemondo, M., Nishio, M., Nakamura, Y., 

Chikamori, K., Katakami, N., Hida, T., Seto, 

T., Yoshioka, H., Kozuki, T., Ohishi, N., 

Tamura, T. 

Variability of epidermal growth factor 

receptor (EGFR) mutations in serum during 

erlotinib therapy and its clinical 

implaications: exploratory analysis of a 

pahse II study of erlotinib in patients with 

advanced non-small-cell lung cancer 

(NSCLC) harboring EGFR mutations. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

18. Ishimoto, O., Gemma, A., Katakami, N., 

Kubota, K., Nishio, M., Inoue, A., Okamoto, 

H., Isobe, H., Kunitoh, H., Takiguchi, Y., 

Kobayashi, K., Nakamura, Y., Ohmatsu, H., 

Minato, K., Fukuda, M., Yokoyama, A., 

Takeuchi, M., Michimae, H., Kudoh, S. 

Randomized phase III trial of S-1 plus 

cisplatin versus docetaxel plus cisplatin for 

advanced non-small-cell lung cancer 

(TCOG0701): subgroup analysis. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

19. Inoue, A., Nishio, M., Kubota, K., Seto, T., 

Nakagawa, K., Maemondo, M., Hida, T., 

Yoshioka, H., Harada, M., Ohe, Y., Nogami, 

N., Murakami, H., Takeuchi, K., Kikuchi, K., 

Asakawa, T., Yokoyama, S., Tamura, T. 

One-year follow-up of a phase I/II study of a 

highly selective ALK inhibitor 

CH5424802/RO5424802 in ALK-rearranged 

advanced non-small cell lung cancer 

(NSCLC). 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

20. Horinouchi, H., Nakamichi, S., Nokihara, H., 

Yamamoto, N., Yamada, Y., Horiike, A., 

Ohyanagi, F., Kudo, K., Yanagitani, N., 

Kawano, Y., Sakatani, T., Tanimoto, A., 

Nishio, M., Abe, M., Doura, H., Tahata, T., 

Tamura, T. 

Phase Ia/Ib study of the anti-MET antibody 

onartuzumab (MetMAb) in patients with 

solid tumors or MET-positive lung cancer. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 
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21. Horiike, A., Takeuchi, K., Kawano, Y., 

Tanimoto, A., Kaburaki, K., Kobayashi, H., 

Gyotoku, H., Nishizawa, H., Tambo, Y., 

Nakatomi, K., Yanagitani, N., Ohyanagi, F., 

Hagiwara, S., Motoi, N., Ishikawa, Y., Horai, 

T., Nishio, M. 

Sorafenib in patients with RET 

fusion-positive non-small cell lung cancer. 

15th World Congress on Lung Cancer 

(WCLC): Sydney, Australia, 2013 

 

22. Horiike, A. 

A first-in-Japanese phase Ia/1b study of the 

anti-MET antibody onartuzumab (MetMAb). 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

23. Hida, T., Kiura, K., Nishio, M., Seto, T., 

Nakagawa, K., Inoue, A., Yamamoto, N., 

Tanaka, T., Tamura, T. 

Updated results of a phase I/II study of ALK 

inhibitor CH5424802 in ALK-positive 

non-small cell lung cancer: AF-001JP. 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

24. Ohyanagi, F., Yamamoto, N., Horiike, A., 

Horai, T., Kozuka, T., Murakami, H., Harada, 

H., Takahashi, T., Nakamura, Y., Nishio, M. 

Long-term results of a phase II trial of S-1 

and cisplatin with concurrent thoracic 

radiotherapy for locally advanced non-small 

cell lung cancer. 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 

2013 

 

25. Shaw, A.T., Mok, T., Nishio, M., Felip, E., 

Tan, D.S.W., Garcia-Campelo, R., Groen, 

H.J.M., Dakhil, S.R., Schaefer, E.S., Farrell, 

N.J., Blakesley, R.E., Weir, A., Ristic, M., 

Selvaggi, G., Scagliotti, G. 

A phase II single-arm study of LDK378 in 

patients with ALK-activated (ALK+) 

non-small cell lung cancer (NSCLC) 

previously treated with chemotherapy and 

crizotinib (CRZ). 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 

2013 

 

26. Nakagawa, K., Kiura, K., Nishio, M., Seto, T., 

Maemondo, M., Inoue, A., Hida, T., 

Yamaomoto, N., Yoshioka, H., Harada, M., 

Ohe, Y., Nogami, N., Takeuchi, K., Shimada, 

T., Tanaka, T., Tamura, T. 

A phase I/II study with a highly selective 

ALK inhibitor CH5424802 in AKL-positive 

non-small cell lung cancer (NSCLC) patients: 

Updated safety and efficacy results form 

AF-001JP. 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 

2013 

 

27. 柳谷典子, 西尾誠人, 星利良, 元井紀子, 石川雄

一, 宝来威 

がんの分子標的治療の現状と将来展望 がんの

分子標的治療 臓器別にみた現状と将来展望 

肺癌. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

28. 西澤弘成, 柳谷典子, 谷本梓, 市川敦央, 河野裕

子, 酒谷俊雄, 中富克己, 工藤慶太, 堀池篤, 大

柳文義, 宝来威, 上原浩文, 奥村栄, 西尾誠人 

細径気管支鏡によって肉眼的に観察し得た食道

原発悪性黒色腫の孤立肺転移の一例. 

第36回日本呼吸器内視鏡学会学術集会: さいた

ま市, 2013 

 

29. 西尾誠人 

IV期非小細胞癌に対する治療戦略 IV期非小細

胞癌に対する治療戦略 維持療法. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

30. 大柳文義, 山本信之, 堀池篤, 宝来威, 小塚拓洋, 

村上晴泰, 原田英幸, 高橋利明, 中村有希子, 西

尾誠人 

cIII期N2非小細胞肺癌の診断と治療戦略 切除

不能局所進行非小細胞肺がんに対する

CDDP/TS-1併用化学療法と胸部同時放射線照

射第II相試験の長期成績. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

31. 工藤慶太, 堀池篤, 大柳文義, 柳谷典子, 小林紘, 

上浪健, 行徳宏, 丹保裕一, 萩原佐知子, 宝来威, 

西尾誠人 

エルロチニブ既治療非小細胞肺癌に対するイリ

ノテカン+エルロチニブ併用療法の第I相試験. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 
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32. 青山剛, 瀧口友美, 鈴木賢一, 西尾誠人, 濱敏弘 

アムルビシン単剤療法に対する制吐療法の評価. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

33. 堀池篤, 竹内賢吾, 上浪健, 河野裕子, 谷本梓, 

鏑木教平, 小林紘, 行徳宏, 西澤弘成, 中富克己, 

丹保裕一, 工藤慶太, 柳谷典子, 大柳文義, 萩原

佐知子, 元井紀子, 石川雄一, 宝来威, 西尾誠人 

RET融合遺伝子陽性肺がんに対するソラフェニ

ブ療法のパイロットスタディ. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

34. 後藤英典, 上原浩文, 森彰平, 鮫島譲司, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄, 工藤慶太, 柳谷典子, 堀池篤, 大柳文義, 宝

来威, 西尾誠人, 元井紀子, 石川雄一 

当院での肺カルチノイド切除例の検討. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

35. 岡崎敏昌, 上原浩文, 後藤英典, 森彰平, 鮫島譲

司, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄, 工藤慶太, 柳谷典子, 堀池篤, 大柳文義, 宝

来威, 西尾誠人, 元井紀子, 石川雄一 

小細胞肺癌切除例の検討. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

36. 行徳宏, 柳谷典子, 小林紘, 西澤弘成, 上浪健, 

丹保裕一, 工藤慶太, 堀池篤, 大柳文義, 宝来威, 

二宮浩範, 元井紀子, 石川雄一, 西尾誠人 

クリゾチニブ投与中に、複雑性腎嚢胞を認めた

Anaplastic lymphoma kinase(ALK)肺癌の2例. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

37. 西澤弘成, 柳谷典子, 小林宏, 行徳宏, 上浪健, 

丹保裕一, 工藤慶太, 堀池篤, 大柳文義, 宝来威, 

二宮浩範, 元井紀子, 竹内賢吾, 石川雄一, 西尾

誠人 

当院におけるALK肺癌に対するクリゾチニブ治

療の再燃形式. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

 

呼吸器外科 
1. Uehara, H., Nakao, M., Mun, M., Ishikawa, 

Y., Nakagawa, K., Okumura, S. 

Prognostic and predictive factors for 

recurrence-free survival in patients with 

completely resected PN2 non-small cell lung 

cancer. 

15th World Conference on Lung Cancer: 

Sydney, Australia, 2013 

 

2. 中尾将之, 後藤英典, 森彰平, 鮫島譲司, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

PETでSUVmax3.3の集積を認めたpureGGOを

含む同時多発肺腺癌の一切除例. 

第167回日本肺癌学会関東支部会: 東京, 2013 

 

3. 後藤英典, 中尾将之, 森彰平, 鮫島譲司, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

ALK陽性およびEGFR陽性肺癌が併存した同時

多発肺癌の2切除例. 

第168回日本肺癌学会関東支部会: 東京, 2013 

 

4. 森彰平, 後藤英典, 中尾将之, 鮫島譲司, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

ALK陽性およびEGFR陽性肺癌が併存した同時

多発肺癌の2切除例. 

第147回日本呼吸器内視鏡学会関東支部会: 東

京, 2013 

 

5. 文敏景, 奥村栄, 上原浩文, 中尾将之, 松浦陽介, 

岡崎敏昌, 鮫島譲司, 森彰平, 後藤英典, 中川健 

肺癌に対する完全鏡視下手術の工夫 当院にお

けるThoracoscopic surgery(TS)lobectomyの

安全な導入と標準化. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

6. 森彰平, 上原浩文, 後藤英典, 岡崎敏昌, 鮫島譲

司, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 奥村栄, 中川

健, 元井紀子, 石川雄一 

大細胞神経内分泌癌の診断と治療方針 大細胞

神経内分泌癌切除症例の臨床的検討と手術成績. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

7. 松浦陽介, 後藤英典, 岡崎敏昌, 森彰平, 鮫島譲

司, 中尾将之, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

2cm以下小型肺癌に対する縮小手術の長期成績. 
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五十嵐正広 

大腸内視鏡治療における偶発症の検討. 

第85回日本消化器内視鏡学会総会: 京都市, 

2013 
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性. 

第86回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2013 

 

34. 三木一正 

胃がんリスク検診(ABC検診）の現状と展望. 
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2013 

 

35. 三木一正 

胃がんリスク検診(ABC検診）の現状と今後の展

望. 

市川市医師会講演会: 市川市, 2013 

 

36. 三木一正 

胃がんリスク検診(ABC検診）の現状と今後の展

望. 

調布市医師会講演会: 調布市, 2013 

 

37. 菅沼孝紀 

H.pylori診療の最前線. 

第5回有明消化器セミナー: 東京, 2013 

 

38. 菅沼孝紀 

H.pylori 感染胃炎の除菌に関する最新情報の
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平, 冨田英臣, 谷口智香, 鈴木翔, 加藤薫, 岸原

輝仁, 浦上尚之, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

直腸カルチノイド腫瘍における粘膜下層剥離術

（ESD)の適応病変. 

第97回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2013 

 

40. 石山晃世志, 土田知宏, 松尾康正, 大前雅実, 藤

崎順子 
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-：細径スコープ用エンドナイフを用いた食道

ESD. 

第13回EMR/ESD研究会: 東京, 2013 

 

41. 石山晃世志 

当科での咽喉頭領域における内視鏡診断・治療

の実際. 
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42. 千野晶子 
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43. 藤崎順子 

早期胃癌の内視鏡診断・治療. 
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東京, 2013 

 

44. 藤崎順子 

バレット食道癌の内視鏡診断と治療. 

第18回倉敷GRED研究会: 倉敷市, 2013 

 

45. 藤崎順子 

拡大内視鏡で未分化癌は見えるのか？. 

第13回消化管疾患研究会: 熊本市, 2013 

 

46. 藤崎順子 

胃癌の拡大内視鏡診断. 
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47. 藤崎順子 

症例から学ぶ：上部消化管 「胃癌の拡大観察」. 

第97回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2013 

 

48. 平澤俊明 

未分化型早期胃癌の診断と内視鏡治療. 
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2013 

 

49. 平澤俊明 
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宏, 藤崎順子, 五十嵐正広 
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第97回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 
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51. 石井浩 

膵・胆道癌化学療法の現状と展望：ASCO 
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第25回日本肝胆膵外科学術集会: 宇都宮市, 

2013 
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2. Sano, T. 
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2013: Jeddah, Saudi Arabia, 2013 

 

4. Sano, T. 

 Management of resectable gastric cancer. 

 ASCO GI Cancer Symposium: San Francisco, 

USA, 2013 

 

5. Sano, T. 

 Background,evidence base and the role of 
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13. Sano, T. 
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 Gastric cancer staging and treatment. 
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Society of Gastroenterology and 
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92



 XXIII Annual Meeting of the Indian 

Association of the Surgical Gastroenterology 

(IASGCON): Kolkata, India, 2013 

 

18. Sano, T. 
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23. Akiyoshi, T., Ueno, M., Fukunaga, Y., 

Nagayama, S., Fujimoto, Y., Konishi, T., 

Muto, T. 
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 American Society of Colon & Rectal 

Surgeons(ASCRS) Annual Meeting: Phoenix, 

USA, 2013 

 

24. Akiyoshi, T. 
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 23rd World Congress of the International 
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Gastroenterologists and Oncologists 
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25. Kosuga, T., Hiki, N., Nunobe, S., Ohashi, M., 

Tanimura, S., Honda, M., Kiyokawa, T., 
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Y., Sano, T., Yamaguchi, T. 
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 10th International Gastric Cancer Congress: 
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26. Irino, T., Hiki, N., Nunobe, S., Ohashi, M., 

Tanimura, S., Sano, T., Yamaguchi, T. 
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 10th International Gastric Cancer Congress: 

Velona, Italy, 2013 
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 Indication and Surgical techniques for 

laparoscopici intersphincteric resection. 

 32nd Annual Congress of the Korean Society 

of Endoscopic and Laparoscopy Surgeons 

and 2013 International Symposium Seoul, 

Korea, 2013 

 

30. Konishi, T. 

 Clinical forum-TME, fascia and dissection 

plane. 

 Surgical Leaders' Summit 2013: Seoul, 

Korea, 2013 

 

31. Fukunaga, Y. 

 New technique of one-piece resection to 

colorectal tumor under laparoscopy and 

endoscopy co-operatively – 

Laparoscopy/Endoscopy Co-operative 

Surgery to colorectal tumor (LECS-CR). 

 Society of American Gastrointestinal and 

Endoscopic Surgeons (SAGES): Baltimore, 

USA, 2013 

 

32. 佐野武 

 How to use irradiation in potentially curable 

gastric cancer? ：A Japanese viewpoint. 

 JDDW 2013（第21回消化器関連学会週間）: 

東京, 2013 

 

33. 比企直樹 

 統合して栄養管理ができる管理栄養士を目指し

て：栄養士を病棟に常駐する意義：新しい上部

消化器癌の周術期栄養管理を考える. 

 第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

34. 峯真司, 比企直樹, 中濱孝志 

 消化器癌治療における栄養管理：食道癌周術期

管理における経腸栄養について. 

第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

35. 高橋祐, 有田淳一, 齋浦明夫 

 血管合併切除を伴う胆道癌手術の手技の工夫：

肝門部胆管癌に対する血管合併切除の成績. 

 第49回日本胆道学会学術集会: 浦安市, 2013 

36. 渡邊良平 

 腹腔鏡下胃切除の手技の定型化と教育の重要性. 

 第33回東邦大学医療センター大橋病院外科集団
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37. 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 大矢周一郎, 堀口

寛之, 比企直樹, 布部創也, 谷村慎哉, 佐野武, 

山口俊晴 

 後縦隔挙上胸腔内吻合と頸部吻合縫合不全に対

する現状とチャレンジ. 

 第67回食道学会学術集会: 大阪市, 2013 

 

38. 原田和人, 大矢周一郎, 峯真司, 山田和彦 
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 第67回食道学会学術集会: 大阪市, 2013 

 

39. 峯真司, 原田和人, 大矢周一郎, 山田和彦 

 食道胃接合部腺癌手術における口側断端距離の

意義. 

 第67回食道学会学術集会: 大阪市, 2013 

 

40. 堀口寛之, 山田和彦, 大矢周一郎, 原田和人, 峯

真司 

 食道内分泌細胞癌のリンパ節再発に対して胸腔

鏡下リンパ節切除術を施行した1例. 

 第67回食道学会学術集会: 大阪市, 2013 

 

41. 大矢周一郎, 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 布部

創也, 大橋学, 谷村慎哉, 比企直樹, 佐野武, 山

口俊晴 

 食道術後の中長期経過における肺炎発生リスク

因子の検討. 

 第67回食道学会学術集会: 大阪市, 2013 

 

42. 和田由美恵, 山田和彦, 原田和人, 峯真司, 比企

直樹, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌術後に縦隔リンパ節の孤立性再発を認めた

1例. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

43. 菅原弘太郎, 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 布部

創也, 比企直樹, 谷村慎哉, 佐野武, 有田淳一, 

古賀倫太郎, 齋浦明夫, 山口俊晴 

 胃癌、食道癌、膵管内乳頭粘液性腫瘍(IPMN)三

重複癌に対しての同時切除例. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

44. 大矢周一郎, 原田和人, 峯真司, 山田和彦 

 StageIV食道腺癌に対しFOLFOX療法の後に食
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道切除を施行した一例. 
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高崎市, 2013 
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 開腹胃癌手術における手術基本手技 正確で安
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和彦, 峯真司, 千葉丈広, 小菅敏幸, 橋本佳和, 

田中友理, 入野誠之, 本多通孝, 佐野武, 山口俊
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 腹腔鏡下胃切除術におけるリンパ節郭清のコ
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 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

47. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 清川貴志, 田中
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峯真司, 山田和彦, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術における再建手技：デルタ吻

合を用いた完全腹腔鏡下幽門保存胃切除術. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

48. 橋本佳和, 布部創也, 比企直樹, 田中友理, 入野

誠之, 本多通孝, 清川貴志, 千葉丈広, 小菅敏幸, 

峯真司, 山田和彦, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術におけるPitfall：当院における

腹腔鏡下胃切除術におけるPitfallの対処法. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

49. 田中友理, 布部創也, 比企直樹, 本多通孝, 入野

誠之, 清川貴志, 千葉丈広, 小菅敏幸, 橋本佳和, 

谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌術後縫合不全に対する経腸栄養療法. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

50. 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 峯真司, 山田和

彦, 佐野武, 山口俊晴 

 早期上部胃癌に対する手術術式の選択 残胃を

小さく残した腹腔鏡下幽門側胃切除Roux-Y再

建の工夫. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

51. 橋本佳和, 比企直樹, 布部創也, 田中友理, 入野

誠之, 本多通孝, 清川貴志, 千葉丈広, 小菅敏幸, 

峯真司, 山田和彦, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌の幽門側胃切除術におけるH.pylori除菌法

の検討. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 
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和彦, 峯真司, 千葉丈広, 小菅敏幸, 橋本佳和, 

田中友理, 入野誠之, 本多通孝, 佐野武, 山口俊

晴 

 超高齢者に対する胃癌手術の安全性の検討. 
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山口俊晴 
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 早期残胃癌に対する残胃遠位側切除術の妥当性. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

55. 千葉丈広, 比企直樹, 布部創也, 小菅敏幸, 橋本

佳和, 入野誠之, 清川貴志, 田中友里, 本多通孝, 

谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 当院における胃癌に対する腹腔鏡下胃切除後の

再発例の検討. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

56. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 清川貴志, 田中

友理, 入野誠之, 本多通孝, 千葉丈広, 橋本佳和, 

峯真司, 山田和彦, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 上部早期胃癌に対する腹腔鏡下胃亜全摘術 腹
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也, 長山聡, 上野雅資, 峯真司, 山田和彦, 高橋

祐, 有田淳一, 古賀倫太郎, 齋浦明夫, 布部創也, 

比企直樹, 谷村慎哉, 佐野武, 山口俊晴 

 直腸癌に対するNeedlescopic surgery. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

98. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 古賀倫太郎, 斉浦明夫, 有田淳一, 高

橋祐, 峯真司, 山田和彦, 布部創也, 比企直樹, 

谷村慎哉, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下右側結腸切除のリンパ節郭清. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

99. 千葉丈広, 比企直樹, 布部創也, 小菅敏幸, 橋本

佳和, 高橋祐, 秋吉高志, 谷村慎哉, 峯真司, 長

山聡, 有田淳一, 小西毅, 藤本佳也, 古賀倫太郎, 

山田和彦, 福長洋介, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野

武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術における十二指腸を先行離断

しない左側アプローチについて：利点と欠点. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

100. 峯真司, 山田和彦, 原田和人, 大矢周一郎, 布部

創也, 谷村慎哉, 比企直樹, 秋吉高志, 小西毅, 

長山聡, 福長洋介, 藤本佳也, 有田淳一, 高橋祐, 

古賀倫太郎, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野武, 山口

俊晴 

 当院における胸腔鏡下食道切除術の工夫. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

101. 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 峯真司, 山田和

彦, 古賀倫太郎, 有田淳一, 秋吉高志, 小西毅, 

藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 斎浦明夫, 上野雅

資, 佐野武, 山口俊晴 

 胃腫瘍性病変に対する腹腔鏡・内視鏡合同胃切

除(LECS)の有用性 早期胃癌への適応拡大を目

指して. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

102. 長山聡, 末永光邦, 水沼信之, 上野雅資, 福長洋

介, 藤本佳也, 小西毅, 秋吉高志, 古賀倫太郎, 

齋浦明夫, 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 山田

和彦, 峯真司, 佐野武, 山口俊晴 

 術前FOLFOX4+BV療法が著効し、腹腔鏡下で切

除し得たMarginally resectable StageIIIb大腸

癌の一例. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

103. 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 比企直樹, 布部創

也, 大矢周一郎, 谷村慎哉, 斎浦明夫, 古賀倫太

郎, 上野雅資, 福長洋介, 秋吉高志, 藤本佳也, 

小西毅, 長山聡, 高橋祐, 有田淳一, 佐野武, 山

口俊晴 

 80歳以上の超高齢者食道癌の治療. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

104. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 佐野武, 谷村慎

哉, 峯真司, 山田和彦, 上野雅資, 齋浦明夫, 山

口俊晴 

 幽門保存胃切除術の術後症状とQOL 定型手術

との比較. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

105. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 峯真司, 山田和彦, 布部創

也, 比企直樹, 谷村慎哉, 高橋祐, 有田淳一, 古

賀倫太郎, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

 当院における腹会陰式直腸切断術の検討 開腹

と腹腔鏡手術の比較. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

106. 池田篤志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 峯真司, 山田和彦, 有田淳

一, 古賀倫太郎, 高橋祐, 齋浦明夫, 布部創也, 

谷村慎哉, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

 当科における腹腔鏡下直腸手術後のSSI頻度と

問題点の検討. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

107. 永田淳, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 布部創也, 古賀倫太郎, 峯

真司, 山田和彦, 比企直樹, 谷村慎哉, 斎浦明夫, 

佐野武, 山口俊晴 

 大腸癌StageII/III症例における術中腹腔洗浄細
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胞診陽性症例の検討. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

108. 秋吉高志, 藤本佳也, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 長嵜寿矢, 永田淳, 池田篤志, 向井俊

貴, 布部創也, 比企直樹, 谷村慎哉, 峯真司, 山

田和彦, 有田淳一, 古賀倫太郎, 高橋祐, 斉浦明

夫, 佐野武, 山口俊晴 

 下部直腸癌に対する内肛門括約筋切除術(ISR)

の根治性に関する検討. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

109. 有田淳一, 小野嘉大, 高橋道郎, 井上陽介, 佐藤

崇文, 古賀倫太郎, 比企直樹, 上野雅資, 佐野武, 

齋浦明夫, 山口俊晴 

 大腸癌肝転移患者に対する術前Gd-EOB-DTPA

造影MRIとソナゾイド使用術中造影超音波の有

用性を検討する前向き臨床試験. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

110. 鈴木文武, 齋浦明夫, 小野嘉大, 佐藤崇文, 井上

陽介, 高橋道郎, 有田淳一, 古賀倫太郎, 高橋祐, 

比企直樹, 山口俊晴 

 膵神経内分泌腫瘍切除例についての臨床病理学

的検討. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

111. 田中友理, 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 橋本

佳和, 小菅敏幸, 千葉丈広, 高橋祐, 有田淳一, 

秋吉高志, 小西毅, 峯真司, 藤本佳也, 長山聡, 

古賀倫太郎, 福長洋介, 山田和彦, 齋浦明夫, 上

野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌術後縫合不全に対する経腸栄養療法. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

112. 向井俊貴, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 峰真司, 山田和彦, 有田淳

一, 古賀倫太郎, 高橋祐, 齋浦明夫, 布部創也, 

谷村慎哉, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

 80歳以上の超高齢者に対する腹腔鏡下大腸癌手

術の適応と安全性. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

113. 井上陽介, 斎浦明夫, 小野嘉大, 鈴木文武, 佐藤

崇文, 高橋道郎, 有田淳一, 古賀倫太郎, 高橋祐, 

福長洋介, 山口俊晴 

 大腸癌肝転移に対する外科手術と周術期化学療

法：当院の取り組み. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

114. 佐藤崇文, 有田淳一, 齋浦明夫, 鈴木文武, 小野

嘉大, 井上陽介, 高橋道郎, 古賀倫太郎, 高橋祐, 

比企直樹, 山口俊晴, 三木健司 

 99mTc-GSAを用いた新しい肝機能評価指標

Convex Indexについて. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

115. 山口俊晴 

 消化器外科医のインセンティブについて. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

116. 山口俊晴 

 超高齢者胃癌に対する外科治療の実態. 

 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

117. 山口俊晴 

 変化する急性期医療提供体制の中で外科医が生

き生きと働けるための改革とは. 

 第19回内視鏡外科手術を学ぶ会: 札幌市, 2013 

 

118. 山口俊晴 

 胃癌治療の現況と将来展望 EBMに踊らされな

い胃癌治療. 

 延岡医学会学術講演会: 延岡市, 2013 

 

119. 山口俊晴 

 外保連の挑戦：外科医が外科医らしく生きるた

めに. 

 鹿児島市外科医会総会・特別講演会: 鹿児島市, 

2013 

 

120. 山口俊晴 

 理想の勤務医：外科医のパラダイスを実現する

チーム医療. 

 茨城県医師会勤務医部会: 水戸市, 2013 

 

121. 山口俊晴 

 医師の技術料をどのように決めるのか：外保連

の試み. 

 洛星医師の会: 京都市, 2013 
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122. 山口俊晴 

 医療消化管外科の動向：消化器外科医の未来

は？. 

 愛宕消化器外科研究会: 東京, 2013 

 

123. 山口俊晴 

 適切な医療技術評価が拓く外科の未来：外保連

の役割と将来展望. 

 平成25年度大阪臨床外科医会総会・学術講演会: 

大阪市, 2013 

 

124. 佐野武 

 胃癌治療ガイドライン第4版に向けて：スタイル

について「教科書形式」か「EBM形式」か. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

125. 佐野武 

 胃癌治療ガイドライン：現状と今後の課題. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

126. 佐野武 

 基本的定型手術：開腹幽門側胃切除術，胃全摘

術. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

127. 佐野武 

 世界共通の胃癌手術とステージ分類について. 

 第7回消化器がん学術講演会: 徳島市, 2013 

 

128. 佐野武 

 進行胃癌に対する手術. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

129. 佐野武 

幽切後再建術式の比較検討. 

第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

130. 渡邊雅之 

 食道再建術における三角吻合、有茎大網被覆、

Roux-en-Y胃管延長法の有用性. 

 第11回日本消化器外科学会大会: 東京, 2013 

 

131. 渡邊雅之 

頸部食道癌に対する集学的治療戦略. 

第65回食道学会総会・学術講演会: 東京, 2013 

 

132. 渡邊雅之 

教育セッション：食道がん. 

 第51回日本癌治療学会総会: 京都市, 2013 

 

133. 比企直樹 

上部消化管外科病棟における栄養管理 NSTは

必要か？. 

 第16回日本日本病態栄養学会年次学術集会: 京

都市, 2013 

 

134. 比企直樹 

消化器癌における栄養管理. 

 第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

135. 比企直樹 

 腹腔鏡下胃切除術におけるPitfall. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

136. 比企直樹 

がん研有明病院からの学び：定型化・教育・術

式開発・臨床栄養から得たもの. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

137. 比企直樹 

胃がんに対する内視鏡外科のエビデンスを問う. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

138. 比企直樹 

 胃がんに対する今日の機能温存術. 

 JDDW 2013（第21回消化器関連学会週間）: 東

京, 2013 

 

139. 齋浦明夫 

 膵切離と膵消化管吻合における吻合部膵実質お

よび消化管への配慮. 

 第67回手術手技研究会: 札幌市, 2013 

 

140. 齋浦明夫, 古賀倫太郎, 高橋祐, 有田淳一, 比企

直樹, 竹村信行, 小野嘉大, 井上陽介, 佐野武, 

山口俊晴 

 膵頭部切除後の脂肪肝発生の危険因子と治療に

ついて. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

141. 福長洋介 

 大腸癌におけるmultiport vs single port, 

recuced port surgery. 

 2nd Reduced Port Surgery Forum: 盛岡市, 

2013 

 

142. 谷村愼哉, 比企直樹, 布部創也 

 高齢者胃癌に対する治療戦略：低侵襲治療とし
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ての腹腔鏡下胃切除術の積極的適応とその成績. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

143. 長山聡 

 横行結腸癌に対する腹腔鏡下切除術の画一化. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

144. 長山聡 

 次世代が切り開くCRT後の腹腔鏡下直腸切除術. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

145. 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 大矢周一郎, 比企

直樹, 布部創也 

 腹部食道癌のリンパ節転移と外科治療. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

146. 山田和彦, 峯真司, 大矢周一郎, 志垣博信, 比企

直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼哉, 佐野武, 山

口俊晴 

 食道癌根治的化学放射線療法後の縦隔リンパ節

再発に対する鏡視下リンパ節切除. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

147. 高橋祐, 古賀倫太郎, 有田淳一, 小野嘉大, 高橋

道郎, 井上陽介, 坂本太郎, 松村優, 比企直樹, 

上野雅資, 佐野武, 山口俊晴, 齋浦明夫 

 当科における肝門部胆管癌の治療戦略と手術成

績. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

148. 高橋祐, 古賀倫太郎, 有田淳一, 小野嘉大, 高橋

道郎, 井上陽介, 佐野武, 山口俊晴, 齋浦明夫 

 当科における肝門部胆管癌の治療戦略と手術成

績. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

149. 高橋祐, 古賀倫太郎, 有田淳一, 小野嘉大, 高橋

道郎, 井上陽介, 佐藤崇文, 鈴木文武, 比企直樹, 

上野雅資, 佐野武, 齋浦明夫, 山口俊晴 

 肝門部胆管癌に対する血管合併切除の成績. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

150. 大橋学, 岩崎善毅, 大日向玲紀 

 治癒する腹膜転移P0CY1に対する治療戦略. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

151. 大橋学 

 腹腔内遊離癌細胞のみの腹膜転移に対する治療

戦略. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

152. 大橋学 

 幽門狭窄を伴う胃癌に対する姑息的胃切除術の

意義. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

153. 大橋学 

 鏡視下手術の新しい術野展開. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

154. 大橋学, 比企直樹, 布部創也 

 膵上縁バルキーリンパ節転移、および大動脈周

囲リンパ節転移陽性胃癌に対する術前化学療法

後手術. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

155. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋

介, 長山聡, 齋浦明夫, 布部創也, 比企直樹, 山

口俊晴 

 StageIV大腸癌の同時性腹膜播種症例(124例)

の手術. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

156. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋

介, 長山聡, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 比企

直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼哉, 峯真司, 佐

野武 

 大腸癌手術における切離・吻合の手術手技（初

発大腸癌3421例からの経験）. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

157. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋

介, 長山聡, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村

愼哉, 峯真司, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 佐

野武 

 大腸癌手術の切離・吻合におけるステープリン

グデバイスの適切な使用方法. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

158. 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 峯真司, 山田和

彦, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除におけるリンパ節郭清の

knack&pitfall. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

159. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 本多通孝, 佐野武, 

山口俊晴 

 腹腔鏡下噴門側胃切除後の再建法：術後QOL改

善を目指した観音開き法. 
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 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

160. 布部創也 

 腹腔鏡下機能温存胃切除術の郭清と再建のポイ

ント:胃切除術後障害を最小限に抑えるために. 

 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

161. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 山田和彦, 

秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

有田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下噴門側胃切除後の鏡下観音開き再建法. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

162. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 秋吉高志, 

小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 齋浦明夫, 

山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術の定型化がもたらすレジデン

トに対する教育効果. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

163. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 秋吉高志, 

小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 齋浦明夫, 

山口俊晴 

 鏡視下での腹腔鏡下噴門側胃切除後観音開き再

建法. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

164. 峯真司, 山田和彦, 比企直樹, 谷村愼哉, 布部創

也, 有田淳一, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野武, 山

口俊晴 

 食道癌手術における縫合不全の検討. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

165. 有田淳一, 小野嘉大, 高橋道郎, 高橋祐, 古賀倫

太郎, 上野雅資, 比企直樹, 齋浦明夫, 佐野武, 

山口俊晴 

 化学療法により画像上CRとなった大腸癌肝転移

に対する術中造影超音波の有用性の検

討:Gd-EOB-DTPA-MRIと比較. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

166. 有田淳一, 小野嘉大, 高橋道郎, 井上陽介, 坂本

太郎, 松村優, 高橋祐, 齋浦明夫 

 ICG蛍光法と術中造影超音波を併用し肝表面と

肝実質内の境界を認識しながら行う肝系統的切

除. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

167. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 小西毅, 比企直樹, 齋浦明夫, 

佐野武, 

 次世代の標準手術としての進行下部直腸癌に対

する腹腔鏡下TNE. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

168. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 池田篤志, 向井俊貴, 大野吏輝, 友

利賢太, 永田淳, 長嵜寿矢, 山口俊晴 

 進行下部直腸癌に対する術前放射線化学療法と

画像診断に基づく選択的側方リンパ節郭清. 

 第51回日本癌治療学会総会: 京都市, 2013 

 

169. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 峯真

司, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫, 佐野武, 山口

俊晴 

 進行下部直腸癌に対する腹腔鏡下手術のエビデ

ンス：当院の中期成績. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

170. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 峯真

司, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫, 佐野武, 山口

俊晴 

 当院における膜の解剖に基づいた腹腔鏡下直腸

癌手術の手術手技. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

171. 秋吉高志 

 がん研有明病院における大腸手術. 

 第6回RAMIS下部消化管外科分科会: 金沢市, 

2013 

 

172. 秋吉高志 

 腹腔鏡下大腸癌手術の実際：がん研有明病院に

おける術前～術後まで. 

 第35回日本手術医学会総会: 横浜市, 2013 

 

173. 秋吉高志 

 壁を越えよう 腹腔鏡下大腸切除術：伝承からさ

らなる進化へ. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

174. 井上陽介, 齋浦明夫, 松村優, 小野嘉大, 坂本太

郎, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋祐, 佐野武, 山口

俊晴 

 腹腔鏡下肝切除に欠けているのは“術中診断

力”：開腹の術中診断を超える日が来るのか. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

103



175. 井上陽介, 齋浦明夫, 松村優, 小野嘉大, 坂本太

郎, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋祐, 佐野武, 山口

俊晴 

 Fusion ICG fluorographyを応用した肝胆膵外

科手術. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

176. 井上陽介, 齋浦明夫, 有田淳一, 高橋祐, 古賀倫

太郎, 小西毅, 福長洋介, 山田和彦, 佐野武, 山

口俊晴 

 大腸癌肝転移に対する治療戦略 ：Surgery 

upfront approach からの転換. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

177. 井上陽介, 齋浦明夫, 有田淳一, 高橋祐, 古賀倫

太郎, 小西毅, 福長洋介, 山田和彦, 佐野武, 山

口俊晴 

 大腸癌肝転移に対する治療戦略 ：Surgery 

upfront approach からの転換. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

178. 小野嘉大, 齋浦明夫, 高橋道郎, 井上陽介, 坂本

太郎, 松村優, 高橋祐, 有田淳一, 小西毅, 長山

聡, 峯真司, 山田和彦, 比企直樹, 山口俊晴 

 当院におけるBorderline Resectable膵癌に対

する治療戦略と治療成績. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

179. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 峯真司, 山田和

彦, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊晴 

 上部早期胃癌に対する極小胃を残した腹腔鏡下

胃亜全摘術. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

180. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 佐野武, 山口俊晴 

 胃粘膜下腫瘍に対する単孔式腹腔鏡・内視鏡合

同胃局所切除術. 

 2nd Reduced Port Surgery Forum: 盛岡市, 

2013 

 

181. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 清川貴

志, 田中友理, 入野誠之, 本多通孝, 千葉丈広, 

橋本佳和, 峯真司, 山田和彦, 谷村愼哉, 佐野武, 

山口俊晴 

 リンパ節転移を伴った若年性多発胃GISTの1例. 

 JDDW 2013（第21回消化器関連学会週間）: 東

京, 2013 

182. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 本多通

孝, 田中友理, 古川陽菜, 谷村愼哉, 佐野武, 山

口俊晴 

 上部早期胃癌に対する切除再建術式：腹腔鏡下

胃亜全摘術. 

 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

183. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

谷村愼哉, 本多通孝, 入野誠之, 清川貴志, 田中

友理, 神谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 佐野武, 

山口俊晴 

 上部早期胃癌に対する腹腔鏡下胃亜全摘術：小

さな残胃が栄養状態に与える影響. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

184. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 峯真司, 山田和彦, 小西毅, 藤本佳也, 長山

聡, 福長洋介, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野武, 山

口俊晴 

 腹腔鏡下胃全摘における食道空腸吻合の工夫：

開腹手術に倣った再建法. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

185. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 峯真司, 山田和彦, 小西毅, 藤本佳也, 長山

聡, 福長洋介, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野武, 山

口俊晴 

 腹腔鏡下噴門側胃切除後の鏡視下縫合による

「観音開き法」食道残胃吻合. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

186. 入野誠之, 比企直樹, 谷村慎哉, 布部創也, 山田

和彦, 峯真司, 佐野武, 山口俊晴 

 Gastric stump cancer and the 7th TNM 

classification. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

187. 入野誠之, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 佐野武, 小菅敏幸, 清川貴志, 本多通孝, 田

中友理, 神谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 楠元英

治, 山口俊晴 

 エネルギーデバイスの原理を生かした手術手

技：新しい超音波凝固装置テクニックの提案. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

188. 入野誠之, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎

哉, 佐野武, 小菅敏幸, 清川貴志, 本多通孝, 田

中友理, 神谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 楠元英

次, 山口俊晴 

 十二指腸腫瘍に対するLECS：LECS for 
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Duodenal Neoplasms (D-LECS). 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

189. 清川貴志 

 超高齢者に対する胃癌手術の検討. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

190. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 小菅敏

幸, 入野誠之, 本多通孝, 田中友理, 山田和彦, 

峯真司, 神谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 佐野武, 

山口俊晴 

 左側アプローチによるToldt 膵後筋膜を意識し

た11pリンパ節郭清術. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

191. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 小菅敏

幸, 本多通孝, 田中友理, 山田和彦, 峯真司, 神

谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 佐野武, 山口俊晴 

 85歳以上超高齢者に対する腹腔鏡下幽門側胃切

除術. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

192. 清川貴志 

 Stasisを減らす工夫：幽門下動脈温存腹腔鏡下幽

門保存胃切除術. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

193. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

山田和彦, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 有田淳一, 斎浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

 85歳以上超高齢者に対する胃癌手術の安全性の

検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

194. 高橋道郎, 斎浦明夫, 鈴木文武, 佐藤崇文, 小野

嘉大, 井上陽介, 有田淳一, 古賀倫太郎, 髙橋祐 

 大腸癌肝転移に対する肝切除における肝静脈切

除の適応とその再建法. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

195. 高橋道郎, 斎浦明夫, 鈴木文武, 佐藤崇文, 小野

嘉大, 井上陽介, 有田淳一, 古賀倫太郎, 高橋祐 

 多発性肝転移に対する治療戦略：10個以上の多

発性肝転移に対する積極的な外科治療について. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

196. 田中友理, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 入野誠

之, 清川貴志, 小菅敏幸, 佐野武, 山口俊晴 

 ERASに基づく胃癌術後管理. 

 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

197. 田中友理, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 本多通孝, 

入野誠之, 清川貴志, 小菅敏幸, 斎浦明夫, 上野

雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 ERASに基づく胃癌術後管理. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

198. 田中友理, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

本多通孝, 入野誠之, 清川貴志, 小菅敏幸, 斎浦

明夫, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌術後縫合不全に対する経腸栄養療法. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

199. 田中友理, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 古川陽

菜, 高津有紀子, 神谷諭, 入野誠之, 本多通孝, 

清川貴志, 小菅敏幸, 佐野武, 山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術におけるがん研式用語集：解

剖・手技を早期理解するために. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

200. 長嵜寿矢 

 ERASを取り入れた腹腔鏡下大腸切除術2032例

の術後成績と今後の課題. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

201. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 峯真司, 有田淳一, 斎浦明

夫, 布部創也, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

 再発大腸癌に対する腹腔鏡手術の検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

202. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 峯真司, 有田淳一, 齋浦明

夫, 布部創也, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴, 新

井正美 

 異時性大腸癌に対する腹腔鏡手術の検討. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

203. 永田淳, 福長洋介, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

秋吉高志, 高橋祐, 斎浦明夫, 有田淳一, 比企直

樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 上野雅資, 山

口俊晴 

 当院における左側横行結腸癌に対する腹腔鏡下

手術手技. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

204. 永田淳, 福長洋介, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

秋吉高志, 高橋祐, 斎浦明夫, 有田淳一, 比企直
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樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 上野雅資, 山

口俊晴 

 当院における腹腔鏡下大腸切除1256例におけ

る再発例の検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

205. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 谷村愼哉, 峯真

司, 山田和彦, 清川貴志, 入野誠之, 田中友理, 

山口俊晴 

 上部消化管術後ダンピング症状に対する質問項

目の特性. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

206. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎

哉, 佐野武, 入野誠之, 山田和彦, 峯真司, 清川

貴志, 田中友理, 小菅敏幸, 上野雅資, 斎浦明夫, 

山口俊晴 

 胃癌に対する腹腔鏡下手術後の再入院リスク因

子に関する臨床的検討. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

207. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 入野誠

之, 清川貴志, 田中友理, 小菅敏幸, 峯真司, 山

田和彦, 谷村慎哉, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃癌手術後の再発に関する危険因子の

検討. 

第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

208. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 三浦昭

順, 錦織達人, 草薙洋, 脇田貴文, 福原俊一, 大

西良浩, 佐野武, 山口俊晴 

上部消化管術後の症状尺度”pES3”の開発. 

第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

209. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 三浦昭

順, 錦織達人, 草薙洋, 脇田貴文, 福原俊一, 大

西良浩, 佐野武, 山口俊晴 

上部消化管術後のQOL尺度”pEGQ”の開発. 

第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

210. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 田中友理, 古川陽菜, 望月宏美, 佐野武, 山

口俊晴 

胃癌術後ダンピング症候群の診断・評価法に関

する探索研究. 

第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

211. 向井俊貴 

 細径鉗子を用いた腹腔鏡・内視鏡合同手術を施

行した横行結腸神経鞘腫の1例. 

 第8回Needlescopic surgery meeting: 仙台市, 

2013 

 

212. 向井俊貴, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 当院における80歳以上の超高齢者に対する大腸

癌の治療戦略. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

213. 向井俊貴 

 術前放射線化学療法後に腹腔鏡下骨盤内臓全摘

術を施行した局所高度進行直腸癌の1例. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

214. 池田篤志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

 腹腔鏡下大腸切除術における手術部位感染の現

状と問題点、および当科における感染制御への

新しい取り組み. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

215. 池田篤志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 山田和彦, 高橋祐, 齋浦明

夫, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 佐野武, 山口

俊晴 

 当科における腹腔鏡下直腸手術後縫合不全の予

防法. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

216. 大野吏輝 

 直腸癌におけるNeedlescopic Surgery. 

 第8回Needlescopic Surgery Meeting: 仙台市, 

2013 

 

217. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

 直腸NETのリンパ節転移と手術適応基準に関す

る検討：当院160例の解析. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

218. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 池田篤

志, 向井俊貴, 友利賢太, 武田良祝, 佐野武, 山

口俊晴 

 下部直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清の手技と

短期成績. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 
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219. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志 

 腹腔鏡下に側方郭清を施行した側方リンパ節転

移を伴う直腸カルチノイドの1例. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

220. 志垣博信, 馬場祥史, 渡邊雅之, 村田飛鳥, 石本

崇胤, 岩槻政晃, 尾崎宣之, 岩上志朗, 坂本快朗, 

宮本裕士, 吉田直矢, 馬場秀夫 

 Pyrosequencing technologyを用いた食道癌に

おけるPIK3CA遺伝子変異の検討. 

 第113回日本外科学会定期学術集会: 福岡市, 

2013 

 

221. 神谷諭, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術における出血と予防策. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

222. 神谷諭, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

 鏡視下胃切除術における吻合トラブルとその対

応. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

223. 神谷諭, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術における出血と予防策. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

224. 松村優, 有田淳一, 齋浦明夫, 高橋祐, 佐野武, 

山口俊晴, 比企直樹, 布部創也, 秋吉高志, 小西

毅, 峯真司 

 悪性腫瘍との鑑別が困難であった腹腔内結核2

例の経験. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

225. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎

哉, 本多通孝, 田中友理, 小菅敏幸, 山口俊晴 

 胃全摘後の栄養障害に対するパンクレリパーゼ

の使用経験. 

 第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

226. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 本多通

孝, 田中友理, 入野誠之, 清川貴志, 小菅敏幸, 

佐野武, 山口俊晴 

 胃癌腹腔鏡手術後患者における胆石発生要因の

臨床的検討. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

227. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 山田和

彦, 峯真司, 福長洋介, 長山聡, 斎浦明夫, 上野

雅資, 佐野武, 山口俊晴 

 胃癌術後にPetersen’s herniaによるイレウスを

発症した12例の検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

228. 古川陽菜, 比企直樹, 高津有紀子, 神谷諭, 田中

友理, 本多通孝, 入野誠之, 清川貴志, 小菅敏幸, 

布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

 胃全摘後の栄養障害に対するパンクレリパーゼ

の有効性に関する臨床的検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

229. 坂本太郎, 高橋祐, 有田淳一, 高橋道郎, 井上陽

介, 小野嘉大, 松村優, 斎浦明夫, 山口俊晴 

 原発性十二指腸癌肝転移に対する肝切除5例の

治療成績. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

230. 大矢周一郎, 山田和彦, 峯真司, 渡邊雅之, 志垣

博信, 布部創也, 大橋学, 谷村愼哉, 比企直樹, 

佐野武, 山口俊晴 

 胸部下部食道癌におけるリンパ節104番郭清の

意義についての検討. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

231. 武田良祝 

 膀胱浸潤を伴うS状結腸癌術後に腸骨リンパ節

再発をきたし、腹腔鏡下に切除しえた症例. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

232. 武田良祝, 小西毅, 友利賢太, 向井俊貴, 池田篤

志, 大野吏輝, 永田淳, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 藤

本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 山口俊晴 

 直腸Ra早期癌術後に遅発性側方リンパ節再発を

来たし、化学放射線療法後に腹腔鏡下で根治切

除しえた1例. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

233. 高津有紀子, 比企直樹, 入野誠之, 山口俊晴, 佐

野武, 大橋学, 布部創也 

 肥満症例の腹腔鏡下胃切除術に対する合併症対

策. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

234. 窪田健, 比企直樹, 岡本和真, 市川大輔, 小松周

平, 藤原斉, 塩崎敦, 布部創也, 谷村愼哉, 佐野

武, 山口俊晴, 大辻英吾 

 胃癌術後短期および長期成績に及ぼす肥満の影
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響. 

 第85回日本胃癌学会総会: 大阪市, 2013 

 

235. 橋本佳和, 布部創也, 比企直樹, 峯真司, 山田和

彦, 谷村愼哉, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野武, 山

口俊晴 

 腹腔鏡下胃切除術の開腹移行例の検討から得た

術中偶発症に対する私の対処法. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

236. 原田和人, 大矢周一郎, 峯真司, 山田和彦, 矢島

和宜, 比企直樹, 谷村愼哉, 布部創也, 佐野武, 

山口俊晴 

 内胸動静脈と回腸枝との血管吻合を用いた回結

腸再建. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

237. 千葉丈広, 比企直樹, 布部創也, 福長洋介, 峯真

司, 山田和彦, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野武, 山

口俊晴 

 当院における胃GISTに対する手術治療. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

238. 楠元英次, 比企直樹, 本多通孝, 布部創也, 大橋

学, 佐野武, 山口俊晴 

 胃GISTに対するLECSの治療成績. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

239. 小西毅, 松阪諭, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 水沼信之, 篠崎英司, 末永

光邦, 五十嵐正広, 為我井芳郎, 浦上尚之, 千野

晶子, 岸原輝仁, 山口俊晴, 畠清彦, 武藤徹一郎 

 直腸癌に対する術前化学放射線療法が血中遊離

癌細胞(CTC)に与える影響に関する検討. 

 第79回大腸癌研究会: 大阪市, 2013 

 

240. 小西毅 

 直腸癌手術を極める：縫合不全ゼロを目指して. 

 第79回大腸癌研究会: 大阪市, 2013 

 

241. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 佐野武, 山口俊晴, 武藤徹一郎 

 下部進行直腸癌に対する術前化学放射線療法を

用いた治療戦略：長期成績から見た有効性と今

後の課題. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

242. 小西毅 

 ここまで見える！最先端カメラが切り開く解剖

の世界とICG蛍光システムがもたらす新たな展

開：下部消化管手術. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

243. 小西毅 

 進化を続ける直腸癌手術の最前線：より高い根

治性と安全性の追求. 

 第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

244. 小西毅 

 がん研の直腸癌に対する集学的治療戦略：術前

化学放射線療法の長期成績と今後の課題. 

 第68回日本大腸肛門病学会学術集会: 東京, 

2013 

 

245. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 山口俊晴 

 下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清の手

技と短期成績. 

 第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 

 

246. 小西毅 

 困難例に対する次世代の腹腔鏡下大腸癌手術：

肥満に対する直腸癌手術. 

 第2回次世代の内視鏡下消化管手術セミナー: 

名護市, 2013 

 

247. 小西毅 

 側方郭清の骨盤解剖と鏡視下手術. 

 第4回次世代の内視鏡下消化管手術セミナー: 

東京, 2013 

 

248. 小西毅 

 直腸癌手術の最前線： Standard TMEから

beyond TMEまで. 

 第13回近畿内視鏡下大腸手術研究会: 大阪市, 

2013 

 

249. 小西毅 

進行直腸癌に対するCRTを併用した鏡視下手術

と拡大郭清. 

第6回骨盤内視鏡外科セミナー: 大阪市, 2013 

 

250. 小西毅 

 進行直腸癌の治療戦略：腹腔鏡下手術と集学的

治療による最新外科治療. 

 Colorectal Cancer Symposium: 広島市, 2013 

 

251. 小西毅 

 腹腔鏡下S状結腸切除術. 

 東日本腹腔鏡下大腸切除セミナー: 富士宮市, 
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2013 

 

252. 小西毅 

 腹腔鏡下直腸癌手術における超低位切離・吻合

操作の工夫. 

東京大腸手術手技研究会第27回学術集会: 東京, 

2013 

 

253. 小西毅 

 適応拡大・ピットフォール. 

 がん研スタイル腹腔鏡下大腸切除術セミナー: 

東京, 2013 

 

254. 小西毅 

 がん研スタイル：大腸癌に対する鏡視下手術の

最前線  

 第5回桜山消化器がん懇話会: 名古屋市, 2013 

 

255. 小西毅 

 骨盤解剖を踏まえた腹腔鏡直腸癌根治術. 

 第10回 倉敷セミナー: 倉敷市, 2013 

 

256. 小西毅 

 がん研スタイル：大腸癌に対する腹腔鏡下手術

の新展開. 

 富山大腸癌講演会 富山市, 2013 

 

257. 山口俊晴 

 日本的胃癌治疗的现状. 

 第3回国際胃癌サミット: 蘇州市, 2013 

 

258. 向井俊貴, 秋吉高志, 武田良祝, 友利賢太, 大野

吏輝, 池田篤志, 永田淳, 長嵜寿矢, 小西毅, 藤

本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資 

 当院における80歳以上の超高齢者に対する大腸

癌の治療戦略. 

 第75回日本臨床外科学会総会: 名古屋市, 2013 

 

259. 佐藤崇文, 有田淳一, 斎浦明夫, 鈴木文武, 小野

嘉大, 井上陽介, 高橋道郎, 古賀倫太郎, 高橋祐, 
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24. 荒木和浩, 深田一平, 小林心, 高橋俊二, 伊藤良
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27. 荒木和浩, 高橋俊二, 岩瀬拓士 
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28. 伊藤良則 

 乳癌薬物療法の最新治験. 
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第65回日本産科婦人科学会学術講演会: 札幌市, 

2013 

 

41. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 竹島信宏, 楯
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名古屋市, 2013 

 

47. 岡本三四郎, 宇佐美知香, 野村秀高, 山本阿紀

子, 的田眞紀, 坂本公彦, 尾松公平, 川又靖貴, 

加藤一喜, 竹島信宏 

腹腔鏡手術にて診断した原発性卵管癌の1症例. 

第53回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 
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当科におけるジェムシタビン・カルボプラチン

療法(GC)の使用経験. 

第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 東京, 

2013 

 

58. 谷口智子, 尾松公平, 宇佐美知香, 加藤一喜, 馬

屋原健司, 竹島信宏 

当院における再発卵巣・卵管がんに対する塩酸

ジェムシタビンの使用経験. 

第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 東京, 

2013 
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阿紀子, 的田眞紀, 加藤一喜, 竹島信宏 

外陰部異所性乳癌の一例. 
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原健司, 竹島信宏 

当科における外陰癌の治療成績. 

第54回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 東京, 
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61. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 竹島信宏 

進行卵巣癌手術における婦人科医と消化器外科

医の接点 進行卵巣癌に対する完全切除を目指

した手術療法の有効性と安全性の検討. 

第3８回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 
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62. 野村秀高, 奥田喜代司, 藤山史恵, 中村嘉宏, 山

下能毅, 寺井義人, 大道正英 

当科で経験した腹腔鏡下子宮全摘術3例. 

第13回近畿産婦人科内視鏡手術研究会: 大阪市, 

2013 

 

63. 野村秀高, 川又靖貴, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 坂本公彦, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

結核性腹膜炎を疑い、十分な感染対策を練って

腹腔鏡下に診断し得た1例. 

第36回日本産婦人科手術学会: 東京, 2013 

 

64. 野村秀高, 川又靖貴, 坂本公彦, 竹島信宏 

結核性腹膜炎を疑い、十分な感染対策を練って

腹腔鏡下に診断し得た1例. 

第26回日本内視鏡外科学会総会: 福岡市, 2013 
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本三四郎, 尾松公平, 川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮頸癌の腟断端再発に対する治療法について

の検討. 

第36回日本産婦人科手術学会: 東京, 2013 
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日高竜太, 山田南星 

 鼻副鼻腔腺様嚢胞癌症例の検討. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2013 

 

14. 北野睦三, 日高竜太, 山田南星, 志村英二, 福岡

修, 富樫孝文, 小倉真理子, 蛯名彩, 神山亮介, 

瀬戸陽, 戸田和寿, 新橋渉, 佐々木徹, 福島啓文, 

米川博之, 三谷浩樹, 川端一嘉 

 眼瞼脂腺癌の所属リンパ節転移の制御. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2013 

 

15. 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 北野睦三, 戸田和寿, 神

山亮介, 蛯名彩, 小倉真理子, 富樫孝文, 福岡修, 

志村英二, 日高竜太, 山田南星 

119



 中咽頭癌におけるHPV感染と臨床病理組織学的

検討. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 
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名彩, 小倉真理子, 富樫孝文, 福岡修, 志村英二, 

日高竜太, 山田南星 

 Provox 2を用いた気管食道シャント発声の過緊

張症例の検討. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2013 

 

17. 蛯名彩, 福島啓文, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博

之, 佐々木徹, 新橋渉, 佐藤由紀子, 田中宏子 

 全身転移を来した副咽頭間隙多形腺腫の1例. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2013 

 

18. 杉谷巌 

 甲状腺癌診療の要点 患者の不安を取り除くた

めに. 

 第32回日本画像医学会: 東京, 2013 

 

19. 佐々木徹 

 気管原発Granular cell tumorの症例. 

 第23回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会: 

鹿児島市, 2013 

 

20. 新橋渉 

 中咽頭後壁後の臨床的検討. 

 第23回日本頭頸部外科学会総会・学術講演会: 

鹿児島市, 2013 

 

21. 蛯名彩 

 甲状腺未分化癌(ATC) in 2013＠がん研病院. 

 第9回大江戸内分泌手術手技懇話会: 東京, 

2013 

 

22. 濱孝憲 

 中咽頭癌手術症例におけるHPV感染および転移

リンパ節の検討. 

 第114回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2013 

 

23. 戸田和寿, 杉谷巌, 藤本吉秀 

 甲状腺濾胞性樹状細胞肉腫の一例. 

第25回日本内分泌外科学会総会: 山形市, 2013 

 

24. 濱孝憲, 須田稔士, 長岡真人, 原山幸久, 岡野晋, 

清野洋一, 加藤孝邦 

 頭頸部扁平上皮癌におけるコピー数変化と予後. 

 第37回日本頭頸部癌学会: 東京, 2013 

 

25. 蛯名彩 

 甲状腺乳頭癌に対する独自の癌死危険度分類に

基づく甲状腺切除範囲とその決定. 

 第46回日本甲状腺外科学会学術集会: 名古屋市, 

2013 

 

26. 杉谷巌 

 甲状腺疾患の臨床. 

 第32回日本画像医学会: 東京, 2013 

 

 

整形外科 
1. Matsumoto, S. 

Surgical treatment of soft tissue sarcoma. 

57th Annual Fall Congress of the Korean 

Orthopaedic Association: Seoul, Korea, 

2013 

 

2. Matsumoto, S. 

Surgical treatment of locally advanced soft 

tissue sarcoma. 

8th International Congress of Chinese 

Orthopaedic Association: Beijing, China, 

2013 

 

3. Tanizawa, T., Matsumoto, S., Shimoji, T., 

Ae, K., Gokita, T., Hayakawa, K., Fujibuchi, 

T., Katakura, M., Watanabe, N., Sawaizumi, 

M., Tanakura, K., Motoi, N., Kanda, H., 

Machinami, R., Hiruta, N. 

A-42-year old male, myxoid round cell 

liposarcoma of the right popliteal lesion. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2013 

 

4. Gokita, T., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Hayakawa, K., Fujibuchi, 

T., Katakura, M., Watanabe, N., Motoi, N., 

Kanada, H., Machinami, R., Hiruta, N. 

A 15-year-old female, low grade 

fibromyxoid sarcoma of the right axilla. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2013 
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5. Hayakawa, K., Matsumoto, S., Shimoji, T., 

Ae, K., Tanizawa, T., Gokita, T., Fujibuchi, 

T., Katakura, M., Watanabe, N., Motoi, N., 

Kanda, H., Machinami, R., Hiruta, N. 

A 43-year old fimale, synovial sarcoma of 

the right elbow. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2013 

 

6. Fujibuchi, T., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., 

Katakura, M., Watanabe, N., Kawaguchi, N., 

Sugano, N., Motoi, N., Kanda, H., Machinami, 

R., Hiruta, N. 

A 68-year-old male, small round 

cellsarcoma of the left lower leg. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2013 

 

7. Shimoji, T., Matsumoto, S., Ae, K., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., 

Fujibuchi, T., Katakura, M., Watanabe, N., 

Kawaguchi, N. 

Follow-up case study presentations about 

previous SSMS meeting. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma Tokyo, 2013 

 

8. Ae, K., Matsumoto, S., Shimoji, T., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., 

Fujibuchi, T., Katakura, M., Watanabe, N., 

Kawaguchi, N. 

The safety margin analysis based on the 

surcical margin registration in Japan. 

25th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2013 

 

9. 渡部直人, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 片倉麻衣 

デノスマブが有効であった坐骨発生骨巨細胞腫

の1例. 

第53回関東整形外科学会: 宇都宮市, 2013 

 

10. 片倉麻衣, 松本誠一, 阿江啓介, 谷沢泰介, 渡部

直人 

足部に発生した滑膜肉腫8例の臨床的特徴の検

討. 

第53回関東整形外科学会: さいたま市, 2013 

 

11. 安宰成, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 

五木田茶舞, 早川景子, 宮脇城二, 神埜聖治 

広範切除材料にて小さなリンパ節転移を認めた

滑膜肉腫の1例. 

第669回関東整形災害学会: 東京, 2013 

 

12. 宮田朗, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 

五木田茶舞, 早川景子, 宮脇城二, 神埜聖治, 安

宰成, 山本尚輝, 川口智義 

腫瘍用人工足関節置換術後14年経過した脛骨遠

位骨肉腫の1例. 

第669回関東整形災害学会: 東京, 2013 

 

13. 山本尚輝, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 早川景子, 宮脇城二, 神埜聖治, 

宮田朗, 安宰成 

掻爬セメント充填後20年以上経過した大腿骨遠

位骨巨細胞腫5例の膝関節機能. 

第669回関東整形災害学会: 東京, 2013 

 

14. 片倉麻衣, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 早川景子, 藤渕剛次, 渡部直人 

足部に発生した滑膜肉腫8例の臨床的特徴の検

討. 

第53回関東整形外科学会: さいたま市, 2013 

 

15. 田井康裕, 乙戸崇寛, 澤田豊, 大久保雄, 赤坂清

和 

上腕骨頭外側運動法における最適強度の検討. 

第63回理学療法科学学会学術大会: さいたま市, 

2013 

 

16. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 早川景子, 古田則行, 元井紀子, 神田浩明 

軟部腫瘍 報告様式を考える 軟部腫瘍細胞診

の意義と問題点. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

17. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 早川景子, 藤渕剛次, 川口智義, 大川淳 

低悪性軟部肉腫に対する新しい切除縁分類 切

除縁評価法の妥当性の検討. 

第86回日本整形外科学会学術総会: 広島市, 

2013 

 

18. 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞 

悪性骨・軟部腫瘍に対する縮小手術 軟部肉腫に

おける縮小手術の適応と限界. 

第86回日本整形外科学会学術総会: 広島市, 
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2013 

 

19. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 澤村千草, 小柳広高, 川口智義 

骨・軟部腫瘍手術手技の実際(ビデオセッション) 

ISP法を用いた骨・軟部肉腫における縮小手術へ

の挑戦. 

第86回日本整形外科学会学術総会: 広島市, 

2013 

 

20. 中山隆之, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 藤渕剛次, 早川景子, 大川淳, 

三木義男 

高分化型脂肪肉腫と脂肪腫のゲノムコピー数解

析および遺伝子発現解析. 

第86回日本整形外科学会学術総会: 広島市, 

2013 

 

21. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 早川景子, 澤村千草, 川口智義 

遺伝子発現解析を通じた浸潤型軟部肉腫の浸潤

能に関与する遺伝子の同定. 

第86回日本整形外科学会学術総会: 広島市, 

2013 

 

22. 杉浦善弥, 元井紀子, 神田浩明, 松本誠一, 町並

陸生, 石川雄一 

軟部肉腫の病理学的悪性度評価 FNCLCC 

grading systemと分子病理学的予後因子 がん

研有明病院におけるFNCLCC grading system

による軟部肉腫の悪性度評価と予後. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

23. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 澤村千草, 早川景子, 川口智義 

浸潤性軟部肉腫の診断と治療 浸潤型軟部肉腫

への治療戦略. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

24. 蛭田啓之, 町並陸生, 元井紀子, 松本誠一, 川口

智義, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田茶舞, 

徳山宣, 笹井大督, 稲岡努, 土谷一晃 

浸潤性軟部肉腫の診断と治療 浸潤型軟部肉腫

の病理診断と組織学的特徴. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

25. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 藤渕剛次, 早川景子, 川口智義 

切除縁評価法の問題点 切除縁評価法 バリア

概念の検証. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

26. 松本誠一 

骨・軟部腫瘍診療の魅力. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

27. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 早川景子, 藤渕剛次, 片倉麻衣, 渡部直人, 

川口智義 

腫瘍用人工関節再置換の手技的問題点 腫瘍用

人工膝関節再置換の検討. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

28. 早川景子, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 藤渕剛次, 片倉麻衣, 渡部直人, 

川口智義 

摘出術による広範囲汚染と多発肺転移を示す軟

部肉腫に対し、手術と化学療法にて良好な経過

の得られた1例. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

29. 藤渕剛次, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 早川景子, 片倉麻衣, 渡部直人, 

川口智義 

妊娠15週、輸血拒否、人工関節を用いた再建を

要した骨巨細胞腫の1例. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

30. 高橋晃, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 

五木田茶舞, 藤渕剛次, 早川景子, 中山隆之 

胸部X線異常を契機に発見された胞巣状軟部肉

腫の検討. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

31. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 澤村千草, 小柳広高, 早川景子, 藤渕剛次, 

片倉麻衣, 渡部直人 

外科的切除によるデスモイドの治療成績. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 
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32. 松本誠一 

運動器腫瘍とスポーツ. 

第39回日本整形外科スポーツ医学会学術集会: 

名古屋市, 2013 

 

33. 松本誠一 

運動器腫瘍手術の要点. 

第69回京都運動器疾患フォーラム: 京都市, 

2013 

 

34. 松本誠一 

運動器疾患の診断・治療の啓発. 

第9回和歌山骨関節靱帯フォーラム: 和歌山市, 

2013 

 

35. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 松本誠一 

膝・下腿での再建後5 年以上の経過観察. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

 

泌尿器科 
1. Harshman, L.C., Kroeger, N., Rha, S.Y., 

Donskov, F., Wood, L., Tantravahi, S.K., 

Vaishampayan, U., Rini, B.I., Knox, J., North, 

S., MacKenzie, M., Yuasa, K., Srinivas, S., 

Pal, S., Heng, D.Y., Choueiri, T.K. 

First-line mTOR inhibition in metastatic renal 

cell carcinoma (mRCC): An updated analysis 

from the International mRCC Database 

Consortium (IMDC). 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, 2013 

 

2. Ko, J.J., Choueiri, T.K., Rini, B.I., Lee, J., 

Kroeger, N., Srinivas, S., Harshman, L.C., 

Knox, J.J., Bjarnason, G.A., MacKenzie, M., 

Wood, L., Vaishampayan, U.N., Agarwal, N., 

Pal, S.K., Tan, M.H., Rha, S.Y., Yuasa, K., 

Donskov, F., Bamias, A., Heng, D.Y. 

First-, second-, third-line therapy for 

metastatic renal cell carcinoma (mRCC): 

Benchmarks for trials design from the 

International mRCC Database Consortium 

(IMDC). 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, 2013 

 

3. Kyriakopoulos, C.E., Chittoria, N., Choueiri, 

T.K., Kroeger, N., Lee, J., Srinivas, S., Knox, 

J.J., Bjarnason, G.A., Ernst, S., Wood, L., 

Vaishampayan, U.N., Agarwal, N., Pal, S.K., 

Kanesvaran, R., Rha, S.Y., Yuasa, K., 

Donskov, F., North, S.A., Heng, D.Y., Rini, 

B.I. 

Outcome of metastatic sarcomatoid renal 

cell carcinoma (sRCC): Results from the 

International mRCC Database Consortium. 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, 2013 

 

4. Kroeger, N., Choueiri, T.K., Lee, J.L., 

Bjarnason, G.A., Knox, J.J., MacKenzie, M.J., 

Wood, L., Srinivas, S., Vaishampayan, U.N., 

Rha, S.Y., Pal, S.K., Yuasa, K., Donskov, F., 

Agarwal, N., Tan, M.H., Bamis, A., 

Kollmannsberger, C., North, S.A., Rini, B.I., 

Heng, D.Y. 

Treatment response and survival outcome 

of patients with late relapse (LR) from renal 

cell carcinoma (RCC) in the era of targeted 

therapy. 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, 2013 

 

5. 米瀬淳二, 砂倉瑞明, 増田均, 藤井靖久 

ミニマム創腎部分切除の導入と初期経験. 

第6回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会学

術集会: 東京, 2013 

 

6. 増田均 

新しい治療戦略シリーズ 括約筋機能障害：男

性腹圧性尿失禁に対するスリング手術. 

第101回日本泌尿器科学会総会: 札幌市, 2013 

 

7. 増田均 

慢性前立腺炎/慢性骨盤痛症候群(CP/CPPS)再

考 前立腺の慢性炎症とPSA及び関連マーカー及

び下部尿路症状との関連 多部位生検コホート

からの検討. 

第101回日本泌尿器科学会総会: 札幌市, 2013 

 

8. 山本真也, 増田均, 浦上慎司, 吉川慎一, 砂倉瑞

明, 田中一, 助川玄, 秋山佳之, 上原翔, 湯浅健, 

川上理, 福井巌, 米瀬淳二 

Single positive core症例における前立腺全摘術

病理所見の術前予測因子の検討. 

第101回日本泌尿器科学会総会: 札幌市, 2013 

 

9. 浦上慎司, 福井巌, 山本真也, 増田均, 湯浅健, 

吉川慎一, 砂倉瑞明, 田中一, 助川玄, 秋山佳之, 

上原翔, 米瀬淳二 

局所進行性尿路上皮癌に対する術後補助化学療

法としてのGEP化学療法の検討. 
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第101回日本泌尿器科学会総会: 札幌市, 2013 

 

10. 米瀬淳二, 山本真也, 浦上慎司, 吉川慎一, 砂倉

瑞明, 助川玄, 田中一, 秋山佳之, 上原翔, 大久

保雄平, 湯浅健, 増田均, 福井巖 

ハイリスク前立腺がんに対する手術療法と放射

線療法の治療成績. 

第101回日本泌尿器科学会総会: 札幌市, 2013 

 

11. 吉川慎一, 山本真也, 増田均, 浦上慎司, 湯浅健, 

砂倉瑞明, 田中一, 助川玄, 秋山佳之, 上原翔, 
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呼吸器外科手術におけるプロポフォールとレミ

フェンタニルの相互作用の適合性. 

第20回日本静脈麻酔学会: 米子市, 2013 

 

24. 森野良蔵 

PONV大規模調査からの報告. 

第6回 大文字周術期管理セミナー: 京都市, 

2013 

 

25. 長田理 

全身麻酔における鎮痛の意義. 

広島麻酔セミナー: 広島市, 2013 

 

26. 長田理 

全身麻酔における鎮痛の意義. 

第5回信州Opioid研究会: 松本市, 2013 

 

27. 長田理 

ロクロニウム持続投与による安定した筋弛緩確

保の理論と実践. 

第3回北陸麻酔・集中治療研究会: 松本市, 2013 

 

28. 長田理 

明日から実践できるRb持続投与法. 

Shizuoka Neuromuscular Meeting: 静岡市, 
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腫瘍精神科 
1. 山田健志 

リエゾン精神科医のキャリアパス. 

第26回日本総合病院精神医学会総会: 京都市, 

2013 

 

 

形成外科 
1. 澤泉雅之 

骨・軟部腫瘍で使用される皮弁. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

2. 矢島和宜 

血管吻合付加つき有茎回結腸腸管による上部消

化管再建の新しいコンセプト. 

第18回形成外科手術手技学会: 東京, 2013 

 

3. 矢島和宜, 澤泉雅之 

乳房切除後再建の今後の展開 乳房インプラン

トの保険適応をめぐって 乳房切除後再建の今

後の展開(特に人工物再建について). 

第38回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2013 

 

4. 矢島和宜, 澤泉雅之 

原発病巣手術と温存乳房内再発 シリコンイン

プラントによる乳房再建(一般化にむけての課

題). 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

5. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 倉元有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

Allergan社製乳房再建用ティシューエキスパン

ダーNatrelle 133の使用経験. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

6. 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉

健太, 倉元有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

総温存率と乳房喪失率. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

7. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 梁太一, 川上順子, 松本誠一 

移植皮弁の選択 私のファーストチョイス 足

部・下腿に用いる皮弁 骨・軟部腫瘍再建での足

部・下腿における皮弁の選択法. 

日本マイクロサージャリー学会40周年記念学術

集会: 盛岡市, 2013 

 

8. 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子, 松本誠一 

移植皮弁の選択 私のファーストチョイス 前

腕・手・指に用いる皮弁 機能獲得を目指した前

腕悪性軟部腫瘍切除後の再建 前外側大腿皮弁

と腱移行の有用性. 

日本マイクロサージャリー学会40周年記念学術

集会: 盛岡市, 2013 

 

9. 矢島和宜, 澤泉雅之 

皮弁による乳房再建 有茎vs遊離 乳房整容再

建としての腹部遊離皮弁の有用性と整容改善の

ための工夫点. 

日本マイクロサージャリー学会40周年記念学術

集会: 盛岡市, 2013 

 

10. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 松本誠一 

膝・下腿での再建後5 年以上の経過観察. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

11. 前田拓摩, 澤泉雅之, 今井智浩, 岩瀬拓士 

乳房再建法の選択とその実際. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

12. 矢島和宜, 澤泉雅之 

シリコン・インプラント乳房再建におけるエス

テティックリファインメント. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

13. 矢島和宜, 澤泉雅之 

美容外科の再建領域への応用 / 再建外科と美容

外科双方を行っている若き形成外科医に向け

て：乳房再建手術における Aesthetic 

refinement の要点（曲面形成をどう考える

か？）. 

第36回日本美容外科学会総会: 東京, 2013 

 

14. 倉本有木子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚

倉健太, 梁太一, 松本誠一 

逆行性広背筋皮弁にて再建した2例. 

第18回形成外科手術手技学会: 東京, 2013 

 

15. 倉本有木子, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前

田拓摩, 棚倉健太, 梁太一 
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Allergan社製乳房用anatomical tissue 

expander "Natrelle™ 133"の使用経験：挿入法

及び合併症. 

第６回筑波大学形成外科同門会学会: つくば市, 

2013 

 

16. 倉本有木子, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前

田拓摩, 棚倉健太, 梁太一, 岩瀬拓士 

DIEP flap におけるSquare flap の血流と形態

評価について. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

17. 梁太一, 矢島和宜, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓

摩, 棚倉健太, 倉本有木子, 岩瀬拓士 

DIEP flap を用いた乳房再建における造影CT 

による皮弁血管解析. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

18. 前田拓摩, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉健太, 倉本

有木子, 梁太一, 岩瀬拓士, 澤泉雅之 

腹部遊離皮弁による乳房再建のための新しい皮

弁デザインコンセプト：Square flap. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

19. 今井智浩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 前田拓摩, 棚倉

健太, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

当院における一次二期乳房再建適応拡大につい

ての検討. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

20. 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉

健太, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

人工物を用いた乳房再建：当院における乳房再

建症例700 例の検討. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

21. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

シリコンインプラントのサイズ選択におけるエ

コーによる計測の有用性. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

22. 今井智浩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 前田拓摩, 棚倉

健太, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

インプラント再建乳房に対する局麻下脂肪注入

による修正術. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

23. 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉

健太, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

Tissue Expander to Implant Reconstruction 

に必要な術中操作：Implant Pocket 作成法. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

24. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

Allergan 社製乳房再建用ティシューエキスパ

ンダーNatrelle 133の使用経験. 

第56回日本形成外科学会総会・学術集会: 東京, 

2013 

 

25. 川上順子, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 棚倉健太, 梁太一, 松本誠一 

右上腕に発生した浸潤性MFHに対し広背筋皮弁

で再建した一例. 

関東形成外科学会第274回東京地方会: 東京, 

2013 

 

26. 今井智浩, 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子 

インプラント乳房再建後のcontour deformities 

に対する局麻下脂肪注入術. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

27. 今井智浩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子 

エキスパンダー/インプラント一次二期乳房再建

における放射線照射の手術時期について. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

28. 前田拓摩, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子, 岩瀬拓士 

当院における乳房インプラントを用いた乳房再

建700 例の検討. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

29. 梁太一, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田拓

摩, 棚倉健太, 川上順子, 岩瀬拓士 

乳房シリコンインプラントのMRI 画像検査. 
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第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

30. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 倉本有木子, 梁太一, 岩瀬拓士 

Allergan 社製乳房再建用ティシューエキスパ

ンダーNatrelle 133の使用経験. 

第1回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 福岡市, 2013 

 

31. 棚倉健太, 澤泉雅之, 矢島和宜, 今井智浩, 前田

拓摩, 倉本有木子, 梁太一 

当施設における軟部肉腫切除後再建. 

第6回筑波大学形成外科同門会学会: つくば市, 

2013 

 

 

眼 科 
1. Tsuji, H. 

Cilary body malignant teatoid 

medullopeithelioma. 

International Society of Ocular Oncology 

Meeting: Cleveland, USA, 2013 

 

2. Tsuji, H., Kobayashi, M., Kawabata, K. 

Orbital reconstruction with prostheses after 

extended maxillectomy for advanced 

maxillary sinus carcinoma. 

32nd European Society of Opthalmic Plastic 

and Reconstructive Surgery (ESOPRS) 

Annual Meeting: Barcelona, Spain, 2013 

 

3. 辻英貴 

最難治疾患 眼内悪性リンパ腫をいかに診断・

治療するか 眼内リンパ腫の臨床診断 眼科医

が見逃してはいけない病気の横綱. 

第117回日本眼科学会総会: 東京, 2013 

 

4. 辻英貴 

眼瞼／眼表面腫瘤の色別治療戦略. 

第36回日本眼科手術学会総会: 福岡市, 2013 

 

5. 辻英貴, 小林めぐみ 

眼瞼悪性腫瘍切除後のカトラー･ベアード法の

検討. 

第24回眼瞼・義眼床手術研究会: 広島市, 2013 

 

6. 辻英貴 

結膜に生じたIgG4陽性形質細胞浸潤症例. 

第7回日本IgG4研究会: 岡山市, 2013 

7. 辻英貴, 小林めぐみ 

成人の眼内に発症したMalignant teratoid 

medullopithelioma. 

第47回眼科臨床病理組織研究会: 福岡市, 2013 

 

8. 辻英貴 

眼部における転移性および浸潤性の腫瘍. 

第31回日本眼腫瘍学会: 高知市, 2013 

 

9. 辻英貴, 小林めぐみ, 川端一嘉, 中村恭久 

上顎がん手術後の義眼床再建. 

第1回日本眼形成外科学会学術集会: 長久手市, 

2013 

 

 

感染症科 
1. 原田壮平 

 がん専門病院におけるカンジダ血症の臨床像と

診療適正化の試み. 

 第87回日本感染症学会総会: 横浜市, 2013 

 

 

漢方サポート科 
1. Hoshino, E. 

The new progress of Japanese integrative 

oncology. 

4th International Symposium of Integrative 

Oncology: Shanghai, China, 2013 

 

2. 星野惠津夫 

癌との共生(西洋医学と東洋医学) がん研有明病

院で今起きている、漢方によるがん治療の奇蹟. 

第64回日本東洋医学会学術総会: 鹿児島市, 

2013 

 

3. 星野惠津夫 

漢方薬を駆使したがん患者の心のサポート. 

第49回日本東洋心身医学研究会: 東京, 2013 

 

4. 星野惠津夫 

がん研有明病院で今起きている、[漢方＋α]によ

るがん治療の奇蹟. 

第20回日本東洋医学会栃木県部会: 宇都宮市, 

2013 

 

5. 星野惠津夫 

がん研有明病院で今起きている、統合医療によ

るがん治療の奇蹟：[漢方＋α]によりがん難民を

なくす試み. 

第17回日本統合医療学会: 東京, 2013 
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緩和治療科 
1. 佐伯吉規, 中山博文, 林田由美子, 安井玲子, 山

田健志, 下田和孝, 向山雄人 

がん患者の輸液療法に伴う溢水症状について. 

第26回日本総合病院精神医学会総会: 京都市, 

2013 

 

2. 中山博文 

乳がん：不安や疑問に感じることー2013. 

エポック10フェスタ: 東京, 2013 

 

 

放射線治療科 
1. Yoshida, A., Oguchi, M., Murofushi, K., 

Kozuka, T., Toshiyasu, T., Asari, T., Iwase, 

T., Akiyama, F. 

Is re-excision necessary for patients with 

positive surgical margin (0 mm) before 

post-operative breast radiation therapy? 

American Society for Radiation Oncology 

55th Annual Meeting, : Atlanta, USA, 2013 

 

2. 利安隆史, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 田中宏子, 高橋俊二 

中咽頭扁平上皮癌に対する放射線治療 治療効

果と再発形式. 

第37回日本頭頸部癌学会: 東京, 2013 

 

3. 吉田匡宏, 浅利崇生, 小塚拓洋, 原田亜里咲, 大

久保裕史, 宮澤一成, 八木緑, 利安隆史, 室伏景

子, 小口正彦 

当院における切除不能局所進行食道がんの放射

線治療成績. 

第443回日本医学放射線学会関東地方会定期大

会: 東京, 2013 

 

4. 八木緑, 室伏景子, 北村望, 浅利崇生, 利安隆史, 

小塚拓洋, 竹島信宏, 小口正彦 

膣壁及び傍子宮組織に高度浸潤した子宮頸癌Ⅲ

B期に対しIMRT, 腔内照射を併用し局所制御を

得た一例. 

第443回日本医学放射線学会関東地方会定期大

会: 東京, 2013 

 

5. 小口正彦 

放射線治療の進歩. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

 

6. 小口正彦 

悪性リンパ腫. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

7. 小塚拓洋, 宮澤一成, 大友結子, 江場淳子, 大久

保裕史, 室伏景子, 利安隆史, 浅利崇生, 八木緑, 

小口正彦 

中間リスク前立腺癌に対する短期的

IMRT70Gy/28Frの有害事象と治療成績. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

8. 大久保裕史, 小塚拓洋, 宮澤一成, 大友結子, 吉

田匡宏, 原田亜里咲, 八木緑, 浅利崇生, 利安隆

史, 室伏景子, 小口正彦 

当院における前立腺癌に対する

IMRT78Gy/39Frの有害事象と治療成績. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

9. 上原隆三, 橋本成世, 伊藤康, 中島大,  

五月女達子, 北村望, 大友結子, 佐藤智春, 

小塚拓洋, 小口正彦 

胸部病変に対するVMATの治療計画パラメータ

が線量変化に及ぼす影響. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

10. 小口正彦, 小塚拓洋, 室伏景子, 利安隆史, 浅利

崇生, 宮澤一成, 八木緑, 大久保裕史, 原田亜里

咲, 吉田匡宏 

十二指腸低悪性度濾胞性リンパ腫の放射線治療

成績. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会報文集: 青

森市, 2013 

 

11. 吉田匡宏, 原田亜里咲, 大久保裕史, 八木緑, 宮

澤一成, 浅利崇生, 利安隆史, 室伏景子, 小塚拓

洋, 小口正彦 

当院における切除不能局所進行食道がんに対す

る化学放射線治療の遡及的検討. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

12. 八木緑, 室伏景子, 北村望, 原田亜里咲, 吉田匡

宏, 大久保裕史, 宮澤一成, 浅利崇生, 利安隆史, 

小塚拓洋, 小口正彦 

強度変調回転照射を用いた婦人科癌術後全骨盤

照射の初期経験. 
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日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

13. 利安隆史, 吉田匡宏, 原田亜里咲, 大久保裕史, 

八木緑, 宮澤一成, 浅利崇生, 室伏景子, 小塚拓

洋, 小口正彦 

当院の中咽頭扁平上皮癌に対する放射線治療成

績. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

14. 宮澤一成, 小塚拓洋, 浅利崇生, 室伏景子, 利安

隆史, 八木緑, 大久保裕史, 吉田匡宏, 原田亜里

咲, 小口正彦 

非小細胞肺癌に対する根治的化学放射線療法の

有害事象と治療成績について. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

15. 原田亜里咲, 利安隆史, 吉田匡宏, 大久保裕史, 

八木緑, 宮澤一成, 浅利崇生, 室伏景子, 小塚拓

洋, 小口正彦 

当院における上咽頭癌の治療成績. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

16. 高橋太郎, 宮島悟史, 秋本健太, 橋本竹雄, 中島

大, 上間達也, 佐藤洋輔, 佐藤智春, 小口正彦 

リニアックターゲット交換に伴う放射化物測定

の経験. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

17. 伊藤康, 橋本成世, 中島大, 五月女達子, 北村望, 

大友結子, 上原隆三, 佐藤智春, 小塚拓洋, 小口

正彦 

呼吸性移動を伴う胸部病変へのVMATに関する

研究. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

18. 室伏景子, 加藤大基, 新保大樹, 中澤聖則, 岡田

徹, 山下英臣, 渡邉聡明, 小口正彦 

直腸癌術前化学放射線療法第II相試験

(JACCROCC04)での放射線療法品質保証活動報

告. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

 

19. 松林史泰, 高橋良, 橋本竹雄, 伊藤康, 佐藤智春 

VMAT特有のダイナミックパラメータが線量処

方精度に与える影響について. 

第41回日本放射線技術学会秋季学術大会: 福岡

市, 2013 

 

20. 中島大, 橋本成世, 高橋良, 松林史泰, 北村望, 

五月女達子, 橋本竹雄, 佐藤智春 

自作ジグを用いた回転照射QAの検討. 

第41回日本放射線技術学会秋季学術大会: 福岡

市, 2013 

 

21. 北村望, 橋本成世, 伊藤康, 中島大, 五月女達子, 

小口正彦, 佐藤智春 

呼吸移動を考慮した線量再構成における4DCT

の位相分割数が計算精度に与える影響. 

第41回日本放射線技術学会秋季学術大会: 福岡

市, 2013 

 

22. 吉田匡宏, 小口正彦, 室伏景子, 岩瀬拓士, 秋山

太, 伊藤良則, 蒔田益次郎, 高橋俊二, 西村誠一

郎, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園英智, 木村聖美, 

坂井威彦, 荻谷朗子, 小塚拓洋, 利安隆史, 浅利

崇生, 堀井理絵, 田辺真彦 

乳房温存手術にて断端0mmであった症例の短

期的治療成績. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

23. 小口正彦, 扇田真美, 伊藤良則, 関口建次, 岩瀬

拓士, 高橋俊二, 中村直樹, 吉田匡宏, 室伏景子, 

五味直哉, 大戸雅史, 田辺真彦, 小林心, 河合佑

子, 小塚拓洋, 國分優美, 宮澤一成, 蒔田益次郎, 

西村誠一郎, 秋山太 

乳がん薬剤性肺臓炎後の胸部放射線療法は安全

か? 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

24. 小口正彦, 大久保裕史, 宮澤一成, 八木縁, 吉田

匡宏, 原田亜里沙, 浅利崇生, 利安隆史, 室伏景

子, 小塚拓洋 

骨原発悪性リンパ腫に対する治療成績. 

第444回日本医学放射線学会関東地方会: 東京, 

2013 

 

25. 吉田匡宏, 浅利崇生, 小塚拓洋, 原田亜里沙, 大

久保裕史, 宮澤一成, 八木緑, 利安隆史, 室伏景

子, 小口正彦 

当院における切除不能局所進行食道がんの化学

放射線治療成績. 

第444回日本医学放射線学会関東地方会: 東京, 

133



2013 

 

26. 八木緑, 室伏景子, 浅利崇生, 利安隆史, 小塚拓

洋, 小口正彦, 北村望, 竹島信宏 

腟壁及び傍子宮組織に高度浸潤した子宮頸癌

IIIB期に対しIMRT、腔内照射を併用し局所制御

を得た1例. 

第444回日本医学放射線学会関東地方会: 東京, 

2013 

 

 

画像診断部 
1. 田中宏子, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 新橋渉, 瀬戸陽 

頸部転移による頸動脈浸潤のCT画像所見. 

第37回日本頭頸部癌学会: 東京, 2013 

 

2. 國分優美, 五味直哉, 何森亜由美, 蒔田益次郎, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

<治療に活かす>乳腺領域におけるエラストグ

ラフィの精度と臨床応用 Elastographyにおけ

る半定量的解析(Elasticity index)の有用性につ

いて(第一報). 

日本超音波医学会第86回学術集会: 大阪市, 

2013 

 

3. 栗原宜子, 池田裕隆, 藤川あつ子, 冨田隼人, 鈴

木卓也, 田中宏子 

聴器の腫瘍と類似疾患 鑑別と注意点. 

第72回日本医学放射線学会学術集会: 横浜市, 

2013 

 

4. 國分優美, 五味直哉, 何森亜由美, 蒔田益次郎, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

乳腺超音波診断におけるElasticity indexの有用

性についての検討. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

5. 五味直哉, 荻谷朗子, 森園英智, 照屋なつき, 山

崎希恵子, 佐藤綾花, 白井智子, 岩瀬拓士, 堀井

理絵, 秋山太, 牛嶋大, 松浦正明 

乳房温存手術の切除断端の予測因子としてMRI

は有用か. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

6. 五味直哉 

症例呈示：この症例次のステップは. 

8th the Breast Care Course Mammotome 

Advanced Seminar: 東京, 2013 

 

7. 國分優美, 五味直哉, 岩瀬拓士, 秋山太 

症例呈示：血性乳頭分泌. 

第9回MRマンモグラフィ研究会: 東京, 2013 

 

8. 五味直哉, 國分優美, 蒔田益次郎, 宮城由美, 萩

谷朗子, 飯島耕太郎, 坂井威彦, 木村聖美, 森園

英智, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

乳管内病変のMRI診断. 

第22回日本乳癌画像研究会: 東京, 2013 

 

9. 五味直哉, 蒔田益次郎, 國分優美, 堀井理絵, 秋

山太, 岩瀬拓士 

異常乳頭分泌症例に対する精査：画像診断と生

検法. 

第22回日本乳癌画像研究会: 東京, 2013 

 

10. 五味直哉 

「高分解能超音波」と「MRI」を用いて乳腺画像

を読み解く：乳房MRIの基礎の基礎. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

11. 五味直哉 

ケースから学ぶ超音波ガイド下インターベンシ

ョン：採取された組織から読めること. 

第23回日本乳癌検診学会学術総会: 東京, 2013 

 

12. 五味直哉 

乳癌骨転移に対するインターベンション. 

第59回東京乳腺研究会: 東京, 2013 

 

13. 國分優美 

半定量的解析を用いたエラストグラフィの使用

経験. 

第30回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

福島市, 2013 

 

 

核医学部 

1. Miwa, K., Tachibana, H., Inubushi, M., 

Wagatsuma, K., Murata, T., Takiguchi, T., 

Sasaki, M. 

Comparison of intratumoral distribution of 

18FDG and 18FAZA using deformable image 

registration procedure in non-small cell lung 

cancer patients. 

第69回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2013 

 

2. Miwa, K., Tachibana, H., Inubushi, M., Saga, 

T., Wagatsuma, K., Murata, T., 

134



Koizumi, M., Sasaki, M. 

Comparison of intratumoral 18FDG and 

18FAZA distribution in non-small cell lung 

cancer using deformable image registratio. 

99th Scientific Assembly and Annual 

Meeting of Radiological Society of North 

America: Chicago, USA, 2013 

 

2. Miwa, K., Inubushi, M., Wagatsuma, K., 

Umeda, T., Okawa, A., Umeda, T., Koizumi, 

M., Sasaki, M. 

FDG uptake heterogeneity evaluated by 

fractal analysis improves the differential 

diagnosis of pulmonary nodule. 

99th Scientific Assembly and Annual 

Meeting of Radiological Society of North 

America: Chicago, USA, 2013 

 

3. Wagatsuma, K., Miwa, K., Umeda, T., 

Osawa, A., Murata, T., Takiguchi, T., 

Koyama, M., Koizumi, M., Inoue, T. 

Gated 4D-PET/CT improves quantitative 

accuracy of PET imaging. 

Annual Meeting of Society of Nuclear 

Medicine and Molecular Imaging: Vancouver, 

Canada, 2013 

 

4. Umeda, T., Okawa, A., Gomi, T., Miwa, K., 

Yamamoto, S. 

Security model for medical image data 

hidden using a new digital watermark and 

steganography technique. 

99th Scientific Assembly and Annual 

Meeting，Radiological Society of North 

America: Chicago, USA, 2013 

 

5. Umeda, T., Okawa, A., Gomi, T., Miwa, K., 

Yamamoto, S. 

Development of an information hiding 

system for CT images using digital 

watermarking technologies: insurance of 

copyright, privacy, and safety of patient 

information. 

Compter Assisted Radiology and Surgery 

27th International Congress and Exhibition: 

Heidelberg, Germany, 2013 

 

6. Wagatsuma, K., Miwa, K., Umeda, T., 

Osawa, A., Murata, T., Takiguchi, T., 

Koyama, M., Koizumi, M., Inoue, T. 

Gated 4D-PET/CT improves quantitative 

accuracy of PET imaging. 

Society of Nuclear Medicine and Molecular 

Imaging 2013 Annual Meeting: Vancouver, 

Canada, 2013 

 

7. 三輪建太, 犬伏正幸, 竹内康人, 片渕哲朗, 小泉

満, 佐賀恒夫, 佐々木雅之 

ポジトロン用マルチピンホールコリメータの

99mTcに対する性能評価. 

第53回日本核医学会学術総会: 福岡市, 2013 

 

8. 小山眞道, 小泉満, 三輪建太, 我妻慧 

四肢末梢骨転移のFDG-PET. 

第53回日本核医学会学術総会: 福岡市, 2013 

 

9. 大澤敦, 三輪建太, 秋本健太, 我妻慧, 内田茂樹, 

鍵小野祐基, 富岡和彦, 滝口智洋 

実測とDICOM image headerによるscatter 

fractionの比較. 

第41回日本放射線技術学会秋季学術大会: 福岡

市, 2013 

 

10. 梅田拓朗, 三輪建太, 我妻慧, 村田泰輔, 宮司典

明, 大澤敦, 滝口智洋, 小泉満 

腕の動きによる散乱補正エラーに対する補正ア

ルゴリズムの精度. 

第41回日本放射線技術学会秋季学術大会: 福岡

市, 2013 

 

11. 村田泰輔, 三輪健太, 松林史泰, 我妻慧, 秋本健

太, 藤淵俊王, 小泉満 

モンテカルロ計算を用いた高エネルギーβ線放

出核種に対する最適な遮蔽材の検討. 

第69回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2013 

 

12. 小泉満 

がん骨転移の核医学的診断. 

第49回日本医学放射線学会秋季臨床大会: 名古

屋市, 2013 

 

13. 宮司典明, 三輪建太, 我妻慧, 梅田拓朗, 村田泰

輔, 滝口智洋 

PET用ドーズキャリブレータの設置環境におけ

る最適校正係数の決定. 

第60回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会: 東京, 2013 
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14. 村田泰輔, 三輪建太, 梅田拓朗, 我妻慧, 宮司典

明, 滝口智洋 

肝受容体シンチグラフィにおける肝摂取率定量

指標のROI依存性と診断能. 

第60回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会: 東京, 2013 

 

15. 梅田拓朗, 三輪建太, 我妻慧, 村田泰輔, 宮司典

明, 滝口智洋 

高感度型PET/CT装置を用いた微小病変の限界

検出能. 

第60回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会: 東京, 2013 

 

16. 三輪建太, 我妻慧, 小山眞道, 小泉満 

肺結節病変の18F集積分布の不均一性による良

悪性鑑別. 

第3回フラクタル解析を応用した臨床補助診断

法の確立に関する研究会: 福岡市, 2013 

 

17. 三輪建太, 我妻慧, 佐々木雅之 

呼吸同期PET/CTの技術的検討と４次元放射線

治療計画に向けて. 

PETサマーセミナー2013 in 加賀百万石: 金沢

市, 2013 

18. 村田泰輔, 梅田拓朗, 三輪建太, 我妻慧, 宮司典

明, 小山眞道, 小泉満 

体動による散乱補正エラーに対する補正アルゴ

リズム：Scatter Limitの効果. 

PETサマーセミナー2013 in 加賀百万石: 金沢

市, 2013 

 

19. 我妻慧 

テクニカルレポートに繋がる骨・腫瘍核医学検

査技術. 

第30回日本核医学技術学会関東地方会総: 東京, 

2013 

 

20. 三輪建太, 橘英伸, 犬伏正幸, 我妻慧, 村田泰輔, 

滝口智洋, 佐々木雅之 

糖代謝と低酸素PET/CT画像間のDeformable 

Image ：Registrationによる腫瘍内トレーサ集

積分布の比. 

第69回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2013 

 

21. 村田泰輔, 三輪建太, 松林史泰, 我妻慧, 秋本健

太, 藤淵俊王, 小泉満 

モンテカルロ計算を用いた高エネルギーβ線放

出核種に対する最適な遮蔽材の検討. 

第69回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2013 

 

22. 我妻慧 

BONENAVIの使用経験. 

第17回関東甲信越画像処理研究会: 東京, 2013 

 

23. 我妻慧, 三輪建太, 秋本健太, 宮司典明, 梅田拓

朗, 村田泰輔, 滝口智洋 

ガンマカメラDaily QCにおけるCo-57面線源を

使用した総合均一性測定. 

第59回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会: つくば市, 2013 

 

24. 梅田拓朗, 三輪建太, 我妻慧, 大沢敦, 滝口智洋, 

村田泰輔, 内田幸宏 

呼吸性移動によるPET画像への影響および

4D-PET/CTによる改善率の検証. 

第59回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会, : つくば市, 2013 

 

 

内視鏡診療部 
1. Tamegai, Y., Kishihara, T., Chino, A., Suzuki, 

S., Suganuma, T., Igarashi, M. 

Safety and curability of  endoscopic 

submucosal dissection for colorectal tumors 

comparing with endoscopic mucosal 

resection(EMR) and piecemeal EMR. 

21st United European Gastroenterology UEG 

Week: Berlin, Germany, 2013 

 

2. Tamegai, Y., Kishihara, T., Chino, A., Suzuki, 

S., Suganuma, T., Igarashi, M. 

Safe en bloc resection procedure with ESD 

and laparoscopy endoscopy cooperative 

surgery(LECS) for colorectal tumors 

accompanied with fibosis in submucosal 

layer. 

21st United European Gastroenterology UEG 

Week: Berlin, Germany, 2013 

 

3. Osumi, H., Shinozaki, E., Kumekawa, Y., 

Ogura, M., Ozaka, M., Suenaga, M., 

Matsusaka, S., Chin, K., Mizunuma, N. 

Predictive significance of anti-p53 antibody 

and KRAS genotype in metastatic colorectal 

cancer patients treated with FOLFOX 

(XELOX) plus Bevacizumab at 1st line 

chemotherapy. 

136



ESMO 16th World Congress on Gastric 

Cancer (ESMO-GI): Barcelona, Spain, 2013 

 

4. Osumi, H., Matsusaka, S., Suenaga, M., 

Wakatsuki, Y., Kumekawa, Y., Ogura, M., 

Ozaka, M., Shinozaki, E., Chin, K., 

Mizunuma, N. 

Angiotensin II type-1 receptor blockers may 
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第19回日本家族性腫瘍学会学術集会: 別府市, 

2013 

 

 

臨床検査センター 

1. 八木靖二 

尿沈渣成分の鑑別ポイント 問題形式による解

説と対策. 

東京都臨床検査技師会生理検査研究班研修会: 

東京, 2013 

 

2. 海原和己, 小川麻衣子, 大竹純矢, 海老原文, 中

山耕之介, 三宅一徳 

抗体価の評価可能なHCV検査試薬と定性法試薬

との比較評価. 

日本臨床検査自動化学会45回大会: 横浜市, 

2013 

 

3. 上東野誉司美, 八木靖二, 友田美穂子, 滝澤久

暢, 五十嵐正広, 三宅一徳 

当院での腸粘膜組織を用いた赤痢アメーバ検出

法. 

第９回東京都医学検査学会: 東京, 2013 

 

4. 友田美穂子, 八木靖二, 滝澤久暢, 高橋ひろみ, 

新井正美, 谷口敦夫, 関田千恵子 

尿沈渣中2,8-DHA結晶の検出を契機とし、遺伝

子検査で同定されたAPRT欠損症の１例. 

第２回日臨技首都圏支部 医学検査学会: 東京, 

2013 

 

5. 田中満ちる, 大島悠乃, 友田美穂子, 菅原奈々, 

任珍, 大竹純矢, 海原和己 

外来採血待ち時間短縮に向けての調査と解析. 

第２回日臨技首都圏支部 医学検査学会: 東京, 

2013 

 

 

超音波検査部 
1. 山田恵子 

結節性甲状腺疾患の超音波診断. 

第32回日本画像医学会: 東京, 2013 

 

2. 日野るみ, 元井紀子, 蛯名彩, 北野睦三, 戸田和

寿, 杉谷巌, 山田恵子, 川端一嘉, 石川雄一 
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副甲状腺癌の一例. 

第46回日本甲状腺外科学会学術集会: 名古屋市, 

2013 

 

3. 山田恵子 

甲状腺疾患の超音波検査. 

葛飾区医師会超音波集談会: 東京, 2013 

 

 

病理部 
1. 堀井理絵 

乳頭部腫瘍を極める 乳頭部腫瘍の病理診断. 

第33回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

福島市, 2013 

 

2. 古田玲子 

家族性大腸腫瘍(FAP、リンチ) リンチ症候群に

関連した子宮内膜の前がん病変および内膜がん

の病理組織学的な特徴. 

第19回日本家族性腫瘍学会学術集会: 別府市, 

2013 

 

3. 堀井理絵, 秋山太 

病理診断 世界の中の日本 乳管内増殖性病変

の病理組織診断. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

4. 岡田明子, 堀井理絵, 坂田亜衣, 大迫智, 岩瀬拓

士, 秋山太 

マンモグラフィで構築の乱れを呈する症例の臨

床病理学的検討. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

5. 照屋なつき, 五味直哉, 堀井理絵, 秋山太 

両側乳癌症例において一方が硬化性病変を背景

にdistortionを呈した場合、対側にも類似病変が

認められる頻度. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

6. 坂田亜衣, 堀井理絵, 岡田明子, 大迫智, 米倉利

香, 蒔田益次郎, 岩瀬拓士, 秋山太 

過小評価されやすい乳管内乳頭状癌の病理学的

特徴. 

第21回日本乳癌学会学術総会: 浜松市, 2013 

 

7. 杉浦善弥, 元井紀子, 神田浩明, 松本誠一, 町並

陸生, 石川雄一 

軟部肉腫の病理学的悪性度評価 FNCLCC 

grading systemと分子病理学的予後因子 がん

研有明病院におけるFNCLCC grading system

による軟部肉腫の悪性度評価と予後. 

第46回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2013 

 

8. 菅野晴夫 

癌化と初期化. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

9. 元井紀子, 石川雄一 

ALK肺癌の診断における病理医の役割. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

10. 古田玲子, 秋山太, 竹島信宏, 北川知行 

臨床的に早期がんとして円錐切除された子宮頸

癌の浸潤所見 組織型別検討. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

11. 神田浩明, 右田敏郎, 野村起美恵, 石川雄一 

ACLYトランスジェニックマウスの解析. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

12. 元井紀子, 宮内栄作, 齋藤雄一, 二宮浩範, 長野

裕子, 石川雄一 

ALK肺癌の組織像と免疫染色によるスクリーニ

ングの有用性について. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

13. 吉本豊毅, 元井紀子, 山本智理子, 牛嶋大, 松浦

正明, 奥村栄, 山口俊晴, 深山正久, 石川雄一 

肺および消化管に発生するカルチノイド腫瘍の

microRNA発現による起源・性質の解明. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

14. 佐藤由紀子, 山本智理子, 福島啓文, 新橋渉, 

佐々木徹, 米川博之, 三谷浩樹, 木村幸紀, 田中

宏子, 川端一嘉 

腺様嚢胞癌の術後22年に発生した鼻腔腺癌の1

例. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

15. 杉浦善弥, 元井紀子, 神田浩明, 吉田朗彦, 町並

陸生, 石川雄一 

Fibrous dysplasiaに続発したosteosarcomaの

1例. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

16. 飯塚利彦, 長野裕子, 元井紀子, 奥村栄, 石川雄

一 

肺腺癌における長鎖noncoding RNA HOTAIR

およびポリコーム遺伝子EZH2の発現と予後の
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関連. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

17. 井下尚子, 杉浦善弥, 大橋武史, 成平拓也, 芦ヶ

原隆之, 石川雄一 

新しい画像解析ソフトを用いた病理診断業務の

サポート. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

18. 日野るみ, 元井紀子, 戸田和寿, 杉谷巌, 山田恵

子, 川端一嘉, 石川雄一 

Signet-ring follicular carcinomaの一例. 

第102回日本病理学会総会: 札幌市, 2013 

 

19. 飯塚利彦, 長野裕子, 元井紀子, 奥村栄, 石川雄

一 

Expression of long noncoding RNA HOTAIR 

and polycomb gene EZH2 is associated with 

prognosis in lung adenocarcinoma. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

20. 神田浩明, 野村起美恵, 右田敏郎, 石川雄一 

Frequent spontaneous tumor development 

in ACLY transgenic mouse. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

21. 馬合木特亜森, 二宮浩範, 元井紀子, 石川雄一 

Expression pattern of microRNAs in human 

asbestos-related lung adenocarcinomas. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

22. 二宮浩範, 加藤元博, 真田昌, 竹内賢吾, 宮内栄

作, 斉藤雄一, 元井紀子, 小川誠司, 石川雄一 

Copy number changes in chromosome 2p 

are unique events among ALK fusion 

positive lung adenocarcinomas. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

23. 杉浦善弥, 元井紀子, 神田浩明, 松本誠一, 町並

陸生, 石川雄一 

Prognostic analysis of soft tissue sarcoma 

using FNCLCC grading system in Cancer 

Institute Hospital. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

24. 古田玲子, 杉山裕子, 秋山太, 加藤洋, 竹島信宏, 

新井正美, 北川知行 

Histopathological feature of precancerous 

lesion and endometrial carcinomas 

associated with Lynch Syndrome. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

25. 石川雄一 

肺がん治療の最前線 肺がん治療個別化の展開

と新たな問題 肺癌治療個別化の問題点 病理

診断の面から. 

第72回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2013 

 

26. 元井紀子, 荒井祐司, 鈴木奈緒子, 神田浩明, 佐

藤由紀子, 古田則行, 石川雄一, 山田恵子, 戸田

和寿, 杉谷巌 

甲状腺穿刺吸引細胞診への液状化細胞診技術の

応用. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

27. 元井紀子 

肺の高悪性度神経内分泌腫瘍をめぐる諸問題 

診断から治療まで 神経内分泌腫瘍の切除検体

での確定診断と分子生物学的アプローチ. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 

 

28. 宮内栄作, 齋藤雄一, 二宮浩範, 元井紀子, 西尾

誠人, 奥村栄, 石川雄一 

末梢型小細胞肺がんは中枢型に比べ予後不良で、

遺伝子発現プロファイルが異なる. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

29. 木村幸紀, 柳澤昭夫, 山本智理子, 川端一嘉, 三

谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 

瀬戸陽, 北野睦三, 小泉勇 

Stage I・II筋層浸潤舌扁平上皮癌200例の後発

転移と予後. 

第37回日本頭頸部癌学会: 東京, 2013 

 

30. 佐藤由紀子, 古田玲子, 山本智理子, 新橋渉, 利

安隆史, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹 

原発不明頸部転移癌におけるリンパ節転移巣か

らのHPV検出方法の検討. 

第37回日本頭頸部癌学会: 東京, 2013 

 

 

細胞診断部 
1. Sugiyama, Y. 

A case of atypical glandular lesions: 

Comparison of conventional and liquid based 

preparations. 

18th International Congress of Cytology: 

Paris, France, 2013 
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2. Sugiyama, Y. 

A case of the uterine body. 

18th International Congress of Cygoloy: 

Paris, France, 2013 

 

3. Sugiyama, Y. 

Diagnostic value of the conventional and 

liquid-based endometrial cytology in 

endometrial cancer. 

第55回日本婦人科腫瘍学会, 第3回アジア婦人

科腫瘍学会: 京都, 2013 

 

4. Komatsu, K., Suzuki, H., Fujiyama, J., 

Furuta, N., Ohkura, Y. 

Cytopreparation and morphological study 

for pancreatic specimens. 

5th Japan-Taiwan Cytology Joint Meeting: 

Hualien, Taiwan, 2013 

 

5. Komatsu, K. 

Medical and cytological laboratory of cancer 

institute in Japan. 

6th Asia-Pasific Medical Laboratory Science 

Forum: Taipei, Taiwan, 2013 

 

6. Komatsu, K., Suzuki, H., Fujiyama, J., 

Furuta, N., Ohkura, Y. 

Cytopreparation and morphological study 

for pancreatic and bile duct specimens. 

17th Annual Meeting of the Korean 

Association of Cytotechnologists: Korea, 

2013 

 

7. Komatsu, K. 

Gene analysis and personalized Medicinar. 

5th Croatian Congress of Laboratory 

Diagnosis (with international participation) 

World Congress: Sibenik, Croatia, 2013 

 

8. Komatsu, K. 

Current quality management system for 

Pathology and Cytology Laboratory. 

4th Congress of AAMLS & 24th ASM of 

SAMLS: Singapore, 2013 

 

9. Komatsu, K. 

Cytological samples are important for early 

detection of malignant mesothelioma. 

Regional European Congress of Biomedical 

Laboratory Science & the 4th Greek Medical 

Laboratory Technologists Conference: 

Athens, Greece, 2013 

 

10. Abe, H., Suzuo, K., Nakajima, K., Suzuki, M., 

Komatsu, K. 

New silver solution for reticulum. 

4th Congress of AAMLS & 24th ASM of 

SAMLS: Singapore, 2013 

 

11. 星利良, 宝来威, 柳谷典子, 古田則行, 小松京子, 

佐藤之俊, 竹内賢吾, 元井紀子, 石川雄一 

肺がんの組織別細胞診 遺伝子変異を有する肺

腺癌の細胞像 ALK肺癌の細胞像を中心に. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

12. 小松京子, 古田則行, 池畑浩一, 伊藤崇彦, 川島

麻里沙, 鈴木奈緒子, 星利良, 古田玲子, 本山悌

一, 杉山裕子 

ベセスダシステムによる細胞学的、臨床的取扱

い、follow-up成績 ASC-USのfollow up成績と

細胞像. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

13. 池畑浩一, 鈴木奈緒子, 古田玲子, 川島麻里沙, 

荒井祐司, 古田則行, 宇津木久仁子, 竹島信宏, 

荷見勝彦, 杉山裕子内膜のLBC 婦人科検体を用

いた各種LBCの免疫染色所見の比較検討. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

14. 古田則行, 元井紀子, 神田浩明, 井下尚子, 杉山

裕子, 小松京子, 谷澤泰介, 石川雄一, 松本誠一 

軟部腫瘍 報告様式を考える 軟部腫瘍細胞診

の意義と問題点. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

15. 伊藤崇彦, 潮田至央, 尾松公平, 星利良, 古田玲

子, 古田則行, 宇津木久仁子, 竹島信宏, 本山悌

一, 杉山裕子 

外陰に発生した乳腺型腺癌の1例. 

第54回日本臨床細胞学会総会: 東京, 2013 

 

16. 星利良, 宝来威, 柳谷典子, 古田則行, 小松京子, 

杉山裕子, 佐藤之俊, 元井紀子, 石川雄一 

肺の高悪性度神経内分泌腫瘍をめぐる諸問題 

診断から治療まで 細胞学的判別モデルを用い

た肺原発大細胞神経内分泌癌と小細胞癌の鑑別. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 
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17. 古田則行 

細胞検査士養成の現状と将来 その先を目標に. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 

 

18. 杉山裕子, 阿部滋樹, 井上淳也, 山崎龍王, 荷見

勝彦, 古田則行, 小松京子, 梅澤聡, 宇津木久仁

子, 竹島信宏 

2種類のブルーム型ブラシによる子宮頸部細胞

採取量の比較検討. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 

 

19. 川島麻里沙, 佐藤由紀子, 池畑浩一, 伊藤崇彦, 

鈴木奈緒子, 星利良, 藤山淳三, 古田則行, 小松

京子, 石川雄一, 杉山裕子 

耳下腺原発のLow-grade cribriform 

cystadenocarcinomaの一例. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 

 

20. 杉山裕子, 荷見勝彦, 的田眞紀, 阿部彰子, 野村

秀高, 山本阿紀子, 本山悌一, 宇津木久仁子, 竹

島信宏 

早期子宮体癌における内膜細胞診所見. 

第54回日本婦人科腫瘍学会: 東京, 2013 

 

21. 杉山裕子, 荷見勝彦, 秋山太, 古田玲子, 野田哲

生, 森誠一, 宇津木久仁子, 竹島信宏 

発現解析からみた子宮体癌における2種類の類

内膜腺癌. 

第72回日本癌学会総会: 横浜市, 2013 

 

22. 古田玲子, 杉山裕子, 秋山太, 加藤洋, 竹島信宏, 

新井正美, 北川知行 

リンチ症候群に関連した子宮内膜の前がん病変

および内膜がんの病理組織学的特徴. 

第72回日本癌学会総会: 横浜市, 2013 

 

23. 藤山淳三, 小松京子, 星利良, 杉山裕子, 石川雄

一 

ALK 肺がんを考える細胞像：ALK肺がんの細胞

像を中心に. 

第52回日本臨床細胞学会秋季大会: 大阪市, 

2013 

 

 

栄養管理部 
1. 中濱孝志, 田村秀子, 高橋郷, 蓑輪雄一, 中原由

美子, 望月淑子, 海原和巳, 北野睦三, 峯真司, 

比企直樹 

がん専門病院栄養サポートチーム単施設の活動

実績報告. 

第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

1. 比企直樹 

統合して栄養管理ができる管理栄養士を目指し

て：栄養士を病棟に常駐する意義：新しい上部

消化器癌の周術期栄養管理を考える. 

第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

2. 中濱孝志, 田中友里, 峯真司, 比企直樹 

胃癌術後縫合不全に対しアバンドとグルタミン

の経腸投与が奏功した1例. 

日本外科代謝栄養学会第50回学術集会: 東京, 

2013 

 

3. 望月宏美, 比企直樹, 本多通孝, 中濱孝志, 田村

秀子, 布部創也, 佐野武, 山口俊晴 

病棟栄養士の周術期介入効果の検討：胃がん術

後患者を中心に. 

第43回胃外科・術後障害研究会: 新潟市, 2013 

 

4. 望月宏美, 中濱孝志, 比企直樹 

消化器外科病棟におけるNST専従栄養士（栄養

コンシュルジュ）の活動. 

第5回日本静脈経腸栄養学会首都圏支部学術集

会: 藤沢市, 2013 

 

 

看護部 
1. 濱口恵子 

がん化学療法看護の質を高め、院内に広めるた

めの取り組み. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

2. 関野礼子 

外来化学療法におけるチーム医療と副作用対策. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

3. 濱口恵子 

PartⅠから繋ぐ継続ケアの充実・発展の方向性. 

第13回国際がん看護セミナー: 東京, 2013 

 

4. 林田由美子 

がん研有明病院における心のケア. 
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第59回GHP研究会（日本総合病院精神医学会東

京地方会）: 東京, 2013 

 

5. 高瀬鮎美, 本多通孝, 畠山鮎子, 小川恵, 渡部真

理子, 比企直樹, 布部創也 

胃癌手術直前期の自覚症状およびQOLに関する

調査研究. 

第68回日本消化器外科学会総会: 宮崎市, 2013 

 

6. 長崎礼子, 田村幸子 

治験を受ける肺がん患者の看護に携わる病棟看

護師の看護実践上の困難感の実態と今後の課題. 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

7. 宋菜緒子 

抗がん剤臨床試験参加患者の対処行動の分析と

CRCによる援助方法の検討. 

第13回CRCと臨床試験のあり方を考える会議: 

横浜市, 2013 

 

8. 鴨川郁子, 長井優子, 濱口恵子 

放射線皮膚炎に関するセルフケア支援の実態調

査. 

日本放射線腫瘍学会第26回学術大会: 青森市, 

2013 

 

9. 花出正美, 宮城八重子, 杉本香織, 長崎礼子, 濱

口恵子, 宇津木久仁子 

がん患者のサポートプログラムに関するニーズ. 

第51回日本癌治療学会総会: 京都市, 2013 

 

10. 濱口恵子 

死生学と臨床倫理：患者さんにとって善いこと

とは？、がん専門病院の看護師の立場から. 

第25回日本生命倫理学会年次大会: 東京, 2013 

 

11. 黒田直子, 横井麻珠美, 関野礼子, 岩本寿美代, 

花出正美 

がん化学療法看護に関する看護師の認識と看護

の実態 2006年度調査と2011年度調査の比較. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

12. 横井麻珠美, 黒田直子, 関野礼子, 岩本寿美代, 

花出正美 

がん化学療法に携わる看護師の実践・関心・重

要性の認識. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

13. 加藤紀香, 花出正美 

ソラフェニブ療法を受ける肝細胞がん患者の日

常生活の困難とセルフケア状況に関する後方視

的研究. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

14. 橋場朋子, 吉岡梓 

乳がん患者のアンスラサイクリン系薬剤を含む

化学療法による血管痛の日常生活に及ぼす影響 

カルテ調査から. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

15. 小田島久美, 中谷夕香 

小児・思春期にある骨軟部腫瘍患者を持つ家族

に対する支援 家族・看護師・医師への半構成

的インタビューを通して. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

16. 石田和子, 井上久美代, 花出正美 

強度変調放射線治療とCDDP療法による同時放

射線化学療法を受けた頭頸部がん患者の発熱と

口腔・咽頭粘膜炎の実態. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

17. 田村幸子, 関野礼子 

治験を受ける肺がん患者の看護に携わる病棟看

護師の役割と実践に関する認識. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

18. 濱口恵子 

今を生きるために拓く 暮らしを支えるケアを

つなぐ外来看護. 

第27回日本がん看護学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

19. 大村裕子, 熊谷英子, 高橋真紀, 沼田悟, 松浦信

子, 山田陽子, 山元宏一, 吉川隆造, 関和治, 大

石賢二, 舟山裕士 

皮膚保護剤の発汗吸水量と剥離時の粘着力の関

係. 

第30回日本ストーマ・排泄リハビリテーション

学会総会: 名古屋市, 2013 

 

20. 井田恵都 

高圧蒸気滅菌におけるコンパクトPCDを用いた
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バッチモニタリングシステムを導入して 滅菌

不良となった場合の施設内基準の設定. 

第28回日本環境感染学会総会: 横浜市, 2013 

 

21. 水野俊美, 服部政治, 小倉玲子, 樋口秀太郎 

終末期がん患者の鎮静の実施における倫理的課

題 がん治療支援緩和ケアチーム(PCT)活動を

通して. 

第18回日本緩和医療学会学術大会: 横浜市, 

2013 

 

22. 三好歩, 小野充一, 白神晃子 

アロマ清拭時のがん患者のナラティブが看護師

へもたらす効果. 

第19回日本臨床死生学会大会: 東京, 2013 

 

23. 春田真由美, 大塚かおる 

高機能エアマットレスで転落した事例から検証

した医療安全への取り組み. 

第15回日本褥瘡学会学術集会: 神戸市, 2013 

 

 

薬剤部 
1. Hashimoto, H., Yamanaka, T., Shimada, Y., 

Arata, K., Matsui, R., Goto, K., Takiguchi, T., 

Ohyanagi, F., Kogure, Y., Nogami, N., Nakao, 

M., Takeda, K., Azuma, K., Nagase, S., 

Hayashi, T., Fujiwara, K., Shimada, T., Seki, 

N., Suzuki, K., Yamamoto, N. 

Palonosetron (PALO) versus granisetron 

(GRA) in the triplet regimen with 

dexamethasone (DEX) and aprepitant (APR) 

for preventing chemotherapy-induced 

nausea and vomiting (CINV) in patients 

(pts) receiving highly emetogenic 

chemotherapy (HEC) with cisplatin (CDDP): 

A randomized, double-blind, phase III trial 

(TRIPLE). 

49th ASCO Annual Meeting: Chicago, USA, 

2013 

 

2. 濱敏弘, 蓑輪雄一, 杉田一男, 青山剛, 鈴木亘, 

荻野茜, 伊藤成美 

抗がん薬調製環境の汚染調査2012. 

第5回 JSOPP（日本癌化学療法薬剤師学会）学

術大会: 神戸市, 2013 

 

3. 横川貴志, 川上和宜, 前勇太郎, 杉田一男, 渡邊

大至, 末永光邦, 水沼信之, 山口俊晴, 濱敏弘 

XELOX±ベバシズマブ療法における手足症候群

重篤化のリスク因子. 

第51回日本癌治療学会総会: 京都市, 2013 

 

4. 鈴木賢一, 橋本浩伸, 水野靖也, 宇良敬, 荒川雄

一郎, 森清志, 玉木慎也, 高橋康雄, 山中竹春, 

山本信之 

Randomized, Double-blind, Phase III Trial of 

Palonosetron Versus Granisetron in the 

Triplet Regimen for Preventing 

Chemotherapy-induced Nausea and 

Vomiting After Highly Emetogenic 

Chemotherapy: The TRIPLE study. 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

5. 鈴木賢一, 橋本浩伸, 水野靖也, 宇良敬, 荒川雄

一郎, 森清志, 玉木慎也, 高橋康雄, 山中竹春, 

山本信之 

PhaseIII trial of palonosetron vs granisetron 

for preventing nausea and vomiting after 

receiving cisplatin. 

第11回日本臨床腫瘍学会学術集会: 仙台市, 

2013 

 

6. 田口恭治, 指田博也, 坪井真友子, 中里友美, 神

戸敏江, 阿部賢志, 川上和宜, 宇都宮郁, 濱敏弘 

Paclitaxel 誘発末梢神経障害モデルラットにお

ける脊髄microgliaおよびastrocytesの関与. 

第7回日本緩和医療薬学会年会: 千葉市, 2013 

 

7. 阿部賢志, 真壁暁子, 千葉輝正, 神戸敏江, 川上

和宜, 宇都宮郁, 濱敏弘, 田口恭治 

パクリタキセル誘発末梢神経障害モデルラット

におけるtransient receptor potential vanilloid 

1 の関与. 

第86回日本薬理学会年会: 福岡市, 2013 

 

8. 青山剛, 瀧口友美, 鈴木賢一, 西尾誠人, 濱敏弘 

アムルビシン単剤療法に対する制吐療法の評価. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 

 

9. 瀧口友美, 大柳文義, 橋本浩伸, 中尾將彦, 武田

晃司, 東加奈子, 藤原季美子, 山中竹春, 鈴木賢

一, 山本信之 

高度催吐性化学療法におけるグラニセトロン

(Gra)とパロノセトロン(Palo)の二重盲検無作

為化比較試験. 

第54回日本肺癌学会総会: 東京, 2013 
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10. 高橋郷, 蓑輪雄一, 鈴木亘, 杉田一男, 中濱孝志, 

望月淑子, 海原和己, 峯真司, 比企直樹, 濱敏弘 

血清亜鉛の予測因子に関する調査. 

第28回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 金沢市, 

2013 

 

 

健診センター 
1. Tsuchida, T., Ishiyama, A., Morishige, K., 

Yoshizawa, N., Horiuchi, Y., Ishikawa, H., 

Omae, M., Hirasawa, T., Yamamoto, Y., 

Fujisaki, J. 

A requirement of prophylactic treatment 

after endoscopic submucosal dissection 

(ESD) for superficial esophageal squamous 

cell carcinoma (ESCC). 

21st United European Gastroenterology UEG 

Week: Berlin, Germany, 2013 

 

2. 土田知宏 

食道表在癌の診断と治療. 

第25回日本消化器内視鏡学会関東セミナー: 東

京, 2013 

 

3. 土田知宏 

抗血栓薬服用者に対する新ガイドライン下での

内視鏡検査：健診センターの立場から. 

第5回有明消化器セミナー: 東京, 2013 

 

4. 土田知宏, 石山晃世志, 藤崎順子 

食道表在癌に対するESD+α療法の治療成績 食

道表在癌に対するESDと追加治療の現状. 

第99回日本消化器病学会総会: 鹿児島市, 2013 
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【 2014年 】 

呼吸器内科 

1. Yanagitani, N., Ohyanagi, F., Nishizawa, H., 

Gyotoku, H., Uenami, T., Kobayashi, H., 

Kudo, K., Tambo, Y., Horiike, A., Hagiwara, 

S., Horai, T., Nishio, M. 

Phase II trial of bevacizumab, cisplatin, and 

pemetrexed in Japanese patients with 

advanced nonsquamous non-small cell lung 

cancer. 

ASCO 50th Annual Meeting: Chicago, USA, 

2014 

 

2. Tambo, Y., Katayama, R., Yanagitani, N., 

Horiike, A., Ohyanagi, F., Kudo, K., 

Nishizawa, H., Uenami, T., Gyotoku, H., 

Kobayashi, S., Fujita, N., Okumura, S., 

Ishikawa, Y., Horai, T., Dias-Santagata, D., 

Nishio, M. 

The feasibility to use minimal tumor samples 

for mutation analysis by multiplex 

PCR-based assay. 

ASCO 50th Annual Meeting: Chicago, USA, 

2014 

 

3. 西尾誠 

ALK阻害剤・最新情報2. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

4. 宝来威 

肺癌の分子標的治療と細胞診. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 

5. 加藤寛基, 瀧口友美, 青山剛, 西尾誠人 

シスプラチンを含む化学療法にShort 

Hydration導入する前と後の腎機能障害を比較

検討する研究. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

6. 西尾誠人 

肺がんにおける新薬開発 新しい分子標的 RET

融合遺伝子の標的化 個別化肺癌治療への橋渡

し. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

7. 西澤弘成, 堀池篤, 齋藤良太, 小林紘, 北園聡, 

丹沢裕一, 柳谷典子, 大柳文義, 宝来威, 萩原佐

知子, 西尾誠人 

高齢者非扁平上皮非小細胞肺がんに対するカル

ボプラチン+ペメトレキセド併用療法の第II相

試験. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

8. 柳谷典子, 大柳文義, 西澤弘成, 小林紘, 北園聡, 

丹保裕一, 堀池篤, 宝来威, 西尾誠人 

未治療進行非扁平上皮非小細胞肺癌に対する

CDDP/PEM/Beva併用療法の第2相試験. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

9. 丹保裕一, 片山量平, 柳谷典子, 小林紘, 西澤弘

成, 大柳文義, 堀池篤, 宝来威, 石川雄一, 西尾

誠人 

非小細胞肺癌におけるMultiplex PCR法

(SNaPshot)による遺伝子検査の有用性. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

10. 堀池篤, 樋田豊明, 中川和彦, 瀬戸貴司, 里内美

弥子, 西尾誠人, 堀田勝幸, 村上晴泰, 大江裕一

郎, 武田晃司, 島田忠, 田中智宏, 田村友秀 

脳転移を有するALK陽性非小細胞肺癌患者に対

するアレクチニブの治療効果 JP28927試験に

おける部分集団成績. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

11. 大柳文義, 柳谷典子, 小林紘, 西澤弘成, 北園聡, 

丹保祐一, 堀池篤, 星利良, 二宮浩範, 元井紀子, 

石川雄一, 宝来威, 西尾誠人 

経気管支針吸引細胞診洗浄液を用いたEGFR遺

伝子検査のvalidation研究. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

12. 小林紘, 柳谷典子, 西澤弘成, 北園聡, 丹保裕一, 

大柳文義, 堀池篤, 宝来威, 二宮浩範, 元井紀子, 

石川雄一, 西尾誠人 

ALK融合遺伝子陽性肺癌6例のCrizotinib耐性に

ついての検討. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

 

呼吸器外科 
1. 奥村栄, 松浦陽介, 中尾将之, 上原浩文, 文敏景, 

中川健 

少しでも連続性のある肺がんリンパ節郭清の工

夫. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

2. 鮫島譲司, 森彰平, 上原浩文, 後藤英典, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 
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高齢者肺癌の外科治療戦略. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

3. 文敏景, 上原浩文, 中尾将之, 松浦陽介, 岡崎敏

昌, 鮫島譲司, 森彰平, 後藤英典, 中川健, 奥村

栄 

胸腔鏡手術の技術認定について. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

4. 中尾将之, 森彰平, 上原浩文, 後藤英典, 鮫島譲

司, 岡崎敏昌, 松浦陽介, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

胸腔内洗浄細胞診断(PLC)陽性非小細胞肺癌切

除例の特徴と予後. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

5. 森彰平, 後藤英典, 岡崎敏昌, 鮫島譲司, 松浦陽

介, 中尾将之, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

当院における腎細胞癌肺転移症例の手術成績の

検討. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

6. 後藤英典, 森彰平, 上原浩文, 鮫島譲司, 岡崎敏

昌, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

cN2非小細胞肺癌に対するEBUSの有用性. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

7. 岡崎敏昌, 森彰平, 上原浩文, 後藤英典, 鮫島譲

司, 松浦陽介, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

胸腔鏡手術における標本回収バック細胞診陽性

例の検討. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

8. 松浦陽介, 森彰平, 上原浩文, 後藤英典, 鮫島譲

司, 岡崎敏昌, 中尾将之, 文敏景, 中川健, 奥村

栄 

腫瘍径３ｃｍ以上癌腫肺転移に対する術式選択

と予後の検討. 

第31回日本呼吸器外科学会総会: 東京, 2014 

 

9. 上原浩文, 森彰平, 後藤英典, 鮫島譲司, 岡崎敏
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32. 村松雄輔 

家族性大腸腺腫症の大腸外合併疾患に対するサ

ーベイランスの検討. 

第20回日本家族性腫瘍学会学術集会: 福島市, 

2014 

 

33. 大前雅実, 藤崎順子 

症例検討 No.2. 

第22回新潟バレット食道癌研究会: 新潟市, 

2014 

 

34. 大隅寛木, 由雄敏之, 石山晃世志, 土田知宏, 順

子, 藤., 陳勁松, 峯真司, 渡邊雅之 

食道癌根治的放射線化学療法後再発、遺残症例

に対する内視鏡治療成績. 

日本食道学会学術集会プログラム・抄録集. 68

回: 81, 2014 

 

35. 由雄敏之, 土田知宏, 石山晃世志, 川端一嘉, 山

本智理子 

表在型咽頭癌の内視鏡切除の長期成績とdouble 

scope ESDの有用性. 

第14回頭頸部表在癌研究会: 東京, 2014 

 

36. 大前雅実, 藤崎順子, 吉澤奈津子, 清水智樹, 大

隅寛木, 冨田明彦, 奥野真理, 森重健二郎, 石川

寛高, 堀内裕介, 由雄敏之, 石山晃世志, 平澤俊

明, 山本頼正, 土田知宏, 五十嵐正広 

バレット食道癌における酸逆流・アルカリ逆流

の意義. 

GERD研究会第18階学術集会: 東京, 2014 

 

37. 千野晶子 

大腸挿入法. 

第13回大腸画像アカデミー: 東京, 2014 

 

38. 堀内裕介, 千野晶子, 五十嵐正広 

直腸と結腸におけるLST亜分類別の存在頻度と

悪性度の比較. 

第80回大腸癌研究会: 東京, 2014 

 

39. 三木一正 

胃がんリスク検診（ABC検診）の現状と将来の

展望（特別講演）. 

第3回江東区内視鏡研究会: 東京, 2014 

 

40. 森重健二郎 

早期胃癌内視鏡治療後のH.pylori除菌後3年で進

行胃癌を認めた1例. 

第3回江東区内視鏡研究会: 東京, 2014 

 

41. 末永光邦 

大腸癌に対する最近の治療戦略. 

日本臨床腫瘍薬学会学術大会2014（第2回）: 千

葉市, 2014 

 

42. 大前雅実, 藤崎順子, 山本智理子 

食道胃接合部癌 定義・診断・治療について 食

道胃接合部癌の内視鏡像と組織学的鑑別の検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

43. 平澤俊明, 石山晃世志, 由雄敏之, 山本頼正, 土

田知宏, 藤崎順子 

未分化型早期胃癌に対する内視鏡切除の治療成

績と今後の課題 未分化型早期胃癌に対する

ESDの短期成績と長期予後. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

44. 石川寛高, 藤崎順子, 山本智理子 

胃癌診断におけるIEE拡大内視鏡と病理の接点 

微小未分化型早期胃癌の内視鏡像と病理組織像

の検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

45. 堀内裕介, 藤崎順子, 佐野武 

早期胃癌における内視鏡診断の新展開 拡大赤

外線内視鏡(ME-IRI)による早期胃癌の深達度診

断の試み. 
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第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

46. 富田英臣, 山本頼正, 藤崎順子 

早期類似進行胃癌の臨床病理学的特徴. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

47. 吉澤奈津子, 藤崎順子, 冨田明彦, 森重健二郎, 

堀内裕介, 石川寛高, 大前雅実, 石山晃世志, 由

雄敏之, 平澤俊明, 山本頼正, 土田知宏, 五十嵐

正広 

食道胃接合部の早期癌についての検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

48. 大隅寛木, 藤崎順子, 五十嵐正広 

術前診断分化型癌ESD症例からみた未分化混合

早期胃癌の特徴と傾向. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

49. 山本頼正, 滝沢耕平, 小野裕之, 小田一郎, 堀伸

一郎, 武藤学 

3cm以下UL(+)分化型優位の未分化型混在粘膜

内癌におけるリンパ節転移頻度 多施設外科切

除例調査. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

50. 堀内裕介, 藤崎順子, 山本頼正 

早期胃癌における内視鏡的粘膜下層剥離術

(ESD)後非治癒切除症例の予後に関する検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

51. 中山厳馬, 陳勁松, 若槻尊, 小倉真理子, 尾阪将

人, 篠崎英司, 末永光邦, 水沼信之 

P0CY1、Stage.4胃がんに対するR1切除後、

S-1+CDDP療法の意義. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

52. 森重健二郎, 石山晃世志, 平澤俊明, 由雄敏之, 

千野晶子, 山本頼正, 浦上尚之, 藤崎順子, 五十

嵐正広, 上野雅資, 新井正美 

家族性大腸腺腫症(FAP)に合併した早期胃癌に

対してESDを施行した3例の検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

53. 冨田明彦, 藤崎順子, 大隅寛木, 森重健二郎, 石

川寛高, 吉澤奈津子, 堀内裕介, 大前雅実, 由雄

敏之, 平澤俊明, 石山晃世志, 土田知宏, 山本頼

正 

内視鏡的粘膜切除術を行った胃粘膜下異所性胃

腺合併早期胃癌24例の検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

54. 千野晶子 

FAP徹底的ポリープ摘除試験登録症例. 

第100回日本消化器病学会総会（付置研究会）: 

東京, 2014 

 

55. 郷田憲一, 菊池大輔, 山本頼正 

十二指腸ESDの現状と問題点 非乳頭部十二指

腸腺腫・表在癌：国内多施設アンケート調査. 

第87回日本消化器内視鏡学会: 福岡市, 2014 

 

56. 大前雅実, 藤崎順子, 山本智理子 

バレット食道表在癌の診断と治療 表在型バレ

ット食道癌の範囲診断と深達度診断について. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

57. 堀内裕介, 藤崎順子, 山本智理子 

上部消化管における拡大内視鏡診断 NBI併用拡

大内視鏡による早期胃癌深達度診断の可能性. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

58. 清水智樹, 千野晶子, 五十嵐正広 

消化管NETの内視鏡診断と治療成績 直腸NET

の臨床病理学的悪性度評価に関する検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

59. 為我井芳郎, 福長洋介, 五十嵐正広 

術中内視鏡と腹腔鏡を融合した治療戦略 大腸

ESDの課題とLECSの有用性について. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

60. 平澤俊明, 比企直樹, 山本頼正 

術中内視鏡と腹腔鏡を融合した治療戦略 胃粘

膜下腫瘍に対するLaparoscopy Endoscopy 

Cooperative Surgery(LECS)の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

61. 菅沼孝紀, 岸原輝仁, 五十嵐正広 

超高齢者(85歳以上)に対する内視鏡 どこまで

するの 下部消化管 超高齢者における大腸内

視鏡検査の適応. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

62. 鈴木翔, 千野晶子, 五十嵐正広 

内視鏡修練のクオリティーコントロール 消化
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管 内視鏡修練のための内視鏡形状観測装置

(UPD)を併用した挿入訓練方法について. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

63. 石川寛高, 山本頼正, 藤崎順子 

内視鏡修練のクオリティーコントロール 消化

管 胃ESD研修初期段階のクオリティコントロ

ールを目的とした上部内視鏡研修. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

64. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 千野晶子, 菅沼孝紀, 鈴

木翔, 岡本恒平, 奥野真理, 村松雄輔, 五十嵐正

広 

粘膜下層の線維化の質と程度から見た大腸ESD

の適応. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

65. 谷口智香, 山本頼正, 宮本勇治, 富田英臣, 森重

健二郎, 堀内裕介, 冨田明彦, 石川寛高, 吉澤奈

津子, 大前雅実, 由雄敏之, 石山晃世志, 平澤俊

明, 土田知宏, 藤崎順子, 五十嵐正広 

未分化型早期胃癌の内視鏡切除における非治癒

切除の予測因子の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

66. 森重健二郎, 石山晃世志, 大隅寛木, 富田英臣, 

宮本勇治, 冨田明彦, 堀内裕介, 石川寛高, 吉澤

奈津子, 大前雅実, 平澤俊明, 由雄敏之, 山本頼

正, 土田知宏, 藤崎順子, 五十嵐正広, 上野雅資, 

新井正美, 浦上尚之 

当院における家族性大腸腺腫症(FAP)に合併し

た胃病変の臨床学的検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

67. 富田英臣, 山本頼正, 藤崎順子 

十二指腸腫瘍に対する内視鏡治療の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

68. 大隅寛木, 由雄敏之, 石山晃世志, 土田知宏, 藤

崎順子, 陳勁松, 峯真司, 渡邊雅之 

食道癌根治的放射線化学療法後再発、遺残症例

に対する内視鏡治療成績. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

69. 山田育弘, 石井浩, 高野浩一, 倉岡賢輔, 尾阪将

人, 松山眞人, 井上大, 五十嵐正広 

膵腸吻合部の縫合糸と腸瘻チューブが巻絡し抜

去できず、小腸内視鏡を用いて抜去した一例. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

70. 岸原輝仁, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

腫瘍径別にみた大腸ESDの治療成績. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

71. 石山晃世志, 土田知宏, 藤崎順子, 陳勁松, 峯真

司, 渡邊雅之, 山本智理子, 山田和彦 

食道癌広範囲ESD後狭窄に対するステロイド投

与の有用性の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

72. 村松雄輔, 千野晶子, 清水智樹, 鈴木翔, 奥野真

理, 岡本恒平, 菅沼孝紀, 岸原輝仁, 為我井芳郎, 

五十嵐正広, 福長洋介, 上野雅資 

LECSにて治療を行った憩室上発育が疑われた

上行結腸ポリープの1例. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

73. 宮本勇治, 山本頼正, 大隅寛木, 谷口智香, 富田

英臣, 森重健二郎, 冨田明彦, 堀内裕介, 石川寛

高, 吉澤奈津子, 大前雅実, 石山晃世志, 平澤俊

明, 土田知宏, 藤崎順子, 五十嵐正広 

EVIS LUCELA ELITEを用いたNBI非拡大観察に

よる胃腫瘍性病変境界診断の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

74. 千野晶子, 石川寛高, 鈴木翔, 菅沼孝紀, 村松雄

輔, 岸原輝仁, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

Sessile serrated adenoma/polypの併存癌を術

前内視鏡診断しえた症例. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

75. 大隅寛木, 菅沼孝紀, 藤崎順子, 三木一正 

ヘリコバクター・ピロリ感染胃炎除菌療法保険

承認後における当院自費外来の展望  

第20回ヘリコバクター学術集会: 東京, 2014 

 

76. 山本頼正, 藤崎順子, 大隅寛木, 谷口智香, 富田

英臣, 森重健二郎, 堀内裕介, 石川寛高, 大前雅
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実, 平澤俊明, 由雄敏之, 石山晃世志, 土田知宏, 

五十嵐正広 

非乳頭部十二指腸上皮性腫瘍に対するNBI併用

拡大内視鏡の有用性. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

77. 石山晃世志 

症例検討で迫る上部消化管内視鏡診断の実際：

通常観察から拡大観察まで「食道（通常観察/拡

大観察）. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

78. 森重健二郎, 石山晃世志, 土田知宏, 大前雅実, 

由雄敏之, 藤崎順子, 小林真, 本間清明 

動画で見る消化管ESDのさらなる工夫 食道

ESDの工夫 細径スコープ用エンドナイフを用

いた食道ESD. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

79. 石川寛高, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

動画で見る消化管ESDのさらなる工夫 粘膜下

に高度の線維化を伴う病変に対する安全な大腸

ESD. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

80. 平澤俊明, 比企直樹, 山本頼正 

内科と外科のコラボレーションによる消化管全

層切除術の現況 噴門部粘膜下腫瘍に対する

Laparoscopy and Endoscopy Cooperative 

Surgery(LECS)の有用性と限界. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

81. 宮本勇治, 山本頼正, 大隅寛木, 谷口智香, 富田

英臣, 森重健二郎, 冨田明彦, 堀内裕介, 石川寛

高, 吉澤奈津子, 大前雅実, 平澤俊明, 由雄敏之, 

石山晃世志, 土田知宏, 藤崎順子, 五十嵐正広 

家族性大腸腺腫症(FAP)に合併した胃上皮性腫

瘍に対するNBI併用拡大内視鏡所見の検討. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

82. 富田英臣, 山本頼正, 大隅寛木, 宮本勇治, 堀内

裕介, 石川寛高, 吉澤奈津子, 大前雅実, 石山晃

世志, 由雄敏之, 平澤俊明, 土田知宏, 五十嵐正

広 

十二指腸ESD後に遅発性穿孔を来した2例. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

83. 五十嵐正広 

UC,クローン病と鑑別すべき腸疾患の内視鏡診

断. 

第10回下野IBD研究会: 下野市, 2014 

 

84. 中山厳馬, 末永光邦, 若槻尊, 粂川陽祐, 小倉真

理子, 尾阪将人, 篠崎英司, 陳勁松, 水沼信之 

The efficacy and safety of oxaliplatin-based 

adjuvant chemotherapy for Stage.4 

Colorectal Cancer after R0 resection. 

第12回日本臨床腫瘍学会学術集会: 福岡市, 

2014 

 

85. 末永光邦, 水沼信之, 篠崎英司, 中山厳馬, 若槻

尊, 尾阪将人, 粂川陽祐, 小倉真理子, 陳勁松, 

山口俊晴 

転移性大腸癌に対するRegorafenib単剤療法の

安全性解析. 

第12回日本臨床腫瘍学会学術集会: 福岡市, 

2014 

 

86. 富田英臣, 山本頼正, 谷口智香, 清水智樹, 宮本

勇治, 森重健二郎, 堀内裕介, 大前雅実, 石山晃
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当院におけるリンパ節転移リスクに基づく直腸

NETの外科治療. 

第80回大腸癌研究会: 東京, 2014 

 

47. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

五十嵐正広, 為我井芳郎, 浦上尚之, 千野晶子, 

岸原輝仁, 石川雄一, 山本智理子, 佐野武, 山口

俊晴, 武藤徹一郎 

進行直腸癌に対する術前化学放射線療法を併用

した鏡視下手術の有用性と長期成績の検討. 

第80回大腸癌研究会: 東京, 2014 

 

48. 比企直樹 

上部消化管外科病棟における栄養管理NSTは必

要か. 

第17回日本日本病態栄養学会年次学術集会: 大
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阪市, 2014 

 

49. 比企直樹 

がん患者における代謝・栄養管理 がん専門病院

の栄養管理をだれがどのように行うか? 

第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

50. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

松浦信子, 山仲紀代, 石川加奈子, 上野雅資 

ストマ造設の実際(711例の経験から). 

第31回日本ストーマ・排泄リハビリテーション

学会総会: 仙台市, 2014 

 

51. 佐野武 

胃癌治療ガイドライン第4版の改訂ポイント. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

52. 佐野武 

第4版改訂の経緯と主たる改訂点. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

53. 佐野武 

胃がん学会のあゆみ：次世代の胃癌治療を担う

人材へのメッセージ. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

54. 入野誠之, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村愼

哉, 小菅敏幸, 清川貴志, 本多通孝, 田中友理, 

神谷諭, 古川陽菜, 高津有紀子, 佐野武, 山口俊

晴 

胃腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同手術の可能性 

十二指腸腫瘍に対するLECSの経験と手術適応

の検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

54. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 入野誠

之, 高津有紀子, 神谷諭, 田中友理, 本多通孝, 

清川貴志, 小菅敏幸, 佐野武, 山口俊晴 

迷走神経温存胃切除術の手技とその成績 腹腔

鏡下幽門保存胃切除における迷走神経腹腔枝温

存についての臨床的検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

55. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 谷村愼哉, 佐野武, 

山口俊晴 

臨床的早期胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の長

期成績. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

56. 小菅敏幸, 布部創也, 入野誠之, 田中友理, 清川

貴志, 本多通孝, 比企直樹, 大橋学, 佐野武, 山

口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除後の観音開き再建法. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

57. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 入野誠

之, 田中友理, 本多通孝, 清川貴志, 神谷諭, 古

川陽菜, 高津有紀子, 佐野武, 山口俊晴 

肥満症例に対する胃癌手術の工夫 開腹と腹腔

鏡の立場から 肥満症例に対する腹腔鏡下幽門

側胃切除の治療成績と手術手技の工夫. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

58. 小西毅 

より安全で質の高い腹腔鏡下大腸がん手術を考

える：とくに直腸癌を中心に. 

第2回岩手県内視鏡手術手技セミナー: 盛岡市, 

2014 

 

59. 山口俊晴 

技術の伝承 開腹胃切除. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

60. 布部創也 

合併症軽減を目指した早期胃がんに対する腹腔

鏡下胃切除のコツと勘どころ. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

61. 布部創也, 入野誠之, 比企直樹, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

胃腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同手術の可能性 

胃腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同手術の可能

性. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

62. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 小菅敏

幸, 清川貴志, 入野誠之, 田中友理, 神谷諭 

胃GISTに対する腹腔鏡手術の短期および長期成

績. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

63. 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 佐野武, 

山口俊晴 

GIST診療の治療最前線 Laparoscopy 

Endoscopy Cooperative Surgery(LECS)の応

用と進化. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 
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64. 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 佐野武, 

山口俊晴 

腹腔鏡下胃切除の長期成績(予後を中心に) 適

応拡大の是非を考える 当院における腹腔鏡補

助下幽門側胃切除の長期成績とその展望. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

65. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 小菅敏

幸, 入野誠之, 本多通孝, 田中友理, 神谷諭, 高

津有紀子, 古川陽菜, 渡邊雅之, 峯真司, 佐野武, 

山口俊晴 

腹腔鏡下幽門保存胃切除術における幽門下静脈

温存有無と術後stasisの検討. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

66. 神谷諭, 比企直樹, 田中友理, 古川陽菜, 高津有

紀子, 入野誠之, 本多通孝, 清川貴志, 小菅敏幸, 

布部創也, 峯真司, 大橋学, 渡邊雅之, 佐野武, 

山口俊晴 

胃癌手術におけるERAS 当科における胃癌手術

ERASの実践. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

67. 佐野武 

医療の国際展開：世界展開を目指す日本の外科

医療：外科医療の国際展開:がん研有明病院の取

り組み. 

第86回日本胃癌学会総会: 横浜市, 2014 

 

68. 井上陽介, 齋浦明夫, 松村優, 小野嘉大, 坂本太

郎, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋祐, 小西毅, 福長

洋介, 佐野武, 山口俊晴 

術前補助化学療法は本当に有効か? がん研有

明病院での取り組みと現時点での自己評価. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

69. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 本多通

孝, 峯真司, 渡邊雅之, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐

野武, 山口俊晴 

胃術後の栄養障害に対するパンクレリパーゼの

有効性に関する臨床的検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

70. 坂本太郎, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 高橋道

郎, 井上陽介, 小野嘉大, 松村優, 比企直樹, 佐

野武, 山口俊晴 

原発性十二指腸癌に対する至適術式の提唱. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

71. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 谷村愼哉, 峰真司, 

渡邊雅之, 藤本佳也, 秋吉高志, 長山聡, 小西毅, 

福長洋介, 有田淳一, 高橋裕, 斎浦明夫, 佐野武, 

山口俊晴 

腹腔鏡下胃癌手術の適応拡大 進行胃癌に対す

るLAGは妥当か? 早期癌類似進行胃癌に対する

治療成績から考える進行胃癌への腹腔鏡下胃切

除術の適応拡大. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

72. 大矢周一郎, 志垣博信, 峯真司, 山田和彦, 渡邊

雅之, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 佐野武, 山

口俊晴 

pN0食道癌における再発因子の検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

73. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 齋浦明夫, 比企直樹, 佐野

武, 山口俊晴 

本邦におけるNET治療の実態 診療ガイドライ

ンへの展開 当院におけるリンパ節転移リスク

に基づく直腸NETの外科治療. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

74. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 上野雅資, 斎浦明夫, 福長洋介, 佐野

武, 山口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除後、鏡視下縫合による観

音開き法食道残胃吻合. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

75. 小西毅 

より良い教育・理解のための美しき術野を求め

て. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

76. 小西毅 

直腸癌に対する鏡視下側方郭清の膜解剖と最新

手技. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 
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77. 小西毅 

腹腔鏡下大腸手術の最前線：最先端手術の現状

とがん研手術室のチーム医療. 

第8 回北東北LAC情報交換会: 盛岡市, 2014 

 

78. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 比企直樹, 齋浦明夫, 渡邊雅之, 高橋

祐, 大橋学, 布部創也, 峯真司, 有田淳一, 佐野

武, 山口俊晴 

直腸癌に対する治療戦略 集学的治療と鏡視下

手術による新しい直腸癌治療の展望. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

79. 山田和彦, 峯真司, 渡邊雅之, 大矢周一郎, 志垣

博信, 比企直樹, 布部創也, 谷村愼哉, 大橋学, 

佐野武, 山口俊晴 

食道癌根治的化学放射線療法後のリンパ節再発

に対する外科治療. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

80. 峯真司, 渡邊雅之, 山田和彦, 志垣博信, 大矢周

一郎, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 比企直樹, 

有田淳一, 高橋祐, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 

福長洋介, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野武, 山口俊

晴 

下部食道扁平上皮癌の腫瘍の口側位置と縦隔リ

ンパ節転移についての検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

81. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 渡邊雅之, 

斎浦明夫, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

胃上部早期胃がんに対する術式選択:噴門側胃切

除vs胃全摘術 胃全摘術. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

82. 志垣博信, 渡邊雅之, 山田和彦, 峯真司, 大矢周

一郎, 布部創也, 藤本佳也, 小西毅, 有田淳一, 

秋吉高志, 大橋学, 福永洋介, 長山聡, 谷村慎哉, 

高橋祐, 齋浦明夫, 上野雅資, 比企直樹, 佐野武, 

山口俊晴 

食道癌術後合併症に対する再手術が予後に及ぼ

す影響について. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

 

83. 有田淳一, 吉岡龍二, 奥村栄, 松村優, 高橋道郎, 

小野嘉大, 井上陽介, 大橋学, 秋吉高志, 峯真司, 

小西毅, 布部創也, 藤本佳也, 福長洋介, 長山聡, 

渡邊雅之, 上野雅資, 比企直樹, 高橋祐, 斎浦明

夫, 佐野武 

大腸癌肝肺転移に対するUpfront surgery戦略

下の切除率と長期予後. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

84. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

齋浦明夫, 上野雅資, 峯真司, 渡邊雅之, 山口俊

晴 

腹腔鏡下胃切除術後の早期再入院リスク因子に

関する臨床的検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

  

85. 松村優, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田準一, 井上陽介, 

小野嘉大, 坂本太郎, 高橋道郎, 上野雅資, 比企

直樹, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

胆管空腸吻合後に肝切除を施行した16例の検

討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

86. 比企直樹 

食道癌・胃癌における栄養管理の実践とエビデ

ンス. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

87. 比企直樹 

食道表在癌、早期胃癌に対する内視鏡診断治療

の進歩 消化管全層切除の果たす役割と今後の

展望. 

第100回日本消化器病学会総会: 東京, 2014 

 

88. 比企直樹, 布部創也 

外科診療におけるNSTの役割と将来像 上部消

化管外科病棟におけるNSTのあり方と将来像. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

89. 永田淳, 福長洋介, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 

長山聡, 上野雅資, 比企直樹, 斎浦明夫, 佐野武, 

山口俊晴 

結腸癌手術の郭清範囲と手術手技 脾彎曲部結

腸癌に対する郭清範囲と腹腔鏡下手術手技の検

討. 
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第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

90. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 有田淳一, 高橋祐, 斎浦明夫, 佐野武, 

山口俊晴 

腹腔鏡下幽門保存胃切除術における幽門下静脈

温存有無と術後stasis発生の関連性の検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

91. 田中友理, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

福長洋介, 渡邊雅之, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野

武, 山口俊晴 

食道癌・胃癌における栄養管理の実践とエビデ

ンス ERASに基づく胃癌術後管理. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

  

92. 神谷諭, 比企直樹, 本多通孝, 布部創也, 大橋学, 

佐野武, 山口俊晴 

胃癌手術におけるヘリコバクターピロリ除菌時

期に関する前向きランダム化比較試験. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

93. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 山口俊晴 

直腸癌側方郭清:開腹vs腹腔鏡 腹腔鏡. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

94. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿也, 永田淳, 布部創也, 大橋

学, 比企直樹, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下直腸癌手術の現状と展望 腹腔鏡下直

腸癌手術の現状と今後. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

95. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 斉浦明夫, 有田淳一, 高橋祐, 峯真司, 

渡邊雅之, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 谷村慎

哉, 佐野武, 山口俊晴 

直腸癌局所再発に対する外科治療の適応と限界 

直腸癌局所再発に対する切除手術症例の検討(最

近の治療戦略も含めて). 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

96. 長山聡, 高橋亮, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 

福長洋介, 上野雅資, 佐野武, 戸口田淳也, 坂井

義治 

細胞骨格関連タンパクC7059は細胞形態および

細胞遊走能を制御し、大腸癌進展に関与する. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

97. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

直腸癌局所再発に対する腹腔鏡手術の有用性に

ついて. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

98. 門田守人 

わが国のがん対策の現況と今後の展望. 

第79回日本泌尿器科学会東部総会: 神戸市, 

2014 

 

99. 高橋道郎, 齋浦明夫, 松村優, 小野嘉大, 井上陽

介, 坂本太郎, 有田淳一, 高橋祐 

5個以上の多発性肝転移に対する積極的な外科

治療について. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

100. 高津有紀子, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野

武, 山口敏晴 

大動脈リンパ節転移を伴う高度進行胃癌に対す

る術前化学療法+外科切除治療の検討. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

101. 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 小野嘉大, 井上陽

介, 高橋道郎, 坂本太郎, 松村優, 上野雅資, 佐

野武, 山口俊晴 

肝静脈根部大型肝癌に対する肝切除術式の工夫 

腺癌系肝腫瘍に対する3肝静脈再建を伴う肝切

除. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

102. 小西毅 

進行結腸癌に対する鏡視下手術：D3郭清から拡

大切除まで. 

第5回次世代の内視鏡下消化管手術セミナー: 

名古屋市, 2014 
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103. 布部創也, 清川貴志, 比企直樹 

気遣いの内視鏡外科手術 食道・胃 腹腔鏡下胃

切除で目指すべき機能温存手術. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

104. 福長洋介 

最新の腹腔鏡下大腸切除術：低侵襲から拡大手

術まで. 

第68回手術手技研究会: 京都市, 2014 

 

105. 井上陽介, 有田淳一, 熊谷祐, 前島理, 武田良祝, 

松村優, 小野嘉大, 高橋道郎, 高橋祐, 齋浦明夫 

Fusion ICG fluorescence imagingによる立体

的領域染色と解剖学的肝切除. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

106. 井上陽介, 齋浦明夫, 熊谷祐, 前島理, 武田良祝, 

松村優, 小野嘉大, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋祐 

転移性肝癌の治療方針 切除不能再発から見た

術前補助化学療法の功罪. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

107. 前島理, 井上陽介, 武田良祝, 松村優, 小野嘉大, 

坂本太郎, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明

夫 

Fusion ICG fluorescence imagingを用いた術

中血管・臓器造影の安全性と有用性. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

108. 大橋学 

経口アンビルの鏡視下胃癌手術への応用. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

109. 小西毅 

LARに必要な鏡視下骨盤解剖. 

第3回がん研アカデミー大腸: 東京, 2014 

 

110. 小西毅 

がん研における腹腔鏡下直腸手術の最前線：

TMEから側方郭清まで. 

大腸癌Expert Meeting: 愛媛市, 2014 

 

111. 山口俊晴 

がん免疫療法の臨床開発. 

第18回日本がん分子標的治療学会学術集会: 仙

台市, 2014 

 

112. 山口俊晴 

保険診療の問題点 医療技術評価の保険診療上

の問題点 総論. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

113. 布部創也 

内視鏡下消化器外科手術における手技の拘りと

その継承 ハイボリュームセンターでの腹腔鏡

下胃切除術における効果的なレジデント教育. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

114. 有田淳一, 松村優, 武田良祝, 井上陽介, 高橋祐, 

齋浦明夫 

経過中に腹膜播種を伴った大腸癌肝転移患者に

対する肝切除の成績. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

115. 松村優, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 井上陽介, 

高橋道郎, 小野嘉大, 武田良祝, 前島理, 熊谷祐 

正中弓状靱帯圧迫症候群を合併した膵頭部癌の

1切除例. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

116. 武田良祝, 斎浦明夫, 前島理, 熊谷祐, 松村優, 

小野嘉大, 高橋道郎, 井上陽介, 有田淳一, 高橋

祐 

当院における残膵癌切除症例の検討. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

117. 渡邊雅之, 峯真司, 志垣博信, 大矢周一郎, 矢島

和宜, 佐野武 

消化器外科領域におけるマイクロサージェリー 

食道切除後結腸再建における血管吻合の有用性. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

118. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 

大野吏輝, 武田光正, 長山聡, 福長洋介, 上野雅

資 

知っておくと役に立つあの手この手 上級医か

らレジデント・研修医へのメッセージ 消化器癌

における器械吻合のコツ(大腸癌3000例以上の

経験から). 
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第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

119. 長山聡 

ヒト大腸癌オルガノイドの樹立とその細胞生物

学的特性の解析. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

120. 高橋祐 

胆道癌再発切除の検討. 

第36回日本局所療法研究会: 八尾市, 2014 

 

121. 高橋道郎, 齋浦明夫, 前島理, 武田良祝, 松村優, 

小野嘉大, 熊谷祐, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐 

切除不能同時性大腸癌肝転移に対し化学療法の

後、ALPPS+三肝静脈切除再建を行った1症例. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

122. 齋浦明夫 

肝切除後合併症を極小化する：私のFaith and 

Rationality. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

123. 齋浦明夫, 小野嘉大, 有田淳一, 高橋祐, 井上陽

介, 坂本太郎, 高橋道郎, 松村優, 武田良祝, 古

賀倫太郎 

局所進行膵癌における血管合併切除術の工夫と

成績 Borderline膵癌に対する門脈脾静脈合併

切除を伴う結腸上前方アプローチによる膵頭十

二指腸切除. 

第26回日本肝胆膵外科学会学術集会: 和歌山市, 

2014 

 

124. 井上陽介, 齋浦明夫, 前島理, 武田良祝, 松村優, 

小野嘉大, 坂本太郎, 高橋道郎, 有田淳一, 高橋

祐 

Fusion ICG fluorescence imagingによる立体

的な解剖学的切除ガイド. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

125. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 山本頼

正, 坂本太郎, 井上陽介, 齋浦明夫, 佐野武, 山

口俊晴 

当院における十二指腸腫瘍に対するLECSの適

応と工夫. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

 

126. 向井俊貴, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 五十嵐正広, 為我井芳郎, 

千野晶子, 岸原輝仁, 水沼信之, 篠崎英司, 末永

光邦 

80歳以上の高齢者大腸癌に対する治療戦略. 

第81回大腸癌研究会: 名古屋市, 2014 

 

127. 坂本太郎, 小野嘉大, 前島理, 武田良祝, 松村優, 

高橋道郎, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明

夫 

Borderline resectable膵癌の治療成績と治療戦

略. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

128. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 峯真司, 渡邊雅之, 

有田淳一, 秋吉高志, 佐野武, 山口俊晴 

ハイボリュームセンターにおける腹腔鏡下胃切

除術のさらなる発展への取り組み. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

129. 大矢周一郎, 峯真司, 志垣博信, 渡邊雅之, 布部

創也, 大橋学, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴, 山

田和彦 

pN0食道癌における術後無再発生存期間および

全生存期間-Cox回帰分析による検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

130. 大野吏輝 

下部直腸がんに対する腹腔鏡下ISRの手術手技

と短期成績. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

131. 小菅敏幸, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃全摘後のCircular staplerを用いた食

道空腸吻合における工夫. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

132. 小西毅 

がん研における腹腔鏡下直腸手術の最前線：

TMEから側方郭清まで. 

第4回埼玉県大腸外科教育セミナー: さいたま

市, 2014 

 

133. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 齋浦明夫, 比企直樹, 佐野武, 山口俊

晴 

下部進行直腸癌に対する術前化学放射線療法後

の側方郭清の適応と有効性に関する検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 
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134. 小西毅, 松阪諭, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 水沼信之, 篠崎英司, 末永

光邦, 五十嵐正広, 為我井芳郎, 浦上尚之, 千野

晶子, 岸原輝仁, 山口俊晴, 畠清彦, 武藤徹一郎 

直腸癌に対する術前化学放射線療法が血中遊離

癌細胞(CTC)に与える影響に関する検討. 

第79回大腸癌研究会: 大阪市, 2014 

 

135. 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 比企直樹, 布部創也, 

大橋学, 福長洋介, 小西毅, 有田淳一, 秋吉高志 

食道胃接合部腺癌と下部食道扁平上皮癌の縦隔

リンパ節転移に関する検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

136. 峯真司, 渡邊雅之, 山田和彦, 志垣博信, 大矢周

一郎 

食道胃接合部腺癌の腫瘍口側位置と縦隔リンパ

節転移についての検討. 

第68回食道学会学術集会: 東京, 2014 

 

137. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 渡邊雅之, 

井上陽介, 有田淳一, 秋吉高志, 佐野武, 山口俊

晴 

腹腔鏡下胃癌手術におけるリンパ節郭清のポイ

ント：High Volume Centerにおける胃癌手術の

pitfall. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

138. 志垣博信 

食道癌根治切除後の頸部リンパ節再発に対する

手術を含めた集学的治療の検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

139. 志垣博信, 大矢周一郎, 峯真司, 渡邊雅之, 布部

創也, 大橋学, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

ホエイペプチド含有免疫調整栄養剤の投与によ

る食道癌術後感染症合併症の検討. 

第68回食道学会学術集会: 東京, 2014 

 

140. 有田淳一, 阪本良弘, 小野嘉大, 大黒聖二, 掘周

太郎, 島田和昭, 高橋祐, 山中竹春, 齋浦明夫, 

小菅智男 

幽門輪温存膵頭十二指腸切除での十二指腸空腸

吻合における器械吻合と手縫い吻合の無作為化

比較臨床試験. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

141. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 神谷諭, 

井田智, 速水克, 辻浦誠浩, 松田達雄, 佐野武, 

山口俊晴 

腹腔鏡下幽門側胃切除術の再建法の変遷と臨床

的評価. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

142. 松村優, 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 井上陽介, 

小野嘉大, 高橋道郎, 坂本太郎, 武田良祝, 前島

理 

当院における浸潤性膵癌術後長期生存者の検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

143. 武田良祝, 齋浦明夫, 松村優, 小野嘉大, 坂本太

郎, 高橋道郎, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 山

口俊晴 

無症状膵癌のstageと予後の検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

144. 比企直樹 

がんと栄養 がん専門病院における栄養管理の

意義. 

日本外科代謝栄養学会第51回学術集会: 大阪市, 

2014 

 

145. 比企直樹, 布部創也, 大橋学 

腹腔鏡胃切除を開腹手術に近づけるために：新

たなるデバイスの使用法. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

146. 清川貴志, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 有田淳一, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

85歳以上の超高齢者に対する胃癌手術の安全性

と予後. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

147. 渡邊雅之, 峯真司, 志垣博信, 大矢周一郎, 佐野

武 

短期および長期予後から見たサルベージ手術の

適応. 

第68回食道学会学術集会: 東京, 2014 

 

148. 渡邊雅之, 峯真司, 志垣博信, 大矢周一郎, 佐野

武, 山口俊晴, 吉田直矢, 馬場祥史, 井田智, 馬

場秀夫 

食道切除または根治的化学放射線療法後のリン

パ節再発に対するリンパ節切除の意義. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

149. 石沢武彰, 工藤宏樹, 山下俊, 金子順一, 青木琢, 

阪本良弘, 長谷川潔, 菅原寧彦, 齋浦明夫, 國土

宏典 
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肝癌，胆管，および膵液漏を描出する術中蛍光

イメージングを如何に臨床応用するか. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

150. 神谷諭, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

１鏡視下胃切除術における開腹移行症例の検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

151. 福長洋介 

直腸癌側方リンパ節転移陽性症例に対する腹腔

鏡下側方郭清. 

第23回がん転移学会学術集会: 金沢市, 2014 

 

152. 秋吉高志 

下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清術の

コツと短期成績. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

153. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 

大野吏輝, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資 

結腸癌に対する結腸切除術の合併症について

（1963例からの経験）. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

154. 西川正博, 谷村慎哉, 徳原太豪, 比企直樹, 布部

創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

高齢者胃癌に対する治療戦略：低侵襲治療とし

ての腹腔鏡下胃切除術の積極的適応とその成績. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

155. 長嵜寿矢 

直腸癌局所再発に対する腹腔鏡手術の有用性に

ついて. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

156. 高橋祐, 古賀倫太郎, 有田淳一, 井上陽介, 小野

嘉大, 高橋道郎, 坂本太郎, 松村優, 武田良祝, 

齋浦明夫 

肝門部胆管癌に対する血管合併切除の治療成績. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

157. 高橋道郎, 齋浦明夫, 前島理, 武田良祝, 松村優, 

小野嘉大, 坂本太郎, 井上陽介, 有田淳一, 高橋

祐 

当院における二期的肝切除の経験. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

158. 高津有紀子, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野

武, 山口俊晴 

大動脈リンパ節転移を伴う高度進行胃癌に対す

る術前化学療法+外科切除治療の検討. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

159. 齋浦明夫, 高橋祐, 古賀倫太郎, 井上陽介, 有田

淳一, 小野嘉大, 高橋道郎, 上野雅資, 佐野武, 

山口俊晴 

大腸癌肝転移に対するResection Selection:再

発症例に対する根治治療の重要性. 

第69回日本消化器外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

160. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 佐野武, 山口俊晴 

臨床的早期胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の長

期成績 単施設、後ろ向き研究. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

161. 小西毅 

安全な腹腔鏡下直腸癌手術のコツと解剖. 

第1回多摩内視鏡手術セミナー: 東京, 2014 

 

162. 福長洋介 

細径鉗子による超低位前方切除術：視野展開と

出血のない剥離のコツ. 

第3回Reduced Port Surgery Forum 2014 in 

Fukui / 第11回Needlescopic Surgery 

Meeting / 第8回単孔式内視鏡手術研究会: 福

井市, 2014 

 

163. 門田守人 

がん患者の治療と就労の両立支援 がん患者が

権利を持って働くことのできる社会構築を目指

して. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

164. 小西毅 

進行下部直腸癌に対する腹腔鏡下手術：側方郭

清を含めて. 

Colorectal Cancer Symposium in Fukuoka: 

福岡市, 2014 

 

165. 渡邊雅之, 志垣博信, 峯真司 

化学放射線療法を用いた食道がん治療の新展開 

安全性と長期予後からみた食道癌に対するサル

ベージ手術の適応. 

第88回日本消化器内視鏡学会総会: 神戸市, 

2014 

 

166. 井上陽介, 齋浦明夫, 松村優, 石沢武彰, 有田淳

一, 高橋祐, 上野雅資, 比企直樹, 山口俊晴 

腹腔鏡下膵頭十二指腸切除の安全性・有用性に
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関する外科phase Ⅰ trial. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

167. 井田智, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達雄, 

速水克, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

佐野武, 山口俊晴 

幽門保存胃切除術における術後症状・栄養状態

およびQOLの評価. 

第44回胃外科術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

168. 井田智, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達雄, 

速水克, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃切除術の効果的なレジデント教育シ

ステムの確立. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

169. 古川陽菜, 比企直樹, 松田達雄, 速水克, 井田智, 

辻浦誠浩, 神谷諭, 入野誠之, 本多通孝, 布部創

也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃全摘の進行癌症例への適応拡大に向

けて. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

170. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 入野誠之, 本多通

孝, 古川陽菜, 山口俊晴 

進行胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の短期、長

期成績と適応拡大への取り組み. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

171. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 武田光

正, 高津有紀子, 小倉淳司, 濱崎俊輔, 渡邊雅之 

下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清術の

手技と短期成績. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

172. 寺澤無我, 石沢武彰, 田中真之, 松木亮太, 武田

良祝, 松村優, 市田洋文, 熊谷祐, 井上陽介, 有

田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫 

ICG蛍光法をカラー像に重畳する新規イメージ

ングシステムを用いた腹腔鏡下肝切除術. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

173. 寺澤無我, 石沢武彰, 田中真之, 松木亮太, 武田

良祝, 松村優, 市田洋文, 熊谷祐, 井上陽介, 有

田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫 

Indocyanine greenの蛍光をカラー像に重畳す

る新規イメージングシステムを用いた腹腔鏡下

肝切除. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

174. 小倉淳司, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 大野

吏輝, 武田光正, 高津有紀子, 濱崎俊輔, 渡邉元

己, 山口俊晴 

進行右側結腸癌に対する腹腔鏡下右半結腸切除

術の治療成績. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

175. 小西毅 

この1年で進歩したこと、そして更なる展開へ. 

第7回骨盤内視鏡外科セミナー: 盛岡市, 2014 

 

176. 小西毅 

腹腔鏡下直腸癌手術：安全な術式の普及に大切

なことは？. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

177. 小西毅 

腹腔鏡下直腸癌手術における側方郭清の展望と

課題. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

178. 小西毅 

Ｓ状結腸、直腸切除の基本手技：技術認定取得

のために必要なこと. 

第5回全国労災病院内視鏡外科セミナー: 郡山

市, 2014 

 

179. 小西毅 

直腸癌に対する腹腔鏡下手術の最前線. 

第2回東北内視鏡外科セミナー: 仙台市, 2014 

 

180. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 高橋祐, 布部創也, 峯真司, 大橋学, 

比企直樹, 渡邊雅之, 齋浦明夫, 山口俊晴 

安全で質の高い腹腔鏡下直腸手術に必要な骨盤

深部肛門管解剖と視野展開法. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

181. 小西毅, 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 永田淳, 山口俊晴 

ICG蛍光法を用いた新たな尿管可視化システム

の開発と周囲浸潤結腸癌に対する鏡視化拡大切

除への応用. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

182. 布部創也, 本多通孝, 比企直樹, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 
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幽門保存胃切除術の手技とその意義. 

第44回胃外科・術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

183. 布部創也, 本多通孝, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 山口俊晴 

進化する左側アプローチ：D2郭清での助手の術

野展開の工夫. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

184. 布部創也, 本多通孝, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 齋浦明夫, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡下幽門保存胃切除の適応と

手技. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

185. 本多通孝, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 井田智, 

速水克, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

術後症状尺度“ES4”における臨床的に意義のあ

る最小の差の計測. 

第44回胃外科術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

186. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 入野誠

之, 神谷諭, 古川陽菜, 井田智, 速水克, 辻浦誠

浩, 松田達雄, 山口俊晴 

腹腔鏡下幽門側胃切除術における膵上縁郭清か

らみた癒合筋膜と後腹膜の解剖. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

187. 松田達雄, 比企直樹, 布部創也, 井田智, 辻浦誠

浩, 速水克, 神谷諭, 古川陽菜, 入野誠之, 本多

通孝, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

当院における胃腫瘍性病変に対する腹腔鏡・内

視鏡合同胃切除90例の治療成績. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

188. 武田光正, 藤本佳也, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 小西毅, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 大野

吏輝, 高津有紀子, 小倉淳司, 濱崎俊輔, 渡邉元

己, 山口俊晴 

術前治療導入前の腹腔鏡下人工肛門造設術. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

189. 比企直樹 

消化管腫瘍に対する機能温存手術 LECS

（Laparoscopy and Endoscopy Cooperative 

Surgery）コンセプトの進化. 

JDDW2014: 横浜市, 2014 

 

190. 比企直樹 

ランドマークを意識した腹腔鏡下胃切除におけ

るリンパ節郭清のコツ. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

191. 比企直樹 

腹腔鏡下胃全摘の教育、継承に適した定型化へ

向けて. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

192. 比企直樹 

Science of Tissue Management の観点から腹

腔鏡下胃切除を考える. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

193. 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

がん研有明病院胃外科におけるレジデントの教

育. 

第44回胃外科・術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

194. 永田淳, 福長洋介, 濱崎俊輔, 渡邉元己, 小倉淳

司, 高津有紀子, 武田光正, 大野吏輝, 秋吉高志, 

小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 上野雅資 

細径鉗子を用いた腹腔鏡下横行結腸の切除の工

夫と定型化. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

195. 渡邊雅之, 峯真司, 志垣博信, 奥村康弘, 松本晶, 

西田康二郎, 佐野武 

症例検討：食道. 

JDDW2014: 神戸市, 2014 

 

196. 石沢武彰 

内視鏡下手術における超音波技術の有用性. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

197. 石沢武彰, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 山元謙

太郎, 山元章生, 國土宏典, 齋浦明夫 

腹腔鏡下肝切除の保険収載術式について有効性

を向上させるための取り組み. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

198. 神谷諭, 比企直樹, 井田智, 辻浦誠浩, 速水克, 

松田達雄, 古川陽菜, 入野誠之, 本多通孝, 小菅

敏幸, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

当科における腹腔鏡胃全摘術後再建術のトラブ

ルとその対処法. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 
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199. 福長洋介 

腹腔鏡下大腸切除術 もう一度基本に立ち返ろ

う 腹腔鏡下Ｓ状結腸-直腸. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

200. 秋吉高志 

「エネルギーデバイス進化論」骨盤腔内におけ

る止血・剥離コントロールとラパロ用排煙装置

を使用した視野展開. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

201. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 大野吏輝, 武田

光正, 小倉淳司, 高津有紀子, 濱崎俊輔, 佐野武, 

山口俊晴 

他臓器合併切除を伴うS状結腸～直腸癌に対す

る腹腔鏡下手術の治療成績. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

202. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明

夫, 峯真司, 渡邊雅之, 布部創也, 大橋学, 比企

直樹 

Lap-ISRの手術手技と治療成績. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

203. 辻浦誠浩, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 松田達

雄, 速水克, 井田智, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通

孝, 入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 山口俊晴 

当院における過去9年間の腹腔鏡下胃切除術に

ついての検討：特に導入前期・後期の手術成績

の比較. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

204. 速水克, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 井田智, 本

多通孝, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除術 観音開き法再建の臨

床経験と評価. 

第44回胃外科術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

205. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴 

BMI35Kg/m2以上の肥満症例に対する腹腔鏡下

大腸手術の検討. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

206. 高橋祐, 有田淳一, 井上陽介, 小野嘉大, 高橋道

郎, 松村優, 武田良祝, 熊谷祐, 古賀倫太郎, 渡

邊雅之, 比企直樹, 上野雅資, 佐野武, 山口俊晴, 

齋浦明夫 

肝外胆管癌の切除成績：肝門部胆管癌と中下部

胆管癌の比較. 

JDDW 2014: 神戸市, 2014 

 

207. 高津有紀子, 福長洋介, 小倉淳司, 渡邊元己, 濱

崎俊輔, 武田光正, 永田淳, 大野吏輝, 長嵜寿矢, 

秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 上野雅資 

IMA根部処理後お左側結腸血流障害に対する腹

腔鏡下トラブルシューティング. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

208. 齋浦明夫 

大腸癌肝限局転移例（LLD）における腹腔鏡下肝

切除術の実際と周術期化学療法について. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

209. 井田智, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達雄, 

速水克, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃切除術の効果的なレジデント教育シ

ステムの確立. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

210. 佐野武 

胃癌手術におけるリンパ節郭清のコツと視野展

開. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

211. 佐野武 

胃癌治療ガイドラインについて. 

第16回Hiroshima Oncology Group of Gastric 

Cancer学術講演: 広島市, 2014 

 

212. 古川陽菜, 比企直樹, 入野誠之, 松田達雄, 速水

克, 辻浦誠浩, 神谷諭, 本多通孝, 布部創也, 大

橋学, 佐野武, 山口俊晴 

当院における高齢者胃癌に対する術前リスク評

価の検討. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

213. 大野吏輝, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 長崎寿矢, 永田淳, 岸原輝

仁, 千野晶子, 浦上尚之, 為我井芳郎, 五十嵐正

広 

当院におけるリンパ節転移リスクに基づく直腸

NETの外科治療. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 
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214. 寺澤無我, 有田淳一, 齋浦明夫, 高橋祐, 井上陽

介, 石沢武彰 

大腸癌肝転移に対し二期的肝切除術を考慮した

14例の短期成績. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

215. 小倉淳司, 千野晶子, 岸原輝仁, 為我井芳郎, 五

十嵐正広, 大野吏輝, 永田淳, 長嵜寿也, 秋吉高

志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野

雅資 

術前化学放射線療法を行った下部進行直腸癌に

おけるEndoscopic Complete 

Response(E-CR)の評価法と意義. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

216. 小倉淳司, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 大野

吏輝, 比企直樹, 布部創也, 齋浦明夫, 山口俊晴 

仙骨前面のCRM 確保困難な上部直腸癌に対し

て術前治療を行った症例の検討. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

217. 小西毅 

がん研有明病院における腹腔鏡下大腸切除. 

北部九州LACセミナー: 小倉市, 2014 

 

218. 小西毅 

３Dで学ぶ側方郭清の解剖. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

219. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 五十嵐正広, 為我井芳郎, 千野晶子, 

岸原輝仁, 武藤徹一郎 

局所進行直腸癌に対する集学的治療の新展開 

局所進行直腸癌に対する術前化学放射線療法後

の治療的側方郭清の有効性と長期成績. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

220. 山口俊晴 

外科医の技術評価はどうあるべきか  

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

221. 市田洋文, 石沢武彰, 寺澤無我, 武田良祝, 田中

真之, 熊谷祐, 松村優, 松木亮太, 井上陽介, 有

田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫 

腹腔鏡下肝胆道手術におけるロボットカメラコ

ントローラーの有用性. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

222. 布部創也, 本多通孝, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下胃切除における左側アプローチの有用

性. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

223. 松田達雄, 比企直樹, 布部創也, 井田智, 辻浦誠

浩, 速水克, 神谷諭, 古川陽菜, 入野誠之, 本多

通孝, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

早期胃癌やdelleを伴う胃粘膜下腫瘍に対する

LECS の工夫（Inverted LECS 法）. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

224. 武田光正, 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資 

卵管癌直腸転移の1例. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

225. 永田淳, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 比企直樹, 布部創也, 峯真

司, 大橋学, 齋浦明夫, 大野吏輝, 長嵜寿矢, 山

口俊晴 

当院における進行下部直腸癌に対する術前放射

線化学療法と画像診断に基づく選択的側方リン

パ節郭清. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

226. 永田淳, 長嵜寿矢, 大野吏輝, 秋吉高志, 小西毅, 

藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 千野晶

子, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

当院における腹腔鏡下横行結腸切除術の検討. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

227. 渡邉元己 

大腿皮膚Merkel細胞癌の内腸骨リンパ節転移に

対し腹腔鏡下側方リンパ節郭清を行った1例. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

228. 渡邊雅之, 峯真司, 志垣博信, 奥村康弘, 松本晶, 

西田康二郎, 佐野武 

安全性と長期予後から見た食道癌に対するサル

ベージ手術の適応. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

229. 田中真之, 井上陽介, 寺澤無我, 武田良祝, 熊谷

祐, 松村優, 松木亮太, 市田洋文, 石沢武彰, 有

田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫 
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鏡視下Fusion ICG fluorescence imagingが有

用であった巨大肝嚢胞の1例. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

230. 神谷諭, 比企直樹, 入野誠之, 本多通孝, 井田智, 

辻浦誠浩, 速水克, 松田達雄, 古川陽菜, 布部創

也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

洗浄細胞診陽性胃癌に対する術前化学療法の意

義. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

231. 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 小西毅, 

秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 大野吏輝, 武田光

正, 高津有紀子, 小倉淳司, 濱崎俊輔, 渡邉元己 

新しい腹腔鏡下大腸癌手術の手技と定型化 腹

腔鏡下低位前方切除術および内肛門括約筋間剥

離術の手術手技. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

232. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿也, 永田淳, 大野吏輝, 村田

飛鳥, 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井芳郎, 五十嵐

正広 

当院におけるcSMN0直腸癌に対する腹腔鏡下手

術の治療成績. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

233. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井芳郎, 五

十嵐正広 

標準化したストーマ造設 1200例以上の経験

から. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

234. 西田康二郎, 奥村康弘, 志垣博信, 松本晶, 峯真

司, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 渡邊雅之 

食道癌切除術の頚部食道胃管吻合における三辺

外翻三角吻合および有茎大網弁被覆法の有用性. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

235. 辻浦誠浩, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 松田達

雄, 速水克, 井田智, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通

孝, 入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口

俊晴 

当院における腹腔鏡下幽門側切除術についての

検討：LADC導入前期・後期の手術成績の比較を

含めて. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

236. 速水克, 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 松田達雄, 

井田智, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡下胃全摘再建法：巾着法を

用いた引き上げ変法の実際. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

237. 長嵜寿矢 

結腸癌及びRS直腸癌における主リンパ節転移陽

性症例の検討. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

238. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 永田淳, 大野吏輝, 布部

創也, 比企直樹, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡下直腸癌手術手技の定例化

の工夫：主に助手の術野展開の定型化. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

239. 齋浦明夫, 小西毅, 福長洋介, 秋吉高志, 長山聡, 

藤本佳也, 上野雅資 

大腸癌肝転移に対する肝切除限界：切除率向上

を目指して. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

240. 齋浦明夫, 高橋祐, 有田淳一, 井上陽介, 石沢武

彰, 小野嘉大, 坂本太郎, 松村優 

肝胆膵外科の教育：膵頭十二指腸切除の段階的

レベル別修練法を例に. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

241. 速水克, 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 松田達雄, 

井田智, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

入野誠之, 峯真司, 渡邊雅之, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡下胃全摘再建法の変遷. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

 

乳腺外科 

1. Sakai, T., Iwata, H., Hasegawa, Y., 

Nakamura, R., Akabane, H., Ohtani, S., 

Kashiwaba, M., Taira, N., Toyama, T., 

Yamamoto, Y., Fujisawa, T., Masuda, N., 

Yamaguchi, T., Mukai, H., Ohashi, Y. 

First report of clinicopathological analysis in 

neoadjuvant treatment phase in NEOS: A 
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randomized study of adjuvant endocrine 

therapy with or without chemotherapy for 

postmenopausal breast cancer patients who 

responded to neoadjuvant letrozole. 

San Antonio Breast Cancer Symposium: San 

Antonio, 2014 

 

2. Sato, A., Sakai, T., Moroo, F., Kimura, K., 

Tanabe, M., Horii, R., Akiyama, F., Iwase, T. 

Reoperative sentinel lymph node biopsy for 

ipsilateral breast tumor recurrence: impact 

of axillary surgery and radiation therapy on 

lymphatic drainage patterns. 

San Antonio Breast Cancer Symposium: San 

Antonio, USA, 2014 

 

3. 何森亜由美 

明日からの乳腺診療を変える乳房超音波テクニ

ック. 

第21回三重乳腺診断フォーラム: 津市, 2014 

 

4. 蒔田益次郎, 伊藤良則, 森園英智, 中島絵里, 坂

井威彦, 萩谷朗子, 飯島耕太郎, 宮城由美, 荒木

和浩, 高橋俊二, 岩瀬拓士 

乳癌術後補助アナストロゾール治療中の関節痛

が予後に及ぼす影響について. 

第14回関東ホルモンと癌研究会: 東京, 2014 

 

5. 佐藤綾花, 坂井威彦, 五味直哉, 宮城由美, 堀井

理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

マンモグラフィで奇異な石灰化を呈した一側多

発乳癌の一例. 

第23回乳癌画像研究会: 高松市, 2014 

 

6. 何森亜由美 

見逃さない乳房超音波検査法：解剖からのアプ

ローチ. 

第31回広島県医学検査学会: 広島市, 2014 

 

7. 何森亜由美 

高分解能超音波を活かす乳腺の実態構造理解. 

第23回日本乳癌画像研究会: 高松市, 2014 

 

8. 何森亜由美 

MRI2ndLookUSの考え方と実際：主に穿刺吸引

細胞診を使って. 

第71回東京乳腺研究会: 東京, 2014 

 

9. 白井智子, 五味直哉, 蒔田益次郎, 宮城由美, 照

屋なつき, 堀井理絵, 秋山太, 升田吉雄, 岩瀬拓

士 

嚢胞内癌の壁外浸潤が疑われた非浸潤性乳管癌

の一例. 

第23回日本乳癌画像研究会: 高松市, 2014 

 

10. 萩谷朗子, 中島絵里, 坂井威彦, 宮城由美, 飯島

耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 國分優美, 五味

直哉, 加藤千絵子, 富樫保行, 五十里美栄子, 何

森亜由美, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

当院における治療前リンパ節評価の方法と今後

のリンパ節評価のあり方について. 

第23回日本乳癌画像研究会: 高松市, 2014 

 

11. 何森亜由美 

MRI2ndLookUSの考え方と実際：主に穿刺吸引

細胞診を使って. 

第69回徳島乳腺研究会: 徳島市, 2014 

 

12. 荻谷朗子, 中島絵里, 坂井威彦, 宮城由美, 飯島

耕太郎, 木村聖美, 森園英智, 蒔田益次郎, 堀井

理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

センチネルリンパ節転移陽性症例で郭清省略可

能群を探る OSNA法を用いて. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

13. 蒔田益次郎, 坂井威彦, 荻谷朗子, 森園英智, 木

村聖美, 飯島耕太郎, 宮城由美, 中島絵里, 師尾

典子, 伊藤良則, 秋山太, 岩瀬拓士 

年齢は本当に乳癌の予後因子か. 

第114回日本外科学会定期学術集会: 京都市, 

2014 

 

14. 中島絵里, 北川大, 荻谷朗子, 坂井威彦, 宮城由

美, 飯島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 岩瀬拓

士 

わが国における遺伝性乳癌の頻度と予防切除の

適応について 遺伝性乳がん卵巣がん症候群と

は その基礎と疫学を中心に. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

15. 何森亜由美 

乳腺超音波 正常解剖と病変の立体構造をどう

とらえるか. 

第39回日本超音波検査学会学術集会: 名古屋市, 

2014 

 

16. 中島絵里, 芦原有美, 喜多瑞穂, 荻谷朗子, 坂井

威彦, 森園英智, 宮城由美, 飯島耕太郎, 蒔田益
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次郎, 新井正美, 岩瀬拓士 

当院における遺伝性乳がん卵巣がん診療のため

の乳癌患者背景 NCCNガイドライン基準に基

づく解析. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

17. 佐藤綾花, 坂井威彦, 師尾典子, 木村聖美, 小泉

満, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

温存乳房内再発に対する2ndセンチネルリンパ

節生検の成績. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

18. 何森亜由美 

乳癌超音波診断：乳腺構造読影の活かし方. 

第3回Cancer Expert Forum: 東京, 2014 

 

19. 何森亜由美, 國分優美, 藤井祐次, 坂井威彦, 堀

井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

「画像的境界病変における乳腺超音波立体所見

診断研究」終了報告. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

20. 宮城由美, 山崎希恵子, 山岸陽二, 五味直哉, 堀

井理絵, 秋山太, 伊藤良則, 高橋俊二, 岩瀬拓士 

N2b以上のリンパ節転移を認めた症例で腋窩リ

ンパ節のypN0が予後予測因子となりうるか? 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

21. 小野寿子, 坂井威彦, 小林心, 伊藤良則, 堀井理

絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

原発性乳癌のステージ分布と2年以内医療機関

受診率の検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

22. 山岸陽二, 宮城由美, 山崎希恵子, 五味直哉, 堀

井理絵, 秋山太, 高橋俊二, 伊藤良則, 岩瀬拓士 

術前化学療法前後でのリンパ節転移の臨床的意

義について. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

23. 山崎希恵子, 宮城由美, 山岸陽二, 五味直哉, 堀

井理絵, 秋山太, 高橋俊二, 伊藤良則, 岩瀬拓士 

乳癌術前化学療法における腋窩リンパ節に対す

るサブタイプ別効果. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

24. 師尾典子, 坂井威彦, 佐藤綾花, 蒔田益次郎, 五

味直哉, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 中島絵里, 

荻谷朗子, 森園英智, 宮城由美, 飯島耕太郎 

温存乳房内癌の発見動機についての検討 超音

波を用いた術後サーベイランスの有用性につい

て. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

25. 木村聖美, 荻谷朗子, 中島絵里, 坂井威彦, 森園

英智, 飯島耕太郎, 宮城由美, 蒔田益次郎, 秋山

太 

乳癌に対するセンチネルリンパ節生検後3年の

リンパ浮腫頻度. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

26. 柳裕代, 蒔田益次郎, 五味直哉, 立川智弘, 荻谷

朗子, 坂井毅彦, 森園英智, 宮城由美, 秋山太, 

岩瀬拓士, 堀井理絵, 飯島耕太郎, 中島絵里, 石

田直子, 佐藤綾花, 山崎希恵子, 師尾典子, 小野

寿子, 白井智子, 鈴木えりか 

異常乳頭分泌や石灰化病変等の非触知乳癌に対

するCT segmentectomyの成績. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

27. 森園英智, 池畑浩一, 川島麻里沙, 加藤千絵子, 

富樫保行, 五十里美栄子, 何森亜由美, 坂井威

彦, 岩瀬拓士, 堀井理絵, 秋山太 

穿刺吸引細胞診による術前腋窩リンパ節転移診

断精度の検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

28. 白井智子, 荒木和浩, 小林心, 深田一平, 小林隆

之, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

HER2陽性転移乳癌に対する化学療法・トラスツ

ズマブ同時併用後のアンスラサイクリン治療に

よる心毒性の検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

29. 荻谷朗子, 中島絵里, 坂井威彦, 宮城由美, 飯島

耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 堀井理絵, 秋山

太, 岩瀬拓士 

One-step nucleic acid amplification(OSNA)法

による乳癌診療の新たな展開に向けて. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

30. 蒔田益次郎, 坂井威彦, 飯島耕太郎, 森園英智, 

宮城由美, 荻谷朗子, 中島絵里, 荒木和浩, 高橋

俊二, 伊藤良則, 五味直哉, 小口正彦, 秋山太, 

岩瀬拓士 

非浸潤癌初回治療後の二次乳癌発生に関する検

討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 
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31. 飯島耕太郎, 蒔田益次郎, 中島絵里, 坂井威彦, 

荻谷朗子, 森園英智, 何森亜由美, 宮城由美, 岩

瀬拓士 

EPUBを用いた診療マニュアルの電子化. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

32. 何森亜由美 

乳腺. 

乳頭超音波セミナーin福岡: 福岡市, 2014 

 

33. 荻谷朗子, 中島絵里, 坂井威彦, 宮城由美, 飯島

耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 堀井理絵, 秋山

太, 岩瀬拓士 

当院のセンチネルリンパ節生検郭清省略の長期

予後と再発症例の転帰について. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

34. 萩谷朗子, 岩瀬拓士, 秋山太 

センチネルリンパ節の転移量から予後予測は可

能. 

第8回セラノティクス研究会: 大阪市, 2014 

 

35. 何森亜由美 

新しい乳房超音波診断ガイドラインに基づく乳

房超音波観察のコツ. 

第12回京都ブレストセミナー: 京都市, 2014 

 

36. 何森亜由美, 青儀健二郎 

良悪性判定困難病変の臨床的対応. 

第11回日本乳癌学会中国四国地方会教育セミナ

ー: 広島市, 2014 

 

37. 宮城由美 

乳腺外科医が放射線科医に望むこと. 

第50回日本医学放射線学会秋季臨床大会: 神戸

市, 2014 

 

38. 萩谷朗子, 大迫智, 堀井理絵, 岩瀬拓士, 秋山太 

One-step nucleic acid amplification（OSNA）

法を用いた乳癌センチネルリンパ節生検の成績. 

第16回SNNS研究会学術集会: 鹿児島市, 2014 

 

39. 何森亜由美 

聞いて納得！乳腺超音波上達への近道. 

第33回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

別府市, 2014 

 

40. 何森亜由美 

わかる、できる、好きになる、乳腺エコー：血

流情報をあわせて. 

日本超音波医学会第41回関西地方会学術集会: 

京都市, 2014 

 

41. 北川大, 中島絵里, 荻谷朗子, 坂井威彦, 森園英

智, 飯島耕太郎, 宮城由美, 蒔田益次郎, 新井正

美, 岩瀬拓士 

家族性腫瘍診療における外科治療の役割 がん

研有明病院でのHBOC診療の現在と未来. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

42. 岩瀬拓士, 堀井理絵, 秋山太 

検診で発見された境界病変の診断と治療 検診

で発見された境界病変に対する臨床医の対応に

ついて. 

第23回日本乳癌検診学会総会: 前橋市, 2014 

 

43. 荻谷朗子, 木村聖美, 北川大, 中島絵里, 坂井威

彦, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次

郎, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

腋窩廓清省略時代におけるセンチネルリンパ節

生検の意義 センチネルリンパ節転移陰性、腋窩

郭清省略症例の術後1年、3年時のリンパ浮腫発

生頻度について. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

44. 萩谷朗子, 木村聖美, 北川大, 中島絵里, 坂井威

彦, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次

郎, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

腋窩郭清省略時代におけるセンチネルリンパ節

生検の意義：センチネルリンパ節転移陰性、腋

窩郭清省略症例の術後１年、３年時のリンパ浮

腫発生頻度について. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

45. 貴志美紀, 坂井威彦, 照屋なつき, 北川大, 中島

絵里, 荻谷朗子, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園英

智, 蒔田益次郎, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

術後17年目に局所再発した浸潤性小葉癌の一

例. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

46. 北川大 

局所進行乳がんの治療について. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

47. 師尾典子, 堀井理絵, 五味直哉, 秋山太, 岩瀬拓

士 

HBOCの術後１年半で発見された対側乳癌の一

例. 
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第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

48. 新堰佳世子, 堀井理絵, 坂井威彦, 照屋なつき, 

飯島耕太郎, 秋山太, 岩瀬拓士 

USで硬癌が疑われた顆粒細胞腫の１例. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

 

乳腺内科 
1. Fukada, I., Araki, K., Takahashi, S., 

Kobayashi, T., Kobayashi, K., Shibayama, T., 

Ito, Y. 

The pattern of tumor shrinkage is associated 

with prognosis In luminal early breast 

cancer during neoadjuvant chemotherapy. 

第12回日本臨床腫瘍学会学術集会: 福岡市, 

2014 

 

2. 白井智子, 五味直哉, 蒔田益次郎, 宮城由美, 照

屋なつき, 堀井理絵, 秋山太, 升田吉雄, 岩瀬拓

士 

嚢胞内癌の壁外浸潤が疑われた非浸潤性乳管癌

の一例. 

第23回日本乳癌画像研究会: 高松市, 2014 

 

3. 伊藤良則 

PI3K/AKT/mTORシグナル伝達阻害薬による乳

癌治療の臨床開発. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

4. 小林心, 伊藤良則, 河合祐子, 深田一平, 柴山朋

子, 小林隆之, 荒木和浩, 高橋俊二, 岩瀬拓士 

転移乳癌におけるエリブリンの投与間隔に関す

る後方視的解析. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

5. 柳裕代, 蒔田益次郎, 五味直哉, 立川智弘, 荻谷

朗子, 坂井毅彦, 森園英智, 宮城由美, 秋山太, 

岩瀬拓士, 堀井理絵, 飯島耕太郎, 中島絵里, 石

田直子, 佐藤綾花, 山崎希恵子, 師尾典子, 小野

寿子, 白井智子, 鈴木えりか 

異常乳頭分泌や石灰化病変等の非触知乳癌に対

するCT segmentectomyの成績. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

6. 柴山朋子, 荒木和浩, 小林心, 小林隆之, 深田一

平, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

転移乳癌に対する化学療法後内分泌維持療法の

検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

7. 深田一平, 高橋俊二, 荒木和浩, 小林隆之, 小林

心, 柴山朋子, 河合佑子, 五味直哉, 堀井理絵, 

秋山太, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

Luminal乳癌における術前化学療法による腫瘍

縮小様式と予後予測因子の後方視的検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

8. 白井智子, 荒木和浩, 小林心, 深田一平, 小林隆

之, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

HER2陽性転移乳癌に対する化学療法・トラスツ

ズマブ同時併用後のアンスラサイクリン治療に

よる心毒性の検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

9. 石田直子, 荒木和浩, 坂井威彦, 小林心, 小林隆

之, 深田一平, 山下啓子, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 

伊藤良則 

閉経後進行乳癌に対するフルベストラントの効

果と安全性についての検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

10. 荒木和浩, 深田一平, 小林心, 河合佑子, 柴山智

子, 蒔田益次郎, 武石優子, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 

伊藤良則, 坂井威彦, 荻谷朗子, 森園英智, 宮城

由美, 飯島耕太郎, 白井智子, 照屋なつき, 中島

絵里, 堀井理絵, 秋山太 

チームパージェタによる安全な医療の構築. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

11. 伊藤良則 

乳がん治療戦略のUp to Date HER2陽性乳が

んに対する新たな治療戦略 HER2陽性転移乳癌

における新治療法開発. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

12. 柳裕代, 荒木和浩, 倉田麻美, 柴山朋子, 深田一

平, 小林心, 小林隆之, 高橋俊二 

ertuzumab単剤投与で腫瘍崩壊症候群（tumor 

lysis syndrome：TLS）を発症した局所進行乳

がんの１例. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

 

婦人科 
1. Kato, K., Omatsu, K., Usami, T., Taniguchi, 

T., Yamamoto, A., Ushioda, N., Nomura, H., 
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Matoda, M., Okamoto, S., Kondo, E., 

Umayahara, K., Takeshima, N. 

Positive peritoneal cytology at the time of 

interval debulking surgery is highly 

predictive of prognosis in advanced-stage 

ovarian cancer. 

The 15th Biennial Meeting of the 

International Gynecologic Cancer Society 

(IGCS 2014): Melbourne, Australia, 2014 

 

2. Sueoka, K., Umayahara, K., Abe, A., Usami, 

T., Yamamoto, A., Nomura, H., Matoda, M., 

Okamoto, K., Omatsu, K., Kondo, E., Kato, 

K., Takeshima, N. 

Prognosis for endometrial cancer patients 

treated with systemic pelvic and para-aortic 

lymphadenectomy following by 

platinum-based chemotherapy. 

The 15th Biennial Meeting of the 

International Gynecologic Cancer Society 

(IGCS 2014): Melbourne, Australia, 2014 

 

3. Tanigawa, T., Matoda, M., Usami, T., Abe, 

A., Yamamoto, A., Nomura, H., Okamoto, S., 

Omatsu, K., Kondo, E., Kato, K., Umayahara, 

K., Takeshima, N. 

Clinical usefulness of S-1 for advanced or 

recurrent cervical cancer. 

The 15th Biennial Meeting of the 

International Gynecologic Cancer Society 

(IGCS 2014): Melbourne, Australia, 2014 

 

4. Umayahara, K., Usami, T., Taniguchi, T., 

Yamamoto, A., Ushioda, N., Nomura, H., 

Matoda, M., Okamoto, S., Kondo, E., 

Omatsu, K., Kato, K., Takeshima, N. 

Correllations between the number and 

distribution of metastatic lymph-nodes of 

endometrial cancer patients in systemic 

pelvic and para-aortic lymphadenectomy. 

The 15th Biennial Meeting of the 

International Gynecologic Cancer Society 

(IGCS 2014): Melbourne, Australia, 2014 

 

5. Sugiyama, Y., Hasumi, K., Sakamoto, K., 

Umayahara, K., Utsugi, K., Takeshima, N. 

Small endometrial carcinoma 10 mm or less 

in diameter: Clinicopathologic and 

histogenetic study of 131 cases for early 

detection and treatment. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

6. 宇佐美知香, 谷口智子, 阿部彰子, 山本阿紀子, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 加

藤一喜, 竹島信宏 

Interval debulking surgeryで完全切除できた、

3・4期卵巣癌・卵管癌・腹膜癌の再発様式. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

7. 宇佐美知香, 谷口智子, 野村秀高, 岡本三四郎, 

近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 竹島信宏 

Interval debulking surgeryにて完全切除しえ

た進行卵巣癌、腹膜癌、卵管癌の再発部位の検

討. 

第127回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会: 東京, 2014 

 

8. 的田眞紀, 近藤英司, 谷川輝美, 谷口智子, 宇佐

美知香, 阿部彰子, 野村秀高, 岡本三四郎, 川又

靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

診断に苦慮し腹腔鏡下手術を施行した骨盤内腫

瘤の1例. 

第369回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2014 

 

9. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 岡本三四郎, 

山本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 馬屋原健司, 

竹島信宏 

進行卵巣癌に対するinterval debulking 

surgery時におけるoptimal surgeryとは? 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

10. 坂本公彦, 谷口智子, 宇佐美知香, 尾松公平, 加

藤一喜, 若林真千子, 柴田英昭, 竹島信宏 

熱可逆性ハイドロゲルを用いた薬剤感受性試験

(DSeA-3D)による卵巣癌化学療法後の予後予

測. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

11. 尾松公平, 宇佐美知香, 阿部彰子, 山本阿紀子, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 加藤一喜, 馬

屋原健司, 竹島信宏 

パゾパニブ塩酸塩の使用経験. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 
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12. 山本阿紀子, 坂本公彦, 阿部彰子, 野村秀高, 岡

本三四郎, 的田眞紀, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮体癌における術前MRIをもちいた腫瘍体積

とリンパ節転移の相関. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

13. 岡本三四郎, 宇佐美知香, 阿部彰子, 山本阿紀

子, 野村秀高, 的田眞紀, 坂本公彦, 尾松公平, 

川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸部・体部・卵巣・大網に病変を認めた重

複癌の1例. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

14. 末岡幸太郎, 谷川輝美, 阿部彰子, 野村秀高, 山

本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 川

又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮体癌リンパ節転移の術前診断における

PET/CTの有用性. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

15. 潮田至央, 坂本公彦, 阿部彰子, 野村秀高, 山本

阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 川又

靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸癌1B1期の転移予測に関する術前MRI腫

瘍径測定の有用性. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

16. 的田眞紀, 谷川輝美, 尾松公平, 潮田至央, 山本

阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 川又靖貴, 加藤

一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

再発子宮頸癌化学療法におけるPlatinum-free 

intervalの有用性. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

17. 谷口智子, 宇佐美知香, 阿部彰子, 野村秀高, 山

本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 川

又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

遺伝性乳がん卵巣がん(HBOC)に対する取り組

みについて. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

18. 谷川輝美, 的田眞紀, 阿部彰子, 山本阿紀子, 野

村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 川又靖貴, 加藤

一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

当院における子宮体癌、子宮内膜異型増殖症お

よびポリープ状異型腺筋症(APAM)に対する妊

孕性温存療法の治療成績. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

18. 野村秀高, 阿部彰子, 山本亜紀子, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 尾松公平, 川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

当院で治療した外陰部パジェット病の臨床病理

学的検討. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

19. 阿部彰子, 野村秀高, 谷川輝美, 山本阿紀子, 的

田眞紀, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津

木久仁子, 竹島信宏 

子宮頸癌同時化学放射線療法後の局所残存再発

症例の検討. 

第66回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2014 

 

20. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 山本阿紀子, 野村秀高, 近藤英司, 竹

島信宏 

進行卵巣癌に対する化療後の手術にて完全切除

症例での術中腹水細胞診の有用性の検討. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

21. 尾松公平, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 阿部彰子, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 加

藤一嘉, 竹島信宏 

卵巣・明細胞腺癌I期の腹水細胞診の臨床的検討. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

22. 山本阿紀子, 末岡幸太郎, 阿部彰子, 野村秀高, 

岡本三四郎, 的田眞紀, 尾松公平, 加藤一喜, 杉

山裕子, 竹島信宏 

子宮頸癌放射線治療後に発症した血管肉腫の1

例. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

23. 岡本三四郎, 奥田喜代司, 宇佐美知香, 山本阿

紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 尾松公平, 近藤英司, 

川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮内膜症症例における細径腹腔鏡下手術の試

み. 

第127回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会: 東京, 2014 
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24. 岡本三四郎, 的田眞紀, 谷川輝美, 野村秀高, 山

本阿紀子, 尾松公平, 近藤英司, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

最近経験した子宮肉腫の3症例. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

25. 的田眞紀, 尾松公平, 野村秀高, 岡本三四郎, 近

藤英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

再発子宮頸癌化学療法におけるPlatinum-free 

interval(PFI)の有用性. 

第127回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会: 東京, 2014 

 

26. 的田眞紀, 山本阿紀子, 宇佐美知香, 野村秀高, 

岡本三四郎, 尾松公平, 川又靖貴, 加藤一喜, 馬

屋原健司, 竹島信宏 

子宮体癌漿液性腺癌と混合癌における腹水細胞

診と再発形式・予後. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

27. 谷口智子, 山本阿紀子, 阿部彰子, 野村秀高, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加藤

一喜, 竹島信宏 

プラチナ抵抗性の局所再発卵巣がんに対して放

射線治療が有効であった1例. 

第127回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会: 東京, 2014 

 

28. 谷口智子, 新井正美, 阿部彰子, 野村秀高, 的田

眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一

善, 竹島信宏 

わが国における遺伝性乳癌の頻度と予防切除の

適応について 当院でおこなったリスク低減両

側卵巣卵管切除術(RRSO)13例の報告. 

第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

29. 近藤英司, 的田眞紀, 谷川輝美, 阿部彰子, 山本

阿紀子, 野村秀高, 尾松公平, 加藤一善, 杉山裕

子, 竹島信宏 

上皮内腺癌(AIS)/腺扁平上皮内癌(ASIS)65例

の術前細胞診の検討. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

30. 野村秀高, 古田玲子, 阿部彰子, 山本阿紀子, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮内膜細胞診が診断の契機となった上皮内卵

管癌の1例. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

31. 野村秀高, 宇佐美知香, 谷口智子, 尾松公平, 加

藤一喜, 竹島信宏 

上皮性卵巣癌I期症例に対する系統的リンパ節郭

清と術後化学療法の有用性の検討. 

第127回関東連合産科婦人科学会総会・学術集

会: 東京, 2014 

 

32. 阿部彰子, 小松京子, 杉山裕子, 野村秀高, 山本

阿紀子, 的田真紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 加藤

一喜, 竹島信宏 

腹水細胞診が術中診断に有用であった卵巣原発

の悪性リンパ腫の1例. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

33. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 谷口智子, 岡

本三四郎, 山本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 近

藤英司, 馬屋原健司, 竹島信宏 

再発卵巣癌に対する腫瘍減量手術の有効性と安

全性の検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

34. 宇佐美知香, 加藤一喜, 阿部彰子, 野村秀高, 山

本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾

松公平, 竹島信宏 

進行卵巣癌手術における横隔膜合併切除の有用

性と安全性についての検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

35. 宇津木久仁子, 坂本公彦, 堀真理子, 田端聡, 潮

田至央, 山本阿紀子, 宇佐美知香, 杉山裕子, 竹

島信宏 

リンパ浮腫予防の積極的介入は、リンパ浮腫発

症を減らせるか? 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

36. 尾松公平, 宇佐美知香, 谷口智子, 阿部彰子, 野

村秀高, 岡本三四郎, 近藤英司, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

当科における再発卵巣がんに対するリポソーム

化ドキソルビシンの使用経験. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

37. 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 

尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

KGOG基準をもちいた子宮体癌低リスク群にお

けるリンパ節転移の検討. 
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第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

38. 岡本三四郎 

コルポスコープ検査 その位置づけと用い方. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

39. 岡本三四郎, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 野村秀

高, 的田眞紀, 尾松公平, 近藤英司, 川又靖貴, 

加藤一喜, 馬屋原健司, 高澤豊, 竹島信宏 

診断的腹腔鏡下手術を用いて確定診断をした腹

膜悪性中皮腫の1例. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

40. 末岡幸太郎, 山本阿紀子, 阿部彰子, 野村秀高, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加

藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

放射線治療後の二次発癌と考えられた子宮血管

肉腫の一例. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

41. 潮田至央, 宇津木久仁子, 阿部彰子, 野村秀高, 

山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 

加藤一喜, 高澤豊, 竹島信宏 

付属器までの異常進展を認めた子宮頸部上皮内

腺癌(AIS)の一症例. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

43. 的田眞紀, 谷川輝美, 山本阿紀子, 野村秀高, 岡

本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加藤一喜, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸癌術後療法後の再発と治療. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

42. 竹島信宏, 谷口智子, 宇佐美知香, 尾松公平, 野

村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 加藤

一喜 

遺伝性乳がん・卵巣癌(HBOC) リスク低減卵巣

卵管切除術. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

43. 谷口智子, 竹島信宏, 瀧澤憲, 藤原寛行, 鈴木光

明, 木村英三, 中西透, 山田恭輔, 高野浩邦, 

佐々木寛, 香山浩二, 落合和徳 

婦人科がんの腫瘍マーカー・バイオマーカーの

新展開 卵巣がんにおけるHE4およびROMA値の

有用性についての検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

44. 谷川輝美, 的田眞紀, 阿部彰子, 野村秀高, 岡本

三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 室伏景子, 小口正彦, 竹島信宏 

腫瘍径60mm以上の子宮頸がん(FIGO stage 

IIB-IVA)におけるCCRTの治療成績. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

45. 近藤英司, 谷川輝美, 潮田至央, 阿部彰子, 野村

秀高, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

円錐切除術を施行した上皮内腺癌(AIS)・腺扁平

上皮内腺癌(ASIS)56例の検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

46. 野村秀高, 阿部彰子, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加

藤一喜, 澤泉雅之, 竹島信宏 

外陰癌手術における皮弁形成術の有用性の検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

47. 阿部彰子, 野村秀高, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加

藤一喜, 高澤豊, 竹島信宏 

卵巣に発生した悪性リンパ腫の1例. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

48. 宇佐美知香, 谷口智子, 野村秀高, 岡本三四郎, 

近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 竹島信宏 

当院における卵管癌57例の検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

49. 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 

尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

KGOG基準をもちいた子宮体癌低リスク群にお

けるリンパ節転移とその予後. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

50. 岡本三四郎, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 谷口智

子, 潮田至央, 野村秀高, 的田眞紀, 尾松公平, 

近藤英司, 川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 
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竹島信宏 

当院における腹膜悪性中皮腫症例の検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

51. 末岡幸太郎, 山本阿紀子, 阿部彰子, 野村秀高, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加

藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏 

放射線治療後の二次発癌と考えられた子宮血管

肉腫の一例. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

52. 的田眞紀, 山本阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 

近藤英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮体がん治療戦略のUp to Date 

Platinum-free interval(PFI)と進行・再発子宮

体癌. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

53. 谷口智子, 杉山裕子, 古田玲子, 阿部彰子, 野村

秀高, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤

英司, 尾松公平, 加藤一喜, 新井正美, 竹島信宏 

当科における子宮体がん発症Lynch症候群症例

の検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

54. 近藤英司, 的田眞紀, 谷川輝美, 潮田至央, 宇佐

美知香, 山本阿紀子, 阿部彰子, 野村秀高, 岡本

三四郎, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津

木久仁子, 高澤豊, 竹島信宏 

上皮内腺癌・腺扁平上皮内腺癌74例の検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

55. 野村秀高, 阿部彰子, 宇佐美知香, 潮田至央, 山

本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾

松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津木久仁子, 

室伏景子, 小口正彦, 竹島信宏 

当科で治療した腟悪性腫瘍23例の臨床病理学的

検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

56. 阿部彰子, 谷口智子, 野村秀高, 山本阿紀子, 的

田真紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加藤

一喜, 新井正美, 竹島信宏 

当科における家族性腫瘍への取り組み. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

57. 宇佐美知香, 野村秀高, 高橋顕雅, 山本阿紀子, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 竹島信宏 

腹腔鏡下に切除しえた、卵巣内膜症性嚢胞との

鑑別が困難であった嚢胞性子宮腺筋症の1例. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

58. 岡本三四郎, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 山本阿紀

子, 野村秀高, 的田眞紀, 尾松公平, 近藤英司, 

加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

当院における診断的腹腔鏡施行症例の検討. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

59. 潮田至央, 宇津木久仁子, 高橋顕雅, 谷口智子, 

宇佐美知香, 山本阿紀子, 尾松公平, 近藤英司, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

審査腹腔鏡手術にて診断しえた気管支原発腺様

嚢胞癌の腹腔内播種・卵巣転移の一例. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

60. 的田眞紀, 近藤英司, 谷口智子, 野村秀高, 岡本

三四郎, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

診断に苦慮し腹腔鏡下手術を行った陳旧性卵管

妊娠の一例. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

61. 竹島信宏 

卵巣癌におけるベバシズマブ療法 最善の適応

を考える. 

第67回中国四国産科婦人科学会総会・学術講演

会: 宇部市, 2014 

 

62. 竹島信宏, 高橋顕雅, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本

三四郎, 近藤英司 

2回の腹腔鏡下手術により子宮体部及び付属器

に腫瘍進展が認められた子宮頸部上皮内癌の1

例. 

第371回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2014 

 

63. 谷口智子, 近藤英司, 野村秀高, 高橋顕雅, 宇佐

美知香, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾

松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

BRCA1/2変異陽性者に対するリスク低減両側卵

巣卵管切除術(RRSO)開腹手術症例と腹腔鏡下

手術症例の検討. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

64. 近藤英司, 的田眞紀, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 山

本阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 
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加藤一善, 竹島信宏 

腹腔鏡下子宮体癌根治術(準広汎子宮全摘術)時

の膀胱子宮靱帯前層処理(前層血管の結紮法). 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

64. 野村秀高, 宇佐美知香, 高橋顕雅, 山本阿紀子, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 竹島信宏 

悪性腫瘍手術に準じた腹腔鏡下単純子宮全摘術. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

鹿児島市, 2014 

 

65. 高橋顕雅, 近藤英司, 谷口智子, 宇佐美知香, 野

村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 加藤

一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮内膜症症例における尿管周囲癒着での膀胱

子宮靱帯前層処理の有用性. 

第54回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

児島市, 2014 

 

66. 末岡幸太郎, 的田眞紀, 阿部彰子, 宇佐美知香, 

野村秀高, 山本阿紀子, 岡本三四郎, 尾松公平, 

川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

放射線療法を念頭に手術時にスペーサーとして

大網充填を行った子宮頸癌の3症例. 

第37回日本産婦人科手術学会: 札幌市, 2014 

 

67. 的田眞紀, 高橋顕雅, 潮田至央, 谷口智子, 宇佐

美知香, 山本阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 近

藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島

信宏 

子宮頸癌IIB期の治療はどのように選択すべき

か. 

第128回関東連合産科婦人科学会学術集会: 松

本市, 2014 

 

68. 谷川輝美, 的田眞紀, 谷口智子, 朝田至央, 阿部

彰子, 野村秀高, 山本阿紀子, 岡本三四郎, 尾松

公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸癌放射線治療後の腫瘍残存・再発に対し

て子宮全摘術を行った2例. 

第37回日本産婦人科手術学会: 札幌市, 2014 

 

69. 近藤英司, 野村秀高, 竹島信宏 

腹腔鏡下子宮体癌根治術（準広汎子宮円摘出術）

の膀胱子宮靭帯前層処理（前層血管結紮法）. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

70. 野村秀高, 川又靖貴, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 坂本公彦, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

結核性腹膜炎を省い、十分な感染対策を練って

腹腔鏡下に診断し得た1例. 

第37回日本産婦人科手術学会: 札幌市, 2014 

 

71. 野村秀高, 近藤英司, 竹島信宏 

悪性腫瘍手術に準じた腹腔鏡下単純子宮全摘出

術. 

第27回日本内視鏡外科学会総会: 盛岡市, 2014 

 

72. 阿部彰子, 野村秀高, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 尾松公平, 川又靖貴, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮頸癌の腟断端再発に対する治療法について

の検討. 

第37回日本産婦人科手術学会: 札幌市, 2014 

 

73. 岡本三四郎, 高橋顕雅, 谷口智子, 潮田至央, 宇

佐美知香, 山本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 近

藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津

木久仁子, 高澤豊, 竹島信宏 

腹水セルブロックと腹腔鏡下手術にて組織生検

を行い確定診断した腹膜悪性中皮腫の1例. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 

74. 野村秀高, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 

的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 馬屋原健司, 杉山裕子, 竹島信宏 

血尿を認め、尿細胞診から再発と診断し得た子

宮頸癌放射線治療後の1例. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 

75. 高橋顕雅, 馬屋原健司, 谷口智子, 潮田至央, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加藤

一喜, 杉山裕子, 高澤豊, 竹島信宏 

経子宮頸管的針生検が診断に有用であった子宮

原発悪性リンパ腫の一例. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 

76. 谷口智子, 馬屋原健司, 潮田至央, 高橋顕雅, 尾

松公平, 竹島信宏 

Therapy-related leukemia 治療後の再発子宮

頸癌に対して手術療法を行った1例. 

第372回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2014 
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77. 谷口智子, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 的田眞紀, 

野村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 竹島信宏 

初回治療から16年後に再発をきたした子宮体

部・卵巣重複癌の1例. 

第370回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2014 

 

 

頭頸科 
1. Ebina, A., Sugitani, I., Fujimoto, Y. 

Risk-adapted management of papillary 

thyroid carcinoma according to our own 

risk-group classification system: Is thyroid 

lobectomy the treatment of choice for 

low-risk patients? 

American Association Endocrine Surgeons 

35th Annual Meeting: Boston, USA, 2014 

 

2. Shimbashi, W., Kawabata, K., Mitani, H., 

Yonekawa, H., Fukushima, H., Sasaki, T. 

Risk factors for radiographic 

retropharyngeal lymph node adenopathy in 

oropharyngeal carcinoma. 

5th World Congress of International 

Federation of Head and Neck Oncologic 

Society (IFHNOS) & Annual Meeting of the 

American Head and Neck Society (AHHS): 

New York, USA, 2014 

 

3. Fukushima, H. 

Head and Neck surgeries using energy 

based device at Cancer Institute Hospital 

Japan. 

Performance of Energy Device in H&N 

Procedures Forum: Taiwan, 2014 

 

4. Kawabata, K. 

Robotic Surgery of other head & neck 

tumors. 

4th International Severance Robotic 

Surgery: Seoul, Korea, 2014 

 

5. 福岡修 

当科で経験した悪性神経鞘腫の3 例. 

第24回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 高松市, 2014 

 

6. 三谷浩樹 

頭頸部がんに関する最新治験の情報提供. 

第16回栃木頭頸部癌講演会: 宇都宮市, 2014 

7. 蛯名彩, 川端一嘉 

頭頸部癌治療における栄養管理 咽頭喉頭全摘

術後の栄養療法とその評価. 

第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

8. 福嶋啓文 

Provoxによるシャント発声 (安全な2期的挿入

法の検討）. 

第26回日本喉頭科学会総会・学術講演会: 那覇

市, 2014 

 

9. 濱孝憲, 近藤貴仁, 上里迅, 太田久幸, 日高竜太, 

志村英二, 福岡修, 蝦名彩, 神山亮介, 瀬戸陽, 

新橋渉, 佐々木徹, 福島啓文, 米川博之, 三谷浩

樹, 川端一嘉 

当院における舌喉頭全摘術の適応と予後に関す

る検討. 

第115回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

福岡市, 2014 

 

10. 佐々木徹, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 新橋渉, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山亮介, 福岡

修, 蛯名彩, 志村英二, 白尾浩太郎, 佐藤由紀子, 

田中宏子 

早期頭頸部癌に対する治療選択 早期咽喉頭癌

に対する喉頭機能温存手術 外切開部分切除術

と内視鏡下粘膜切除術. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

11. 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山亮介, 蛯名

彩, 福岡修, 佐藤由紀子, 山本智理子, 田中宏子, 

利安隆史 

中咽頭癌における咽頭後リンパ節転移症例の臨

床的検討. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

12. 濱孝憲, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山亮

介, 蝦名彩, 福岡修, 志村英二, 日高竜太, 白尾

浩太郎 

当院における手術部位感染(SSI)サーベイラン

スの報告. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

13. 瀬戸陽, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 佐々木

徹, 福島啓史, 濱孝憲, 仲野兼司, 友松純一, 高

橋俊二, 佐藤由紀子, 杉浦善弥, 元井紀子, 町並

陸生, 山本智理子 
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当科で経験した成人頭頸部悪性骨・軟部腫瘍(肉

腫)33例の臨床的検討. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

14. 福岡修, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山亮

介, 蛯名彩, 志村英二, 日高竜太, 白尾浩太郎, 

上里迅 

当科における若年者舌癌症例の検討. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

15. 佐々木徹, 川端一嘉, 三谷浩樹, 福島啓文, 新橋

渉 

咽頭癌に対する経口腔的アプローチによる手術

の適応と限界 頸部リンパ節転移のリスクから

検討する早期下咽頭癌に対する経口腔的切除の

適応. 

第27回日本口腔・咽頭科学会総会 学術講演会: 

札幌市, 2014 

 

16. 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 福島啓文, 佐々木

徹, 上里迅, 近藤貴仁 

中咽頭癌における臨床的特徴の変遷についての

検討. 

第27回日本口腔・咽頭科学会総会 学術講演会: 

札幌市, 2014 

 

17. 川端一嘉 

頸部リンパ節転移のリスクから検討する早期下

咽頭癌に対する経口的切除の検討. 

第27回日本口腔・咽頭科学会総会学術講演会: 

札幌市, 2014 

 

18. 戸田和寿, 川端一嘉, 蛯名彩, 山田恵子, 杉谷巌 

手術法の工夫 当科における甲状腺癌に対する

手術法とその工夫. 

第47回日本甲状腺外科学会学術集会: 福岡市, 

2014 

 

19. 白尾浩太郎, 小泉雄, 長谷川温, 太田貴久 

当院における口腔がん症例（253 例）のSSI サ

ーベイランスの報告. 

第59回日本口腔外科学会総会・学術大会: 千葉

市, 2014 

 

20. 蛯名彩, 杉谷巌, 戸田和寿, 新橋渉, 川端一嘉 

甲状腺濾胞癌における後発遠隔転移の危険因子

の検討. 

第47回日本甲状腺外科学会学術集会: 福岡市, 

2014 

21. 蛯名彩, 杉谷巌, 川端一嘉 

甲状腺未分化癌の治療戦略 根治手術を施行し

た甲状腺未分化癌の臨床的検討. 

第76回日本臨床外科学会総会: 郡山市, 2014 

 

 

整形外科 
1. Ae, K. 

The safety margin analysis based on the 

surgical margin registration in Japan. 

26th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2014 

 

2. Kanno, S., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Miyawaki, J., 

Shibata, H., Sasaki, T., Takemura, M., Motoi, 

N., Kanda, H., Machinami, R. 

A 17-year-old female, osteosarcoma of the 

left proximal femur. 

26th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2014 

 

3. Miyawaki, J., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Kanno, S., 

Shibata, H., Sasaki, T., Takemura, M., Motoi, 

N., Kanda, H., Machinami, R., Hiruta, N. 

A 41-year-old female, myxoid liposarcoma 

of ritht lower leg. 

26th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2014 

 

4. Shibata, H., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Miyawaki, J., 

Kanno, S., Sasaki, T., Takemura, M., Motoi, 

N., Kanda, H., Machinami, R., Hiruta, N. 

A 46-year-old female, parosteal 

osteosarcoma of the right tibia. 

26th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2014 

 

5. Shimoji, T. 

Follow-up case study presentations about 

previous SSMS meeting. 

26th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2014 

 

6. Ae, K., Matsumoto, S., Shimoji, T., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Sawamura, C., 

Manabe, J., Koyanagi, H., Hayakawa, K., 

Kawaguchi, N. 
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Local curability by the quality and width of 

surgical margins in soft tissue sarcomas. 

10th Annual Asia Pacific Musculoskeletal 

Tumor Society: Melbourne, Australia, 2014 

 

7. Hayakawa, K. 

Treatment  for patients with metastatic 

soft-tissue sarcoma at the initial visit. 

10th Annual Asia Pacific Musculoskeletal 

Tumor Society: Melbourne, Australia, 2014 

 

8. Ae, K. 

Rotational freedom is necessary for tumor 

prosthesis of the knee in the distal femur 

replacement. 

International Society for Technology in 

Arthroplasty Annual Congress: Kyoto, 2014 

 

9. Gokita, T., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Funauchi, Y. 

Autogenous patella graft for knee joint 

reconstruction after hemicondylar tumor 

resection. 

19th Connective Tissue Oncoligy Society 

Annual Meeting: Berlin, Germany, 2014 

 

10. 下地尚 

WHO分類の改訂をめぐって 骨軟部腫瘍にお

けるWHO分類の改訂をめぐって 骨軟部腫瘍

外科医からの意見. 

第33回日本画像医学会: 東京, 2014 

 

11. 竹村昌敏, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介 

示指基節骨に骨肉腫が発生した1例. 

第54回関東整形災害外科学会: 横浜市, 2014 

 

12. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 早川景子, 澤村千草 

T1造影脂肪抑制画像はT2脂肪抑制画像と比較

して、浸潤型軟部肉腫の浸潤範囲をより正確に

反映する. 

第87回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2014 

 

13. 松本誠一 

人工関節を用いた骨軟部腫瘍切除後の再建. 

第122回中部日本整形外科災害外科学会学術集

会: 岡山市, 2014 

 

14. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介 

四肢転移性骨腫瘍に対する手術適応を考える 

転移性骨腫瘍に対する手術治療. 

第87回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2014 

 

15. 早川景子, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 山本尚樹, 

安宰成, 川口智義 

当院における延長型人工膝関節の治療成績. 

第87回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2014 

 

16. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 早川景子, 澤村千草, 大川淳, 川口智義 

骨・軟部腫瘍 希少疾患に光明をもたらす夢の

実現へ 新しい切除縁表記の運用 Barrierを考

慮した適切な切除縁計画. 

第87回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2014 

 

17. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 神埜聖治, 宮脇城二, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

浸潤型軟部肉腫に対する至適切除縁の提案. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

18. 下地尚, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 宮脇城二, 佐々木亨, 

竹村昌敏, 川口智義, 澤村千草, 早川景子 

体系的遺伝子発現解析を通じての骨・軟部肉腫

治療標的分子の探索. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

19. 中山隆之, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 

元井紀子, 中村卓郎 

がん研究会サルコーマセンターにおける肉腫の

融合遺伝子診断. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

20. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

骨・軟部肉腫1154例の遠隔転移調査. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 
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大阪市, 2014 

 

21. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

腫瘍サイズはデスモイドの治療選択とその成績

に影響を与えるか. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

22. 佐々木亨, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 

竹村昌敏, 元井紀子 

大腿骨頭靱帯を介して大腿骨に進展した臼蓋発

生骨肉腫の1例. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

23. 宮脇城二, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

大腿骨に発生した線維性骨異形成の治療成績. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

24. 宮脇城二, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏, 吉田則行, 元井紀子 

筋肉内粘液腫の治療方針. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

25. 早川景子, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 

佐々木亨, 竹村昌敏 

同種骨を利用した骨悪性腫瘍の再建. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

26. 柴田宏明, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

軟骨肉腫134例の治療成績. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

27. 神埜聖治, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 柴田宏明, 川口智義 

骨・軟部腫瘍術後再建に用いた西式TKRの成績. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

28. 神埜聖治, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 宮脇城二, 柴田宏明, 川口智義 

膝周囲軟部肉腫に対するTKRの適応. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

29. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 宮脇城二, 神埜聖治, 柴田宏明, 佐々木亨, 

竹村昌敏 

腫瘍用人工膝関節置換再建後10年以上経過症例

の検討(感染症例を除く). 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

30. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 澤村千草, 早川景子, 宮脇城二, 神埜聖治, 

柴田宏明, 小柳広高, 川口智義 

多孔質ハイドロキシアパタイト/コラーゲン複合

体(HAp/Col)構造をもつ新しい人工骨の使用経

験. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

31. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 澤村千草, 早川景子, 宮脇城二, 神埜聖治, 

柴田宏明, 川口智義 

新しい切除縁表記法を用いた軟部肉腫の疾患分

類別の安全な切除縁. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

32. 松本誠一 

肉腫治療の現況と将来展望. 

第25回安比夏期セミナー: 八幡平市, 2014 

 

33. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 川口智義 

軟部肉腫の切除縁と局所制御率 距離と質が局

所制御に関与する. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

34. 堀内聖剛, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞 

化学療法によって切除可能となった高度進行性

後腹膜悪性末梢神経鞘腫瘍. 

第63回東日本整形災害外科学会学術集会: 東京, 

2014 
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35. 柴田宏明, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 早川景子 

当院における軟骨芽細胞腫の診断と治療. 

第63回東日本整形災害外科学会学術集会: 東京, 

2014 

 

36. 神埜聖治, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞 

PET/CTにより偶発的に指摘された骨軟部腫瘍. 

第123回中部日本整形外科災害外科学会学術集

会: 名古屋市, 2014 

 

 

泌尿器科 

1. 上原翔, 増田均, 井上泰, 林達郎, 田中一, 砂倉

瑞明, 湯浅健, 浦上慎司, 山本真也, 福井巖, 米

瀬淳二 

当院における前立腺生検前MRIと狙撃生検追加

の検討. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

2. 井上泰, 浦上慎司, 上原翔, 林達郎, 田中一, 砂

倉瑞明, 湯浅健, 山本真也, 増田均, 福井巌, 米

瀬淳二 

Cisplatin投与不適格な転移性尿路上皮癌に対す

るGemcitabine-Carboplatin療法の治療成績. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

3. 増田均 

前立腺全摘術後の排尿機能向上をめざした術前

評価プログラムの構築 前立腺全摘後の膀胱尿

道機能とLUTSの病態. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

4. 増田均, 上原翔, 井上靖, 田中一, 林達郎, 砂倉

瑞明, 浦上慎司, 湯浅健, 山本真也, 福井巌, 米

瀬淳二 

人工尿道括約筋植え込み術 非典型例における

尿道確保の工夫. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

5. 山本真也, 影山幸雄, 野呂彰, 相澤卓, 石坂和博, 

関根英明, 大森洋平, 米瀬淳二, 福井巌 

表在性膀胱癌の術後再発に対する術直後単回膀

胱内注入療法の再発予防効果 

Pirarubicin(THP)とMitomycin C(MMC)による

多施設前向き無作為化比較試験(中間解析). 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

 

6. 林達郎, 山本真也, 井上泰, 上原翔, 田中一, 砂

倉瑞明, 浦上慎司, 湯浅健, 増田均, 福井巌, 米

瀬淳二 

筋層非浸潤性膀胱癌に対する2nd TUR-BTの役

割. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

7. 浦上慎司, 山本真也, 増田均, 湯浅健, 砂倉瑞明, 

林達郎, 田中一, 上原翔, 井上靖, 福井巌, 米瀬

淳二 

cN+非臓器転移性尿路上皮がんに対する手術と

周術期補助化学療法を併用した集学的治療の成

績. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

8. 田中一, 吉田宗一郎, 林達郎, 砂倉瑞明, 浦上慎

司, 湯浅健, 山本真也, 増田均, 福井巌, 米瀬淳

二, 藤井靖久, 木原和徳 

腎盂尿管癌の転移巣診断における18F-FDG 

PET/CTの有用性に関する検討. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

9. 砂倉瑞明, 井上泰, 上原翔, 田中一, 林達郎, 浦

上慎司, 湯浅健, 増田均, 山本真也, 福井巖, 米

瀬淳二 

Active surveillanceにおけるMRI所見を考慮し

たtarget biopsyの有用性. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

10. 米瀬淳二, 山本真也, 井上泰, 上原翔, 林達郎, 

田中一, 砂倉瑞明, 浦上慎司, 助川玄, 大久保雄

平, 湯浅健, 増田均, 福井巖 

根治的前立腺がん治療後の二次性膀胱がんの検

討. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

11. 萩原喜一, 井上泰, 上原翔, 助川玄, 田中一, 

達郎, 砂倉瑞明, 浦上慎司, 湯浅健, 増田均, 

林山本真也, 米瀬淳二, 福井巌 

当院における尿膜管癌治療症例の後方視的検討. 

第102回日本泌尿器科学会総会: 神戸市, 2014 

 

11. 浦上慎司, 上原翔, 湯浅健, 山本真也, 増田均, 

砂倉瑞明, 林達郎, 田中一, 井上靖, 福井巌, 米

瀬淳二 

cN+上部尿路上皮がんに対する導入化学療法後

救済手術の治療成績. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 
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12. 山本真也, 増田均, 砂倉瑞明, 山崎六志, 林達郎, 

田中一, 上原翔, 井上泰, 湯浅健, 福井巌, 米瀬

淳二 

ハイリスク前立腺癌における前立腺全摘除術の

長期治療成績. 

第79回日本泌尿器科学会東部総会: 横浜市, 

2014 

 

13. 砂倉瑞明, 井上泰, 上原翔, 田中一, 林達郎, 浦

上慎司, 湯浅健, 増田均, 山本真也, 福井巖, 米

瀬淳二 

導入初期の腹腔鏡下小切開腎部分切除のtrifecta

による評価. 

第7回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会学

術集会: 東京, 2014 

 

14. 米瀬淳二 

前立腺全摘除 拡大前立腺全摘膀胱頸部の処理. 

第7回日本ミニマム創泌尿器内視鏡外科学会学

術集会: 東京, 2014 

 

 

血液腫瘍科 
1. 照井康仁 

Development of novel drugs for B-cell 

lymphoma in the present and the future. 

第73回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2014 

 

2. 畠清彦 

日本人におけるbrentuximab vedotinの適正使

用. 

第18回日本がん免疫学会総会: 松山市, 2014 

 

 

総合腫瘍科 
1. Nakano, K., Inagaki, R., Tomomatsu, J., 

Motoi, N., Gokita, T., Ae, K., Tanizawa, T., 
Shimoji, T., Takahashi, S., Matsumoto, S. 

Molecular targeted therapy against sarcoma: 

Clinical Pazopanib treatment and management 

of adverse events in sarcoma center of Cancer 

Institute Hospital of Japanese Foundation for 

Cancer Research. 

第47回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

大阪市, 2014 

 

2. 高橋俊二 

乳癌骨転移に対する薬物療法. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

3. 深田一平, 高橋俊二, 荒木和浩, 小林隆之, 小林

心, 柴山朋子, 河合佑子, 五味直哉, 堀井理絵, 

秋山太, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

Luminal乳癌における術前化学療法による腫瘍

縮小様式と予後予測因子の後方視的検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

4. 河合佑子, 伊藤良則, 小林心, 深田一平, 小林隆

之, 柴山朋子, 荒木和浩, 秋山太, 岩瀬拓士, 高

橋俊二 

既治療再発転移乳癌に対するベバシズマブ・パ

クリタキセルの有用性の検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

 

麻酔科 
1. 横田美幸 

Monitored anesthesia care と鎮静について考

える. 

日本麻酔科学会第61回学術集会: 横浜市, 2014 

 

2. 横田美幸 

ペインクリニック診療に役立つ保険の知識 外

保連とペイン学会の要望. 

日本ペインクリニック学会第48回大会: 東京, 

2014 

 

3. 阿部真友子 

全身麻酔薬はどのように選択されるのか？患者、

手術因子及び麻酔科医個人の観点から考える. 

日本麻酔科学会第61回学術集会: 横浜市, 2014 

 

4. 宮崎聡, 住谷泰, 佐野博美, 横田美幸 

完全内臓逆位に合併した原発性肺癌の1症例. 

日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部 第54回合

同学術集会: 東京, 2014 

 

5. 風戸拓也, 玄運官, 横田美幸 

当院における大量出血時の統括指揮者宣言タイ

ミングの検討. 

日本臨床麻酔学会第34回大会: 東京, 2014 

 

6. 森野良蔵 

新しい周術期疼痛管理を考える 麻酔科とアセ

トアミノフェン静注液がつなぐ全科輪 腹腔鏡

手術の術後鎮痛 硬膜外鎮痛からアセトアミノ

フェン定期投与+マルチモーダル鎮痛へ変更の

取り組み. 

日本臨床麻酔学会第34回大会: 東京, 2014 
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7. 益田律子, 齋藤繁, 村川和重, 宇野武司, 田口仁

士, 田中信彦, 津田喬子, 比嘉和夫, 横田美幸 

日本ペインクリニック学会安全委員会・2013年

における有害事象調査報告と課題. 

日本ペインクリニック学会第48回大会: 東京, 

2014 

 

8. 宮崎聡, 住谷泰, 横田美幸 

肺結核後両側アスペルギルス症における麻酔経

験. 

日本麻酔科学会関東甲信越・東京支部 第54回合

同学術集会: 東京, 2014 

 

9. 横田美幸, 森野良蔵 

脳代謝モニタリングの適応について Near 

Infra-red Spectroscopy(NIRS)モニターの一

般臨床及び保険診療上の問題点. 

日本臨床麻酔学会第34回大会: 東京, 2014 

 

10. 横田美幸 

麻酔科の保険診療報酬を考える2014. 

日本麻酔科学会第61回学術集会: 横浜市, 2014 

 

11. 森野良蔵 

麻酔科臨床研究の新しい方向性 多重ロジステ

ィック回帰分析を用いたPONVリスク因子の解

析. 

日本臨床麻酔学会第34回大会: 東京, 2014 

 

 

形成外科 
1. 澤泉雅之, 棚倉健太, 松本誠一 

骨軟部腫瘍の再建：膝･下腿皮弁選択のストラテ

ジー. 

第41回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 京都市, 2014 

 

2. 澤泉雅之, 棚倉健太 

Orthoplastic surgery 上肢腫瘍切除後の機能的

整容的再建. 

第57回日本手の外科学会学術集会: 宜野湾市, 

2014 

 

3. 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

予防的乳房切除の今後：リスク低減予防的乳房

切除術と再建. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

 

4. 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 岩瀬拓士 

エキスパンダーを用いた乳房再建1000 例：が

ん研病院における 8 年間の動向. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

5. 棚倉健太, 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

エキスパンダーを用いた乳房再建1000 例：サ

イズ選択とその変遷. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

6. 棚倉健太, 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

シリコンインプラントのサイズ選択におけるエ

コーによる計測の有用性part2. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

7. 棚倉健太, 澤泉雅之, 前田拓摩, 川上順子, 今井

智浩, 岩瀬拓士 

エキスパンダーを用いた乳房再建1000例 サ

イズ選択とその変遷. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

8. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 梁太一, 松本綾希子, 川上順子, 

平山泰樹, 岩瀬拓士 

エキスパンダー／インプラント法におけるエキ

スパンダー挿入術の変遷-1000例を振り返り. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 

 

9. 梁太一, 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

エキスパンダーを用いた乳房再建1000 例：乳

房シリコンインプラントのMRI 画像検査. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

10. 梁太一, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉健

太, 川上順子, 岩瀬拓士, 五味直哉 

乳房シリコンインプラントのMRI画像検査. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

11. 梁太一, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉健

太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 松本綾希子, 川上順子, 

平山泰樹, 岩瀬拓士, 五味直哉 

乳房シリコンインプラントの経過観察における

画像診断の位置づけ. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 
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12. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓磨, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 梁太一, 川上順子, 

平山泰樹, 岩瀬拓士 

アナトミカルタイプ乳房再建インプラントの破

損の１例. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

13. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 梁太一, 川上順子, 

平山泰樹, 蒔田益次郎, 岩瀬拓士, 新井正美 

遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対するリスク低減乳

房切除と再建の経験. 

関東形成外科学会第278回東京地方会: 東京, 

2014 

 

14. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 梁太一, 川上順子, 

平山泰樹, 岩瀬拓士 

乳房インプラント術後フォローアップにおける

超音波検査の役割. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 

 

15. 平山泰樹, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 松本綾希子, 梁太一, 

川上順子, 岩瀬拓士 

人工物による乳房再建術においてティッシュ・

エキスパンダーを長期間留置していた1例. 

関東形成外科学会第279回東京地方会: 東京, 

2014 

 

16. 川上順子, 澤泉雅之, 前田拓磨, 棚倉健太, 今井

智浩, 岩瀬拓士 

日本人に適合したティッシュエキスパンダーの

サイズ検討. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

17. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 

平山泰樹, 岩瀬拓士 

一次二期乳房再建における腋窩郭清施行例のテ

ィッシュエキスパンダー関連合併症について. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 

 

18. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 梁太一, 川上順子, 

平山泰樹, 松本誠一 

左肘部肉腫における遊離外側大腿皮弁および腱

移植による再建の1例. 

関東形成外科学会第278回東京地方会: 東京, 

2014 

 

19. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰

樹, 松本誠一 

高齢者の軟部腫瘍切除後に遊離広背筋皮弁と腱

移行を用いた再建と術後機能評価. 

第41回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 京都市, 2014 

 

20. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰

樹 

ベクトラの使用経験について. 

関東形成外科学会第279回東京地方会: 東京, 

2014 

 

21. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰

樹 

ティッシュエキスパンダー挿入術後4年6ヶ月後

にslow punctureを生じた1例. 

関東形成外科学会第277回東京地方会: 東京, 

2014 

 

22. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰

樹 

ベクトラのシミュレーション. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

23. 山下昌宏, 澤泉雅之 

ベクトラ®の使用による乳房のシミュレーショ

ン. 

第24回日本シミュレーション外科学会: 東京, 

2014 

 

24. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰樹, 

岩瀬拓士 

当院における両側乳癌切除症例・両側乳房再建

症例の検討. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 

 

25. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰樹,
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岩瀬拓士 

DIEP flapによる片側乳房再建後に異時性両側性

乳癌となりシリコンインプラントで再建した1

例. 

第11回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2014 

 

26. 前田拓摩, 澤泉雅之, 棚倉健太, 梁太一, 川上順

子, 今井智浩, 岩瀬拓士 

人工物を用いた乳房再建 露出した人工物をい

かに対応するか? 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

27. 前田拓摩, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰樹, 今井智

浩, 岩瀬拓士 

当院におけるTE-to-BI Reconstructionの手術

手技. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 

 

28. 前田拓摩, 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

エキスパンダーを用いた乳房再建1000 例：露

出した人工物をいかに対応するか？. 

第57回日本形成外科学会総会・学術集会: 長崎

市, 2014 

 

 

眼 科 
1. Tsuji, H., Kobayashi, M. 

NKIT cell lymphoma masquerading as 

acuteuveitis. 

34th World Ophthalmology Congress 

(WOC): Tokyo, Japan, 2014 

 

2. Tsuji, H., Kobayashi, M. 

Upper eyelid and lacrimal reconstruction 

with preserved sclera and DSI after 

resection of sebaseous carcinoma. 

33rd Annual Meeting of the European 

Society of Ophthalmic Plastic and 

Reconstructive Surgery (ESOPRS): 

Budapest, Hungary, 2014 

 

3. 辻英貴, 元井紀子, 小林めぐみ, 二宮浩範, 杉浦

善弥, 町並陸生, 松本誠一, 石川雄一 

眼窩に生じた脂肪肉腫. 

第60回日本病理学会秋期特別総会: 浦添市, 

2014 

 

4. 辻英貴 

眼腫瘍・眼外傷における眼球温存療法の可能

性：外眼部眼窩悪性腫瘍. 

第37回日本眼科手術学会総会: 京都市, 2014 

 

5. 辻英貴 

眼内悪性リンパ腫の診断：総論および典型例を

中心にして. 

第29回悪性リンパ腫研究会: 金沢市, 2014 

 

6. 辻英貴 

涙道に生じた腺様嚢胞がん. 

第3回日本涙道・涙液学会総会: 東京, 2014 

 

7. 辻英貴 

涙道に生じたneuroendocrine tumor. 

第29回日本眼窩疾患シンポジウム: 浜松市, 

2014 

 

8. 辻英貴 

涙道に生じたneuroendocrine carcinomaの病

理所見. 

第68回眼科臨床病理組織研究会: 神戸市, 2014 

 

9. 辻英貴 

眼瞼縁および眼縁近傍の腫瘍に対するopen 

treatment. 

第2回日本眼科形成再建外科学会学術集会: 神

戸市, 2014 

 

10. 辻英貴 

忘れてはいけない眼窩の腫瘍性病変 眼窩腫瘍

(非リンパ系). 

第118回日本眼科学会総会講演会: 東京, 2014 

 

11. 小林めぐみ 

レーザートレラ徴候を契機として胃がんが発見

された両眼に眼瞼結膜腫瘍を発症した1例. 

第29回日本眼窩疾患シンポジウム: 浜松市, 

2014 

 

12. 小林めぐみ 

ロービジョン外来について. 

第1回TOC Network conference: 東京, 2014 

 

 

感染症科 
1. 原田壮平 

ニューモシスチス肺炎と診断された固形腫瘍患

者の発症危険因子の検討. 
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第88回日本感染症学会学術講演会・第62回日本

化学療法学会総会合同学会: 福岡市, 2014 

 

2. 原田壮平, 青木弘太郎, 羽山ブライアン, 石井

良和 

莢膜遺伝子型K2、rmpA遺伝子保有のK. 

pneumoniae ST375により大腿骨骨髄炎、腹腔

内膿瘍をきたした一例. 

第63回日本感染症学会東日本地方会総会学術集

会・第61回日本化学療法学会東日本支部総会合

同学会・第97回日本細菌学会関東支部総会（同

時期開催）: 東京, 2014 

 

3. 高畑武功, 田中諭, 佐藤温 

胃癌薬物療法における分子標的薬の現状. 

第63回日本感染症学会東日本地方会総会学術集

会・第61回日本化学療法学会東日本支部総会合

同学会・第97回日本細菌学会関東支部総会（同

時期開催）: 東京, 2014 

 

 

漢方サポート科 
1. 星野惠津夫 

癌領域における漢方治療の役割 がん患者の漢

方治療の全体像 癌証、お血、腎虚、冷えの重

要性とその治療法. 

第65回日本東洋医学会学術総会: 東京, 2014 

 

2. 静貴生, 井上美貴, 徳原真, 星野惠津夫 

がん研有明病院で経験した瞑眩3症例の検討. 

第65回日本東洋医学会学術総会: 東京, 2014 

 

 

歯 科 
1. 富塚健, 田代美子, 菅野勇樹, 田村恵, 古敷谷昇, 

脇元佳子, 南瑞華, 小暮麻優, 太田志保, 太田絢

子 

がん研有明病院における周術期口腔機能管理の

現状について. 

第11回日本口腔ケア学会学術大会: 旭川市, 

2014 

 

 

緩和治療科 
1. 服部政治 

緩和医療 麻酔科ができること がん疼痛にお

ける神経ブロック(神経破壊). 

日本臨床麻酔学会第34回大会: 東京, 2014 

 

 

2. 服部政治 

緩和ケアセンターの役割とがん疼痛治療の最前

線. 

第19回日本緩和医療学会学術大会: 神戸市, 

2014 

 

3. 佐伯吉規, 星野奈月, 中山博文, 西田久美, 佐藤

里央子, 山田健志, 下田和孝, 向山雄人 

終末期がん患者に対するmirtazapine投与量に

関する考察 がん研有明病院緩和ケア病棟入院

患者の解析. 

第19回日本緩和医療学会学術大会: 神戸市, 

2014 

 

4. 佐伯吉規 

新規抗精神病薬および抗うつ薬、睡眠薬を緩和

医療の現場で使いこなす 緩和医療で新規抗精

神病薬を使いこなす. 

第19回日本緩和医療学会学術大会: 神戸市, 

2014 

 

 

放射線治療科 
1. Harada, A. 

Primary radiation therapy for localized 

duodenal follicular lymphoma. 

ASTRO's 56th Annual Meeting: San 

Francicso, USA, 2014 

 

2. 佐藤智春 

次世代リニアックを安全に利用するための物理

的・技術的アプローチ ：FFF ビームの可能性と

安全性. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

3. 八木緑 

肛門管癌治療成績の遡及的検討. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

4. 利安隆史 

中咽頭扁平上皮癌：HPV 亜部位別治療予後. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

5. 利安隆史, 高橋俊二, 田中宏子, 佐藤由紀子, 古

田玲子, 新橋渉, 佐々木徹, 福島啓文, 米川博之, 

三谷一嘉, 川端一嘉 

中咽頭扁平上皮癌 亜部位別HPV関連腫瘍の評
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価. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

6. 原田亜里咲 

婦人科癌術後に対する強度変調回転放射線治療

を用いた全骨盤照射の検討. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

7. 吉田匡宏 

乳癌嚢胞性能転移に対する全脳照射の治療効果. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

8. 吉田匡宏 

頭頸部癌に対する術後VMATの初期経験. 

第27回日本高精度放射線外部照射研究会: 東京, 

2014 

 

9. 吉田匡宏, 小口正彦, 秋山太, 伊藤良則, 蒔田益

次郎, 高橋俊二, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園英

智, 堀井理絵, 坂井威彦, 荻谷朗子, 中島絵里, 

照屋なつき, 深田一平, 小塚拓洋, 利安隆史, 室

伏景子, 浅利崇生, 岩瀬拓士 

術前化学療法効果と放射線治療後再発との関連

性. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

10. 大久保裕史 

肺小細胞癌に対する順次放射線化学療法の治療

成績. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

11. 小口正彦 

脳転移に対する放射線治療. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

12. 小口正彦, 後藤志保, 内海潤 

乳がん放射線治療患者のための高機能でファッ

ション性のある革新的患者ケアウェアの開発. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

13. 小塚拓洋 

放射線治療RIS上に作成した症例データベース

の運用. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

14. 高橋良, 橘英伸, 上間達也, 板野正信, 山崎健史, 

石橋悟, 樋口義洋, 清水裕之, 山本鋭二郎, 山下

幹子, 馬場大海, 菅原康晴, 佐藤礼, 西山史朗, 

河合大輔, 宮岡聡 

介入レベルからみた独立計算検証の実行可能性

の検討. 

日本放射線腫瘍学会第27回学術大会: 横浜市, 

2014 

 

 

画像診断部 
1. 植野映子, 松本誠一, 神田浩明, 河野敦, 松枝清 

Denosumabによる治療が奏効した巨細胞腫の

画像所見について. 

第25回骨軟部放射線研究会: 東京, 2014 

 

2. 平塚真生子, 松枝清, 田中宏子, 植野映子, 河野

敦 

SANT; splenic angiomatoid nodular 

transformationの3例. 

第445回日本医学放射線学会関東地方会定期大

会: 東京, 2014 

 

3. 五味直哉 

ケースカンファレンス 次の一手は 乳癌の再

発/転移病巣に対する針生検. 

第33回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

別府市, 2014 

 

4. 植野映子 

これだけは知っておきたい骨軟部腫瘍の画像診

断. 

第50回日本医学放射線学会秋季臨床大会: 神戸

市, 2014 

 

5. 負門克典, 冨永楯哉, 佐藤嘉尚, 高瀬圭, 齊藤涼

子, 松枝清, 河野敦 

ステロイド治療でサイズ変化が認められた肺腺

癌の1例. 

第50回日本医学放射線学会秋季臨床大会・第28

回胸部放射線研究会: 神戸市, 2014 

 

6. 五味直哉, 梁太一, 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井

智浩, 前田拓摩, 棚倉健太, 國分優美, 永井一夫, 

岩瀬拓士 

乳房インプラントのMRIによる評価. 

第2回日本乳房オンコプラスティックサージェ

リー学会総会: 東京, 2014 
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7. 田中宏子 

唾液腺腫瘍の画像診断. 

第27回日本口腔・咽頭科学会総会学術講演会: 

札幌市, 2014 

 

8. 五味直哉, 國分優美, 蒔田益次郎, 坂井威彦, 宮

城由美, 飯島耕太郎, 森園英智, 堀井理絵, 秋山

太, 岩瀬拓士 

小さな浸潤径のTNBCの画像所見 早期発見の

ために. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

9. 田中宏子, 川端一嘉, 利安隆史, 高橋俊二, 佐藤

由紀子 

治療決定のための画像診断のポイント 中・下

咽頭癌、喉頭癌を中心に cCRT/RT症例における

頸部リンパ節病変の画像診断. 

第38回日本頭頸部癌学会: 東京, 2014 

 

10. 田中宏子, 松枝清, 植野映子, 平塚真生子, 負門

克典, 川端一嘉, 佐藤由紀子 

異所性過誤腫性胸腺腫の2例. 

第50回日本医学放射線学会秋季臨床大会・第27

回頭頸部放射線研究会: 神戸市, 2014 

 

 

核医学部 
1. Wagatsuma, K., Oda, K., Miwa, K., Miyaji, N., 

Murata, T., Yokokawa, N., Osawa, T., 

Sakata, M., Ito, K., Ishii, K., Ishiwata, K. 

Effects of a tungsten rubber shield and time 

of flight on quality of cerebral images 

acquired using 3D PET and 15O gas 

inhalation. 

4th Asia Society of Nuclear Medicine 

Technology: Osaka, 2014 

 

2. Miyaji, N., Miwa, K., Wagatsuma, K., Murata, 

T., Umeda, T., Takiguchi, T., Koizumi, M. 

Optimal quality control of dose calibrator 

using a traceable 68Ge/68Ga calibration 

source in the operating environment. 

Society of Nuclear Medicine and Molecular 

Imaging 2014 Annual Meeting: St. Louis, 

USA, 2014 

 

3. Inubushi, M., Miwa, K., Aoki, I., Tsuji, A.B., 

Takeuchi, Y., Saga, T., Koizumi, M., Sasaki, 

M. 

Rat cardiac function estimated with new 

wireless gating method for cone-beam CT. . 

2014 World Molecular Imaging Congress: 

Seoul, Korea, 2014 

 

4. Koyama, M., Koizumi, M., Miwa, K., 

Matsueda, K.Response evaluation of 

lymphoma with FDG-PET/CT: How and 

When? 

100th Scientific Assembly and Annual 

Meeting，Radiological Society of North 

America: Chicago, USA, 2014 

 

5. 小山眞道, 小泉満, 三輪建太 

G-CSF産生子宮頸癌2症例のFDG-PET/CT所見. 

第54回日本核医学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

6. 我妻慧, 織田圭一, 三輪建太, 稲次基希, 林志保

里, 石井賢二, 坂田宗之, 石橋堅士, 伊藤公輝, 

豊原潤, 成相直, 石渡喜一 

-15ガスPET/CT撮像におけるコールドアーチフ

ァクト改善の検討. 

第34回核医学技術学会総会学術大会: 大阪市, 

2014 

 

7. 三輪建太 

PET & SPECT装置最先端 4D-PET/CT(呼吸同

期)の臨床応用に向けて. 

第54回日本核医学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

8. 梅田拓朗, 三輪建太, 村田泰輔, 宮司典明, 滝口

智洋, 小泉満 

True Whole Body PET/CTにおける下肢撮像時

間の短縮が定量値に与える影響. 

第61回日本放射線技術学会関東部会研究発表大

会: 東京, 2014 

 

9. 村田泰輔, 三輪建太, 宮司典明, 我妻慧, 長谷川

智之, 織田圭一, 滝口智洋 

トレーサブル22Na点状線源を用いたPET有効視

野内の歪みの評価. 

PET サマーセミナー in 小樽: 小樽市, 2014 

 

10. 大澤敦, 三輪建太, 秋本健太, 内田茂樹, 滝口智

洋 

ファントム直径と計数率特性および物理学的解

析. 

第42回日本放射線技術学会秋季学術大会: 札幌

市, 2014 
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11. 小泉満 

乳がんの骨転移の診断 核医学手法を中心に. 

第22回日本乳癌学会学術総会: 大阪市, 2014 

 

12. 梅田拓朗, 三輪建太, 我妻慧, 村田泰輔, 宮司典

明, 大澤敦, 滝口智洋, 小泉満 

位相呼吸同期PET/CT撮像によるPET定量値の改

善率の検討. 

第42回日本放射線技術学会秋季学術大会: 札幌, 

2014 

 

13. 三輪建太, 犬伏正幸, 竹内康人, 片渕哲朗, 小泉

満, 佐々木雅之, 佐賀恒夫 

小動物用SPECT/PET装置を用いた99mTc/18F

同時収集法の基礎的検討. 

第9回日本分子イメージング学会総会・学術集

会: 大阪市, 2014 

 

14. 宮司典明, 三輪建太, 村田泰輔, 我妻慧, 梅田拓

朗, 滝口智洋, 小泉満 

放射能濃度の違いによるPET自動投与装置の精

度検証. 

PET サマーセミナー in 小樽: 小樽市, 2014 

 

15. 犬伏正幸, 三輪建太, 青木伊知男, 辻厚至, 竹内

康人, 我妻慧, 村田泰輔, 宮原信幸, 佐賀恒夫, 

小泉満, 佐々木雅之 

新しい固有同期法を用いた小動物用CTによる左

室機能評価. 

第9回日本分子イメージング学会総会・学術集

会: 大阪市, 2014 

 

16. 三輪建太, 村田泰輔, 松林史泰, 我妻慧, 秋本健

太, 宮司典明, 藤淵俊王, 佐々木雅之 

治療用放射性核種89Sr・90Yのβ線および制動放

射線に対する最適遮蔽材の検討. 

第7回茨城放射線腫瘍研究会: つくば市, 2014 

 

17. 三輪建太, 犬伏正幸, 竹内康人, 片渕哲朗, 小泉

満, 佐賀恒夫, 佐々木雅之 

SPECT/PET同時収集のための小動物用

clustered-multipinholeコリメータの性能評価. 

第70回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2014 

 

 

内視鏡診療部 
1. 堀内裕介, 藤崎順子, 山本智理子 

上部消化管における拡大内視鏡診断 NBI併用拡

大内視鏡による早期胃癌深達度診断の可能性. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

2. 鈴木翔, 千野晶子, 五十嵐正広 

内視鏡修練のクオリティーコントロール 消化

管 内視鏡修練のための内視鏡形状観測装置

(UPD)を併用した挿入訓練方法について. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

3. 石川寛高, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

動画で見る消化管ESDのさらなる工夫 粘膜下

に高度の線維化を伴う病変に対する安全な大腸

ESD. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

4. 富田英臣, 山本頼正, 大隅寛木, 宮本勇治, 堀内

裕介, 石川寛高, 吉澤奈津子, 大前雅実, 石山晃

世志, 由雄敏之, 平澤俊明, 土田知宏, 五十嵐正

広 

十二指腸ESD後に遅発性穿孔を来した2例. 

第98回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東京, 

2014 

 

5. 富田英臣, 山本頼正, 藤崎順子 

十二指腸腫瘍に対する内視鏡治療の検討. 

第87回日本消化器内視鏡学会総会: 福岡市, 

2014 

 

6. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 千野晶子, 福長洋介, 上

野雅資, 五十嵐正広 

大腸ESDとLACの適応と限界 安全性と根治性か

ら見た大腸ESDの適応と限界. 

第69回日本大腸肛門病学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

7. 千野晶子, 岸原輝仁, 宮本勇治, 為我井芳郎, 五

十嵐正広 

大腸内視鏡の挿入法 内視鏡修練のための内視 

鏡形状観測装置(UPD)を併用した挿入訓練方法 

について. 

第69回日本大腸肛門病学会: 横浜市, 2014 

 

8. 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

大腸広範囲ESD後の瘢痕狭窄とステロイド座薬

の有効性. 

第88回日本消化器内視鏡学会総会: 神戸市, 

2014 
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9. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 菅沼孝紀, 石川寛高, 岡

本恒平, 奥野真理, 千野晶子, 藤崎順子, 五十嵐

正広 

早期大腸癌における不整複合Pitの臨床病理学的

検討. 

第88回日本消化器内視鏡学会総会: 神戸市, 

2014 
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14. 為我井芳郎, 福長洋介, 五十嵐正広 
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益次郎, 中島絵里, 竹島信宏, 谷口智子, 岡村仁 
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7. 友田美穂子, 八木靖二, 高橋ひろみ, 滝澤久暢, 

吉羽勢津子, 海老原文, 三宅一徳 

一般検査システムにおける尿検査結果チェック

法の構築と有用性. 

第63回日本医学検査学会: 新潟市, 2014 
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2014 
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analyses with surgical materials and robust 

clustering methods. 

6th Latin American Conference on Lung 

Cancer: Lima, Peru, 2014 

 

6. 金小海 

一例ALK阻性的多形成肺癌. 

第25回中国病理学会学術集会: Changcun, 

China, 2014 

 

7. 石川雄一 

Lung neuroendocrine tumors: pathology 

diagnosis, and recent findings of molecular 

and genomic characters. 
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12. 佐藤由紀子, 古田玲子, 利安隆史, 新橋渉, 山本
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第73回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2014 
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26. 木脇圭一, 遠藤祐子, 井下尚子, 石川雄一

Urothelial carcinoma, plasmacytoid variant

の4例. 

第103回日本病理学会総会: 広島市, 2014 
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8. 杉山裕子, 小松京子, 竹沢奈緒子, 伊藤崇彦, 山

田麻里沙, 池畑浩一, 星利良, 藤山淳三, 古田則

行, 荷見勝彦, 本山悌一, 高澤豊, 宇津木久仁子, 

竹島信宏 

子宮頸部腺系病変の診断 AGCの取扱い 子宮

頸部腺系病変の診断 AGCの臨床的取り扱い. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 

9. 池畑浩一, 伊藤崇彦, 古田則行, 八木靖二, 藤山

淳三, 星利良, 小松京子 

尿細胞診における異型細胞の検出向上に対する

試み. 

第63回日本医学検査学会: 新潟市, 2014 

 

10. 杉山裕子, 荷見勝彦, 坂本公彦, 宇津木久仁子, 

馬屋原健司, 秋山太, 本山悌一, 高澤豊, 竹島信

宏 

早期発見および治療のための、小さな子宮内膜

癌の臨床病理学的検討. 

第56回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 宇都宮

市, 2014 

 

11. 杉山裕子, 荷見勝彦, 宇津木久仁子, 馬屋原健

司, 竹島信宏 

早期発見および治療のための、小さな子宮内膜

癌の臨床病理学的検討. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

12. 古田則行 

標本作製法と細胞の基本的なみかた. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

13. 鈴木奈緒子, 坂本穆彦, 小松京子, 藤山淳三, 古

田則行, 戸田和寿, 元井紀子, 杉山裕子 

甲状腺細胞診「鑑別困難」のベセスダシステム

による検討. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

14. 古田則行 

細胞検査士会アンケートの結果から. 

第28回関東臨床細胞学会学術集会: 沼津市, 

2014 

 

15. 伊藤崇彦, 佐藤由紀子, 古田則行, 藤山淳三, 星

利良, 池畑浩一, 竹沢奈緒子, 山田麻里沙, 小松

京子, 石川雄一, 杉山裕子 

耳下腺Nodular oncocytic hyperplasiaの1例. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 
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16. 星利良, 元井紀子, 鈴木奈緒子, 古田則行, 小松

京子, 桝谷典子, 杉山裕子, 石川雄一, 宝来威 

肺動脈血管肉腫の1例. 

第55回日本臨床細胞学会総会: 横浜市, 2014 

 

17. 古田則行, 元井紀子, 神田浩明, 二宮浩範, 小松

京子, 星利良, 山田麻里沙, 古田玲子, 高澤豊, 

杉山裕子, 石川雄一 

骨化生線維粘液性腫瘍の1例. 

第53回日本臨床細胞学会秋季大会: 下関市, 

2014 

 
 
栄養管理部 

1. 中濱孝志, 望月宏美, 高鍋香, 伊沢由紀子, 比企

直樹 

 がん専門病院緩和ケア病棟入院希望者の生存率

と入院基準に関する評価法の検討. 

第18回日本病態栄養学会年次学術集会: 京都市, 

2014 

 

2. 望月宏美, 中濱孝志, 本多通孝, 布部創也, 佐野

武, 山口俊晴 

 化学放射線療法中の低栄養と放射性皮膚炎に対

して病棟NST 介入とオルニュートの投与が有

効であった一例. 

 第6回日本静脈経腸栄養学会首都圏支部会学術

集会: 東京, 2014 

 

3. 中濱孝志 

 専門管理栄養士制度への期待 がん専門病院か

らの意見 がん病態栄養専門管理栄養士の立場

から. 

第18回日本病態栄養学会年次学術集会: 京都市, 

2014 

 

4. 望月宏美, 中濱孝志, 山田和彦, 渡邊雅之, 大矢

周一郎, 志垣博信, 富塚健, 小川恵, 鈴木めぐみ, 

北野雅子, 高瀬鮎美, 林田由美子, 式部さあ里, 

馬城はるか, 比企直樹 

 手術後の治癒過程を促進する効果的なチーム医

療 当院の食道癌周術期管理 多職種連携チー

ム(PERICAN)の効果 栄養士の立場から. 

 第39回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2014 

 

5. 望月宏美, 中濱孝志, 比企直樹 

 消化器外科病棟常駐栄養士(栄養コンシェルジ

ュ)の周術期管理の例. 

第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 

横浜市, 2014 

 

6. 望月宏美, 中濱孝志, 比企直樹, 本多通孝, 布部

創也, 佐野武, 山口俊晴 

 消化器外科病棟常駐栄養士の周術期管理. 

 第44回胃外科・術後障害研究会: 富士市, 2014 

 

7. 伊沢由紀子, 川名加織, 中濱孝志, 縄野一美, 新

田英昭, 比企直樹 

 胃内半固形化経腸栄養食品(ハイネイーゲル)を

使用し、下痢の改善および誤嚥性肺炎を予防で

きた1例. 

 第16回MeT3・NST研究会: 東京, 2014 

 

8. 中濱孝志, 望月宏美, 田村秀子, 蓑輪雄一, 小川

恵, 峯真司, 比企直樹 

 術後の食事を考える 胃切除術後分割食の栄養

補給と病棟栄養士活動に関する研究報告. 

第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

 

看護部 
1. 鵜沼静香, 武田美和, 田畑美奈子, 佐々木徹, 小

泉雄 

 頭頸部癌に対する遊離自家組織移植を伴う根治

手術後に放射線療法を受けた患者の嚥下機能の

実態. 

 頭頸部癌. 40(2): 254, 2014 

 

2. 黒澤奈々, 野原優, 縄野一美 

 血液腫瘍科病棟における転倒要因と今後の課題. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 214, 2014 

 

3. 黒澤奈々, 野原優, 縄野一美 

 血液腫瘍科病棟における転倒要因と今後の課題. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 

 

4. 畠山鮎子, 高瀬鮎美, 小川恵, 本多通孝 

 胃がん患者の手術前後の消化器症状及びQOLの

変化. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 152, 2014 

 

5. 畠山鮎子, 高瀬鮎美, 小川恵, 本多通孝 

胃がん患者の手術前後の消化器症状及び 

 QOLの変化. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 
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6. 大友陽子, 菅原邦子 

看護師が捉える成人急性白血病患者に対する 

 終末期看護の認識. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 164, 2014 

 

7. 大友陽子, 菅原邦子 

 看護師が捉える成人急性白血病患者に他する終

末期患者の認識. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 

 

8. 岩本寿美代 

 抗がん薬被ばくの現状と課題 抗がん薬被ばく

から、患者・医療従事者を守る 抗がん薬曝露対

策の取り組みと周知の重要性. 

 第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

9. 佐山郁子, 平澤朱美, 花出正美 

 呼吸器病棟で化学療法を受けるがん患者の転倒

の実態. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 306, 2014 

 

10. 佐山郁子, 平澤朱美, 花出正美 

 呼吸器病棟で化学療法を受けるがん患者の転倒

の実態. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 

 

11. 松浦千絵 

 乳房再建の拡大と課題 乳房再建術を受ける患

者への看護. 

 日本乳がん看護研究会誌. 10: 17, 2014 

 

12. 林田由美子 

 不眠のマネジメント ぜひ知っておきたい非薬

物療法と薬物療法アップデート 睡眠障害を有

するがん患者のケア. 

 第19回日本緩和医療学会学術大会: 神戸市, 

2014 

 

13. 船越さおり, 花出正美 

 レナリドミド・デキサメサゾン療法を受ける多

発性骨髄腫患者の内服アドヒアランスの実態と

影響要因. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 

14. 船越さおり, 花出正美 

 レナリドミド・デキサメサゾン療法を受ける多

発性骨髄腫の内服アドヒアランスの実態と影響

要因. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 217, 2014 

 

15. 上田沙樹 

 グリセリン浣腸による術前処置が術後排便状況

に与える影響. 

 第29回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 横浜市, 

2014 

 

16. 上田沙樹 

 グリセリン浣腸による術前処置が術後の排便状

況に与える影響. 

 静脈経腸栄養. 29(1): 530, 2014 

 

17. 竹花和美, 山越恵梨香 

 がん専門病院におけるグラム陰性桿菌菌血症に

関する検討. 

 第63回日本医学検査学会: 新潟市, 2014 

 

18. 上杉宣江, 本田まゆみ, 馬淵彰子, 中村地草, 水

野俊美, 濱口恵子, がん研有明病院緩和ケア専

門看護委員会 

 エンゼルケア標準化に向けた取り組み. 

 第19回日本緩和医療学会学術大会: 神戸市, 

2014 

 

19. 佐藤貴子, 遠藤裕子, 黒田直子, 鈴木美穂, 花出

正美 

 CCRTを受ける子頸がん患者の下痢症状への看

護介入に関する看護師の意識. 

 日本がん看護学会誌. 28(Suppl.): 192, 2014 

 

20. 佐藤貴子, 鈴木美穂, 遠藤裕子, 黒田直子 

 CCRTを受ける子宮頸がん患者の下痢症状への

看護介入に関する看護師の意識. 

 第28回日本がん看護学会学術集会: 新潟市, 

2014 

 

 

薬剤部 
1. Sugita, K., Kawakami, K., Yokokawa, T., 

Mae, Y., Toya, W., Hagino, A., Suzuki, K., 

Suenaga, M., Mizunuma, N., Yamaguchi, T., 

Hama, T. 

Investigation of hypothyroidism for patients 

receiving regorafenib. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

2. 橋本幸輝, 本尾美樹, 高綱唯, 柴田直樹, 根本真

記, 鈴木賢一, 濱敏弘 

注射薬混合調整業務における処方変更への対応

と評価. 
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日本病院薬剤師会関東ブロック第44回学術大

会: さいたま市, 2014 

3. 唐木貴子, 杉崎崇人, 山田玲子, 秋葉政宏, 飯村

洋平, 鈴木亘, 蓑輪雄一, 川上和宜, 濱敏弘 

注射抗がん薬監査方法の改訂による有用性の検

証. 

日本病院薬剤師会関東ブロック第44回学術大

会: さいたま市, 2014 

 

4. 根本真記, 上田響子, 畠清彦 

再発・難治性低悪性度リンパ腫およびマントル

細胞リンパ腫におけるベンダムスチン療法の後

方視的調査. 

第76回日本血液学会総会: 大阪市, 2014 

 

5. 鈴木賢一, 辻大樹, 伊藤邦彦, 濱敏弘 

個別化時代のチーム医療 薬物・支持療法の立

場から 薬剤師が拓く制吐療法の個別化医療. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

6. 杉田一男, 川上和宜, 横川貴志, 前勇太郎, 戸谷

渡, 萩野茜, 鈴木賢一, 末永光邦, 水沼信之, 山

口俊晴, 濱敏弘 

レゴラフェニブ服用患者における甲状腺機能低

下症の発現頻度と発現時期の調査. 

第52回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 2014 

 

7. 飯田啓子, 杉田一男, 萩野茜, 前勇太郎, 鈴木富

紀子, 横川貴志, 川上和宜, 鈴木賢一, 末永光邦, 

水沼信之, 山口俊晴, 濱敏弘 

レゴラフェニブの副作用発現時期及び発現頻度

に関する研究. 

日本病院薬剤師会関東ブロック第44回学術大

会: さいたま市, 2014 

 

8. 加藤寛基, 瀧口友美, 青山剛, 西尾誠人 

シスプラチンを含む化学療法にShort 

Hydration導入する前と後の腎機能障害を比較

検討する研究. 

第55回日本肺癌学会総会: 京都市, 2014 

 

9. 杉田一男, 岩本寿美代, 蓑輪雄一, 鈴木亘, 萩野

茜, 柴田直樹, 濱敏弘 

ケモセーフによるプライミングの性能の検討. 

日本薬学会第134年会: 熊本市, 2014 

10. 杉田一男, 蓑輪雄一, 濱敏弘 

がん研有明病院における暴露対策の現状報告と

課題. 

第6回日本癌化学療法薬剤師学会(JSOPP)学術

大会: 東京, 2014 

11. 川上和宜, 横川貴志, 鬼山彩果, 前勇太郎, 萩野

茜, 杉田一男, 町田昌明, 鈴木賢一, 末永光邦, 

水沼信之, 山口俊晴, 濱敏弘 

XELOX療法におけるカペシタビンの服薬

compliance. 

日本薬学会第134年会: 熊本市, 2014 

 

 

健診センター 
1. 鈴木朋子, 今井瑞香, 窪田素子, 土田知宏, 五十

嵐正広 

当院健診センター 人間ドック受診者における

腫瘍マーカー(CA19-9)高値例に関する検討. 

第55回日本人間ドック学会学術大会: 福岡市, 

2014 
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【 2015年 】 

呼吸器内科 

1. Tambo, Y., Yamada, K., Uemura, S., Saeki, 

S., Nakamura, Y., Shukuya, T., Urata, Y., 

Okuma, Y., Fukui, T., Kogure, Y., Daga, H., 

Hasegawa, Y., Tsubata, Y., Yoshida, T., 

Oizumi, S., Tamura, Y., Mizugaki, H., 

Fujiwara, Y., Hamada, A., Ohe, Y. 

Association of crizotinib toxicity with 

pharmacokinetics and pharmacogenomics in 

non-small cell lung cancer harboring ALK 

fusion gene. 

16th World Conference on Lung Cancer 

(WCLC2015): Denver, USA, 2015 

 

2. Horiike, A., Takahashi, H.N., Yanagitani, N., 

Kenmotsu, H., Fujiwara, Y., Tambo, Y., 

Kanda, S., Nishio, M., Tamura, T. 

A phase I/II study evaluating the 

combination of resminostat and docetaxel 

for platinum-pretreated NSCLC. 

16th World Conference on Lung Cancer 

(WCLC2015): Denver, USA, 2015 

 

3. Yanagitani, N., Horiike, A., Kanda, S., 

Tamura, K., Kondo, S., Iwasa, S., Tanabe, 

Y., Inatani, M., Nakamura, K., Kotani, N., 

Yamamoto, N., Nishio, M. 

Phase Ia/Ib study of pan-PI3K inhibitor, 

pictilisib (GDC-0941), in Japanese patients 

with advanced solid tumors or 

non-squamous non-small cell lung cancer 

(JO28645 study). 

European Society for Medical Oncology 

European Cancer Congress 

(40thESMO-18thECC 2015): Vienna, Austria, 

2015 

 

4. 大柳文義, 小塚拓洋, 瀬戸貴司, 佐々木智成, 山

中竹春, 國武直信, 清水淳市, 古平毅, 武田真幸, 

中松清志, 小野哲, 原田英幸, 吉村成央, 堤真一, 

北島寛元, 片岡正明, 中川和彦, 西村恭昌, 中西

洋一 

A randomized phase II study of S-1 and 

cisplatin vs vinorelbine and cisplatin with 

concurrent thoracic radiotherapy for locally 

advanced NSCLC: WJOG5008L. 

第56回日本肺癌学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

5. 西尾誠人 

ALK肺がんに対する治療の現状と展望. 

第38回日本呼吸器内視鏡学会学術集会: 東京, 

2015 

 

6. 上月稔幸, 西尾誠人, 木浦勝行, 瀬戸貴司, 中川

和彦, 前門戸任, 井上彰, 樋田豊明, 田中智宏 

ALK融合遺伝子陽性非小細胞肺癌を対象とした

アレクチニブの第Ⅰ/Ⅱ相臨床試験（AF-001JP）

におけるPFS並びに安全性情報の更新. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

7. 丹保裕一, 榊原理江, 北園聡, 大柳文義, 元井紀

子, 堀池篤, 栁谷典子, 小栗知世, 川嶋庸介, 高

野夏希, 宝来威, 奥村栄, 石川雄一, 西尾誠人 

EBUS-TBNA検体によるPD-L1発現解析の妥当

性の検討. 

第56回日本肺癌学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

8. 川嶋庸介, 北園聡, 高野夏希, 小栗知世, 丹保裕

一, 栁谷典子, 大柳文義, 堀池篤, 宝来威, 西尾

誠人 

EGFR-TKI 既治療例における各 EGFR 遺伝子

変異に対するAfatinib の効果の検討. 
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合部に対する横隔膜正中切開アプローチによる

上腹部、下縦隔の連続的なリンパ節郭清. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

60. 渡邊雅之, 峯真司, 山田和彦, 志垣博信, 松本晶

西田康二郎 

食道癌術後合併症の診断と治療 新しい工夫 

食道がん周術期管理チームの導入による術後合

併症軽減の試み. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

61. 峯真司, 西田康二郎, 志垣博信, 松本晶, 本多通

孝, 山田和彦, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

食道癌術前化学療法後切除例における治療前リ

ンパ節サイズの意義. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

62. 西田康二郎, 渡邊雅之, 峯真司, 松本晶, 志垣博

信, 比企直樹, 布部創也, 福長洋介, 長山聡, 藤

本佳也, 小西毅, 秋吉高志, 齋浦明夫, 高橋祐, 

有田淳一, 石沢武彰, 井上陽介, 佐野武 

食道癌切除術の食道胃管吻合における三辺外翻

三角吻合と有茎大網弁被覆法の有用性. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

63. 黒河内喬範, 峯真司, 渡邊雅之 

食道癌が疑われるも確定診断が得られず診断に

難渋している一例. 

第168回日本胸部外科学会関東甲信越地方会: 

東京, 2015 

 

64. 西田康二郎, 渡邊雅之, 峯真司, 松本晶, 志垣博

信, 比企直樹, 布部創也, 福長洋介, 長山聡, 藤

本佳也, 小西毅, 秋吉高志, 齋浦明夫, 高橋祐, 

有田淳一, 石沢武彰, 井上陽介, 佐野武 

食道切除後再建法の工夫（食道胃管吻合におけ 

る三辺外翻三角吻合と有茎大網弁皮覆法の有用 

性）. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

65. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也

秋吉高志, 比企直樹, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊

晴 

集学的治療・側方郭清を併用した局所進行直腸

癌に対する鏡視下手術の成績と安全な手技のポ

イント. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

66. 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上陽介, 高橋祐, 齋浦明

夫 

集学的アプローチ時代における進行大腸癌肝転

移に対する積極的切除の意義. 

第83回大腸癌研究会: 福岡市, 2015 

 

67. 石沢武彰, 井上陽介, 寺澤無我, 田中真之, 熊谷

祐, 武田良祝, 松木亮太, 市田洋文, 松村優, 有

田淳一, 高橋祐, 國土典宏, 齋浦明夫 

開腹肝切除に応用すべき腹腔鏡手術の視覚的な

利点とは. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

68. 福岡宏倫, 藤本佳也, 福田雄三, 日吉幸晴, 三城

弥範, 宮城幹史, 橋爪良輔, 濱崎俊輔, 小倉淳司, 

長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資 

長期生存した直腸悪性黒色腫の2例. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

69. 福田雄三, 藤本佳也, 永田淳, 長嵜寿矢, 濱崎俊

輔, 高津有紀子, 小倉淳司, 宮城幹史, 三城弥範, 

福岡宏倫, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資 

長期生存が得られた回腸カルチノイドの１例. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

70. 西田康二郎, 志垣博信, 松本晶, 峯真司, 渡邊雅

之 

鏡視下食道切除術における腹腔鏡操作の意義. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

71. 石沢武彰, 齋浦明夫, 井上陽介, 有田淳一, 

高橋祐, 山本訓史, 阪本良弘, 菅原寧彦, 

長谷川潔, 國土典宏 

鏡視下手術の普及過程における亜区域以下肝切

除の再評価. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

72. 渡邊雅之, 峯真司, 西田康二郎, 志垣博信, 松本

晶, 本多通孝 

鏡視下手術とチーム医療は食道癌治療を変える

か. 

第24回癌病態治療研究会: 日光市, 2015 

 

73. 松村優, 齋浦明夫, 寺澤無我, 武田良祝, 田中真

之, 畑大悟, 市田洋文, 松木亮太, 三瀬祥弘, 
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石沢武彰, 井上陽介, 高橋祐 

遠位膵切除の術式と成績 膵癌に対する後腹膜

一括廓清を伴う膵体尾部切除 RAMPSとの類似

点と左腎脱転の有用性. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

74. 川勝章司 

進行胃癌に対する胃全摘・膵脾合併切除術の検

討. 

第45回胃外科・術後障害研究会: 名古屋市, 

2015 

 

75. 川勝章司, 布部創也, 松田達雄, 奥村康弘, 速水

克, 井田智, 辻浦誠浩, 神谷諭, 熊谷厚志, 大橋

学, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

進行胃癌に対する胃全摘・膵脾合併切除術の検

討. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

76. 速水克, 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 熊谷厚志

川勝章司, 安福至, 江藤弘二郎, 松田達雄, 奥村

康弘, 井田智, 辻浦誠浩, 神谷諭, 佐野武, 山口

俊晴 

進行胃癌に対する幽門側胃切除における肉眼的

口側断端距離と予後との関係  

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

77. 秋吉高志 

進行直腸癌に対する集学的治療戦略と手術手技. 

第3回Cancer Forum in Yamaguchi.: 山口市, 

2015 

 

78. 秋吉高志 

進行直腸癌に対する治療戦略と手術手技. 

Rectal Cancer Symposium: 名古屋市, 2015 

 

79. 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上陽介, 高橋祐, 齋浦明

夫 

進行大腸癌肝転移に対する積極的手術治療成績

の変遷. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

80. 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 小西毅

秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 武田光正, 小倉淳

司, 濱崎俊輔, 高津有紀子, 渡邉元己 

進行大腸癌に対する腹腔鏡下手術の適応拡大と

限界. 

第82回大腸癌研究会: 東京, 2015 

81. 江藤弘二郎, 比企直樹, 井田智, 熊谷厚志, 布部

創也, 大橋学, 西田康二郎, 峯真司, 渡邊雅之, 

佐野武, 山口俊晴 

超高齢者に対する腹腔鏡下胃切除の安全性と予

後の検討. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

82. 江藤弘二郎, 比企直樹, 井田智, 安福至, 川勝章

司, 松田達雄, 辻浦誠浩, 速水克, 奥村康弘, 神

谷諭, 熊谷厚志, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山

口俊晴 

超高齢者に対する腹腔鏡下幽門側胃切除の安全

性の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

83. 小倉淳司, 秋吉高志, 永田淳, 長嵜寿矢, 小西毅

藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 山口俊

晴 

術前放射線化学療法施行ypT3下部直腸癌におけ

る筋層からの浸潤距離（壁外浸潤距離）と予後

の検討. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

84. 志垣博信, 渡邊雅之, 峯真司, 西田康二郎, 松本

晶, 本田通孝, 佐野武 

術前化学療法によりCT-pStage Iとなった胸部

食道扁平上皮癌の成績. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

85. 松木亮太, 井上陽介, 市田洋文, 熊谷祐, 武田良

祝, 田中真之, 寺澤無我, 松村優, 石沢武彰, 有

田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫 

術中Air Cholangiogyaphyの肝切除術後胆汁瘻

予防に対する有効性の検討. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

86. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也

秋吉高志, 比企直樹, 渡邊雅之, 齋浦明夫, 大橋

学, 高橋祐, 布部創也, 峯真司, 佐野武, 山口俊

晴 

術中・術後合併症から学ぶ腹腔鏡下側方廓清の

コツとピットフォール. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

87. 高橋祐, 齋浦明夫 

血管合併切除を伴う胆管癌手術 肝門部胆管癌

に対する血管合併切除の治療成績. 

第51回日本胆道学会学術集会: 宇都宮市, 2015 
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88. 松本晶, 渡邊雅之, 峯真司, 西田康二郎, 志垣博

信 

若年発症食道癌の特徴と予後. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

89. 寺澤無我, 齋浦明夫, 高橋祐, 井上陽介, 石沢武

彰 

膵頭部癌に対し上腸間膜静脈・脾静脈合流部合

併切除を施行し、術後治療を必要とした左側門

脈圧亢進症の3例. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

90. 松村優, 齋浦明夫, 寺澤無我, 武田良祝, 田中真

之, 畑大悟, 市田洋文, 松木亮太, 三瀬祥弘, 石

沢武彰, 井上陽介, 竹村信行, 高橋祐 

膵頭十二指腸切除術後の成分栄養投与が術後乳

糜腹水の発生に与える影響. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

91. 井上陽介, 齋浦明夫, 田中真之, 松木亮太, 市田

洋文, 松村優, 三瀬祥弘, 石沢武彰, 高橋祐, 山

口俊晴 

膵頭十二指腸切除は新時代へ。前方アプローチ

が系統的SMA周囲郭清の自在な調節を可能にす

る. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

92. 高橋祐, 井上陽介, 石沢武彰, 松村優, 武田良祝

市田洋文, 田中真之, 寺澤無我, 松木亮太, 三瀬

祥弘, 齋浦明夫 

膵臓外科のドレーンの管理1 膵頭十二指腸切除

後のドレーン本数の至適ドレーン本数は。1本?2

本? 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

93. 武田良祝, 齋浦明夫, 田中真之, 松村優, 松木亮

太, 市田洋文, 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上陽介, 

高橋祐 

膵癌体尾部癌の症状と予後、局所進展の関連に

ついて. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

94. 武田良祝, 齋浦明夫, 渡邉元己, 寺澤無我, 田中

真之, 松村優, 畑太悟, 松木亮太, 市田洋文, 三

瀬祥弘, 石沢武彰, 井上陽介, 高橋祐 

膵切除後の膵液瘻のドレーン造影検査における

所見変化と難治性評価について. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

95. 橋爪良輔 

腹膜播種再発をきたした大腸SM癌の1例. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

96. 比企直樹 

腹腔鏡胃切除におけるHit and Awayテクニック

の応用. 

第4回サマーセミナーin Okinawa: 宜野湾市, 

2015 

 

97. 石沢武彰, 寺澤無我, 田中真之, 渡邉元己, 畑太

悟, 武田良祝, 松木亮太, 市田洋文, 松村優, 三

瀬祥弘, 井上陽介, 高橋祐, 齋浦明夫 

腹腔鏡手術に必要な肝解剖を手術中に認識する

ための工夫. 

第19回臨床解剖研究会: 東京, 2015 

 

98. 比企直樹 

腹腔鏡内視鏡合同胃局所切除 LECSを簡単に

行うために. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

99. 市田洋文, 井上陽介, 熊谷祐, 武田良祝, 田中真

之, 寺澤無我, 松木亮太, 松村優, 石沢武彰, 有

田淳一, 高橋祐, 佐藤崇文, 福長洋介, 布部創也, 

比企直樹, 齋浦明夫 

腹腔鏡下膵頭十二指腸切除の安全性・有用性に

関する外科 phase I 臨床試験  

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

100. 神谷諭, 比企直樹, 江藤弘二郎, 川勝章司, 安福

至, 井田智, 奥村康弘, 辻浦誠浩, 速水克, 松田

達雄, 熊谷厚志, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山

口俊晴 

腹腔鏡下胃切除術後合併症の早期予測因子とし

ての術後ドレーンアミラーゼの有用性の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

101. 布部創也, 比企直樹, 熊谷厚志, 大橋学, 峯真司, 

西田康二郎, 渡邊雅之, 福長洋介, 秋吉高志, 小

西毅, 高橋祐, 齋浦明夫, 佐野武 

腹腔鏡下胃切除術における良好な視野と術野確

保の工夫：腹腔内用レトラクターデバイスの使

用経験. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

102. 比企直樹 

腹腔鏡下胃全摘の再建 安全性を飛躍させるた
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めに. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

103. 石沢武彰 

腹腔鏡下肝切除における血管損傷・胆道損傷の

マネージメント. 

第9回肝臓内視鏡外科研究会: 神戸市, 2015 

 

104. 秋吉高志 

腹腔鏡下直腸癌手術：TME、側方郭清、and 

beyond. 

第26回AMG内視鏡外科フォーラム: 東京, 

2015 

 

105. 福長洋介 

腹腔鏡下直腸手術の定型化：助手・術者の両側

からみて. 

第6回腹腔鏡下大腸切除研究会: 国頭群恩納村, 

2015 

 

106. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 井上陽介, 石沢武彰, 高橋祐, 齋浦明

夫, 西田康二郎, 峯真司, 渡邊雅之, 熊谷厚志, 

布部創, 大橋学, 比企直樹 

腹腔鏡下直腸切断術（Lap-APR）の手術手技. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

107. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 齋浦明夫, 比企直樹, 渡邊雅之, 峯真

司, 布部創也, 高橋祐, 大橋学, 佐野武, 山口俊

晴 

腹腔鏡下直腸低位前方切除. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

108. 辻浦誠浩, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 熊谷厚

志, 松田達雄, 奥村康弘, 速水克, 井田智, 

古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下手術における幽門側胃切除術と幽門保

存胃切除術の術後栄養状態についての比較検討. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

109. 熊谷厚志 

腹腔鏡下幽門保存胃切除術における新しい対腔

内端端吻合法（ピアス法）. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

110. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下幽門保存胃切除後の新しい鏡視下端端

胃胃吻合・ピアス法. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

111. 速水克, 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 松田達雄, 

井田智, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除術観音開き法再建の臨床

経験と評価. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

112. 布部創也, 本多通孝, 神谷諭, 古川陽菜, 比企直

樹, 大橋学, 峯真司, 西田康二郎, 渡邊雅之, 佐

野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除術の再建手技 上部早期

胃がんに対する術式選択 胃全摘か噴門側胃切

除か. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

113. 布部創也, 比企直樹, 熊谷厚志, 大橋学, 峯真司, 

西田康二郎, 渡邊雅之, 福長洋介, 齋浦明夫, 佐

野武 

腹腔鏡下噴門側胃切除後観音開き再建法におけ

る鏡視下縫合の工夫. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

114. 布部創也, 神谷諭, 比企直樹, 大橋学, 峯真司, 

西田康二郎, 渡邊雅之, 秋吉高志, 小西毅, 藤本

佳也, 長山聡, 福長洋介, 高橋祐, 有田淳一, 石

沢武彰, 井上陽介, 齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

腹腔鏡下噴門側胃切除後の観音開き再建法：鏡

視下縫合を定型化するためのポイント. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

115. 布部創也, 比企直樹, 熊谷厚志, 大橋学, 峯真司, 

西田康二郎, 渡邊雅之, 秋吉高志, 小西毅, 藤本

佳也, 長山聡, 福長洋介 

腹腔鏡下噴門側胃切除後の再建：観音開き再建

法における標準化を目指した鏡視下縫合の工夫. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

116. 秋吉高志 

腹腔鏡下TMEの基本手技とその向こう. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

117. 福長洋介 

腹腔鏡下TMEの基本手技とその向こう. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

118. 布部創也, 比企直樹 

腹腔鏡・内視鏡合同手術(LECS)の現状と展望. 

消化器病・消化器内視鏡合同分科会（第117回日
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本消化器病学会北海道支部例会/第111回日本消

化器内視鏡学会北海道支部例会）: 札幌市, 

2015 

 

119. 宮城幹史, 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 

福長洋介, 長嵜寿矢, 永田淳, 小倉淳司, 濱崎俊

輔, 橋爪良輔, 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井芳郎, 

五十嵐正広, 上野雅資 

腸重積をきたした横行結腸脂肪腫の1例. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

120. 渡邊雅之 

胸部食道癌の再建. 

第69回食道学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

121. 岡村明彦, 渡邊雅之, 峯真司, 西田康二郎, 今村

裕, 黒河内喬範, 佐野武 

胸腔鏡下食道切除術における胸部操作の難易度

に影響を与える因子の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

122. 田中真之, 高橋祐, 寺澤無我, 武田良祝, 松村優, 

松木亮太, 市田洋文, 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上

陽介, 有田淳一, 古賀倫太郎, 齋浦明夫 

胆道癌に対する肝・膵同時切除の検討. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

123. 高橋祐, 有田淳一, 井上陽介, 石沢武彰, 松村優, 

武田良祝, 熊谷祐, 市田洋文, 田中真之, 寺澤無

我, 松木亮太, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 小

西毅, 秋吉高志, 古賀倫太郎, 齋浦明夫 

胆道癌に対するMaior HPDの治療成績. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

124. 田中真之, 齋浦明夫, 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上

陽介, 高橋祐 

胆管原発神経内分泌腫瘍の2切除例. 

第51回日本胆道学会学術集会: 宇都宮市, 2015 

 

125. 神谷諭, 比企直樹, 江藤弘二郎, 川勝章司, 安福

至, 井田智, 奥村康弘, 辻浦誠浩, 速水克, 松田

達雄, 熊谷厚志, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山

口俊晴 

胃癌術後腹腔内感染症の予測因子としてのドレ

ーン排液中アミラーゼ値の有用性. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

126. 佐野武 

胃癌治療ガイドライン. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

127. 熊谷厚志, 比企直樹, 布部創也, 入野誠之, 大橋

学, 西田康二郎, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山

口俊晴 

胃癌手術における肝十二指腸間膜（No.12a）リ

ンパ節郭清の意義と郭清省略の可能性. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

128. 比企直樹 

胃癌手術におけるロボットの役割 可能性と限

界、適応と将来性を考える 腹腔鏡手術の立場か

らロボット手術を想う. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

129. 神谷諭, 比企直樹, 井田智, 奥村康弘, 辻浦誠浩, 

速水克, 松田達雄, 古川陽菜, 本多通孝, 布部創

也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌手術におけるドレーンアミラーゼの意義に

関する検討. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

130. 神谷諭, 比企直樹, 井田智, 奥村康弘, 辻浦誠浩, 

速水克, 松田達雄, 古川陽菜, 本多通孝, 熊谷厚

志, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌周術期におけるドレーンアミラーゼ値と術

後合併症に関する検討. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

131. 井田智, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達雄, 

速水克, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌内視鏡非治癒切除後の追加外科切除の適応. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

132. 井田智, 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 松田達雄, 

奥村康弘, 速水克, 辻浦誠浩, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌内視鏡非治癒切除後のリンパ節転移に及ぼ 

す因子. 

第13回日本消化器外科学会大会: 東京, 2015 

 

133. 井田智, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達雄, 

速水克, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝,

峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌内視鏡非治癒切除後のリンパ節転移に及ぼ

す因子. 
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第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

134. 川勝章司, 布部創也, 松田達雄, 奥村康弘, 速水

克, 井田智, 辻浦誠浩, 神谷諭, 熊谷厚志, 大橋

学, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌内視鏡的非治癒切除後の外科的追加切除の

検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

135. 中島聰總 

胃癌の歴史 成熟期 胃癌治療ガイドラインの

成立の経緯. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

136. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

神谷諭, 渡邉元己, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌に対する胃切除術とピロリ菌の除菌時期に

関するランダム化比較試験. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

137. 井田智, 比企直樹, 熊谷厚志, 布部創也, 大橋学, 

松田達雄, 奥村康弘, 速水克, 辻浦誠浩, 神谷諭, 

佐野武, 山口先生 

胃切除術後Petersen'sヘルニアの診断と治療. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

138. 辻浦誠浩, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 熊谷厚

志, 速水克, 井田智, 佐野武, 山口俊晴 

肥満患者に対する腹腔鏡下胃切除術の手術成績

の検討. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

139. 高橋祐, 井上陽介, 石沢武彰, 三瀬祥弘, 松村優, 

武田良祝, 熊谷祐, 市田洋文, 田中真之, 齋浦明

夫 

肝門部胆管癌の切除成績～切除断端の予後に対

する影響. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

140. 田中真之, 齋浦明夫, 武田良祝, 松村優, 松木亮 

太, 市田洋文, 三瀬祥弘, 石沢武彰, 井上陽介, 

高橋祐 

肝胆膵領域手術における大出血時の対応：どう

止めるか、どう逃げるか. 

第7回TKB: 木更津市, 2015 

 

141. 石沢武彰, 田中真之, 寺澤無我, 渡邉元己, 松木

亮太, 市田洋文, 畑太悟, 武田良祝, 松村優, 三

瀬祥弘, 井上陽介, 高橋祐, 山下俊, 國土典宏, 

齋浦明夫 

肝胆膵領域における蛍光ナビゲーション手術の

実際と将来展望. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

142. 石沢武彰, 齋浦明夫, 田中真之, 寺澤無我, 武田

良祝, 熊谷祐, 松木亮太, 市田洋文, 松村優, 三

瀬祥弘, 井上陽介, 高橋祐, 山下俊, 神谷真子, 

浦野泰照, 國土典宏 

肝胆膵手術における画像支援がもたらす近未来

2 開腹/鏡視下手術の技術共有が実現する近未

来の蛍光ガイド下肝胆膵手術. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

143. 石沢武彰 

肝癌治療選択における肝機能評価の現状と課題. 

第51回日本肝癌研究会: 神戸市, 2015 

 

144. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 永田淳, 大野吏輝, 布部

創也, 大橋学, 比企直樹, 峯真司, 渡邊雅之, 井

上陽介, 石沢武彰, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦明夫, 

佐野武, 山口俊晴 

結腸癌及びRS直腸癌におけるリンパ節転移部位

によるstasingの再検討. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

145. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 永田淳, 

長嵜寿矢, 小倉淳司, 濱崎俊輔, 福長洋介, 上野

雅資 

結腸がんに対する腹腔鏡下結腸切除術の実際. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

146. 市田洋文, 石沢武彰, 松木亮太, 熊谷祐, 武田良

祝, 松村優, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 齋浦

明夫 

経胸腔アプローチを利用した腹腔鏡下肝S7,S8

部分切除術. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

147. 福留惟行, 若槻尊, 福長洋介, 松枝清, 水沼信之 

経皮経肝静脈瘤塞栓術を施行したストーマ静脈

瘤の一例. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

148. 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 熊谷厚志, 神谷諭, 

本多通孝, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

組織学的進行胃癌に対する腹腔鏡下胃切除術の

治療成績. 
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第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

149. 古川陽菜, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 松田達

雄, 奥村康弘, 速水克, 井田智, 辻浦誠浩, 神谷

諭, 本多通孝, 峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口

俊晴 

神経温存手術の術後機能評価 当院における迷

走神経腹腔枝温存の臨床的検討 腹腔鏡下幽門

保存胃切除症例の検討から. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

150. 佐野武 

研究者主導臨床試験のpublicationの現状解析と、

ガイドラインへのインパクト. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

151. 奥村康弘 

短期術後経過中における炎症反応が胃癌の予後

に及ぼす影響. 

第45回胃外科・術後障害研究会: 名古屋市, 

2015 

 

152. 奥村康弘, 比企直樹, 松田達雄, 速水克, 井田智, 

神谷諭, 西田康二郎, 峯真司, 布部創也, 大橋学, 

渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

短期術後経過中における炎症反応が胃癌の予後

に及ぼす影響. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

153. 奥村康弘, 比企直樹, 西田康二郎, 峯真司, 布部

創也, 大橋学, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

短期術後経過中における炎症反応が胃癌の予後

に及ぼす影響. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

154. 渡邊雅之, 峯真司, 西田康二郎 

短期および長期成績からみた食道癌に対するサ

ルベージ手術の適応. 

第23回日本消化器関連学会週間 (JDDW): 東

京, 2015 

 

155. 黒河内喬範 

直腸脱の治療方針および治療成績. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

156. 濱崎俊輔, 秋吉高志, 小倉淳司, 永田淳, 長嵜寿

矢, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野

雅資 

直腸癌術後側方リンパ節再発に対するサルベー

ジ手術の検討. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

157. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 上野雅資, 福長, 

洋., 長山聡, 長嵜寿矢, 永田淳, 布部創也, 大

橋学, 比企直樹, 齋浦明夫, 有田淳一, 高橋祐, 

井上陽介, 石沢武彰, 峯真司, 西田康二郎, 渡邊

雅之, 佐野武, 山口俊晴 

直腸癌に対する腹腔鏡外科手術. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

158. 市田洋文, 斎浦明夫, 武田良祝, 寺澤無我, 田中

真之, 松村優, 松木亮太, 畑大悟, 三瀬祥弘, 井

上陽介, 石沢武彰, 高橋祐 

画像解析ソフトを用いた肝内側区域門脈分岐形

態の検討. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

159. 武田良祝, 齋浦明夫, 寺澤無我, 田中真之, 熊谷

祐, 松村優, 松木亮太, 小西毅, 石沢武彰, 井上

陽介, 有田淳一, 高橋祐 

無症状膵癌の特徴について. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

160. 武田良祝, 斎浦明夫, 寺沢無我, 田中真之, 松村

優, 畑太悟, 松木亮太, 市田洋文, 三瀬祥弘, 石

沢武彰, 井上陽介, 高橋祐 

無症状膵癌の特徴と予後について. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

161. 松木亮太, 三瀬祥弘, 市田洋文, 武田良祝, 田中

真之, 寺澤無我, 畑太悟, 松村優, 井上陽介, 石

沢武彰, 高橋祐, 斎浦明夫 

深部大腸癌肝転移に対する

Parenchymal-Sparing Hepatectomyの安全性

の検討. 

第27回日本肝胆膵外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

162. 熊谷厚志 

根治切除不能な悪性幽門狭窄症に対するpartial 

stomach partitioning gastrojejunostomyの意

義についてのメタ解析. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 
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163. 宮城幹史, 由雄敏之, 平澤俊明, 石山晃世志, 山

本頼正, 土田知宏, 藤崎順子 

早期胃管癌に対しESDを施行後、前胸部皮膚熱

傷をきたした5病変の検討. 

第101回日本消化器病学会総会: 仙台市, 2015 

 

164. 松田達雄, 比企直樹, 布部創也, 井田智, 奥村康

弘, 辻浦誠浩, 速水克, 神谷諭, 古川陽菜, 本多

通孝, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

早期胃癌やDelleを有するSMTに対するLECSの

適応拡大にむけた手技の工夫とその成績

(Inverted LECS法). 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

165. 松田達雄, 熊谷厚志, 江藤弘二郎, 川勝章司, 安

福至, 井田智, 奥村康弘, 辻浦誠浩, 速水克, 神

谷諭, 布部創也, 大橋学, 比企直樹, 佐野武, 山

口俊晴 

早期胃癌の術前診断で手術を行ったU領域胃癌

患者の特徴. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

166. 速水克, 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 松田達雄, 

井田智, 辻浦誠浩, 古川陽菜, 神谷諭, 本多通孝, 

峯真司, 渡邊雅之, 佐野武, 山口俊晴 

早期胃癌に対する内視鏡的粘膜下層剥離術後の

再発症例の検討. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

167. 速水克, 大橋学, 比企直樹, 布部創也, 熊谷厚志, 

川勝章司, 安福至, 江藤弘二郎, 松田達雄, 奥村

康弘, 井田智, 辻浦誠浩, 神谷諭, 佐野武, 山口

俊晴 

早期胃癌における幽門側胃切除術後の肉眼的口

側断端距離と腫瘍学的安全性. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

168. 安福至, 藤崎順子, 村松雄輔, 清水智樹, 富田英

臣, 宮本勇治, 堀内裕介, 井上大, 大前雅実, 由 

雄敏之, 平澤俊明, 石山晃世志, 山本頼正, 

土田知宏, 五十嵐正広 

早期胃癌ESD非治癒切除後8年経過したのち胃

リンパ節再発、腹膜播種、傍大動脈リンパ節転

移をきたした1例. 

第100回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東

京, 2015 

 

169. 福長洋介 

施設の位置づけの違いによる腹腔鏡下大腸手術

の現況  

第83回大腸癌研究会: 久留米市, 2015 

 

170. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 永田淳, 小倉淳司, 濱崎

俊輔, 橋爪良輔, 五十嵐正広, 千野晶子, 岸原輝

仁 

当院における進行結腸癌に対する腹腔鏡手術の

治療成績. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

171. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 永田淳, 高津有紀子, 小倉

淳司, 濱崎俊輔, 橋爪良輔, 日吉幸晴, 三城弥範, 

宮城幹史 

当院における進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の

長期成績. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

172. 小倉淳司, 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山

聡, 藤本佳也, 小西毅, 長嵜寿矢, 永田淳, 高津

有紀子, 濱崎俊輔, 布部創也, 齋浦明夫, 比企直

樹, 山口俊晴 

当院における進行下部直腸癌の治療戦略. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

173. 布部創也, 比企直樹, 大橋学, 熊谷厚志, 峯真司, 

西田康二郎, 渡邊雅之, 佐野武 

当院における腹腔鏡下胃切除後の再建法：術後

QOLを保つために. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

174. 辻浦誠浩 

当院における腹腔鏡下幽門側胃切除術と腹腔鏡

下幽門保存胃切除術の術後栄養状態についての

比較検討. 

第13回日本消化器外科学会大会: 東京, 2015 

 

175. 辻浦誠浩, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 熊谷厚

志, 安福至, 川勝章司, 

江藤弘二郎, 松田達雄, 奥村康弘, 速水克, 井田

智, 神谷諭, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡下幽門側胃切除術と幽門保

存胃切除術の手術成果と術後栄養状態について

の比較検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

176. 松田達雄, 比企直樹, 布部創也, 井田智, 奥村

康弘, 辻浦誠浩, 速水克, 神谷諭, 古川陽菜, 

225



本多通孝, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

当院における腹腔鏡・内視鏡合同手術（LECS）

105例の治療成績. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

175. 松田達雄 

当院における胃粘膜下腫瘍、胃癌に対する腹腔

鏡・内視鏡合同胃切除(LECS)の治療成績. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

176. 長嵜寿矢, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 五十嵐正広, 為我井芳郎, 

千野晶子, 岸原輝仁, 石井雄一, 山本智理子, 佐

野武, 山口俊晴, 武藤徹一郎 

当院における直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清

の治療成績. 

第82回大腸癌研究会: 東京, 2015 

 

177. 濱崎俊輔, 秋吉高志, 福岡宏倫, 福田雄三, 橋爪

良輔, 小倉淳司, 三城弥範, 日吉幸晴, 永田淳, 

長嵜寿矢, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資 

当院における横行結腸癌の腹腔鏡下手術の定型

化. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

178. 安福至, 比企直樹, 大橋学, 布部創也, 熊谷厚志, 

川勝章司, 江藤弘二郎, 松田達雄, 奥村康弘, 速

水克, 辻浦誠浩, 井田智, 神谷諭, 山口俊晴 

当院における幽門狭窄を伴う進行胃癌に対する

腹腔鏡下胃空腸バイパス術の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

179. 長嵜寿矢, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 永田淳, 佐野武, 山口俊晴 

当院における局所進行直腸癌に対する集学的治

療. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

180. 奥村康弘, 比企直樹, 山本頼正, 平澤俊明, 熊谷

厚志, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

当院における十二指腸腫瘍に対する

LECS(D-LECS)の経験. 

第100回日本消化器内視鏡学会関東地方会: 東

京, 2015 

 

181. 本多通孝, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 峯真司, 

渡邊雅之, 辻浦誠浩, 井田智, 速水克, 神谷諭, 

古川陽菜, 松田達雄, 奥村康弘, 佐野武, 

山口俊晴 

幽門保存胃切除術の術後機能評価 幽門保存胃

切除術の術後症状、栄養状態およびQOLの評価. 

第87回日本胃癌学会総会: 広島市, 2015 

 

182. 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 小西毅, 

秋吉高志, 比企直樹, 齋浦明夫, 渡邊雅之, 布部

創也, 峯真司 

尿路系臓器浸潤を伴う局所進行結腸癌に対する

腹腔鏡下手術の適応拡大とその手技. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

183. 福長洋介 

大腸腫瘍に対する腹腔鏡内視鏡合同手術

（Laparoscopy Endoscopy 

Cooperative surgery；LECS-CR）の可能性. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

184. 渡邉元己, 三瀬祥弘, 寺澤無我, 畑太悟, 武田良

祝, 田中真之, 市田洋文, 松木亮太, 松村優, 井

上陽介, 石沢武彰, 高橋祐, 齋浦明夫 

大腸癌肝転移の早期肝再発に対する再肝切除の

意義. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

185. 長山聡, 白水崇, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 

藤本佳也, 福長洋介, 齋浦明夫, 朝長毅, 上野雅

資, 佐野武 

大腸癌原発巣・肝転移巣を用いたプロテオーム

解析による転移マーカーの探索. 

第115回日本外科学会定期学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

186. 濱崎俊輔, 福長洋介, 宮城幹史, 橋爪良輔, 小倉

淳司, 高津有紀子, 永田淳, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 

小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 上野雅資, 岸原輝仁, 

千野晶子, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

大腸癌卵巣転移切除症例の検討. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

187. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿也, 永田淳, 小倉淳司, 高津

由紀子, 濱崎俊輔, 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井

芳郎, 五十嵐正広 

大腸癌に対する集学的治療 直腸 進行下部直

腸癌に対する集学的治療戦略. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 
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188. 橋爪良輔, 藤本佳也, 福岡宏倫, 福田雄三, 濱崎

俊輔, 小倉淳司, 三城弥範, 日吉幸晴, 永田淳, 

長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資 

大腸癌イレウスに対しステント留置後,腹腔鏡手

術施行した12例の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

189. 永田淳, 福長洋介, 長嵜寿矢, 小倉淳司, 濱崎俊

輔, 高津有紀子, 橋爪良輔, 秋吉高志, 小西毅, 

藤本佳也, 長山聡, 上野雅資 

大腸疾患に対するReduced port surgeryの手技

と工夫 適応と限界も含めて 腹部小切開を必

要としない直腸癌のNeedlescopic 

Surgery-NS-APR/ISRの手術手技と治療成績. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

190. 藤本佳也, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資, 齋浦明夫, 高橋祐, 井上陽介, 石沢武

彰, 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 熊谷厚志, 渡

邊雅之, 峯真司, 西田康二郎, 佐野武 

大腸切除後の消化管再建と吻合の手技（縫合不

全ゼロを目指して:大腸癌4000例以上の経験か

ら）. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

191. 三瀬祥弘, 松村優, 石沢武彰, 井上陽介, 高橋祐, 

齋浦明夫 

多発大腸癌肝転移に対する実質温存肝切除の長

期予後に及ぼす影響. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

192. 濱崎俊輔, 長山聡, 福岡宏倫, 福田雄三, 宮城幹

史, 橋爪良輔, 小倉淳司, 高津有紀子, 永田淳, 

長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 福長洋

介, 上野雅資 

外腸骨リンパ節転移をきたした右側結腸癌の2

例. 

第77回日本臨床外科学会総会: 福岡市, 2015 

 

193. 門田守人 

外科医45年の経験から、私が若手医師に伝えた

いこと. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

194. 福田雄三, 藤本佳也, 福岡宏倫, 橋爪良輔, 三城

弥範, 日吉幸晴, 濱崎俊輔, 小倉淳司, 永田淳, 

長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資 

回腸カルチノイド４例の検討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

195. 松田達雄, 比企直樹, 布部創也, 平澤俊明, 山本

頼正, 熊谷厚志, 大橋学, 佐野武, 山口俊晴 

噴門部粘膜下腫瘍に対する腹腔鏡・内視鏡合同

胃切除(LECS)の手技とその適応. 

第70回日本消化器外科学会総会: 浜松市, 2015 

 

196. 井田智, 比企直樹, 吉川貴己, 坂巻顕太郎, 伊藤

誠二, 藤谷和正, 滝口信浩, 川島吉之, 西川和宏, 

笹子三津留, 青山徹, 本多通孝, 佐藤勉, 布部創

也, 長晴彦 

周術期EPA含有栄養剤による胃全摘術後の体重

減少抑制効果を検証する第三相試験. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

197. 渡邉元己, 藤本佳也, 永田淳, 長嵜寿矢, 秋吉高

志, 小西毅, 長山聡, 福長洋介, 齋浦明夫, 上野

雅資 

同時肝切除を伴う腹腔鏡下S状結腸切除の有用

性と安全性の検討. 
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対側乳房に異時性発生した悪性葉状腫瘍の一例. 

第12回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2015 

 

20. 岩瀬拓士 

外科標準術式 若手外科医のために 乳腺外科 

人工物による同時再建を考慮に入れた乳房切除

術. 

日本外科学会第88回卒後教育セミナー: 福岡市, 

2015 

 

21. 照屋なつき, 宮城由美, 五味直哉, 堀井理絵, 秋

山太, 岩瀬拓士 

右乳癌術後，対側の低エコー域に伴う構築の乱

れが顕在化し，診断された異時性両側性硬化性

腺症内癌の一例. 

第24回乳癌画像研究会: 東京, 2015 

22. 吉田和世, 小林心, 深田一平, 荒木和浩, 堀井理

絵, 秋山太, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 大野真司, 伊

藤良則 

再発時にHER2が陽転化したﾄﾘﾌﾟﾙﾈｶﾞﾃｨﾌﾞ乳癌

の1例  

第12回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2015 

 

23. 岩瀬拓士 

乳腺疾患における粗大な石灰化. 

第35回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

盛岡市, 2015 

 

24. 岩瀬拓士 

乳癌リンパ節転移に対する治療の考え方. 

南東北晩期高齢者乳癌治療研究会: 山形市, 

2015 

 

25. 岩瀬拓士 

乳癌のリンパ節転移を考える. 

第35回長野県乳腺診断フォーラム: 松本市, 

2015 

 

26. 荻谷朗子, 鈴木えりか, 照屋なつき, 北川大, 中

島絵里, 坂井威彦, 宮城由美, 飯島耕太郎, 森園

英智, 蒔田益次郎, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

乳癌センチネルリンパ節転移陽性に対する成績

と工夫 センチネルリンパ節生検として行われ

た胸骨傍リンパ節生検の治療成績. 

第40回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2015 

 

27. 岩瀬拓士 

乳房再建後の局所再発. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

28. 宮城由美, 照屋なつき, 荻谷朗子, 坂井威彦, 飯

島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 五味直哉, 堀

井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

マンモグラフィにおける集簇性石灰化の検討 

検診で拾い上げなくとも良い石灰化は見極めら

れるか? 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

29. 荻谷朗子, 北川大, 中島絵里, 坂井威彦, 宮城由

美, 飯島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 伊藤良

則, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

センチネルリンパ節生検郭清省略後に所属リン

パ節単独再発を来した症例の臨床病理学的特徴

を探る. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 
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30. 飯島耕太郎, 宮城由美, 照屋なつき, 北川大, 中

島絵里, 荻谷朗子, 坂井威彦, 森園秀智, 蒔田益

次郎, 岩瀬拓士 

スキルアップのためのウエアラブルカメラによ

る検査治療手技の記録について. 

日本乳癌学会総会プログラム抄録集: 東京, 

2015 

 

31. 新堰佳世子, 坂井威彦, 森園英智, 池畑浩一, 堀

井理絵, 秋山太 

USで硬癌が疑われたが、細胞診にて顆粒細胞腫

と診断した1例. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

32. 坂井威彦, 照屋なつき, 北川大, 萩谷朗子, 森園

英智, 宮城由美, 飯島耕太郎, 蒔田益次郎, 小口

正彦, 伊藤良則, 岩瀬拓士, 堀井理絵, 秋山太 

Low grade DCISに術後放射線療法は必要か？ 

厳格な病理学的断端診断に基づくDCISに対する

非照射温存手術の長期成績. 

第6回DCIS研究会: 高松市, 2015 

 

33. 照屋なつき, 荒木和浩, 深田一平, 小林心, 小林

隆之, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

HER2陽性転移性乳癌に対するトラスツズマ

ブ・エムタンシンの有用性に関する後方視的検

討. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

34. 北川大, 岩瀬拓士 

HBOC診療最前線 遺伝性乳癌卵巣癌症候群

(HBOC)のサーベイランス中に発見された原発

性乳癌の2例. 

第27回日本内分泌外科学会総会: 福島市, 2015 

 

35. 大野真司 

Era of Targeting Theraphy: ER陽性乳がんの

治療ストラテジーを考える. 

第12回日本乳癌学会中四国地方会: 徳島市, 

2015 

 

36. 坂井威彦, 照屋なつき, 北川大, 荻谷朗子, 宮城

由美, 飯島耕太郎, 森園英智, 蒔田益次郎, 小口

正彦, 伊藤良則, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

DCISに対する厳格な病理学的断端診断に基づい

た非照射温存手術 温存乳房と対側乳房の癌の

長期発生率の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

37. 阿部朋未 

70歳代女性左乳房の乳頭びらんとNT52mmの

0.7cm大腫瘤. 

第76回東京乳腺研究会: 東京, 2015 

 

 

乳腺内科 
1. Fukada, I., Araki, K., Kobayashi, K., 

Shibayama, T., Kobayashi, T., Horii, R., 

Akiyama, F., Takahashi, S., Ito, Y. 

The early onset of peripheral neuropathy of 

paclitaxel is a strong predictor for 

prolongation of PFS in patients with 

metastatic breast cancer. 

European Society for Medical Oncology 

European Cancer Congress 

(40thESMO-18thECC 2015): Vienna, Austria, 

2015 

 

2. Fukada, I., Araki, K., Kobayashi, K., 

Takahashi, S., Gomi, N., Horii, R., Akiyama, 

F., Iwase, T., Ohno, S., Ito, Y. 

The pattern of tumor shrinkage is associated 

with prognosis in low grade luminal early 

breast cancer during neoadjuvant 

chemotherapy. 

38th Annual San Antonio Breast Cancer 

Symposium (SABCS): San Antonio, USA, 

2015 

 

3. 倉田麻美, 鈴木えりか, 師尾典子, 稲垣里奈, 照

屋なつき, 小林心, 深田一平, 柴山朋子, 柳裕代, 

小林隆之, 荒木和浩, 高橋俊二, 伊藤良則 

Bevacizumab+Paclitaxel療法抵抗性の転移再

発乳癌に対する次治療の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

4. 師尾典子, 荒木和浩, 堀井理絵, 伊藤良則, 秋山

太, 岩瀬拓士 

HER2陽性手術可能乳癌に対するトラスツズマ

ブを含む治療後の再発例の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

5. 小林心, 伊藤良則, 堀井理絵, 宮城由美, 深田一

平, 荒木和浩, 高橋俊二, 秋山太, 岩瀬拓士, 大

野真司 

Heterogeneity 薬物療法の立場から考える

Intra-tumoral heterogeneity. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 
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6. 荒木和浩, 柳裕代, 深田一平, 小林心, 小林隆之, 

高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊藤良則 

タキサン既治療ＨＥＲ２陽性進行乳癌に対する

トラスツズマブおよびベルツズマブ併用におけ

るエリブリンの薬物動態と安全性の検討. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

7. 小林心, 伊藤良則, 柳裕代, 柴山朋子, 深田一平, 

小林隆之, 荒木和浩, 高橋俊二, 岩瀬拓士 

トリプルネガティブ転移再発乳癌におけるエリ

ブリンの効果. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

8. 深田一平, 荒木和浩, 小林心, 柴山朋子, 小林隆

之, 堀井理絵, 秋山太, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 伊

藤良則 

リンパ節転移陰性乳癌に対する術前化学療法後

の組織学的治療効果とリンパ節遺残に関する検

討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

9. 荒木和浩, 石田直子, 深田一平, 小林心, 堀井理

恵, 秋山太, 蒔田益次郎, 高橋俊二, 岩瀬拓士, 

伊藤良則 

多重治療歴のある閉経後進行乳癌におけるフル

ベストラントの治療奏効期間. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

10. 柴山朋子, 柳裕代, 深田一平, 小林心, 小林隆之, 

荒木和浩, 伊藤良則 

当院におけるホルモン陽性転移乳癌に対する化

学療法後内分泌維持療法の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

11. 新堰佳世子, 照屋なつき, 北川大, 堀井理絵, 秋

山太, 岩瀬拓士 

診断後4年で皮膚浸潤・自壊をきたしたDCIS 

comedo typeの1例. 

第24回乳癌画像研究会: 東京, 2015 

 

12. 鈴木えりか, 小林心, 稲垣里奈, 柴山朋子, 柳裕

代, 深田一平, 小林隆之, 荒木和浩, 高橋俊二, 

伊藤良則, 岩瀬拓士 

転移乳癌に対するエリブリン、カペシダビン後

のゲムシタビンまたはビノレルビン治療の有効

性に関する検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

 

13. 柳裕代, 荒木和浩, 柴山朋子, 深田一平, 小林心, 

小林隆之, 高橋俊二, 伊藤良則 

閉経後ホルモン陽性進行乳癌に対するエベロリ

ムスとホルモン併用療法に関する有用性の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

 

婦人科 
1. Nomura, H., Takahashi, A., Usami, T., 

Matoda, M., Kanao, H., Kato, K., Takazawa, 

Y., Takeshima, N. 

 Clinicopathological features of primary 

malignant melanoma of the vagina. 

 European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2015 (ESMO-Asia): Singapore, 

2015 

 

2. Kanao, H. 

 Fertility sparing surgery for cervical cancer 

Laparoscopic radical trachrectomy. 

 XXI International Federation of Gynecology 

& Obstetrics (FIGO) World Congress: 

Vancouver, Canada, 2015 

 

3. Kanao, H. 

How to cope with complication in 

laparoscopic surgeries. 

1st Joint Minimally Invasive Surgery 

Symposium: Hong Kong, 2015 

 

4. Kanao, H. 

Laparoscopic surgeries in gynecologic 

oncology-from TLH to pelvic exenteration. 

1st Joint Minimally Invasive Surgery 

Symposium: Hong Kong, 2015 

 

5. Kanao, H. 

Laparoscopic total pelvic exenteration for 

gynecologic malignancies. 

Advancing Minimally Invasive Gynecology 

Worldwide (AAGL) Shanghai Regional 

Meeting: Shanghai, China, 2015 

 

6. Nomura, H., Nishio, H., Iwata, T., Takano, 

H., Morisada, T., Takeshima, N., Sasaki, H., 

Aoki, D. 

A prospective observational study to 

evaluate the diagnostic performance of 

liquid-basesd cytology (LBC) versus 

conventional cytology for detecting uterine 
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cervical lesions. 

39th European Congress of Cytology (ECC): 

Milan, Italy, 2015 

 

7. Kato, K. 

Role of modified posterior pelvic 

exenteration in gynecologic cancers. 

4th Biennial Meeting of Asian Society of 

Gynecologic Oncology: Seoul, Korea, 2015 

 

8. Kanao, H. 

Total laparoscopic nerve-sparing radical 

parametrectomy. 

1st Joint Minimally Invasive Surgery 

Symposium: Hong Kong, 2015 

 

9. 金尾祐之 

Various types of total laparoscopic 

nerve-sparing radical hysterectomies and 

their effects on bladder function. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

10. 谷口智子, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 金

尾祐之, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

同時化学放射線療法後の照射野内リンパ節再発

に対して手術療法が有効であった子宮頸癌IIIb

期の一例. 

第129回関東連合産科婦人科学会学術集会: 東

京, 2015 

 

11. 高橋顕雅, 山本阿紀子, 的田眞紀, 尾松公平, 金

尾祐之, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮体癌における10年以後の晩期再発症例に関 

する検討. 

第129回関東連合産科婦人科学会学術集会: 東

京, 2015 

 

12. 的田眞紀, 山本阿紀子, 高橋顕雅, 尾松公平, 金

尾祐之, 岡本三四郎, 近藤英司, 加藤一喜, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

進行・再発子宮平滑筋肉腫に対する化学療法の

治療成績. 

第129回関東連合産科婦人科学会学術集会: 東

京, 2015 

 

12. 近藤英司, 的田眞紀, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 山

本阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 加

藤一善, 竹島信宏 

マニピュレーターを使用できない症例での子宮

牽引法の工夫. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

13. 竹島信宏 

再発卵巣癌の治療 手術療法と化学療法 

Cancer Boardでの選択. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

14. 高橋顕雅, 的田眞紀, 阿部彰子, 宇佐美知香, 山

本阿紀子, 野村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 近

藤英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

分娩前後に初めて診断された浸潤性子宮頸癌の

治療経験. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

15. 野村秀高, 高橋顕雅, 潮田至央, 谷口智子, 宇佐

美知香, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾

松公平, 近藤英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津

木久仁子, 竹島信宏 

外陰癌手術における皮弁形成術(Stepladder 

V-Y advancement medial thigh flap). 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

16. 谷口智子, 加藤一喜, 宇佐美知香, 阿部彰子, 山

本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾

松公平, 近藤英司, 馬屋原健司, 竹島信宏 

手術時にスペーサー挿入し、その後放射線・陽

子線・重粒子線照射を行った8症例. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

17. 宇津木久仁子, 山本阿紀子, 杉山裕子, 加藤一

嘉, 馬屋原健司, 竹島信宏 

腟断端照射後の腟上皮内再発に対する腟摘出術. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

18. 宇津木久仁子, 山本阿紀子, 野村秀高, 宇佐美

知香, 加藤一嘉, 古田則行, 杉山裕子, 竹島信宏 

リンパ節郭清術後16年で下肢リンパ浮腫から血

管肉腫を発症した一例の細胞像. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

19. 山本阿紀子, 小松京子, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 

岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 金尾祐之, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

卵巣転移をきたしたIA1期子宮頸部腺癌の1例. 
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第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

20. 杉山裕子, 佐々木寛, 森谷卓也, 頸部細胞診の

自動化判定に関する研究班 

婦人科細胞診精度管理における自動化細胞診支

援システムの有用性に関する検討. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

21. 的田眞紀, 山本阿紀子, 高橋顕雅, 野村秀高, 金

尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 竹島信宏 

子宮体部漿液性腺癌における腹水細胞診が再

発・再発部位に与える影響. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

22. 金尾祐之, 的田眞紀, 高橋顕雅, 山本阿紀子, 近

藤英司, 野村秀高, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 竹島信宏 

子宮体部癌肉腫における腹水細胞診が再発・予

後に与える影響. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

23. 野村秀高, 宇佐美知香, 的田眞紀, 岡本三四郎, 

尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 馬屋原健司, 杉

山裕子, 竹島信宏 

検診で施行した子宮内膜細胞診が診断の契機と

なったポリープ状異型腺筋腫の1例. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

24. 宇佐美知香, 杉山裕子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 

尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

肉腫様変化を伴った卵巣未分化癌の一例. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

25. 近藤英司, 谷口智子, 潮田至央, 宇佐美知香, 野

村秀高, 岡本三四郎, 尾松公平, 加藤一善, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

腹腔鏡下子宮体がん根治術における術中腹腔洗

浄細胞診の検討. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

26. 高橋顕雅, 的田眞紀, 宇佐美知香, 岡本三四郎, 

近藤英司, 金尾祐之, 尾松公平, 杉山裕子, 高澤

豊, 竹島信宏 

術前細胞診で推定しえた小細胞癌と粘液性腺癌

合併子宮頸癌の1例. 

第56回日本臨床細胞学会総会: 松江市, 2015 

 

 

27. 野村秀高, 杉山裕子, 谷川輝美, 高橋顕雅, 宇佐

美知香, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤

英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

ポリープ状異型腺筋腫に対して妊孕性温存目的

に高用量黄体ホルモン療法を施行した17例の長

期治療成績. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

28. 高橋顕雅, 加藤一喜, 谷口智子, 宇佐美知香, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松

公平, 竹島信宏 

再発上皮性卵巣癌に対するSecondary 

debulking surgeryは早期の再発にも有用であ

る. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

29. 金尾祐之, 竹島信宏, 安藤正明 

女性骨盤神経叢における膀胱神経の求心性、遠

心性神経の分布の違いについての検討. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

30. 潮田至央, 馬屋原健司, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 竹島信宏 

婦人科悪性腫瘍手術における開創器使用の工夫. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

31. 宇津木久仁子, 山本阿紀子, 潮田至央, 野村秀

高, 杉山裕子, 竹島信宏 

婦人科癌手術後のリンパ浮腫発症の実態 浮腫

予防の介入や術後アジュバント治療は影響を与

えるか? 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 

横浜市,2015 

 

32. 山本阿紀子, 坂本公彦, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 

野村秀高, 的田眞紀, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮体癌の診断と治療 子宮体癌においてMRI上

で計測した腫瘍体積がリンパ節転移の予測因子

となりうるか. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

33. 的田眞紀, 高橋顕雅, 潮田至央, 宇佐美知香, 山

本阿紀子, 野村秀高, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松

公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 
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子宮頸部腺癌リンパ節転移に対する術後CCRT

と術後化学療法の治療効果を比較. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

34. 宇佐美知香, 加藤一喜, 谷口智子, 野村秀高, 的

田眞紀, 金尾祐之, 尾松公平, 近藤英司, 馬屋原

健司, 竹島信宏 

当院で治療した卵管癌59例の検討. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

35. 谷口智子, 宇佐美知香, 高橋顕雅, 山本阿紀子, 

岡本三四郎, 金尾祐之, 尾松公平, 近藤英司, 加

藤一喜, 馬屋原健司, 杉山裕子, 竹島信宏 

当院における子宮体癌発症Lynch症候群症例の

検討. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

36. 近藤英司, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 野村秀高, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 加藤一喜, 竹島信宏 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術の検討 

準広汎子宮全摘～傍大動脈リンパ節生検まで. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

37. 岡本三四郎, 加藤一喜, 宇佐美知香, 高橋顕雅, 

山本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 金尾祐之, 尾

松公平, 近藤英司, 馬屋原健司, 竹島信宏 

当院における診断的腹腔鏡下手術施行症例の検

討. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

38. 加藤一喜, 尾松公平, 宇佐美知香, 谷口智子, 近

藤英司, 岡本三四郎, 的田眞紀, 野村秀高, 山本

阿紀子, 馬屋原健司, 竹島信宏 

進行卵巣癌に対する化療後の手術にて完全切除

症例での術中腹水細胞診の有用性の検討. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

39. 野村秀高, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 尾松公平, 

加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

あわあわを捌く 後腹膜腔の展開の工夫. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

 

40. 野村秀高, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 尾松公平, 

加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

あわあわを捌く 膀胱・直腸の剥離. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

41. 加藤一喜, 野村秀高, 尾松公平, 宇佐美知香, 竹

島信宏 

再発卵巣がんに対して腹腔鏡下腫瘍減量手術を

施行した一例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

42. 的田眞紀, 長島稔, 高橋顕雅, 金尾祐之, 竹島信

宏 

子宮体癌StageIVBに対する腹腔鏡下子宮全摘

術の有用性. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

43. 高橋顕雅, 長嶋稔, 的田眞紀, 金尾祐之, 竹島信

宏 

子宮鏡下子宮内膜切除術が診断に有用であった

単頸双角子宮片側子宮体癌の1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

44. 近藤英司, 松浦基樹, 宇佐美知香, 野村秀高, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 竹島信宏 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術67例の検

討. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

45. 長島稔, 金尾祐之, 高橋顕雅, 的田眞紀, 尾松公

平, 竹島信宏 

当院における腹腔鏡下広汎子宮全摘出術につい

ての検討. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

46. 金尾祐之, 的田眞紀, 長島稔, 高橋顕雅, 松浦基

樹, 勝田隆博, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 野村秀

高, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 宇津木久

仁子, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

悪性腫瘍、深部子宮内膜症に対する手術に必要

な骨盤解剖と手術戦略. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 
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47. 金尾祐之, 的田眞紀, 長嶋稔, 高橋顕雅, 松浦基

樹, 勝田隆博, 宇佐美智香, 山本阿紀子, 野村秀

高, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 宇津木久

仁子, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

根治手術ならびに同時化学放射線療法後に骨盤

壁に再発した子宮頸部腺がんに対し腹腔鏡下腫

瘍摘出術を安全に完遂できた1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

48. 松浦基樹, 近藤英司, 岡本三四郎, 尾松公平, 竹

島信宏 

筋膜外子宮全摘術(子宮体癌)のために安全かつ

的確に尿管・子宮動脈を同定するにはどうすれ

ばよいか? 開腹手術の手順と同様に. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

49. 宇佐美知香, 野村秀高, 山本阿紀子, 馬屋原健

司, 竹島信宏 

腹腔鏡下子宮全摘出術後に子宮平滑筋肉腫と診

断された一例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

50. 宇津木久仁子, 野村秀高, 近藤英司, 宇佐美知

香, 山本阿紀子, 勝田隆博, 岡本三四郎, 竹島信

宏 

腹腔鏡下所見および生検で診断しえた腹膜病変

4種. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

51. 竹島信宏, 高橋顕雅 

腹腔鏡下手術が診断および治療に有用であった

早期子宮体癌の1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

52. 尾松公平, 野村秀高, 山本阿紀子, 宇佐美知香, 

的田眞紀, 竹島信宏 

腹腔鏡下手術により摘出しえたSertoli-Leydig

腫瘍の1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

婦人科, 2015 

 

53. 岡本三四郎, 松浦基樹, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 

山本阿紀子, 野村秀高, 的田眞紀, 金尾裕之, 近

藤英司, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

診断的腹腔鏡下手術にて腹腔内観察を行った後

に根治手術を行った子宮体癌IVB期の1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

54. 金尾祐之, 的田眞紀, 高橋顕雅, 長島稔, 松浦基

樹, 勝田隆博, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 野村秀

高, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 宇津木久

仁子, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

高齢者に対して行った腹腔鏡下骨盤内臓全摘術

の1例. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

55. 竹島信宏 

再発卵巣がんの治療戦略 当院の工夫と実践. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

56. 山本阿紀子, 宇津木久仁子, 馬屋原健司, 竹島

信宏 

子宮体部明細胞腺癌の後方視的検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

57. 高橋顕雅, 的田眞紀, 潮田至央, 山本阿紀子, 岡

本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 馬屋

原健司, 竹島信宏 

子宮内膜癌における5年以後のlate recurrence

症例の検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

58. 竹島信宏 

子宮頸がんの薬物療法. 

第２回日本婦人科腫瘍学会研修会: 東京, 2015 

 

59. 谷口智子, 加藤一喜, 宇佐美知香, 山本阿紀子, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近

藤英司, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸がん放射線治療 手術時に放射線・陽子

線・重粒子線照射を考慮しスペーサー挿入を行

った婦人科癌12症例について. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

60. 杉山裕子 

子宮頸部初期病変とコルポ像 コルポ症例 治

療施設の立場から. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 
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61. 的田眞紀, 高橋顕雅, 金尾祐之, 野村秀高, 岡本

三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 竹島信宏 

子宮頸部腺癌IIB期に対する治療選択が予後に

与える影響. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

62. 尾松公平, 高橋顕雅, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 近藤英司, 馬屋原健司, 竹島信宏 

当科における再発子宮癌肉腫の治療経験. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

63. 竹島信宏 

当院におけるRRSOの現況と今後の展望. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

64. 近藤英司, 岡本三四郎, 宇佐美知香, 山本阿紀

子, 野村秀高, 的田眞紀, 尾松公平, 金尾祐之, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術の術中腹

水細胞診および術後最終病理の検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

65. 岡本三四郎, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 谷口智子, 

野村秀高, 的田眞紀, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松

公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 高澤豊, 竹島信宏 

手術療法の新展開 当院における診断的腹腔鏡

下手術施行症例の検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

66. 金尾祐之 

系統解剖学と外科解剖学の融合、その先に見え

るもの 腹腔鏡下子宮全摘術から骨盤内臓全 

摘術まで. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

67. 野村秀高, 宇佐美知香, 的田眞紀, 岡本三四郎, 

金尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 竹島

信宏 

腟原発悪性黒色腫の再発様式に関する検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

68. 宇津木久仁子, 山本阿紀子, 野村秀高, 宇佐美

知香, 近藤英司, 岡本三四郎, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 杉山裕子, 竹島信宏 

腟断端照射後の腟上皮内再発に対する腟摘出術. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

69. 宇佐美知香, 尾松公平, 谷口智子, 的田眞紀, 近

藤英司, 金尾祐之, 加藤一喜, 竹島信宏 

臨床におけるBevacizumab 当院における卵巣

癌に対するBevacizumab併用療法の検討. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

70. 松浦基樹, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 野村秀高, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 金尾

祐之, 竹島信宏 

妊娠初期子宮頸部細胞診で診断されなかった進

行子宮頸癌の3例. 

第23回日本がん検診・診断学会総会: 札幌市, 

2015 

 

71. 谷口智子, 野村秀高, 新井正美, 喜多瑞穂, 金尾

祐之, 近藤英司, 加藤一喜, 竹島信宏 

当院でおこなったリスク低減両側卵巣卵管切除

術(RRSO)19例の報告. 

第21回日本家族性腫瘍学会学術集会: さいたま

市, 2015 

 

72. 金尾祐之 

3D内視鏡画像から見る骨盤内解剖 外科解剖学

的視点と系統解剖学的視点から見えてくる女性

骨盤解剖と手術戦略. 

第29回日本泌尿器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

73. 金尾祐之 

婦人科腹腔鏡手術の最前線. 

第29回日本泌尿器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

74. 金尾祐之 

IMAGE 1 SPICEによる繊細、精密画像が解剖の

理解を変える、手術が変わる：体腔内臓器の立

体的相互関係とその法則に基づいたsuper 

radical surgery. 

第55回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

横浜市, 2015 

 

75. 金尾祐之 

いかに婦人科癌に立ち向かうか：開腹手術と腹

腔鏡手術の利点を最大限に生かした治療戦略. 
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第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

76. 杉山裕子, 後藤理, 荷見勝彦, 高澤豊, 野田哲生, 

森誠一 

ゲノム解析からみた2種類の子宮体部類内膜腺

癌. 

第74回日本癌学会学術総会: 名古屋市, 2015 

 

77. 杉山裕子, 後藤理, 福井伸行, 土屋裕章, 青砥早

希, 荷見勝彦, 加藤一喜, 馬屋原健司, 宇津木久

仁子, 竹島信宏, 本山悌一, 高澤豊, 野田哲生, 

森誠一 

ゲノム解析からみた2種類の子宮体部類内膜腺

癌. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

78. 野村秀高, 杉山裕子, 竹島信宏 

ポリープ状異型腺筋腫に対して妊孕性温存目的

に高用量黄体ホルモン療法を施行した18例の長

期治療成績. 

関東ホルモンと癌研究会: 東京, 2015 

 

79. 松浦基樹, 山本阿紀子, 的田眞紀, 岡本三四郎, 

近藤英司, 金尾祐之, 馬屋原健司, 竹島信宏 

傍大動脈リンパ節に孤立性再発をきたした子宮

体癌症例の検討. 

第130回関東連合産科婦人科学会学術集会: 千

葉市, 2015 

 

80. 杉山裕子, 伊藤崇彦, 山田麻理沙, 鈴木奈緒子, 

池畑浩一, 星利良, 藤山淳三, 古田則行, 小松京

子, 宇津木久仁子, 竹島信宏, 荷見勝彦, 高澤豊 

内膜異型細胞(ATEC)と判定した細胞像と臨床

的取り扱い. 

第54回日本臨床細胞学会秋期大会: 名古屋市, 

2015 

 

81. 金尾祐之 

内視鏡外科のこれからの教育. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

82. 金尾祐之 

内視鏡画像から知る骨盤内解剖. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

83. 高橋顕雅, 加藤一喜, 勝田隆博, 宇佐美知香, 的

田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 金尾

祐之, 竹島信宏 

再発上皮性卵巣癌に対するSecondary 

debulking surgeryの予後因子に関する検討. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

84. 金尾祐之 

出血に対するベストの対処法. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

85. 宇津木久仁子, 松尾千穂, 田端聡, 堀真理子 

制度面からみた現在のリンパ浮腫治療の限界と

その打破にむけて. 

第39回日本リンパ学会総会: 東京, 2015 

 

86. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 金尾祐之, 竹島信

宏 

化学療法開始が困難であった 若年性子宮体部

神経内分泌癌の1例. 

第375回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2015 

 

87. 金尾祐之 

外科解剖学的視点と系統解剖学的視点の融合か

ら 見えてくる女性骨盤解剖とそれに基づく手

術戦略 ：機能温存手術にも多臓器合併切除にも

有用な解剖学的理論. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

88. 金尾祐之 

女性骨盤における神経温存術式に必要な解剖と

その実際. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

89. 平田徹 

婦人科悪性腫瘍リンパ節郭清術における後腹膜

縫合の有無による合併症の比較. 

第67回日本産科婦人科学会学術講演会: 横浜市, 

2015 

 

90. 野村秀高, 長島稔, 松浦基樹, 的田眞紀, 金尾祐

之, 近藤英司, 竹島信宏 

子宮体癌に対する腹腔鏡下en block骨盤リンパ

節郭清術. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

91. 松浦基樹, 近藤英司, 勝田隆博, 長島稔, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 金尾祐之, 杉山裕子, 

高澤豊, 竹島信宏 

子宮肉腫が疑われた血管内大細胞B細胞性リン

パ腫の1例. 

第54回日本臨床細胞学会秋季大会: 名古屋市, 

2015 
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92. 金尾祐之 

子宮頸がんに対する腹腔鏡の導入. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

93. 近藤英司, 高橋顕雅, 松浦基樹, 野村秀高, 的田

眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 金尾祐之, 加藤一

喜, 馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸部扁平上皮癌１ｂ１-２ｂ期に対する広汎

子宮全摘術後の再発部位の検討. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

94. 的田眞紀, 長島稔, 高橋顕雅, 宇佐美知香, 野村

秀高, 近藤英司, 尾松公平, 金尾祐之, 加藤一喜, 

馬屋原健司, 竹島信宏 

子宮頸部腺癌術後高リスク症例に対する治療選

択が予後に与える影響. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

95. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 金尾祐之, 竹島信

宏 

小細胞癌と粘液性腺癌を合併した 稀な子宮頸

癌の1例   

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

96. 野村秀高, 谷口智子, 宇佐美知香, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 加藤

一喜, 新井正美, 竹島信宏 

当院で施行した遺伝性乳癌卵巣癌症候群に対す

るリスク低減卵巣卵管切除症例に関する検討. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

97. 松浦基樹, 近藤英司, 長島稔, 野村秀高, 的田眞

紀, 金尾祐之, 竹島信宏 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術67例の検

討. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

98. 長島稔, 的田眞紀, 高橋顕雅, 松浦基樹, 野村秀

高, 岡本三四郎, 尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 

杉山裕子, 高澤豊, 竹島信宏 

急速に状態が悪化した子宮体部神経内分泌癌の

1例. 

第54回日本臨床細胞学会秋季大会: 名古屋市, 

2015 

 

99. 野村秀高, 宇佐美知香, 松浦基樹, 山本阿紀子, 

尾松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 馬屋原健司, 杉

山裕子, 高澤豊, 竹島信宏 

採卵時の卵巣嚢胞穿刺液の細胞診が疑陽性とな

り、その対応に苦慮した多嚢胞卵巣の1例. 

第54回日本臨床細胞学会秋季大会: 名古屋市, 

2015 

 

100. 近藤英司, 松浦基樹, 野村秀高, 岡本三四郎, 竹

島信宏 

筋膜外子宮全摘（子宮体癌）のため安全かつ的

確に尿管・子宮動脈を同定する. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

101. 高橋顕雅, 的田眞紀, 潮田至央, 金尾祐之, 竹島

信宏 

腟原発悪性黒色腫に対して腹腔鏡アプローチが

有用であった骨盤内臓全摘術. 

第374回東京産婦人科学会例会: 東京, 2015 

 

102. 松浦基樹, 近藤英司, 岡本三四郎, 加藤一喜, 竹

島信宏 

腹腔鏡下子宮全摘術のアプローチ法を考える. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

103. 高橋顕雅, 金尾祐之, 長島稔, 的田眞紀, 竹島信

宏 

腹腔鏡下広汎子宮頸部切除後完全中隔子宮に対

し細径子宮鏡で中隔切除術を施行した1例. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

104. 松浦基樹, 岡本三四郎, 近藤英司, 竹島信宏 

腹腔鏡下手術が有用であった腟悪性黒色腫の1

例. 

第376回東京産科婦人科学会例会: 東京, 2015 

 

105. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 金尾祐之, 竹島信

宏 

腹腔鏡下手術における開腹用ドレープのポケッ

トを用いた検体回収法. 

第28回日本内視鏡外科学会総会: 大阪市, 2015 

 

106. 野村秀高, 宇佐美知香, 松浦基樹, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 近藤英司, 金尾祐之, 竹島信宏 

腹腔鏡下骨盤リンパ節郭清術―en bloc郭清術の

手技. 

第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

107. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 金尾祐之, 高澤豊, 

宮下宏紀, 竹島信宏 

腹腔鏡支援下骨盤内臓全摘術を施行した

Pagetoid spreadを伴う肛門癌の1例. 
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第38回日本産婦人科手術学会/第119回日本産

科麻酔学会学術集会: 東京, 2015 

 

 

頭頸科 
1. Kawabata, K. 

Hot topics in head and neck reconstruction: 

mediastinal surgery for head and neck 

cancer using free flap reconstruction. 

102nd Congress of the Italian Society of 

Otolaryngology Head and Neck Surgery: 

Roma, Itary, 2015 

 

2. Kawabata, K. 

Larynx preservation surgery for 

hypopharngeal carcinoma using free flap 

reconstruction. 

102nd Congress of the Italian Society of 

Otolaryngology Head and Neck Surgery: 

Roma, Itary, 2015 

 

3. Fukushima, H. 

Is it really safe: Secondary T-E puncture 

subsequent to jejunum transplant? 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

4. Shimbashi, W., Shinozaki, T., Hirakawa, H., 

Kamijo, T., Beppu, T., Okamoto, M., 

Matsuura, K., Suzuki, M., Ohori, J., Ebihara, 

M. 

Symptom prevalence and functional status 

among patients with advanced head and 

neck carcinoma. 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

5. 近藤貴仁, 佐々木徹, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川

博之, 福島啓文, 新橋渉, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山

亮介, 蛯名彩, 福岡修, 吉田匡宏, 利安隆史, 仲

野兼司 

Cetuximab併用放射線治療後の救済手術につい

ての検討. 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

6. 服部雅優, 新橋渉, 蛯名彩, 近藤貴仁, 川端一嘉, 

三谷浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸

陽, 小泉雄, 神山亮介, 福岡修, 日高竜太, 白尾

浩太郎 

中咽頭癌縦隔再発切除後に生じたChyloptysis

の1例. 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

7. 瀬戸陽, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 新橋渉, 小泉雄, 神山亮介, 蛯名

彩 

手術治療を行った頭頸部悪性骨・軟部腫瘍の検

討. 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

8. 佐々木徹, 川端一嘉, 瀬戸陽 

咽頭癌に対する経口的切除後の後発頸部リンパ

節転移に関する検討. 

第77回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会: 浜松市, 

2015 

 

9. 佐々木徹, 川端一嘉 

頭頸部外科手術の基本手技. 

第77回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会: 浜松市, 

2015 

 

10. 近藤貴仁, 佐々木徹, 川端一嘉, 瀬戸陽 

頸部に発生した異所性過誤腫性胸腺腫の2例. 

第77回耳鼻咽喉科臨床学会学術講演会: 浜松市, 

2015 

 

11. 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 神山亮介, 蛯名彩, 福岡

修, 日高竜太, 濱孝憲, 太田久幸, 上里迅, 近藤

貴仁, 服部雅優, 小幡和史 

中咽頭癌におけるHPV感染と喫煙が及ぼす影響

についての検討. 

第116回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

東京, 2015 

 

12. 戸田和寿, 杉谷巌, 山田恵子, 福岡修, 蛯名彩, 

川端一嘉 

甲状腺疾患治療の最前線 微小乳頭癌の非手術

経過観察 石灰化や血流の経時的変化からみた

微小癌の自然史. 

第40回日本外科系連合学会学術集会: 東京, 

2015 

 

13. 小幡和史, 蛯名彩, 戸田和寿, 元井紀子, 川端一

嘉, 杉谷巌 

Lenvatinib著効により総頸動脈露出後出血を起

こした甲状腺未分化癌の1例. 
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第48回日本甲状腺外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

14. 服部雅優, 蛯名彩, 杉谷巌, 川端一嘉, 戸田和寿, 

元井紀子 

当科で経験した副甲状腺癌の4例. 

第48回日本甲状腺外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

15. 福岡修, 杉谷巌, 蛯名彩, 戸田和寿, 川端一嘉, 

山田恵子 

甲状腺無症候性微小乳頭癌の自然経過 超音波

検査で評価した石灰化と血流の経時的変化. 

第27回日本内分泌外科学会総会: 福島市, 2015 

 

16. 蛯名彩, 杉谷巌, 戸田和寿, 川端一嘉 

遠隔転移を有しない甲状腺乳頭癌高危険度群の

治療成績と予後予測因子の検討. 

第48回日本甲状腺外科学会学術集会: 東京, 

2015 

 

17. 福島啓文 

プロヴォックスVegaを用いたシャント発声法と

喉摘者QOL向上への取り組み. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

18. 神山亮介, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 蛯名彩, 福岡

修, 日高竜太, 上里迅, 近藤貴仁, 服部雅優 

下咽頭喉頭全摘・食道同時手術症例の予後と

QOL の検討. 

第67回日本気管支食道外科学会総会: 福島市, 

2015 

 

19. 新橋渉 

中咽頭癌における放射線治療後再発症例の検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術 

講演会: 大阪市, 2015 

 

20. 日高竜太 

副咽頭間隙腫瘍手術症例21 例の検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

21. 蛯名彩 

原発不明扁平上皮癌頸部リンパ節転移症例の検

討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

22. 白尾浩太郎 

口腔癌における嚥下改善手術の検討. 

第60回日本口腔外科学会総会・学術大会: 名古

屋市, 2015 

 

23. 服部雅優 

対照的な臨床像を呈した機能性副甲状腺癌の2 

例. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

24. 太田久幸 

当科における下咽頭癌ステージ4期症例の臨床

的検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

25. 神山亮介 

当科における縦隔気管孔形成術症例の臨床検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

26. 福岡修 

当科における聴器癌症例の検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講

演会: 大阪市, 2015 

 

27. 戸田和寿 

術中神経モニタリングのコツと正常値・異常値. 

第1回甲状腺副甲状腺術中神経モニタリング研

究会: 福島市, 2015 

 

28. 近藤貴仁 

頭頸部癌に対する根治的放射線療法における急

性期有害事象の発症と救済手術後のSSI との関

連に関する検討. 

第25回日本頭頸部外科学会総会ならびに学術講 

演会: 大阪市, 2015 

 

 

整形外科 
1. Kanno, S., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Funauchi, Y., 

Shiba, K., Yokoyama, H., Tada, H., 

Sawaizumi, M., Tanakura, K., Motoi, N., 

Sugiura, Y., Machinami, R., Hiura, N. 

 A 16-year-old male, undifferentiated 

pleomorphi sarcoma of the right upper arm. 

 27th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2015 
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2. Matsumoto, S. 

 The present conditions and future prospects 

of Japanese medical system for sarcoma. 

 1st International Symposium Foundation for 

Promotion of Cancer Research: Tokyo, 2015 

 

3. Shibata, H., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Funauchi, Y., 

Kanno, S., Tada, H., Yokoyama, H., Motoi, 

N., Sugiura, Y., Machinami, R., Hiruta, H. 

 A 25-year-old male, myxoid liposarcoma of 

the left tibia. 

 27th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2015 

 

4. Gokita, T., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Funauchi, Y., Hayakawa, 

K., Kanno, S., Shibata, H., Yokoyama, H., 

Tada, H., Sugano, N., Motoi, N., Machinami, 

R., Hiruta, H., Kawaguchi, H. 

 A 59-year-old female, osteosarcoma of the 

right tibia. 

 27th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2015 

 

5. Funauchi, Y., Matsumoto, S., Shimoji, T., Ae, 

K., Tanizawa, T., Gokita, T., Kanno, S., 

Shibata, H., Yokoyama, H., Tada, H., 

Sawaizumi, M., Tanakura, K., Motoi, N., 

Sugiura, Y., Machinami, R., Hiruta, H. 

 A 49-year-old male, solitary fibrous tumor of 

the left lower leg. 

 27th Forum of the Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: 2015 

 

6. 三浪友輔, 松本誠一, 野呂瀬美生, 鬼頭宗久, 船

内雄生, 五木田茶舞, 阿江啓介, 谷澤泰介 

 原発巣手術後10年以上経過し、肺転移が明らか

になった軟部肉腫の3症例. 

 第64回東日本整形災害外科学会: 福島市, 2015 

 

7. 柴田宏明, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木

田茶舞, 早川景子, 船内雄生, 鬼頭宗久, 三浪友

輔, 野呂瀬美生 

 骨盤発生の軟骨肉腫の治療成績. 

 第64回東日本整形災害外科学会: 福島市, 2015 

 

8. 中山隆之, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 

元井紀子, 中村卓郎 

 BCOR-CCNB3陽性肉腫の臨床像. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

9. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 船内雄生, 横山裕之 

 GMRS下肢再建システムの短期治療経験. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

10. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 船内雄生, 早川景子, 神埜聖治, 柴田宏明, 

澤村千草, 佐藤信吾, 中山隆之 

 デスモイド腫瘍に対するwait and see policyの

位置づけ. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

11. 柴田宏明, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治 

 上腕骨骨腫瘍広範切除後の肩関節固定術 6例

の19年以上にわたる長期成績. 

 第88回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2015 

 

12. 早川景子, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 

横山裕之 

 中高年の原発性骨悪性腫瘍の治療成績. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

13. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 船内雄生, 横山裕之 

人工関節の長期成績 腫瘍用人工膝関節置換再 

 建後20年以上フォローアップ症例の検討. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

14. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 船内雄生, 早川景子, 神埜聖治, 柴田宏明, 

澤村千草, 佐藤信吾, 中山隆之 

 分子標的療法 骨巨細胞腫に対するデノスマブ

療法 治療開始時のローディング(負荷投与)は

必要か. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

15. 早川景子, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明 
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 初診時遠隔転移を有する高悪性軟部肉腫に対す

る治療成績. 

 第88回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2015 

 

16. 船内雄生, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 横山裕之, 

元井紀子 

 広範切除可能部位に発生した脱分化型脂肪肉腫

17例の検討. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

17. 山本尚輝, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 早川景子 

 掻爬・セメント充填後20年以上経過した大腿骨

遠位骨巨細胞腫5例の膝関節機能. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

18. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 澤村千草, 佐藤信吾, 小柳広高, 船内雄生, 

川口智義 

 新しい骨・軟部腫瘍切除縁評価法 その試案. 

 第88回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2015 

 

19. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 中山隆之, 

早川景子, 澤村千草, 佐藤信吾, 大川淳, 川口智

義 

 早期の就労復帰を目指した成人軟部肉腫の補助

化学療法. 

第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

 高松市, 2015 

 

20. 谷澤泰介, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 五木田

茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 船内雄生, 横山裕之, 

澤泉雅之 

 橈骨遠位端骨腫瘍切除後に血管柄付き腓骨移植

を行った症例の検討. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

21. 神埜聖治, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 柴田宏明, 堀内聖剛 

 粘液型脂肪肉腫では脊椎骨梁間転移を念頭に入

れた経過観察が必要である. 

 第88回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2015 

22. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 早川景子, 

中山隆之, 澤村千草, 佐藤信吾, 大川淳, 川口智

義 

 縮小手術 新しい切除縁評価法解析結果からみ

た安全な切除縁と縮小手術. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

23. 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 川口智義, 

早川景子, 中山隆之, 澤村千草, 佐藤信吾 

 縮小手術 軟部肉腫に対するin situ preparation

の長期成績. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

24. 柴田宏明, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 横山裕之 

 脱分化型軟骨肉腫10例の治療成績. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

25. 五木田茶舞, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤

泰介, 船内雄生, 早川景子, 神埜聖治, 柴田宏明, 

澤村千草, 佐藤信吾, 中山隆之, 川口智義 

 腫瘍切除後の長管骨欠損に対する金属メッシュ

補強骨セメント置換法の治療成績. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

26. 中山隆之, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏 

明, 堀内聖剛 

 色素性絨毛結節性滑膜炎と腱鞘巨細胞腫の難治

例における特徴. 

 第88回日本整形外科学会学術総会: 神戸市, 

2015 

 

26. 船内雄生, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 神埜聖治, 柴田宏明, 横山裕之 

 術中ナビゲーションシステムを応用した安全な

骨腫瘍切除法. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

27. 阿江啓介, 松本誠一, 下地尚, 谷澤泰介, 五木田

茶舞, 船内雄生, 神埜聖治, 柴田宏明, 早川景子, 

中山隆之, 澤村千草, 佐藤信吾, 大川淳, 川口智

義 
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 進行期高悪性軟部肉腫に対する放射線を使用し

ない手術の治療成績. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

28. 中山隆之, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木

田茶舞, 船内雄生, 早川景子, 中村卓郎 

 骨・軟部腫瘍の温故(ONCO)知新 当科の実地臨

床における融合遺伝子解析結果の検討. 

 第30回日本整形外科学会基礎学術集会: 富山市, 

2015 

 

29. 神埜聖治, 松本誠一, 下地尚, 阿江啓介, 谷澤泰

介, 五木田茶舞, 船内雄生, 柴田宏明, 横山裕之, 

佐藤信吾 

 骨外性骨肉腫の治療経験. 

 第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

30. 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田茶舞, 船

内雄生, 早川景子, 鬼頭宗久, 三浪友輔, 野呂瀬

美生 

 処理骨と同種骨. 

 第64回東日本整形災害外科学会: 福島市, 2015 

 

 

泌尿器科 
1. 米瀬淳二, 山本真也, 萩原喜一, 佐野雅之, 上原

翔, 林達郎, 山崎六志, 砂倉瑞明, 大久保雄平, 

湯浅健, 増田均, 福井巖 

Active surveillanceの候補条件を満たす前立腺

全摘症例の検討. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

2. 萩原喜一, 湯浅健, 佐野雅行, 上原翔, 林達郎, 

砂倉瑞明, 増田均, 山本真也, 米瀬淳二, 福井巌 

LHRHアゴニストの初期フレアーアップによる

臨床症状増悪を抗アンドロゲン剤により阻止で

きなかった1例. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

3. 増田均, 福島啓司, 斉藤一隆, 藤井靖久, 山本真

也, 湯浅健, 砂倉瑞明, 横山みなと, 松岡陽, 沼

尾昇, 福井巌, 米瀬淳二, 木原和徳 

γグルタミルトランスペプチダーゼ(γ-GTP)は限

局性腎細胞癌例において術後再発の予測因子で

ある. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

 

4. 砂倉瑞明, 萩原喜一, 佐野雅之, 上原翔, 林達朗, 

山崎六志, 湯浅健, 増田均, 山本真也, 福井巖, 

米瀬淳二 

がん研有明病院泌尿器科における前立腺癌

active surveillanceおよび再生検時の

pathological upgradeについての検討. 

: 金沢市, 2015 

 

5. 上原翔, 山本真也, 萩原喜一, 佐野雅之, 林達郎, 

山崎六志, 砂倉瑞明, 湯浅健, 増田均, 福井巌, 

米瀬淳二 

前立腺全摘後生化学的再発症例に対する間欠ホ

ルモン療法. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

6. 山本真也, 増田均, 湯浅健, 砂倉瑞明, 山崎六志, 

林達郎, 上原翔, 佐野雅之, 萩原喜一, 福井巌, 

米瀬淳二, 河野敦, 石川雄一 

多部位生検時代における中間リスク群前立腺癌

の新リスク分類. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

7. 山崎六志, 萩原喜一, 佐野雅之, 上原翔, 林達郎, 

砂倉瑞明, 湯浅健, 増田均, 山本真也, 福井巖, 

米瀬淳二 

当院における去勢抵抗性前立腺癌に対する

enzalutamideの初期使用経験. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

8. 林達郎, 浦上慎司, 萩原喜一, 佐野雅之, 上原翔, 

山崎六志, 砂倉瑞明, 湯浅健, 増田均, 山本真也, 

福井巌, 米瀬淳二 

筋層非浸潤性膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療

法の東京172株とコンノート株の前向き比較試

験. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

9. 湯浅健, 礒野高敬, 茶野徳宏 

腎がん細胞のglucose deprivation時の細胞応答

とVHL遺伝子の役割について. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

10. 安田庸輔, 藤井靖久, 湯浅健, 山本真也, 福井巌, 

米瀬淳二 

転移性前立腺癌患者においてCombined 

androgen blockade施行中の血中テストステロ

ン値は予後因子になり得るか? 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 
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11. 佐野雅之, 湯浅健, 萩原喜一, 上原翔, 林達郎, 

山崎六志, 砂倉瑞明, 山本真也, 増田均, 福井巌, 

米瀬淳二 

転移性腎細胞癌に対する2nd lineアキシチニブ

の治療成績. 

第103回日本泌尿器科学会総会: 金沢市, 2015 

 

12. 増田均, 山崎六志, 小川将宏, 佐野雅之, 砂倉瑞

明, 林達郎, 上原翔, 山本真也, 福井巌, 米瀬淳

二 

がん研究会における腹腔鏡下泌尿器科手術の初

期成績. 

第29回日本泌尿器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

13. 小川将宏, 増田均, 山崎六志, 佐野雅之, 上原翔, 

林達郎, 砂倉瑞明, 山本真也, 福井巌, 米瀬淳二 

腹腔鏡下膀胱全摘出術の初期成績、開腹手術と

の比較. 

第29回日本泌尿器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

 

血液腫瘍科 
1. Kusano, Y. 

Anti-Epstein-Barr virus nuclear antigen 

antibody negativity may be a new indicator 

of poor prognosis in multiple myeloma 

patients treated with bortezomib-based 

regimens. 

13rd Internationall Conference on Malignant 

Lymphoma Palazzo dei Congressi: Lugano, 

Switzerland, 2015 

 

2. Kusano, Y.,  

CyBorD demonstrated its superiority to 

bortezomib plus dexamethasone in 

transplant-eligible patients with newly 

diagnosed multiple myeloma. 

15th International Myeloma Workshop: 

Roma, Itary, 2015 

 

3. Nishimura, N., Terui, Y., Gunji, T., 

Takahashi, A., Kusano, Y., Ueda, K., Nitta, 

H., Mishima, Y., Yokoyama, M., Tsuyama, N., 

Oguchi, M., Takeuchi, K., Hatake, K. 

Multiple myeloma as a second primary 

malignancy; one fourth of patients had prior 

history of other malignancies. 

15th International Myeloma Workshop: 

Roma, Italy, 2015 

 

4. Mishima, Y., Yokoyama, M., Nishimura, N., 

Ueda, K., Gunji, T., Nitta, H., Kusano, Y.,  

Inoue, N., Takahashi, A., Tsuyama, N., 

Takeuchi, K., Terui, Y., Hatake, K. 

R-CHOP therapy cannot overcome CD5 

positive non-GCB subtype of DLBCL. 

57th American Society of Hematology (ASH) 

Annual Meeting and Exposition: Orlando, 

USA, 2015 

 

5. Kusano, Y., Terui, Y., Ueda, K., Gunji, T., 

Nitta, H., Mishima, Y., Nishimura, N., 

Yokoyama, M., Hatake, K. 

IL-2 receptor level correlated with PFS in 

follicular lymphoma patients with rituximab 

maintenance. 

第77回日本血液学会学術集会: 金沢市, 2015 

 

6. 草野善晴, 照井康仁, 西村倫子, 郡司匡弘, 上田

響子, 新田英明, 三嶋裕子, 横山雅大, 津山直子, 

小口正彦, 竹内健吾, 畠清彦 

再発・難治多発性骨髄腫の治療中に骨髄腫の髄

液浸潤を認めた1例. 

第54回日本血液学会中国四国地方会: 鳥取市, 

2015 

 

7. 畠清彦 

抗がん剤治療における支持療法の重要性. 

第28回日本口腔・咽頭科学会総会学術講演会: 

大阪市, 2015 

 

 

総合腫瘍科 
1. Nakano, K., Kawai, A., Araki, N., Ando, Y., 

Machida, M., Yoshida, P. 

Clinical outcome of pazopanib for 

liposarcoma patients from post-marketing 

surveillance sub-analysis. . 

Connective Tissue Oncology Society (CTOS)  

20th Annual Meeting: Salt Lake City, USA, 

2015 

 

2. Kobayashi, T., Nakano, K., Tomomatsu, J., 

Nara, E., Ito, Y., Kobayashi, K., Fukada, I., 

Araki, K., Shimomura, A., Shimoi, T., 

Kodaira, M., Yunokawa, M., Yonemori, K., 

Shimizu, C., Nakamura, K., Kotani, N., 

Inatani, M., Tamura, K., Takahashi, S. 

Phase Ia/Ib study of taselisib (GDC-0032), a 

potent and selective phosphoinositide 
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3-kinase inhibitor, in Japanese patients with 

advanced solid tumors or hormone 

receptor-positive locally advanced or 

metastatic breast cancer (JO29196 study). 

38th Annual San Antonio Breast Cancer 

Symposium (SABCS): San Antonio, USA., 

2015 

 

3. Takahashi, S. 

Safety and tolerability of vandetanib in 

Japanese patients (pts) with medullary 

thyroid cancer (MTC): a Phase I/II 

open-label study. 

15th International Thyroid Congress (ITC): 

Florida, USA, 2015 

 

4. 高橋俊二 

ホルモン作用異常による骨粗鬆症 乳癌に対す

るアロマターゼ阻害剤治療に伴う骨粗鬆症. 

第33回日本骨代謝学会学術集会: 東京, 2015 

 

5. 仲野兼司, 友松純一, 元井紀子, 五木田茶舞, 阿

江啓介, 谷澤泰介, 下地尚, 高橋俊二, 松本誠一 

分子標的療法 軟部肉腫へのパゾパニブ治療に

おける、病理診断による治療効果の差異. 

第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

6. 仲野兼司, 友松純一, 元井紀子, 五木田茶舞, 阿

江啓介, 谷澤泰介, 下地尚, 高橋俊二, 松本誠一 

悪性骨・軟部腫瘍のCancer Board がん研サル

コーマセンターにおける腫瘍内科医の役割. 

第48回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

高松市, 2015 

 

7. 稲垣里奈, 荒木和浩, 鈴木えりか, 照屋なつき, 

小林心, 深田一平, 柴山朋子, 柳裕代, 小林隆之, 

高橋俊二, 伊藤良則, 岩瀬拓士 

HER2陽性進行乳癌に対するドセタキセル・トラ

スツズマブ・ペルツズマブ療法の効果と有害事

象管理. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

8. 高橋俊二 

乳癌薬物療法の有害事象の克服を目指して 骨

転移患者におけるbone modifying 

agent(BMA)による顎骨壊死の管理. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

9. 稲垣里奈, 倉田麻美, 小林心, 深田一平, 柴山朋

子, 柳裕代, 荒木和浩, 小林隆之, 伊藤良則, 高

橋俊二 

乳癌骨転移患者におけるゾレドロン酸長期投与

の検討. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

10. 仲野兼司 

進行再発分化型甲状腺癌の分子標的治療：症例

から治療のポイントを考える. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

 

麻酔科 
1. 横田美幸, 大里彰二郎, 森野良蔵 

医療法改正による院内事故調査委員会の在り

方・進め方・問題点を考える 医療法改正に伴う

院内事故調査と医療安全(責任者)の考え方. 

日本臨床麻酔学会第35回大会: 横浜市, 2015 

 

2. 七松恭子, 中川陽介, 見市光寿, 平井亜葵, 萬羽

礼美, 吉岡清佳, 関誠, 横田美幸 

抜管直後の胸痛の原因推定が困難だった症例. 

日本臨床麻酔学会第35回大会: 横浜市, 2015 

 

3. 中川陽介, 風戸拓也, 吉岡清佳, 見市光寿, 柏井

朗宏, 横田美幸 

カウント不能の大量出血を来した症例の検討. 

日本臨床麻酔学会第35回大会: 横浜市, 2015 

 

4. 風戸拓也, 大里彰二郎, 見市光寿, 山本理恵, 平

島潤子, 横田美幸手術室増設と手術室運営及び

麻酔科への影響. 

日本臨床麻酔学会第35回大会: 横浜市, 2015 

 

5. 風戸拓也, 見市光寿, 後閑大, 平島潤子, 横田美

幸 

高齢者胃がんにおける内視鏡的粘膜下層剥離術

(ESD)時のIPI(Integrated Pulmonary Index)

を用いた鎮静法について. 

第27回日本老年麻酔学会: 盛岡市, 2015 

 

6. 見市光寿, 平島潤子, 風戸拓也, 大里彰二郎, 柏

井朗宏, 横田美幸 

医療法改正に伴う医療事故死報告に関する麻酔

科としての対応について. 

日本麻酔科学会第55回関東甲信越・東京合同学

術集会: 横浜市, 2015 
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形成外科 
1. Tanakura, K., Sawaizumi, M., Imai, T., 

Matsumoto, S. 

Reconstruction of defects in foot and leg 

after musculoskeletal sarcoma resection. 

8th Congress of World Society for 

Reconstructive Microsurgery: Munbai, India, 

2015 

 

2. 前田拓摩, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 松本綾希子, 今井智浩, 岩瀬拓士 

乳房再建を踏まえた乳房切除の提案 皮膚切開

線とTE挿入時の留意点. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

3. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 前田拓磨, 棚倉健太, 山下

昌宏, 松本綾希子, 川上順子, 今井智浩, 岩瀬拓

士 

当院における両側乳癌切除症例・両側乳房再建

症例の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

4. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓磨, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰

樹, 岩瀬拓士 

2期両側乳房インプラント再建におけるベクト

ラでのシミュレーション. 

第23回日本乳癌学会総会: 東京, 2015 

 

5. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓磨, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 山下昌弘, 川上順子, 平山泰

樹, 梁太一, 岩瀬拓士, 五味直哉 

当院におけるインプラント乳房再建後フォロー

アップの現状. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

6. 棚倉健太, 澤泉雅之, 前田拓摩, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰樹, 今井智

浩, 岩瀬拓二 

ブレスト・インプラントの保険適用がもたらし

たもの. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

7. 柴田知義, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎

正崇, 古林玄, 三戸奈那子 

乳房再建における光三次元計測 Vectraをもち

いた乳房用組織拡張器注水量の計測. 

第25回日本シミュレーション外科学会: 東京, 

2015 

8. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓磨, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 

川上順子, 梁太一, 岩瀬拓士, 五味直哉 

乳房インプラント術後フォローアップにおける

超音波検査の重要性. 

第34回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

東京, 2015 

 

9. 梁太一 

乳房再建におけるMRIの有用性. 

第11回乳房MRI研究会: 東京, 2015 

 

10. 梁太一 

乳房再建におけるMRIの有用性. 

第11回乳房MRI研究会: 東京, 2015 

 

11. 松本綾希子, 澤泉雅之, 五味直哉 

症例３、インプラント破損の1例. 

第11回乳房MRI研究会: 東京, 2015 

 

12. 前田拓摩 

当院における安全なティッシュエキスパンダー

挿入法. 

第5回Mie Breast Cancer Seminar: 津市, 

2015 

 

13. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 松本綾希子, 川上順子, 平山泰樹 

エキスパンダー／インプラント法における大胸

筋マッサージの考案. 

第20回日本形成外科手術手技学会: 鎌倉市, 

2015 

 

14. 前田拓摩, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 松本綾希子, 岩瀬拓士 

インプラントによる乳房再建でどこまで整容性

にこだわれるか？. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

15. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子, 岩瀬拓士 

当院における両側乳房再建の検討：「両側自家

組織再建」ないし「自家組織と人工物再建によ

る再建」. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

16. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 梁太一, 川上順子, 岩瀬拓士 

248



乳房再建術式の推移より見出す、今後の自家組

織再建の展望. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

17. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚

倉健太, 梁太一, 岩瀬拓士, 五味直哉 

インプラント破損の戦略的画像診断ーsilent 

rupture で見つけるために. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

18. 梁太一, 大竹尚之, 松井端子, 澤泉雅之, 今井智

浩, 松本綾希子, 岩瀬拓士, 五味直哉 

乳房シリコンインプラントのMRI 画像診断にお

ける新たな撮像条件の提案 -Silicone Image-. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

19. 山下昌宏, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 岩瀬拓士 

乳房再建術におけるベクトラの観察、計測、シ

ミュレーションの有効性. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

20. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 梁太一 

MDCT による腰動脈穿通枝の評価乳房再建にお

けるTissue Expander 挿入術の要点. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

21. 稲見浩平, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 松本誠一, 山口利仁 

手部軟部悪性腫瘍切除後欠損に対する

adipofascial flap による再建経験. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

22. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 梁太一, 矢島和宜 

MDCTによる腰動脈穿通枝の評価. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

23. 棚倉健太 

シリコンインプラントのサイズ選択におけるエ

コーによる計測の有用性part3. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

24. 棚倉健太, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 松本綾希子, 川上順子 

乳房再建におけるTissue Expander挿入術の要

点. 

第58回日本形成外科学会総会・学術集会: 京都

市, 2015 

 

25. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 山下

昌宏, 松本綾希子, 今井智浩, 岩瀬拓士 

乳房再建術式の推移より見出す、今後の自家組

織再建の展望. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

26. 古林玄, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下宏

紀, 柴田知義, 山下昌宏, 倉元有木子, 松本綾希

子, 塩崎正宗, 三戸那奈子 

乳房インプラント TruForm 2とTruForm 3の

選択. 

関東形成外科学会第282回東京地方会: 東京, 

2015 

 

27. 棚倉健太, 前田拓摩, 宮下宏紀, 澤泉雅之 

TE to SBI replacement surgeryの要点. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

28. 前田拓摩 

乳房再建の視点から評価した日本人のための整

容的乳房形成. 

第38回日本美容外科学会総会: 横浜市, 2015 

 

29. 松本綾希子, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮 

下宏紀, 柴田知義, 山下昌宏, 古林玄, 

三戸那奈子, 今井智浩 

インプラント再建5年以上経過症例の検討① 

概要. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

29. 松本綾希子, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮

下宏紀, 柴田知義, 山下昌宏, 古林玄, 三戸那奈

子, 今井智浩 

インプラント再建5年以上経過症例の検討② 

フォローアップの現状および破損率について. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 
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30. 塩崎正宗, 宮下宏紀, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉

健太, 山下昌宏, 松本綾希子, 柴田知義, 倉元有

木子, 古林玄, 三戸那奈子, 今井智浩, 岩瀬拓士 

乳房再建患者の術後大胸筋拘縮について；大胸

筋マッサージの有効性. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

31. 柴田知義, 山下昌宏, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 倉元有木子, 松本綾希子, 古林

玄, 三戸那奈子 

レーザーラインを用いた、Vectra撮影時の体位

再現性の工夫. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

32. 三戸那奈子, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮

下宏紀, 柴田知義, 山下昌宏, 倉元有木子, 松本

綾希子, 塩崎正宗, 古林玄 

当院で施行する乳房再建のインフォームド・コ

ンセント取得時の対応. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

34. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 山下

昌宏, 松本綾希子, 柴田知義, 倉元有木子, 

塩崎正宗, 古林玄, 三戸那奈子, 今井智浩, 岩瀬

拓士 

乳房再建（TE挿入）におけるバイクリルメッシ

ュの応用. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

33. 古林玄, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下宏

紀, 柴田知義, 山下昌宏, 倉元有木子, 松本綾希

子, 塩崎正宗, 三戸那奈子 

Li-Fraumeni syndromeと診断された乳房再建

の1例. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

34. 梁太一, 大竹尚之, 松井端子, 澤泉雅之, 今井智

浩, 松本綾希子, 岩瀬拓士, 五味直哉 

破損したSBIをいつ入替えるか-rupture stage

からの考察. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

35. 前田拓摩 

感染TE/SBIのサルベージ 救えたはずの人工物

感染を逃さない. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

36. 今井智浩, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下

宏紀, 山下昌宏, 松本綾希子 

TE/SBI乳房再建後の放射線照射例～一次二期再

建例で術後照射が必要となった場合の対策. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

37. 松本綾希子 

乳房再建術後のインプラントフォローアップ方

法の実践：超音波診断の実際と判別法. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

38. 梁太一 

乳房再建術後のインプラントフォローアップ方

法の実践：超音波診断の実際と判別法. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

39. 稲見浩平, 澤泉雅之, 松本綾希子, 前田拓摩, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 今井智浩, 山下昌宏, 山口利

仁 

ＳＢＩ再建における対側豊胸必要症例の検討. 

第3回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 札幌市, 2015 

 

40. 松本綾希子, 棚倉健太, 前田拓摩, 宮下宏紀, 柴

田知義, 山下昌宏, 古林玄, 三戸那奈子, 今井智

浩, 澤泉雅之 

腹部皮弁に付加可能なリンパ節の個数について

の造影CTによる検討. 

 

第24回日本形成外科学会基礎学術集会: 盛岡市, 

2015 

 

41. 棚倉健太, 前田拓摩, 宮下宏紀, 松本綾希子, 澤

泉雅之, 植野映子, 龍見秋一 

Dual Energy CTによる腰動脈穿通枝の評価. 

第24回日本形成外科学会基礎学術集会: 盛岡市, 

2015 

 

42. 澤泉雅之 

乳房再建：その魅力ある選択肢とは！. 

第4回松江日赤病院 乳房再建講演: 松江市, 

2015 
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43. 棚倉健太 

乳房再建②(人工物再建、インプラント)：主な方

法と適応. 

第25回日本乳癌検診学会総会: つくば市, 2015 

 

44. 棚倉健太, 前田拓摩, 澤泉雅之, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 松本綾希子, 柴田知義, 倉元有木子, 塩崎

正宗, 古林玄, 三戸那奈子 

TE to SBI乳房再建における外側方の処理法とそ

のタイミング. 

第99回九州・沖縄形成外科学会学術集会: 大分

市, 2015 

 

45. 古林玄, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下宏

紀, 柴田知義, 倉元有木子, 山下昌宏, 松本綾希

子, 塩崎正宗, 松本誠一 

小児の Step advancement plantar flap の長

期経過観察. 

第42回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: さいたま市, 2015 

 

 

腫瘍精神科 
1. 山田健志 

がん患者相談面接を行う看護師に求められるカ

ウンセリングスキル 告知前後の精神症状・自殺 

カウンセリングの注意点. 

第20回日本緩和医療学会学術大会: 横浜市, 

2015 

 

 

眼 科 
1. Tsuji, H. 

Neuroendocrine carcinomas in lacrimal 

drainage system. 

International Society of Ocular Oncology 

(ISOO) 2015 Conference: Paris, France, 

2015 

 

2. 辻英貴, 小林めぐみ 

open treatment (laissez-faire technique)の功

罪. 

第3回日本眼形成再建外科学会学術集会: 岡山

市, 2015 

 

3. 辻英貴, 佐々木次壽 

涙道腫瘍性病変. 

第119回日本眼科学会総会講演会: 東京, 2015 

 

 

4. 辻英貴 

切らずに治す眼腫瘍：局所化学療法. 

第38回日本眼科手術学会総会: 京都市, 2015 

 

5. 辻英貴 

角膜に生じたCLL. 

第39回日本角膜学会総会/第31回日本角膜移植

学会: 高知市, 2015 

 

6. 辻英貴 

急速に増大した眼窩IgG4関連疾患. 

第8回IgG4研究会: 福岡市, 2015 

 

7. 辻英貴 

眼部腫瘍について：ハンカチなしでは語れない

症例も含めて. 

第51回北里大学・神奈川眼科医会合同リサーチ

カンファレンス: 相模原市, 2015 

 

8. 辻英貴 

宗教上の理由で輸血拒否例の眼科手術. 

第30回日本眼窩疾患シンポジウム: 京都市, 

2015 

 

9. 小林めぐみ 

初診時アドバンスケースであった脂腺がん1例. 

第30回日本眼窩疾患シンポジウム: 京都市, 

2015 

 

10. 辻英貴 

眼部腫瘍について：珍しいけど忘れてはいけな

いモノ. 

第13回県尼眼科臨床フォーラム: 尼崎市, 2015 

 

11. 辻英貴, 蕪城俊克, 松田順子, 田中理恵, 大友一

義, 田岡和城 

精巣および乳腺が原発の2次性眼内悪性リンパ 

腫. 

第69回日本臨床眼科学会: 名古屋市, 2015 

 

12. 河田美貴子 

がん研有明病院における眼部腫瘍の臨床病理学

的検討. 

第69回日本臨床眼科学会: 名古屋市, 2015 

 

 

感染症科 
1. Harada, S., Aoki, K., Tateda, K., Ishii, Y. 

Klebsiella pneumoniae bacteremia study 

group: Clinical characteristics of Klebsiella 
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pneumoniae bacteremia and molecular 

epidemiology of the causative isolates in 

Japan. 

ICAAC/ICC 2015: San Diego, 2015 

 

2. 大串大輔, 羽山ブライアン, 原田壮平 

当院における婦人科系悪性腫瘍に対する手術後

に生じたリンパ嚢腫感染症例の検討. 

第64回日本感染症学会東日本地方会総会学術集

会: 札幌市, 2015 

 

 

漢方サポート科 
1. 星野恵津夫 

実践漢方セミナー 悪性腫瘍. 

第66回東洋医学会学術総会: 富山市, 2015 

 

2. 星野惠津夫 

漢方薬とカイジ顆粒による進行癌の治療. 

第1回日本統合医療学会九州ブロック大会: 熊

本市, 2015 

 

 

歯 科 
1. 木暮麻優, 古敷谷昇, 布施卓美, 榮木実枝, 富塚

健 

がん研有明病院における歯科衛生士による口腔

ケアラウンドの取り組みについて. 

 

第12回日本口腔ケア学会学術大会: 下関市, 

2015 

 

 

緩和治療科 
1. 奈良林至 

オピオイド誘発性の便秘症を有するがん患者を

対象としたnaldemedineの第2相臨床試験. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

2. 星野奈月 

緩和治療病棟転棟後、腫瘍内科医との連携によ

り抗腫瘍治療可能となった進行膵NETの1例. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

3. 佐伯吉規, 中山博文, 星野奈月, 安井玲子, 山田

健志, 下田和孝, 向山雄人 

緩和領域におけるquetiapine投与量を決定する

因子に関する検討. 

第20回日本緩和医療学会学術大会: 横浜市, 

2015 

4. 星野奈月, 中山博文, 佐伯吉規, 向山雄人, 中井

川直子, 寳田潤子, 櫻井宏樹, 服部政治, 羽山ブ

ライアン, 原田壮平 

脊髄鎮痛法施行中にリステリア髄膜炎を合併し

た左腸骨軟骨肉腫の1例. 

第20回日本緩和医療学会学術大会: 横浜市, 

2015 

 

5. 櫻井宏樹, 服部政治, 寶田潤子, 中井川直子, 水

野俊美, 樋口秀太郎, 竹野伸洋, がん研有明病

院がん治療支援チーム 

緩和的放射線照射における主治医、放射線腫瘍

科、がん疼痛治療科の連携. 

第20回日本緩和医療学会学術大会: 横浜市, 

2015 

 

 

放射線治療部 
1. Harada, A. 

Concurrent chemoradiotherapy for true 

natural killer cell originated localized nasal 

NK/T-cell lymphoma. 

ILROG Lymphoma Symposium: New York, 

USA, 2015 

 

2. Murofushi, K., ほか 

Clninical outcome of interstitial 

brachytherapy for locallyrecurrnt 

gynecologic caner. 

57th Annual Meeting of the America Society 

of Radiation Oncology (ASTRO): San 

Antonio, USA, 2015 

 

3. Murofushi, K., ほか 

Clinical outcome of interstitial brachytherapy 

for locally recurrent gynecologic cancer 

previously treayed by radiotherapy. 

15th International Congress of Radiation 

Research (ICRR): Kyoto, 2015 

 

4. Harada, A., ほか 

Concurrent chemo-radiation-therapy 

localized nasal NK/T-cell lymphoma. 

15th International Congress of Radiation 

Research (ICRR): Kyoto, 2015 

 

5. 小塚拓洋, ほか 

Acute and late complications after 

hypofractionated intensity modulated 

radiotherapy for intermediate-risk prostate 
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cancer. 

日本放射線腫瘍学会第28回学術大会: 前橋市, 

2015 

 

6. 室伏景子, ほか 

Clinical outcome of locally advanced rectal 

cancer treated with preoperative 

chemoradiotherapy. 

日本放射線腫瘍学会第28回学術大会: 前橋市, 

2015 

 

7. 熊井康子, ほか 

Treatment results of postmastectomy 

radiation therapy for breast cancer patients; 

experience of single institution. 

日本放射線腫瘍学会第28回学術大会: 前橋市, 

2015 

 

8. 利安隆史, 新橋渉, 佐々木徹, 福島啓文, 米川博

之, 三谷浩樹, 川端一嘉, 佐藤由紀子, 古田玲子, 

高橋俊二, 田中宏子 

当院における声門上癌の放射線治療成績の検討. 

第39回日本頭頸部癌学会/第4回アジア頭頸部癌

学会: 神戸市, 2015 

 

9. 角美奈子 

メラノーマの放射線治療. 

第114回日本皮膚科学会総会: 横浜市, 2015 

 

10. 高橋太郎, 北村望, 室伏景子, 佐藤智春 

高線量率密封小線源治療時における緊急時体制

の整備報告. 

第43回日本放射線技術学会秋季学術大会: 金沢

市, 2015 

 

11. 上間達也, 松林史泰, 伊藤康, 佐藤智春 

強度変調回転照射中における線量プロファイル 

の変化について. 

H27 2015.10: 金沢市, 2015 

 

12. 松林史泰, 橋本竹雄, 上間達也, 高橋良, 佐藤智

春 

ガントリ角度やコリメータ角度の違いによる非

物理ウエッジの線量プロファイルの変化. 

H27 2015.10: 金沢市, 2015 

 

13. 飯野美紗恵, 中島大, 佐藤智春, 橋本竹雄, 北村

望, 松林史泰, 高橋良 

高エネルギーX線におけるフィールド線量計相

互校正の精度評価. 

日本放射線技術学会第69回東京部会春季学術大

会: 東京, 2015 

 

14. 渡邉詩織, 松林史泰, 高橋太郎 

乳房切除後の放射線治療における治療寝台位置

計算シートの作成. 

: 東京, 2015 

 

15. 佐藤洋輔, 松林史泰, 北村望, 小泉優貴, 上間達

也, 室伏景子, 佐藤智春 

婦人科腔内照射における画像誘導小線源治療の

新たな線源総停留時間独立検証法の確立. 

日本放射線技術学会第69回東京部会春季学術大

会: 東京, 2015 

 

16. 小泉優貴, 松林史泰, 北村望, 佐藤洋輔, 上間達

也, 佐藤智春, 室伏景子 

婦人科腔内照射における新たな線源総停留時間

独立検証の方法. 

日本放射線技術学会第69回東京部会春季学術大

会: 東京, 2015 

 

17. 室伏景子, 北村望, 八木縁, 原田亜里咲, 竹島信

宏, 小口正彦 

腟癌及び高度腟壁進展を伴う子宮頸癌に対する

腟壁腫瘍の厚みに応じた小線源治療選択の治療

成績. 

第57回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 盛岡市, 

2015 

 

18. 角美奈子, ほか 

軟部肉腫に対する放射線治療. 

第13回日本臨床腫瘍学会学術集会: 札幌市, 

2015 

 

19. 中島直美, ほか 

教育講演基礎編：乳腺. 

日本放射線腫瘍学会第28回学術大会: 前橋市, 

2015 

 

 

画像診断部 

1. 負角克典 

遺伝子異常を考慮した肺腺癌の画像診断：形態

に経時的変化と局在をプラスする. 

第56回日本肺癌学会学術集会: 横浜市, 2015 

 

2. 田中宏子 

頸部転移の画像診断と治療 口腔癌中心に 

CT・MRIによる画像診断. 
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第55回日本核医学会学術総会・合同セッション 

口腔顎顔面核医学フォーラム: 東京, 2015 

 

3. 田中宏子 

子宮筋層病変の良悪性画像鑑別. 

第16回子宮筋腫・内膜症病変生検研究会: 盛岡

市, 2015 

 

4. 植野映子, 松本誠一, 阿江啓介, 元井紀子, 石川

雄一, 松枝清 

結節性筋膜炎の画像所見、病理組織像と症状. 

第51回日本医学放射線学会秋季臨床大会: 盛岡

市, 2015 

 

5. 國分優美, 五味直哉, 何森亜由美, 米倉利香, 宮

城由美, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司 

超音波エラストグラフィ 乳腺超音波診断にお

けるストレインエラストグラフィの使用経験. 

第25回日本乳癌検診学会総会: つくば市, 2015 

 

6. 五味直哉, 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前

田拓摩, 棚倉健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 川上順

子, 平山泰樹, 梁太一, 國分優美, 蒔田益次郎, 

岩瀬拓士 

乳房インプラント破損のMRIによる評価. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

7. 國分優美, 五味直哉, 何森亜由美, 蒔田益次郎, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

ケースカンファレンス 次の一手は 症例提示 

左乳癌術前に対側腋窩に腫瘤を認めた1例. 

日本超音波医学会第88回学術集会・第34回日本

乳腺甲状腺超音波医学会学術集会(Ultrasonic 

Week 2015): 東京, 2015 

 

8. 五味直哉, 加藤千絵子, 坂井威彦, 富樫保行, 五

十里美栄子, 山田恵子, 國分優美, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

乳腺・甲状腺・頭頸部体表領域のリンパ節転移

診断 乳癌腋窩リンパ節転移に対する超音波の

診断精度の検討. 

日本超音波医学会第88回学術集会・第34回日本

乳腺甲状腺超音波医学会学術集会(Ultrasonic 

Week 2015): 東京, 2015 

 

8. 負門克典 

遺伝子異常からみた肺癌の臨床・病理・画像所

見 画像. 

第34回日本画像医学会: 東京, 2015 

 

9. 渡邉亮輔, 負角克典, 松枝清, 田中宏子, 五味直

哉, 平塚真生子, 植野映子 

膀胱癌に対するBCG膀胱内注入療法により発症

した播種性BCG感染症の1例. 

第448回日本医学放射線学会関東地方会: 東京, 

2015 

 

10. 植野映子, 米瀬淳二, 林達郎, 松本誠一, 杉浦善

弥, 河野敦, 松枝清 

腹壁脂肪性腫瘤の１例. 

第26回骨軟部放射線研究会: 東京, 2015 

 

11. 赤池源助, 植野映子, 下地尚, 松本誠一, 元井紀

子, 杉浦善弥, 神田浩明, 町並陸生, 栗原泰之, 

松枝清 

骨端線閉鎖前の大腿骨に発生した骨巨細胞腫の

１例. 

第26回骨軟部放射線研究会: 東京, 2015 

 

 

核医学部 
1. Miyaji, N., Miwa, K., Wakatsuma, K., 

Koyama, M., Terauchi, T., Koizumi, M. 

Validation of administration accuracy of 

18F-FDG among three automated infusion 

devices. 

第55回日本核医学会学術総会: 東京, 2015 

 

2. 宮司典明, 三輪建太, 村田泰輔, 我妻慧, 梅田拓

朗, 滝口智洋 

PET用自動投与装置3機種における精度評価. 

第71回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2015 

 

 

内視鏡診療部 
1. Tamegai, Y. 

Therapeutic strategy of ESD for colorectal 

tumors accompanied by severe degree 

fibrosis in the submucosal layer. 

23rd United European Gastroenterology 

Week  (UEGW) Barcelona, Spain, 2015 

 

2. Omae, M., Fujisak, J., Shimizu, T. 

Relation etween the location of superficial 

barrets esophageal adenocarcinoma 

(S-BEA) and the direction of duodenogastric 

reflux. 

23rd United European Gastroenterology 

Week  (UEGW) Barcelona, Spain, 2015 
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3. Yoshio, T., Tsuchida, T., Ishiyama, A., 

Fujisak, J., Igarashi, M. 

Long term outcomes of endoscopic resection 

and additional therapy to superfcial 

esophageal cancer with MM or SM invasion. 

23rd United European Gastroenterology 

Week  (UEGW) Barcelona, Spain, 2015 

 

4. Kishihara, T., Chino, A., Tamegai, Y., 

Igarashi, M. 

Effectiveness of Steroid suppositories to 

prevent colorectal stricture after ESD for 

extensive colorectal cancer. 

Asian Pacific Disease Week 2015 (APDW): 

Taipei, Taiwan, 2015 

 

5. Hirasawa, T., Hiki, N., Yamamoto, Y., 

Nunobe, S., Fujisaki, J., Igarashi, M. 

Laparosopic and endoscopic cooperative 

surgery for gastric submucosal tumor. 

Asian Pacific Disease Week 2015 (APDW): 

Taipei, Taiwan, 2015 

 

6. Yoshio, T., Tsuchida, T., Ishiyama, A., 

Hirasawa, T., Fujisaki, J., Igarashi, M. 

Long term outcomes of endoscopic 

resection and additional therapy to 

superficial esophageal cancer with MM or SM 

invasion. 

Asian Pacific Disease Week 2015 (APDW): 

Taipei, Taiwan, 2015 

 

7. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 千野晶子, 五十嵐正広 

大腸内視鏡治療 私の工夫 高度線維化例に対 

する大腸ESDの工夫 Layer to layerの基本手

技の有用性. 

第70回日本大腸肛門病学会学術集会: 名古屋市, 

2015 

 

8. 金明哲, 岸原輝仁, 五十嵐正広 

超高齢者(85歳以上)における消化管内視鏡診療

のあり方 超高齢者に対する大腸内視鏡検査の

有用性. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

9. 石川寛高, 千野晶子, 五十嵐正広 

大腸T1(SM)癌に対する内視鏡治療の課題と将

来展望 長期予後からみた大腸SM癌に対する内

視鏡治療適応拡大の可能性. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

10. 為我井芳郎, 福長洋介, 五十嵐正広 

LECSの現状と将来展望 大腸ESDの限界と

LECSの有用性. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

11. 堀内裕介, 藤崎順子, 山本智理子 

NBI併用拡大内視鏡(ME-NBI)による未分化型早

期胃癌の診断限界と今後の展望. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

12. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 森重健二郎, 金明哲, 石

川寛高, 大隅寛木, 岡本恒平, 千野晶子, 五十嵐

正広 

大腸ESD症例における粘膜下層の線維化の内視

鏡観察による良悪性および深達度の鑑別診断能 

prospective study. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

13. 金明哲, 千野晶子, 大隅寛木, 森重健二郎, 石川

寛高, 岸原輝仁, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

化学療法に起因する薬剤性腸炎の内視鏡所見の 

検討. 

第90回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

14. 森重健二郎, 千野晶子, 大隅寛木, 金明哲, 石川

寛高, 岸原輝仁, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

当院におけるIp型早期大腸癌の臨床および病理

学的検討. 

第90回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

15. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 大隅寛木, 金明哲, 森重

健二郎, 石川寛高, 千野晶子, 五十嵐正広 

大腸T1(SM)癌に対するESDの現状と問題点. 

第90回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

16. 大隅寛木, 為我井芳郎, 五十嵐正広 

VI型Pit patternとNBI拡大による大腸T1a-b癌

の鑑別診断の現状と誤診例の検討 ESD症例を

中心に. 

第90回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

17. 川名佑実, 大塚葉子, 神田恵子 

「鎮静下で内視鏡検査を受けた外来患者の退出

基準」導入前後の看護師の変化. 
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第90回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 2015 

 

18. 五十嵐正広 

内視鏡的切除の適応拡大の可能性を問う. 

第82回大腸癌研究会: 東京, 2015 

 

19. 金明哲, 岸原輝仁, 五十嵐正広 

超高齢者（85歳以上）に対する大腸内視鏡検査

について. 

第11回日本消化管学会学術集会: 東京, 2015 

 

20. 石川寛高, 千野晶子, 五十嵐正広 

長期予後からみた大腸SM癌に対する内視鏡治

療適応拡大の可能性. 

第89回日本消化器内視鏡学会総会: 名古屋市, 

2015 

 

21. 金明哲, 山本頼正, 藤崎順子 

当院における十二指腸ESDの現状と偶発症. 

第101回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2015 

 

22. 田顔夫祐樹, 大前雅実, 藤崎順子, 平澤俊明, 金

明哲, 清水智樹, 村松雄輔, 山口和久, 堀内裕介, 

石山晃世志, 由雄敏之, 山本頼正, 土田知宏, 五

十嵐正広, 河内洋, 山本智理子 

進行直腸癌に食道腺癌２病変を合併した１例. 

第101回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2015 

 

 

遺伝子診療部 
1. 新井正美 

遺伝性腫瘍のがん予防. 

第53回日本癌治療学会学術集会: 京都市, 2015 

 

2. 新井正美, 山口潤也, 佐藤友里, 小田原俊一, 高

見信一郎, 千野晶子, 上野雅資, 五十嵐正広 

SMAD4に変異を認める若年性ポリポーシスと

オスラー病の関連について：1例報告を中心に. 

日本家族性大腸腺腫症研究会学術集会: 東京, 

2015 

 

3. 新井正美 

日本HBOCコンソーシアムの活動状況. 

日本遺伝子診療学会：遺伝子診断・検査技術推

進フォーラム公開シンポジウム: 2015 

 

4. 新井正美 

わが国におけるHBOCデータベース整備への取

り組み. 

第4回HBOCコンソーシアム学術総会: 東京, 

2015 

 

5. 野村幸男, 與谷卓也, 山田有理子, 上野雅資, 新

井正美 

HPLCによるMLH1 遺伝子プロモーター領域の

メチル化異常解析. 

第74回日本癌学会学術総会: 名古屋市, 2015 

 

6. 喜多瑞穂, 芦原有美, 竹内抄與子, 新井正美 

当院におけるBRCA1/2遺伝子変異検出率の検

討. 

第21回日本家族性腫瘍学会学術集会: さいたま

市, 2015 

 

 

集中治療部 
1. 山本豊, 玄運官, 二味覚, 横田美幸 

当院の院内救急事案に対する対応の現状と課題. 

第42回日本集中治療医学会学術集会: 東京, 

2015 

 

2. 山本豊 

重症ARDSを合併したHHV-5肺炎の一例. 

第24回日本集中治療医学会関東甲信越地方会: 

東京, 2015 

 

3. 山本豊 

術後間質性肺炎に対してPMX-DHP療法を行っ

た２症例. 

第21回日本エンドトキシン・自然免疫研究会: 

東京, 2015 

 

4. 山本豊, 坪井望美, 川島裕太郎, 大野愛, 山田沙

織, 市橋和明, 竹中誠 

AN69ST膜による腎代替療法が奏効して救命に

成功した敗血症性ショックの1例. 

第26回日本急性血液浄化学会学術集会: 東京, 

2015 

 

5. 山本豊 

当院における院内心肺停止の検討. 

第43回日本救急医学会総会・学術総会: 東京, 

2015 

 

 

救急部 
1. 二味覚, 峯真司 

緊張性気胸で判断し緊急手術で救命しえた特発
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性食道破裂の1例. 

第65回日本救急医学会関東地方会: 横浜市, 

2015 

 

2. 二味覚 

血液浄化を必用とした腫瘍崩壊症候群の1例. 

第65回日本救急医学会関東地方会: 横浜市, 

2015 

 

3. 二味覚 

意識障害が遷延した"infusion reaction"の1例. 

第65回日本救急医学会関東地方会: 横浜市, 

2015 

 

 

臨床試験部 
1. Horinouchi H, Sekine I, Sumi M, Soejima T, 

Satouchi M, Nagakura H, Isobe H, Nishiyama 

N, Harada M, Ishizuka N, Tamura T, Ohe Y., 

Final overall survival (OS) analysis of a 

multicenter phase II study of concurrent 

high-dose (72Gy) three-dimensional 

conformal radiotherapy (3D-RT) without 

elective nodal irradiation with chemotherapy 

using cisplatin (CDDP) and vinorelbine 

(VNR) in patients with stage III non-small 

cell lung cancer (NSCLC). J Clin Oncol 33, 

2015 (suppl; abstr 7526), American Society 

of Clinical Oncology Annual Meeting, Chicago, 

June 1, 2015 

 

2. 石塚直樹, 研究発表、論文作成時の統計解析の落

とし穴：回帰分析を中心として, 東京麻酔専門医

会リフレッシャーコースセミナー2015, 東京, 

2015  

 

3. 石塚直樹, アカデミアにおける統計家による研

究支援体制（海外）. 企画セッション：日本計量

生物学会シンポジウム「適正な医学研究の推進

と発信に向けて」, 統計関連学会連合大会, 岡山, 

2015  

 

 

臨床検査センター 
1. 八木靖二 

一般検査伝達講習:尿中の赤血球形態について. 

平成27年度北日本支部医学検査学会: 札幌市, 

2015 

 

 

2. 八木靖二 

CKDに出現する種々な形態を示す尿細管上皮細

胞と類似悪性細胞との鑑別法. 

社団法人台湾医事検査学会: 台北市, 2015 

 

3. 八木靖二 

尿中異型細胞の鑑別テクニック：尿沈渣検査法 

2010からさらなる飛躍を. 

第4回日臨技首都圏支部医学検査学会: 横浜市, 

2015 

 

4. 八木靖二 

最新！腎・泌尿器疾患における画像診断 

④腎癌の尿沈渣像. 

腎・泌尿器検査研究会 第12回学術講演: 東京, 

2015 

 

5. 大島悠乃, 大竹純矢, 関田綱基, 滝澤久暢, 海原

和己, 小松京子, 三宅一徳 

免疫固定法で同定できたM蛋白血症とフリーラ

イトチェーンの比較. 

第11回東京都医学検査学会: 立川市, 2015 

 

6. 佐川このみ, 内藤優花, 梅原翼, 高田綾香, 海原

和己, 小松京子, 三宅一徳 

アンモニア値の経時的変化の検討. 

第11回東京都医学検査学会: 立川市, 2015 

 

7. 滝澤久暢, 大竹純矢, 関田綱基, 大島悠乃, 海原

和己, 小松京子, 三宅一徳 

CLEIA法を原理としたwhole PTH測定試薬の基

礎的検討. 

第11回東京都医学検査学会: 立川市, 2015 

 

8. 友田美穂子 

平成26年度一般検査実技講習会におけるアンケ

ート結果の報告. 

第11回東京都医学検査学会: 立川市, 2015 

 

9. 井合律子, 丸山淳子, 永野恵子, 徳永知子, 任珍, 

飯田翼, 中田満ちる, 三宅一徳 

生理検査室における心電図の一元管理の問題点

と改善策. 

第11回東京都医学検査学会: 立川市, 2015 

 

10. 海原和己, 関田綱基, 小松京子, 海老原文, 中山

耕之介, 三宅一徳 

ラテックス凝集免疫比濁法による血清

Helicobactor pylori抗体検出検査の有用性の検

討 (第2報）. 
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第62回日本臨床検査医学会学術集会: 岐阜市, 

2015 

 

11. 大石ひとみ, 都築京子, 中川幸代, 中村美和, 菅

原奈々, 岡田美樹, 三宅一徳 

末梢血液塗抹標本作製のアルブミン添加による

細胞破壊阻止作用の定量評価. 

第4回日臨技首都圏支部医学検査学会: 横浜市, 

2015 

 

12. Nin, C. 

Brubada-type ST-elevasion associated with 

writhing of a reconstructed esophagus. 

Asian Association of Medical Laboratory 

Scientists (AAMLS 2015): Yogyakarta, 

Indonesia, 2015 

 

13. 関田綱基, 大竹純矢, 海原和己, 三宅一徳 

CLIA法による血中メトトレキサート測定試薬と

3法の相関. 

日本臨床検査自動化学会47回大会: 横浜市, 

2015 

 

 

超音波検査部 
1. 山田恵子 

これって超音波でしょう：超音波の正しい使い

方とそれに応えるための検査のポイント：甲状

腺. 

日本超音波医学会第88回学術集会: 東京, 2015 

 

2. 山田恵子 

放射線科医による頭頸部超音波検査のポイント. 

日本超音波医学会第27回関東甲信越地方会学術

集会: 東京, 2015 

 

3. 加藤千絵子, 坂井威彦, 五十里美栄子, 何森亜

由美, 國分優美, 五味直哉, 宮城由美, 山田恵子, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

術前化学療法後MRIで臨床的完全奏功となった

症例の超音波画像の検討. 

第23回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2015 

 

 

病理部 
1. Fujiwara, T., Ishikawa, Y. 

Lung adenocarcinoma with neuroendocrine 

feature revealed by transcriptome profiling. 

16th World Congress on Lunc Cancer (WCLC 

2015): Denver, USA, 2015 

2. Ishikawa, Y. 

WHO new classification of lung tumors. 

10th Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology (APSMI 2015): 

Yogyakarta, Indonesia, 2015 

 

3. Ishikawa, Y. 

Neuroendocirne carcinoma of the lung. 

Pathology Expert Forum: The WHO 

Classification of Lung Tumors: Taipei, 

Taiwan, 2015 

 

4. Ishikawa, Y. 

Neuroendocrine tumors of the ling and other 

organs particularly digestive organs: their 

histogenesis and pathology diagnosis. 

6th CME Course of Thoracic Tumor and 2nd 

Meeting of Committee of Thoracic Disease, 

Chinese Society of Pathology: Xiamen, 

China, 2015 

 

5. Matsubara, O. 

Lung cancer classification and testing for 

targeted therapy. 

10th Asia-Pacific Society for Molecular 

Immunohistology Conference (APSMI 

2015): Yogyakarta, Indonesia, 2015 

 

6. Matsubara, O. 

Inflammatory and infectious diseases of the 

lung. 

3rd Pacific Pathology Symposium: Suva, Fiji, 

2015 

 

7. Matsubara, O. 

Case presentation. 

9th  Asia Pacific IAP Congress: Brisbane, 
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当院における NS-APR/ISR の手術手技と治療成

績. 

第 116 回日本外科学会定期学術集会: 大阪市, 

2016.  

31. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 福岡宏倫, 福田雄三, 宮城

幹史, 小倉敦司, 濱崎俊輔, 橋爪良輔, 高津有紀

子, 三城弥範, 日吉幸晴, 永田淳, 小西毅, 藤本

佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 比企直樹, 

齋浦明夫, 佐野武, 山口俊晴. 

側方リンパ節転移を伴う直腸癌に対する治療戦

略 当院における側方リンパ節転移を伴う直腸

癌に対する治療戦略. 

第 116 回日本外科学会定期学術集会: 大阪市, 

2016.  

 

32. 長山聡, 白水崇, 植田幸嗣, 吉本真, 朝長毅, 原

英二, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 福長洋介, 

上野雅資. 

臨床検体を利用したバイオマーカー探索研究. 

第 102 回日本消化器病学会総会: 東京, 2016.  

 

33. 長山聡. 

Liquid biopsy. 

第 20 回日本がん分子標的治療学会: 別府市, 

2016.  

 

34. 長嵜寿矢. 

当院における進行大腸癌に対する腹腔鏡手術の

治療成績. 

第 85 回大腸癌研究会: 大阪市, 2016.  

 

35. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿矢, 布部創也, 比企直樹, 山

口俊晴. 

下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方郭清術の

適応と手技. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

36. 小倉淳司, 秋吉高志, 濱崎俊輔, 長嵜寿矢, 小西

毅, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 山

口俊晴. 

当院における術前放射線化学療法を施行した下

部進行直腸癌の治療成績と今後の展開. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

37. 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 

秋吉高志, 長嵜寿矢, 山口俊晴. 

切除可能進行下部直腸癌に対する内視鏡手術：

腹腔鏡 vs. Robot. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  
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38. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 小倉淳司, 日吉幸晴, 三城

弥範. 

当院における尿路・生殖器系臓器合併切除を要

した S 状結腸/直腸癌の治療成績. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

39. 長山聡, 福長洋介, 藤本佳也, 小西毅, 秋吉高志, 

長嵜寿矢, 齋浦明夫, 上野雅資, 佐野武. 

大腸癌肝転移に対する新規抗体療法の開発. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

40. 日吉幸晴, 藤本佳也, 福岡宏倫, 三城弥範, 小倉

淳司, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資. 

左側結腸—直腸癌切除、DST 吻合後の縫合不全

症例の解析. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

41. 福岡宏倫, 福長洋介, 三瀬祥弘, 日吉幸晴, 小倉

淳司, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 藤本佳也, 長山聡, 

上野雅資. 

小切開を置かない NS-APR/ISR に対する疼痛ス

ケールの評価. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

42. 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 小西毅, 

秋吉高志, 長嵜寿矢. 

Laparoscoic rectal surgery to advanced 

lower rectal cancer. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

43. 福長洋介. 

直腸がんに対する腹腔鏡下手術：低侵襲手技か

ら骨盤内臓器合併切除まで. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

44. 福長洋介. 

腹腔鏡下直腸切除セミナー「ピットフォールあ

るある」から学ぼう！剥離のコツ. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

45. 藤本佳也, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 小西毅, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資. 

Lap-ISR の手術手技. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

46. 三城弥範, 秋吉高志, 福岡宏倫, 小倉淳司, 日吉

幸晴, 長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資. 

同時性肝転移を伴う直腸癌 Stage IV の治療戦

略. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

47. 宮城幹史, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山

聡, 福長洋介, 小倉淳司, 三城弥範, 日吉幸晴, 

上野雅資. 

内視鏡切除を施行した pSM 大腸癌に対する外科

的追加切除例の治療成績. 

第 71 回日本消化器外科学会総会: 徳島市, 

2016.  

 

48. 小西毅. 

ビデオクリニックで学ぶ困難症例、トラブル対

処－腹腔鏡下大腸切除. 

内視鏡外科手術手技セミナー：全部教えます！: 

徳島市, 2016.  

 

49. 秋吉高志. 

側方郭清で郭清すべきリンパ節は何処にある? 

腹腔鏡下側方郭清の適応と手技. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

50. 福岡宏倫, 福長洋介, 南宏典, 宮成淳, 牛込創, 

鈴木紳祐, 村橋賢, 武田泰裕, 三城弥範, 日吉幸

晴, 小倉淳司, 千野晶子, 斎藤彰一, 為我井芳郎, 

五十嵐正広, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 藤本佳也, 長

山聡, 上野雅資. 

当院における腹腔鏡下直腸切断術およびハルト

マン術の人工肛門挙上経路の検討. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

51. 小西毅, 石田秀行, 上野秀樹, 小林宏寿, 檜井孝

夫, 井上靖浩, 石田文生, 金光幸秀, 山口達郎, 

冨田尚裕, 松原長秀, 渡邉聡明, 杉原健一, 大腸

癌研究会家族性大腸癌委員会. 

腹腔鏡下直腸がん手術の Forefront FAP に対す

る腹腔鏡下 total proctocolectomy+stapled 
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IPAA の Forefront. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

52. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿也, 小倉淳司, 日吉幸晴, 三

城弥範, 武田泰裕, 牛込創, 鈴木紳祐, 村橋賢, 

宮成淳, 南宏典, 福岡宏倫. 

直腸癌に対する腹腔鏡下 TME および beyond 

TME. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

53. 牛込創, 藤本佳也, 岸原輝仁, 鈴木紳祐, 南宏典, 

宮成淳, 村橋賢, 小倉淳司, 武田泰裕, 日吉幸晴, 

福岡宏倫, 三城弥範, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西

毅, 長山聡, 福長洋介, 上野雅資, 千野晶子, 五

十嵐正広 

直腸 LST 病変に対して ESD 施行し Ptis であっ

たが術後にリンパ節再発をきたした 1 例. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

54. 日吉幸晴, 藤本佳也, 牛込創, 鈴木紳祐, 南宏典, 

宮成淳, 村橋賢, 福岡宏倫, 武田泰裕, 弥範, 

三., 小倉淳司, 長嵜寿也, 秋吉高志, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資. 

腹腔鏡下大腸切除後の縫合不全に対する腹腔鏡

下再手術の有用性. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

55. 藤本佳也, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 小西毅, 長山

聡, 

福長洋介, 上野雅資, 岸原輝仁, 千野晶子, 

為我井芳郎, 斎藤彰一, 五十嵐正広. 

大腸がん腹膜播種の手術治療. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

56. 藤本佳也. 

直腸癌 鏡視下手術１. 

71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

57. 小西毅. 

大腸癌治療の未来：アメリカのがんセンターか

ら学んだこと. 

第 6 回広島先端医療低侵襲外科フォーラム: 広

島市, 2016.  

58. 小西毅. 

Learn from failure: 困難から学ぶ大腸手術. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

59. 福長洋介. 

下部直腸癌に対する側方郭清のランドマーク 2. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

60. 秋吉高志. 

大腸 8. [デジタルポスター座長] 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

61. 宮成淳, 福長洋介, 南宏典, 村橋賢, 鈴木紳祐, 

牛込創, 福岡宏倫, 武田泰裕, 三城弥範, 日吉幸

晴, 小倉淳司, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 藤本佳也, 

長山聡, 上野雅資. 

内臓逆位を伴った直腸癌に対し、Needlescopic 

surgery で腹腔鏡下超低位前方切除術を施行し

た一例. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

62. 南宏典, 秋吉高志, 宮成淳, 牛込創, 鈴木紳祐, 

武田泰裕, 福岡宏倫, 小倉淳司, 三城弥範, 日吉

幸晴, 長崎寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資. 

術前短期放射線療法および delayed surgery に

より病理学的完全奏功を得られた局所進行下部

直腸癌の 1 例. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

63. 三城弥範, 秋吉高志, 南宏典, 福岡宏倫, 宮成淳, 

村橋賢, 小倉淳司, 武田泰裕, 鈴木紳祐, 牛込創, 

日吉幸晴, 長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋

介, 千野晶子, 斎藤彰一, 為我井芳郎, 五十嵐正

広, 上野雅資. 

当院における直腸癌 Stage IV の治療成績. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

64. 武田泰裕, 秋吉高志, 南宏典, 福岡宏典, 宮成淳, 

村橋賢, 鈴木紳祐, 牛込創, 小倉淳司, 三城弥範, 

日吉幸晴, 長嵜寿矢, 藤本桂也, 長山聡, 福長洋

介, 上野雅資. 

直腸癌・同時性大動脈周囲リンパ節転移に対し

て術前化学療法後に切除を行い病理学的完全奏

功が得られた 1 例. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 
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2016.  

 

65. 鈴木紳祐, 長嵜寿矢, 南宏典, 福岡宏倫, 宮成淳, 

村橋賢, 武田泰裕, 小倉淳司, 牛込創, 三城弥範, 

日吉幸晴, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資. 

腹腔鏡補助下小腸切石術を施行した胆石イレウ

スの 1 例. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

66. 小倉淳司, 秋吉高志, 南宏典, 宮成淳, 村橋賢, 

鈴木紳祐, 牛込創, 福岡宏倫, 武田泰裕, 三城弥

範, 日吉幸晴, 千野晶子, 斎藤彰一, 為我井芳郎, 

長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 五十嵐

正広, 上野雅資. 

当院におけるcT3N0-1下部直腸癌に対する治療

と今後の展開. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

67. 日吉幸晴, 藤本佳也, 牛込創, 鈴木紳祐, 南宏典, 

宮成淳, 村橋賢, 福岡宏倫, 武田泰裕, 三城弥範, 

小倉淳司, 長嵜寿矢, 秋吉高志, 長山聡, 福長洋

介, 上野雅資. 

腹腔鏡下大腸切除後の縫合不全に対する腹腔鏡

下再手術の有用性. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

68. 長嵜寿矢, 秋吉高志, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 

福長洋介, 上野雅資, 千野晶子, 五十嵐正広, 新

井正美. 

遺伝性大腸がん、ポリポーシスに対する治療戦

略 当院における Lynch 症候群の大腸癌に対す

る治療成績. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

69. 福岡宏倫, 秋吉高志, 宮成淳, 牛込創, 鈴木紳祐, 

村橋賢, 武田泰裕, 三城弥範, 日吉幸晴, 小倉淳

司, 長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 上

野雅資. 

下部進行直腸癌に対する腹腔鏡下側方リンパ節

郭清のランドマーク. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

70. 小倉淳司, 秋吉高志, 南宏典, 宮成淳, 村橋賢, 

鈴木紳祐, 牛込創, 福岡宏倫, 三城弥範, 日吉幸 

晴, 長嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 

上野雅資. 

進行下部直腸癌に対する補助療法の選択 術前

放射線化学療法を施行した下部進行直腸癌の治

療成績と今後の展開. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

71. 村橋賢, 秋吉高志, 小倉淳司, 南宏典, 鈴木紳祐, 

宮成淳, 牛込創, 福岡宏倫, 武田泰裕, 三城弥範, 

日吉幸晴, 千野晶子, 斉藤彰一, 為我井芳郎, 長

嵜寿矢, 藤本佳也, 長山聡, 福長洋介, 五十嵐正

広, 上野雅資. 

膀胱全摘・尿路再建を伴う腹腔鏡下結腸・直腸

切除術または直腸切断術(骨盤内臓全摘術)の治

療成績の検討. 

第 71 回日本大腸肛門病学会学術集会: 伊勢市, 

2016.  

 

72. 秋吉高志, 小倉淳司, 三城弥範, 日吉幸晴, 福岡

宏倫, 武田泰裕, 南宏典, 宮成淳, 牛込創, 鈴木

紳祐, 長嵜寿也, 小西毅, 藤本佳也, 長山聡, 福

長洋介, 上野雅資. 

下部消化管における出血をさせない、広げない

腹腔鏡下手術. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

73. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 長嵜寿也, 小倉淳司, 三城弥範, 福

岡宏倫, 日吉幸晴, 鈴木紳祐, 牛込創, 宮成淳, 

武田泰裕. 

直腸癌局所再発に対する腹腔鏡下手術. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

74. 長山聡. 
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内視鏡による胃がん検診の課題. 

第８回江東区内視鏡研究会: 東京, 2016.  

 

38. 平澤俊明. 

胃癌で命を落とさないために  

柏葉探究セミナー: 柏市, 2016. 

  

39. 石山晃世志, 土田知宏, 山本智理子. 

当院における頸部食道表在癌の診断と治療の現

状. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

40. 片岡星太, 藤崎順子, 吉水祥一, 大隈寛木, 清水

智樹, 堀内裕介, 石山晃世志, 平澤俊明, 由雄敏

之, 山本頼正, 土田知宏, 五十嵐正広. 

化学療法中または BSC(Best Supportive Care)

中の腫瘍出血に対する緊急内視鏡の適応. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

41. 並河健, 由雄敏之, 吉水祥一, 石山晃世志, 土田

知宏, 藤崎順子, 五十嵐正広. 

術前診断が cMM/SM1 であった表在食道癌に対

する内視鏡切除成績の検討. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

42. 山口和久, 藤崎順子, 山本智理子. 

Helicobacter pylori 除菌後発見胃癌の内視鏡的

特徴と病理像. 

第 92 回日本消化器内視鏡学会総会: 神戸市, 

2016.  

 

43. 片岡星太, 由雄敏之, 石山晃世志, 土田知宏, 五

十嵐正広. 

安全で確実な内視鏡診療のためのリスクマネー 

ジメント 食道癌 ESD 時の鎮静におけるデクス

メデトミジン塩酸塩の有用性の検討. 

第 102 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

44. 平澤俊明. 

食道・胃：症例検討. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

45. 石山晃世志, 上田知宏, 吉水祥一, 清水智樹, 藤

崎順子. 

当院における食道 ESD 手技と教育システムの検

討. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

46. 城間翔, 由雄敏之, 並河健, 吉水祥一, 田顔夫佑

樹, 中野薫, 岩崎将, 山崎明, 清水智樹, 山口和

久, 井出大資, 堀内裕介, 石山晃世志, 平澤俊明, 

千野晶子, 山本頼正, 斎藤彰一, 土田知宏, 藤崎

順子. 

脈管侵襲陽性のため ESD 非治癒切除となった

H.pylori 陰性胃底腺型胃癌の 1 例. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

47. 並河健, 堀内裕介, 城間翔, 田顔夫佑樹, 吉水祥

一, 中野薫, 岩崎将, 山崎明, 清水智樹, 山口和

久, 井出大資, 石山晃世志, 平澤俊明, 由雄敏之, 

千野晶子, 山本頼正, 斎藤彰一, 土田知宏, 藤崎

順子. 

遺伝性びまん性胃癌(Hereditary diffuse 

gastric cancer;HDGC)の 1 家系. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

48. 山崎明, 清水智樹, 河内洋, 中野薫, 山本安則, 

吉水祥一, 山口和久, 堀内裕介, 石山晃世志, 由

雄敏之, 平澤俊明, 山本頼正, 土田知宏, 藤崎順

子. 

非 Barrett 上皮由来の食道腺癌の一例. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

49. 山本頼正, 比企直樹, 平澤俊明, 布部創也, 藤崎

順子. 
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外科と内科のコラボレーションによる低侵襲治

療の新展開 胃粘膜下腫瘍に対する LECS におけ

る内視鏡手技のコツ. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

50. 山口和久, 由雄敏之, 石山晃世志, 土田知宏, 藤

崎順子. 

咽頭・食道領域における多発癌・重複癌の診断

と治療の現況 表在型咽頭癌における内視鏡切

除後の異時性再発の検討. 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

51. 大隅寛木, 由雄敏之, 河内洋, 藤崎順子. 

貧血を契機に発見された巨大十二指腸腫瘍の１

例. 

第13回日本消化管学会総会学術集会: 名古屋市, 

2016.  

 

52. 平澤俊明, 上堂文也, 後藤田卓志. 

胃の内視鏡観察において記録画像は何枚必要

か？. 

第 88 回日本胃癌学会総会: 別府市, 2016.  

 

 

下部消化管内科 
1. 斎藤彰一 ,  池上雅博. 

大腸鋸歯状病変の内視鏡治療. 

第 105 回日本病理学会総会: 仙台市, 2016.  

 

2. 千野晶子, 新井正美, 斎藤彰一. 

大腸スクリーニングとポリープ切除 安全で確

実な検査・ポリープ切除・サーベイランスを目

指して 大腸ハイリスク疾患(リンチ症候群)にお

ける大腸サーベイランスの特異性. 

第 102 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016.  

 

3. 田顔夫佑樹, 千野晶子, 中野薫, 岩﨑将, 山﨑明, 

岸原輝仁, 為我井芳郎, 五十嵐正広, 斎藤彰一, 

藤崎順子, 井上陽介, 上野雅資, 新井正美. 

異時性の進行空腸癌を合併したリンチ症候群の

1 例. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

4. 田顔夫佑樹, 千野晶子, 山口和久, 岸原輝仁, 為

我井芳郎, 斎藤彰一, 五十嵐正広, 高橋祐, 井上

陽介, 小西毅, 上野雅資, 新井正美. 

リンチ症候群における十二指腸癌 3 例の検討. 

第24回日本消化器関連学会週間 (JDDW 2016): 

神戸市, 2016.  

 

5. 本間理, 岩崎将, 山崎明, 中野薫, 田顔夫佑樹, 

井出大資, 岸原輝仁, 千野晶子, 為我井芳郎, 五

十嵐正広, 斎藤彰一, 河内洋 

形態的変化を追うことができた PG 由来と考え

られる直腸陥凹型 SM 癌の一例 

第 103 回日本消化器内視鏡学会関東支部例会: 

東京, 2016. 
 

 

乳腺外科 
1. Ohno, S. 

Optimal sequence of therapies for 

ER+HER-2 neg ABC. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia): Singapore, 

2016.  

 

2. Ohno, S. 

ABC guidelines and controversial issues. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia): Singapore, 

2016.  

 

3. Ohno, S. 

Proffered Paper session: Breast cancer. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia): Singapore, 

2016.  

 

4. Ogiya, A., Iwase, T., Teruya, N., Sakamoto, 

H., Nakashima, E., Kataoka, A., Kitagawa, 

D., Sakai, T., Morizono, H., Miyagi, Y., Horii, 

R., Akiyama, F., Ohno, S. 

Significance of preoperative fine-needle 

aspiration biopsy for suspected cases of 

lymph node metastasis in primary breast 

cancer. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia): Singapore, 

2016.  

 

5. Sakai, T., Iwase, T., Ohno, S. 

Indications for nipple!sparing mastectomy. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  
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6. 鈴木美慧, 中島絵里, 北川大, 新井正美, 岩瀬拓

士, 大野真司. 

乳がん術後患者群における家族性乳がん患者の

拾い上げの実施. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

7. 師尾典子, 小野寿子, 飯島耕太郎, 堀井理絵, 五

味直哉, 秋山太, 岩瀬拓士. 

急速に再発進行した malignant phyllodes 

tumor の一例. 

第 833 回外科集談会: 東京, 2016.  

 

8. 貴志美紀. 

BRCA1 の genomic 変異を伴う家族性腫瘍のサ

ーベイランズに MRI が有用であった１例. 

第 12 回乳房 MRI 研究会: 東京, 2016.  

 

9. 坂井威彦, 宮城由美, 岩瀬拓士, 大野真司. 

石灰化症例の広がり診断、切除範囲の工夫. 

第 25 回日本乳癌画像研究会: 名古屋市, 2016.  

 

10. 荻谷朗子. 

ステージⅢC 乳癌の治療を考える. 

第 46 回広島乳腺学会学術総会: 広島市, 2016.  

 

11. 片岡明美, 照屋なつき, 中島絵里, 北川大, 荻谷

朗子, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

乳癌術前薬物療法後の乳房温存手術の現状と問

題点 実地診療における乳癌術前薬物療法後の

乳房温存療法(NA 後 BCT)の治療成績. 

第 116 回日本外科学会定期学術集会: 大阪市, 

2016.  

 

12. 照屋なつき, 岩瀬拓士, 片岡明美, 北川大, 中島

絵里, 荻谷朗子, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 

五味直哉, 堀井理絵, 秋山太, 大野真司. 

硬化性病変を背景に有する乳癌症例において乳

房温存術は避けるべきか. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

13. 阿部朋未, 森園英智, 照屋なつき, 片岡明美, 北

川大, 中島絵里, 荻谷朗子, 坂井威彦, 宮城由美, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

腋窩原発副乳癌 7 例の診断と術式に関する検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

14. 北川大, 照屋なつき, 中島絵里, 片岡明美, 荻谷

朗子, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

異時性両側乳癌の第 2 癌についての臨床病理学

的検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

15. 吉田和世, 深田一平, 柴山朋子, 照屋なつき, 小

林心, 荒木和浩, 稲垣里奈, 倉田麻美, 高橋俊二, 

岩瀬拓士, 大野真司, 伊藤良則. 

FEC 療法におけるペグフィルグラスチム投与時

期の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

16. 森園英智, 池畑浩一, 照屋なつき, 中島絵里, 北

川大, 荻谷朗子, 坂井威彦, 片岡明美, 宮城由美, 

何森亜由美, 國分優美, 五味直哉, 堀井理絵, 秋

山太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

微小病変の診断における細胞診の役割. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

17. 高畑史子, 坂井威彦, 照屋なつき, 片岡明美, 中

島絵里, 北川大, 荻谷朗子, 森園英智, 宮城由美, 

堀井理絵, 秋山太, 大野真司, 岩瀬拓士. 

浸潤性微小乳頭癌(IMPCa)の予後についての検

討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

18. 大槻花恵, 北川大, 坂井威彦, 森園英智, 五味直

哉, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

穿刺吸引細胞診後の implantation による局所再

発をきたしたと考えられる症例の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

19. 中島絵里, 北川大, 喜多瑞穂, 芦原有美, 竹内抄

與子, 鈴木美慧, 安達容枝, 島田聡子, 照屋なつ

き, 片岡明美, 坂井威彦, 荻谷朗子, 森園英智, 

宮城由美, 堀井理絵, 秋山太, 新井正美, 岩瀬拓

士, 大野真司. 

BRCA1/2 変異陽性乳癌の臨床病理学的特徴と

その現状. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

20. 市村佳子, 深田一平, 柴山朋子, 倉田麻美, 稲垣

里奈, 照屋なつき, 小林心, 荒木和浩, 高橋俊二, 

堀井理絵, 秋山太, 伊藤良則, 岩瀬拓士, 大野真

司. 

術前化学療法中に病状増悪が認められた乳癌患

者の臨床病理学的特徴と予後解析. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

21. 岩間敬子, 照屋なつき, 片岡明美, 北川大, 中島

絵里, 荻谷朗子, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 

301



高橋俊二, 伊藤良則, 五味直哉, 堀井理絵, 秋山

太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

Allred score から見たリンパ節転移陰性

Luminal 乳癌における PgR の意義について. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

22. 大野真司. 

JBCRG の現況と将来展望. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

23. 宮城由美, 照屋なつき, 片岡明美, 北川大, 坂井

威彦, 森園英智, 中島絵里, 岩瀬拓士, 大野真

司. 

腋窩郭清におけるピットフォール. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

24. 荻谷朗子, 岩瀬拓士, 照屋なつき, 中島絵里, 片

岡明美, 北川大, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 

伊藤良則, 大迫智, 堀井理絵, 秋山太, 大野真

司. 

センチネルリンパ節生検 腋窩郭清省略の現状

と展望 センチネルリンパ節生検の条件である

cN0 について考える. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

25. 岩瀬拓士. 

乳癌の外科治療、激動の時代を体験して. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

26. 坂井威彦. 

温存 vs 乳房再建：整容性と根治. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

27. 片岡明美, 中島絵里, 照屋なつき, 北川大, 荻谷

朗子, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

乳癌術後内分泌療法（ET)がホルモン受容体

（HR)陽性の若年性乳癌患者の妊孕性に及ぼす

影響. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

28. 坂井威彦, 岩瀬拓士, 大野真司, 澤泉雅之. 

Nipplesparing mastectomy(NSM)の手術適応

について. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総: 浦安市, 2016.  

 

29. 岩瀬拓士. 

画像診断医、病理医の立場からみた検診のジレ

ンマ 治療施設の外科医の立場からみた検診の 

ジレンマ. 

第 26 回日本乳癌検診学会総会: 久留米市, 

2016.  

 

30. 坂井威彦 ,  森園英智. 

最近の乳癌診療：乳癌の過剰診断について. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

31. 吉田和世, 坂井威彦, 池畑浩一, 森園英智, 堀井

理絵, 古田則行, 小松京子, 杉山裕子, 岩瀬拓

士. 

細胞診断が乳腺内の広がり評価に有用であった

Paget 病の１例. 

第55回日本臨床細胞学会秋季大会: 日本臨床細

胞学会雑誌, 2016.  

 

32. 笹聡一郎, 坂井威彦, 岩瀬拓士, 五味直哉, 堀井

理絵, 秋山太, 大野真司. 

良性腫瘤として 2 年間経過観察中、腫瘤内血流

シグナルの検出を契機に診断された微小浸潤癌

の 1 例. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

33. 笹聡一郎, 坂井威彦, 岩瀬拓士, 五味直哉, 堀井

理絵, 秋山太, 大野真司. 

胸部レントゲン撮影を用いた非触知石灰化乳癌

の術前マーキング法. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

34. 横江隆道, 北川大, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

原発性乳癌に合併した副乳癌の１例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: 2016.12, さ

いたま市.  日本乳癌学会関東地方会プログラ

ム・抄録集, 2016.  

 

35. 岩田侑子, 荻谷朗子, 佐藤綾香, 米倉利香, 五味

直哉, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

腫瘍内のヘモジデリン沈着により特徴的な画像

所見を呈した乳癌２例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

36. 貴志美紀, 荻谷朗子, 大野真司, 堀井理絵, 秋山

太, 岩瀬拓士. 

術後 3 年半で Pageｔ型再発としてきづかれた

Healing を伴う乳癌の一例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 
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2016.  

 

37. 高畑史子, 森園英智, 五味直哉, 堀井理絵, 秋山

太, 大野真司, 岩瀬拓士. 

高価性腺症内に非浸潤性小用癌（以下 LCIS）を

認めた一例. 

第13回日本乳癌学会関東地方会: 日本乳癌学会

関東地方会プログラム・抄録集, 2016.  

 

38. 吉田和世, 坂井威彦, 池畑浩一, 森園英智, 堀井

理絵, 古田則行, 小松京子, 杉山裕子, 岩瀬拓

士. 

細胞診断が乳腺内の広がり評価に有用であった

Paget 病の 1 例. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

39. 武田美鈴, 坂井威彦, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓

士, 大野真司. 

乳房温存術後サーベイランスにおける US の有

用性の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

40. 吉田和世, 深田一平, 柴山朋子, 小林心, 荒木和

浩, 稲垣里奈, 倉田麻美, 高橋俊二, 大野真司, 

伊藤良則. 

FEC 療法における一次予防としてのペグフィル

グラスチムの投与効果と血液毒性の検討. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

41. 荻谷朗子, 照屋なつき, 中島絵里, 北川大, 片岡

明美, 坂井威彦, 森園英智, 宮城由美, 

堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司. 

センチネルリンパ節転移陰性郭清省略後の所属

リンパ節単独再発の予後をサブタイプ別に探る. 

第 116 回日本外科学会定期学術集会: 大阪市, 

2016.  

 

 

乳腺内科 
1. Fukada, I., Ito, Y., Kobayashi, K., 

Shibayama, T., Teruya, N., Takahashi, S., 

Horii, R., Akiyama, F., Iwase, T., Toi, M., 

Ohno, S. 

Questionnaire survey on patients’ 

preference for orally disintegrating tablets or 

granules of S-1 in postoperative adjuvant 

treatment for breast cancer. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia): Singapore, 

2016.  

 

2. 伊藤良則. 

乳腺個別化医療を拓くバイオマーカー研究. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

3. 小林心, 柴山朋子, 深田一平, 荒木和浩, 高橋俊

二, 大野真司, 伊藤良則. 

転移再発乳癌におけるエベロリムスの効果と安

全性. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

4. 深田一平, 小林心, 荒木和浩, 柴山朋子, 照屋な

つき, 稲垣里奈, 倉田麻美, 高橋俊二, 堀井理絵, 

秋山太, 岩瀬拓士, 大野真司, 戸井雅和, 伊藤良

則. 

S-1 を用いた乳癌術後補助療法における口腔内

崩壊錠と顆粒剤の嗜好に関するアンケート調査

の中間報告. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

5. 貴志美紀, 小林心, 柴山朋子, 深田一平, 荒木和

浩, 高橋俊二, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 大

野真司, 伊藤良則. 

T1bN0M0/HER2 陽性早期乳癌に対する術後化

学療法とトラスツズマブの有用性の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

6. 川井沙織, 重松康之, 荒木和宏, 高橋俊二, 伊藤

良則, 大野真司. 

デノスマブへのベバシズマブの上乗せにより顎

骨壊死の発症を来したと考えられた 1 例. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

7. 小林心, 伊藤良則, 大野真司. 

乳癌分子標的薬剤をどのように使いこなすか 

治療ヒストリーと分子標的治療薬 どのタイミ

ングでどの薬剤を使うのが適切か 「Window」

の視点から. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

8. 伊藤良則. 

化学療法施行時の B 型肝炎の再活性化対策は本

当に必要か？. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

9. 伊藤良則. 

治験啓発セミナー：治験 CAFÉ にようこそ 
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治験体験者さんから皆さんへ. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

10. 伊藤良則. 

診療ガイドラインのこれから―歴代委員長から

みた現在の乳癌診療ガイドラインの問題点―問

題点を踏まえ、さらによいガイドラインとする

には. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

11. 柴山朋子, 深田一平, 小林心, 荒木和浩, 伊藤良

則, 高橋俊二, 大野真司. 

転移乳癌に対する 2 週投与 1 週休薬による S-1

の安全性と効果の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

12. 伊藤良則. 

乳癌診療における 21 遺伝子アッセイの現状と

展望. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

13. 柴山朋子, 深田一平, 伊藤良則, 大野真司. 

当院におけるホルモン受容体陽性 HER 陰性転移

再発乳癌に対するホルモン維持療法の検討. 

第 78 回日本臨床外科学会総会: 東京, 2016.  

 

14. 阿部朋美, 深田一平, 森園英智, 志賀太郎, 岩瀬

拓士, 大野真司, 伊藤良則. 

Pulmonary Tumor Thrombotic 

Microangiopathy を契機に発見された転移再発

乳癌の一例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

15. 岩間敬子, 深田一平, 小林心, 森園英智, 吉田淳, 

辻英貴, 岩瀬拓士, 伊藤良則, 大野真司. 

パクリタキセル投与中に嚢胞様黄斑浮腫を来し

た１例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

16. 市村佳子, 深田一平, 柴山朋子, 小林心, 飯島耕

太郎, 小口正彦, 岩瀬拓士, 伊藤良則, 大野真

司. 

腰椎緩和照射後に放射線食道炎を発症した乳癌

の 1 例. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

17. 深田一平, 荒木和浩, 小林心, 柴山朋子, 高橋俊

二, 照屋なつき, 岩瀬拓士, 大野真司, 伊藤良

則. 

Imatinib could be new strategy for 

pulmonary tumor thrombotic 

microangiopathy in metastatic breast 

cancer. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

18. 伊藤良則. 

日本乳癌学会・日本臨床腫瘍学会 合同シンポジ

ウム ／ 乳がん薬物療法の近未来. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

 

婦人科 
1. Aoki, Y. 

New instrument and new technique made In 

Japan. 

APAGE 5th Single Incision Laparoscopic 

Surgery Workshop: Taipei, Taiwan, 2016.  

 

2. Kato, K., Omatsu, K., Nomura, H., Matoda, 

M., Katsuda, T., Okamoto, S., Kondo, E., 

Kanao, H., Utsugi, K., Sugiyama, Y., 

Takeshima, N. 

Assessment of peritoneal cytology in 

advanced-stage ovarian cancer patients at 

interval debulking surgery. 

16th Biennial Meeting of the International 

Gynecologic Cancer Society (IGCS): Lisbon, 

Pourtgal, 2016.  

 

3. Nomura, H., Nagashima, M., Matoda, M., 

Okamoto, S., Kanao, H., Kato, K., Omatsu, 

K., Sugiyama, Y., Utsugi, K., Takeshima, N. 

Oral leukoplakia in women treated with 

long-term pegylated liposomal doxorubicin. 

European Society for Medical Oncology Asia 

Congress 2016 (ESMO-Asia). : Singapore, 

2016.  

 

4. Omatsu, K., Kato, K., Matoda, M., 

Takeshima, N. 

Primary treatment for advanced epithelial 

ovarian cancer in a single institution 

experience. 

16th Biennial Meeting of the International 
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Pourtugal, 2016.  

 

5. Sugiyama, Y. 

Recent progress in cervical cancer screening 

and Bethesda System in Japan. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

6. Sugiyama, Y., Fukui, N., Gotoh, O., Hasumi, 

K., Takazawa, Y., Noda, T., Mori, S. 

Genomic analyses reveal two distinct 

biologic entities of endometrial endometrioid 

carcinoma. 

American Asociation Cancer Research 

(AACR) 107th Annual Meeting: New Orleans, 

LA, USA, 2016.  

 

7. Sugiyama, Y., Gotoh, O., Hasumi, K., 

Takazawa, Y., Noda, T., Mori, S. 

Two distinct tumorigenic processes of 

endometrial endometrioid adenocarcinoma. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

8. Sugiyama, Y. ,  Komatsu, K. 

Directly sampled endometrial cytology 

(Conventional and liquid-based endometrial 

cytology). 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

9. Sugiyama, Y., Komatsu, K., Fujiyama, J. 

Directly sampled endometrial cytology for 

endometrial cancer screening. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

10. 久毅, 杉原武, 岡本修平, 青木洋一, 松岡和子, 

松浦基樹, 長島稔, 勝田隆博, 的田眞紀, 尾松公

平, 加藤一喜, 竹島信宏 

当院における子宮体癌血栓症例の検討 

関東連合産科婦人科学会誌, 53(3): 410. 2016. 

 

11. 加藤一喜. 

卵巣癌の治療戦略「腫瘍減量術:完全摘出への挑

戦」 進行卵巣癌の治療戦略 PDS?それとも

IDS? 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

12. 加藤一喜, 長島稔, 近藤英司, 金尾祐之, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 野村秀高, 尾松公平, 竹島信

宏. 

腹腔鏡で診断し得た卵巣原発漿液性腺癌の 1 例. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

13. 勝田隆博, 加藤一喜, 野村秀高, 岡本三四郎, 的

田眞紀, 近藤英司, 金尾祐之, 竹島信宏. 

腸管浸潤が疑われた症例に低位前方切除術と左

半結腸切除術を行った進行婦人科癌の 2 例. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

14. 勝田隆博, 加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

子宮頸癌治療前の PET/CT 検査で、傍大動脈リ

ンパ節に高集積を認めた傍神経節腫の 1 例. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

15. 勝田隆博, 宇佐美知香, 尾松公平, 加藤一喜, 野

村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 金尾

祐之, 宇津木久仁子, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

卵巣腫瘍 当科における進行・再発卵巣癌に対す

る Bevacizumab 治療経験. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

16. 勝田隆博, 尾松公平, 藤原和子, 松浦基樹, 長島

稔, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 

金尾祐之, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏 

当科におけるドキシル・ベバシズマブ併用療法

の検討 

日本婦人科腫瘍学会雑誌, 34(3): 443. 2016. 

 

17. 宇津木久仁子, 松尾千穂, 田端聡, 堀真理子. 

下肢リンパ浮腫治療のタイミング. 

第14回日本フットケア学会年次学術集会: 神戸

市, 2016.  

 

18. 宇津木久仁子, 野村秀高, 長島稔, 青木洋一, 勝

田隆博, 岡本三四郎, 加藤一喜, 竹島信宏. 

成熟嚢胞性奇形腫の腹腔鏡下腫瘍核出手術の途

中で悪性転化を疑い術式変更した 33 歳症例. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

19. 宇津木久仁子, 馬屋原健司, 山本阿紀子, 野村

秀隆, 宇佐美知香, 的田眞紀, 勝田隆博, 杉山裕

子, 加藤一嘉, 神田浩明, 高澤豊, 竹島信宏. 

当科における agressive angiomyxoma の 3 例. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  
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20. 小西毅 ,  金尾祐之. 

マルチアングルな骨盤外科手術を学ぶ：知って

得する婦人科流、大腸外科流アプローチ. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

21. 尾松公平, 藤原和子, 勝田隆博, 長島稔, 松浦基

樹, 高橋顕雅, 的田眞紀, 野村秀高, 近藤英司, 

金尾祐之, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 岡本三四

郎, 竹島信宏. 

卵巣・明細胞腺癌の再発症例の検討. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

22. 岡本三四郎, 杉山裕子, 高澤豊, 松浦基樹, 松岡

和子, 長島稔, 勝田隆博, 野村秀高, 的田眞紀, 

金尾祐之, 尾松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 

竹島信宏. 

EGH の取扱い：自験例から考える LEGH のマ

ネージメント. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

23. 岡本三四郎, 松浦基樹, 長島稔, 野村秀高, 的田

眞紀, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 

宇津木久仁子, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

当院で治療を行なった子宮内膜間質肉腫の症例

について. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

24. 岡本三四郎 ,  竹島信宏. 

子宮頸がんに対する放射線療法の展望 子宮頸

がんに対するシスプラチンとパクリタキセルの

weekly 投与を併用した Concurrent 

chemo-radiotherapy(CCRT)の有用性につい

て. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

25. 岡本三四郎, 長島稔, 勝田隆博, 松浦基樹, 野村

秀高, 的田眞紀, 金尾裕之, 近藤英司, 尾松公平, 

加藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

子宮頸部原発低悪性度子宮内膜間質肉腫の 1 症

例. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

26. 岡本三四郎, 長島稔, 松浦基樹, 勝田隆博, 松岡

和子, 野村秀高, 的田眞紀, 金尾祐之, 

近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 

竹島信宏. 

術後神経内分泌腫瘍と判明した腹腔鏡下子宮体

癌手術を施行した 1 症例. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

27. 杉原武, 金尾祐之, 岡本修平, 青木洋一, 久毅, 

長島稔, 松浦基樹, 勝田隆博, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 加藤一喜, 竹島信宏. 

子宮頸癌術後腟断端再発に対し腹腔鏡下腟全摘

術を施行した 1 例. 

第 32 回東京産婦人科医会・ 東京産科婦人科学

会合同研修会並びに 第 380 回東京産科婦人科

学会例会: 東京, 2016.  

 

28. 杉山裕子. 

「新しい細胞診専門医制度」 細胞診専門医資格

認定試験のこれまでとこれからの取り組み 試

験実施委員長の立場から. 

第57回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

29. 杉山裕子. 

教育研修に関わるガイドライン(細胞診専門医資

格認定試験ガイドライン)の改定に関して. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

30. 杉山裕子, 荷見勝彦, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

早期発見と個別化治療を目指した子宮体部類内

膜腺癌のゲノムワイドな遺伝子探索. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

31. 松岡和子, 金尾祐之, 竹島信宏 

安全な腹腔鏡下広汎子宮全摘出術を標準化する 

日本内視鏡外科学会雑誌, 21(7): OS205-2. 

2016. 

 

32. 松浦基樹, 尾松公平, 久毅, 長島稔, 勝田隆博, 

松岡和子, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金

尾祐之, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 高

澤豊, 竹島信宏. 

子宮体部漿液性腺癌の術前細胞診に関する検討. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

33. 松浦基樹, 的田眞紀, 野村秀高, 岡本三四郎, 尾

松公平, 近藤英司, 金尾祐之, 加藤一喜, 
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宇津木久仁子, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

子宮体癌単発性リンパ節転移症例の検討. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

34. 松浦基樹, 的田眞紀, 金尾祐之, 野村秀高, 岡本

三四郎, 近藤英司, 杉山裕子, 高澤豊, 竹島信

宏. 

子宮内膜細胞診が診断の契機となった早期卵巣

癌の 1 例. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

35. 松浦基樹, 近藤英司, 岡本三四郎, 加藤一喜, 竹

島信宏. 

腹腔鏡下子宮全摘術のアプローチ法を考える. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

36. 松浦基樹, 金尾祐之, 久毅, 松岡和子, 野村秀高, 

竹島信宏. 

婦人科：こだわりの手術手技 出血はしない、

させない、ひろげない 腹腔鏡下骨盤リンパ節

郭清における出血の回避. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

37. 松浦基樹, 金尾祐之, 久毅, 長島稔, 勝田隆博, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

腹腔鏡下広汎子宮全摘術の有用性に関する検討. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

38. 松浦基樹, 金尾祐之, 久毅, 長島稔, 勝田隆博, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

腹腔鏡下広汎子宮全摘術を円滑に行うためのポ

イント. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

39. 松浦基樹, 金尾祐之, 久毅, 長島稔, 勝田隆博, 

野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

照射野内再発子宮頸癌症例に対する腹腔鏡下手

術. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

40. 松浦基樹, 金尾祐之, 勝田隆博, 長島稔, 藤原和

子, 的田眞紀, 野村秀高, 岡本三四郎, 近藤英司, 

尾松公平, 加藤一喜, 杉山裕子, 宇津木久仁子, 

竹島信宏. 

子宮体癌の傍大動脈リンパ節再発に関する検討. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

41. 松浦基樹, 金尾祐之, 長島稔, 的田眞紀, 竹島信

宏. 

子宮 婦人科がん治療の新展開 化学療法抵抗

性照射野内再発子宮頸癌に対する新たな治療戦

略. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

42. 的田眞紀, 松浦基樹, 長島稔, 野村秀高, 岡本三

四郎, 近藤英司, 金尾祐之, 尾松公平, 加藤一喜, 

竹島信宏. 

子宮内膜間質肉腫の術中腹水細胞診所見の検討. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

43. 的田眞紀, 竹島信宏, 長島稔, 青木洋一, 勝田隆

博, 野村秀高, 岡本三四郎, 金尾祐之, 加藤一喜, 

尾松公平, 杉山裕子, 宇津木久仁子, 室伏景子, 

角美奈子, 高沢豊. 

子宮頸癌 IIB 期の手術：リスク因子を正確に評

価し術後治療を選択する利点を考える. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

44. 的田眞紀 ,  長島稔. 

腹腔鏡下手術を施行した腹膜播種を伴う低悪性

度子宮内膜間質肉腫の一例. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

45. 的田眞紀, 長島稔, 松浦基樹, 勝田隆博, 野村秀

高, 岡本三四郎, 近藤英司, 尾松公平, 金尾祐之, 

加藤一喜, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

再発部位から考える子宮頸癌 StageIIB の治療

選択. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

46. 的田眞紀, 馬屋原健司, 竹島信宏, 青木大輔, 横

田治重, 藤井多久磨, 木下宏実, 竹原和宏, 牛嶋

公生, 榎本隆之, 三上幹男, 杉山徹. 

子宮頸癌の化学療法 子宮頸部扁平上皮癌・リン 
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パ節転移症例に対する術後化学療法 

JGOG1067 試験結果. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

47. 竹島信宏. 

遺伝性乳癌卵巣癌(HBOC)と予防的両側付属器

切除(RRSO) HBOC に対する当院の取り組み 

RRSO の現状と今後の展望. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

48. 竹島信宏. 

子宮頸がん化学療法に関する最近の話題. 

第64回北日本産科婦人科学会総会・学術講演会: 

札幌市, 2016.  

 

49. 荷見勝彦 ,  杉山裕子. 

小さな子宮体癌 131 例の臨床病理学的研究:体

癌の早期 発見と自然史の解明のために. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

50. 藤原和子, 加藤一喜, 勝田隆博, 長島稔, 松浦基

樹, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 

尾松公平, 金尾祐之, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

当院における卵巣、卵管、腹膜癌 IV 期症例の検

討. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

51. 近藤英司, 勝田隆博, 松浦基樹, 長島稔, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 竹島信宏. 

腹腔鏡下広汎子宮全摘術を安全に施行し根治性

を求めるために. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

52. 近藤英司, 松浦基樹, 高橋顕雅, 野村秀高, 的田

眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 尾松公平, 加藤一

喜, 馬屋原健司, 竹島信宏. 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術 116 例の

検討. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

53. 近藤英司, 長島稔, 松浦基樹, 野村秀高, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 加藤一喜, 宇津木久

仁子, 竹島信宏. 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術の検討. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

54. 近藤英司, 青木大輔, 板持広明, 青木陽一, 竹島

信宏, 南部静洋, 落合和徳. 

子宮頸癌の化学療法 トポテカンはどのように

使われるべきか? 国内治験での経験を踏まえ

て. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

55. 野村秀高, 宇佐美知香, 松浦基樹, 的田眞紀, 岡

本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 竹島信宏. 

腹腔鏡下骨盤リンパ節郭清術-en block 郭清術

の手技. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

56. 野村秀高, 杉山裕子, 竹島信宏. 

ポリープ状異型腺筋腫に対し、高用量黄体ホル

モン療法を施行した後に再発予防に周期的プロ

ゲスチン投与を行った 4 例. 

第 16 回関東ホルモンと癌研究会: 東京, 2016.  

 

57. 野村秀高, 的田眞紀, 金尾祐之, 近藤英司, 加藤

一喜, 尾松公平, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 新井

正美, 竹島信宏. 

HBOC における婦人科スクリーニング、サーベ

イランスとリスク低減卵管卵巣摘出術. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

58. 野村秀高, 長島稔, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金尾

祐之, 近藤英司, 堀井理絵, 宇津木久仁子, 杉山

裕子, 竹島信宏. 

経気管支吸引細胞診が原発推定に有用であった

転移性肺腫瘍の 1 例. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

59. 野村秀高, 長島稔, 青木洋一, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 金尾祐之, 加藤一喜, 近藤英司, 宇津木久

仁子, 竹島信宏. 

出血させない膀胱子宮靭帯前層の処理-あわあわ

を捌く. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

60. 野村秀高, 長島稔, 青木洋一, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 宇津木久仁子, 竹島

信宏. 
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あわあわの作り方-肥満症例でもあわあわを捌く

ために. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

61. 野村秀高, 長島稔, 青木洋一, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 宇津木久仁子, 竹島

信宏. 

リスク低減卵管卵巣切除術(RRSO)の実際：
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第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

62. 野村秀高, 長島稔, 青木洋一, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 宇津木久仁子, 竹島

信宏. 

出血させない膀胱子宮靱帯前層の処理 あわあ

わを捌く. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

63. 野村秀高, 青木洋一, 長島稔, 的田眞紀, 岡本三

四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 加藤一喜, 尾松公平, 

宇津木久仁子, 杉山裕子, 高澤豊, 新井正美, 竹

島信宏. 

卵巣がんに対する新たな治療戦略 リスク低減

卵管卵巣切除術を施行した 29 例の臨床病理学

的検討. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

64. 野村秀高, 高橋顕雅, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金

尾祐之, 近藤英司, 加藤一喜, 尾松公平, 馬屋原

健司, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 高澤豊, 竹島信

宏. 

内閉鎖筋に沿った進展を認め、恥骨下肢を合併

切除することで摘出しえた再発バルトリン腺癌

の 1 例. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

65. 野村秀高, 高橋顕雅, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金

尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 宇津木

久仁子, 杉山裕子, 新井正美, 竹島信宏. 

当院におけるリスク低減卵管卵巣切除術

(RRSO)の現状. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

66. 野村秀高, 高橋顕雅, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金

尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原

健司, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 竹島信宏. 

鼠径リンパ節転移を有する外陰扁平上皮癌 7 症

例の検討 術後補助化学療法を中心として. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

67. 金尾祐之. 

子宮悪性腫瘍に対する低侵襲手術の確立に向け

て 子宮頸癌根治術における腹腔鏡手術の安全

な導入とその応用. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

68. 金尾祐之 ,  上原圭介. 

拡大視効果がもたらす次世代型骨盤外科手術の

最前線. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

69. 金尾祐之, 岡本三四郎, 野村秀高, 的田眞紀, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 竹

島信宏. 

子宮体癌に対する腹腔鏡下手術：腹腔鏡下子宮

体がん根治術に必要な解剖学. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  

 

70. 金尾祐之, 岡本三四郎, 野村秀高, 的田眞紀, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 竹

島信宏. 

根治手術後化学療法抵抗性照射野内再発子宮頸

癌に対する腹腔鏡手術戦. 

第 29 回日本内視鏡外科学会総会: 横浜市, 

2016.  
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松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 竹

島信宏. 

婦人科領域における体腔内縫合結紮. 

第21回日本内視鏡外科学会教育セミナー: 横浜

市, 2016.  

 

72. 金尾祐之, 岡本三四郎, 野村秀高, 的田眞紀, 尾

松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 竹

島信宏. 

解剖学的視点で解き明かす女性骨盤手術. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  
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田眞紀, 尾松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉

山裕子, 高澤豊, 竹島信宏. 

病的意義不明の少量腹水を認めた閉経後患者に
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2016.  

 

74. 金尾祐之, 的田眞紀, 松浦基樹, 勝田隆博, 長島

稔, 藤原和子, 高橋顕雅, 野村秀高, 岡本三四郎, 

近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 馬屋原健司, 杉

山裕子, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

広汎子宮全摘出術を再考する 機能温存と根治

性の探究 腹腔鏡下広汎子宮全摘術. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

75. 金尾祐之,  竹島信宏. 

局所解剖学的視点と外科解剖学視点から見る女

性骨盤解剖. 

第 18 回日本女性骨盤底医学会: 北九州市, 

2016.  

 

76. 金尾祐之,  野村昌良. 

危険地帯を乗り越えるテクニック. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

77. 長島稔, 勝田隆博, 松浦基樹, 藤原和子, 高橋顕

雅, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 

近藤英司, 尾松公平, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 

杉山裕子, 竹島信宏. 

再発 Mullerian carcinoma に対する Topotecan

使用時の持続性 G-CSF 製剤の有用性の検討. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

78. 長島稔, 勝田隆弘, 松浦基樹, 松岡和子, 野村秀

高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 

加藤一喜, 尾松公平, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 

高澤豊, 竹島信宏. 

外陰部異所性乳腺組織から発生した腺癌の 3 例. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

79. 長島稔, 近藤英司, 勝田隆博, 松浦基樹, 松岡和

子, 野村秀高, 的田眞紀, 岡本三四郎, 尾松公平, 

金尾祐之, 加藤一喜, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 

竹島信宏. 

当院における腹腔鏡下子宮体癌根治術の治療成 

績について. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

80. 長島稔, 金尾祐之, 高橋顕雅, 的田眞紀, 尾松公

平, 竹島信宏. 

当院における腹腔鏡下広汎子宮全摘出術と開腹

広汎子宮全摘出術の短期成績の比較. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

81. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 岡本三四郎, 金尾

祐之, 近藤英司, 杉山裕子, 高澤豊, 竹島信宏. 

外陰部異所性乳腺組織から発生した腺癌の 1 例. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

82. 長島稔, 高橋顕雅, 的田眞紀, 金尾祐之, 竹島信

宏. 

腹腔鏡支援下骨盤内臓全摘術を施行した

Pagetoid spread を伴う肛門癌の 1 例. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

83. 高橋顕雅, 加藤一喜, 勝田隆博, 野村秀高, 的田

眞紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松公

平, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

AGO スコア陽性の再発卵巣癌における治療に

SCS は有用か？傾向スコアマッチングを用いた

症例研究. 

第 131 回 関東連合産科婦人科学会 総会・学術

集会: 東京, 2016.  

 

84. 高橋顕雅, 加藤一喜, 勝田隆博, 長島稔, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 尾松公平, 

竹島信宏. 

再発上皮性卵巣癌、卵管癌、腹膜癌における AGO

スコア陽性患者の治療法の検討. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

85. 高橋顕雅, 的田眞紀, 松浦基樹, 野村秀高, 岡本

三四郎, 金尾裕之, 近藤英司, 尾松公平, 加藤一

喜, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

子宮体がんの手術療法 子宮内膜癌完全切除後

の早期および晩期再発症例における臨床病理学

的特徴. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  
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86. 高橋顕雅, 金尾祐之, 長島稔, 的田眞紀, 竹島信

宏. 

腹腔鏡下広汎子宮頸部切除後完全中隔子宮に対

し細径子宮鏡で中隔切除術を施行した 1 例. 

第 39 回日本産婦人科手術学会: 仙台市, 2016.  

 

 

87. 高橋顕雅, 金尾祐之, 長島稔, 野村秀高, 的田眞

紀, 岡本三四郎, 近藤英司, 竹島信宏. 

腹腔鏡下広汎子宮頸部切除術後の子宮内手術に

対する細径子宮鏡の有用性. 

第 56 回日本産科婦人科内視鏡学会学術講演会: 

長崎市, 2016.  

 

88. 高橋顕雅, 金尾祐之, 長島稔, 野村秀高, 的田眞

紀, 近藤英司, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 高澤豊, 

竹島信宏. 

肛門管癌からの広汎な Pagetoid spread を認め

た 1 例. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

89. 高橋顕雅, 馬屋原健司, 勝田隆博, 長島稔, 松浦

基樹, 藤原和子, 野村秀高, 尾松公平, 的田眞紀, 

岡本三四郎, 金尾祐之, 近藤英司, 加藤一喜, 杉

山裕子, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

初回治療後 28.2 年経過して再発した子宮体癌

の 1 例. 

第58回日本婦人科腫瘍学会学術講演会: 米子市, 

2016.  

 

 

頭頸科 

1. Obata, K., Ebina, A., Sugitani, I., Sugiura, Y., 

Toda, T., Takahashi, S., Kawabata, K. 

Common carotid artery during treatment 

with 

lenvatinib for anaplastic cancer. 

27th Annual Meeting of Asia-Pacific 

Endocrine 

Conference (APEC) Hawaii, USA, 2016.  

 

2. 米川博之. 

上顎癌の外科的治療. 

第 45 回日本口腔外科学会教育研修会 口腔四

学会合同研修会: 横浜市, 2016.  

 

3. 米川博之. 

上顎洞癌治療における手術手技. 

第 2 回 大阪頭頸部癌セミナー: 大阪市, 2016.  

 

4. 佐々木徹, 佐藤由紀子, 川端一嘉, 山本智理子. 

口腔癌の前駆・初期病変の病理診断 組織学的

特徴と診断クライテリア 口腔癌の前駆・初期病

変の臨床. 

第 105 回日本病理学会総会: 仙台市, 2016. 

5. 川端一嘉. 

頸部郭清術. 

第 117 回日本耳鼻咽喉科学会総会・学術講演会: 

名古屋市, 2016.  

 

6. 服部雅優, 新橋渉, 佐藤由紀子, 川端一嘉, 三谷

浩樹, 米川博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 

小泉雄, 蛯名彩, 神山亮介, 福岡修, 日高竜太, 

白尾浩太郎. 

当科における中咽頭腺様嚢胞癌の検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

7. 小幡和史, 米川博之, 佐藤由紀子, 川端一嘉, 三

谷浩樹, 福島啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 

小泉雄, 蛯名彩, 神山亮介, 福岡修, 日高隆太, 

白尾浩太郎. 

上咽頭癌の治療成績および予後因子・無増悪生

存期間に影響を与えた因子の統計学的検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

8. 日高竜太, 新橋渉, 佐藤由紀子, 三谷浩樹, 米川

博之, 福島啓文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 神山亮介, 

小泉雄, 蛯名彩, 白尾浩太郎, 上里迅, 近藤貴仁, 

川端一嘉. 

Fanconi 貧血に合併した下歯肉癌の 1 例. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

9. 瀬戸陽, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 新橋渉, 戸田和寿, 神山亮介, 小

泉雄, 蛯名彩, 福岡修, 白尾浩太郎, 日高竜太, 

佐藤由記子. 

当院で経験した頭頸部悪性骨腫瘍 8 例の臨床的

検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

10. 坂井利彦, 蛯名彩, 杉谷巌, 高橋俊二, 戸田和寿, 

新橋渉, 佐々木徹, 福島啓文, 米川博之, 三谷浩

樹, 川端一嘉. 

Lenvatinib を導入した甲状腺未分化癌症例の検

討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  
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11. 神山亮介, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 小泉雄, 蛯名

彩, 福岡修, 日高竜太, 白尾浩太郎, 上里迅, 近

藤貴仁. 

頭頸部癌症例の長期予後 手術 vs 放治・化療 下

咽頭喉頭全摘術を施行した下咽頭癌症例の長期

予後と術後合併症・QOL の検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016. 

  

12. 新橋渉, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島啓

文, 佐々木徹, 瀬戸陽, 小泉雄, 神山亮介, 福岡

修, 蛯名彩, 高橋俊二, 利安隆史, 田中宏子, 佐

藤由紀子. 

化学放射線療法後(分子標的薬を含む)再発例に

対する治療方法の選択 中咽頭癌再発症例に対

する救済手術の検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

13. 神山亮介, 川端一嘉, 三谷浩樹, 米川博之, 福島

啓文, 佐々木徹, 新橋渉, 瀬戸陽, 蛯名彩, 福岡

修, 日高竜太, 上里迅, 近藤貴仁, 服部雅優. 

下咽頭喉頭全摘・食道同時手術症例の予後と

QOL の検討. 

第 40 回日本頭頸部癌学会: さいたま市, 2016.  

 

14. 米川博之. 

上顎癌の外科的治療. 

第 46 回日本口腔外科学会教育研修会 口腔四

学会合同研修会: 京都市, 2016.  

 

15. 永井遼斗, 南修司郎, 加我君孝, 松永達雄. 

MITF遺伝子変異が同定されたWaardenburg症

候群 TypeI の当院症例. 

第 26 回日本耳鼻科学会総会・学術講演会: 長野

市, 2016.  

 

16. 福島啓文. 

プロテーゼを用いたシャント発生の適応と手術

について. 

第 9 回喉頭温存治療研究会シンポジウム: 東京, 

2016.  

 

17. 坂井利彦, 福岡修, 仲野兼司, 戸田和寿, 新橋渉, 

佐々木徹, 福島啓文, 米川博之, 三谷浩樹, 川端

一嘉. 

セツキシマブが著効した 術後早期再発舌癌の 1

例. 

平成28年度耳鼻咽喉科冬期臨床フォーラム: 東

京, 2016.  

 

整形外科 
1. Gokita, T., Matsumoto, S., Ae, K., Tanizawa, 

T., Hayakawa, K., Funauchi, Y., Minami, Y., 

Kito, M. 

Denosumab treatment for giant cell tumor of 

bone;we can postpone dose interval by 

monitoring tartrate -resistant acid 

phosphatase 5b as a sensitive relapse 

marker. 

The 11th Meeting of The Asia Pacific 

Musculoskeletal Tumour Society: Singapore, 

2016.  

 

2. Kito, M., Matsumoto, S., Ae, K., Tanizawa, 

T., Gokita, T., Hayakawa, K., Funauchi, Y. 

Appropriate follow-up periods and risk 

factors of pulmonary metastasis from giant 

cell tumor of bone. 

The 11th Meeting of The Asia Pacific 

Musculoskeletal Tumour Society: Singapore, 

2016.  

 

3. Gokita, T., Matsumoto, S., Ae, K., Tanizawa, 

T., Hayakawa, K., Funauchi, Y., Kito, M. 

Surgical manegement of locally recurrent 

soft tissue sarcoma. 

21st Annual Meeting-The Connective Tissue 

Oncology Society: Lisbon, Portugal, 2016.  

 

4. Fujiwara, Y., Matsumoto, S., Ae, K., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., 

Funauchi, Y., Kito, M., Nagumo, Y., Yamada, 

E. 

Tumor-induced osteomalacia by fibroblast 

growth factor 23:A case report. 

第96回東京医科歯科大学整形外科集談会: 東京, 

2016.  

 

5. Yamada, E., Matsumoto, S., Ae, K., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., 

Funauchi, Y., Kito, M., Nagumo, Y., Fujiwara, 

Y. 

Lipoma arising in the peripheral 

nerve:report of 3 cases. 

第96回東京医科歯科大学整形外科集談会: 東京, 

2016.  

 

6. Sakaeda, K., Tanizawa, T., Matsumoto, S., 

Ae, K., Gokita, T., Hayakawa, K., Funauchi, 

Y., Kito, M., Nagumo, Y., Tsujino, S. 
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A 4-year-old girl with Alveolar Soft Part 

Sarcoma(ASPS);a case report. 

第97回東京医科歯科大学整形外科集談会: 東京, 

2016.  

 

7. Hayakawa, K., matsumoto, S., Ae, K., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Funauchi, T., 

Minami, L., Sumi, Y., Machinami, R., Sugiura, 

Y., Hiruta, N. 

A 36 year-old male, osteosarcoma of the 

right distal ulna. 

28th Forum of The Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2016.  

 

8. Funauchi, Y., Matsumoto, S., Ae, K., 

Tanizawa, T., Gokita, T., Hayakawa, K., Kito, 

M., Minami, Y., Sumi, Y., Machinami, R., 

Sugiura, Y., Hiruta, N., Sugano, N. 

A 78-year-old male, undifferentiated 

pleomorphic sarcoma of the left lower 

extremity. 

28th Forum of The Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2016.  

 

9. Gokita, T., Matsumoto, S., Ae, K., Tanizawa, 

T., Funauchi, Y., Hayakawa, K., Minami, Y., 

Kitou, M., Sumi, Y., Motoi, N., Kanda, H., 

Machinami, R., Hiruta, N. 

A 25-year-old male, undifferentiated 

pleomorphic sarcoma of the left humerus. 

28th Forum of The Surgical Society for 

Musculoskeletal Sarcoma: Tokyo, 2016.  

 

10. 三浪友輔, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木

田茶舞, 早川景子, 船内雄生, 鬼頭宗久, 角優介, 

杉浦善弥. 

RetrospectivestudybetweenFNCLCCgrade2a

ndgrade3 cases in resectable synovial 

sarcomas. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

11. 三浪友輔, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 早川

景子. 

下大静脈に腫瘍塞栓を併発した Ewing 肉腫患者

において、化学療法と放射線療法が奏功した 1

症例. 

第 56 回関東整形災害外科学会: 東京, 2016.  

 

12. 早川景子, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木

田茶舞, 船内雄生, 鬼頭宗久, 三浪友輔, 

角優介. 

骨・軟部腫瘍の治療と QOL 就労との両立を可能

にする軟部肉腫の治療戦略. 

第 56 回関東整形災害外科学会: 東京, 2016.  

 

13. 藤原鷹, 谷澤泰介, 南雲吉祥, 早川景子, 松本誠

一, 阿江啓介, 池上政周, 

河野博隆, 森井健司, 加藤義治. 

腫瘍随伴性骨軟化症の 1 例. 

関東整形災害外科学会 月例会 第 683 回整形外

科集談会 東京地方会:  2016.  

 

13. 五木田茶舞, 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 早

川景子, 船内雄生, 鬼頭宗久, 三浪友輔, 野呂瀬

美生. 

大腿骨転移性骨腫瘍に対する手術療法とその合

併症. 

第 89 回日本整形外科学会学術総会: 横浜市, 

2016.  

 

14. 松本誠一, 阿江啓介, 谷澤泰介, 五木田茶舞, 川

口智義. 

伝承と革新 新しい切除縁評価法へのロードマ

ップ 骨・軟部肉腫に対する in situ 

preparation(ISP)の適応と限界. 

第 89 回日本整形外科学会学術総会: 横浜市, 

2016.  

 

15. 阿江啓介, 松本誠一, 谷澤泰介, 五木田茶舞, 船

内雄生, 早川景子, 鬼頭宗久, 三浪友輔, 川口智

義, 大川淳. 

伝承と革新 新しい切除縁評価法へのロードマ

ップ 切除縁評価の意義と新しい評価法. 

第 89 回日本整形外科学会学術総会: 横浜市, 
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乳房再建におけるティッシュエキスパンダーの

サイズ別による合併症. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

14. 古林玄, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田知

義, 倉元有木子, 塩崎正宗, 松本綾希子. 

乳房再建のための乳房下垂分類. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

15. 古林玄, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田知

義, 倉元有木子, 山下昌宏, 松本綾希子, 松本誠

一, 阿江啓介. 

会陰部類上皮肉腫に対して 両側大殿筋皮弁に

よる再建 を施行した一例. 

第21回日本形成外科手術手技学会: さいたま市, 

2016.  

 

16. 古林玄, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田知

義, 倉元有木子, 山下昌弘, 松本綾希子, 岩瀬拓

士, 大野真司. 

乳房再建のための乳房下垂分類. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

17. 古林玄, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田知

義, 山下昌宏, 松本誠一, 阿江啓介 

会陰部類上皮肉腫に対して両側大臀筋皮弁によ

る再建を施行した一例 

日本形成外科学会会誌, 36(7): 361. 2016. 

 

18. 塩崎正宗, 澤泉雅之, 宮下宏紀, 棚倉健太, 柴田

知義, 古林玄, 三戸那奈子, 石浦良平, 細井龍. 

当院における外陰部悪性腫瘍切除後再建. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

19. 塩崎正宗, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子. 

SBI による乳房再建術における健側乳房増大術

の潜在的な必要性. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

20. 塩崎正宗, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子. 

インプラント挿入患者の経時的な変化；インプ

ラントによる胸郭の陥凹 第一報. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

21. 塩崎正宗, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子. 

TE 挿入中の MRI 撮影について；MRI 吸引実験 

及び 症例報告. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

22. 塩崎正崇, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子, 古林玄, 三戸那

奈子, 細井龍, 岩瀬拓士, 大野真司. 

乳房再建患者の術後大胸筋拘縮に対する大胸筋

マッサージ 上肢機能の観点から. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

23. 宮下宏紀. 

がん研有明病院における TE/SBI 挿入：当院での

現状と補助療法. 

第 15 回長野県乳癌治療研究会: 松本市, 2016.  

 

24. 宮下宏紀, 松本綾希子, 倉元有木子, 棚倉健太, 

澤泉雅之, 柴田知義, 塩崎正宗, 古林玄, 三戸那

奈子, 石浦良平, 細井龍, 今井智浩, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

DIEP 皮弁による乳房再建において腰痛に影響

をもたらす因子の検討 ：より良い手術計画のた

めに. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

25. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 棚倉健太, 山下昌宏, 松本

綾希子, 柴田知義, 倉元有木子, 岩瀬拓士. 

NSM 後の乳房再建で生じた NAC 偏位に対し、 
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乳輪周囲切開を伴う NAC 位置修正術を行った症

例のまとめ. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

26. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 棚倉健太, 柴田知義, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林玄, 三戸那

奈子, 石浦良平, 細井龍, 今井智浩, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

当科における一次一期 SBI 再建（DTI)の適応. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

27. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 棚倉健太, 柴田知義, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林玄, 三戸那

奈子, 石浦良平, 細井龍, 今井智浩, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

人工物乳房再建におけるバイクルメッシュの拡

大使用：ADM の代わりは果たせるか. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

28. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 棚倉健太, 柴田知義, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 新井正美, 岩瀬

拓士, 大野真司. 

リスク軽減乳房切除術およびリスク軽減卵巣卵

管切除術に伴う一次一期 SBI 再建：Direct to 

Implant の一例. 

第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会: 東京, 

2016.  

 

29. 宮下宏紀, 澤泉雅之, 棚倉健太, 柴田知義, 山下

昌宏, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎正崇, 古林

玄, 三戸那奈子, 今井智浩, 岩瀬拓二, 大野真

司. 

前胸部巨大欠損に対して分割広背筋皮弁を用い

て胸壁再建を行った症例のまとめ. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

30. 平山泰樹, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 山下昌宏, 松本綾希子, 川上順

子, 宮城由美, 岩瀬拓士, 新井正美 

一次二期乳房再建術においてティッシュ・エキ

スパンダーを長期間留置していた 1 例 

日本形成外科学会会誌, 36(2): 88. 2016. 

 

31. 松本綾希子. 

統合失調症を有する患者への乳房再建の適応に

ついての検討. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ 

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

32. 松本綾希子, 澤泉雅之, 今井智浩, 前田拓磨, 棚

倉健太, 宮下宏紀, 柴田知義, 山下昌宏, 倉元有

木子, 塩崎正崇, 古林玄, 三戸奈那子, 

岩瀬拓士, 大野真司. 

シリコン乳房インプラント乳房再建を行った患

者の局所再発率についての検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

33. 松本綾希子, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀. 

破損インプラントの交換時期についての検討. 

第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会: 東京, 

2016.  

 

34. 松本綾希子, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴

田知義, 倉元有木子, 岩瀬拓士. 

SBI 再建を行った患者の予後・インプラントの

予後について －3 年以上経過例の検討. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

35. 柴田知義, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 倉元

有木子, 塩崎正宗, 松本綾希子, 古林玄, 三戸那

奈子. 

インプラント選択時に組織拡張器自体の容量が

与える影響について. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

36. 柴田知義, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 倉元

有木子, 松本綾希子. 

当院での骨盤内臓全摘後の再建法の検討. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

37. 柴田知義, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林玄, 三戸那

奈子, 石浦良平, 細井龍. 

組織拡張器注水量と拡張量との関係. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

38. 柴田知義, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 山下

昌宏, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎正崇, 古林

玄, 三戸那奈子, 前田拓摩, 岩瀬拓士, 大野真

司. 

乳房増大術後に乳がん治療をうけた患者の臨床

的観察. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  
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39. 棚倉健太. 

当院での TE / SBI. 

第 4 回 EBIS meeting: 大阪市, 2016.  

 

40. 棚倉健太. 

安全性と整容性を考えた乳房切除・乳房再建術

のコツ：がん研の術前診断・評価から再建のテ

クニックまで. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

41. 棚倉健太, 井上陽介, 佐藤崇文, 齋浦明夫, 澤泉

雅之. 

顕微鏡下左胃動脈再建を伴った腹腔動脈幹を合

併切除する膵体尾部切除術. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

42. 棚倉健太, 倉元有木子, 今井智浩, 澤泉雅之. 

当施設における四肢リンパ浮腫に対するリンパ

管細静脈吻合術の経験. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

43. 棚倉健太, 倉元有木子, 宮下宏紀, 柴田知義, 塩

崎正宗, 松本綾希子, 古林玄, 三戸那奈子, 澤泉

雅之. 

小腸瘻を伴う腹部離解創に対し２系統分離型陰

圧閉鎖療法が有効だった一例. 

第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会: 東京, 

2016.  

 

44. 棚倉健太, 倉元有木子, 柴田知義, 松本綾希子, 

塩崎正宗, 古林玄, 三戸那奈子, 宮下宏紀, 澤泉

雅之. 

Neighboring Flap Theory を応用した、胸肩峰

動脈穿通枝皮弁による胸壁再建の一例    

第 9 回筑波大学形成外科同門会: つくば市, 

2016.  

 

45. 棚倉健太, 宮下宏紀, 澤泉雅之. 

TE/SBI による一次二期乳房再建の標準化に向

けた取り組み. 

第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

46. 棚倉健太, 澤泉雅之, 倉元有木子, 今井智浩, 五

木田茶舞, 谷澤泰介, 阿江啓介, 松本誠一. 

骨・軟部腫瘍切除後リンパ浮腫に対する治療経

験. 

第49回日本整形外科学会骨・軟部腫瘍学術集会: 

東京, 2016.  

 

47. 棚倉健太, 澤泉雅之, 宮下宏紀. 

人工物を用いた再建の合併症：感染 How to 

solve. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

48. 棚倉健太, 澤泉雅之, 宮下宏紀, 今井智浩, 阿江

啓介, 松本誠一. 

下肢軟部悪性腫瘍切除後再建における治療戦略  

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

49. 棚倉健太, 澤泉雅之, 宮下宏紀, 柴田知義, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林玄, 三戸那

奈子, 石浦良平, 細井龍, 岩瀬拓士, 大野真司, 

馬城はるか, 谷澤泰介. 

TE による乳房一次再建術後の上肢リハビリテー

ションに対する検討. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

50. 棚倉健太, 澤泉雅之, 宮下宏紀, 柴田知義, 倉元

有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林玄, 石浦良

平, 三戸那奈子, 細井龍, 岩瀬拓士, 大野真司. 

TE/SBI 手術記録の標準化と術者の教育. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

51. 棚倉健太, 馬城はるか, 宮下宏紀, 柴田知義, 山

下昌宏, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎正崇, 古

林玄, 三戸那奈子, 前田拓摩, 今井智浩, 澤泉雅

之, 谷澤泰介, 岩瀬拓二, 大野真司. 

乳房一次再建での TE 挿入術後の上肢リハビリ

テーションに対する検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

52. 澤泉雅之. 

再建を前提とした NSM, SSM 実診療. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

53. 澤泉雅之. 

各種再建方法の基本的手技：人工物. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

54. 澤泉雅之. 

ブレスト・インプラント・エキスパンダー. 
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第 59 回日本形成外科学会総会・学術集会: 福岡

市, 2016.  

 

55. 澤泉雅之. 

温存 vs 乳切再建 ：整容性と根治性のバランス. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

56. 澤泉雅之, 棚倉健太, 柴田知義, 松本綾希子, 塩

崎正宗. 

ronin Implant による豊胸後乳癌と破損状況. 

第 8 回日本創傷外科学会総会・学術集会: 東京, 

2016.  

 

57. 石浦良平, 澤泉雅之, 今井智浩, 細井龍, 三戸那

奈子, 古林玄, 塩崎正宗, 松本綾希子, 倉元有木

子, 柴田知義, 前田拓摩, 宮下宏紀, 棚倉健太. 

乳頭・乳輪再建の動向：インプラント保険適用

によりどう変わったか. 

第 4 回日本乳房オンコプラスティックサージャ

リー学会総会: 浦安市, 2016.  

 

58. 石浦良平, 澤泉雅之, 塩崎正崇, 棚倉健太, 宮下

宏紀, 柴田知義, 倉元有木子, 松本綾希子, 古林

玄, 三戸那奈子, 細井龍, 岩瀬拓士, 大野真司, 

五味直哉, 千葉寿枝. 

TE の構造と MRI 撮影での影響. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

59. 石浦良平, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 古林

玄, 今井智浩, 梁太一, 前田拓摩, 三戸那奈子, 

細井龍. 

“Thunder Bolt Technique”：静脈留置針を用い

たドレーン挿入時に不運にも血管を穿破した際

の卓越した止血術. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  

 

60. 石浦良平, 澤泉雅之, 棚倉健太, 宮下宏紀, 柴田

知義, 倉元有木子, 松本綾希子, 塩崎正宗, 澤泉

雅之, 宮下宏紀, 棚倉健太, 柴田知義, 古林玄, 

三戸那奈子, 石浦良平, 細井龍. 

過去 10 年における骨軟部悪性腫瘍切除後の広

範欠損に対する分割広背筋皮弁による再建の有

用性. 

第 43 回日本マイクロサージャリー学会学術集

会: 広島市, 2016.  
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2. Tsuji, H. 

Orbital pyoderma gangrenosum mimicking 

malignant tumor. 

31st Asia-Pacific Academy of Ophthalmology 

(APAO) Congress: Taipei, Taiwan, 2016.  

 

3. Tsuji, H. ,  Kobayashi, M. 

The merits and demerits of laissez-faire 
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2016.  

 

 

感染症科 

1. 原田壮平. 

耐性菌制御のブレイクスルーをめざして！：耐

性菌の治療-併用療法の可能性. 
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新潟市, 2016.  

 

2. 原田壮平, 羽山ブライアン, 大串大輔, 亀井克

彦. 
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例. 
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は延命する. 

第 67 回東洋医学会学術総会: 高松市, 2016.  

 

 

歯 科 
1. 富塚健. 
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緩和治療科 
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2016.  
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2016.  
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第 41 回日本睡眠学会定期学術集会: 東京, 

2016.  

 

5. 佐伯吉規. 
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4. Oguchi, M., Yoshida, M., Kumai, Y., 

Nakajima, N. 
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Annual Meeting of the American Society for 

Radiation Oncology (ASTRO): Boston, USA, 

2016.  

 

6. 小口正彦. 

悪性リンパ腫に対する放射線治療. 

三重悪性リンパ腫研究会: 津市, 2016.  
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景子, 岩瀬拓士, 伊藤良則, 秋山太, 大野真司. 
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第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

11. 中島直美, 小口正彦, 熊井康子, 吉田匡宏, 室伏

景子, 岩瀬拓士, 伊藤良則, 秋山太, 大野真司. 
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3. Ueda, K. 

Focal liver lesions. 

6th International Diagnostic Course Davos 

(2016) Hong Kong, China, 2016.  
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Women’s Imaging (JSWAI)シンポジウム: 淡

路市, 2016.  

 

26. 田中優美子. 

画像診断レポート：私はこう書きこう伝えた. 

第52回日本医学放射線学会秋季臨床大会: 東京, 

2016.  

 

27. 田中優美子. 

画像による術後フォローアップと再発診断. 

第 17 回 Japanese Society for the Advanced 

Women’s Imaging (JSWAI) シンポジウム: 

淡路市, 2016.  

 

28. 田中優美子. 

あなたのその検査、世界標準ですか?：画像診断 

ガイドライン 2016 年版から学ぶ産婦人科 

MR の適応と実際. 

第 44 回日本磁気共鳴医学会大会: さいたま市, 

2016.  

 

29. 五味直哉. 

針生検のすすめ-FNA・CNB・VAB・マーカー留

置まで. 

第 13 回日本乳癌学会関東地方会: さいたま市, 

2016.  

 

30. 伊藤浩一, 田中優美子, 藤本佳也, 高澤豊, 松枝

清. 

仙骨前奇形腫よりカルチノイドが発生した

Currarino 症候群の一例. . 

第 450 回日本医学放射線学会関東地方会定期大

会: 東京, 2016.  

 

31. 田中優美子. 

卵巣腫瘍の鑑別診断：基本と応用. 

第 25 回富山 MR 研究会: 富山市, 2016.  

 

 

核医学部 
1. Nakazawa, S., Umeda, T., Wagatsuma, K., 

Miyaji, N., Motegi, K., Fukai, S., Miwa, K. 

Evaluation of the gross tumor volume 

contouring accuracy for lung/diaphragm 

interface tumors using respiratory gated 

positron emission tomography/computed 

tomography. 

第72回日本放射線技術学会総会学術大会: 横浜

市, 2016.  

 

2. 茂木一樹, 宮司典明, 三輪建太, 梅田拓朗, 滝口

智洋, 寺内隆司, 小泉満. 

定量的骨 SPECT/CT における異なる密封線源を

用いた相互校正精度に関する検討. 

第36回日本核医学技術学会総会学術大会: 名古

屋市, 2016.  

 

 

内視鏡診療部 

1. 藤崎順子, 小山恒男, 石原立. 

表在型食道胃接合部腺癌、食道腺癌におけるリ

ンパ節転移危険因子の検討 Japan 

Esophagogastric Junction and Esophageal 

Adenocarcinoma Study Group(EAST). 

第 102 回日本消化器病学会総会:: 東京, 2016.  
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2. 為我井芳郎, 岸原輝仁, 五十嵐正広. 

大腸 LST の内視鏡治療 進歩と限界 大腸 LST

に対する ESD の進歩と限界. 

第 91 回日本消化器内視鏡学会総会: 東京, 

2016.  

 

3. 田顔夫佑樹, 千野晶子, 山口和久, 岸原輝仁, 

為我井芳郎, 斎藤彰一, 五十嵐正広, 高橋祐, 

井上陽介, 小西毅, 上野雅資, 新井正美. 

リンチ症候群における十二指腸癌 3 例の検討. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

4. 山崎明, 藤崎順子, 清水智樹, 石山晃世志, 由雄

敏之, 土田知宏. 

表在型バレット食道腺癌発見動機に関する内視

鏡所見の検討 SSBE、LSBE の違いも含め. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

5. 為我井芳郎, 大隅寛木, 岸原輝仁, 田顔夫佑樹, 

山口和久, 千野晶子, 斎藤彰一, 五十嵐正広. 

大腸腫瘍における術前 VI 型 Pit Pattern 診断の

問題点と ESD 術中の粘膜下層線維化の質的診断

の有用性. 

第 24 回日本消化器関連学会週間 (JDDW 

2016): 神戸市, 2016.  

 

6. 為我井芳郎, 福長洋介, 五十嵐正広 

内視鏡治療と鏡視下手術のコラボレーション 

内視鏡治療の限界例に対する大腸 LECS の有用

性 

Gastroenterological Endoscopy, 

58(Suppl.2): 1744. 2016. 

 

 

遺伝子診療部 

1. Yoshida, R., Yokoyama, S., Watanabe, C., 

Inuzuka, M., Yotsumoto, J., Arai, M., 

Nakamura, S., 日本 HBOC コンソーシアム登

録委員会. 

Clinical analysis of founder mutation of 

BRCA1 and BRCA2 in the Japanese 

population. 

13th International Congress of Human 

genetics (ICHG): Kyoto, Japan, 2016.  

 

2. Arai, M., Yokoyama, S., Watanabe, C., 

Nomizu, T., Sakurai, A., Sekine, M., 

Nomura,  

H., Okawa, M., Yotsumoto, J., Enomoto, T., 

Nakamura, S. 

Establishment of the HBOC 

registrationsystem in Japan. 

6th International Sympojium on Hereditary 

Breast and Ovarian Cancer (program): 

Montreal, Canada, 2016.  

 

3. Arai, M. 

Clinical genetic oncology of Japan and future 

prospects- in particular, present status in 

hereditary breast and ovarian cancer 

(HBOC) in Japan-. 

5th International Academic Joint 

Symposium 2016: Juntendo University - 

Peking University: Tokyo, Japan, 2016.  

 

4. 新井正美. 

日本 HBOC コンソーシアムにおける登録事業. 

第19回東北家族性腫瘍研究会学術集会: 仙台市, 

2016.  

 

5. 新井正美. 

クリニカルシークエンスによる個別化医療の現

状と展望：遺伝性乳癌卵巣癌における臨床の現

状と今後の対応. 

第27回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

6. 島田聡子, 竹内抄與子, 安達容枝, 喜多瑞穂, 芦

原有美, 中島絵里, 北川大, 岩瀬拓士, 大野真司, 

新井正美. 

BRCA1/2 変異陽性者のサーベイランス中に発

見された乳癌の臨床的及び病理学的特徴の検討. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

7. 新井正美 ,  日本 HBOC コンソーシアム登録委

員会. 

日本の HBOC 診療の未来を展望する 日本

HBOC コンソーシアムにおける全国登録事業. 

第 24 回日本乳癌学会総会: 東京, 2016.  

 

8. 新井正美. 

厚生労働科学研究における遺伝性乳癌卵巣癌へ

のわれわれの取り組み. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

9. 新井正美. 

遺伝性乳がん卵巣がん. 
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第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

10. 喜多瑞穂, 横山士郎, 渡邉知映, 中村清吾, 新井

正美, 日本 HBOC コンソーシアム登録委員会. 

我が国における BRCA1/2 遺伝子変異検出率の

検討：日本 HBOC コンソーシアムデータ報告. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

11. 小安未緒, 佐藤友理, 瀧景子, 喜多瑞穂, 竹内抄

與子, 芦原有美, 安達容枝, 内野眞也, 新井正

美. 

当院における RET 遺伝子検査の先進医療導入後

の総括. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

12. 安達容枝, 喜多瑞穂, 芦原有美, 竹内抄與子, 新

井正美. 

当院におけるHBOC家系の膵がん家族歴の検討. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

13. 新井正美. 

ゲノムミクス・メタボロミクスのがん検診への

応用 癌の遺伝医療の意義と診療の現状 遺伝

性乳癌卵巣癌と遺伝性大腸癌を中心に. 

第 24 回日本がん検診・診断学会総会: 東京, 

2016.  

 

14. 瀧景子, 野村幸男, 田島郁文, 菅野康吉, 新井正

美. 

APC 遺伝子の生殖細胞系列変異陰性多発大腸腺

腫症例における MUTYH 遺伝子変異の解析. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

15. 新井正美. 

研究班の活動について. 

「乳がん」市民公開講座（厚生労働科学研究「わ

が国における遺伝性乳癌卵巣癌の臨床遺伝学的

特徴の解明と遺伝子情報を用いた生命予後の改

善に関する研究」研究班成果報告会）: 長野市, 

2016.  

 

16. 新井正美. 

HBOC 診療の実際:がんの臨床遺伝専門医とし

て. 

第 2 回日本産科婦人科遺伝診療学会学術講演会: 

京都市, 2016.  

17. 新井正美. 

遺伝性乳がん卵巣癌の基本と診療の実際. 

福井大学医学部 第 82 回臨床遺伝研究会: 福井

市, 2016.  

 

18. 新井正美. 

遺伝学的検査における遺伝カウンセリングの実

際. 

第 23 回日本産婦人科乳腺医学会: 東京, 2016.  

 

19. 芦原有美, 喜多瑞穂, 渡邉淳子, 田中正典, 土田

知宏, 新井正美. 

当院健診センター入院ドックにおけるがんの遺

伝カウンセリングオプションの試験的取り組み. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

20. 野村幸男, 山本智理子, 佐藤克俊, 石川雄一, 新

井正美. 

DNA- and RNA- based analysis of Lynch 

syndrome causative PMS2 gene avoiding 

false positive due to its many pseudogenes. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

 

放射線治療部：治療チーム 

1. Takahashi, R., Kamima, T., Tachibana, H. 

Impact of trajectory log files for 

clarkson-based independent dose 

verification of IMRT and VMAT. 

AAPM 58th Annual Meeting: Washington, DC, 

USA, 2016.  

 

2. 中島大. 

深部線量関数. 

日本放射線治療専門放射線技師認定機構統一講

習会 ：放射線治療セミナー基礎コース(東京ブロ

ック)2015: 東京, 2016.  

 

3. 佐藤智春. 

散乱係数. 

日本放射線治療専門放射線技師認定機構統一講

習会 ：放射線治療セミナー基礎コース(東京ブロ

ック)2015: 東京, 2016.  

 

4. 佐藤智春. 

AAPM TG51 と TG51 addendum. 

東京都がん診療連携拠点病院放射線技師等研修

会: 東京, 2016.  
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5. 高橋良. 

高エネルギー光子線における水吸収線量計測. 

東京都がん診療連携拠点病院放射線技師等研修

会: 東京, 2016.  

 

6. 吉岡稔. 

頭頚部 IMRT/VMAT 治療計画実技. 

Eclipse トレーニングスクール: 東京, 2016.  

 

7. 高橋太郎, 北村望, 室伏景子. 

高線量率密封小線源治療時の線源確認における

CT 位置決め画像の有用性の検討. 

日本放射線腫瘍学会小線源治療部会 第 18 回

学術大会: 大阪市, 2016.  

 

8. 北村望. 

同期 温今知新. 

第 70 回日本放射線技術学会東京支部春期学術

大会: 東京, 2016.  

 

9. 中島大. 

リニアックの線量的 QA. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー：放射線治療における品質管理: 東京, 2016.  

 

10. 吉岡稔. 

患者個々の QA. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー：放射線治療における品質管理: 東京, 2016.  

 

11. 佐藤智春. 

加速器の出力係数：不確かさの見積もり. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー：放射線治療における品質管理: 東京, 2016.  

 

12. 松林史泰. 

イメージング装置の QA. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー：放射線治療における品質管理: 東京, 2016.  

 

13. 上間達也. 

リニアックの幾何学的 QA. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー: 東京, 2016.  

 

14. 伊藤康. 

治療計画用 CT とシミュレータの QA. 

第 105 回日本放射線技術学会東京支部セミナ

ー: 東京, 2016.  

 

15. 佐藤洋輔 ,  明石華奈. 

放射線治療. 

第 70 回日本放射線技術学会東京支部春期学術

大会: 東京, 2016.  

 

16. 佐藤智春. 

物理ウェッジと非物理ウェッジ ｰウェッジ係

数とビーム特性ｐ. 

日本放射線治専門放射線技師認定機構 放射線

治療セミナー基礎コース(東北Ⅰ地区): 弘前市, 

2016.  

 

17. 佐藤智春. 

がん研究会有明病院放射線治療部の紹介. 

北奥羽放射線治療懇談会: 八幡平市, 2016.  

 

18. 佐藤智春. 

TrueBeam による定位照射. 

第44回日本放射線技術学会秋季学術大会: さい

たま市, 2016.  

 

19. 中島大. 

PDD から TMR への変換の解説. 

第 45 回日本放射線技術学会放射線治療部会セ

ミナー: 東京, 2016.  

 

20. 佐藤智春. 

FFF ビーム特性. 

第 45 回日本放射線技術学会放射線治療部会セ

ミナー: 東京, 2016.  

 

21. 佐藤智春. 

マイクロトロン. 

平成 28 年度   日本放射線治専門放射線技師認

定機構 放射線治療セミナー基礎コース(東京地

区) 「医療用加速器の基本」: 東京, 2016.  

 

22. 高橋良. 

リニアック：バリアンマシーン. 

平成 28 年度   日本放射線治専門放射線技師認

定機構 放射線治療セミナー基礎コース(東京地

区) 「医療用加速器の基本」: 東京, 2016.  

 

23. 佐藤智春. 

放射線治療専門放射線技師の現状と将来展望. 

日本放射線治療専門放射線技師認定機構設立 10

周年記念学術講演会: 東京, 2016.  
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集中治療部 
1. 山本豊, 竹中誠, 中山章子, 玄運官, 七松恭子, 

宮崎恵美子, 佐野博美, 横田美幸. 

当院における Medical Emergency Team(MET)

導入の経緯と現状. 

第 43 回日本集中治療医学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

2. 山本豊 ,  望月俊明. 

当院における院内心停止の現状. 

第 44 回日本救急医学会総会・学術総会: 東京, 

2016.  

 

3. 山本豊, 坪井望美, 二木翔平, 大野愛, 馬場誠一

郎, 晝間典子, 宮留優也, 鈴木幹子, 市橋和明, 

山田沙織, 望月俊明. 

当院における AN69ST 膜を使用した血液浄化療

法を行った敗血症性ショックについての検討. 

第37回日本アフェレシス学会学術大会: 横浜市, 

2016.  

 

 

救急部 
1. 二味覚, 佐山郁子, 島田寿美江, 加藤寛基, 倉田

大樹. 

首都直下地震を俯瞰する 「有明の丘」SCU にお

ける Multidisciplinary Multifunctional 

Contingency Measures Team 常設の必要性. 

第 21 回日本集団災害医学会総会・学術集会: 

山形市, 2016.  

 

2. 二味覚, 佐山郁子, 島田寿美江, 倉田大樹, 加藤

寛基. 

「有明の丘」防災地区の現状と課題. 

第 66 回 日本救急医学会関東地方会学術集

会:  2016.  

 

 

臨床試験部 
1. 石塚直樹, データマネジメントシステムの基本

要件および CDISC(Clinical Data Interchange 

Standards Consortium)対応は？:アメリカ合

衆国における臨床研究支援施設の訪問報告含む, 

日本臨床試験学会教育セミナー「臨床研究デー

タマネージメント・フォーラム」, 東京, 2016. 

 

2. 石塚直樹, アスピリン一次予防試験の JAMA 論

文、日本メディカルライター協会 JMCA セミナ

ー「一流雑誌への論文投稿の実際」 , 東京 ,  

2016. 

臨床検査センター 
1. 関田綱基, 海原和己, 小松京子, 中山耕之介, 三

宅一徳. 

Discrepancy between serum agarose gel 

electrophoresis and immunofixation  

pattern : An analysis of a case of 

M-proteinamia. 

第 32 回世界医学検査学会 (IFBLS2016): 神戸

市, 2016.  

 

2. 猪野由美子, 小松美樹, 篠崎英司, 三宅一徳, 三

木義男. 

当院における MEBGEN RASKET キットによる

RAS 遺伝子変異検査の実績と評価. 

日本臨床検査自動化学会 48 回大会: 横浜市, 

2016.  

 

3. 海原和己, 小松京子, 海老原文, 中山耕之介, 三

宅一徳. 

循環器バイオマーカーによるがん化学療法を起

因とする心障害早期検出能の検討. 

第65回日本医学検査学会/第63回日本臨床検査

医学会学術集会: 神戸市, 2016.  

 

4. 永野恵子, 徳永知子, 井合律子, 加治屋珍, 池上

満ちる, 飯田翼, 海老原文, 三宅一徳. 

食道がんにおける胸骨後胃管挙上再建術後に心

電図で ST 上昇を認めた３症例. 

第65回日本医学検査学会/第63回日本臨床検査

医学会学術集会: 神戸市, 2016.  

 

5. 友田美穂子, 高橋ひろみ, 上東野誉司美, 山越

恵梨香, 小松京子, 三宅一徳. 

尿沈渣作製用遠心機を用いた髄液検体のオート

スメア標本作製法の検討（第 2 報）. 

第65回日本医学検査学会/第63回日本臨床検査

医学会学術集会: 神戸市, 2016.  

 

6. 佐川このみ, 大竹純矢, 関田綱基, 滝澤久暢, 大

島悠乃, 海原和己, 小松京子, 三宅一徳. 

尿中 NGAL 測定の基礎的検討. 

第 12 回東京都医学検査学会: 東京, 2016.  

 

 

超音波検査部 
1. 加藤千絵子, 坂井威彦, 五十里美栄子, 何森亜

由美, 山田恵子, 堀井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士, 

大野真司. 

温存乳房内再発の検討 超音波検査の有用性と

超音波画像について. 
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第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

2. がん研有明病院超音波検査部. 

がん研超音波検査室企画. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

3. 富樫保行. 

頚部領域の超音波検査：唾液腺・リンパ節を中

心に. 

第 26 回 Medical Imaging Forum: 柏市, 

2016.  

 

4. 山田恵子. 

新甲状腺結節超音波診断基準策定のための縦横

比多施設共同研究 「新甲状腺結節超音波診断基

準策定のための縦横比他施設共同研究」参加に

あたって. 

第 37 回日本乳腺甲状腺超音波医学会学術集会: 

川越市, 2016.  

 

5. 山田恵子. 

プライマリケアに役立つ頭頸部超音波診断：嚥

下障害・咽頭頸部違和感. 

日本超音波医学会第 28 回関東甲信越地方会学

術集会: 東京, 2016.  

 

6. 山田恵子. 

甲状腺・体表. 

日本超音波医学会第 28 回関東甲信越地方会学

術集会: 東京, 2016.  

 

 

細胞診断部 
1. Sugiyama, Y., Fukui, N., Gotoh, O., Hasumi, 

K., Takazawa, Y., Noda, T., Mori, S. 

Genomic analyses reveal two distinct 

biologic entities of endometrial endometrioid 

carcinoma. 

American Asociation Cancer Research 

(AACR) 107th Annual Meeting: New Orleans, 

LA, USA, 2016.  

 

2. Komatsu, K., Katayama, H., Greening, S.E. 

Current topics on cytology: International 

intelligence network. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

 

 

3. Sugiyama, Y., Komatsu, K., Fujiyama, J. 

Directly sampled endometrial cytology for 

endometrial cancer screening. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

4. Sugiyama, Y. ,  Komatsu, K. 

Directly sampled endometrial cytology 

(Conventional and liquid-based endometrial 

cytology). 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

5. Komatsu, K., Nakanishi, Y., Masuda, S. 

Useful molecular cell biological techniques 

for cytology. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

6. Hoshi, R. 

Cytologic characteristics of pulmonary 

adenocarcinomas with genetic 

abnormalities. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

7. Komatsu, K. 

IAC Award Lecuture 2. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

8. Komatsu, K. 

HPV DNA testing in primary cervical cytology 

screening: The controversies in its clinical 

applications. 

32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science: 神戸市, 2016.  

 

9. Komatsu, K. 

Management for pathology and cytology 

laboratory: From the view point of patient 

first. 

32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science: 神戸市, 2016.  

 

10. Fujiyama, J. 

Cytology of uterine cervix. 

32nd World Congress of Biomedical 

Laboratory Science: 神戸市, 2016.  

 

335



11. Sugiyama, Y., Gotoh, O., Hasumi, K., 

Takazawa, Y., Noda, T., Mori, S. 

Two distinct tumorigenic processes of 

endometrial endometrioid adenocarcinoma. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

12. 杉山裕子, 後藤理, 荷見勝彦, 高澤豊, 野田哲生, 

森誠一. 

Two distinct tumorigenic processes of 

endometrial endometrioid adenocarcinoma. 

第 75 回日本癌学会学術総会: 横浜市, 2016.  

 

13. 池畑浩一. 

上皮内腺癌の細胞像：子宮頸部. 

第 46 回東京都細胞検査士会学術研修会: 東京, 

2016.  

 

14. 杉山裕子, 荷見勝彦, 宇津木久仁子, 竹島信宏. 

早期発見と個別化治療を目指した子宮体部類内

膜腺癌のゲノムワイドな遺伝子探索. 

第 68 回日本産科婦人科学会学術講演会: 東京, 

2016.  

 

15. 星利良, 柳谷典子, 古田則行, 小松京子, 杉山裕

子, 石川雄一, 宝来威. 

最新呼吸器細胞診鑑別診断総まとめ 扁平上皮

癌の気管支穿刺吸引細胞診像の特徴 腺癌との

細胞形態学的鑑別点を中心に. 

第57回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

16. 古田則行, 星利良, 池畑浩一, 鈴木奈緒子, 山田

麻里沙, 伊藤崇彦, 藤山淳三, 小松京子, 杉山裕

子. 

細胞診検査士養成のあり方 細胞検査士の養成

のありかた. 

第57回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

17. 杉山裕子. 

「新しい細胞診専門医制度」 細胞診専門医資格

認定試験のこれまでとこれからの取り組み 試

験実施委員長の立場から. 

第57回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

18. Sugiyama, Y. 

Recent progress in cervical cancer screening 

and Bethesda System in Japan. 

第 19 回国際細胞学会(ICC2016): 横浜市, 

2016.  

 

19. 小松京子. 

細胞検査士の養成のありかた. 

第57回日本臨床細胞学会総会春季大会: 横浜市, 

2016.  

 

20. 小松京子. 

病理検査を取り巻く環境. 

第 94 回日本病理技術学会: 東京, 2016.  

 

21. 小松京子. 

バイオバンクの現状と未来. 

第 94 回日本病理技術学会: 東京, 2016.  

 

22. 小松京子. 

病理 病理組織検査. 

第 63 回日本臨床検査医学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

23. 小松京子 ,  中町祐司. 

日臨技国際交流企画: 世界の臨床検査技師. 

第 63 回日本臨床検査医学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

24. 小松京子. 

臨床検査技師のグローバルマインド. 

第 11 回日本臨床検査医学教育学会学術大会:  

神戸市, 2016.  

 

25. 池畑浩一. 

濾胞樹状細胞肉腫の 1 例. 

第 12 回東京都医学検査学会: 東京, 2016.  

 

26. 伊藤崇彦, 佐藤由紀子, 古田則行, 藤山淳三, 星

利良, 池畑浩一, 鈴木奈緒子, 山田麻里沙, 石井

脩平, 小松京子, 神田浩明, 石川雄一, 杉山裕

子. 

成人頬部に発生した紡錘形細胞型横紋筋肉腫の

1 例. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

27. 古田則行, 神田浩明, 山田麻里沙, 小松京子, 藤

山淳三, 星利良, 池畑浩一, 鈴木奈緒子, 伊藤宗

彦, 石井脩平, 高松学, 杉浦善弥, 杉山裕子, 石

川雄一, 高澤豊. 

骨外性粘液型軟骨肉腫の診断における細胞診の

有用性について. 
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第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

28. 石井脩平, 古田則行, 小松京子, 藤山淳三, 池畑

浩一, 星利良, 山田麻里沙, 鈴木奈緒子, 伊藤宗

彦, 杉浦善弥, 元井紀子, 神田浩明, 高澤豊, 石

川雄一, 杉山裕子. 

左肩に発生した筋上皮癌 myoepithelial 

carcinoma の 1 例. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

29. 杉山裕子. 

教育研修に関わるガイドライン(細胞診専門医資

格認定試験ガイドライン)の改定に関して. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

30. 小松京子, 古田則行, 藤山淳三, 伊藤崇彦, 鈴木

奈緒子, 山田麻里沙, 星利良, 池畑浩一, 石井脩

平, 佐藤由紀子, 高沢豊, 石川雄一, 杉山裕子. 

Myeloid sarcoma の細胞像の検討. 

第 55 回日本臨床細胞学会秋季大会: 別府市, 

2016.  

 

 

栄養管理部 

1. 谷村滋穂, 熊谷厚志, 望月宏美, 伊沢由紀子, 川

名加織, 高木久美, 中屋恵梨香, 伊丹優貴子, 山

口彩, 岡野亜子, 井田智, 峯真司, 中濱孝志, 比

企直樹. 

高血糖が切除不能子宮頸がん患者の予後に及ぼ

す影響.: 京都市, 2016.  

 

2. 峯真司, 望月宏美, 熊谷厚志, 井田智, 中濱孝志, 

比企直樹. 

栄養アセスメント その評価を栄養治療にいか

に生かすか 上部消化管がんに対する周術期栄

養管理. 

第19回日本病態栄養学会年次学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

3. 松下亜由子, 峯真司, 熊谷厚志, 井田智, 中濱孝

志, 望月宏美, 伊沢由紀子, 川名加織, 高木久美, 

中屋恵梨香, 伊丹優貴子, 山口彩, 谷村滋穂, 比

企直樹. 

がん終末期患者の経口摂取維持と栄養士介入に

関する調査報告. 

第19回日本病態栄養学会年次学術集会: 横浜市, 

2016.  

4. 伊沢由紀子, 中濱孝志, 縄野一美, 畠清彦, 峯真

司, 比企直樹. 

悪性リンパ腫放射線化学療法に伴う口内炎予防

に対するグルタミン補給の 2 例. 

第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 福岡市, 

2016.  

 

5. 高木久美, 井田智, 齋浦明夫, 高橋祐, 井上陽介, 

石沢武彰, 三瀬祥弘, 畑太悟, 熊谷厚志, 中濱孝

志, 峯真司, 比企直樹. 

膵頭十二指腸切除術において術前のサルコペニ 

アや低栄養状態が短期予後に及ぼす影響. 

第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 福岡市, 

2016.  

 

6. 川名加織, 井田智, 佐々木徹, 小泉雄, 鵜沼静香, 

稲城陽子, 豊田生子, 鈴木強志, 熊谷厚志, 中濱

孝志, 峯真司, 比企直樹. 

頭頸部癌術後における新規嚥下調整食の誤嚥性

肺炎予防効果. 

第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 福岡市, 

2016.  

 

7. 望月宏美, 峯真司, 井田智, 熊谷厚志, 中濱孝志, 

渡邊雅之, 比企直樹. 

がん患者の栄養療法 効果的な栄養評価と実践

を目指して 当院の食道がん周術期治療チーム

(PERICAN)の効果 管理栄養士の立場から. 

第31回日本静脈経腸栄養学会学術集会: 福岡市, 

2016.  

 

8. 望月宏美, 熊谷厚志, 比企直樹, 中濱孝志, 峯真

司, 井田智, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 山口俊

晴. 

早期胃癌患者における初診時から術前日までの

栄養状態の変化. 

第 88 回日本胃癌学会総会: 別府市, 2016.  

 

9. 中濱孝志, 比企直樹, 峯真司, 望月宏美, 伊沢由

紀子, 川名加織, 高木久美. 

がん患者の栄養管理と管理栄養士の役割. 

第 4 回日本静脈経腸栄養学会関東甲信越支部学

術集会: 飯山市, 2016.  

 

10. 望月宏美, 中濱孝志, 峯真司, 比企直樹. 

生き残りを懸けた管理栄養士のフロンティア精

神(第 5 弾) 栄養指導による栄養治療の効果に

関するエビデンスを作るための臨床研究 臨床

研究を通して見える管理栄養士の将来の姿 胃
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外科における栄養相談専門士が示す栄養治療効

果. 

第 38 回日本臨床栄養学会総会・第 37 回日本臨

床栄養協会総会 第 14 回大連合大会: 大阪市, 

2016.  

 

11. 村上博文, 中屋恵梨香, 伊丹優貴子, 望月宏美, 

井田智, 岡野亜子, 谷村滋穂, 山口彩, 松下亜由

子, 高木久美, 川名加織, 伊沢由紀子, 澤上勝, 

絹川斉, 熊谷厚志, 峯真司, 中濱孝志, 比企直

樹. 

調理師の病棟活動報告：化学療法により味覚 

異常を引き起こした症例に対する調理員の介入. 

第 18 回 MeT3・NST 研究会: 東京, 2016.  

 

12. 山口彩, 望月宏美, 井田智, 熊谷厚志, 峯真司, 

中濱孝志, 比企直樹. 

当院の整形外科病棟における化学療法施行中小

児患者への栄養介入症例報告. 

第 18 回 MeT3・NST 研究会: 東京, 2016.  

 

13. 高木久美, 熊谷厚志, 三瀬祥弘, 齋浦明夫, 高橋

祐, 井上陽介, 石沢武彰, 中濱孝志, 峯真司, 比

企直樹. 

膵頭十二指腸切除術施行患者において脂質含有

栄養補助食品の経腸投与が術後の栄養状態に及

ぼす影響. 

第20回日本病態栄養学会年次学術集会: 京都市, 

2016.  

 

 

薬剤部 

1. 杉田一男. 

The role of pharmaceutical outpatient clinics 

for patients undergoing treatment with 

regorafenib. 

ONCOMAP 2016 Tokyo Meeting: 東京, 

2016.  

 

2. 濱敏弘. 

抗がん剤職業曝露に対する正しい理解と組織的

対策の必要性. 

茨城県南県西地区 Oncology Pharmacy 

Seminar: つくば市, 2016.  

 

3. 濱敏弘. 

抗がん剤職業曝露に対する正しい理解と組織的

体策の必要性. 

長野赤十字病院「がん診療研修会」: 長野市, 

2016.  

4. 鈴木賢一. 

支持療法. 

平成 27 年度 がん専門薬剤師集中教育講座: 京

都市, 2016.  

 

5. 鈴木賢一. 

薬剤師が拓く、制吐療法個別化への扉. 

日本臨床腫瘍薬学会学術大会: 鹿児島市, 

2016.  

 

6. 濱敏弘. 

がん薬物療法における薬剤師の役割. 

平成 27 年度 日本私立医科大学協会薬剤師実務

者研修会: 東京, 2016.  

 

7. 鈴木賢一. 

チーム医療に活かす薬剤師の“専門性”. 

薬剤師がん化学療法セミナー: 広島市, 2016.  

 

8. 濱敏弘. 

医療機関におけるリスク最小化活動. 

2016 年度 レギュラトリーサイエンスエキスパ

ート研修会認定コース：安全管理・調査（ＰＶ）

エキスパート研修講座: 東京, 2016.  

 

9. 濱敏弘. 

症状緩和に難渋した症例（腹部膨張感）. 

第４回がんサポーティブケア研究会: 東京, 

2016.  

 

10. 濱敏弘. 

乳がんチーム医療. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

11. 川上和宜. 

がん専門薬剤師になるための 50 症例書き方. 

第 8 回日本がん薬剤学会: 名古屋市, 2016.  

 

12. 横川貴志. 

発熱性好中球減少症による外来化学療法の減

量・中止を回避するための薬剤師の役割. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

13. 瀧口友美. 

上皮成長因子受容体チロシンキナーゼ阻害剤

（EGFR-TKI）に対する服薬アドヒアランス向上

のための薬剤師 Rash 外来の取組み. 

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  
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14. 鈴木賢一. 

制吐薬に関する最近の話題. 

横浜学術講演会: 横浜市, 2016.  

 

15. 横川貴志. 

支持療法のサイエンス 基礎から臨床まで：薬剤

師外来からの発信 手足症候群のリスク因子の

同定. 

医療薬学フォーラム 2016/第 24 回クリニカル 

ファーマシーシンポジウム: 滋賀県草津市, 

2016.  

 

16. 杉崎崇人. 

チームサイラムザにおける薬剤師の関わり. 

消化器がん化学療法セミナー: 鹿児島, 2016.  

 

17. 濱敏弘. 

抗がん剤職業曝露に対する正しい理解と組織的

体策の必要性. 

沖縄県病院薬剤師会学術講演会: 宜野湾市, 

2016.  

 

18. 鈴木賢一. 

皮膚症状マネジメントにおける、臨床薬剤師の

視点. 

第 7 回日本製薬医学会年次大会 MS 部会シンポ

ジウム 東京, 2016.  

 

19. 鈴木賢一. 

支持療法. 

平成28年度がん専門薬剤師集中教育講座: 京都

市, 2016.  

 

20. 鈴木賢一. 

肺がん薬物療法の最前線. 

日本肺癌学会医療従事者セミナー: 東京, 

2016.  

 

21. 濱敏弘. 

抗がん剤曝露対策. 

東京がん化学療法研究会 17 回臨床腫瘍夏期セ

ミナー: 東京, 2016.  

 

22. 鈴木賢一. 

在宅中でもできる抗がん薬の副作用対策. 

広島県西部地区薬剤師研修会: 廿日市市, 

2016.  

 

 

 

23. 濱敏弘. 

抗がん剤職業曝露に対する正しい理解と組織的

体策の必要性. 

山口県暴露対策研究会: 山口市, 2016.  

 

24. 杉田一男, 川上和宜, 横川貴志, 青山剛, 鈴木賢

一, 若槻尊, 末永光邦, 山口研成, 濱敏弘. 

レゴラフェニブによる手足症候群の発現と治療

効果との関連. 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

25. 鈴木賢一, 辻大樹, 清水久範, 伊藤邦彦, 山本信

之, 濱敏弘. 

臨床薬剤師の視点で実施する共同研究の意義. 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

26. 三木真梨杏, 鈴木亘, 伊藤和之, 前勇太郎, 鈴木

賢一, 濱敏弘. 

頭頸部がん患者における RT ‐ CDDP 療法の放

射線有害事象の調査. 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

27. 前勇太郎, 鈴木亘, 根本真記, 渡邉大至, 鈴木賢

一, 利安隆史, 高橋俊二, 濱敏弘. 

頭頸部がん RT-CDDP 療法施行患者における

オピオイドの使用状況の調査. 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

28. 鈴木賢一. 

がん薬物療法(副作用). 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

29. 横川貴志. 

プレアボイド 新ステージ（様式 3 の世界）処方

設計・提案による薬物治療効果の向  

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

30. 平岡知子. 

薬物動態の観点から考えるがんの薬物療法. 

薬物治療モニタリング研究会 第 60 回特別ゼミ

ナール臨床活用コースⅠ: 東京, 2016.  

 

31. 瀧口友美. 

がん分子標的 4 治療薬における薬剤師の役割. 

武蔵野市薬剤師会 東京, 2016.  

 

32. 竹野伸洋. 

アブストラルを導入した経験から：安全に導入

するためのポイント. 

さいたま緩和ケア講演会: さいたま市, 2016.  
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33. 濱敏弘. 

がん薬物療法における薬学的介入の実際と症例

サマリのまとめ方. 

第 26 回日本医療薬学会年会: 京都市, 2016.  

 

34. 川上和宜. 

カペシタビン、S-1 における副作用評価と治療マ

ネージメント：副作用評価と治療マネージメン

トを学ぶ. 

第 2 回慶應義塾大学 薬学がんプロフェッショ 

ナル研修会: 東京, 2016.  

 

35. 吾妻彗一, 杉崎崇人, 橋本幸輝, 鈴木賢一, 湯浅

健, 増田均, 山本真也, 米瀬淳二, 濱敏弘. 

カバジタキセルにおけるペグフィルグラスチム

の一次予防的投与の有効性と安全性. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

36. 柴田直樹. 

薬物療法におけるチーム医療. 

チーム医療研究会: 茨城, 2016.  

 

37. 青山剛. 

これからの外来薬剤師業務について一緒に熱く

かたろう！. 

第 11 回 鹿児島薬剤師フォーラム: 鹿児島市, 

2016.  

 

38. 青山剛. 

胃がん：症例解説. 

日本医療薬学会：第 4 回がん専門薬剤師アドバ

ンスト研修会: 東京, 2016.  

 

39. 濱敏弘. 

ガイドラインに基づいたがん薬物療法における

曝露対策. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

40. 吾妻慧一, 杉崎崇人, 橋本幸輝, 鈴木賢一, 湯浅

健, 増田均, 山本真也, 米瀬淳二, 濱敏弘. 

カバジタキセルにおけるペグフィルグラスチム

の一次予防的投与の有効性と安全性. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

41. 濱敏弘. 

早急な養成が望まれるがん医療人材 がん専門

薬剤師. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

42. 鈴木賢一. 

肺がん薬物療法の最前線. 

日本肺癌学会医療従事者セミナーin 福岡: 福岡

市, 2016.  

 

43. 鈴木賢一. 

患者背景から考える 肺がん化学療法の副作用 

マネジメント. 

肺癌 最新の薬物治療とマネジメント: 富山市, 

2016.  

 

44. 鈴木賢一. 

薬剤師がサポートする がん免疫療法. 

がん免疫療法適正使用セミナー: 岡山市, 

2016.  

 

45. 根本真記. 

「治療を変える」がん専門薬剤師の力. 

北海道若手がん専門薬剤師講演会: 札幌市, 

2016.  

 

46. 山田玲子. 

卵巣癌におけるアバスチン投与中の副作用マネ

ジメントの実際. 

卵巣癌チーム医療セミナー: 別府市, 2016.  

 

47. 濱敏弘. 

抗がん剤の職業曝露について. 

第 57 回日本肺癌学会学術集会: 福岡市, 2016.  

 

48. 箕輪雄一, 瀧口友美, 北園聡, 横川貴志, 中本恵

理, 中野泰寛, 加藤寛基, 平出誠, 角田尚, 鈴木

賢一, 西尾誠人, 濱敏弘. 

定量的に評価する外用剤のアドヒアランス：

EGFR-TKI の皮膚症状を対象とした Team 

RASH の取り組み. 

第 57 回日本肺癌学会学術集会: 福岡市, 2016.  

 

49. 根本真記. 

薬剤師目線でマネジメントする腫瘍崩壊諸侯群. 

サノフィ WEB 講演会: 東京, 2016.  

 

50. 蓑輪雄一, 瀧口友美, 北園聡, 横川貴志, 中本恵

理, 中野泰寛, 加藤寛基, 平出誠, 角田尚, 鈴木

賢一, 西尾誠人, 濱敏弘. 
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定量的に評価する外用剤のアドヒアランス 

EGFR-TKI の皮膚症状を対象とした Team 

RASH の取り組み. 

第 57 回日本肺癌学会学術集会: 福岡市, 2016.  

 

51. 横川貴志. 

経口抗がん剤治療のエッセンス ：薬局薬剤師の

力で有効性と安全性を向上させる. 

第 11 回品川がん研究会: 東京, 2016.  

 

52. 鈴木亘, 大柳文義, 矢内貴子, 橋本浩伸, 高島淳

生, 中尾將彦, 中山季昭, 岩佐悟, 長島健吾, 

山本昇. 

A double-blind randomized phase II study of 

olanzapine (OLZ) 10 mg versus 5 mg for 

emesis induced by highly emetogenic 

chemotherapy (HEC) with cisplatin (CDDP)  

第 14 回日本臨床腫瘍学会学術集会: 神戸市, 

2016.  

 

 

医療安全管理部 
1. 長田理. 

薬物動態学の基礎. 

日本臨床麻酔学会第 36 回大会: 高知市, 2016.  

 

2. 長田理. 

手術室内の医療安全とプレフィルド製剤の役割. 

第 13 回麻酔科学サマーセミナー: 名護市, 

2016.  

 

3. 長田理. 

手術室の医療安全と当院の医療事故調査体制. 

第 23 回日本麻酔・医事法制（リスクマネジメン

ト）研究会: 高知市, 2016.  

 

4. 長田理. 

医療安全に対応する麻酔管理とは. 

日本心臓血管麻酔学会第21回学術大会: 横浜市, 

2016.  

 

5. 長田理. 

周術期の医療安全を論理的に改善するには. 

日本麻酔科学会第 63 回学術集会: 福岡市, 

2016.  

 

健診センター 

1. 今井瑞香, 岡本朋子, 山田由美, 春木聡美, 窪田

素子, 土田知宏, 歌野健一. 

大腸 3D-CT における新たな腸管前処置法の試

み. 

第 57 回日本人間ドック学会学術大会: 松本市, 

2016.  

 

 

看護部 

1. 井田恵都, 赤土朋美, 庄司大悟, 原田壮平. 

手指衛生のアドヒアランス向上のための病院全

体での取り組み. 

第 31 回日本環境感染学会総会・学術集会: 京都

市, 2016.  

 

2. 小田島久美, 渡部真理子, 上杉宣江. 

がん専門病院に入職した新人看護師のストレス

調査：職業性ストレス簡易調査票を用いた 1 年

間の継時的変化. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

3. 中山章子, 床知恵子, 川島美佳, 羽田忍, 後藤志

保, 多田由香, 稲城陽子, 横井麻珠美, 中原由美

子, 濱口恵子, 清水多嘉子. 

がん専門病院における外来・病棟継続看護の強

化・標準化に向けての取り組み. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

4. 長崎礼子 ,  吉宮瑞穂. 

外来化学療法を受ける患者の看護記録「ATC テ

ンプレート」の活用に関する質問紙調査. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

5. 野口まゆみ, 花出正美, 田近忍, 池田香織, 上田

美佐江, 鈴木隆之, 根岸麻未, 宮城八重子. 

がん専門病院における一般病棟看護師の退院支

援の実践状況ー『退院支援カンファレンス」実

施病棟と非実施病棟の比較. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

6. 岩本寿美代, 横井麻珠美, 長崎礼子, 黒田直子, 

杉田一男. 

シスプラチン投与時の安全な尿測方法を検討す

るための患者手指の汚染調査. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  
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7. 倉田貴代美, 升谷英子, 小池万里子, 荒尾春惠. 

再発・転移をきたした悪性骨軟部腫瘍患者のケ

アに対して看護師が抱く困難感. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

8. 星宮恭子. 

がん専門病院に勤務する看護師が認識している

IVR・検査室看護の問題と課題： 

「ケアカンファレンス」を導入して明らかにな

ったこと. 

第 16 回 IVR 看護研究会: 宜野湾市, 2016.  

 

9. 濱口恵子. 

感性を高め、倫理的問題を解決する 研究成果

を活用した解決の実際. 

第 30 回日本がん看護学会学術集会: 千葉市, 

2016.  

 

10. 木暮麻優, 古敷谷昇, 布施卓美, 榮木実枝, 富塚

健. 

がん研有明病院における歯科衛生士による口腔

ケアラウンドの取り組みについて. 

第 13 回日本口腔ケア学会総会・学術大会: 千葉

市, 2016.  

 

11. 太田志保, 馬場静香, 脇元佳子, 富塚健. 

当院で行ったがん周術期口腔ケアに関する院内

患者向けセミナーについて. 

第 13 回日本口腔ケア学会総会・学術大会: 千葉

市, 2016.  

 

12. 水野俊美. 

苦痛のスクリーニングの実際 がん専門病院に

おける苦痛スクリーニング普及への取り組み 

タブレット端末の導入. 

第 21 回日本緩和医療学会学術大会: 京都市, 

2016.  

 

13. 西貝圭子. 

外来で不安・怒りの感情をサポートする 私たち

体験者がそばにいます あなたは一人ではあり

ません. 

第 24 回日本乳癌学会学術総会: 東京, 2016.  

 

14. 竹内抄與子, 芦原有美, 喜多瑞穂, 安達容枝, 鈴

木美彗, 岩瀬拓士, 床知恵子, 鈴木美穂, 新井正

美. 

がん専門病院の遺伝医療チームにおける看護師

の役割. 

第 22 回日本家族性腫瘍学会学術集会: 松山市, 

2016.  

 

15. 西村菜緒, 富塚健, 古敷谷昇. 

がん周術期の口腔インプラントに関する調査. 

第46回日本口腔インプラント学会学術大会: 名

古屋市, 2016.  

 

16. 小田島久美, 水野俊美, 羽田忍, 河島地草, 鈴木

美穂. 

ベテラン看護師の活性化に向けた支援体制の検

討：役割認識に関するフォーカス・グループ・

インタビューを通して. 

第 47 回日本看護学会-看護管理-学術集会: 金沢

市, 2016.  

 

17. 齊藤陽子 ,  吉村まどか. 

病棟看護師の日勤帯における休憩時間の過ごし

方に関する意識と実態. 

第 47 回日本看護学会-看護管理-学術集会: 金沢

市, 2016.  

 

18. 長崎礼子, 尾阪将人, 濱口恵子, 大友陽子, 奈良

林至, 床知惠子, 上田美佐江, 松下亜由子, 横川

貴志, 北林真由子, 中村ひろ子, 吉宮瑞穂, 笹平

直樹. 

進行膵癌患者トータルサポートプログラム

（PANcreatic Direct Approach team: 

PANDA). 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

19. 濱口恵子. 

最後まで寄り添うがん治療 積極的ながん治療

とケア マギーズがんケアリングセンターを東

京に. 

第 54 回日本癌治療学会学術集会: 横浜市, 

2016.  

 

20. 小泉智子, 柳谷典子, 北園聡, 高野夏希, 瀧口友

美, 箕輪雄一, 加藤寛基, 中野泰寛, 平出誠, 綿

貫恵, 増田香織, 野村美幸, 熊倉深里, 高橋優美

子, 進藤涼香, 加藤小巻, 松尾美喜, 長崎礼子, 

武岡奈美, 西尾誠人. 

がん専門病院での免疫治療に対する多職種チー

ムの現状と課題. 

第 57 回日本肺癌学会学術集会: 福岡市, 2016.  
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 癌の臨床. 59(6): 603-609, 2013 

 

39. 小野嘉大, 斎浦明夫, 水沼信之, 福長洋介, 上野

雅資 

 大腸癌肝転移up to date:  大腸癌肝転移の集学

的治療の実際. 

 外科. 75(8): 872-878, 2013 

 

40. 山口俊晴 

 癌治療の選択：治療効果と治療: 癌治療の選択に

おける医療経済. 

 外科. 75(1): 1-5, 2013 

 

41. 山口俊晴 

 癌薬物療法の副作用対策. 

 コンセンサス癌治療. 12(4): 176-177, 2013 

 

42. 山口俊晴, 藤崎順子, 齋浦明夫 

胃粘膜下腫瘍 

十二指腸良性腫瘍 

十二指腸悪性腫瘍. 

内科学 第10版 (矢崎義雄総編集), 東京, 朝倉

書店: pp.968-973, 2013 

 

43. 山口俊晴 

術前化学療法とはなんですか. 

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.52, 2013 

 

44. 山口俊晴監修, 福長洋介編集 

がん研スタイル腹腔鏡下大腸切除術. 

東京, メジカルビュー社: 119p., 2013 

 

45. 山田和彦 

食道の癌 

Q69 食道癌の手術はどんなものですか？Q70 

食道癌手術の3領域郭清について教えてくださ
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いQ71 食道癌手術の3領域郭清の一般的な適応

を教えてください 

Q72 食道癌の鏡視下手術について教えてくだ

さい 

Q73 食道切除後の再建（食物の通り道）はどう

なるのですか？ 

Q74 食道癌手術後の合併症にはどんなものが

ありますか？ 

Q75 進行食道癌に対する術前化学放射線療法

の意義はどんなことですか？ 

Q76 食道癌における化学療法はどのように行

うのですか？ 

Q77 食道癌における化学放射線療法について

教えてください 

Q78 食道癌手術後の注意点はどんなことです

か？                    

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.74-84, 2013 

 

46. 山田和彦, 峯真司, 原田和人, 大矢周一郎, 堀口

寛之, 志垣博信 

 食道疾患手術のすべて：悪性疾患の手術 右開

胸食道切除術. 

 手術. 67(10): 1447-1453, 2013 

 

47. 峯真司, 榊原亜希 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき: 食

道がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 3(1): 4-8, 

2013 

 

48. 峯真司 

食道の癌 

Q49 食道癌の危険因子はどんなものですか？ 

Q50 食道癌の症状にはどんなものがあります

か？ 

Q51 食道癌の組織型について教えてください 

Q52 食道癌は部位や進行度で治療方法が違い

ますか？ 

Q55 CT検査でどんなことがわかりますか？ 

Q56 PET検査について教えて下さい  

Q57 バレット食道について教えてください 

Q58 食道腺癌（バレット食道癌）について教え

てください                                

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.57-60,62-65, 2013 

 

49. 峯真司, 佐野武, 山田和彦, 比企直樹, 布部創也, 

大橋学, 谷村慎哉, 山口俊晴食道胃接合部癌の

診断と治療:  治療 リンパ節郭清. 

消化器外科. 36(11): 1617-1627, 2013 

 

50. 布部創也 

外科学の古典を読む 噴門側胃切除・空腸間置手

術の原典. 

外科. 75(10): 1089-1093, 2013 

 

51. 布部創也, 比企直樹, 谷村愼哉, 佐野武, 山口俊

晴 

消化器外科手術のエビデンス:  胃外科における

エビデンス. 

消化器外科. 36(3): 289-298, 2013 

 

52. 布部創也, 小菅敏幸, 比企直樹, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

消化管外科における再手術-適応と術式選択-：胃

切除後再建法にまつわる合併症と再手術. 

手術. 67(12): 1715-1720, 2013 

 

53. 布部創也 

癌の治療はどのようにするのですか？ 

Q44 クリニカルパスについて教えてください

Q45 「癌取扱い規約」とは何ですか？ 

Q46 「癌診療（治療）ガイドライン」とは何で

すか？. 

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.49-52, 2013 

 

54. 布部創也 

術前画像診断のポイントと術中解剖認識：胃癌 

噴門側胃切除術. 

臨床外科. 68(11増): 52-59, 2013 

 

55. 斎浦明夫, 井上陽介, 有田淳一, 高橋祐, 古賀倫

太郎 

最新 肝胆膵脾手術アトラス: 肝臓 門脈腫瘍栓

を伴う肝細胞癌に対する肝切除. 

手術. 67(6): 727-732, 2013 

 

56. 有田淳一 

ホルモンに関係した腫瘍                     

Q425 インスリン産生腫瘍とは何ですか？ 

Q426 ガストリン産生腫瘍とは何ですか？ 

Q428 神経内分泌腫瘍（NET）とは何ですか？

新癌についての質問に答える (「コンセンサス癌

治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 
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pp.434-437, 2013 

 

57. 有田淳一, 鈴木清美 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつ:  肝細

胞がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 3(1): 

28-33, 2013 

 

58. 本多通孝, 比企直樹 

 上部消化管疾患-変貌する疾患構造のなかで実地

医家に求められる最新知識のすべて-:  実地医

家が実践すべき診療のプロセス 胃粘膜下腫瘍

の実地診療 診断のプロセスと治療のタイミン

グ.Medical Practice. 30(7): 1206-1210, 

2013 

 

59. 本多通孝, 中村達雄 

消化管狭窄への挑戦:  消化管瘢痕狭窄発生のメ

カニズム. 

消化器内視鏡. 25(5): 644-651, 2013 

 

60. 本多通孝 

胃の癌 

Q127 胃切除後の残った胃に癌はできますか？

できた場合にどんな治療がありますか？ 

Q128 胃癌の肝転移に対する治療について教え

てください 

Q129 胃癌の腹膜播種に対する治療について教

えてください 

Q130 GISTとはどんな病気ですか？ 

Q131 カルチノイドとはどんな病気ですか？ 

Q132 スキルス胃癌とは何ですか？ 

Q133 膵液瘻とは何ですか？ 

Q134 縫合不全とは何ですか？ 

Q135 審査腹腔鏡とは何ですか？ 

Q136 LECSについて教えてください 

Q137 PETについて教えてください. 

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), pp.132-140, 2013 

 

61. 本多通孝編集 

外科専門医受験のための演習問題と解説.  

東京, 医学書院: 276p., 2013 

 

62. 松村優, 竹村信行, 斎浦明夫, 佐野武, 山口俊晴 

胃癌肝転移に対する治療戦略:  胃癌肝転移に対

する肝切除の適応と予後. 

癌の臨床. 59(5): 473-478, 2013 

 

63. 橋本佳和 

胃の癌 

Q79 胃にはどんな働きがあるか教えてくださ

い 

Q80 噴門腺領域、胃底腺領域、幽門腺領域につ

いて教えてください 

Q81 胃癌は増えていますか？減っています

か？ 

Q82 胃癌に特徴的な症状はありますか？Q83 

胃癌になりやすい人はいますか？Q84 胃癌と

食事は関係ありますか？                

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へする出版: 

pp.85-92, 2013 

 

64. 比企直樹, 橋本佳和, 布部創也, 大橋学, 佐野武, 

山口俊晴 

エキスパートが教える内視鏡外科手術-ポイント

となる解剖の理解:  胃・十二指腸の鏡視下手術 

胃癌に対する鏡視下手術 腹腔鏡下幽門保存胃

切除術. 

消化器外科. 36(5): 572-580, 2013 

 

65. 比企直樹, 布部創也 

必見！完全体腔内再建の極意: 胃全摘術後再

建：サーキュラー・ステイプラーを用いた再建

（引き上げ法）. 

臨床外科. 68(12): 1350-55, 2013 

 

66. 比企直樹 

癌の治療はどのようにするのですか？Q31 癌

の治療にはどんなものがありますか？ 

Q32 癌の集学的治療とはどんな治療ですか？ 

Q33 治癒手術、非治癒手術とはどんなことです

か？ 

Q34 リンパ節郭清とはどんなことですか？ 

Q35 拡大手術、縮小手術とはどんなことです

か？ 

Q36 鏡視下手術とはどんな手術ですか？Q37 

センチネルリンパ節生検・手術とは何ですか？                                   

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.39-44, 2013 

 

67. 比企直樹, 布部創也, 大橋学, 谷村慎哉, 佐野武, 

山口俊晴 

 達人が教える内視鏡手術のKnack & Pitfall:  胃

GISTにおけるLECS(Laparoscopic Endoscopic 

Cooperative Surgery)のKnack & Pitfall. 

手術. 67(8): 1173-1179, 2013 
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68. 永末裕友, 小西毅, 新井正美, 瀧景子, 上野雅資, 

福長洋介, 長山聡, 藤本佳也, 秋吉高志, 山本智

理子 

SMAD4遺伝子変異が診断に有用であった胃限

局型若年性ポリポーシスの1例. 

日本消化器外科学会雑誌. 46(5): 325-333, 

2013 

 

69. 池田篤志, 小西毅, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 

藤本佳也, 秋吉高志, 長嵜寿矢, 永田淳, 向井俊

貴, 大野吏輝, 比企直樹, 佐野武, 山口俊晴, 武

藤徹一郎 

1,601例のサーベイランスデータに基づく、腹腔

鏡下大腸手術におけるSSI頻度と問題点の検討.

日本外科感染症学会雑誌. 10(3): 265-274, 

2013 

 

70. 清川貴志 

胃の癌 

Q89 胃癌の組織型とはどういう意味ですか？ 

Q90 胃癌は胃のどこからできるのですか？

Q91 胃の悪性リンパ腫はどんな病気ですか？

Q92 胃癌をみつける検査にはどんなものがあ

りますか？ 

Q93 胃癌は血液検査でわかりますか？.新 癌に

ついての質問に答える (「コンセンサス癌治療」

編集委員会編集), 東京, へるる出版: pp.96-99, 

2013 

 

71. 清川貴志, 布部創也, 比企直樹, 本多通孝, 田中

友理, 山口俊晴 

腹腔鏡下幽門保存胃切除術における術中病理診

断の重要性を示す1例. 

日本内視鏡外科学会雑誌. 18(6): 685-689, 

2013 

 

72. 渡邊雅之 

食道がん 食道がん診断・治療の最前線.日本癌

治療学会誌. 48(2): 329-343, 2013 

 

73. 田中友理 

胃の癌 

Q97 CT検査でどんなことがわかりますか？

Q98 血行性転移とはどんなことですか？ 

Q99 リンパ節転移とはどんなことですか？ 

Q100 腹膜播種とはどんなことですか？ 

Q101 胃癌の臨床病期（Stage）分類を教えてく

ださい 

Q102 胃癌のStage別生存率はどのくらいです

か？ 

Q103 早期胃癌にはどんな型がありますか？

Q104 早期胃癌でもリンパ節転移はあります

か？. 

新 癌についての質問に答える (「コンセンサス

癌治療」編集委員会編集), 東京, へるす出版: 

pp.103-110, 2013 

 

74. 福長洋介, 上野雅資, 長山聡, 藤本佳也, 小西毅, 

秋吉高志 

手術手技 下部直腸癌に対する腹腔鏡下手術 

側方郭清を含めて. 

手術. 67(3): 355-359, 2013 

 

75. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅, 山口俊晴 

CRT時代の直腸癌手術：最善の戦略は何か：術

前CRT症例における術後の問題：術後補助化学

療法の必要性と術後機能障害. 

臨床外科. 68(3): 296-300, 2013 

 

76. 秋吉高志, 上野雅資, 福長洋介, 長山聡, 藤本佳

也, 小西毅 

イレウスの手術up to date:  機械的単純性イレ

ウスに対する開腹解除術. 

手術. 67(2): 155-159, 2013 

 

77. 秋吉高志, 岡田祥子 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき: 大

腸がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 3(1): 

22-27, 2013 

 

78. 窪田健, 比企直樹, 佐野武, 岡本和真, 市川大輔, 

小松周平, 大辻英吾, 山口俊晴 

 消化器外科領域におけるドレーンの適正使用:  

胃切除術/予防的ドレーンの必要性と適正使用. 

 日本外科感染症学会雑誌. 10(4): 401-407, 

2013 

 

79. 竹村信行, 齋浦明夫, 古賀倫太郎, 佐野武, 山口

俊晴 

切徐可能なStage IV胃癌に対する外科治療:  

手術の適応と成績 肝転移例 胃癌同時性肝転

移の手術適応と治療成績.臨床外科. 68(13): 

1416-1421, 2013 

 

80. 高橋祐, 平山光代 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流 

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき: 
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膵臓がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 3(1): 

42-47, 2013 

 

81. 高橋祐, 有田淳一, 古賀倫太郎, 齋浦明夫 

消化器癌術後フォローアップ:  膵癌術後フォロ

ーアップ. 

外科. 75(10): 1077-1083, 2013 

 

82. 高橋道郎, 齋浦明夫 

指導にそのまま使える!アレンジできる!臓器&

主要10術式別 患者説明パンフレット集:  肝

臓の手術を受ける患者さんへ. 

消化器外科Nursing. 18(10): 894-902, 2013 

 

83. 齋浦明夫, 高橋祐, 古賀倫太郎, 有田淳一 

吻合・縫合手技のコツと注意点:  膵切除後再建 

膵断端縫合. 

消化器外科. 36(10): 1489-1496, 2013 

 

 

乳腺外科 

1. Fukada, I., Nishimura, S., Tanabe, M., 

Morizono, H., Makita, M., Gomi, N., Horii, R., 

Akiyama, F., Iwase, T. 

Clear cell sarcoma of the neck which 

metastasized to the mammary gland. 

Case. Rep. Oncol. 6(1): 55-61, 2013 

 

2. Izumori, A., Horii, R., Akiyama, F., Iwase, T. 

Proposal of a novel method for observing the 

breast by high-resolution ultrasound 

imaging: understanding the normal breast 

structure and its application in an 

observational method for detecting 

deviations. 

Breast Cancer. 20(1): 83-91, 2013 

 

3. 中島絵里, 岩瀬拓士 

誌上ディベート 乳腺を取る?取らない? 乳腺

を取る. 

アンチ・エイジング医学. 9(5): 740-743, 2013 

 

4. 岡田明子, 宮城由美, 森園英智, 秋山太, 岩瀬拓

士 

乳管内癌巣に粗大な石灰化を伴う浸潤性乳管癌

の１例. 

乳癌の臨床. 28(4): 441-446, 2013 

 

5. 岩村八千代, 木村聖美, 森園英智, 飯島耕太郎, 

宮城由美, 西村誠一郎, 蒔田益次郎, 小泉満, 堀

井理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

診断治療の工夫 乳癌のセンチネルリンパ節内

のRIの分布と転移巣の局在に関する検討. 

乳癌の臨床. 28(2): 235-238, 2013 

 

6. 岩瀬拓士, 大迫智, 秋山太 

乳癌のセンチネルリンパ節生検：OSNA法の

Whole node検索から見えてくるもの.リンパ学. 

36(2): 91-94, 2013 

 

7. 米倉利香, 西村誠一郎, 荻谷朗子, 田辺真彦, 何

森亜由美, 坂井威彦, 森園英智, 木村聖美, 飯島

耕太郎, 宮城由美, 蒔田益次郎, 五味直哉, 堀井

理絵, 秋山太, 岩瀬拓士 

画像上乳癌が疑われた梗塞壊死を伴った乳管腺

腫の1例. 

乳癌の臨床. 28(2): 225-230, 2013 

 

8. 荻谷朗子, 武石優子 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき:  乳

がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 3(1): 

34-41, 2013 

 

9. 蒔田益次郎 

妊娠と乳癌:  妊娠関連乳癌の頻度と予後につい

て. 

乳癌の臨床. 28(1): 7-16, 2013 

 

 

乳腺内科 
1. Aogi, K., Rai, Y., Ito, Y., Masuda, N., 

Watanabe, J., Horiguchi, J., Tokudome, T., 
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22. 武田知子 

アセスメントとモニタリングができる!新人ナー

スのための全身麻酔・局所麻酔4日間速習レクチ

ャー:  3日目 抜管・覚醒時の麻酔介助とアセ

スメント.オペナーシング. 28(6): 620-639, 

2013 

 

23. 武田知子 

どうして?がすぐわかる!! 器械出し・外回りの

超注意POINT(第33回) 非定形的乳房切除術 

センチネルリンパ節生検色素併用

RI(radioisotope)法 ティッシュエキスパンダ

ー挿入.オペナーシング. 28(12): 1258-1264, 

2013 

 

24. 武田知子 

どうして?がすぐわかる!!器械出し・外回りの超

注意POINT(第32回) 乳房部分切除 センチネ

ルリンパ節生検色素併用RI(radioisotope)法 

腋窩リンパ節郭清.オペナーシング. 28(11): 

1143-1149, 2013 

 

25. 武石優子 

リハビリテーションの継続とセルフケア支援.が

ん看護セレクション：乳がん患者ケア (阿部恭子, 

矢形寛編集), 東京, 学研メディカル秀潤社: 

pp.227-232, 2013 

 

26. 武石優子 

手術療法時のケア.がん看護セレクション： 

乳がん患者ケア (阿部恭子, 矢形寛編集), 東京, 

学研メディカル秀潤社: pp.145-155, 2013 

 

27. 水野俊美 

疼痛緩和を目的として、泌尿器科医とどのよう

な協力体制をとっていますか？.Prostate 

Cancer Frontier. 2(1): 13-15, 2013 

 

28. 濱口恵子 

看護現場におけるベッドサイドの研究倫理.北日

本看護学会誌. 15(2): 9-12, 2013 

 

29. 石川加奈子 

がん患者の創傷ケア：がん終末期の褥瘡ケア.AL 

media. 17: 3, 2013 

 

30. 秋吉高志, 岡田祥子 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき: 大

腸がん.プロフェッショナルがんナーシング. 

3(1): 22-27, 2013 

 

31. 稲城陽子 

看護師国家試験状況設定問題：第6回 肺がん患

者の看護.ナーシング・キャンパス. 1(6)2013 
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32. 荻谷朗子, 武石優子 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき:  

乳がん.プロフェッショナルがんナーシング. 

3(1): 34-41, 2013 

 

33. 藤木由佳子 

抗がん剤外来治療コンセプトシート2013:  各

職種の役割 外来がん化学療法室に勤務する看

護師への教育.医学のあゆみ. 246(9): 721-728, 

2013 

 

34. 野村秀高, 本田まゆみ 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき: 卵

巣がん.プロフェッショナルがんナーシング. 

3(1): 60-64, 2013 

 

35. 鈴木佳代, 松原みのり, 斉藤明子 

手術を待つ患者家族への医療チームとしての働

きかけ.日本手術医学会誌. 34(1): 56-58, 2013 

 

36. 高橋祐, 平山光代 

治療に伴う看護特集 主要な12がんの診療の流

れ 患者説明にそのまま使えるシートつき:  膵

臓がん.プロフェッショナルがんナーシング. 

3(1): 42-47, 2013 

 

 

薬剤部 
1. Hara, T., Chiba, T., Abe, K., Makabe, A., 

Ikeno, S., Kawakami, K., Utsunomiya, I., 

Hama, T., Taguchi, K. 

Effect of paclitaxel on transient receptor 

potential vanilloid 1 in rat dorsal root 

ganglion.Pain. 154(6): 882-9, 2013 

 

2. 今田洋司, 濱敏弘 

外科医が知っておくべき癌治療の薬物療法:  抗

癌薬の種類と作用機序.外科. 75(12): 

1266-1272, 2013 

 

3. 前勇太郎, 濱敏弘 

新薬くろ～ずあっぷ スチバーガ錠40mg(レゴ

ラフェニブ錠).調剤と情報. 19(12): 

1667-1673, 2013 

 

4. 川上和宜 

腎細胞癌：服薬指導・薬剤情報肺癌：服薬指導・ 

薬剤情報.今日の治療指針：2013 (福井次矢, 高 

木誠, 小室一成総編集), 東京, 医学書院: 2013 

 

5. 川上和宜 

臨床で気になる"なに"と"なぜ"に答える:  がん

薬物療法 手足症候群と末梢神経障害の見分け

方・対処法を教えてください.薬事. 55(3): 

354-356, 2013 

 

6. 杉田一男 

モチベーションを維持する方法.東京都病院薬剤

師会雑誌. 62(1): 42, 2013 

 

7. 濱敏弘 

大腸癌：服薬指導・薬剤情報痛風：服薬指導・

薬剤情報. 

今日の治療指針：2013 (福井次矢, 高木誠, 小

室一成総編集), 東京, 医学書院: 2013 

 

8. 濱敏弘, 戸谷渡 

病院DIにおける医薬品評価と安全対策(第3回) 

がん研有明病院での取り組み 抗がん薬の評価

と安全対策.日本病院薬剤師会雑誌. 49(8): 

851-854, 2013 

 

9. 竹野伸洋, 小倉玲子, 鈴木賢一, 濱敏弘 

臨床におけるメサドンの適応と効果:  メサドン

とは メサドンの薬理・薬物動態を中心に.ペイ

ンクリニック. 34(11): 1479-1487, 2013 

 

10. 蓑輪雄一 

病態別栄養療法 処方設計のコツ:  病態別栄養

療法 考え方と処方設計のコツ 腎機能障

害.Clinical Pharmacist. 5(6): 542-548, 2013 

 

11. 鈴木賢一, 濱敏弘 

新薬くろ～ずあっぷ ザーコリカプセル200mg、

250mg(クリゾチニブ).調剤と情報. 19(1): 

95-101, 2013 

 

 

医療安全管理部 
1. 長田理 

あらゆる科で役立つ!麻酔科で学びたい技術 手

にとるようにわかる、麻酔の基本概念と手技・

周術期管理のポイント、知っておくべき病態の

知識:  (第3章)周術期管理の基本の習得を目指

す 術後疼痛管理の戦略.レジデントノート. 

15(5): 933-937, 2013 
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健診センター 
1. 加藤薫, 窪田素子, 鈴木朋子, 今井瑞香, 岡田和

久, 千野直子, 横山知子, 大川信彦, 土田知宏, 

五十嵐正広 

"鎮静"をマスターする:  上部消化管内視鏡 検

診・人間ドックにおける鎮静 当院での経験を

中心に.消化器内視鏡. 25(4): 535-541, 2013 
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【 2014年 】 

呼吸器内科 

1. Friboulet, L., Li, N., Katayama, R., Lee, C.C., 

Gainor, J.F., Crystal, A.S., Michellys, P.Y., 

Awad, M.M., Yanagitani, N., Kim, S., 

Pferdekamper, A.C., Li, J., Kasibhatla, S., 

Sun, F., Sun, X., Hua, S., McNamara, P., 

Mahmood, S., Lockerman, E.L., Fujita, N., 

Nishio, M., Harris, J.L., Shaw, A.T., 

Engelman, J.A. 

The ALK inhibitor ceritinib overcomes 

crizotinib resistance in non-small cell lung 

cancer.Cancer Discov. 4(6): 662-73, 2014 

 

2. Hamanaka, W., Motoi, N., Ishikawa, S., 

Ushijima, M., Inamura, K., Hatano, S., 

Uehara, H., Okumura, S., Nakagawa, K., 

Nishio, M., Horai, T., Aburatani, H., 

Matsuura, M., Iwasaki, A., Ishikawa, Y. 

A subset of small cell lung cancer with low 

neuroendocrine expression and good 

prognosis: a comparison study of surgical 

and inoperable cases with biopsy.Hum. 

Pathol. 45(5): 1045-56, 2014 

 

3. Horiike, A., Yamamoto, N., Tanaka, H., 

Yanagitani, N., Kudo, K., Ohyanagi, F., Ono, 

A., Naito, T., Murakami, H., Horai, T., Nishio, 

M. 

Phase II study of erlotinib for acquired 

resistance to gefitinib in patients with 

advanced non-small cell lung 

cancer.Anticancer Res. 34(4): 1975-81, 

2014 

 

4. Janne, P.A., Ou, S.H., Kim, D.W., Oxnard, 

G.R., Martins, R., Kris, M.G., Dunphy, F., 

Nishio, M., O'Connell, J., Paweletz, C., 

Taylor, I., Zhang, H., Goldberg, Z., Mok, T. 

Dacomitinib as first-line treatment in 

patients with clinically or molecularly 

selected advanced non-small-cell lung 

cancer: a multicentre, open-label, phase 2 

trial.Lancet Oncol. 15(13): 1433-41, 2014 

 

5. Kubota, K., Hida, T., Ishikura, S., Mizusawa, 

J., Nishio, M., Kawahara, M., Yokoyama, A., 

Imamura, F., Takeda, K., Negoro, S., 

Harada, M., Okamoto, H., Yamamoto, N.,  

6. Shinkai, T., Sakai, H., Matsui, K., Nakagawa, 

K., Shibata, T., Saijo, N., Tamura, T. 

Etoposide and cisplatin versus irinotecan 

and cisplatin in patients with limited-stage 

small-cell lung cancer treated with etoposide 

and cisplatin plus concurrent accelerated 

hyperfractionated thoracic radiotherapy 

(JCOG0202): a randomised phase 3 

study.Lancet Oncol. 15(1): 106-13, 2014 

 

7. Misumi, Y., Nishio, M., Takahashi, T., 

Ohyanagi, F., Horiike, A., Murakami, H., 

Kenmotsu, H., Yamamoto, N., Ishii, M., 

Shimokawa, T., Hida, N., Okamoto, H. 

A feasibility study of carboplatin plus 

irinotecan treatment for elderly patients 

with extensive disease small-cell lung 

cancer.Jpn. J. Clin. Oncol. 44(2): 116-21, 

2014 

 

8. Nagashima, K., Iwasa, S., Yanai, T., 

Hashimoto, H., Suzuki, K., Ohyanagi, F., 

Shimada, Y., Yamamoto, N. 

A double-blind randomized Phase II study of 

olanzapine 10 mg versus 5 mg for emesis 

induced by highly emetogenic 

chemotherapy.Jpn. J. Clin. Oncol. 45(2): 

229-231, 2014 

 

9. Ohyanagi, F., Yanagitani, N., Kudo, K., 

Kawano, Y., Sakatani, T., Tanimoto, A., 

Nishizawa, H., Horiike, A., Hagiwara, S., 

Horai, T., Nishio, M. 

Phase II study of 

docetaxel-plus-bevacizumab combination 

therapy in patients previously treated for 

advanced non-squamous non-small cell lung 

cancer.Anticancer Res. 34(9): 5153-8, 2014 

 

10. Ono, H., Motoi, N., Nagano, H., Miyauchi, E., 

Ushijima, M., Matsuura, M., Okumura, S., 

Nishio, M., Hirose, T., Inase, N., Ishikawa, 

Y. 

Long noncoding RNA HOTAIR is relevant to 

cellular proliferation, invasiveness, and 

clinical relapse in small-cell lung 

cancer.Cancer Med. 3(3): 632-642, 2014 

 

11. Satouchi, M., Kotani, Y., Shibata, T., Ando, 

M., Nakagawa, K., Yamamoto, N., Ichinose, 
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Y., Ohe, Y., Nishio, M., Hida, T., Takeda, K., 

Kimura, T., Minato, K., Yokoyama, A., Atagi, 

S., Fukuda, H., Tamura, T., Saijo, N. 

Phase III study comparing amrubicin plus 

cisplatin with Irinotecan plus cisplatin in the 

treatment of extensive-disease small-cell 

lung cancer: JCOG 0509.J. Clin. Oncol. 

32(12): 1262-8, 2014 

 

12. Seto, T., Kato, T., Nishio, M., Goto, K., Atagi, 

S., Hosomi, Y., Yamamoto, N., Hida, T., 

Maemondo, M., Nakagawa, K., Nagase, S., 

Okamoto, I., Yamanaka, T., Tajima, K., 

Harada, R., Fukuoka, M. 

Erlotinib alone or with bevacizumab as 

first-line therapy in patients with advanced 

non-squamous non-small-cell lung cancer 

harbouring EGFR mutations (JO25567): an 

open-label, randomised, multicentre, phase 

2 study.Lancet Oncol. 15(11): 1236-44, 

2014 

 

13. 丹保裕一, 西尾誠人 

AlectinibとLDK378.腫瘍内科. 13(6): 

805-809, 2014 

 

14. 丹保裕一, 西尾誠人 

肺癌の分子標的治療 個別化薬物治療の新たな

展開：肺癌治療における分子標的薬の使い方の

コツ!投与のタイミングと耐性発現時の対応 

ALK阻害薬.薬局. 65(12): 2916-2921, 2014 

 

15. 柳谷典子, 大柳文義, 行徳宏, 西澤弘成, 宝来威, 

西尾誠人 

クリゾチニブ投与中に複雑性腎嚢胞を認めた

ALK陽性非小細胞肺癌の2例.日本呼吸器学会誌. 

3(6): 809-812, 2014 

 

16. 柳谷典子, 西尾誠人 

肺癌:最新の分子標的療法: ALK阻害薬.Pharma 

Medica. 32(11): 33-36, 2014 

 

17. 行徳宏, 西尾誠人 

肺がん治療の進歩と展望: 血管新生を標的とした 

肺がん治療の進歩と展望.腫瘍内科.  

. 13(1): 25-33, 2014 

 

18. 西尾誠人, 岡本浩明, 加藤晃史, 細見幸生 

EGFR遺伝子変異陽性肺癌に対する治療戦略 

と副作用対策.Progress in Medicine. 34(11): 

1973-1976, 2014 

 

19. 西尾誠人 

IV期非小細胞肺癌に対する治療戦略 維持療法.

肺癌. 54(7): 887-891, 2014 

 

20. 西澤弘成, 柳谷典子, 谷本梓, 河野裕子, 中富克

己, 堀池篤, 大柳文義, 宮内栄作, 上原浩文, 奥

村栄, 宝来威, 西尾誠人 

細径気管支鏡によって肉眼的に観察し得た食道

原発悪性黒色腫の孤立肺転移の1例.気管支学. 

36(4): 417-421, 2014 

 

21. 西澤弘成, 西尾誠人 

肺癌分子標的治療薬の最新情報: EGFR-TKI治療

の新展開 Afatinibの最新情報と今後の展望.呼

吸器内科. 26(2): 78-83, 2014 

 

 

呼吸器外科 
1. Hamanaka, W., Motoi, N., Ishikawa, S., 

Ushijima, M., Inamura, K., Hatano, S., 

Uehara, H., Okumura, S., Nakagawa, K., 

Nishio, M., Horai, T., Aburatani, H., 

Matsuura, M., Iwasaki, A., Ishikawa, Y. 

A subset of small cell lung cancer with low 

neuroendocrine expression and good 

prognosis: a comparison study of surgical 

and inoperable cases with biopsy.Hum. 

Pathol. 45(5): 1045-56, 2014 

 

2. Inamura, K., Ninomiya, K., Nomura, K., 

Tsuchiya, E., Satoh, Y., Okumura, S., 

Nakagawa, K., Takata, A., Kohyama, N., 

Ishikawa, Y. 

Combined effects of asbestos and cigarette 

smoke on development of lung 

adenocarcinoma: different carcinogens may 

cause different genomic changes.Oncol. Rep. 

32(2): 475-82, 2014 

 

3. Kawaguchi, K., Yokoi, K., Niwa, H., Ohde, Y., 

Mori, S., Okumura, S., Shiono, S., Ito, H., 

Yano, M., Shigemitsu, K., Hiramatsu, Y., 

Okami, J., Saito, H. 

Trimodality therapy for lung cancer with 

chest wall invasion: Initial results of a phase 

II study.Ann. Thorac. Surg. 98(4): 1184-91, 

2014 
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4. Mimae, T., Tsutani, Y., Miyata, Y., Yoshiya, 

T., Ibuki, Y., Kushitani, K., Takeshima, Y., 

Nakayama, H., Okumura, S., Yoshimura, M., 

Okada, M. 

Role of lymphatic invasion in the prognosis 

of patients with clinical node-negative and 

pathologic node-positive lung 

adenocarcinoma.J. Thorac. Cardiovasc. 

Surg. 147(6): 1820-6, 2014 

 

5. Nakada, T., Okumura, S., Kuroda, H., 

Uehara, H., Mun, M., Sakao, Y., Nakagawa, 

K. 

Outcome of radical surgery for pulmonary 

metastatic osteosarcoma with secondary 

spontaneous pneumothorax: case series 

report.Ann. Thorac. Cardiovasc. Surg. 

20(Suppl.): 574-7, 2014 

 

6. Okada, M., Mimae, T., Tsutani, Y., 

Nakayama, H., Okumura, S., Yoshimura, M., 

Miyata, Y. 

Segmentectomy versus lobectomy for 

clinical stage IA lung adenocarcinoma.Ann. 

Cardiothorac. Surg. 3(2): 153-9, 2014 

 

7. Ono, H., Motoi, N., Nagano, H., Miyauchi, E., 

Ushijima, M., Matsuura, M., Okumura, S., 

Nishio, M., Hirose, T., Inase, N., Ishikawa, 

Y. 

Long noncoding RNA HOTAIR is relevant to 

cellular proliferation, invasiveness, and 

clinical relapse in small-cell lung 

cancer.Cancer Med. 3(3): 632-642, 2014 

 

8. Sakao, Y., Kuroda, H., Mun, M., Uehara, H., 

Motoi, N., Ishikawa, Y., Nakagawa, K., 

Okumura, S. 

Prognostic significance of tumor size of small 

lung adenocarcinomas evaluated with 

mediastinal window settings on computed 

tomography.PLoS One. 9(11): e110305, 

2014 

 

9. Tsutani, Y., Miyata, Y., Nakayama, H., 

Okumura, S., Adachi, S., Yoshimura, M., 

Okada, M. 

Appropriate sublobar resection choice for 

ground glass opacity-dominant clinical stage 

IA lung adenocarcinoma: wedge resection 

or segmentectomy.Chest. 145(1): 66-71, 

2014 

 

10. Tsutani, Y., Miyata, Y., Nakayama, H., 

Okumura, S., Adachi, S., Yoshimura, M., 

Okada, M. 

Segmentectomy for clinical stage IA lung 

adenocarcinoma showing solid dominance 

on radiology.Eur. J. Cardiothorac. Surg. 

46(4): 637-42, 2014 

 

11. Tsutani, Y., Miyata, Y., Nakayama, H., 

Okumura, S., Adachi, S., Yoshimura, M., 

Okada, M. 

Sublobar resection for lung adenocarcinoma 

meeting node-negative criteria on 

preoperative imaging.Ann. Thorac. Surg. 

97(5): 1701-7, 2014 

 

12. 奥村栄 

1枚のシェーマ 肋間筋弁の被覆.胸部外科. 

67(2): 134, 2014 

 

13. 奥村栄, 坂尾幸則 

肺癌手術におけるハサミの使いわけ.日本医事新

報, (4719): 60-61, 2014 

 

14. 後藤英典, 上原浩文, 齋藤雄一, 元井紀子, 石川

雄一, 奥村栄 

EGFR陽性肺癌とALK陽性肺癌が併存した同時

性多発肺癌の2例.肺癌. 54(3): 146-152, 2014 

 

15. 後藤英典, 中尾将之, 大柳文義, 二宮浩範, 森彰

平, 松浦陽介, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 丹保

裕一, 柳谷典子, 堀池篤, 宝来威, 西尾誠人, 奥

村栄 

気管支鏡検査中に脳空気塞栓症を発症した1例.

気管支学. 36(6): 649-655, 2014 

 

16. 松浦陽介, 中尾将之, 上原浩文, 文敏景, 中川健, 

奥村栄 

胸膜内リンパ管浸潤をきたした肺MALTリンパ

腫の1切除例.日本呼吸器外科学会雑誌. 28(4): 

526-531, 2014 

 

17. 西澤弘成, 柳谷典子, 谷本梓, 河野裕子, 中富克

己, 堀池篤, 大柳文義, 宮内栄作, 上原浩文, 奥

村栄, 宝来威, 西尾誠人 

細径気管支鏡によって肉眼的に観察し得た食道

原発悪性黒色腫の孤立肺転移の1例. 
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気管支学. 36(4): 417-421, 2014 

 

 

消化器内科 
1. Benhaim, L., Gerger, A., Bohanes, P., Paez, 

D., Wakatsuki, T., Yang, D., Labonte, M.J., 

Ning, Y., El-Khoueiry, R., Loupakis, F., 

Zhang, W., Laurent-Puig, P., Lenz, H.J. 

Gender-specific profiling in SCN1A 

polymorphisms and time-to-recurrence in 

patients with stage II/III colorectal cancer 

treated with adjuvant 5-fluoruracil 

chemotherapy.Pharmacogenomics J. 14(2): 

135-41, 2014 

 

2. Fujishiro, M., Kaminishi, M., Hiki, N., Oda, I., 
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会雑誌. 6(1): 61-64, 2014 
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34. 米瀬淳二 

どう見える?どう扱う?低位前方切除術のメルク

マール-Neurovascular Bundle/Denonvilliers

筋膜/骨盤内臓神経+骨盤神経叢/下腹神経+腰

内臓神経-: Neurovascular Bundle 泌尿器外

科医の視点 開腹手術.手術. 68(8): 

1039-1043, 2014 

 

35. 米瀬淳二 

前立腺癌の診療ナビゲーション-わかりやすく丁

寧に!: 前立腺癌の治療と問題点 《前立腺全摘

除術》 前立腺全摘除術(恥骨後式)の実際と問題

点 恥骨後式前立腺全摘除術の適応と手術のポ
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拡大前立腺全摘 膀胱頸部の処理.日本ミニマム

創泌尿器内視鏡外科学会雑誌. 6(1): 41-45, 

2014 
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5. 照井康仁 
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7. 照井康仁 

最新がん薬物療法学-がん薬物療法の最新知見-: 

がん薬物治療薬の作用機序 殺細胞性抗悪性腫

瘍薬 その他の殺細胞性抗悪性腫瘍薬.日本臨床. 
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8. 照井康仁 
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彦編), 大阪, 最新医学社: pp.24-30, 2014 
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リンパ系腫瘍に対する抗体医薬の進歩: 抗

CD30抗体brentuximab vedotinの開発動向と
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29(9): 866-868, 2014 

 

10. 畠清彦 
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249(5): 449, 2014 

 

11. 畠清彦, 石黒洋, 石岡千加史 

抗体によるがん分子標的治療: 固形がん分子標

的治療薬と抗体療法 抗体薬の領域別位置づけ、
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2014 
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最新がん薬物療法学-がん薬物療法の最新知見：

がん薬物治療薬の作用機序 分子標的治療薬 

抗体治療薬 抗体治療薬の現状と展望 概論. 
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総合腫瘍科 
1. Araki, K., Fukada, I., Horii, R., Takahashi, S., 

Akiyama, F., Iwase, T., Ito, Y. 

Lapatinib-associated mucocutaneous 

toxicities are clinical predictors of improved 
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2. Mukai, H., Takahashi, S., Nozawa, M., 

Onozawa, Y., Miyazaki, J., Ohno, K., Suzuki, 

K. 
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Motoi, N., Gokita, T., Ae, K., Tanizawa, T., 
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4. 仲野兼司, 川端一嘉 
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頭・喉頭癌に対する化学療法.JOHNS. 30(8): 
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5. 仲野兼司 

頭頸部癌に対する最新治療: 薬物療法 頭頸部

癌への分子標的治療.頭頸部癌Frontier. 2(1): 

44-47, 2014 

 

6. 小倉真理子 

胃がんの抗癌剤治療の進歩.Vita. 

31(1): 42-49, 2014 
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がん研有明病院の抗がん剤・放射線治療に向き

あう食事：食べたい気持ち応援します！. 東京, 

女子栄養大学出版部: 135p., 2014 

 

8. 稲垣里奈 

抗がん薬投与指示の根拠が知りたい! レジメン

の中身がわかる! 分子標的薬/抗悪性腫瘍薬/ホ

ルモン療法薬Q&A: 抗がん薬・レジメンに関す
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における「急速」と「持続」の違いについて.ナ

ーシング. 34(2): 17, 2014 

 

9. 稲垣里奈 

抗がん薬投与指示の根拠が知りたい! レジメン

の中身がわかる! 分子標的薬/抗悪性腫瘍薬/ホ

ルモン療法薬Q&A: 抗がん薬・レジメンに関す

る指示への疑問 ベバシズマブの血圧コントロ

ールと患者指導のポイント.ナーシング. 34(2): 

20-21, 2014 

 

10. 稲垣里奈 

抗がん薬投与指示の根拠が知りたい! レジメン

の中身がわかる! 分子標的薬/抗悪性腫瘍薬/ホ

ルモン療法薬Q&A: 抗がん薬・レジメンに関す

る指示への疑問 分子標的薬の初回と2回目以

降の投与速度の違いとその根拠.ナーシング. 

34(2): 18-19, 2014 

 

11. 稲垣里奈 

抗がん薬投与指示の根拠が知りたい! レジメン

の中身がわかる! 分子標的薬/抗悪性腫瘍薬/ホ

ルモン療法薬Q&A: 抗がん薬・レジメンに関す

る指示への疑問 投与速度が厳密に決められて

いる抗がん薬について.ナーシング. 34(2): 16, 

2014 

 

12. 稲垣里奈 

抗がん薬投与指示の根拠が知りたい! レジメン
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14. 高橋俊二 
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PET診断.臨床泌尿器科. 68(13): 1040-1045, 

2014 

 

15. 高橋俊二 

日本の去勢抵抗性前立腺がん(CRPC)治療の新
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827-831, 2014 
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明解!! 必携 泌尿器科診療の手引き: 化学療法のお

もな副作用とその対策.泌尿器外科. 27(特別

号): 33-39, 2014 
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ロファイルを読み解く 抗RANKL抗体(デノス

マブ). 

薬事. 56(7): 1069-1074, 2014 

 

2. 中山耕之介ほか分担執筆 

痛風・高尿酸血症治療薬ほか. 

2014年治療薬マニュアル (高久史麿, 矢崎義雄, 

北原光夫ほか編集), 東京, 医学書院: 2014 

 

3. 志賀太郎 

Onco-cardiology-臨床と研究のあらたなステー
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麻酔科 

1. Arima, T., Nagata, O., Miura, T., Ikeda, K., 

Mizushima, T., Takahashi, A., Sakaida, K. 

Comparative analysis of airway scope and 

Macintosh laryngoscope for intubation 

primarily for cardiac arrest in prehospital 

setting.Am. J. Emerg. Med. 32(1): 40-3, 

2014 

 

2. 横田美幸, 大島勉, 関誠 

医師賠償責任保険について.麻酔科研修ノート：

anesthesiology 改訂第2版 (稲田英一責任編集, 

上村裕一, 土田英昭, 村川雅洋編), 東京, 診断

と治療社: pp.44-49, 2014 

 

3. 長田理 

II 静脈麻酔薬の薬理：総論 1.薬物動態の基礎お

よび2. 薬力学の基礎. 

(For professional anesthesiologists) 静脈麻

酔 (稲垣喜三編), 東京, 克誠堂出版: 2014 

 
 
疼痛治療科 

1. 服部政治, 寳田潤子 

痛みのマネジメントupdate 基礎知識から緩和

ケアまで: 痛みの基礎知識 痛みの疫学 がん

疼痛の疫学.日本医師会雑誌. 143(特別1): 

S56-S57, 2014 

 

 

形成外科 
1. 松本誠一, 阿江啓介, 澤泉雅之 

形成外科医のための手外科の基本: 手部の悪性

骨・軟部腫瘍の診断と治療.形成外科. 57(増刊): 

S98-S105, 2014 

 

2. 梁太一, 澤泉雅之, 岩瀬拓士, 五味直哉 

乳房シリコーンインプラントのMRI画像検査.日

本形成外科学会会誌. 34(9): 652-657, 2014 

 

3. 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

乳房再建の新たな展開-人工乳房の保険適用後ど

う変わったか-: 人工乳房を用いた乳房一次再建

術における周術期管理.乳癌の臨床. 29(3): 

247-253, 2014 

 

4. 澤泉雅之, 岩瀬拓士 

乳癌に対するoncoplastic surgery: 乳房再建

術 インプラントを用いた乳房一次再建術.外科. 

76(9): 993-999, 2014 

 

5. 澤泉雅之, 棚倉健太 

有茎穿通枝皮弁による四肢の再建： 足・下肢 

後脛骨動脈穿通枝皮弁(PTAp flap).PEPARS, 

(95): 62-70, 2014 
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1. 辻英貴, 張大行, 今川幸宏, 有田量一, 古田実 

手術相談室 症例呈示 眼瞼悪性腫瘍の切除と

眼瞼再建術.眼科手術. 27(4): 577-582, 2014 

 

2. 辻英貴 

眼窩内容除去術.眼手術学 1; 総論・眼窩 (大鹿

哲郎, 後藤浩編集), 東京, 文光堂: pp.393-398, 

2014 

 

3. 辻英貴 

角結膜腫瘍 臨床的見地から.眼科. 56(11): 

1323-1331, 2014 

 

 

感染症科 
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Sawa, T., Hasegawa, K., Saji, T., Yamaguchi, 

K., Tateda, K. 

Spread of CTX-M-15 extended-spectrum β

-lactamase-producing Escherichia coli 

isolates through household contact and 
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-lactamase producing Escherichia coli in the 
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ESBL産生菌陽性患者転院時の対応.日本医事新
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4. 原田壮平 

症例から学ぶ感染症セミナー-症例の疑問点から

研究的考察へ-食道がん化学療法中に出現した肺

陰影.感染症学雑誌. 88(6付録): 15-20, 2014 

 

 

5. 羽山ブライアン 

知らなきゃ損する!Doctor's pearl: 診断・治療 

HIV検査とその後のマネジメント 「この患者さ

んの症状、なんか変だな」と思ったら迷わずHIV

スクリーニング!治療. 96(4月増刊): 504-505, 

2014 
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2. 星野惠津夫 

日中における伝統薬によるがん治療の現状: 日

本における伝統薬によるがん治療の現状 内科
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of a novel synthetic collagen gel. 
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Sugie, C., Tamaki, Y., Onishi, H. 
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with primary central nervous system 
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Usui, N., Miyazaki, K., Wasada, I., 

Nakamura, S., Matsuno, Y., Oshimi, K., 

Kinoshita, T., Tsukasaki, K., Tobinai, K. 
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6. Yamamoto, S., Kawakami, S., Yonese, J., 

Fujii, Y., Urakami, S., Kitsukawa, S., Masuda, 
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Kohno, A., Fukui, I. 
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7. Yamamoto, S., Fujii, Y., Masuda, H., 
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太 
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太 

乳腺lipophyllodes tumorの1例.乳癌の臨床. 
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74. 矢野聖二, 竹内賢吾, 萩原弘一 

がん分子診断のパラダイムシフト：がん分子診

断のパラダイムシフト.最新医学. 69(12): 

2489-2497, 2014 

 

75. 石川雄一 

職業・環境発がん:メカニズムと病理: アスベス

ト関連肺癌の病理と分子疫学.病理と臨床. 

32(6): 627-631, 2014 

 

76. 石田直子, 木村聖美, 蒔田益次郎, 堀井理絵, 秋

山太, 岩瀬拓士 

主乳管内に突出し血性乳頭分泌を呈した乳腺葉

状腫瘍の3例.乳癌の臨床. 29(1): 87-92, 2014 

 

77. 秋山太 

乳癌治療の新展開: 分子診断の最新動向.クリニ

シアン. 61(9-10): 889-893, 2014 

 

78. 竹内賢吾 

ゲノム創薬と病理: (第I部)ゲノム創薬のための

シーズ探索研究 がんの病理形態学を基盤とす

る新規融合遺伝子同定.病理と臨床. 32(8): 

845-849, 2014 

 

79. 竹内賢吾, 坂田征士 

個別化医療を拓くがんゲノム研究-解き明かされ

るがんの本質と分子診断・治療応用への展開: 

(第2章)がん分子標的・個別化治療の最前線 が

んゲノム解析の治療への応用 上皮性腫瘍にお

ける融合遺伝子.実験医学. 32(12): 1948-1954, 

2014 

 

80. 竹内賢吾 

免疫組織化学 診断と治療選択の指針: (第4部)

免疫組織化学の治療への展開 腫瘍のコンパニ

オン診断 ALK.病理と臨床. 32(臨増): 
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81. 竹沢奈緒子, 坂本穆彦, 小松京子, 藤山淳三, 古

田則行, 戸田和寿, 元井紀子, 杉山裕子 

甲状腺細胞診「鑑別困難」のベセスダシステム

による検討.日本臨床細胞学会雑誌. 53(4): 

251-256, 2014 
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液状化検体細胞診(LBC)にはどんなメリットが
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677-684, 2014 
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子, 杉山裕子, 石川雄一, 宝来威 
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17. 武田知子 

6科24術式 術式別でわかりやすい！内視鏡外

科手術実践マニュアル:(第1章)初心者オペナー

スのためのベーシックマニュアル 内視鏡外科
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に全部答える！機械出し・外回りのまるわかり

ポイント：9科31術式 (阿部奈緒子編著), 大阪, 

メディカ出版: pp.134-137, 2014 
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乳腺外科：非定型的乳房切除術. 
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23. 武田知子 
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の取り組み.オペナーシング. 29(11): 
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24. 清水多嘉子 

経営に貢献できる経営感覚と看護の心を両立さ
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「経営感覚」と「看護の心」を両立させるマネ

ジメントを実現するために 基礎知識編 リー

ダーシップ論の基礎知識.Nursing Business, 
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25. 濱口恵子 

がん終末期患者の意思決定を支える.ホスピスケ

ア. 25(1): 19-44, 2014 

 

26. 濱口恵子, 佐々木聡美, 小田島久美, 榮木実枝 

何を教える?どう教える?臨床現場の倫理教育最

前線: (事例2)集合研修と事後課題を通して日常
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ローナル抗体) 各薬剤の特徴とケアポイント 
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2014 
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保存版 抗がん薬 薬理&患者ケアGUIDE: (第2

章)種類別薬剤の薬理 分子標的薬(モノクロー

ナル抗体) 各薬剤の特徴とケアポイント パニ
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ハイリスクな薬剤を安全に導入するためには? 
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240-242, 2015 

 

7. 吉宮瑞穂, 高橋祐 

臓器別がん看護ポイントさくさくリスト：胆道

がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

237-239, 2015 
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8. 大友陽子, 渡邉元己, 小西毅 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 消化管GIST. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

222-224, 2015 

 

9. 小川恵, 峯真司 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 食道がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

216-218, 2015 

 

10. 小田島久美 

スタッフのメンタルトラブルを乗り越える!外来

看護管理者の手腕 : 苦情をきっかけに落ち込み、

イライラが現れた. 

継続看護時代の外来看護. 20(2): 066-072, 

2015 

 

11. 岩本寿美代, 三上寿美恵 

日常ケアでの抗がん薬による曝露・予防対策 : 

実践編 曝露を防ぐ日常手技 看護ケア 日常

ケアでの曝露対策 "こんなときどうする?". 

Expert Nurse. 31(9): 68-74, 2015 

 

12. 布施卓美, 加藤美希子, 秋吉高志 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 大腸がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

225-227, 2015 

 

13. 平川菜穂美, 横山雅大 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 悪性リンパ腫. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

260-262, 2015 

 

14. 後藤志保, 長井優子 

放射線有害反応と対策 放射線皮膚炎と対症療

法 看護師の立場から. 

乳癌の臨床. 30(5): 437-441, 2015 

 

15. 後藤志保 

生活をみる!放射線療法の看護ケア(第5回) 子

宮頸がんの放射線療法 外照射・腔内照射の特

徴を踏まえたセルフケア支援が重要. 

緩和ケア. 25(4): 324-329, 2015 

 

 

 

16. 後藤志保 

緩和ケア特集 ダウンロードしてそのまま使え

る がん症状緩和のための各科治療患者説明シ

ート： (3章)骨転移に対する緩和治療 核医学

治療(ストロンチウム89Sr内照射). 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(1): 

42-43, 2015 

 

17. 後藤志保 

骨転移の生活への影響とケア：荷重骨の骨折を

伴う場合. 

がん患者のQOLを高めるための骨転移の知識と

ケア (梅田恵, 樋口比登実編集), 東京, 医学書

院: pp.107-118, 2015 

 

18. 松浦信子 

ストーマケアの問題点. 

東京ストーマリハビリテーション講習会テキス

ト. 第26回: 16-17, 2015 

 

19. 松浦千絵, 亀野尾彩, 荻谷朗子 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト： 乳がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

228-230, 2015 

 

20. 林秀敏, 長崎礼子, 中川一彦 

肺がん患者の治療とケアの最前線：肺がんの治

療法を知る：免疫療法. 

がん看護. 20(6): 619-622, 2015 

 

21. 横田淳子, 小川泉, 山本阿紀子, 高橋顕雅 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 

ポイントさくさくリスト: 子宮(体部・頸部)が

ん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

255-259, 2015 

 

22. 武田知子, 森田幾代, 井上陽介 

器械出しの極意 術式の理解、執刀医への配慮、

ベテランナースの経験知 : 肝切除術の理解と熟

練器械出しへの向上ポイント. 

手術看護エキスパート. 9(1): 16-21, 2015 

 

23. 比企直樹, 高木久美, 小西毅, 松浦信子 

がん研有明病院の大腸がんに向きあう食事：術

前術後の疑問に答えます！.  

東京, 女子栄養大学出版部: 135p., 2015 
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24. 水野俊美 

緩和・サポーティブケア最前線： (第V章)ケア

する人のケア 家族 倫理調整の必要ながん患

者家族へのケア 患者への告知を拒む家族. 

がん看護. 20(2): 273-276, 2015 

 

25. 水野俊美 

緩和ケア特集 ダウンロードしてそのまま使え

る がん症状緩和のための各科治療患者説明シ

ート： (2章)痛み(薬物療法以外)の緩和治療 神

経ブロック. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(1): 

38-39, 2015 

 

26. 清水多嘉子, 長井優子, 稲城陽子 

うちの師長会・主任会 学習する組織を目指し

て：がん研究会有明病院. 

看護管理. 25(9): 741-745, 2015 

 

27. 清水多嘉子 

トップランナーに聞く. 

ナース専科. 35: 65-67, 2015 

 

28. 濱口恵子 

公益財団法人 がん研究会有明病院： 

がん研有明病院における緩和ケア推進に向けた 

取り組み：がん看護専門看護師の活動の実際. 

medical forum CHUGAI. 19(6): 35-38, 2015 

 

29. 濱口恵子, 稲葉一人 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～: DNAR. 

がん看護. 20(1): 67-70, 2015 

 

30. 濱口恵子, 稲葉一人, 板井孝壱郎 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～: セデーション. 

がん看護. 20(1): 57-66, 2015 

 

31. 濱口恵子, 稲葉一人, 板井孝壱郎 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～: 事前意思の確認. 

がん看護. 20(1): 34-40,43-46, 2015 

 

32. 濱口恵子, 稲葉一人, 板井孝壱郎 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～: 代理人. 

がん看護. 20(1): 47-52, 2015 

 

 

33. 濱口恵子, 稲葉一人 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～: 死亡時の対応. 

がん看護. 20(1): 71-72, 2015 

 

34. 濱口恵子 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末 

期に焦点を当てて～: 特集にあたって. 

がん看護. 20(1): 1, 2015 

 

35. 濱口恵子 

困ったときの倫理コンサルテーションII～終末

期に焦点を当てて～資料：終末期における倫理

的問題の概要. 

がん看護. 20(1): 28-33, 2015 

 

36. 濱口恵子 

「患者主体の意思決定」を支え続ける倫理的な

組織づくり：外来機能の再編・強化とスタッフ

育成の視点から. 

看護管理. 25(2): 118-124, 2015 

 

37. 濱口恵子 

日本のがん診療UPDATE-連携拠点病院と最新ト

ピックス : 緩和医療 緩和ケアセンターの紹

介. 

医学のあゆみ. 254(9): 737-746, 2015 

 

38. 濱口恵子 

書評：緩和ケアゴールデンハンドブック 改訂第

2版. 

がん看護. 20(6): 636, 2015 

 

39. 濱口恵子 

東京にマギーズセンターを！. 

がん看護. 20(4): 458, 2015 

 

40. 濱野彩, 林達郎 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト: 前立腺がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

249-251, 2015 

 

41. 田村幸子, 中村美穂, 中尾将之 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト：肺がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

231-233, 2015 
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42. 石田和子, 稲城陽子, 戸田和寿 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 甲状腺がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

213-215, 2015 

 

43. 綿貫恵, 辻浦誠浩, 比企直樹 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

ト 

さくさくリスト : 胃がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

219-221, 2015 

 

44. 花出正美 

がんサバイバーへの看護(Vol.9) 集学的治療と

サバイバー支援 分子標的療法. 

ナース専科. 35(12): 72-76, 2015 

 

45. 花出正美 

がんになっても安心して暮らせる社会に向けて 

がんサバイバーの支援 看護師の立場から. 

ホスピスケア. 26(1): 26-30, 2015 

 

46. 花出正美 

日本のがん診療UPDATE-連携拠点病院と最新ト

ピックス : 背景・周辺領域トピックス がんサ

バイバーの就労支援. 

医学のあゆみ. 254(9): 821-825, 2015 

 

47. 長崎礼子 

「漏らさないため」「漏れた時」の対策!血管外

漏出の予防・早期発見・対応 : エビデンスに基

づく血管外漏出の予防・早期発見・対応. 

Oncology Nurse. 8(5): 4-11, 2015 

 

48. 阿部俊子, 山本則子監修, 鈴木美穂, 荒井和子

編集 

病態関連図が書ける 観察・アセスメントガイド.  

東京, 照林社: 247p., 2015 

 

49. 鴫原利洋, 山崎六志 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト: 腎がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

243-245, 2015 

 

50. 鵜沼静香, 稲城陽子, 新橋渉 

治療に伴う看護特集 臓器別がん看護 ポイン

トさくさくリスト : 口腔がん. 

プロフェッショナルがんナーシング. 5(3): 

207-209, 2015 

 

 

薬剤部 
1. Kawakami, K., Nakamoto, E., Yokokawa, T., 

Sugita, K., Mae, Y., Hagino, A., Suenaga, M., 

Mizunuma, N., Oniyama, S., Machida, Y., 

Yamaguchi, T., Hama, T. 

Patients' self-reported adherence to 

capecitabine on XELOX treatment in 

metastatic colorectal cancer: findings from a 

retrospective cohort analysis. 

Patient Prefer. Adherence. 9: 561-7, 2015 

 

2. Tagami, K., Mawatari, H., Abe, K., Takeno, 

N., Syuuto, C., Saito, O., Akagi, T., Matoba, 

M. 

Perospirone exhibits antiemetic efficacy 

against opioid-induced nausea in patients 

with advanced cancer. 

J Palliat. Med. 18(10): 823-4, 2015 

 

3. Takeno, N., Inujima, A., Shinohara, K., 

Yamada, M., Shibahara, N., Sakurai, H., 

Saiki, I., Koizumi, K. 

Immune adjuvant effect of Juzentaihoto, a 

Japanese traditional herbal medicine, on 

tumor vaccine therapy in a mouse model. 

Int. J. Oncol. 47(6): 2115-22, 2015 

 

4. Yamamoto, K., Chiba, N., Chiba, T., Kambe, 

T., Abe, K., Kawakami, K., Utsunomiya, I., 

Taguchi, K. 

Transient receptor potential ankyrin 1 that is 

induced in dorsal root ganglion neurons 

contributes to acute cold hypersensitivity 

after oxaliplatin administration. 

Mol. Pain. 11(1): 69, 2015 

 

5. Yokokawa, T., Kawakami, K., Mae, Y., 

Sugita, K., Watanabe, H., Suzuki, K., 

Suenaga, M., Mizunuma, N., Yamaguchi, T., 

Hama, T. 

Risk factors exacerbating hand-foot skin 

reaction induced by capecitabine plus 

oxaliplatin with or without bevacizumab 

therapy. 

Ann. Pharmacother. 49(10): 1120-4, 2015 
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6. 加藤裕久, 吉川貴己, 蓑輪雄一 

化学療法を受けるがん患者への支持療法：栄養

療法を含めた支持療法に関わる薬剤師、医師の

役割. 

臨床腫瘍プラクティス. 11(2): 166-172, 2015 

 

7. 川上和宜 

がん患者でみられる副作用 : 末梢神経障害. 

調剤と情報. 21(12): 1620-1621, 2015 

 

8. 川上和宜, 濱敏弘 

日本のがん診療UPDATE-連携拠点病院と最新ト

ピックス : 各学会のめざす方向 日本医療薬学

会がん専門薬剤師認定制度 がん専門薬剤師、

がん指導薬剤師. 

医学のあゆみ. 254(9): 769-773, 2015 

 

9. 川上和宜 

目から鱗のがん薬物療法 薬学的視点からみた

ケーススタディ(第1回) 経口抗がん薬のアドヒ

アランスの評価について. 

Cancer Board Square. 1(1): 138-141, 2015 

 

10. 川上和宜, 尾阪将人 

薬と検査2015 : 悪性腫瘍 肝がん. 

薬局. 66(4): 1590-1598, 2015 

 

11. 平岡知子 

血漿分画製剤の「献血」と「非献血」の違いは? 

東京都病院薬剤師会雑誌. 64(4): 360, 2015 

 

12. 庄司大悟, 濱敏弘 

抗がん剤の副作用と支持療法-より適切な抗がん

剤の安全使用をめざして-：抗がん剤の副作用に

対する評価と処置 抗がん剤の薬物相互作用と

副作用. 

日本臨床. 73(増刊2 抗がん剤の副作用と支持療

法): 85-91, 2015 

 

13. 杉田一男, 岩本寿美代, 蓑輪雄一, 鈴木亘, 萩野

茜, 柴田直樹, 濱敏弘 

ケモセーフ使用による抗がん薬汚染軽減と準備

時間短縮. 

日本病院薬剤師会雑誌. 51(6): 735-739, 2015 

 

14. 根本真記 

がん治療への薬学的介入と症例サマリ 血液が

ん化学療法に対する薬学的介入. 

薬局. 66(1): 180-186, 2015 

 

15. 鈴木賢一 

分子標的治療薬 UP TO DATE : 肺がん. 

Oncology Nurse. 8(6): 14-19, 2015 

 

16. 鈴木賢一 

臓器機能低下、合併症、高齢、肥満……患者背

景に応じた治療をどう進める?スペシャルポピ

ュレーションのがん薬物療法 : 予期性悪心・嘔

吐への対応. 

薬事. 57(10): 1663-1669, 2015 

 

 

医療安全管理部 
1. Kajiura, A., Nagata, O., Takizawa, Y., 

Nakatomi, T., Kodera, S., Murayama, T. 

A large individual variation in both 

the infusion rate and the blood 

concentration of rocuronium necessary  

for obtain adequate surgical muscle 

relaxation during total intravenous 

anesthesia with propofol and 

remifentanil. 

J. Anesth. 29(1): 9-14, 2015 

 

2. 長田理 

全身麻酔の安全性を向上させるテクノロジー. 

麻酔・集中治療とテクノロジー 京都, 日本麻

酔・集中治療テクノロジー学会: pp.9-12, 2015 

 

 

健診センター 
1. 土田知宏 

生活習慣とがん：喫煙とがん. 

成人病と生活習慣病. 45(10): 1193-1197, 

2015 

 

2. 鈴木朋子, 今井瑞香, 窪田素子, 北嘉昭, 土田知

宏 

人間ドック受診者における腫瘍マーカー

CA19-9高値例の検討. 

人間ドック. 30(1): 22-29, 2015 
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【 2016年 】 

呼吸器内科 

1. Azuma, K., Hirashima, T., Yamamoto, N., 

Okamoto, I., Takahashi, T., Nishio, M., Hirata, T., 

Kubota, K., Kasahara, K., Hida, T., Yoshioka, H., 

Nakanishi, K., Akinaga, S., Nishio, K., Mitsudomi, 

T., Nakagawa, K. 

Phase II study of erlotinib plus tivantinib (ARQ 

197) in patients with locally advanced or 

metastatic EGFR mutation-positive non-small-cell 

lung cancer just after progression on EGFR-TKI, 

gefitinib or erlotinib 

ESMO Open, 1(4): e000063. 2016. 

 

2. Crino, L., Ahn, M.J., De Marinis, F., Groen, H.J., 

Wakelee, H., Hida, T., Mok, T., Spigel, D., Felip, 

E., Nishio, M., Scagliotti, G., Branle, F., Emeremni, 

C., Quadrigli, M., Zhang, J., Shaw, A.T. 

Multicenter phase II study of whole-body and 

intracranial activity with ceritinib in patients with 

ALK-rearranged non-small-cell lung cancer 

previously treated with chemotherapy and 

crizotinib: Results rrom ASCEND-2 

J. Clin. Oncol., 34(24): 2866-73. 2016. 

 

3. Goss, G., Tsai, C.M., Shepherd, F.A., Bazhenova, 

L., Lee, J.S., Chang, G.C., Crino, L., Satouchi, M., 

Chu, Q., Hida, T., Han, J.Y., Juan, O., Dunphy, F., 

Nishio, M., Kang, J.H., Majem, M., Mann, H., 

Cantarini, M., Ghiorghiu, S., Mitsudomi, T. 

Osimertinib for pretreated EGFR 

Thr790Met-positive advanced non-small-cell lung 

cancer (AURA2): a multicentre, open-label, 

single-arm, phase 2 study 

Lancet Oncol., 17(12): 1643-1652. 2016. 

 

4. Goto, K., Ohe, Y., Shibata, T., Seto, T., Takahashi, 

T., Nakagawa, K., Tanaka, H., Takeda, K., Nishio, 

M., Mori, K., Satouchi, M., Hida, T., Yoshimura, 

N., Kozuki, T., Imamura, F., Kiura, K., Okamoto, 

H., Sawa, T., Tamura, T. 

Combined chemotherapy with cisplatin, 

etoposide, and irinotecan versus topotecan alone 

as second-line treatment for patients with 

sensitive relapsed small-cell lung cancer 

(JCOG0605): a multicentre, open-label, 

randomised phase 3 trial 

Lancet Oncol., 17(8): 1147-57. 2016. 

 

5. Hida, T., Nakagawa, K., Seto, T., Satouchi, M., 

Nishio, M., Hotta, K., Takahashi, T., Ohe, Y., 

Takeda, K., Tatsuno, M., Asakawa, T., Shimada, 

T., Tanaka, T., Tamura, T. 

Pharmacologic study (JP28927) of alectinib in 

Japanese patients with ALK+ NSCLC with or 

without prior crizotinib therapy 

Cancer Sci., 107(11): 1642-1646. 2016. 

 

6. Horiike, A., Takeuchi, K., Uenami, T., Kawano, Y., 

Tanioto, A., Kaburaki, K., Tambo, Y., Kudo, K., 

Yanagitani, N., Ohyanagi, F., Motoi, N., Ishikawa, 

Y., Horai, T., Nishio, M. 

Sorafenib treatment for patients with RET 

fusion-positive non-small cell lung cancer 

Lung Cancer, 93: 43-46. 2016. 

 

7. Katayama, R., Sakashita, T., Yanagitani, N., 

Ninomiya, H., Horiike, A., Friboulet, L., Gainor, 

J.F., Motoi, N., Dobashi, A., Sakata, S., Tambo, Y., 

Kitazono, S., Sato, S., Koike, S., Iafrate, A.J., 

Mino-Kenudson, M., Ishikawa, Y., Shaw, A.T., 

Engleman, J.A., Takeuchi, K., Nishio, M., Fujita, 

N. 

P-glycoprotein mediates ceritinib resistance in 

anaplastic lymphoma kinase-rearranged 

non-small cell lung cancer. 

EBioMedicine, 3: 54-66. 2016. 

 

8. Nishikawa, S., Tambo, Y., Ninomiya, H., Oguri, T., 

Kawashima, Y., Takano, N., Kitazono, S., 
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events 

Int. Heart J., 57(3): 265-267. 2016. 

 

2. 中山耕之介. 

痛風・高尿酸血症治療薬ほか. 

治療薬マニュアル 2016. (高久史麿, et al.), 東

京: 医学書院. 2016. 

 

3. 志賀太郎 

Onco-Cardiology-がん化学療法と心血管合併

症： 臨床 マルチキナーゼ阻害薬による心血管

毒性 

Cardiac Practice, 27(2): 117-122. 2016. 

 

 

麻酔科 
1. Nejo, T., Kohno, M., Nagata, O., Sora, S., 

Sato, H. 

Dorsal displacement of the facial nerve in 

acoustic neuroma surgery: clinical features 

and surgical outcomes of 21 consecutive 

dorsal pattern cases 

Neurosurg. Rev., 39(2): 277-88. 2016. 

 

2. Saitoh, Y., Sashiyama, H., Oshima, T., 

Nakata, Y., Sato, J. 

Retraction note to: Assessment of 

neuromuscular block at the orbicularis oris, 

corrugator supercilii, and adductor pollicis 

muscles 

J. Anesth., 30(6): 1097. 2016. 

 

3. Yoshimura, M., Iizaka, S., Kohno, M., 

Nagata, O., Yamasaki, T., Mae, T., 

Haruyama, N., Sanada, H. 

Risk factors associated with intraoperatively 

acquired pressure ulcers in the park-bench 

position: a retrospective study 

Int. Wound. J., 13(6): 1206-13. 2016. 

4. 大里彰二郎 ,  横田美幸 

術前投与薬物への対応：化学療法に用いられる

薬物 

麻酔, 65(11): 1125-1134. 2016. 

 

5. 柏井朗宏 ,  横田美幸 

気道管理の最先端：頭頸部外科患者における気

道確保 疾病特徴と解剖学的変化の評価および

術前準備 

LiSA, 23(7): 602-608. 2016. 

 

6. 横田美幸 

麻酔科医の立ち位置と診療報酬 

臨床麻酔, 40(8): 1151-1158. 2016. 

 

 

がん疼痛治療科 

1. 服部政治 

がんの痛みを我慢しない!(第 1 回) 医療用麻薬

に対する知識や痛みの治療法を知って、がんの

痛みは退治しよう! 

ライフライン 21 がんの先進医療, 22: 39-41. 

2016. 

 

2. 服部政治 

がんの痛みを我慢しない!(第 2 回) 世界でも

「がんの痛みの治療法」は指導されている 

ライフライン 21 がんの先進医療, 23: 42-44. 

2016. 

 

3. 服部政治 

乳癌診療における緩和治療 癌疼痛管理の基本

と専門的治療 

乳癌の臨床, 31(4): 279-284. 2016. 

 

4. 服部政治 ,  立花潤子 

膵疾患の疼痛治療の up-to-date-疼痛の発生メ

カニズムから疾患別治療まで-: 膵癌の疼痛治療 

経皮的神経ブロック 

胆と膵, 37(12): 1609-1614. 2016. 

 

 

腫瘍精神科 
1. 織壁里名. 

Ⅳ章：こんなときどうする？急性期病院で認知

症が問題になるケース 5.薬の内服(頓用の使い

方が困難であること、内服は定期的に). 

そうだったんた！認知症：治療・ケアが上手く

いかないのは認知度のせい？. (小川朝生編集), 

東京: 文光堂,   pp. 92-99. 2016. 
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2. 織壁里名. 

Ⅳ章：こんなときどうする？急性期病院で認知

症が問題になるケース 6.セルフケ. 

そうだったんた！認知症：治療・ケアが上手く

い 

かないのは認知度のせい？. (小川朝生編集), 東

京: 文光堂,   pp. 100-106. 2016. 

 

 

形成外科 
1. Yamamoto, T., Yamamoto, N., Ishiura, R. 

Fusion lymphoplasty for diameter 

approximation in lymphatic 

supermicrosurgery using two lymphatic 

vessels for a larger recipient vein 

J. Plast. Reconstr. Aesthet. Surg., 69(9): 

1306-8. 2016. 

 

2. 古林玄, 棚倉健太, 宮下宏紀, 澤泉雅之, 新井正

美, 岩瀬拓士, 大野真司, 秋山太 

乳房再建時に Li-Fraumeni Syndorome と診断

した両側乳癌の 1 例 

Oncoplastic Breast Surgery, 1(1): 32-36. 

2016. 

 

3. 塩崎正崇 ,  澤泉雅之 

人工乳房再建に隠れた危険性 組織拡張器

(tissue expander)挿入中の MRI 撮影 

医学のあゆみ, 259(12-13): 1224-1225. 

2016. 

 

4. 山下昌宏, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉健太, 宮下

宏紀, 松本綾希子, 岩瀬拓士, 大野真司 

ティッシュエキスパンダーの長期留置について

の検討 

Oncoplastic Breast Surgery, 1(1): 25-31. 

2016. 

 

5. 山下昌宏, 澤泉雅之, 柴田知義 

新たな光学機器で見た形成外科疾患: 乳房再建

(インプラント)における 3D 形状測定の現状 

形成外科, 59(10): 1049-1057. 2016. 

 

6. 松本綾希子, 梁太一, 澤泉雅之, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 岩瀬拓士, 五味直哉 

超音波検査によるシリコーン乳房インプラント

破損診断 

Oncoplastic Breast Surgery, 1(2): 64-74. 

2016. 

 

7. 松本綾希子, 澤泉雅之, 梁太一, 前田拓摩, 棚倉

健太, 宮下宏紀, 岩瀬拓士, 五味直哉 

超音波検査によるシリコーン乳房インプラント

破損診断 

Oncoplastic Breast Surgery, 1(1): 64-74. 

2016. 

 

8. 棚倉健太, 今井智浩, 阿江啓介, 松本誠一 

腫瘍切除後の再建：前腕・肘部・上肢の切除後

の再建 

PEPARS, 114: 62-70. 2016. 

 

9. 棚倉健太, 宮下宏紀, 澤泉雅之 

ティッシュ・エキスパンダー/シリコーン・ブレ

ストインプラントによる乳房再建の工夫 

PEPARS, 115: 19-28. 2016. 

 

 

眼 科 
1. Komatsu, K., Sakai, T., Kaburaki, T., Tsuji, 

H., Tsuneoka, H. 

Atypical presentation of primary intraocular 

lymphoma 

BMC Ophthalmol, 16(1): 171. 2016. 

 

2. 河田美貴子 

がん研究会有明病院における眼部腫瘍性疾患の

臨床病理学的検討 

臨床眼科, 70(4): 555-561. 2016. 

 

3. 辻秀貴. 

朝顔症候群. 

一目でわかる眼疾患の見分け方 (下巻) ぶどう

膜疾患、網膜、硝子体疾患. (井上幸次ほか編集), 

東京: メジカルビュー社,   pp. 148. 2016. 

 

4. 辻英貴. 

リンパ腫. 

一目でわかる眼疾患の見分け方 (上巻) 角結膜

疾患, 緑内障 (井上幸次ほか編集), 東京: メジ

カルビュー社,   pp. 112. 2016. 

 

5. 辻英貴 

切らずに治す眼腫瘍-主役に迫る補助療法-: 局

所化学療法 

眼科手術, 29(3): 383-387. 2016. 

 

6. 辻英貴 

涙道悪性腫瘍 

眼科, 58(4): 423-431. 2016. 
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7. 辻英貴 

涙道診療 ABC： 涙道に関する腫瘍性病変 

OCULISTA, (No. 35): 59-64. 2016. 

 

8. 辻英貴 

目のがん 診断と治療: 標準治療 眼窩腫瘍の

診断と治療 

ライフライン 21 がんの先進医療, 22: 22-25. 

2016. 

 

9. 辻英貴 

目指せ!眼の形成外科エキスパート(第 18 回) 眼

瞼腫瘍は色で診断! 顔つきから疾患を当てよ

う! 

臨床眼科, 70(2): 208-216. 2016. 

 

10. 辻英貴. 

眼瞼の画像診断. 

眼科診療マイスター I；診察と検査. (飯田知弘, 

中澤徹, 堀裕一編集), 東京: メジカルビュー

社,   pp. 34-38. 2016. 

 

11. 辻英貴 

眼科医のための救急マニュアル：早い診断・治

療の必要な眼瞼腫瘍 

OCULISTA, (44): 9-18. 2016. 

 

12. 辻英貴. 

第 3 章 各論 Ⅰ 眼瞼の形成手術 R 悪性腫瘍切

除後の眼瞼再建. 

(眼科臨床エキスパート）眼形成手術 : 眼瞼から

涙器まで. (高比良雅之, 後藤浩編), 東京: 医学

書院,   pp. 272-286. 2016. 

 

 

感染症科 
1. 原田壮平 

目でみるトレーニング 

medicina, 53(10): 1660. 2016. 

 

2. 大串大輔 ,  原田壮平 

抗菌薬の考え方,使い方-ホントのところを聞い

てみました：尿路感染症 腎盂腎炎 

Medicina, 53(7): 1004-1007. 2016. 

 

3. 大串大輔 ,  原田壮平 

《症例から学ぶ》内科疾患の診断・治療ピット

フォール: 

(第 5 章)感染症 カンジダ血症 

内科, 117(4): 869-874. 2016. 

4. 羽山ブライアン 

抗菌薬の考え方,使い方-ホントのところ聞いて

みました：尿路感染症 膀胱炎 

Medicina, 53(7): 1008-1010. 2016. 

 

5. 羽山ブライアン. 

癌患者における感染症. 

感染症最新の治療 2016-2018. (藤田次郎, 竹

末芳生, 舘田一博編集), 東京: 南江堂. 

 

 

漢方サポート科 
1. 星野惠津夫, 井上美貴, 新見正則, 福元晃 

消化器がん化学療法 Chemotherapy for 

Gastro-intestinal Cancer 2016: がん化学療

法の有害事象に対する漢方薬の使い方 

臨床消化器内科, 31(7): 1062-1065. 2016. 

 

 

歯 科 
1. 富塚健. 

がん患者の口腔ケアの基本 2. 口腔のアセスメ

ント. 

がん患者の口腔マネージメントテキスト : 看護

師がお口のことで困ったら. (上野尚雄, 山田み

つぎ, 岩隈好恵編), 東京: 文光堂,   pp. 

14-22., 2016 

 

2. 富塚健, 上野尚雄, 小西哲仁, 百合草健圭志, 臼

渕公敏, 石川徹 

がん専門病院歯科で行う周術期口腔ケア方法の

標準化に向けた調査および検討 

大和証券ヘルス財団研究業績集, (39): 73-76. 

2016. 

 

 

緩和治療科 
1. Hamano, J., Yamaguchi, T., Maeda, I., Suga, 

A., Hisanaga, T., Ishihara, T., Iwashita, T., 

Kaneishi, K., Kawagoe, S., Kuriyama, T., 

Maeda, T., Mori, I., Nakajima, N., Nishi, T., 

Sakurai, H., Shimoyama, S., Shinjo, T., 

Shirayama, H., Yamada, T., Morita, T. 

Multicenter cohort study on the survival time 

of cancer patients dying at home or in a 

hospital: Does place matter? 

Cancer, 122(9): 1453-60. 2016. 

 

2. Matsuo, N., Morita, T., Matsuda, Y., 

Okamoto, K., Matsumoto, Y., Kaneishi, K., 
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Odagiri, T., Sakurai, H., Katayama, H., Mori, 

I., Yamada, H., Watanabe, H., Yokoyama, T., 

Yamaguchi, T., Nishi, T., Shirado, A., 

Hiramoto, S., Watanabe, T., Kohara, H., 

Shimoyama, S., Aruga, E., Baba, M., Sumita, 

K., Iwase, S. 

Predictors of responses to corticosteroids for 

anorexia in advanced cancer patients: a 

multicenter prospective observational study 

Support. Care Cancer, 25(1): 41-50. 2016. 

 

3. Matsuo, N., Morita, T., Matsuda, Y., 

Okamoto, K., Matsumoto, Y., Kaneishi, K., 

Odagiri, T., Sakurai, H., Katayama, H., Mori, 

I., Yamada, H., Watanabe, H., Yokoyama, T., 

Yamaguchi, T., Nishi, T., Shirado, A., 

Hiramoto, S., Watanabe, T., Kohara, H., 

Shimoyama, S., Aruga, E., Baba, M., Sumita, 

K., Iwase, S. 

Predictors of responses to corticosteroids for 

cancer-related fatigue in advanced cancer 

patients: A multicenter, prospective, 

observational study 

J. Pain Symptom Manage., 52(1): 64-72. 

2016. 

 

4. 中山博文, 今高博美, 金田聡門, 市川度 

消化器がん化学療法 Chemotherapy for 

Gastro-intestinal Cancer 2016: がん化学療

法における薬剤耐性 

臨床消化器内科, 31(7): 780-785. 2016. 

 

5. 佐伯吉規 

FAST FACT(第 12 回) アカシジア 

緩和ケア, 26(6): 444. 2016. 

 

6. 佐伯吉規. 

向精神薬の減量の仕方について教えてください. 

在宅訪問・かかりつけ薬剤師のための服薬管理

はじめの一歩コツとわざ. (吉澤明孝編集代表), 

東京: じほう. 2016. 

 

 

放射線治療部 
1. Harada, A., Oguchi, M., Terui, Y., Takeuchi, 

K., Igarashi, M., Kozuka, T., Harada, K., Uno, 

T., Hatake, K. 

Radiation therapy for localized duodenal 

low-grade follicular lymphoma 

J. Radiat. Res., 57(5): 412-417. 2016. 

2. Nakajima, N., Oguchi, M., Kumai, Y., 

Yoshida, M., Iwase, T., Ito, Y., 

Akiyama, F., Ohno, S. 

Clinical outcome and prognostic factors in 

locally advanced breast cancer patients 

treated with neoadjuvant chemotherapy 

followed by surgery and postmastectomy 

radiation therapy 

Int. J. Radiat. Oncol. Biol. Phys., 96(2S): 

E22. 2016. 

 

3. Nakamura, S., Murakami, N., Inaba, K., 

Wakita, A., Kobayashi, K., Takahashi, K., 

Okamoto, H., Umezawa, R., Morota, M., 

Sumi, M., Igaki, H., Ito, Y., Itami, J. 

After low and high dose-rate interstitial 

brachytherapy followed by IMRT 

radiotherapy for intermediate and high risk 

prostate cancer 

BMC Cancer, 16: 296. 2016. 

 

4. Nakano, K., Sato, Y., Toshiyasu, T., Inagaki, 

L., Tomomatsu, J., Sasaki, T., Shimbashi, 

W., Fukushima, H., Yonekawa, H., Mitani, H., 

Kawabata, K., Takahashi, S. 

Predictive factors of head and neck 

squamous cell carcinoma patient tolerance 

to high-dose cisplatin in concurrent 

chemoradiotherapy 

Mol. Clin. Oncol., 4(2): 303-309. 2016. 

 

5. Nose, T., Onoe, T., Otani, Y., Oguchi, M., 

Yamashita, T. 

A simple technique to minimize needle 

displacement in gynecologic interstitial 

brachytherapy: Use of fully stretched elastic 

tapes 

Brachytherapy, 15(3): 347-352. 2016. 

 

6. Nose, T., Otani, Y., Asahi, S., Tsukiyama, I., 

Dokiya, T., Saeki, T., Fukuda, I., Sekine, H., 

Shikama, N., Kumazaki, Y., Takahashi, T., 

Yoshida, K., Kotsuma, T., Masuda, N., 

Yoden, E., Nakashima, K., Matsumura, T., 

Nakagawa, S., Tachiiri, S., Moriguchi, Y., 

Itami, J., Oguchi, M. 

A Japanese prospective multi-institutional 

feasibility study on accelerated partial breast 

irradiation using interstitial brachytherapy: 

clinical results with a median follow-up of 26 
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months 

Breast Cancer, 23(6): 861-868. 2016. 

 

7. Sakumi, A., Miyagawa, R., Tamari, Y., Nawa, 

K., Sakura, O., Nakagawa, K. 

External effective radiation dose to workers 

in the restricted area of the Fukushima 

Daiichi Nuclear Power Plant during the third 

year after the Great East Japan Earthquake 

J. Radiat. Res., 57(2): 178-81. 2016. 

 

8. Sato, T., Hayakawa, K., Tomita, N., Noda, 

M., Kamikonya, N., Watanabe, T., Kato, D., 

Sakai, Y., Hiraoka, M., Shimada, M., 

Ikushima, H., Baba, H., Oya, N., Oya, M., 

Nemoto-Murofushi, K., Takeuchi, M., 

Watanabe, M. 

A multicenter phase I study of preoperative 

chemoradiotherapy with S-1 and irinotecan 

for locally advanced lower rectal cancer 

(SAMRAI-1) 

Radiother. Oncol., 120(2): 222-7. 2016. 

 

9. Sekine, I., Sumi, M., Satouchi, M., Tsujino, 

K., Nishio, M., Kozuka, T., Niho, S., Nihei, K., 

Yamamoto, N., Harada, H., Ishikura, S., 

Tamura, T. 

Feasibility study of chemoradiotherapy 

followed by amrubicin and cisplatin for 

limited-disease small cell lung cancer 

Cancer Sci, 107(3): 315-9. 2016. 

 

10. Tanaka, O., Oguchi, M., Iida, T., Kasahara, 

S., Goto, H., Takahashi, T. 

Low dose palliative radiotherapy for 

refractory aggressive lymphoma 

Rep. Pract. Oncol. Radiother., 21(6): 495-9. 

2016. 

 

11. Tsurugai, Y., Kozuka, T., Ishizuka, N., 

Oguchi, M. 

Relationship between the consolidation to 

maximum tumor diameter ratio and 

outcomes following stereotactic body 

radiotherapy for stage I non-small-cell lung 

cancer 

Lung Cancer, 92: 47-52. 2016. 

 

12. Yamauchi, C., Sekiguchi, K., Nishioka, A., 

Arahira, S., Yoshimura, M., Ogo, E., Oguchi, 

M., Ito, Y., Mukai, H. 

The Japanese Breast Cancer Society Clinical 

Practice Guideline for radiation treatment 

of breast cancer, 2015 edition 

Breast Cancer, 23(3): 378-90. 2016. 

 

13. 中島直美, 小口正彦, 岩瀬拓士 

放射線治療-最近の動向と展望: 乳癌への放射線

治療 

カレントテラピー, 34(5): 455-461. 2016. 

 

14. 利安隆史 

がん放射線療法 Update 2016: 疾患別治療成績 

ここまで治るようになった!機能温存と生存率向

上 HPV 関連中咽頭癌 QOL 向上をめざした治

療へ 

医学のあゆみ, 257(1): 63-68. 2016. 

 

15. 室伏景子 

Therapy Planning 子宮頸がん小線源治療にお

ける 3 次元治療計画 

INNERVISION, 31(11 付録): 12-13. 2016. 

 

16. 室伏景子 

がん放射線療法 Update 2016: 疾患別治療成績 

ここまで治るようになった!機能温存と生存率向

上 直腸癌に対する術前化学放射線治療 

医学のあゆみ, 257(1): 93-98. 2016. 

 

17. 小口正彦 ,  副島俊典 

悪性リンパ腫の involved site radiation 

therapy(ISRT)の今後の展望と delineation の

コツ 初診時に撮影した造影 CT、FDG-PET/CT

を治療計画に活用。より高い局所制御率と周囲

細胞への被曝線量の低減を達成しつつある 

日本医事新報, (4836): 60-61. 2016. 

 

18. 田中修, 小口正彦, 室伏景子, 利安隆史, 飯田高

嘉 

有痛性骨転移に対する放射線治療後の一時的疼

痛再燃 (pain flare) の検討 

臨床放射線, 61(7): 929-932. 2016. 

 

19. 角美奈子 

軟部肉腫治療の現状と展望: 軟部肉腫の放射線

治療 

癌と化学療法, 43(1): 39-43. 2016. 

 

20. 角美奈子, 喜多みどり, 齋藤勉, 平田秀紀 

がん放射線治療看護シリーズ(第 4 回) 脳腫瘍 
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の放射線治療看護 

臨床放射線, 61(2): 389-394. 2016. 

 

21. 角美奈子, 喜多みどり, 齋藤勉, 平田秀紀 

がん放射線治療看護シリーズ(第 6 回) 胸部腫

瘍の放射線治療看護 

臨床放射線, 61(4): 629-634. 2016. 

 
 
画像診断センター 
1. Koizumi, M., Koyama, M., Terauchi, T., 

Motegi, K., Fukai, S., Umeda, T., Miyaji, N., 

Makino, T. 

Reappraisal of bone scintigraphy and 

computed tomography data in patients with 

metastatic prostate cancer: Initial 

appearance of bone metastasis between the 

staging and follow-up periods 

Remedy Open Access, 1: 1003. 2016. 
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2016. 

2. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART1) 人

工呼吸器の自発呼吸を生かすモード 

ナーシング, 36(11): 56. 2016. 

 

3. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART1) 患

者の受け入れ準備 人工呼吸器を使用するため

のセッティング 

ナーシング, 36(11): 54-55. 2016. 

 

4. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART1) 患

者の受け入れ準備 人工呼吸器装着患者の情報

確認 

ナーシング, 36(11): 52-53. 2016. 

 

 

5. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 人工呼吸器装着患者の初

期モニタリング 

ナーシング, 36(11): 70. 2016. 

 

6. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 人工呼吸器設定後の確認 

ナーシング, 36(11): 68-69. 2016. 

 

7. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 BIPAP モードの初期設定 

ナーシング, 36(11): 66-67. 2016. 

8. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 自発モードの初期設定 

ナーシング, 36(11): 64-65. 2016. 

 

9. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 従圧換気(PCV)の初期設

定(A/C、SIMV) 

ナーシング, 36(11): 62-63. 2016. 

 

10. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 従量換気(VCV)の初期設

定(A/C、SIMV) 

ナーシング, 36(11): 60-61. 2016. 
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11. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART2) 人

工呼吸器の初期設定 人工呼吸器の換気の初期

設定 

ナーシング, 36(11): 58-59. 2016. 

 

12. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART3) 人

工呼吸管理のチェック項目 人工呼吸器のアラ

ームシューティング 

ナーシング, 36(11): 80. 2016. 

 

13. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART3) 人

工呼吸管理のチェック項目 人工呼吸器のグラ

フィック 応用編 

ナーシング, 36(11): 78-79. 2016. 

 

14. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART3) 人

工呼吸管理のチェック項目 人工呼吸器のグラ

フィック 基本編 

ナーシング, 36(11): 76-77. 2016. 

 

15. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART3) 人

工呼吸管理のチェック項目 人工呼吸器装着患

者の検査所見 

ナーシング, 36(11): 74-75. 2016. 

 

16. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART3) 人

工呼吸管理のチェック項目 人工呼吸器装着患

者の身体診察と回路確認 

ナーシング, 36(11): 72-73. 2016. 

 

17. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART4) ウ

ィーニングの進め方 ウィーニングの実際 

SBT 

ナーシング, 36(11): 88-89. 2016. 

 

18. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART4) ウ

ィーニングの進め方 ウィーニングの実際 患

者状態の確認(SAT) 

ナーシング, 36(11): 86-87. 2016. 

 

19. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART4) ウ

ィーニングの進め方 ウィーニング開始基準と

プロトコル 

ナーシング, 36(11): 84-85. 2016. 

 

20. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART4) ウ

ィーニングの進め方 ウィーニングの準備 

ナーシング, 36(11): 82-83. 2016. 

 

21. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART5) 抜

管の実際 ハイフローネーザルカニューラ

(HFNC) 高流量経鼻酸素療法とは? 

ナーシング, 36(11): 96. 2016. 

 

22. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ 
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アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART5) 抜

管の実際 抜管の手順と抜管後の評価 

ナーシング, 36(11): 94-95. 2016. 

 

23. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART5) 抜

管の実際 抜管時の準備物品の用意 

ナーシング, 36(11): 92-93. 2016. 

 

24. 望月俊明 

手技がすぐわかる・流れがみえる決定版!ビジュ

アル人工呼吸管理 気管挿管 人工呼吸器のモ

ード設定 ウィーニング: ビジュアル人工呼吸

管理 モード設定とウィーニング(PART5) 抜

管の実際 抜管のための患者状態の確認 

ナーシング, 36(11): 91. 2016. 

 

 

超音波検査部 
1. 山田恵子 

癌画像診断のコンセンサス 治療方針決定に必

要な画像診断の minimum requirement：甲状

腺癌の治療方針決定に必要な画像診断 

コンセンサス癌治療, 14(1): 42-46. 2016. 

 

 

臨床検査センター 

1. 友田美穂子 

尿検査 誌上相談室：⑥尿路上皮細胞と尿細管上

皮細胞の鑑別について / ⑨細胞質内封入体細胞

と大食細胞の鑑別について 

Medical Technology, 44(2): 134-144. 2016. 

 

2. 友田美穂子 

尿検査誌上相談室-編集部に寄せられた悩み・質

問にお答えします-: 相談 細胞質内封入体細胞

と大食細胞の鑑別に悩むことがあります。判断

のポイントを教えてください 

Medical Technology, 44(2): 142-144. 2016. 

 

3. 大隅寛木, 藤崎順子, 土田知宏, 片岡星太, 石山

晃世志, 平澤俊明, 由雄敏之, 山本頼正, 五十嵐

正広, 海原和巳, 三木一正 

新規ヘリコバクター・ピロリ抗体検査試薬(ラテ

ックス法)の性能評価試験 

医学と薬学, 73(5): 615-620. 2016. 

 

 

細胞診断部 
1. Kanda, H., Furuta, R., Motoi, N., Suzuki, N., 

Furuta, N., Komatsu, K., Sugiyama, Y., 

Saiura, A., Sugitani, M., Ishikawa, Y. 

Touch cytology smear of an inflammatory 

hepatocellular adenoma displaying an 

unusual pattern: A case report 

Diagn. Cytopathol., 44(12): 1074-7. 2016. 

 

2. Sugiyama, Y., Sasaki, H., Komatsu, K., 

Yabushita, R., Oda, M., Yanoh, K., Ueda, M., 

Itamochi, H., Okugawa, K., Fujita, H., Tase, 

T., Nakatani, E., Moriya, T. 

A Multi-institutional feasibility study on the 

use of automated screening systems for 

quality control rescreening of cervical 

cytology 

Acta Cytol., 60(5): 451-57. 2016. 

 

3. 古田玲子, 山田麻里沙, 池畑浩一, 鈴木奈緒子, 

古田則行, 宇津木久仁子, 杉山裕子, 北川知行 

細胞診 ASC-H の組織学的な背景病変：現状と問

題 

日本臨床細胞学会雑誌, 55(3): 180-188. 

2016. 

 

4. 小松京子. 

(10)検査室の管理. 

病理組織技術エキスパート教本 : 中級者のため

の病理技術 step up 講習会テキスト. (日本臨床

検査同学院病理学・細胞診部会編), 東京: 日本

臨床検査同学院. 2016. 

 

5. 小松京子. 

第 5 章 病理組織細胞学. 

臨床検査技師国家試験問題注解 2017 年版. (臨

床検査技師国家試験問題注解編集委員会編), 東

京: 金原出版. 2016. 

 

6. 小松京子 

臨床検査専門医と臨床検査技師の卒後教育：外

国における認定制度 

臨床病理, 64(8): 932-935. 2016. 

 

7. 小松京子 

臨床検査領域におけるグローバル化の推進：臨

床検査技師の海外留学と国際学会発表の現状と 
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課題 

臨床病理, 64(8): 898-900. 2016. 

 

8. 小松京子, 山田麻里沙, 藤山淳三 

検査レポート作成指南 細胞診断編 

臨床検査, 60(12): 1484-1492. 2016. 

 

9. 山田麻里沙, 古田則行, 古田玲子, 星利良, 伊藤

崇彦, 鈴木奈緒子, 池畑浩一, 宇津木久仁子, 小

松京子, 杉山裕子 

がん専門病院のASC-H判定の現状と年齢層別に

みた細胞像の特徴. 

日本臨床細胞学会雑誌, 55(3): 189-194. 

2016. 

 

10. 星利良, 元井紀子, 古田則行, 小松京子, 柳谷典

子, 杉山裕子, 石川雄一, 宝来威 

肺動脈肉腫の 1 例 

日本臨床細胞学会雑誌, 55(2): 94-99. 2016. 

 

 

栄養管理部 
1. 中濱孝志 

がんの栄養管理と栄養指導エキスパートガイド: 

がん患者への栄養指導 がん栄養指導の実際 

臨床栄養, 129(4): 574-581. 2016. 

 

2. 中濱孝志 

患者に寄り添うための準備はできていますか?

がん周術期の栄養管理とマネジメント: がん患

者の栄養管理と食事 がん化学療法の栄養障害

への対応 

栄養経営エキスパート, 1(2): 66-70. 2016. 

 

3. 中濱孝志 

管理栄養士の専門性を高める: がんの栄養管理 

管理栄養士の立場から 

臨床栄養, 128(1): 27-31. 2016. 

 

4. 望月宏美 

がんの栄養管理と栄養指導エキスパートガイド: 

がん周術期栄養管理 術前栄養管理の意義

(immuno-nutrition 含む) 

臨床栄養, 129(4): 432-438. 2016. 

 

5. 望月宏美, 熊谷厚志, 井田智, 中濱孝志, 峯真司, 

比企直樹 

消化器手術のための栄養: 管理栄養士からみた

周術期栄養管理 

外科, 78(8): 821-826. 2016. 

6. 比企直樹 ,  中濱孝志 

がん患者を支える栄養管理 

大塚薬報, (717): 70-72. 2016. 

 

7. 熊谷厚志, 比企直樹, 峯真司, 井田智, 望月宏美, 

高木久美, 伊丹優貴子, 伊沢由紀子, 蓑輪雄一, 

中濱孝志 

栄養療法がわかる!できる!プレゼンのカリスマ

から学ぶ基本知識と症例問題で身につく実践力

で、治療がグッとうまくいく!: (第 3 章)症例&

問題で身につける栄養療法の実践力 知りたい

病態 12 選 化学療法中の栄養療法 

レジデントノート, 17(17): 3276-3284. 

2016. 

 

 

薬剤部 
1. Chiba, T., Oka, Y., Kambe, T., Koizumi, N., 

Abe, K., Kawakami, K., Utsunomiya, I., 

Taguchi, K. 

Paclitaxel-induced peripheral neuropathy 

increases substance P release in rat spinal 

cord 

Eur. J. Pharmacol., 770: 46-51. 2016. 

 

2. Sugita, K., Kawakami, K., Yokokawa, T., 

Sugisaki, T., Takiguchi, T., Aoyama, T., 

Suzuki, K., Suenaga, M., Yamaguchi, K., 

Inoue, A., Machida, Y., Yamaguchi, T., 

Hama, T. 

Self-reported adherence to trifluridine 

and Titiracil hydrochloride for metastatic 

colorectal cancer: A retrospective cohort 

study 

Oncology, 91(4): 224-230. 2016. 

 

3. Suzuki, K., Yamanaka, T., Hashimoto, H., 

Shimada, Y., Arata, K., Matsui, R., Goto, K., 

Takiguchi, T., Ohyanagi, F., Kogure, Y., 

Nogami, N., Nakao, M., Takeda, K., Azuma, 

K., Nagase, S., Hayashi, T., Fujiwara, K., 

Shimada, T., Seki, N., Yamamoto, N. 

Randomized, double-blind, phase III trial of 

palonosetron versus granisetron in the 

triplet regimen for preventing 

chemotherapy-induced nausea and 

vomiting after highly emetogenic 

chemotherapy: TRIPLE study 

Ann. Oncol., 27(8): 1601-6. 2016. 
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4. Tsuji, D., Yokoi, M., Suzuki, K., Daimon, T., 

Nakao, M., Ayuhara, H., Kogure, Y., Shibata, 

K., Hayashi, T., Hirai, K., Inoue, K., Hama, 

T., Takeda, K., Nishio, M., Itoh, K. 

Influence of ABCB1 and ABCG2 

polymorphisms on the antiemetic efficacy in 

patients with cancer receiving 

cisplatin-based chemotherapy: a TRIPLE 

pharmacogenomics study 

Pharmacogenomics J.: in press 

10.1038/tpj.2016.38. 2016. 

 

5. Yamamoto, K., Tsuboi, M., Kambe, T., Abe, 

K., Nakatani, Y., Kawakami, K., Utsunomiya, 

I., Taguchi, K. 

Oxaliplatin administration increases 

expression of the voltage-dependent 

calcium channel α2δ-1 subunit in the rat 

spinal cord 

J. Pharmacol. Sci., 130(2): 117-22. 2016. 

 

6. 古谷良太, 青山剛, 鈴木亘, 蓑輪雄一, 井上杏奈, 

杉田一男, 大河優, 川上和宜, 鈴木賢一, 濱敏弘 

個人ファイル管理を用いた監査方法の評価 

日本病院薬剤師会雑誌, 52(5): 539-542. 

2016. 

 

7. 吾妻慧一 ,  川上和宜 

前立腺癌 がん・合併症・有害事象での薬物治

療戦略を総まとめ: 前立腺癌薬物治療における

薬学的管理のポイント 

薬局, 67(11): 3116-3122. 2016. 

 

8. 川上和宜 

Evidence Update 2016 最新の薬物治療のエ

ビデンスを付加的に利用する: エキスパートが

注目する最新エビデンスをアップデート! 前立

腺癌治療薬 

薬局, 67(1): 148-151. 2016. 

 

9. 川上和宜 

海外学会見聞録 (3)がん：米国臨床腫瘍学会消

化器癌シンポジウム参加記 

月間薬事, 58(3): 559-561. 2016. 

 

10. 川上和宜 

薬物相互作用 適正な DDI マネジメントを実践

するためのポイント: 治療域が狭い・副作用が出

やすい薬剤における DDI マネジメントの実践 

例! 抗悪性腫瘍薬(タモキシフェン、タキサン

系) 

薬局, 67(8): 2577-2581. 2016. 

 

11. 杉田一男 

目から鱗のがん薬物療法 薬学的視点からみた

ケーススタディ(第 4 回) レゴラフェニブによる

甲状腺機能低下症 

Cancer Board Square, 2(3): 614-617. 2016. 

 

12. 根本真記 ,  濱敏弘 

新薬くろ～ずあっぷ イムブルビカカプセル

140mg(イブルチニブ) 

調剤と情報, 22(15): 2015-2019. 2016. 

 

13. 横川貴志 ,  医薬情報委員会プレアボイド報告

評価小委員会 

プレアボイド広場 がん患者に対する薬剤師の

トータルマネジメント実践例 効果的ながん治

療の継続への貢献 

日本病院薬剤師会雑誌, 52(9): 1117-1120. 

2016. 

14. 渡邉大至 

医療薬科学 血液腫瘍治療で期待の新規チロシ

ンキナーゼ阻害薬イブルチニブ 

ファルマシア, 52(5): 441. 2016. 

 

15. 渡邉大至, 鈴木賢一, 尾阪将人. 

胆道癌・膵癌：FOLFIRINOX 療法. 

癌化学療法と制吐薬使用マニュアル：消化器癌

編. (相羽恵介編集), 東京: メディカルレビュー

社,   pp. 30-33. 2016. 

 

16. 濱敏弘監修, 青山剛, 東加奈子, 池末裕明, 川上

和宜, 佐藤淳也, 橋本浩伸編 

がん化学療法レジメン管理マニュアル.第 2 版 

ed. 東京: 医学書院. 490p., 2016, 

 

17. 石田耕太, 清水里紗, 遠藤巌, 宮本信吾, 川上和

宜 

デノスマブ投与による腎機能低下患者の低カル

シウム血症の実態 

癌と化学療法, 43(7): 875-878. 2016. 

 

18. 福本陽平, 加藤伸一, 鈴木英雄, 押谷伸英, 岡本

欣也, 荒瀬康司, 渡利彰浩, 玉田喜一, 入澤篤志, 

長尾大志, 磯濱洋一郎, 駒瀬裕子, 土橋邦生, 坂

東正司, 中野隆史, 山崎善隆, 笠原敬, 野口雅久, 

忽那賢志, 木村宏, 関雅文, 新谷英滋, 堀越裕歩, 
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岩佐和夫, 前崎繁文, 小林登美恵, 佐々木康綱, 

安藤雄一, 濱敏弘ほか著. 

薬がみえる Vol.3 消化器系の疾患と薬 ; 呼吸

器系の疾患と薬 ; 感染症と薬 ; 悪性腫瘍と薬. 

(医療情報科学研究所編), 東京: メディックメ

ディア,   pp. 601. 2016. 

 

19. 鈴木美穂 ,  濱敏弘編集 

がん化学療法看護：はじめの一歩. 東京: 照林社. 

185p., 2016, 

 

20. 鈴木賢一 ,  横川貴志. 

Column 4 膵癌化学療法を安全に施行するため

に留意すべき点. 

膵癌診療ガイドライン. (日本膵臓学会膵癌診療

ガイドライン改訂委員会編), 東京: 金原出

版,   pp. 187. 2016. 

 

21. 鈴木賢一, 滝口裕一, 光冨徹哉, 矢ヶ崎香, 川口

美喜子 

メディカルスタッフの力を結集して肺癌と戦

う：日本肺癌学会の新たな挑戦 

LCCE, 2016 年 7 月号 vol.682016. 

 

 

医療安全管理部 

1. 保田知生, 孟真, 日本静脈学会弾性ストッキン

グ・コンダクター養成委員会 

熊本地震 何が起こり、何を行ったか: VTE 予防

のために何をしたか Q&A 弾性ストッキングの

効果的な使用法は? 

治療, 98(11): 1836-1839. 2016. 

 

2. 長田理 

これからの医療安全管理者，病院管理者がもつ

べき視点ー医療安全のこれまで，これから 

患者安全推進ジャーナル, No.46: 28-32. 

2016. 

 

3. 長田理著 

JMP 医学統計マニュアル. 所沢: オーエムエス

出版. 174p., 2016, 

 

 

看護部 
1. Suzuki, M., Deno, M., Myers, M., Asakage, T., 

Takahashi, K., Saito, K., Mori, Y., Saito, H., 

Ichikawa, Y., Yamamoto-Mitani, N., 

Miyashita, M. 

Anxiety and depression in patients after 

surgery for head and neck cancer in Japan 

Palliat. Support. Care, 14(3): 269-77. 2016. 

 

2. Yokoyama, M., Suzuki, M., Takai, Y., 

Igarashi, A., Noguchi-Watanabe, M., 

Yamamoto-Mitani, N. 

Workplace bullying among nurses and their 

related factors in Japan: a cross-sectional 

survey 

J. Clin. Nurs., 25(17-18): 2478-88. 2016. 

 

3. 大友陽子 

ここが重要!内服抗がん剤治療で看護師が押さえ

るべきポイント: 安心して治療に臨んでもらう

ために! 副作用マネジメントのポイント 

Oncology Nurse, 9(6): 25-31. 2016. 

 

4. 宋菜緒子. 

周手術期の看護技術：補助療法 治験と看護ケ

ア. 

パーフェクト臨床実習ガイド：ライフステージ

に沿った看護技術と看護の展開：急性期・周手

術期. (井上智子編集), 東京: 照林社,   pp. 

227-230. 2016. 

 

5. 小口正彦, 後藤志保, 山内智香子 

report：第 24 回日本乳癌学会学術総会：乳がん

患者の皮膚感覚と衣服 

プロフェッショナルがんナーシング, 6(5): 

436-437. 2016. 

 

6. 後藤志保. 

7 章 治療に伴う有害事象のケア 3 呼吸器症

状：放射線肺炎のケア. 

がん放射線治療パーフェクトブック. (唐澤久美

子, 藤本美生編集), 東京: 学研メディカル秀潤

社. 2016. 

 

7. 松浦信子. 

化学療法中のケア. 

ストーマリハビリテーション基礎と実際. (スト

ーマリハビリテーション講習会実行委員会編), 

東京: 金原出版,   pp. 169-174. 2016. 

 

8. 横井麻珠美 

支持療法薬の必須ケアポイントつき!がん薬物療

法の副作用ケアとことん攻略本:(2 章)殺細胞性

抗がん薬の副作用 悪心・嘔吐 
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プロフェッショナルがんナーシング, (2016 春

季増刊): 20-33. 2016. 

 

9. 武田知子 ,  森田幾代 

術式別指導者の導入による、器械出し看護指導

者の増員に向けた取り組み 

日本手術医学会誌, 37(2): 121-123. 2016. 

 

10. 清水多嘉子 

改定内容がスッキリわかる 超実践 看護師長

のための診療報酬解説 BOOK 平成 28(2016)

年度改定対応版:(第 2 章)看護管理者としての心

構え 急性期病院の立場より 

Nursing BUSINESS, (2016 秋季増刊): 30-34. 

2016. 

 

11. 清水多嘉子 ,  縄野一美 

会議・ミーティングを何とかしよう!場を活性化

させる手法と師長たちの工夫: 少人数制フリー

ディスカッション形式! 看護部「S ミーティン

グ」の実際 

ナースマネジャー, 18(10): 8-14. 2016. 

 

12. 渡邊雅之 ,  藤井亜砂美 

ベテランナース・ドクターの経験知を可視化!術

後ドレーンアセスメント山場マップ: 中下部食 

道切除・2 領域リンパ節郭清・胃管再建(胸腔内 

食道胃管吻合)のドレーン 

消化器外科 Nursing, 21(6): 539. 2016. 

 

13. 渡邊雅之 ,  藤井亜砂美 

ベテランナース・ドクターの経験知を可視化!術

後ドレーンアセスメント山場マップ：食道亜全

摘・3 領域リンパ節郭清・胃管再建(頸部食道胃

管吻合)のドレーン 

消化器外科 Nursing, 21(6): 538. 2016. 

 

14. 濱口恵子 

マギーズ東京 いよいよ 10 月オープン 

がん看護, 21(6): 622-624. 2016. 

 

15. 濱口恵子, 大友陽子, 長崎礼子 

がん研有明病院膵がん看護：膵がんの進行は早

い。ケアの先取りが必要なんです。 

アンフィニ, (525 号): 12-15. 2016. 

 

16. 濱口恵子, 森田達也, 新城拓也 

鼎談：個別性に応えるために必要な死亡直前と

看取りのエビデンス 

医学界新聞, (3160 号): 1-3. 2016. 

17. 笠原寿郎, 西尾誠人, 丹保裕一, 西川晋吾, 小泉

智子, 高橋優美子, 瀧口友美 

肺がん治療での副作用マネジメントにおける患

者選択の重要性 

Cancer Board Square, 20162016. 

 

18. 鈴木美穂 ,  濱敏弘編集 

がん化学療法看護：はじめの一歩. 東京: 照林社. 

185p., 2016, 

 

19. 長崎礼子, 大友陽子, 濱口恵子 

進行再発膵臓がん患者に対する

PANDA(PANcreatic Direct Approach team) 

プログラム作成の経緯(1) 

がん看護, 21(7): 722-725. 2016. 

 

20. 青儀健二郎, 飯野京子監修, 阿南節子, 櫻井美

由紀, 岩本寿美代編著 

がん患者の「知りたい」がわかる本 : 日常生活

の安心を支援する Q&A 集 東京: じほう. 291p., 

2016, 

 

21. 鴨川郁子 

あなたのケアが変わる！看護臨床研究の活用と

取り組み： 

どうやってよい文献に出会うか：文献検索のし 

かた 

がん看護, 21(7): 739-741. 2016. 

 

22. 黒田真由子 

がんになったナースの経験から学ぶ"就労支援": 

(メッセージ 3)復帰時の不安が和らいだ組織と

上司のサポート 

看護, 68(13): 080-081. 2016. 
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１１． 獲得研究費一覧

◆ 2013年（平成25年）

受託元 種目/項目 研究テーマ 金額 研究者

文部科学省 若手研究（Ｂ）
形態形成シグナル活性はstageⅡ大腸癌予後
予測のマーカーとなるか？

2,200,000
消化器外科
秋吉高志

厚生労働省
難病・がん等の
疾患分野の医療
の実用化研究事業

膵癌に対する術後再発予防のための2方向性
新規ペプチドワクチン療法の開発

4,000,000
消化器内科
石井　浩

厚生労働省
難病・がん等の
疾患分野の医療
の実用化研究事業

我が国で新しく発明された概念に基づく
抗がん剤アレクチゲニン臨床第Ⅱ相試験に
よる膵がん克服

5,000,000
消化器内科
石井　浩

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
前頭前野・セロトニン神経を介する急性痛
・癌性疼痛の制御

900,000
麻酔科
大島　勉

厚生労働省 がん臨床研究事業
放射線治療期間短縮による治療法の有効性と
安全性に関する研究

400,000
放射線治療科
小口正彦

厚生労働省 がん臨床研究事業 放射線治療を含む集学的治療の研究 200,000
放射線治療科
小口正彦

厚生労働省 がん研究開発費
頭頸部外科領域における手術手技の開発と
標準化

450,000
頭頚科
川端一嘉

厚生労働省
第３次対がん
総合戦略研究事業

がんの診療科データベースとJapanese
National Cancer Database(JNCDB)の構築と
運用

100,000
放射線治療科
小塚拓洋

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
SDF-1/CXCR4シグナルを標的とした乳癌骨
転移に対する新規治療法の開発

1,400,000
総合腫瘍科
小林隆之

厚生労働省 がん臨床研究事業 肝胆膵がんに対する低侵襲外科治療の確立 700,000
消化器外科
齋浦明夫

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
光機能性有機蛍光プローブによる微小がん
・微小転移の検出　＝肺癌を中心に＝

1,500,000
呼吸器外科
坂尾幸則

厚生労働省 がん臨床研究事業
胃がんに対するリンパ節郭清を伴う腹腔鏡下
手術と開腹手術との比較に関する多施設共同
ランダム化比較試験

200,000
消化器外科
佐野　武

厚生労働省
第3次対がん総合
戦略研究事業

がん治療のための革新的新技術の開発及び
臨床応用に関する総合的な研究

1,800,000
消化器外科
佐野　武

厚生労働省 がん臨床研究事業 進行胃がんの集学的治療の研究 600,000
消化器外科
佐野　武

厚生労働省 がん臨床研究事業
トラスツズマブ併用化学療法を受けた
HER2陽性胃癌の予後因子・予測因子および
耐性機序の検討

200,000
化学療法科
篠崎英司

厚生労働省 がん臨床研究事業
機能温存のための精密縮小手術と至適補助
療法の開発、品質管理および標準化に向け
た基盤的研究

500,000
整形外科
下地　尚

厚生労働省 がん臨床研究事業
外来化学療法におけるチーム医療の整備と
検証に関する研究

1,700,000
総合腫瘍科
高橋俊二

厚生労働省
難病・がん等の
疾患分野の医療
の実用化研究事業

国立がん研究センターPhaseⅠセンター早期
開発研究研究事業2.TAS102医師主導治験実施

3,000,000
総合腫瘍科
高橋俊二
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厚生労働省 がん臨床研究事業 進行肺癌に対する化学療法 400,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
医療技術実用化
総合研究事業

RET 融合遺伝子陽性の進行非小細胞肺癌に
対する新規治療法の確立に関する研究

1,500,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省 がん臨床研究事業
再発小細胞肺癌に対する標準的治療法の
確立に関する研究

800,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
医療技術実用化
総合研究事業

進展型小細胞肺癌に対する予防的全脳照射
の実施の有無を比較するランダム化比較
第Ⅲ相試験

500,000
呼吸器内科
西尾誠人

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
小細胞肺がんの層別化の試み　－発生起源
の再検討と発がん機構に注目して-

1,100,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省 がん研究開発費 経血管治療ＩＶＲに関する研究 1,000,000
放射線診断科
松枝　清

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
末梢循環癌細胞のＫＲＡS遺伝子測定による
ＥＧＦＲ抗体薬の効果測定

800,000
消化器内科
松阪　諭

厚生労働省 がん臨床研究事業
高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確率
のための研究

240,000
整形外科
松本誠一

厚生労働省 がん臨床研究事業
未分化型早期胃癌に対する内視鏡切除の
有効性および安全性に関する多施設共同研究

1,000,000
消化器内科
山本頼正

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
高脂肪・高カロリー食による泌尿器癌の
進展の分子機構の解明と治療標的分子の同定

200,000
泌尿器科
湯浅　健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎細胞がんにおける新しい分子標的治療
およびバイオマーカーの開発

1,500,000
泌尿器科
湯浅　健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌生検のmicroRNA発現による化学療法
感受性予測に基づく個別化治療の確立

1,137,227
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 若手研究（Ｂ）
液状検体を用いた唾液腺癌の診断および
予後因子の検討

1,500,000
病理部
佐藤由紀子

厚生労働省 がん臨床研究事業 癌専門病院における外来化学療法の整備 600,000
乳腺内科
伊藤良則

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌進展に関与する新規遺伝子の機能解析
および臨床応用への試み

1,100,000
消化器外科
長山　聡

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

早期診断マルチバイオマーカー開発 2,272,728
消化器外科
長山　聡

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治がん治療法開発

4,545,455
婦人科
加藤一嘉

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

チロシンキナーゼ阻害剤による有効ながん
治療の実用化に関する研究

909,091
乳腺内科
伊藤良則

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治がん治療法開発

24,545,455 山口俊晴

小林がん学術
振興会

がん薬物療法に
関する先駆的治療
法に対する研究助成
(先駆的研究）

HER2陽性末梢循環がん細胞を有する切除不能
・再発胃癌に対するトラスツズマブ併用化学
療法の探索的臨床試験

1,000,000
消化器内科
松阪諭

武田科学振興
財団

医学系研究奨励
HER２陽性乳癌における分子標的治療薬に対
する新たな効果予測因子の同定と新規治療
法の開発

2,000,000
乳腺内科
荒木和浩
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三井生命厚生
事業団

医学研究助成
大腸癌肝転移の正確なステージングを目的
とした術中造影超音波とGd-EOB-DTPA造影
MRIの前向き比較

1,500,000
消化器外科
（肝胆膵）
有田淳一

公益信託癌臨床研
究助成基金

研究助成金
胸部食道癌の周在性と末梢血液中の微小癌
細胞の検討

500,000
消化器外科
（食道）
峯真司

公益信託癌臨床
研究助成基金

研究助成金

大腸癌肝転移はどこから来るのか？原発巣
先進部組織に着目した網羅的遺伝子解析に
よる全く新しい大腸癌肝転移予後予測法に
関する多施設国際共同研究

500,000
消化器外科
（大腸）
小西毅

外科学研究助成
基金

研究助成金
血清エクソソーム中のmicroRNA網羅的発現
解析に基づく直腸癌術前放射線化学療法効
果予測法の開発

500,000
消化器外科
（大腸）
秋吉高志

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治多発性骨髄腫の治療法開発

1,000,000
血液腫瘍科
西村倫子

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成

大腸癌肝転移はどこから来るのか?原発巣
先進部組織に着目した網羅的遺伝子解析に
よる全く新しい大腸癌肝転移予後予測法に
関する多施設国際共同研究

1,000,000
消化器外科
（大腸）
小西毅

がん集学的治療
研究財団

一般研究助成金

再発ハイリスク局所進行直腸癌に対する
全身化学療法と局所化学放射線療法の術前
逐次投与による全く新しい集学的治療法の
臨床第Ⅱ層試験

1,000,000
消化器外科
（大腸）
小西毅

アストラゼネカス
ポンサーズシップ

ホルモン陽性転移性乳癌の末梢血
circulating tumor DNAにおける
遺伝子変異の検討

500,000
乳腺内科
柴山　朋子

◆ 2014年（平成26年）

受託元 種目/項目 研究テーマ 金額 研究者

文部科学省 若手研究（Ｂ）
形態形成シグナル活性はstageⅡ大腸癌予後
予測のマーカーとなるか？

900,000
消化器外科
秋吉高志

厚生労働省
がん対策推進総合
事業

わが国における遺伝性乳癌卵巣癌の臨床
遺伝学的特徴の解明と遺伝子情報を用いた
生命予後の改善に関する研究

7,000,000
遺伝子診療部
新井正美

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

膵癌に対する術後再発予防のための2方向性
新規ペプチドワクチン療法の開発

7,000,000
消化器内科
石井　浩

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

我が国で新しく発明された概念に基づく
抗がん剤アルクチゲニン臨床第Ⅱ相試験
による膵がん克服

5,000,000
消化器内科
石井　浩

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

消化器神経内分泌癌に対する標準治療の
確立に関する研究

0
消化器内科
石井　浩

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
ヘリコバクター属感染と膵がん・胆道がん
のリスク

350,000
消化器内科
石井　浩

文部科学省 基盤研究（Ａ）
バイオマーカーを用いた肝細胞癌の新規
画像診断システムの構築と治療への応用
的展開

300,000
消化器外科
石沢武彰
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
内臓肥満が大腸癌の進展に与える影響と
そのメカニズムの解析

50,000
消化器外科
井田　智

文部科学省 若手研究（Ｂ）
大腸癌進展におけるＳＰＩＮＫ1の分子機構
の解明と新規分子標的治療への応用

1,300,000
消化器外科
井田　智

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

ステージⅢ胃癌に対する術前診断の妥当性
研究

30,000,000
消化器外科
大橋　 学

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と画像
誘導を利用した高線量率小線源

700,000
放射線治療部
小口正彦

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

頭頸部腫瘍に対する強度変調放射線治療の
確立と標準化のための臨床研究

600,000
放射線治療部
小口正彦

厚生労働省
がん対策推進
総合事業

がん診療科データベースとJapanese
National Cancer  Database (JNCDB)の
運用と他がん登録との連携

80,233
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

Adolescent and young adult (AYA)
世代に及ぶ骨・軟部肉腫ならびに固形
がんに対する

663,963
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

妊娠、晩期合併症に考慮した治療
プロトコール開発に関する研究

0
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

頭頸部表在がんに対する診断・
治療法の確立に関する研究
―頭頸部表在癌全国登録調査―

2,500,000
頭頸科
川端一嘉

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
SDF-1/CXCR4シグナルを標的とした
乳癌骨転移に対する新規治療法の開発

1,200,000
総合腫瘍科
小林隆之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
光機能性有機蛍光プローブによる
微小がん・微小転移の検出
＝肺癌を中心に＝

700,000
呼吸器外科
坂尾幸則

国立がん研究
センター

国立がん研究
センターがん
研究開発費

胃がんに対する標準治療確立のための
多施設共同研究

5,000,000
消化器外科
佐野　 武

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌の治療選択に関わるPI3K/AKTpathway
関連遺伝子変異の網羅的検索

1,200,000
消化器外科
志垣博信

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるエピゲノム関連酵素
TETファミリーおよび5-ｈｍCの解析

50,000
消化器外科
志垣博信

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
類内膜腺癌の個別化医療を目指したゲノム
ワイドな原因遺伝子・分子標的探索

1,500,000
細胞診断部
杉山裕子

厚生労働省
難病・がん等の
疾患分野の医療
の実用化研究事業

国立がん研究センターPhaseⅠセンター
早期開発研究

2,000,000
総合腫瘍科
高橋俊二

厚生労働省
がん対策推進
総合事業

先端的がん医療実施のための地域完結型
病理診断および臨床・病理連携ネット
ワークの構築

500,000
総合腫瘍科
高橋俊二

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

早期子宮頸がんに対する機能温存低侵襲
手術の確立に関する研究

1,000,000
婦人科
竹島信宏

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

上皮性卵巣癌の妊準性温存治療の対象拡大
のための非ランダム化検証的試験

1,500,000
婦人科
竹島信宏
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厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

切除不能進行・再発胃がんに対する個別化
治療と最適化標準療法に関する研究

1,100,000
消化器内科
陳　勁松

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

眼部希少がんの発生・多様性獲得機構の
「鍵となる」分子・分子経路の特定と、
二次がん発生のサーベイランス体制の確立

1,000,000
眼科
辻　英貴

厚生労働省
臨床研究・治験
推進研究事業

RET融合遺伝子陽性の進行非小細胞肺癌に
対する新規治療法の確立に関する研究

1,000,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
医療・技術実用
化総合研究事業

進展型小細胞肺癌に対する予防的全脳照射
の実施の有無を比較するランダム化比較
第III相試験

500,000
呼吸器内科
西尾誠人

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

呼吸器悪性腫瘍に対する薬物療法を含む
標準治療確立のための多施設共同研究

250,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

局所進行非扁平上皮非小細胞肺癌に対する
シスプラチン＋S-1同時胸部放射線治療と
シスプラチン＋ペメトレキセド同時胸部
放射線治療の無作為化第II相試験

1,000,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

Liquid Biopsy による分子標的薬の治療
感受性・抵抗性の予測および新規獲得
体制機序の解明

0
呼吸器内科
西尾誠人

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
小細胞肺がんの層別化の試み　－発生起源
の再検討と発がん機構に注目して-

700,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省
がん対策推進
総合事業

がん診療拠点病院におけるがん疼痛緩和に
対する取り組みの評価と改善に関する研究

3,500,000
がん疼痛治療科
服部政治

国立がん研究セン
ター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

肝胆膵外科領域における臨床的課題に
ついてのエビデンスを創出するための
研究

300,000
消化器外科
斎浦明夫

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

外科手術手技の客観的評価と科学的根拠
に基づいた標準治療開発のための多施設
共同第三相無作為化試験の確立

2,000,000
消化器外科
斎浦明夫

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

最新のIVRによる症状緩和についての研究 1,000,000
画像診断部
松枝　清

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療確立
のための研究

550,000
整形外科
松本誠一

厚生労働省
がん対策推進総合
事業

がん診療ガイドライン普及促進とその効果
に関する研究及び同ガイドライン事業の
在り方に関する研究

200,000 山口俊晴

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
高脂肪・高カロリー食による泌尿器癌の
進展の分子機構の解明と治療標的分子の
同定

200,000
泌尿器科
湯浅　健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎細胞がんにおける新しい分子標的治療
およびバイオマーカーの開発

1,200,000
泌尿器科
湯浅　健

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
消化器癌幹細胞の特性を制御するmicroRNA
の同定と治療への応用

300,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌生検のmicroRNA発現による化学療法
感受性予測に基づく個別化治療の確立

1,400,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃癌におけるＬＩＮＥ－１メチル化レベル
の網羅的解析

50,000
消化器外科
渡邊雅之
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌に対する新しいエピジェネティック
テラピーの開発

30,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ｍｉｃｒｏＲＮＡ-ｇｅｎｅｐａｔｈｗａｙ
を介した胃癌トラスツズマブ耐性機序の解明

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌に対する第3世代ＰＰＡＲγ
ａｇｏｎｉｓｔの抗腫瘍効果・機序の解明

30,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
正常胃粘膜上皮および胃癌における
ＳＰＩＮＫ１の機能解析

50,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌の発育進展に関与する脂質代謝
メカニズムの解明と新規治療法の開発

50,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるエピゲノム関連酵素TET
ファミリーおよび5-ｈｍCの解析

50,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 若手研究（Ｂ）
液状検体を用いた唾液腺癌の診断および
予後因子の検討

1,200,000
病理部
佐藤由紀子

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

進行性卵巣がんの治療感受性を規定する
遺伝子変異の同定

4,545,455
婦人科
加藤一嘉

厚生労働省
がん対策推進
総合事業

がん患者の健康促進のための乳がん
サバイバーシップコホート研究

0
乳腺外科
岩瀬拓士

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

次世代シークエンス解析技術を駆使した
家族性乳がんの原因探索

25,454,546
乳腺外科
岩瀬拓士

厚生労働省
がん対策推進
総合事業

がん診療科データベースとJapanese
National Cancer  Database (JNCDB)の
運用と他がん登録との連携

200,000
放射線治療部
小塚拓洋

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
癌幹細胞の生物学的特性を加味した新しい
大腸癌治療戦略の確立

1,900,000
消化器外科
長山聡

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

早期診断マルチバイオマーカー開発 2,272,728
消化器外科
長山聡

科学技術
振興機構

科学技術試験
研究委託事業

ゲノム網羅的解析情報を基盤とする
オーダーメイドがん医療実現のための
開発研究

4,545,455
消化器外科
長山聡

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

グレリン投与による高齢者食道癌手術の
安全性向上に関するランダム化第Ⅱ相試験

900,000
消化器外科
渡邊雅之

国立がん研究
センター

国立がん研究
センターがん
研究開発費

胃がんに対する標準治療確立のための
多施設共同研究

600,000
消化器外科
布部創也

厚生労働省
革新的がん医療
実用化研究事業

切除可能進行胃癌に対する網嚢切除の意義
に関する研究

1,100,000
消化器外科
布部創也

文部科学省
（次世代がん）

次世代がん医療
創成研究事業

分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治がん治療法

31,818,182 山口俊晴

持田記念医学
薬学振興財団

研究助成金
組織透明化技術を応用した術中3D蛍光
イメージングの開発

3,000,000
消化器外科
（肝胆膵）
石沢武彰

内視鏡医学研究
振興財団

研究助成B
直腸癌に対する腹腔鏡下内肛門括約筋切除
(ISR)術後の肛門機能に関する研究

500,000
消化器外科
（大腸）
秋吉高志
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大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
大腸鋸歯状病変に由来した大腸癌の遺伝子
変異のプロファイルに関する検討

1,000,000
消化器内科
千野晶子

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
がん専門病院歯科で行う周術期口腔ケア
方法の標準化に向けた調査および検討

1,000,000
歯科
富塚健

がん集学的治療研
究財団

一般研究助成金
HER2陽性切除不能進行再発胃癌に対する
S-1＋Oxaliplatin＋Trastuzumab(SOX＋Tmab)
併用療法の第Ⅱ相臨床試験

1,000,000
消化器内科
高張大亮

がん研究振興財団 一般研究助成金
全エクソンシークエンスによる直腸癌術前
放射線化学療法効果 予測遺伝子の同定

1,000,000
消化器外科
（大腸）
秋吉高志

厚生労働省

医療技術実用化
総合研究
（臨床研究・
治験推進研究事業）

データ信頼性を確保した質の高い研究者
主導臨床研究実現のための臨床データ管理
システム（CDMS）標準仕様の作成

9,995,000
臨床試験部
石塚直樹

◆ 2015年（平成27年）

受託元 種目/項目 研究テーマ 金額 研究者

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

わが国における遺伝性乳癌卵巣癌の臨床
遺伝学的特徴の解明と遺伝子情報を用い
た生命予後の改善に関する研究

5,864,000
遺伝子診療部
新井正美

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

「ステージⅢ胃癌に対する術前診断の
妥当性研究：術前補助化学療法への転換
を目指して」

24,109,693
消化器外科
大橋　 学

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と画像誘導
を利用した高線量率小線源治療の標準化と高度
化の研究

333,334
放射線治療部
小口正彦

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

頭頸部腫瘍に対する強度変調放射線治療の
確立と標準化のための臨床研究

461,538
放射線治療部
小口正彦

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

Adolescent and young adult (AYA)世代に
及ぶ骨・軟部肉腫ならびに固形がんに対する
妊娠、晩期合併症に考慮した治療プロト
コール開発に関する研究

1,000,000
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

がん診療科データベースとJapanese National
Cancer Databaseの運用と他がん登録との連携

50,000
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

全国がん登録と連携した臓器がん登録に
よる大規模コホート研究の推進及び高質
診療データベースの為のNCD長期予後入力
システムの構築に関する研究

150,000
消化器外科
佐野　 武

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

胃がんに対する標準治療確立のための
多施設共同研究

5,600,000
消化器外科
佐野　 武

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

早期子宮頸がんに対する機能温存侵襲
手術確立に関する研究

810,000
婦人科
竹島信宏

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象
拡大のための非ランダム化検証的試験

1,000,000
婦人科
竹島信宏
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日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除不能進行・再発胃がんに対する
個別化治療と最適化標準療法に関する研究

1,000,000
消化器
化学療法科
陳　勁松

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

高度腹水を伴うまたは経口摂取不能の
腹膜転移を有する胃癌に対する5-FU/1-LV療法
vsFLTAX療法のランダム化第Ⅱ/Ⅲ
相比較試験

500,000
消化器
化学療法科
陳　勁松

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

眼部希少がんの発生・多様性獲得機構の
「鍵となる」分子・分子経路の特定と、
二次がん発生のサーベイランス体制の確立

1,000,000
眼科
辻　英貴

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

効果判定、PETのQA/QC 1,000,000
核医学部
寺内隆司

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

標準化画像診断手順に従ったがん治療
効果判定に関する研究

5,900,000
核医学部
寺内隆司

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

局所進行非扁平上皮非小細胞肺癌に対する
シスプラチン+S-1同時胸部放射線治療と
シスプラチン+ペメトレキセド同時胸部
放射線治療の無作為化第Ⅱ相試験

769,231
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

RET融合遺伝子陽性の進行非小細胞肺癌に
対する新規治療法の確立に関する研究

769,231
呼吸器内科
西尾誠人

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

呼吸器悪性腫瘍にたいする薬物療法を
含む標準治療確立のための多施設共同研究

250,000
呼吸器内科
西尾誠人

厚生労働省 がん政策研究事業
がん診療拠点病院におけるがん疼痛緩和に
対する取り組みの評価と改善に関する研究

2,300,000
がん疼痛
緩和部
服部政治

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

外科手術手技の客観的評価と科学的根拠
に基づいた標準治療開発のための多施設
共同第三相無作為化試験の確立

700,000
肝胆膵外科
斎浦明夫

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

最新のＩＶＲによる症例緩和についての研究 769,231
画像診断部
松枝　清

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療法
確立のための研究

700,000
整形外科
松本誠一

厚生労働省
難治性疾患等
政策研究事業

腹腔外発生デスモイド腫瘍患者の実態把握
および診療ガイドライン確立に向けた研究

90,000
整形外科
阿江啓介

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

1,400,000
消化器外科
井田智

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
内臓肥満が大腸癌の進展に与える影響と
メカニズムの解析

100,000
消化器外科
井田智

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
１細胞発現解析による悪性腹水貯留の
分子機序の解明

25,000
婦人科
加藤一喜

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治がん治療法開発（卵巣がん）

4,347,826
婦人科
加藤一喜
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厚生労働省
がん対策推進総合
研究事業

先端的がん医療実施のための地域完結型
病理診断および臨床・病理連携ネット
ワークの構築

0
総合腫瘍科
高橋俊二

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

次世代シークエンス解析技術を駆使した
家族性乳がんの原因探索

24,347,827
乳腺外科
岩瀬拓士

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
消化器癌幹細胞の特性を制御するmicroRNA
の同定と治療への応用

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌におけるがん代謝を制御
する分子機序の網羅的解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌の新規バイオマーカー開発を
めざしたDNA脱メチル化関連酵素の網羅
的解析

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるlincRNAの網羅的発現
解析ならびに機能解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌に対する第３世代PPARγ
agonistの抗腫瘍効果・機序の解明

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
内臓肥満が大腸癌の進展に与える影響と
メカニズムの解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 若手研究（Ｂ）
FGFR2を標的とした食道胃接合部癌に対する
新規治療法の確立

1,000,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
ヘリコバクター属感染と膵がん・胆道がん
のリスク

300,000
消化器内科
笹平直樹

文部科学省 若手研究（Ｂ）
術中超音波ナビゲーションシステムを
用いた系統的肝切除手術の開発

600,000
消化器外科
三瀬祥弘

文部科学省 若手研究（Ｂ）
仮想X線画像を用いた新しい患者セット
アップシステムの開発

2,300,000
放射線治療部
橋本成世

文部科学省 若手研究（Ｂ）
液状検体を用いた唾液腺癌の診断および
予後因子の検討

1,200,000
病理部
佐藤由紀子

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
全エクソンシークエンスによる直腸癌術前
放射線化学療法効果予測遺伝子の同定

1,800,000
消化器外科
秋吉高志

厚生労働省
がん対策推進総合
研究事業

がん診療科データベースとJapanese National
Cancer Databaseの運用と他がん登録との連携

50,000
放射線治療部
小塚拓洋

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
SDF-1/CXCR4シグナルを標的とした乳癌
骨転移に対する新規治療法の開発

1,200,000
総合腫瘍科
小林隆之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

50,000
頭頸科
新橋渉

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
類内膜腺癌の個別化医療を目指したゲノム
ワイドな原因遺伝子・分子標的探索

1,500,000
細胞診断部
杉山裕子

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
１細胞発現解析による悪性腹水貯留の
分子機序の解明

25,000
細胞診断部
杉山裕子
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文部科学省 基盤研究（Ａ）
バイオマーカーを用いた肝細胞癌の
新規画像診断システムの構築と治療への
応用的展開

100,000
消化器外科
石沢武彰

日本医療研究
開発機構
（AMED）

橋渡し研究加速
ネットワーク
プログラム

手術中に膵液の漏出部位を同定し蛋白
分解酵素活性を評価する蛍光イメージング
技術の開発

46,000,000
消化器外科
石沢武彰

日本医療研究
開発機構
（AMED）

未来医療を実現する
医療機器・システム
研究開発事業

生体多光子励起イメージング技術を利用した新
規低侵襲・高解像度がん診断装置の開発

3,650,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究
開発機構
（AMED）

創薬基盤推進
研究事業

肥満関連癌症例の血液試料分析による
肥満関連のバイオマーカーの同定

1,500,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

バイオバンク
バイオバンクの構築と臨床情報データ
ベース化（DNAサンプル及び臨床情報の収集）

17,962,728
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

オーダーメイド医療
の実現プログラム

ゲノム網羅的解析情報を基盤とする
オーダーメイドがん医療実現のための
開発研究（乳がん）

3,636,364
消化器外科
長山聡

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
癌幹細胞の生物学的特性を加味した
新しい大腸癌治療戦略の確立

1,100,000
消化器外科
長山聡

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌同一症例原発／転移組織を用いた
プロテオーム解析による血中転移マーカー
の開発

100,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

早期診断マルチバイオマーカー開発 3,347,827
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に
対する胸腔鏡下手術と開胸手術のランダム化
比較第III相試験

1,000,000
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用
化研究事業

グレリン投与による高齢者食道癌手術の
安全性向上に関するランダム化第２相試験

900,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
消化器癌幹細胞の特性を制御するmicroRNA
の同定と治療への応用

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌におけるがん代謝を制御
する分子機序の網羅的解析

1,400,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

150,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌の新規バイオマーカー開発をめざ
したDNA脱メチル化関連酵素の網羅的解析

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるlincRNAの網羅的発現
解析ならびに機能解析

150,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
microRNA-genepathwayを介した胃癌トラ
スズマブ耐性機序の解明

150,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌に対する第３世代PPARγ
agonistの抗腫瘍効果・機序の解明

50,000
消化器外科
渡邊雅之
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
正常胃粘膜上皮および胃癌における
ＳＰＩＮＫ１の機能解析

150,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌の発育進展に関与する脂質代謝
メカニズムの解明と新規治療法の開発

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるエピゲノム関連酵素
ＴＥＴファミリーおよび5-hmCの解析

150,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌の治療選択に関わるPI3K/AKTpathway
関連遺伝子変異の網羅的検索

300,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
包括的脂肪・糖代謝解析による肥満に伴う
泌尿器癌進展の分子機序解明と克服

200,000
泌尿器科
湯浅健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎細胞がんにおける新しい分子標的治療
およびバイオマーカーの開発

1,200,000
泌尿器科
湯浅健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるlincRNAの網羅的発現解析
ならびに機能解析

901,321
消化器外科
日吉幸晴

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除不能膵癌に対する標準治療の確立に
関する研究

1,000,000
消化器内科
尾阪将人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除可能進行胃癌に対する網嚢切除の意義
に関する研究

700,000
消化器外科
布部創也

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

新規分子標的治療薬の開発に関する研究 600,000
消化器外科
布部創也

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

50,000
放射線治療部
利安隆史

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

分子プロファイリングによる新規標的同定
を通じた難治がん治療法開発

29,565,218 山口俊晴

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
造血幹細胞移植を受ける患者のＱＯＬと
知識、学習性無力感、自己効力感との
関係の解明

1,171,478
看護部
鈴木美穂

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
看護師の臨床判断力を強化する卒後教育プログ
ラムとその評価指標の確立

80,000
看護部
鈴木美穂

文部科学省 挑戦的萌芽研究
地域高齢者を支えるコンビニエンスストア
：地域包括ケアにおける協働モデルの構築

50,000
看護部
鈴木美穂

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腫瘍内HER2不均一発現を呈する胃癌の
トラスツズマブ耐性機序の分子生物学
的解明

900,000
消化器内科
若槻　尊

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
基礎研究解析データに基づく大腸がん新規
治療薬のバイオマーカー探索

1,600,000
消化器内科
末永光邦

アステラス病態
代謝研究会

研究助成金 膵癌予後向上のための多角的外科アプローチ 2,000,000
消化器外科
（肝胆膵）
井上陽介

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
全エクソンシークエンスによる直腸癌術前
放射線化学療法効果予測遺伝子の同定

1,000,000
消化器外科
（大腸）
秋吉高志
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大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
胃癌における腫瘍内分子生物学的
heterogeneity と治療抵抗性機序の
解明及び新たな治療戦略の開発

1,000,000
消化器内科
若槻　尊

がん集学的治療
研究財団

一般研究助成金
切除不能進行再発大腸癌患者に対する
レゴラフェニブの薬物動態および毒性と
遺伝子多型の多施設共同研究

1,000,000
消化器内科
若槻　尊

がん集学的治療
研究財団

一般研究助成金
HER2陽性切除不能進行再発胃癌に対する
S1+Oxaliplatin+Trastuzumab(SOX+Tmab)
併用療法の第Ⅱ相臨床試験

1,000,000
消化器
化学療法科
高張大亮

日本対がん協会

リレー・フォー・
ライフ・ジャパン
「プロジェクト
未来」

腸内細菌叢の変化による大腸癌発生の
メカニズムの解明

1,000,000
消化器外科
（大腸）
長山　聡

上原記念生命
科学財団

研究助成金
食道腺癌の分子機序の解明と治療標的
の探索

5,000,000
消化器外科
（食道）
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
画像誘導放射線治療における計算フィルター
及び物理フィルターによる画質改善

900,000
放射線治療部
作美明

◆ 2016年（平成28年）

受託元 種目/項目 研究テーマ 金額 研究者

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

わが国における遺伝性乳癌卵巣癌の臨床
遺伝学的特徴の解明と遺伝子情報を用いた
生命予後の改善に関する研究

9,382,000
遺伝子診療部
新井正美

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

日本医療研究開発機構（AMED）研究費
「ステージⅢ胃癌に対する術前診断の
妥当性研究：術前補助化学療法への転換
を目指して」（大橋班）

22,469,231
消化器外科
大橋　 学

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

病理学的Stage II/IIIで“vulnerable”
な80歳以上の高齢者胃癌に対する開始量
を減量したS-1術後補助化学療法に関する
ランダム化比較第III相試験

390,000
消化器外科
大橋　 学

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

放射線治療管理、局所放射線療法のQA/QC、
ISRT標準化

909,091
放射線治療部
小口正彦

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

Adolescent and young adult (AYA)世代に
及ぶ骨・軟部肉腫ならびに固形がんに対する
妊娠、晩期合併症に考慮した治療プロト
コール開発に関する研究

700,000
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

がん診療科データベースとJapanese
 National Cancer Databaseの運用と
他がん登録との連携

200,000
放射線治療部
角美奈子

厚生労働省
がん対策推進
総合研究事業

全国がん登録と連携した臓器がん登録による
大規模コホート研究の推進及び高質診療
データベースの為のNCD長期予後入力システム
の構築に関する研究

100,000
消化器外科
佐野　 武

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

早期子宮頸がんに対する準広汎子宮全摘術
の有益性を検証する研究

650,000
婦人科
竹島信宏
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日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

上皮性卵巣癌の妊孕性温存治療の対象
拡大のための非ランダム化検証的試験

1,000,000
婦人科
竹島信宏

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除不能進行・再発胃がんに対する
個別化治療と最適化標準療法に関
する研究

500,000
消化器
化学療法科
陳　勁松

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

眼部腫瘍の全国症例登録システムの構築
に関する研究

1,000,000
眼科
辻　英貴

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

眼部希少がんの発生・多様性獲得機構の
「鍵となる」分子・分子経路の特定と、
二次がん発生のサーベイランス体制の
確立

769,231
眼科
辻　英貴

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

効果判定、PETのQA/QC 1,000,000
核医学部
寺内隆司

国立がん研究
センター

国立がん研究
センターがん
研究開発費

ＪＣＯＧ試験におけるＰＥＴ/ＣＴのＱＡ
/ＱＣを担保するシステム構築に関する
研究・がんＰＤＧ－ＰＥＴ/ＣＴ撮像法
ガイドラインの改訂に関する研究

2,200,000
核医学部
寺内隆司

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

局所進行非扁平上皮非小細胞肺癌に対
するシスプラチン+S-1同時胸部放射線
治療とシスプラチン+ペメトレキセド
同時胸部放射線治療の無作為化
第Ⅱ相試験

692,308
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

RET融合遺伝子陽性の進行非小細胞肺癌
に対する新規治療法の確立に関する研究

769,231
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

胸腺癌、胸腺腫に対する抗ＰＤ－１
抗体ニボルマブ適応拡大のための研究

600,000
呼吸器内科
西尾誠人

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
患者由来細胞のキノーム解析による
標的キナーゼ活性定量法を用いた薬剤
耐性機序の解明

100,000
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

がん細胞および免疫応答解析に基づく
がん免疫療法効果予測診断法の確立

51,193,000
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

高齢者進行非扁平上皮非小細胞肺癌に
対する標準的化学療法の確立に関する
研究

500,000
呼吸器内科
西尾誠人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

外科手術手技の客観的評価と科学的根拠
に基づいた標準治療開発のための多施設
共同第三相無作為化試験の確立

650,000
肝胆膵外科
斎浦明夫

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

最新のＩＶＲによる症例緩和について
の研究

769,231
画像診断部
松枝　清

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

高悪性度骨軟部腫瘍に対する標準治療法
確立のための研究

330,000
整形外科
松本誠一

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
高感度域でも良好な定量性を示し、
普及し易いメチル化DNA解析法の開発

1,300,000
TR支援部
野村幸男
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
基礎研究解析データに基づく大腸がん
新規治療薬のバイオマーカー探索

1,200,000
消化器内科
末永光邦

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

1,100,000
消化器外科
井田智

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に
関する網羅的解析

50,000
消化器外科
井田智

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
内臓肥満が大腸癌の進展に与える影響と
メカニズムの解析

50,000
消化器外科
井田智

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

ゲノム・エピゲノム統合解析による再発/
転移性乳がんの創薬標的の同定

11,538,462
乳腺外科
岩瀬拓士

文部科学省 若手研究（Ａ）
食道胃接合部腺癌におけるKRAS遺伝子増幅
の意義とその悪性化メカニズムの解明

6,600,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
消化器癌幹細胞の特性を制御するmicroRNA
の同定と治療への応用

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
胃粘膜内のmicrobiomeと胃癌の悪性度に
関する網羅的解析

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌におけるがん代謝を制御
する分子機序の網羅的解析

100,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
内臓肥満が大腸癌の進展に与える影響と
メカニズムの解析

50,000
消化器外科
今村裕

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
ヘリコバクター属感染と膵がん・胆道
がんのリスク

300,000
消化器内科
笹平直樹

日本医療研究
開発機構
（AMED）

臨床研究・
治験推進研究事業

切除不能・術後再発胆道癌に対する
ＦＯＬＦＩＲＩＮＯＸ療法

1,500,000
消化器内科
笹平直樹

日本学術振興会
藤田記念医学
研究振興基金
研究助成事業

術中超音波ナビゲーションシステムを用いた
肝切除手術の開発

980,000
消化器外科
三瀬祥弘

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌術前化学放射線療法の効果予測
マーカーとしての血清中microRNA解析

400,000
消化器外科
秋吉高志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
全エクソンシークエンスによる直腸癌術前
放射線化学療法効果予測遺伝子の同定

1,000,000
消化器外科
秋吉高志

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

50,000
頭頸科
新橋渉

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
類内膜腺癌の個別化医療を目指した
ゲノムワイドな原因遺伝子・
分子標的探索

800,000
細胞診断部
杉山裕子

日本医療研究
開発機構
（AMED）

未来医療を実現する
医療機器・システム
研究開発事業

生体多光子励起イメージング技術を利用
した新規低侵襲・高解像度がん診断装置
の開発

3,732,440
乳腺センター
大野真司

572



日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療
創成研究事業

NGS技術を駆使した遺伝学的解析による
家族性乳がんの原因遺伝子同定と
標準化医療構築

60,884,616
乳腺センター
大野真司

厚生労働省 がん政策研究事業
若年乳がん患者のサバイバーシップ向上
を志向した妊孕性温存に関する心理支援
体制の構築

200,000
乳腺センター
大野真司

日本医療研究
開発機構
（AMED）

医薬品等規制調和・
評価研究事業

患者に対してセンシティブな内容（性交渉や
避妊等）を説明する医療従事者向け教育
プログラムの策定に関する研究

153,847
血液腫瘍科
畠　清彦

日本医療研究
開発機構
（AMED）

創薬基盤推進
研究事業

肥満関連癌症例の血液試料分析による
肥満関連のバイオマーカーの同定

2,000,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

オーダーメイド医療
の実現プログラム

大腸がん発症リスクの予測を可能とする
感受性遺伝子の同定とその応用研究の推進

3,230,770
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

バイオバンク
バイオバンクの構築と臨床情報データ
ベース化
（ＤＮＡサンプル及び臨床情報の収集）

16,521,297
消化器外科
長山聡

文部科学省 挑戦的萌芽研究
がん細胞のX線及び炭素イオン線抵抗性
における細胞膜修復能に関する研究

1,000,000
遺伝子診療部佐
藤克敏

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
癌幹細胞の生物学的特性を加味した
新しい大腸癌治療戦略の確立

1,000,000
消化器外科
長山聡

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
患者由来細胞のキノーム解析による
標的キナーゼ活性定量法を用いた
薬剤耐性機序の解明

100,000
消化器外科
長山聡

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌同一症例原発／転移組織を用いた
プロテオーム解析による血中転移
マーカーの開発

100,000
消化器外科
長山聡

文部科学省
基盤研究（Ｂ）
（特設分野研究）

大規模経時採取血漿バンクの網羅的
蛋白質変動解析による大腸癌再発
予測因子の解明

600,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

切除組織培養分泌エクソソームの網羅的
解析によるがん早期診断薬開発

1,800,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）
次世代がん

次世代がん医療創成
研究事業

腸内細胞を指標とした大腸がんの早期診断
方法の開発

2,000,000
消化器外科
長山聡

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用
化研究事業

食道亜全摘術を行う食道癌患者における
急性肺合併症に対するOSK-0028の有効性
及び安全性の検討（第II相試験）

307,693
消化器外科
渡邊雅之

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療実用
化研究事業

臨床病期I/II/III食道癌（T4を除く）に
対する胸腔鏡下手術と開胸手術のランダム化
比較第III相試験

640,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道扁平上皮癌におけるがん代謝を制御
する分子機序の網羅的解析

1,100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｂ）
消化器癌幹細胞の特性を制御するmicroRNA
の同定と治療への応用

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌新規治療法の確立に向けた食道癌
間質ゲノムの網羅的解析

150,000
消化器外科
渡邊雅之
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文部科学省 基盤研究（Ｃ）
消化器癌におけるエピゲノム関連酵素
ＴＥＴファミリーおよび5-hmCの解析

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
食道癌の治療選択に関わるPI3K/AKTpathway
関連遺伝子変異の網羅的検索

100,000
消化器外科
渡邊雅之

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腎癌における遺伝子変異・遺伝子発現を
基にした治療体系確立への基礎研究

1,400,000
泌尿器科
湯浅健

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
直腸癌術前化学放射線療法の効果予測
マーカーとしての血清中microRNA解析

2,100,000
消化器外科
日吉幸晴

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除不能膵癌に対する標準治療の確立に
関する研究

1,500,000
消化器内科
尾阪将人

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

切除可能進行胃癌に対する網嚢切除の意義
に関する研究

1,000,000
消化器外科
布部創也

国立がん研究
センター

国立がん研究
センター
がん研究開発費

胃がんに対する標準治療確立のための
多施設共同研究

800,000
消化器外科
布部創也

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
ヒトパピローマウイルス感染と発がん
－臓器横断的解析－

50,000
放射線治療部
利安隆史

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

頭頸部腫瘍に対する強度変調放射線
治療の確立と標準化のための臨床研究

500,000
放射線治療部
利安隆史

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
腫瘍内HER2不均一発現を呈する胃癌の
トラスツズマブ耐性機序の分子生物学
的解明

1,300,000
消化器内科
若槻尊

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

高度腹膜転移胃癌に対する標準化学療法
の確立に関する研究

1,000,000
消化器
化学療法科
山口研成

日本医療研究
開発機構
（AMED）

革新的がん医療
実用化研究事業

トレーサビリティの確保された線源と
画像誘導を利用した高線量率小線源治療
の標準化と高度化の研究

250,000
放射線治療部
室伏景子

文部科学省 若手研究（Ｂ）
小腸脂肪酸吸収関連蛋白のNASH病態へ
与える影響と治療標的分子の解明

700,199
消化器内科
山本安則

文部科学省 若手研究（Ｂ）
仮想X線画像を用いた新しい患者
セットアップシステムの開発

800,000
放射線治療部
橋本成世

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
造血幹細胞移植を受ける患者のＱＯＬ
と知識、学習性無力感、自己効力感との
関係の解明

1,600,000
看護部
鈴木美穂

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
看護師の臨床判断力を強化する卒後教育
プログラムとその評価指標の確立

80,000
看護部
鈴木美穂

文部科学省 挑戦的萌芽研究
地域高齢者を支えるコンビニエンスストア
：地域包括ケアにおける協働モデルの構築

50,000
看護部
鈴木美穂

文部科学省 若手研究（Ｂ）
仮想X線画像を用いた新しい患者セット
アップシステムの開発

800,000
放射線治療部
橋本成世

文部科学省
研究活動スタート
支援

放射線治療期間中の患者の体型変化を
予測する仮想CBCT画像生成システムの
開発

1,100,000
放射線治療部
中野正寛
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文部科学省 若手研究（Ｂ）
大腸癌における、エピジェネティクスを
標的とした新規分子標的治療薬の検討

1,003,559
消化器外科
徳永竜馬

文部科学省 基盤研究（Ｃ）
大腸癌にstatinの抗腫瘍効果メカニズムの
解明と新規治療法の開発

100,000
消化器外科
徳永竜馬

厚生労働省
難治性疾患等政策
研究事業

腹腔外発生デスモイド腫瘍患者の実態把握
および診療ガイドライン確立に向けた研究

70,000
整形外科
阿江啓介

文部科学省 若手研究（Ｂ））
胃がん術後補助療法に対する抵抗性を評価
するバイオマーカーの開発

1,950,000
総合腫瘍科
重松康之

小林がん学術
振興会

がん薬物療法に関す
る先駆的治療法に対
する研究助成(先駆
的研究）

食道胃接合部腺癌における遺伝子増幅異常
を標的とした新規治療法の開発

1,000,000
消化器外科
（食道）
今村　裕

公益信託癌臨床
研究助成基金

研究助成金
炎症性バイオマーカーを考慮した大腸癌
治癒切除後の予後予測ノモグラムの確立

500,000
消化器外科
（大腸）
秋吉高志

内視鏡医学研究
振興財団

研究助成A

腹腔鏡下手術における腫瘍の腹腔内遺残
を完全排除するsingle-site in-bag
morecellationアニマルモデルを用いた
安全性の検討

1,000,000
婦人科
青木洋一

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
サイズ分画を利用したCTCcuster診断
システムの開発

1,000,000
消化器
化学療法科
松阪　諭

大和証券ヘルス
財団

調査研究助成
胃粘膜下層深部浸潤(SM)癌のリンパ節
転移に関連する深達度と病理学的因子
の検討

1,000,000
消化器内科
大隅寛木

がん研究振興財団 がん研究助成金
大腸癌肝転移・膵癌の化療後切除における
術中蛍光イメージングの有効性評価

1,000,000
消化器外科
（肝胆膵）
石沢武彰

がん研究振興財団 がん研究助成金
病理標本を基盤とした形態診断と分子
診断を統合した新しい乳癌再発予測
モデルの開発

1,000,000
病院病理部
大迫智

日本対がん協会

リレー・フォー・
ライフ・ジャパン
「プロジェクト
未来」

腸内細菌を指標とした大腸癌スクリーニング
キットの開発

1,000,000
消化器外科
（大腸）
長山聡
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１２．学術講演会 

◆2013 年（平成 25年） 

回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 210回 1月 15日（火） 18:00 

～19:30 

太るとなぜがんになるのか？～脂肪細胞由来ホ

ルモン「アディポネクチン」をめぐって～ 

大阪大学 

生体機能補完医学講座  

准教授 前田和久 先生 

第 211回 2月 19日（火） 18:00 

～19:30 

わかる！放射線治療 

～放射線治療部がめざすもの～ 

がん研有明病院放射線 

治療部副部長 小塚拓洋先生 

第 212回 3月 19日（火） 18:00 

～19:30 

24年度 Best English Paper 受賞記念講演会  

   ゴールド賞： 

RET,ROS1 and ALK fusions in lung cancer. 

nature medicine 2012 Feb Vol 18/No 3 

378-381 

病理部 主任研究員 

分子標的病理プロジェクト

リーダー 竹内賢吾 先生 

   シルバー賞： 

Prognostic Factors and Treatment Outcomes 

for Anaplastic Thyroid Carcinoma: ATC 

Research Consortium of Japan Cohort Study 

of 677 Patients. 

World Journal of Surgery 2012 Jun Vol 36/No 

6 1247-1254 

頭頸科副部長 

杉谷 巌 先生 

   ブロンズ賞： 

Results of a Japanese Nationwide 

Multi-Institutional Study on Lateral Pelvic 

Lymph Node Metastasis in Low Rectal 

Cancer.  Is It Regional or Distant Disease? 

Annals of Surgery 2012 Jun Vol 255/No 6 

1129-1134 

消化器外科副医長 

秋吉高志 先生 

   ブロンズ賞： 

Sentinel node tumour burden quantified 

based on cytokeratin 19 mRNA copy number 

predicts non-sentinel node metastases in 

breast cancer: Molecular whole-node 

analysis of all removed nodes. 

European Journal of Cancer 2012 

病理部医員 

大迫 智 先生 

   ブロンズ賞： 

Incidence of and risk factors for 

postoperative nausea and vomiting at a 

Japanese Cancer Center: 

first large-scale study in Japan. 

J Anesth 2012 Feb Vol 27/No 1 18-24 

麻酔科副医長 

森野良蔵 先生 

第 213回 2月 4日（木） 18:00 

～19:00 

外科医が遺伝子研究ラボを主宰しつつ、多施設共

同臨床試験の PIを務める方法 

Associate Professor, 

Discipline of 

Surgery,University of 

Queensland, Prince 

Alexandra Hospital, 

Australia 

Dr. Andrew Barbour 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 214回 4月 16日（火） 18:00 

～19:30 

胃・食道がんの術後栄養管理に NSTは必要か？ がん研有明病院上部消化管

外科副部長、栄養部部長 

比企直樹 先生 

第 215回 4月 30日（火） 18:00 

～19:00 

輸血の適正使用について がん研有明病院輸血部顧問 

十字猛夫 先生 

第 216回 5月 21日（火） 18:00 

～19:30 

すぐに使える！高齢患者への対応法 

～哲学に基づいた実践的なケアメソッド～ 

「Humanitude」 

国立病院機構 

東京医療センター 

総合内科医長  

本田美和子 先生 

総合内科病棟副師長 

林 紗美 先生 

第 217回 6月 18日（火） 18:00 

～19:30 

 

日本でも増えてくる（？） 

バレット食道腺癌の内視鏡診断と治療 

がん研有明病院 

消化器内科 

上部消化管担当部長 

藤崎順子 先生 

第 218回 7月 16日（火） 18:00 

～19:30 

適正な保険診療のための講習会  

   （１）指導管理料・病名のカルテ記載について 

 

がん研有明病院医事部外来

医事課長 荒井宣孝 さん 

   （２）適正な診療報酬を得るための外来診療の 

コツ 

がん研有明病院 

漢方サポート科部長 

星野惠津夫 先生 

   特別講演：保険診療と監査への対応 元東京都支払基金 

審査委員長、順天堂大学教授 

林田康男 先生 

第 219回 9月 17日（火） 18:00 

～19:30 

医療3Dプリンタによる生体質感臓器立体モデル

ナビゲーション 

神戸大学消化器内科 

特命講師生命医学 

イノベーション創出人材 

養成センター 

杉本真樹 先生 

第 220回 10月 15日（火） 18:00 

～19:30 

陽子線治療の進歩と適応 

～食道がんを中心に～ 

国立がん研究センター 

東病院  

放射線部・放射線治療科部長 

秋元哲夫 先生 

第 221回 

 

10月 29日（火） 18:00 

～19:30 

適正な保険診療と DPCの今後について 

 

社会保険診療報酬支払基金

審査副委員長 

井原裕宣 先生 

第 222回 

 

12月 17日（火） 18:00 

～19:30 

遺伝子褐色細胞腫 / パラガングリオーマ症候群 

Hereditary pheochromocytoma / 

paraganglioma syndrome = HPPS 

筑波大学医学医療系 

臨床学域スポーツ医学 

教授 竹越一博 先生 
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◆2014 年（平成 26年） 

回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 223回 1月 21日（火） 18:00 

～19:30 

血管新生病の血管内治療 

～進行がんカテーテル治療を中心に～ 

クリニカ ET院長 

奥野哲治 先生 

第 224回 2月 18日（火） 18:00 

～19:30 

癌性腹水に対する新たな治療戦略 

～KM-CART による積極的症状緩和とオーダー

メイド癌治療への活用～ 

要町病院 

腹水治療センター長 

松﨑圭祐 先生 

第 225回 3月 18日（火） 18:00 

～19:30 

25年度 Best English Paper 受賞記念講演会  

   ゴールド賞： 

Allelotypes of lung adenocarcinomas 

featuring ALK fusiondemonstrate fewer 

onco-and suppressor gene changes 

 (SNPアレイを用いた ALK融合遺伝子陽性肺

腺癌の核型分析) 

病理部 二宮浩範 先生 

   シルバー賞： 

FDG uptake heterogeneity evaluated by 

fractal analysis improves the     

differential diagnosis of pulmonary nodules 

 (肺結節病変の 18FDG集積分布の不均一性に

よる良悪性鑑別) 

画像診断センター 

三輪健太 さん 

   ブロンズ賞： 

Diagnosis of Laterally Spreading Tumors in 

the rectum and selevtion of  

treatment-Characteristics each of the 

sub-classification or LSTs in the rectum 

 (直腸 LSTの診断と治療法の選択) 

内視鏡診断部 

堀内裕介 先生 

   ブロンズ賞： 

Prognostic Role of Positron Emission 

Tomography and High-Resolution Computed 

Tomography in Clinical Stage IA Lung 

Adenocarcinoma. 

 (臨床病期Ⅰ期肺腺癌における PET/CTと高分

解能CTの役割多施設共同研究の長期予後解析よ

り) 

呼吸器外科 

上原浩文 先生 

   ブロンズ賞： 

Lymphadenectomy around the left renal vein 

in Siewert type Ⅱ adenocarcinoma of the 

oesophagogastric junction 

(Siewert typeⅡ食堂胃接合部癌における左腎静

脈周囲のリンパ節郭清(16A2lat)について) 

消化器外科 

峯 真司 先生 

第 226回 4月 15日（木） 18:00 

～19:30 

がん研有明病院・東京都済生会中央病院 

病病連携の新たな展開：「糖尿病」 

 

 

 

 

  （1）病病連携の更なる発展を期して 済生会中央病院 副院長・ 

心臓血管外科 廣谷 隆 先生 

 

 

  

 
（2）糖尿病合併手術例の血糖管理の重要性と 

その実際 

済生会中央病院 糖尿病・ 

内分泌内科部長 

島田 朗 先生 

 

 

  （3）糖尿病による足の切断を予防するために 

～東京都済生会中央病院の取り組み～ 

済生会中央病院 糖尿病・ 

内分泌内科 富田益臣 先生 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 227回 5月 20日（火） 18:00 

～19:30 

「生命保険買取り」システムとは何か？ 

21世紀の医療のための生命保険金の有効活用 

 

（株）リスク・マネジメント

研究所 

代表取締役 濱崎研治 先生 

第 228回 6月 17日（火） 18:00 

～19:00 

医学・医療と知的財産 がん研究会法務・知財支援室 

知財戦略担当部長 

内海 潤 先生 

第 229回 7月 15日（火） 18:00 

～19:30 

脳転移患者に対するトータルマネージメント 

～ガンマナイフ治療を中心に～ 

 

NTT東日本関東病院 

ガンマナイフセンター 

センター長 赤羽敦也 先生 

第 230回 9月 16日（火） 18:00 

～19:30 

放射線被曝 

～放射線安全月間 特別企画～ 

画像センター・ 

放射線治療部・放射線管理部 

松枝 清 先生 

小塚拓洋 先生 

宮島悟史 さん 

宮司典明 さん 

第 231回 10月 21日（火） 18:00 

～19:30 

癌の遺伝医療の実際 

～遺伝性乳癌卵巣癌とリンチ症候群 

（遺伝性大腸癌）～ 

がん研有明病院 

遺伝子診療部 部長 

新井正美 先生 

第 232回 

 

11月 18日（火） 18:00 

～19:30 

がん治療における歯科の役割 がん研有明病院 

歯科部長 富塚 健 先生 
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◆2015 年（平成 27年） 

 

  

回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 233 回 

 

1月 20日（火） 18:00 

～19:30 

がん患者へのヨーガ療法 

~アセスメントとカウンセリング～ 

（社）日本ヨーガ療法学会 

理事長 

スワミ・ヴィヴェーカナン

ダ・ヨーガ研究所 

ヨーガ大学院大学 日本代表 

木村慧心 先生 

第 234 回 

 

2月 17日（火） 18:00 

～19:00 

ISO15189検査室認証と病院への効果 がん研有明病院 

臨床病理センター技師長 

小松京子 先生 

第 235 回 3月 17日（火） 18:00 

～19:30 

26年度 Best English Paper  受賞記念講演会  

   ゴールド賞： 

Anatomical Liver Resections Guided by 

3-Dimensional Parenchymal Staining Using 

Fusion indocyanine Green Fluorescence 

Imaging 

(Fusion ICG 蛍光イメージングの肝解剖学的切

除への応用） 

消化器外科 

井上陽介 先生 

   シルバー賞： 

Optimal radiation shielding for beta and 

bremsstrahlung radiation emitted by 89Sr 

and 90Y:validation by empirical approach 

and Monte Carlo simulations 

（高エネルギーβ線放出核種(89Sr、90Y)に対す

る最適な遮蔽財：実測とモンテカルロシミュレー

ションによる検討） 

画像診断センター 

（核医学部） 

村田泰輔 さん 

   ブロンズ賞： 

Sinistral portal hypertension after 

pancreaticoduodenectomy with splenic vein 

ligation 

（脾静脈結紮を伴う膵頭十二指腸切除後の左側

門脈圧亢進症の病態について） 

消化器外科 

小野嘉大 先生 

   ブロンズ賞： 

Mammary ductoscopy and watchful 

follow-up substitute microdochetomy in 

patients with bloody nipple discharge. 

（乳管内視鏡による診断と慎重な経過観察で血

性乳頭分泌に対する乳管区分切除術は必要なく

なる） 

乳腺外科 

蒔田益次郎 先生 

   ブロンズ賞： 

Risk-adapted management of papillary 

thyroid carcinoma according to our own 

risk-group classification system: is thyroid 

lobectomy the treatment of choice for 

low-risk patients? 

（独自の癌死危険度分類に基づく甲状腺乳頭癌

のリスクに応じた治療方針：低危険度群に対し甲

状腺温存手術は選択肢となりうるか？） 

頭頸科 

蛯名 彩 先生 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 236 回 

 

4月 21日（火） 18:00 

～19:30 

治療に難渋した後頸部髄液漏を合併した外傷性

硬膜下血腫、脳内血腫の一例 

東京都済生会中央病院 

脳神経外科 

淺田英穂 先生 

    術前心機能評価について 東京都済生会中央病院 

循環器科 

長谷川 祐 先生 

第 237 回 5月 19日（火） 18:00 

～19:30 

当院におけるリンパ浮腫とその他の浮腫 

その診断・鑑別から治療まで 

がん研有明病院 

婦人科副部長 

リンパ浮腫治療室長 

宇津木久仁子 先生 

第 238 回 6月 16日（火） 18:00 

～19:30 

PD1/PDL1抗体療法の開発状況 総合腫瘍科 

高橋俊二 先生 

   腫瘍内免疫応答の解析とがん治療法の開発 東京大学医学部付属病院  

免疫細胞治療学講座 

特任教授  

垣見和宏 先生 

第 239 回 7月 21日（火） 18:00 

～19:30 

Bad Bugs, No Drugs: No ESKAPE! 

Enterococcus faecium, Staphylococcus 

aureus, Klebsiella pneumoniae,  

Acinetobacter baumanii, Pseudomonas 

aeruginosa, Enterobacter 

世界／日本の耐性菌の現状と対策 

がん研有明病院 

感染症科部長  

原田壮平 先生 

第 240 回 9月 15日（火） 18:00 

～19:30 

山本信之教授が本音で語る肺癌化学療法の現状

と展望 

和歌山県立医科大学 

呼吸器・腫瘍内科教授 

山本信之 先生 

第 241 回 10月 20日（火） 18:00 

～19:30 

食道癌 ESD 時の鎮静におけるデクスメデトミジ

ン塩酸塩の有用性の検討 

－単施設前向き無対照試験－ 

消化器内科 

由雄敏之 先生 

   知っておくべき臨床研究を取り巻く環境の変化 滋賀医科大学 

臨床研究開発センター 

センター長 

久津見 弘 先生 

第 242 回 10月 20日（火） 18:00 

～19:30 

がん研有明病院における低侵襲手術の歩み 

 腎癌及び腎盂尿管癌に焦点を当てて 

泌尿器科 

増田 均 先生 

   ロボット腎部分切除術のわれわれの標準手技と

最近の工夫・こだわり  

ー200例の経験よりー 

東京女子医科大学 

泌尿器科 准教授 

近藤恒徳 先生 

第 243 回 12月 15日（火） 18:00 

～19:30 

当院におけるがん患者のＮＳＴ活動と役割 栄養管理部 

中濱孝志 先生 

   がんとリハビリテーション栄養 横浜市立大学附属市民総合

医療センター 

リハビリテーション科 

若林秀隆 先生 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 244 回 1月 19日（火） 18:00 

～19:30 

卵巣について・・・ 婦人科 尾松公平 先生 

   AYA 世代がん患者に対する妊孕性温存の診療の

実践～その適応は？ 

聖マリアンナ医科大学 

産婦人科学教授 

鈴木 直 先生 

第 245 回 

 

2月 16日（火） 18:00 

～19:30 

放射線治療の高精度化にともなう看護の可能性 がん研有明病院 

看護部 長井優子 看護師長 

同 放射線治療部・ 

画像診断センター 

後藤志保 副看護師長 

第 245 回 3月 15日（火） 18:00 

～19:30 

26年度 Best English Paper  受賞記念講演会  

   ゴールド賞： 

Pancreatoduodenectomy With Systematic 

Mesopancreas Dissection Using a Supracolic 

Anterior Artery-first Approach 

消化器（肝胆膵）外科 

井上陽介 先生 

   ゴールド賞： 

Routine Preoperative Liver-specific Magnetic 

Resonance Imaging Does Not Exclude the 

Necessity of Contrast-enhanced 

Intraoperative Ultrasound in Hepatic 

Resection for Colorectal Liver Metastasis 

消化器（肝胆膵）外科 

有田淳一 先生 

   シルバー賞： 

Feasibility of laparoscopic and endoscopic 

cooperative surgery for gastric submucosal 

tumors (with video) 

消化器（胃）外科 

松田達雄 先生 

   ブロンズ賞： 

Pulmonary Adenocarcinoma In Situ  

Analyses of a Large Series With Reference to 

Smoking, Driver Mutations, and Receptor 

Tyrosine Kinase Pathway Activation 

病理部 

佐藤征二郎 先生 

   ブロンズ賞： 

Distinct Characteristics of Small Cell Lung 

Cancer Correlate With Central or Peripheral 

Origin  Subtyping Based on Location and 

Expression of Transcription Factor TTF-1 

病理部 

宮内栄作 先生 

   ブロンズ賞： 

Anxiety and depression in patients after 

surgery for head and neck cancer in Japan 

看護部 

鈴木美穂 さん 

   ブロンズ賞： 

Risk Factors Exacerbating Hand-Foot Skin 

Reaction Induced by Capecitabine plus 

Oxaliplatin with or without Bevacizumab 

Therapy 

薬剤部 

横川貴志 さん 

第 247 回

（臨時） 

3月 24日（火） 18:00 

～19:30 

救急医療の進歩と課題 東京都済生会中央病院 

救急診療科 

部長 関根和彦 先生 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 248 回

（臨時） 

3月 29日（火） 17:00 

～17:45 

今後のがん研における整形外科の方向性とビジ

ョンについて 

整形外科副部長 

阿江啓介 先生 

第 249 回 

 

4月 19日（火） 18:00 

～19:30 

骨軟部腫瘍における融合遺伝子 整形外科 

阿江啓介 先生 

   

 

オーダーメイド医療の実現プログラムの成果と

データ利活用について 

東京大学大学院 

新領域創成科学研究科クリ

ニカルシークエンス分野 

教授 松田浩一 先生 

第 250 回 

 

5月 17日（火） 18:00 

～19:30 

末梢 T細胞性リンパ腫の症例検討、症例提示 血液腫瘍科 

草野善晴 先生 

   末梢型 T細胞性リンパ腫の最近の治験 血液腫瘍科 

三嶋裕子 先生 

   PTCLの遺伝子異常と最近の進歩 筑波大学医学医療系血液内

科准教授 

坂田麻実子 先生 

第 251 回 

 

6月 21日（火） 18:00 

～19:30 

 

当院における子宮頸がんに対する小線源治療の

変遷およびその成績～ＣＴ画像を用いた画像誘

導小線源治療へのアプローチ～ 

放射線治療科 

室伏景子 先生 

 

   放射線免疫療法 福島医科大学放射線科教授 

鈴木義行 先生 

第 252 回

（臨時） 

 

7月 6日（水） 16:00 

～17：00 

 

今後のがん研における頭頸科の方向性とビジョ

ンについて 

日本医科大学附属病院 

耳鼻咽喉科･頭頸部外科准 

教授 中溝宗永 先生 

がん研究会有明病院 

頭頸科 副部長  

三谷浩樹 先生 

第 253 回 

 

7月 19日（火） 18:00 

～19:30 

 

がん相談支援センターにおけるがん患者・家族サ

ポート・がん相談支援センターにおける相談対応

の動向 

がん相談支援部 

花出正美 看護師 

   社会保険労務士によるがん患者の就労支援の 

実際 

―国立がん研究センターでの活動を通してー 

社会保険労務士法人 

EEパートナーズ 

原 麻子 先生 

   障害年金申請・診断書の作成ポイント 

―制度利用を支援するー 

倉本社会保険労務士事務所  

倉本貴行 先生 

第 254 回 9月 20日（火） 18:00 

～19:30 

呼吸器内科の紹介 呼吸器内科部長 

西尾誠人 先生 

   肺がん薬物療法の変遷について 呼吸器内科医長 

堀池 篤 先生 

   分子標的治療薬の耐性メカニズムおよびその 

克服について 

化学療法センター基礎 

研究部主任研究員 

片山 量平 先生 

第 255 回 10月 18日（火） 18:00 

～19:30 

Advanced care planningへの取り組み 乳腺内科医員 

柴山朋子 先生 

   医療者に知っておいてほしい 

「患者の real voice」 

一般社団法人グループ 

・ネクサス・ジャパン 

理事長 天野慎介 氏 
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回 日 付 開催時間 演 題 発表者 

第 256 回 

 

11月 15日（火） 18:00 

～19:30 

膵癌に対する取り組み 肝胆膵外科医員 

田中真之 先生 

   センチネルリンパ節生検に基づく消化器癌の縮

小手術 

慶應義塾大学一般・ 

消化器外科教授 

北川 雄光 先生 

第 257 回 

 

12月 20日（火） 18:00 

～19:30 

がん化学療法の治療効果を高めるために臨床薬

剤師ができること 

薬剤部主任 

横川貴志 薬剤師 

    緩和ケアにおける便秘治療のエッセンス 岐阜大学医学部附属病院 

薬剤部 薬剤主任 

石原正志 先生 

第 258 回 

 

12月 12日（月） 7:30 

～8:20 

 

Memorial Sloan-Kettering Cancer Centerに 

おける大腸癌の集学的治療と臨床研究の最前線 

Memorial Sloan-Kettering 

Cancer Center 

Stuart H.Q. Quan Chair in 

Colorectal Surgery 

Prof. Martin R. Weiser 
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１．収入の部
（単位：千円）

24年度 25年度 26年度

金　額 金　額 金　額 金　額 割　合

基 本 財 産 収 入 34,584 22,969 11,188 11,238 0.03%

病 院 収 入 29,320,761 29,751,385 31,749,205 34,744,753 90.18%

研 究 所 収 入 307,286 306,623 302,742 302,268 0.78%

がん化学療法 センター収入 66,382 42,230 49,245 42,720 0.11%

補 助 金 ・ 寄 付 金 収 入 731,120 1,154,471 1,120,620 1,019,446 2.65%

事 業 外 収 入 1,835,275 2,550,841 2,588,454 2,406,396 6.25%

収　入　合　計　 32,295,409 33,828,519 35,821,454 38,526,821 100.0%

２．支出の部
（単位：千円）

24年度 25年度 26年度

金　額 金　額 金　額 金　額 割　合

病 院 支 出 23,551,017 25,016,298 27,289,449 29,362,418 80.05%

研 究 所 支 出 1,224,550 2,029,783 2,567,232 2,438,749 6.65%

がん化学療法 センター支出 411,176 435,429 400,570 427,692 1.17%

管 理 支 出 1,579,791 1,692,377 1,687,419 1,875,313 5.11%

事 業 外 支 出 563,094 513,702 485,104 429,590 1.17%

減 価 償 却 費 1,792,795 1,808,954 1,886,771 2,145,030 5.85%

科　　　　目

科　　　　目

平成24～27年度 正味財産増減計算（４か年度分）

平成24年４月１日　～　平成28年３月31日

27年度

27年度

減 価 償 却 費 1,792,795 1,808,954 1,886,771 2,145,030 5.85%

支　出　合　計　 29,122,423 31,496,544 34,316,545 36,678,792 100.0%

当 期 収 支 差 額 3,172,985 2,331,975 1,504,909 1,848,029 --

32,295,409

33,828,519

35,821,454

38,526,821

29,122,423

31,496,544

34,316,545

36,678,792

3,172,985

2,331,975

1,504,909

1,848,029

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

25,000,000

30,000,000

35,000,000

40,000,000

24年度 25年度 26年度 27年度

収入・支出及び収支差額の推移
収入

支出

収支差額

24 25 26 27

１３．財　政　状　況
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